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文

小諸市教育委員会

教育長 矢 鳴 正 一

国道141号バイパス建設に先立ち、平成元年～ 3年にかけて、三子塚遺跡群東下

原・大下原遺跡、宮ノ反A遺跡群竹花遺跡、舟窪遺跡、大塚原遺跡群大琢原遺跡の

五遺跡の調査が行われました。これらの遺跡は、市内東南部の平原区、一 ッ谷区に

位置し、田切 り地形にはさまれた台地上に存在 します。

調査の結果、古墳時代～平安時代の竪穴住居址189棟、掘立柱建物址186棟などが

見つか りました。中でも、竹花遺跡では竪穴住居址114棟、掘立柱建物址86棟 とそれ

ぞれ全体の60%、 46%を 占め、集中が窺われます。

一方、出土遺物では、県下で二例 目の漆紙文書をはじめ、全国的でも数少ない鈴

鏡を模 した上製模造鏡、大井堀Iの一端を示すと考えられる「大井」 と書かれた墨書

土器、カジキ類の椎骨などが特筆されます。また、古墳時代から平安時代の上器で

は、駿河、甲斐、武蔵、畿内地方との交流、関連が明らかとなりました。これらの

資料から、彼我の地 との人々の往来を偲ぶことができます。本書が、古代史研究に

少しでも稗益 となれば幸いです。

調査にあたられた月ヽ渕武一団長をはじめ、調査員、参加者の皆さん、御多忙中に

もかかわらず、玉稿 を賜 りました平川 南先生、金子浩昌先生に厚 く御礼申し上げ、

宇に代える次第であります。



白

l 本書は、平成元～ 3年にわたり発掘調査された、長野県小諸市大字平原字 東 下原、字大下原・

西下原所在の三子塚遺跡群東下原遺跡、同・大下原遺跡、大字御影新田宇 竹 花所在の宮 ノ反
ふなくば                              ぉぉっかはら

A遺跡群竹花遺跡、大字御影新田字舟窪所在の舟窪遺跡、大字御影新田字大塚原所在の大塚

原遺跡群大塚原遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査は、佐久建設事務所の委託を受け、小諸市教育委員会が実施した。

3 本調査は、小渕武―を調査団長とし、花岡 弘、星野保彦を発掘担当者とし、長野県考古学

会員、有識者を調査員とし、地元平原区、一ツ谷区、御代田・小諸広域シルバー人材センタ

ーのご協力を得て実施した。

4 遺構実測図の作成は、次の者が行なったほか、新 日本航業株式会社の協力を得た。

小渕武一、井出喜八、鳥居 亮、太田史夫、小野山 清、松本甲子雄、山浦 実、相場 さ代

子、佐藤君代、伴野有希子、柳沢宏幸、小山内玲子、小田中 光、柏木建司、片瀬欣仕、片

瀬七郎、児玉明聡、小林真樹、小林善然、小山 玲、塩川拓也、土屋岳宏、中村輝幸、林 通

人、山崎雄貴、星野保彦、花岡 弘

5 遺構実測図の トレースは、太田史夫が行なった。遺物実測図の作成・ トレースは、岡田悦子、

塩川峰子、古谷里江、花岡 弘が行なったほか、株式会社パスコ、有限会社やまいちやの協

力を得た。

遺構・遺物の写真撮影は、小渕武―・鳥居 亮・太田史夫・星野保彦 。花岡 弘が行なった。

本書の執筆は、第H章 1を小渕武―が、他を花岡 弘が行なった。

本書の付編については以下の各位より玉稿を賜わった。

平川 南・古尾谷 知浩  「竹花遺跡第 4号土坑出上の漆紙文書について」

金子浩昌 「竹花 。大塚原遺跡出土動物遺体の種類」

浅麓環境施設組合  「竹花遺跡第66号住居址出土土器付着物の組成分析結果について」

パリノ・サーヴェイ株式会社  「竹花遺跡第40号住居l■出土炭化米の同定・計測結果報告」

パリノ・サーヴェイ株式会社  「土器に塗付された黒色物質の成分分析」



パリノ・サーヴェイ株式会社  「大下原遺跡第 8号住居址・竹花遺跡第 4号住居址から検出

された赤色物質の素材について」

パリノ・サーヴェイ株式会社  「大塚原遺跡第 2号住居址出上の青色物質の素材について」

パリノ・サーヴェイ株式会社  「過去の植物利用について」

9 本書の編集は、太田史夫・花岡 弘が行ない、河ヽ測武―がこれを校閲、監修した。

10 本遺跡の出土資料は、小諸市教育委員会の責任下に保管されている。

発掘調査および報告書作成に際しては、次の方々に御指導・御配慮・御協力を賜わった。ここ

に御芳名を記して厚 く御ネし申し上げる (50音順、敬称略)

市川隆之、市沢英利、市村元昭、植田 真、自田武正、大谷祐司、岡田耕一、角張淳一、加藤

修司、児玉卓文、小山岳夫、佐藤正雄 (静峰)、 杉江 敬、立花 実、日中広明、田野倉武男、

辻本崇夫、堤 隆、鶴原 明、寺島俊郎、服部敬史、原 明芳、福田健司、松村恵司、水 田

稔、柳沢光義

(関係機関)御 代田町教育委員会、浅麓環境施設組合、株式会社パスコ、パ リノ・サーヴェイ

株式会社、新 日本航業株式会社、有限会社やまいちや、有限会社堀籠重機

例

1 各遺構の略号は、次のとおりである。

竪穴住居l■  SB 掘立柱建物址一一ST 濤址一一SD 土坑一一SK ピットーー P

2 遺構実測図の縮尺は、次のとおりである。

竪穴住居址・掘立柱建物l■・土坑・滞址断面一-1/80 カマドーー1/40 濤址一-1/200(但

し、第23図は1/160、 第61図 は1/500、 第62図は1/400)遺構全体図―-1/500(但 し、第28図は1/400)

3 遺物実測図の縮尺は、次のとおりである。

上器―-1/4 土器拓影、石器、鉄製品、土製品一-1/3 土製・石製紡錘車、玉類、銅製品、

銭貨、石製模造品―-1/2(但 し、第65図 2は2/3)打製石鏃一-2/3 石臼などの大型品
―

1/6(但し、第372図は5は 4/15、 第544図 2は 1/5)

4 遺構平面図における点のスクリーントーンは、竪穴住居址ではカマ ド・炉址・焼上を、掘立



柱建物上では柱痕を示す。他のスクリーン トーンは、次のものを表わす。

旺璽巨トー粘土  匡互正卜=灰

5 土器実測図において断面を黒塗したもの、点のスクリーントーンを貼付 したものは須恵器・

青磁を表わす。

他のスクリーントーンは次のものを表わす。

瞬曇4』一一黒彩土器・墨痕 匡 ::コーー黒色土器 饉壼劉―一灰釉陶器

障響珠|――赤色塗彩・朱墨

6 水糸レベルの原点は、次のとお りである。

東下原遺跡一-737.838m、 大下原遺跡―-730.781m。 730.977m・ 731.21lm、 竹花遺跡―

-724.699rn・ 725.5321n・ 727.1381n・ 724.978rn・ 728.684rn・ 729.3011n・ 729.505rn・ 728.584

m、 舟窪遺跡―聖732.448m・ 732.588m・ 732.868m、 大塚原遺跡―型
730。 601m

7 図版中、遺物の縮尺は、次のとお りである。

土器・石臼等――約1/4 祗石、石器、鉄製品一一約1/3 土製 。石製紡錘車、石製模造品、

玉類、銅製品、打製石鏃、銭貨――約1/2

8 図版中では遺物番号を簡略化した。例えば、第25図 1は 25-1と 表わす。

9 出土土器一覧表の法量は、上から口径、高さ、底径の順に記載し、一―不明、( )現存値あ

るいは推定値、●丸底を表わす。

10 土層および遺物胎上の色調は F新版 標準土色帖』の表示に基づいて示した。
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I 発掘調査の経緯

1 調査に至る動機

佐久建設事務所は、国道141号線の交通量の激増による危険と渋滞の緩和、佐久インターからの

アクセス道路 として、国道141号線バイパスの新設を計画 した。

この予定路線内には、北から三子塚遺跡群東下原遺跡、同 。大下原遺跡、宮ノ反A遺跡群竹花

遺跡、舟窪遺跡、大塚原遺跡群大塚原遺跡、谷地原遺跡群池ノ前遺跡、和田原遺跡群和田原遺跡、

中原遺跡群鎌田原遺跡が存在する。このうち、和四原・池ノ前遺跡については昭和60年 (1985年 )

に試掘を、和田原 。鎌田原遺跡については昭和63年 (1988年 )に発掘調査 を行なった (小諸市教育

委員会 1986『 和田原・池ノ前』、同 1989 冊日田原・鎌田原』)。

他の遺跡については、平成元年 (1989年 )1月 13日 、長野県教育委員会文化課指導主事児玉卓文

先生の御指導を受け、佐久建設事務所 と協議を行なった。その後、小諸市教育委員会は、佐久建

設事務所の依頼を受理 し、平成元年11月 25日 から大下原遺跡の調査に着手 した。

第 1図 遺跡の位置 (1:50,000)
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2 調査の概要

○遺 跡 名 三子塚遺跡群東下原遺跡、同・大下原遺跡、宮ノ反A遺跡群竹花遺跡、舟窪遺跡、

大塚原遺跡群大塚原遺跡

○所 在 地 長野県小諸市大字平原字東下原747-1、 748-1。 2、 749-1、 750-1、 753番地

(東下原遺跡)、 大字平原字大下原636-1、 637-1、 643-1、 648-3・ 4、 655-

1、 659-1、 661-2～ 5番地、大字平原字西下原783-1、 784、 785-1、 787-

2～ 6番地 (大下原遺跡)、 大字御影新田字竹花1441、 1442、 1441-1、 1445-1、 1446-

1、 1450-1番 地 (竹花遺跡)、 大字御影新 田字舟窪1729-2、 1752-1、 1753-

1、 1755-1、 1757-1番地 (舟窪遺跡)、 大字御影新田字大塚原1850、 1859-1・

4・ 5。 11番地 (大塚原遺跡)

○調査期間 平成元年11月 25日 ～平成 3年 12月 12日

○調査に関する事務局の構成組織は下記のとお りである。

山田夫男  小諸市教育委員会教育次長 (平成 3年 4月 1日 付転任)         ′

高見沢勇        〃      (平 成 4年 3月 31日 付退職)

中沢一晃        〃      (平 成 4年 4月 1日 付就任)

宮崎龍太郎     〃    社会教育課長 (平成 3年 4月 1日 付転任)

古平菊敏      〃       〃   (平 成 4年 5月 1日 付転任)

依田茂美      〃       〃   (平 成 4年 5月 1日 付就任)

武藤勝光      〃    社会教育課長補佐、社会教育係長 (平成 2年 4月 1日 付転任)

荒井章雄      〃    社会教育係長 (平成 3年 10月 1日 付転任)

清水隆夫      〃    社会教育課長補佐、社会教育係長 (平成 3年 10月 1日 付就任)

前田洋子

○調査団の構成組織は下記のとお りである。

顧 間 中村幸則  小諸市教育委員会教育委員長 (平成 2年 10月 lH付退任)

美斉津昌夫       〃      (‐ r成 41110川 lH付選任)

関 三貞h         〃       (卜 F成 4年 10月 lH付就任)      、

依田公一  小諸市教育委員会教育長 (平成元年12,13HI付退任)      
‐

矢鳴正一       〃     (平 成 2年 1月 lH付就任)

団 長 小渕武一  小諸市文化財審議委員長

副団長 井出喜八

担当者 花岡 弘  小諸市教育委員会学芸員

星野保彦       〃
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調査主任 鳥居 亮 (大下原遺跡)

調査員 太田史夫、小野山 清、高瀬武男、松本甲子雄、山浦 実

調査補助員 相場 さ代子、佐藤君代、伴野有希子

参加者 大池せつ子、岡田悦子、岡村照子、小山内玲子、月ヽ山澄恵、塩川峰子、日中タツ子、

古谷里江、松村泰子、柳沢宏幸、吉野安子  C/Jヽ諸 。御代田広域 シルバー人材センター〕飯森

健太、岩佐正雄、大熊家寿子、木内文雄、小林永一、清水喜代治、清水せつ、自〕烏信雄、関 武

夫、遠山正一郎  〔大学生・高校生〕刻ヽ日中 光、柏木健司、片瀬欣仕、片瀬七郎、児玉明聡、

小林真樹、小林善然、小山 玲、塩川拓也、土屋岳宏、中村輝幸、林 通人、山崎雄貴 (遺物

整理作業を含む)

3 調査の経過

各遺跡の調査期間は、次の とお りである。

東下原遺跡 平成 3年 5月 31日 ～ 6月 19日

大下原遺跡 平成元年■月25日 ～12月 19日 、平成 2年 4月 5日 ～ 5月 23日

竹花遺跡 平成 2年 5月 24日 ～11月 9日 、平成 3年 9月 2日 ～10月 31日

舟窪遺跡 平成 3年 10月 21日 ～12月 12日

大塚原遺跡 平成 3年 6月 19日 ～8月 31日

なお、調査終査終了後から平成 5年度において報告書作成作業を行なった。

4 調査の方法

調査対象地域内に試掘 トレンチを設定 し、全体層序第H層上面まで重機により掘 り下げを行な

った後、遺構の確認を行なった。

排上については、試掘 トレンチにより確認し、遺構が検出されなかった場所をつ卜土置場 とした

が、竹花遺跡、大塚原遺跡などでは遺構が全面に及んだため、搬出を行なった。

グリッドは、国家座標第ⅥⅡ系を用い、25m四方のグリッドを設定 した。

現地説明会 (竹花遺跡)
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第 2図 調査区 (1:10,000)
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II

遺跡の自然的環境

遺跡の概観

東下原

大下原

APl浅 間第一軽石流

A P2浅 間第二軽石流
a  沖積層

(荒牧1962に よる)

第 3図 遺跡付近の地質図
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今回発掘調査の対象になった地籍は、三子塚遺跡群の東下原、大下原、宮ノ反A遺跡群の竹花、

舟窪、大塚原は大塚原遺跡群に属 している。

これらの 5遺跡は、四つの谷 (田切り)に 囲まれた形の 3つの台地にある。この台地の形成され

たのは、この地籍の北東方向に答える標高、現在2,560mの二重式成層火山の浅間山の噴火活動に

より流出した第一軽石流、さらにその上に第二軽石流の堆積により形成された地層である。この

地層の基盤は、千曲層群の上に黒斑火山の爆発による塚原泥流が堆積 した。その後に地盤の沈降

があり、その上に上記の灰流が堆積したものである。

この地層は、きわめて軽しょうで凝結性も乏しく崩壊しやすい層で、一度すこし強い流水があ

れば侵蝕されて深い谷ができる。一旦、谷ができると側壁も次々に侵蝕が進み谷底が拡大 し、凹

形の谷を形成する。

谷の平坦地には細流などがあり、次第に水田が開発され稲作が行なわれるようになっていった。

谷の左右は高台となり乾燥して、原野や山林になり畑地として利用されるようになったと思わ

れる。このため、住環境に適するためか遺跡がある。

この付近の水便は、宮ノ反A遺跡群の北方には繰矢川があり、その支流の水利がある。その他

の谷の平坦部には大きな湧水は見られないが細流があり、それを利用して水田耕作がはじめられ

たと思われる。江戸期になり御影用水が開発され、水利は次第に便利になり水田はさらに拡張さ

れ、近年には農業構造改善によりさらに整備され、地形も変化した。

遺跡付近の植生は、台地の平坦部はほとんど耕地化や宅地になり、平地林の大きなものは全然

見当たらない。しかし、高台のところどころには小さな林も見られるが、それらは田切 りの谷と

高台の斜面の崖錐地帯に残っているものが多い。ここの植生は、木本の高木では、アカマツ、カ

ラマツ、クヌギ、ヨナラ、カスミザクラ、ケヤキ、オニグルミ等で亜高木や低木では、ガマズミ、

ヤマウルシ、メルデ、ニシキギ、ダンコウバイ、ノイバラ等蔓性のものには、ノダフジ、クマヤ

ナギ、アケビ、ツルウメモ ドキが生えている。高台地帯は、前述のようにかつては平地林や原野

だったと思われるが、今は畑地として利用されているが作物は時の移 り変 りに従い変遷がある。

養蚕が盛 りの頃には桑畑として、養蚕業が衰えると野菜栽培や果樹栽培が行なわれる。果物で

は、モモ、 リンゴ、ブ ドウ、テウチグルミ等が栽培されるようになった。

畑地は、ナズナ、セイヨウタンポポ、タネツケバナ、カタバ ミ、スベ リヒュウ、アカザ、ノボ

ロギク、チガヤ等。水田地帯は、オオミゾソバ、セリ、ヨナギ等、湿地に適応した植物が多い。

これらの耕地も休耕田や耕作されない畑地が多くなり、植生も帰化植物のハルシオン、ヒメジ

ョオン、ヒメオ ドリコソウ、セイヨウタンポポが群落をなし、さらに近年は、アレチウリ、オオ

ブタクサ、ハキダメギク等が猛威をふるい植生は変化 しつつある。
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2 遺跡の歴史的環境

市内の遺跡立地を概観した場合、東南部地域においては、佐久平に特有な田切 り地形をひかえ

た台地上に位置する歩合が顕著である。

今回、調査対象となった遺跡を中心とする地域では、宮ノ反A遺跡群のほぼ東端にあたる宮ノ
0)                               修)

反遺跡が調査されているにすぎない。以下、周辺遺跡について、調査成果、詳細分布調査の結果

をもとに、時代・時期別に概観 してみたい。

まず、縄文時代では、三子塚遺跡群・宮ノ反遺跡群・大塚原遺跡群 といった遺跡がある。縄文

時代の遺跡の調査例はなく、宮ノ反遺跡の調査では、遺構は検出されなかったが、東下原、大下

原、竹花、大塚原の各遺跡で上器片、石器が出上 している。これらの遺跡は、縄文時代中期後半

から後期初頭 働口曽利E期から堀ノ内期)に認められる遺跡数の増加 と関連するものと考えられる。

以上のほか、時期的に不明であるが、谷地原遺跡群から打製石斧が出土 している。

弥生時代については不明であるが、宮ノ反遺跡で中期の栗林式土器壺の胴部破片、後期の箱清

水式上器甕の胴部破片が出上している。

古墳時代前期にはいると、台地上にも確実に竪穴住居址が認められるようになる。これまでの

調査からすると、概して、 2・ 3棟の単位と考えられる。第4図の範囲には含められなかったが、
0)

初頭の住居ldLが和田原遺跡で 4棟検出されている。和田原遺跡では、在地系の土器とともに東海

地方西部、東海地方東部以東の上器が出上している。小型丸底土器を伴出しない段階である。後

述するように、この段階に併行すると考えられる住居址が竹花遺跡で、刻ヽ型丸底土器を伴出する

と考えられる段階の住居址が大下原遺跡で各々検出されている。続 く中期の段階も調査例がなく、

後述するように竹花遺跡で 2棟検出されている程度である。

後期にはいると、田切 りをひかえた台地上の遺跡分布が顕著となってくる。また、この時期は

いわゆる後期古墳群の築造と大きく関連する時期でもある。これまでの調査成果からすれば、後

期でも6世紀後半の頃からと考えられる。宮ノ反遺跡では、後期後半と考えられる住居址が 4棟

検出されており、土器類のほか、第 4号住居l■から滑石製と土製の九玉が出上している。

古墳時代後期後半から奈良時代にかけての外来系土器では、いわゆる畿内系暗文を持つ杯が関

日B遺跡第34号住居址から、畿内地方のものに極似した小型甕が第37号住居址から出土しており、

今回の調査でも数点出土している。

一方、古墳では、一ッ谷大塚古墳がある。昭和50年に市指定となった円墳でご径■～14m、 高

さ2mを測る。内部主体の詳細については不明であるが、横穴式石室を有するものであろう。今

回調査された大塚原、舟窪遺跡との関連が窺われる。

続 く奈良時代の調査例は、近年の調査により集積されつつある。特に、佐久市西屋敷を中心と

する、前田・鋳師屋・野火付 。十二・鋳物師屋の各遺跡で検出された奈良・平安時代の竪穴住居

-7-
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第 4図 遺跡と周辺遺跡分布図 (1:10,000)
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第 1表 周辺遺跡一覧表

番

号 遺 跡 名 所 在 地 立 地
縫

寺

券

中

古

墳

歴

史

中

世

近

担 備  考

１
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ツ
々
　
　
　
　
０
０
　
　
加
仕
　
　
質
υ
　
　
　
　
盗
υ
　
　
ヮ
！

三子塚遺跡群

宮ノ反A遺跡群

舟窪遺跡

舟窪館跡

大塚原遺跡群

―ツ谷大塚古墳

谷地原遺跡群

大字平原字三子塚・東丸 山・中

原・寺裏・改居祖・東居祖・西居

祖・入居祖・丸 山・居祖添・下原・

大下原。東下原・西下原・

大字御影新田字宮ノ反・池尻・塚

ノ前・竹花。一丁田

大字御影新田字舟窪・反田・向原

大字御影新田字舟窪

大字御影新 田字大塚原。大字耳

取字大平・下平

大宇御影新田字大塚原 1936

大字御影新田字池ノ上・谷地原

平成元・2年発掘調査

昭和59年・平成 2,3
年発掘調査

平成 3年発掘調査

平成 3年発掘調査

昭和60年一部試掘調査

JIの総数は429棟以上、掘立柱建物址は387棟以上である。鋳物師屋遺跡では、奈良時代初めの濤

で囲まれた掘立柱建物址群が検出され、注目される。また、上器編年では、御代田町前田遺跡の

調査成果 として奈良時代四期区分の編年が提出され、より詳細なものになってきている。また、

他地域 との関連では、関口B遺跡第16号住居址に続 き、竹花遺跡でも甲斐型土器が出土 してお り、

山梨 との交流を窺わせ る資料 も徐々に蓄積 されつつある。

平安時代では、先述したように年代幅を有するが、古墳時代後期 と並び、遺跡数において一つ

のピークを形成するようである。また、奈良時代 と同じく該期の土器編年の細分資料も徐々に増

加しつつある。宮ノ反遺跡では、若子の幅を有するが、前葉の住居址が 5棟検出されている。

降って、中世の城館跡では舟窪館があり、土塁が巡らされているが、詳細については不明であ

る。

註

(1)小諸市教育委員会 1985 F宮ノ反』

似)小諸市教育委員会 1987 『長野県小諸市遺跡詳細分布調査報告書』

俗)小諸市教育委員会 1989 肝日田原・鎌田原』

14)小諸市教育委員会 1991 『関口A・ 関日B・ 下柏原』

G)こ れらの成果をもとに奈良時代の村落生活が描かれている。牛山佳幸 1989「 第二章 律令政治の

展開と信濃 第四節 奈良時代の村落生活」 『長野県史 通史編 第 1巻原始 ,古代』 長野県史刊

行会
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III    )目 ]

第 I層 黒褐色土層 (10YR2/2)

第H層 明褐色土層 (7.5YR5/6)

第Ⅲ層 にない責橙色土層

(10YR7/4)

東下原遺跡、大下原遺跡、竹花遺跡、舟窪遺跡、
1.0

大塚原遺跡は、いずれも南北を田切 りにはさまれ

た台地上に位置する。

標高は、およそ720～ 730m代である。

第 I層は、耕作土層で、層厚は30～ 70cmである

が、場所により15cmと 薄い個所も存在した。

また、大下原、竹花、大塚原遺跡では浅い谷が

認められた。

第H層は、浅間第 2軽石流 (A P2)の 頂部にあたる。遺構の確認は、本層上面において行なっ

た。φO.5～ 20cm前後のパ ミスを含み、締っていない。なお、第 2図で、大下原遺跡は沖積層とな

っているが、大下原遺跡も第 2軽石流上に位置する。

第Ⅲ層は、にない黄橙色を呈し、φO.5clla前後のパ ミスを含む。第Ⅲ層に比べ、締っている。

軽石流のうち、浅間第 1軽石流 (APl)は、その後に流出した浅間第 2軽石流 (A P2)と の間

に厚さ約10clnの 黒褐色上があることから、両軽石流の噴出には数百年の隔たりがあったと考えら

れている。また、二つの軽石流は、1.0～ 1.1万年前に浅間火山の硬質安山岩マグマの活動により
(2)

噴出されたものとされている。

誰

田中邦雄監修・降旗和雄編 1979 『長野県地学のガイ ド』 コロナ社

註(1)の 文献に同

第 5図 層序模式図
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東下原遺跡

(1)竪穴住居址

I)第 1号住居址

遺構 (第 6・ 7図、図版 1)

本住居址は、B-2グ リッ

4号掘立柱建

物址により切

られている。

カマ ドを中

心とする主軸

方位は、N―

■
°
一Wを示す。

東西は調査

し得た部分で

405cm、 南 北

478cmを 測 り、

平面プランは

隅九方形を呈

するものと思

われる。

確認面から

の壁高は、 6

～34cmを 測る。

カマ ドは、

北壁ほぼ中央

部に位置する

ものと思われ

るが、遺存状

Ⅳ 遺構 と遺物

ドに位置する。第 3・ 4号掘立柱建物址と重複関係を有し、

A十
~

C_

第 3

第1層 黒褐色土層 (7.5YR3/2)ロ ーム

粒子を僅かに含む

水糸 レベル  738.238m

第 6図 第 1号住居址実測図
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〇
―
―
―

|

∪

層序説明

― Ю

1  
水糸 レベル738.038m

∪

A¬

        B

態は悪い。おそらく、暗赤褐色および褐

色の粘上を主体に構築 されていたものと

考えられる。

ピットは、 4基検出され、Pl・ P2が主

柱穴、P3は 出入口部の施設に関連するも

のと思われる。

周濤は、北西 コーナで切れるが、おそ

らく全周 していたもの と考 えられる。

遺物 (第 25。 26図、図版37'38)

土師器片、須恵器片が出土 している。

（い中”）変，

第7図 第1号住居址カマド実測図       このうち、図示したものに、黒色土器

杯 1点、土師器甕底部 2点、石製品 1点がある。石製品は、安山岩製の石自の破片である。

本住居l■Lの所産期は、古墳時代後期 と考えられる。

2)第 2号住居址

遺構 (第 8・ 9図、図版 1)

第 8図 第 2号住居址カマ ド実測図

本住居址は、 B-2グ リ

ッドに位置する。他遺構 と

の重複関係はない。

東西610伽、南北556cmを

測 り、平面プランは隅丸方

形を呈す る。

カマ ドを中心 とする主軸

方位は、N-12° 一Wを 示す。

確 認面 か らの壁 高 は、

44～64cmを 演Jる 。

カマ ドは、ゴヒ壁ほぼ中央

部に位置す る。袖部は、地

山を掘 り残 して袖芯 とし、

褐色土 とにぶい責褐色を呈

する粘土 を用いて構築され

ていたと考 えられる。

ピットは総計12基検出さ

①

ｌ
ｌ
ｌ

層序説明        A― 一

第1層 褐色上属(10YR4/4)粘■IV子、黒色とを含

第2層 をitF轟驚 意住OYR5/n性 層。カマ

第3層 怒鷺もと層はOYRVO続 土辻子 皮を少世

第4層 急亀とこ諦 ;名も胸 焼土粒子を多く

'

箋:唇 悟落雹至彊与七軍t'搬織」貧』含む。
第7層 僣亀を1怠 9 5YR3/99-ム 粒子を笹か

に含む。絡つていない

水糸レベル737.738m
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―――――J

O―
―

L

―
D

層序説明
第1層 褐色土層 (10YR4/4)φ 01

～0.5cnのパ ミス、ローム粒

子を僅かに含む

第 2層 暗褐色土層 (10YR3/3)

φ03～2 5cmの パ ミス、ロ

ーム粒子を含む

第 3層 暗褐色土層 (10YR3/4)

φO_2～ 1 0cnのパ ミス、ロ

ーム粒子を僅かに含む

第4層 黒色土層 (10YR2/1)ロ ー

ム粒子を含む

水糸レベル 737.838m

E_

~~―F

K――

-13・ 14-

第 9図 第 2号住居址実測図



れた。このうち、 Pl～ P4が主柱穴、 P5が貯蔵穴 と考 えられる。また、周濤はカマ ド部分 を除

き、全周する。

遺物 (第 25～ 27図、図版37～ 39)

土師器片、黒色上器片、須恵器片、縄文土器片、石製品が出上している。図示したものに、土

師器杯 3′ミ、小型甕・壼各 1点、黒色土器杯 2点、高杯脚部 1点、石製品12`ミ がある。石製品に

は、編み物用の錘、紡錘車、自玉がある。錘は、10cm前後の河原石の側面に明瞭な凹みを作出し

ている。重さは、 2-316g、 3-289g、 4-309g、 5-250g、 6-257g、 7-261g、 8-
233g、  9_263g、 10_222gで、平均は267gでぁる。紡錘車、自玉は滑石製で、紡錘車の重 さ

は65。 3gを量る。

縄文土器片は、覆土出土で、中期後半～後期のものであろう。

本住居址の所産期は、古墳時代後期に比定される。

3)第 3号住居址

遺構 (第 10。 ■図、

図版 1)

本住居址は、 A・

B-2グ リッ ドに位

置する。

他遺構との重複関

係はない。

東 西365cm、 南 北

365cmを 測り、平面プ

ランはやや不整な隅

丸方形を呈する。

カマ ドを中心とす

る主軸方位は、N―

18° 一Wを示す。

確認面からの壁高

`よ

、38～48cmを 預Jる 。

カマ ドイよ、ゴヒ壁ほ

ぼ中央部に位置する。

遺存状態は悪いが、

地山を掘 り残して袖

第1層 暗褐色土層 (10YR3/3)ロ
ーム粒子を僅かに含む

第 2層

夏 秘 握 すと至

42と c/

第3層  暗褐色土層 (10YR3/4)ロ
ーム粒子を含む

第10図  第 3号住居 l■実測図

―-15-

水糸レベル737.638m



画
―
―
―
―

水糸レベル737.438m

第11図  第 3号住居jIカ マ ド実測図

4)第 4号住居址

層序説明
第1層 暗褐色土層(7 5YR3/4)ロ ーム粒子を若千含む

第 2層  赤褐色土層 (5YR4/6)焼上を多量に含む

第 3層 褐色土層 (10YR4/4)焼上 を少量含む

水糸レベル737.238m

第12図  第 4号住居址カマ

部芯 とし、褐色の粘土および加

工 した軽石 を用いて構築 されて

いたと思われる。

ピットは総計 4基検出された

が、柱穴については明確でない。

また、南西コーナー付近で粘

土塊が認め られた。周濤は、東

南。西壁にかけて巡らされていた。

遺物 (第25'26図、図版37・ 38)

土師器片、黒色土器片、須恵

器片、石製品が出上 している。

図示 したものに土師器杯 2点、

甑、短頸壺、甕、石製品各 1点

がある。短頸壷は須恵器の模倣

であろう。

本住居址の所産期は、古墳時

代後期に比定されよう。

遺構 (第 12・ 13図、

図版 1)

本住居址は、A―

1グ リッドに位置す

る。

第 5号住居址、第

1号濤址 と重複関係

を有 し、第 5号住居

l■、第 1号濤l■ を切

っている。

東 西336cm、 南 北

336cmを 測 り、平面プ

ランは隅丸方形を呈

する。

C~ 
砂

0 炭花物
~D

|

引
十~~B

郷 層 と部爛 住 馳 評R614)地 Шこ黒
tiが混じる

ヽ
キ
ー

『

ド実測図
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カマ ドを中心

とする主軸方位

`よ

、 E-8.5生_

Sを示す。

確認面からの

壁高は、 7～ 18

cmを 測る。

カマ ドは、東

壁ほぼ中央部に

位置する。

遺存状態は悪

い。おそらく加

工 した軽石を芯

として構築 され

ていたものと思

われる。

ピットは総計

5基検出された。

このうち、Pl

・ P2・ P3の 3

4＼＼＼

�
｀

キ
ー
、
ュ

―
―

―

『

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7.5YR3/2)
ロー ム粒子 を僅かに含む

水糸レベル737.138m   O

第13図 第 4号住居址実測図

基が主柱穴と考えられる。また、周濤は確認されなかった。

遺物 (第 25図、図版37)

本住居址からは、土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。このうち、図示し得たも

のは、土師器杯 1点である。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

5)第 5号住居址

遺構 (第 14・ 15図、図版 1)

本住居址は、A-1グ リッドに位置する。第 4号住居ldLと 重複関係を有し、第 4号住居址によ

り切られている。

東西509cm、 南北382cmを 測 り、平面プランは東西に長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-11.5° 一Wを示す。確認面からの壁高は、18.5～ 32cmを測る。

カマ ドは、北壁ほ,F中央部に位置するが、遺存状態は悪い。

Φ

ヤ

◎風

貿

逸
?Q＼

与
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『

層序説明

第 1層 黒褐色土層

(loYR3/
2)φ 02～ 20
cmのパミス、
ローム粒子 を

含む

第 2層  黒 褐 色 土 層

(10YR2/
3)ロ ーム粒子

を僅かに含む

A一十~

第14図 第 5号住居址実測図

第15図 第 5号住居址カマ ド実測図

本住居l■の所産期は、古墳時代後期に比定されよう。

水糸 レベル737.338m

ピットは総計 4基検出された。

このうち、 P2・ P3の 2基が主柱

穴、P4は 出入口部の施設に関連する

ものであろう。また、周濤はカマ ド

部分を除き、全周していた。

遺物 (第 25・ 27図、図版37・ 39)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、

縄文土器片が出上している。このう

ち、図示 したものに土師器杯、黒色

土器椀、縄文土器片がある。黒色土

器椀は混入であろう。縄文土器片は

中期のものと考えられる。

―
―
―
―
〇
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6)第 6号住居址

遺構 (第 16。 17図、図版 1)

本住居址は、A-1グ リッドに位置す

る。他遺構 との重複関係はない。

大半が撹乱を受けており、残存部から

推して、東西約338cllt、 南北約303cmの 隅

丸方形プランを呈するものと思われる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N―

66° 一Eを示す。

カマ ドは、東壁ほぼ中央部に位置する

ものと思われるが、遺存状況は悪い。

おそらく、カロエ した軽石を主体に構築

されていたものと考えられる。

ピットは総計 6基検出された。このう

ち  ヽPl・ P2・ P3・ P4の 4基が主柱穴、

P5は 出入口部の施設に関連するものと

思われる。

また、周濤は残存部においては確認さ

れなかった。

遺物 (第 25図、図版38)

本住居址からは、土師器片、黒色土器片、須

恵器片が出上 している。

このうち、図示したものは、土師器小型甕、

甕の2点である。いずれも、全器形を窺えない

が、おそらく長胴を呈するものと思われる。

本住居址の所進期は、古墳時代後期に比定さ

れよう。

―
B

水糸 レベル736.938m

第17図 第 6号住居址カマ ド実測図

-19-
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第16図 第 6号住居l■実測図

層序説明

第1層 褐色土層(10YR4/6)φ02～ 1 0cmのパミス、ローム粒子、焼上を含む
第2層 赤褐色土層(5YR4/6)焼 土を多く含む
第3層 暗褐色土層(7 5YR3/4)φ O.1～ 0_3cmのパミス、ローム粒子を含み、焼

土も若千含む



121 掘立柱建物址

|)第 1号掘立柱建物址

①‐

層序説明
埋 上 にh・い黄褐色土層 (10YR4/3)

ロー ム粒子 を含む

キ
A― ③

P3

tST弦 デ

【
―ｐ

談 蓮
．≦
∈

遺 構 (第 18

図、図版 1)

B-2グ リッ

ドに位置●る。

第 2号掘立柱

建物址 と重複関

係 を有する。

東西261～ 296

cm、 南北 223～

270cllaを 測 り、平

面プランは、長

方形を呈する。

2間 Xl間の

側柱式建物で、

南北軸の方位は、

N-7° 一Wを

示す。

柱間は、東西

―
キ

ー

『

―
B

水糸レベル738.038m
9          .           ?m

第18図  第 1号掘立柱建物址実測図

82～ 112cm、 南北209～ 230cmを 測 る。ピット掘形の平面プランは、円形、

遺物

楕円形である。

Pl・ P6か ら、土師器片、黒色土器片が出土している。このうち、 P6か らロクロ整形の黒色土

器杯の破片が出上していることから、平安時代以降の所産と考えられる。

2)第 2号掘立桂建物址

遺構 (第19図、図版 1)

B-2グ リッドに位置する。第 1号掘立柱建物址と重複関係を有する。

東西260～ 263cal、 南北264～ 289clnを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。

2間 Xl間の側柱式建物で、南北軸の方位は、N-3° 一Wを示す。

柱間は、東西91～ 106cm、 南北209～ 229clnを 測る。ピット掘形の平面プランは、円形、椿円形を

田
≦

一一一 ミ

‐

・

C~◎
 95♀

6~D士
P4

キ  1 円
I      句喜

―-20-―



呈する。

遺物

P2・ P3・ P4

から、 三上自市君ま片、

黒色土器片、須

恵器片が出上 し

ている。

このっち、P2

から、底菩Ьヘラ

キリ後手持ちヘ

ラケズリのなさ

れた須恵器杯の

破片が出上 して

いることから、

第 1号掘立柱建

物址よりも古 く

奈良時代以降の

所産 と考えられる。

［‐A――

C~

_十~D

A―                      ―――B

耐埋Y侍忽解舛

TQ
◎

B

P:

十~~D

C一

第19図 第 2号掘立柱建物址実測図

譲
―
キ
ー駕ｌ

⑤
Ｐ

干

⑥
Ｐ

々
畏

、

」

輪
）
◎
Ｐｌ
ｏ

五
∝
古

―

出

3)第 3号掘立桂建物址

遺構 (第 20図 )

B-2グ リッドに位置する。第 1号住居luLと 重複関係を有し、

第 1号住居址を切って構築されている。

3基のピットが確認されただけで、全体は不明である。

南北軸の方位は、N-3.5°一Eを示 し、柱間は、98～ 120cmを

測る。

ピット掘形の平面プランは、円形、楕円形である。

遺物

P2° P3か ら、土師器片、須恵器片が出上している。このう

ち、P2か ら武蔵型土器甕の破片が出土していること、重複関係

から奈良時代以降の所産と考えられる。

水糸 レベル738038m

| |
層序説明 中  ∞

ナ里 土 黒鶴色土層 (7 5YR2/2)ロ ーム粒子を経
か,こ 行む

水糸レベル738.238m

第20図 第 3号掘立柱建物址笑測図

千
⑥
馳
∝

Ｑ

＞

―
―
―
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B

~D

水糸レベル738.038m

第21図 第 4号掘立柱建物址実測図

片、黒色土器片、須恵器片が出土している。本遺構の所産期は、

時代以降と考えられる。

5)第 5号掘立柱建物址

4)第 4号掘立柱建物址

A―一一

層序説明
埋 土 黒褐色土層(10YR2/

2)ロ ーム粒子 を僅 かに

含む

S B05

B01｀ キ

遺構 (第21図 )

B-2グ リッ ドに位

置する。第 1号住居址

と重複関係 を有 し、第

1号住居址を切って構

築 されている。

4基のピットが確認

されただけで、全体は

不明である。

南北軸 の方位 は、

N-1.5° 一Wを 示 し、

柱間は、114cmを 測る。

ピット掘形には、円

形、楕円形の外、濤持

ちのものも認められた。

遺物

―
―
Ｉ

Φ

今
C―__

A― ―――B

水糸レベル737.438m

Pl・ P2か ら、土師器

出土土器片、重複関係から奈良

遺構 (第22図 )

A-1グ リッドに位置す る。他遺構 との重複関

係はない。

2基のピットん`確認されただけで、全体は不明

である。柱間は、182cmを 測る。

遺物

古墳時代後期～奈良時代 と考えられる甕の破片

が出上していることから、一応、古墳時代後期 ～奈

良時代以降と考えておきたい。

-22-

ノ
④

層:ξ3冊師椰冊冊冊冊冊冊‖雨W冊
~B

埋土警翌安走軍ど夕(普憲
)φ 02-1 0cmの パミスを僅かに含み、

Q8詢
|

Φ

一
B

第22図 第 5号掘立柱建物址実測図



●)濤 4L

|)第 十号溝址

遺構 (第23図、図版 2)

本遺構は、A-1グ リッドに位置する。第 4号住居址と重複関係を有し、第 4号住居址に切ら

れている。

東西に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約 7mの範囲である。

遺構覆土は 2層 に区分され、第 1層 の黒褐色土層 (10YR2/2)が 大半を占める。底面には砂の堆

積は認められず、水の流れた痕跡は認められなかった。

濤の掘形は、逆梯形状で、テラス状 となる個所も認められた。

濤中は108～ 240clll、 深さ55～ 73cllaを測る。

遺物

出土遺物は皆無である。所産期については、重複関係から平安時代以前と考えられる。

―――B

/  もL U4

9                    4「 I

層序説明

第1層 黒褐色土層(10YR2/2)φ 2.0～ 3 5cnlのパミスを僅かに含む
第2層 にない責褐色土層(10YR4/3)ロ ーム粒子を多く含む

水糸 レハミル736.938m
第23図 第 1号濤址実測図

―-23-―
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ぜ
ぜ

馬
買＼

"
″

卜 0
層序説明

第1層 禍色上層(

“

)土  坑

|)第 1号上坑

第24図 第 1号土坑実測図

遺構 (第24図、図版 2)

B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係は

ない。

東西98cm、 南北50craを 測 り、平面プランは隅九長方

形を呈する。

長軸方位は、E-19° 一Sを示す。

遺構覆王は、上部で撹乱を受けるが、褐色上により

充損されており、確認面からの壁高は、20～ 26cmを 測

る。

遺物

土師器片、須恵器片が出上している。 このうち、底

部に糸切 り痕を持つ土師器杯の破片が見られることから、本遺構の所産期は、平安時代以降と考

えられる。

(5)遺構外出土遺物

遺物 (第25・ 27図、図版38・ 39)

遺構外出土遺物で図示 したものには、縄文土器、土師器、黒色土器、石製品がある。

縄文土器 (第27図 7)は 、沈線による区画内を刺突文で充榎するもので、後期の所産 と考えられ

る。

土師器 (第27図 8)は 、内面に櫛歯状工具による調整がなされる。他の部分は、内外面 ともヘラ

ミガキが行なわれる。ヘラミガキは、古墳時代中・後期の上器に見られる調整に似 るが、時代・

時期は確定できない。器種は、す り鉢であろうか。

黒色土器には椀と杯がある。椀 (第25図 1)は内面に暗文が施される。杯 (第25図 2)は、外面

に「鳳」?の墨書がなされる。いずれも、平安時代の所産である。

石製品には、打製石鏃 (第27図12)がある。チャー ト製で、重さ2.25gを量る。

ローム粒子を働 にゝ 水糸レベル737.538m
含む         o              ?m

―-24-―



第 1号住居l■

第 6号住居址

第25図 第 1～ 6号住居址、遺構外出土土器実測図

第 3号住居址

第 4号住居址

第 5号住居l■

―-25-―



斡 9
∞ 斡 0参 10  

修
域 斡 斡 %11

10 cm

1   第 1号住居址

2～ 10 第 2号住居址

■   第 3号住居址

第26図 石製品実測図

-26-
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軽鍵蒙z輩 ~庁
2鸞が√3

第27図 土器拓影図・石製品実測図

1～ 5'9～ ■   第 2号住居址

6         第 5号住居批

7・ 8・ 12     遺構外

９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１ ０

①
焼
　
⑤
渤

の       12

9      e cln5 cn               ll
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第28図 東下原遺跡遺構全体図

―…28-―



2 大下原遺跡

(1)竪穴住居址

|)第 1号住居址

遺構 (第 29。 30図、図版 2)

本住居址は、BoC-7・ 8グ リッドに位置する。第 1号土坑 と重複関係を有し、第 1号土坑

を切って構築されている。東西515cm、 南北505cmを 測 り、平面プランは隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-13°一Wを示す。確認面からの壁高は、60～ 77cmを 測る。

住居址覆土は 8層 に区分され、自然堆積 と考えられる。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。軽石を袖芯とし、褐色 (10YR4/6)を 呈し、粘上を主体

とする構築上により築かれていたものと思われる。

ピットは総計 4基検出され、主柱穴と考えられる。周濤は検出されなかった。

また、本住居址は焼失住居と考えられ、南部で禾本科植物の炭化材が検出された。  ′

遺物 (第65図 、図版41)

土師器片、黒色土器片、須恵器

片、石製品が出上 しているが、土

器片の量は少ない。

図示 したものは、石製品 (第65

図)1点である。磨石 として用いら

れたものと考えられる。

本住居l■の所産期は、出土土器

片から古墳時代後期に比定される。

第孵酷み瑚七士懸解艶8絶揺遺(み螢堰古
十含む 古

第3暗  Л帝赤4J色 Ji層 (5 YR3/3)焼 土を夕量に含む
第4噌  欄色土層 (10YR4/6)*占 Jiを主体とする構築上
第5層 赤黒色土層 (2 5YR2/1)φ20～ 5 0cmのパミスを含み、焼土を若千含む

黒色土
第6用  暗褐色土層 (loYR3/3)焼 J二等は含まない

第7層  棚色J:層 (7 5YR4/6)粘 土、焼上が洸じる
第8層 暗赤欄色土層 (5 YR3/3)焼 Jと を多景に含む
第9層  樹色Ji層 (10YR4/4)粘 上を多景に含む
第10層  黒禍色J:屑 (10YR2/3)焼 J:等は含まない黒色土

第11層 り1樹 色Ji屑 (7 5YR5/6)灰 屑

A―一―

第駕継魚寺,1什盈攪常t登差`室絲 !!亀土皓築つ 水糸レベル7凱う■m
第29図  第 1号住居址カマ ド実測図

①
ｌ
ｌ
ｌ

―-29-―



石器 (65-■ )焼 Ji

―
―
十
電

層序説明

第 1層 褐色土層(10YR4/

ぐ幾別評後
のパ

第2層
任辞餓 承ち彊
後韻、

ア
良諸生暑吾

第3層

'黒

褐色土層(10
YR2/3)ノ

と必ド念、
ロ

第4層
Y乱掬)3予證jII

避♀ガtま
粂i星乙全

第5層 花犠命(毛籍色土層
堺膠;r欽

1型

注F足章乙?矮害b第6層
Y島協a 詭`堰
♀づ暮念`

口~ム粒
第7層 が強争編 朔髪寿冥

暮念、
ローム粒子を

第8層 にぶい黄褐色土層
堺勝χξЧ

l型
ム粒子 を含む

A―――

水糸レベル731.61lm

第30図  第 1号住居址実測図

2)第 2号住居址

遺構 (第 31・ 32図、図版 2)

本住居址は、C-8グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西352cm、 南北339cmを 測る小型の住居で、平面プランは隅丸方形を呈する。

―-30-―



カマ ドを中心 とする主

軸方位は、N-18°一Wを

示す。

確認面からの壁高は、

37～ 46cmを 浪Jる 。

カマ ドは、北壁ほIF中

央部に位置する。遺存状

態は悪い。おそらく、明

褐色 (7.5YR5/6))を 呈す

る粘上を主体 として構築

されていたと思われる。

また、火床部では軽石

製の支脚石が認められた。

住居址覆土は 3層 に区

分され、自然堆積 と考え

られる。

ピット、周濤は検出さ

れなかった。

また、南部では約50cm

の安山岩 と粘土が認めら

れた。

遺物 (第 64・ 65図 、図版40・ 41)

土師器片、黒色土器片、鉄製品が出上 し

ている。土器片の量は少ない。

図示 したものには、黒色土器杯 (第64図

1)と 鉄製品で鎌 (第 65図 1)がある。

本住居l■の所産期は、出土土器から古墳

時代後期に比定される。

第31図 第 2号住居址実測図

Ｉ

Ｈ

―
D第

2

第 3

-F

層 黒 褐 色 土 層 (10

YR2/3)ψ 10cm前後

のパ ミスを含む

膳 晴 禍 色土 層 (10

YR3/3)φ 05cm前後

のパミス、ローム粒

子を含む

水糸 レベル731.51lm

水糸 レベル731561m

⑪「

層序説明

第 1層 暗褐色土層 (10

YR3/4)ψ 10～ 20
cmの ノヾミス、 ローム

粒子 を含む

―
―
―

笠

|

-31-

第32図  第 2号住居址カマ ド実測図



3)第 3号住居址

遺構 (第 33・ 34図、図版 2)

本住居址は、B-9グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西447cm、 南北438cmを 測 り、平面プランは隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-15° 一Eを示す。確認面からの壁高は、41～ 59cmを 測る。

―
―
―
し
　

Ａ
．

―――D

水糸レベル730561m

庸序説明

第1'W黒 褐色土層 (10YR2/2)

¢05～ 1 0cmの パミスを含

む。砂用

第 2 11rl tt rtJ色 上M(10YR3/3)

φ01cm前 後のパミスを位

かに含む。 粒frネ‖かく、 本
'i社を‖びる

第 3)W黒 禍色土屑 (10YR2/3)

φ10cm前 後のパミスを使

かに含む。粒子細かく、粘

性を常びる

第4'W 灰女偶色上
'W(10YR4/2)石少

'W第 5片1 によ い女 tl・j色 上
'W(10YR4/3)ψ 10～ 2 0cmの パ

ミス、ロームXIl子 、すよ色 li

を含む

第 6用  t・v tt li'W(10YR4/4)

φ10～ 3 0cmの パ ミスをレ

く含む

一―一F

G＼＼＼

第33図  第 3号住居址実測図
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①

|カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置

する。地山を掘 り残して袖芯として、

にない赤褐色 (5 YR4/4)粘 上を主体

とする構築土、軽石を用いて築かれ

ていたものと思われる。また、煙道

部は117cmと 長 く、特徴的である。

住居址覆土は 6層 に区分され、自

然堆積 と考えられる。

ピットは総計 5基検出された。こ

のうち、 Pl～ P4が主柱穴、 Psは出

入口部の施設に関連するものであろ

う。

また、床面で 4個所、礫の集石が

認められた。

周濤は検出されなかった。

遺物

土師器甕の破片、鉄滓各 1点のほ

か、編み物石 として使用されたと考

えられる礫が出上している。

本住居l■の所産期は、出土土器片から

古墳時代後期に比定される。

4)第 4号住居址

遺構 (第 35。 36図、図版 2)

本住居址は、B-9・ 10グ リッドに位

置する。

他遺構 との重複関係はない。

東西269cm、 南北280cmを 測る小型の住

居で、平面プランは隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N―

15° 一Eを示す。

確認面からの壁高は、38～ 51cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。

籍詈岳晏     盛

ζi: :               : 9                        1m

水糸レベル730661m

ド実測図第34図  第 3号住居址カマ
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第35図 第 4号住居址カマ ド実測図
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~~B層
序

第 二脳

第 2痛

第 3屑

―
D
第 4屑

第 5結

第 6'善

―――F

第 7M

水糸レベル730.51lm O

第36図 第 4号住居址実測図

く、古墳時代後期 と考えておきたい。

Ｉ

Ｈ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

菖

遺存状態は比較的良好で

あった。第 9。 11層 に見ら

れるように、ローム及びロ

ームを主体 とする構築上、

軽石により築かれていたも

のと思われる。

住居址覆土は 7層 に区分

され、自然堆積 と考えられ

るが、砂層 (第 2層)が認め

られ、埋没過程で砂の流入

のあったことが看取された。

ピット、周薄は検出され

なかった。

遺物     ′

出土遺物は皆無であり、

所産期については確定でき

ないが、住居址覆上に第 3

号住居址第 4層 と同様の砂

層が認められることから、

一応、第 3号仁居l■ と同じ

5)第 5号住 居址

遺構 (第 37・ 38図、図版 2)

本住居址は、B-9グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はないが、北西コーナーで撹乱

を受けている。

東西は調査範囲内で230cm、 南北305cmを 測る。平面プランは、おそらく、不整な隅九長方形を

呈するものと思われる。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-4.5°一Wを示す。確認面からの壁高は、11～ 22cmを 測る。

住居址覆土は 2層 に区分 され、自然堆積 と考えられる。

カマ ドは、北壁に位置する。遺存状態は悪い。おそらく、軽石 を袖芯 として構築されていたも

のと思われる。

ピットは 1基検出されたにとどまる。このピットを中心に鉄滓が出上 している。ピット覆土は

一-34-―



パ ミス、粘土粒子を含む暗

褐色 (10YR3/4)上 で、工作

用のピットの可能性 もある

が、火熱を受けた個所は認

められなかった。

また、柱穴、周濤は検出

されなかった。

遺物 (第64図、図版40)

土師器片、須恵器片、鉄

洋が出上している。

土器片の量は少ない。

鉄滓は総計10点 出上 して

いる。

図示 したものに、須恵器

蓋 2点がある。

される。

層序説明
第1層 黒褐色上層 (10YR2/3)

φ10～ 2 0clnの パミスを

含む。比較的粘性を帯び

る

第2層 暗褐色土層 (10YR3/3)

φ10～ 2 0clnの パ ミス、
ローム粒子を含む

第 1′層 暗褐色土層 (10YR3/4)

φ05cm前後のパミス、粘

―――B

―
D

:をζξ

'詐

とど|!::墳時4博覆姦雇五屡」
~ゴ
擦レ征ル7308置 !朋

陶笏″
第37図 第 5号住居l■実測図
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層序説明

憂:S eags官鴨拷伴置と
霙ユ糧籍色圭層浄評題偲焼圭最

子を僅かに含む

水糸レベル731.01lm L     _  Im

第38図 第 5号住居址カマ ド実測図

6)第 6号住居址

遺構 (第 39。 40図、図版 2)

本住居址は、B-8・ 9グ リッドに位置する。第 1号濤址と重複関係を有 し、第 1号滞上によ

― B

院
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り切 られている。

東西394cm、 南北366cmを 測 り、平面プランは隅九方形を呈す る。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-2°一Eを示す。確認面か らの壁高は、28～ 67cmを 測る。

住居 l■覆土は、 8層 に区分 され、 自然堆積 と考えられる。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好であった。袖部の うち、右袖は

地山を掘 り残 し芯 とし、左袖は地山と明褐色 (7.5YR7/6)粘 土を用いて芯 としている。また、煙

道部は114cmと 第 3号住居址 と同様に長いのが特徴的である。また、カマ ド前庭部では、カマ ドに

用いられたと考えられる粘上が認め られた。

ピットは、総計 6基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴 と考えられる。また、Plは規模。

C=イ

E十
~

ヽ

k
「 蒜祝未軍禦モ壁復せ隼〔喚

色土を含む

録身失ξ昇既春子4)φ 10～20

にぶい黄褐色上層(10YR5/4)

幾駕;温t発識
。締りが

こ鵠 夫ξ却音当鯉 」暮
む
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〃
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鋤
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十
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第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

水糸 レベル731 21lm

第 6号住居址実測図
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位置から推 して、貯蔵穴を兼ねるものかも

しれない。

周濤は、カマ ド部分、北壁東側 を除き巡

らされている。

遺物

礫が 1点 出上 したのみで、土器片は認め

られなかった。

本住居l■の所産期については、重複関係、

形状から古墳時代後期 と考えておきたい。

層序 説明

第1層  r・J色上用 (10YR4/6)φ O.5cm前 後のパミス、焼上粒子を含む

姉 2 Frr 貰柿色上
'W(10YR7/8)地

山に近似

第 3 TFVI すよ樹色上層 (7 5YR3/2)φ05～ 4 0cmのパミス、焼Ji、 炭を含む

第4屑  明樹色JilrVT(7 5YR5/6)粘 ■lrW

第5層  賞樹色上牌 (10YR5/6)φ 05cmのパミス、ローム粒子を作む。構築上

第6屑  赤欄色上
'W(5 YR4/6)焼

■lll子 を多く含む。炭を少し含む。締って

いない

第7層  晴rtJ色 上層 (7 5YR3/4)焼 土粒子、炭を含む

第8層  り〕責4v色上層 (10YR7/6)地 山に近似。締っていない

第9屑  赤4J色 J:層 (5 YR4/8)焼 上層

※ 左lllは 地山と第4層 のサンドイッチ

水糸レベル730 81lm

第40図  第 6号住居址カマ ド実測図

7)第 7号住 居址

遺構 (第 41図、図版 3)

本住居址は、C-3グ リッドに位置する。第 1号濤l■ と重複関係 を有 し、西壁部を第 1号濤址

により切 られている。東西は調査区域内で230cm、 南北440omを 測る。平面プランについては不明

である。長軸方位は、N-15°一Eを示す。確認面からの壁高は、 0～ 20cmを 測る。

住居址覆土は 3層 に区分かれるが、大半を第 1層の黒褐色 (10YR2/2)上 が占める。

西側ほぼ中央で焼上が検出され、炉址 と考えられる。地床炉で、炉縁石は認められなかった。

ピットは総計 3基検出された。一応 3基 とも柱穴 と考えておきたい。

周濤は、調査範囲内では検出されなかった。

遺物 (第 65図 、図版41)

土師器片、黒色土器片、河床礫、砂岩の象」片が出上 している。このうち、図示 し得たものは管

玉の未製品と考えられる石製品 1点 (第 65図 2)である。石質は碧玉 と考えられる。

本住居址の所産期は、出土土器片から古墳時代前期に比定される。

―
―
―
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水糸 レベル731,077m

層序説明

第1層 黒褐色上層(10YR2/2)φ O.5～ 1 0cmのパミスを少し含み、粘性を帝びる

第2層 赤褐色土層(5YR4/6)焼 土層

第3層 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ 05～ 3 0clnの パミス、ロームブロックを含む

第4層 黒褐色土層(7 5YR2/2)埋 土。粒子細かい

炉 址

第 1′層 黒褐色土層(10YR2/2)住 居址覆土。第1層 に同じ

第 2′層 赤褐色上層(5YR4/8)φ O.5～4 0cmのパミスを含む。焼土層

第 3′層 黒褐色土層(10YR2/3)パ ミス、焼土粒子を含む

第 4′層 褐色土層(10YR4/4)パ ミス、焼土粒子を含む。焼土

第41図 第 7号住居址実測図
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8)第 8号住居址

遺構 (第42,43図 、図版 3)

本住居址は、C-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西は調査区域内で215cm、 南北427cmを 測る。平面プランは、おそらく隅丸方形を呈するもの

と思われる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-7.5°一Wを示す。

確認面からの壁高は、52～ 64伽 を測 り、壁は比較的緩やかに立ち上がる。

住居 l■覆土は、 9層に区分 され、

自然堆積 と考えられる。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位

置するものと思われるが、遺存状

態は悪い。おそらく、軽石 とにぶ

い黄褐色 (10YR4/3)を 呈する粘土

層を主体に構築されていたものと

思われる。

ピット、周濤は検出されなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、河床礫、

赤色顔料が出上 しているが、図示

し得 るものはない。

赤色顔料は、床面直上から出土

したもので、詳細については後述

する。

本住居址の所産期については、

出土土器片から古墳時代後期に比

定される。
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第菅 獄 い責褐色土層 住OYR70粘 性はない。締っている
C~~

第2層 黒褐色土層 (10YR3/2)パ ミスを含む。粘性あり

第3層 褐色上層 (7 5YR4/3)パ ミス、ローム粒子を含む

第4層 灰褐色土屑 (7 5YR4/2)パ ミス、ローム粒子を含む

第5層  黒色土層 (10YR2/1)パ ミスを含む。粘性あり

第42図  第 3号住居址実測図
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纂6層 黒禍色Eli層 (10YR2/2)パ ミス、ローム粒子を含む
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第43図 第 8号住居址カマ ド実測図

9)第 9号住 居址

遺構 (第 44・ 45図 、図版 3)

本住居址は、C-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西529om、 南北417cmを 測 り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-1°一Eを示す。

確認面からの壁高は、63～ 81.5cmを 測 り、壁は比較的急に立ち上がる。

住居llL覆土は、 9層に区分され、自然堆積 と考えられる。また、部分的に褐色 (10YR4/4)上 に

より貼床を行なっている。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は良好であった。加工 した軽石 を用いた石組

カマ ドで、構築土には粘性の強い暗褐色 (10YR3/4)上 が使われていた。

ピットは、総計 6基検出された。このうち、 Pl～ P4が主柱穴、 Psは 出入口部の施設に関連す

るものと思われる。

周濤は、カマ ド部分、北壁東部、南壁で 2個所以外に巡 らされていた。

床面は、全体的に堅緻であった。

遺物 (第 64・ 65図 、図版40・ 41)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、縄文土器片、河床礫のほか、鉄滓が 1点 カマ ド内から出土

している。このうち、図示 したものには、土師器甕 と縄文土器片各 1点がある。

―-40-―



土師器甕 (第 64図 1)は、球胴を呈するものである。

縄文土器片 (第65図 15)は 、住居l■覆土から出上したもので、縄文時代中期後半から後期の所産

であろう。

本住居l■の所産期は、古墳時代後期後半から奈良時代と考えられる。

Q〒

きA――

層序 説明   諄

第 1層  黒 褐 色 土 層 (10YR2/3)

φ05～ 3 0cmの パ ミスを含む。

ほかの層より引き締っている

第 2層  暗 褐 色 土 層 (10YR3/4)

φ05～ 1 0cmのパ ミス、ローム

粒子を含む         (
第 3層  黒 褐 色 土 層 (7 5YR2/2)

φ05～ 18cmの パ ミスを多量に

含む。ローム粒子、黒色土ブロ

ックを含む

第 4層  黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)

φ05～ 1 0cmのパ ミスのほか、

焼土粒子を着千含む    }
第5層 黒褐色■層 (10YR2/2)パ ミス

をほとんど含まず、粘性を帯ぴ

る

第 6層  黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)

φ05～ 4 0cmの パミスを多量に

含む

第7層 黄褐色土層 (10YR5/8)地 山に

近似

第8層 褐色土層 (10YR4/4)φ 05cmの
パミスを含む

第 9層  暗 褐 色 土 層 (10YR3/3)

φ05～ 5 0cmのパ ミスを含む

第10層 褐色土層 (10YR4/4)パ ミス、

ローム粒子を含む。埋土

水糸 レベル730927m

第44図  第 9号住居址実測図
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層序説明

第1層 暗褐色土層(10YR3/3)φ05～ 2 0cmのパミス、ローム

粒子を含む

第2層 暗褐色土層 (10YR3/4)φ05～ 2 0cmのパミスを含む。

粘′/tは ない

第3層 褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子、粘土粒子を含む

第4層  褐色土層 (10YR4/6)焼 土を含む

第5層 暗赤褐色土層 (5 YR3/6)焼 上、灰を含む

第6層 赤褐色土層 (5 YR4/6)焼 土

第7層 褐色土層 (7 5YR4/4)粒 子細かい

第8層 暗褐色土層 (10YR3/4)ψ 20cm前後のパミスを含む。

粘性強い (構築土)

第9層 暗褐色土層 (7 5YR3/41ロ ーム粒子、粘上を含む

第10層  暗褐色土層 (7 5YR3/3)埋 土

水糸 レベル730.977m

第45図  第 9号住居址カマ ド実測図

10)第 10号住居址

遺構 (第46図、図版 3)

本住居址は、C-5グ リッドに位置する。調査範囲のうち、南部大半をコンクリー ト水槽によ

り壊されている。

東西は調査区域内で165cm、 南北378cmを 測る。平面プランは、おそらく隅丸方形を呈するもの

と思われる。

長軸方位は、N-10°一Wを示す。確認面からの壁高は、58.5～ 66cmを 測る。

ピットは、統計 3基検出された。このうち、 Pl・ P2の 2基が主柱穴と考えられる。

周濤は、残存郡からすれば全周していた可能性が強い。

遺物 (第65図、図版41)

土師器片、黒色土器片、鉄製品が出上しているが、図示し得たものは鉄鏃 と考えられる鉄製品

―-42-



1点にとどまる。

本住居l■の所産期は、出土土器片から古墳時代後期に比定される。

Ｆ
キ

ヤ

い

A―一―
C―――

A―

第 1層
是筆 9春写

QOYR7D φ■肺 前後のパ ミス、 ローム

第 2層
η を春辱

但OYR70ロ ームカ ッ久 難 土カ

密 二諷
 ξ二よ景どサデ著暮 と

学Rうあ

1ザ
♂♀とこ完命 あ真で ス

第11層 云短阜考唇ぎ5YR3/か φ10～ 1 5cmのパミス、ロー

禦巽甥編を輻発
第15層 地山と暗褐色土層 (10YR3/4)の 混土層。埋土

C―

水糸レベル731.177m
o          ?m

第46図  第10号住居址実測図

H)第 H号住居址

遺構 (第 47図、図版 3)

本住居址は、C-3・ 4グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西375cm、 南北363cIIIを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

長軸方位は、N-24°一Wを示す。確認面からの壁高は、25～ 31cmを測る。

住居l■覆土は、 3層に区分され、自然堆積 と考えられる。床面は全体にわたって、 7 cm前後、

―
ィ
ー

室
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黄褐色 (10YR5/8)上 により貼床がなされる。

炉址は、住居址北部ほぼ中央に位置する。床面を約 6 cm掘 り込んだ地床炉である。

ピットは、総計も基検出された。このうち、 Pl・ P2の 2基が主柱穴 と考えられる。 P3は ヽ貯

蔵穴的な機能を有するものか もしれない。また、 P5は 出入田部の施設に関連するものであろう。

遺物 (第 64・ 65図 、図版40・ 41)

土師器片、土製品が出土 している。土器片の中には、赤色塗彩されたもののほか、珂ヽ型丸底土

器の破片も認められたが、図示 し得たものは大型精製鉢 1点 である。土製品は P5か ら出上 したも

ので用途は不明である。本住居上の所産期は、古墳時代前期に比定される。

言:き|―

層序説明

第1層 黒色土層 (7 5YR2/1)パ ミスを含み、粘性

あり。締っている

第2層  暗褐色土層 (10YR3/3)パ ミス、ローム粒子

を含む。粘性あり

第3層 灰褐色上層 (7 5YR4/2)砂 質。粘性はない

第4層 黄褐色土層(10YR5/8)φ 02～ 4 0cmの ′ヾミス

C―
~~

―
―
ｌ

σ

ｌ
ｌ

ｌ

Ｚ

Ｉ

』

―
―
Ｉ

Ｆ

―
―
Ｉ
Ｆ

炉

第 1′層

第 2′ 層

を含む。埋土

址

褐色土層 (10YR4/4)ψ 02～ 0 8cmの パミス、

ローム粒子を含む

明褐色土層 (7 5YR5/8)ψ 05～ 3 0cmのパミ

スを含む。ローム粒子と焼土粒子の混上層

水糸 レベ ル730877m
e                      ?m

第47図  第11号住居址実測図
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12)第 12号住居址

遺構 (第48図、図版 3)

本住居l■ は、C-5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西425cm、 南北394cmを 測 り、平面プランは、やや不整な隅丸方形を呈する。

長軸方位は、N-3°一Eを示す。確認面からの壁高は、16～ 26cmを 測る。

住居址覆土は、 2層に区分されるが、大半は第 1層の暗褐色上である。

カマ ド、炉址は検出されなかった。

ピットは総計 4基検出された。いずれも主柱穴と考えられる。

遺物 (第65図、図版41)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品が出土している。このうち、図示 し得たものは、刀

子と考えられる鉄製品 1点である。

本住居l■の所産期は、ヘラキリ後手持ちヘラケズリがなされる須恵器杯底部の破片が認められ

層序説明
第 1層 暗褐色土層 (10YR3/3)パ ミ

ス、 ローム粒子 を含む。粘性 は

ない。締 っている

第 2層 責褐色土層 (10YR5/6)パ ミ

ス、ローム粒子を含む

第48図 第12号住居址実測図
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ることから、一応、奈良時代に比定しておきたい。

13)第 13号住居址

遺構 (第 49。 50図、図版 3)

本住居址は、B-4・ 5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西590cm、 南北482cmを 測 り、平面プランは、東西にやや長い隅九長方形を呈する。

QT

層序 説明

第 1層  黒掲色土層(10
YR3/2)パ ミス、
ローム粒子を含
み、健かに炭を
含む。粘性はな
い。締っている

第 2層 暗褐色土層(10
YR3/3)パ ミス、
ローム粒子を含
む。米と性はない

第 3層  黒 色 土 層 (10
YR2/1)粘 性、
締りあり。僅か
にローム粒子を
含む

第 4層 黒禍色土層(10
YR2/2)粘 性、
締りあり

第 5層 褐 色 土 層(10
YR4/4)粘 性 は
ない。締りあり。
僅かに炭を含む

第6層 にぶい責褐色土
層 (10YR5/4)
φ02～ 1 0cmの
パミス、ローム
粒子を含む。埋
J=

第7層 明赤褐色土層 (5
YR5/8)llF土

E――_

~――F

水糸レベル730827m

第49図 第13号住居址実測図
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カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-4° 一Wを示す。確認面か らの壁高は、43～ 55cmを 測 る。

住居l■覆土は、 5層 に区分 され、自然堆積 と考えられる。掘形は壁際が深 く、にない黄褐色 (10

YR5/4)土、明赤褐色 (5 YR5/8)土 により貼床がなされている。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好で、加工 した軽石、褐色 (10YR4/

6)粘土を主体に構築 されていた。

ビットは、総計 5基検出された。このうち、 Pl～ P4が主柱穴、 Psが貯蔵穴 と考えられる。

また、周濤はカマ ド部分 を除き、全周 していた。

遺物 (第 64・ 65図、図版40。 41)

土師器片、黒色土器片、鉄製品が出上している。このうち、図示したものには、土師器杯、甕、

黒色土器高杯、須恵器蓋各 1点、鉄鏃 2点がある。鉄鏃のうち、 8は貼床構築土内から出上した

ものである。本住居llLの 所産期は、古墳時代後期に比定される。

層序説明

第1層 褐色土層 (10YR4/6)粘 土層。カマ

ド構築材

第2層 黒褐色土層 (10YR2/3)焼 土粒子、

灰を含む

第3層 晴褐色土層(10YR3/3)φ 05～ 3 0cm

のパミスを含む。住居址覆土。パサ

パサしている

第4椿 Π士褐色土層 (10YR3/4)粘 J=粒子を

比較的多く含むほか、焼土粒子を含む

第5層 暗褐色土層 (10YR3/4)第 3層 に似

るが、粘土粒子、焼土粒子、炭化物

を含む

第6層  暗赤褐色土層 (5 YR3/6)焼 土粒子

を多量に含むほか、炭を含む

第7層 桂色土層 (7 5YR6/8)灰 層

第8層 明黄褐色土層 (10YR6/6)灰 層

第9層 明赤褐色土層 (7 5YR5/8)灰 層

第10層  暗褐色土層 (10YR3/4)焼 上粒子を

含む。粒子細かい

第11層  明褐色土層 (10YR3/4)焼 けた粘土

を多く含む

第12層  褐色土層 (10YR4/4)粘 土粒子を分

く含むほか、焼土粒子を含む

第13層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)焼 上。灰を

含む

第14層  黒褐色土層 (10YR3/2)焼 土粒子を

使かに含む。パサパサしている

第15層 黒色土層 (10YR2/1)パ ミスを含ま

ない。締っている。構築土

第16層  責褐色土層 (10YR5/6)粘 土層

第17層  黒褐色上層 (10YR2/3)炭 、焼上、

粘土粒子を含む

第18層  暗褐色土層 (7 5YR3/4)焼 土を含む

第19屑  暗褐色土層 (7 5YR3/3)焼 土粒子、

黒色上を含む

第20層  褐色土層 (7 5YR4/4)Tt上 を含む

第21層  黒褐色上層 (10YR2/3)り |き 締って

いる

水糸レベル730,727m  9         1m

第13;住居址カマ ド実測図
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層序説明

llFi ttIFJ色 Ji層 (10YR2/3)

φ05～ 1 0cmのパミス

を主体 とす る

第51図 第1号掘立柱建物址実測図

遺物

P3か ら古墳時代後期の上師器長胴甕の破片が 1点出土している。したがって、本遺構の所産期

は古墳時代後期以降と考えられる。

2)第 2号掘立柱建物址

遺構 (第 52図、図版 4)

B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、東西21lcm、 南北192cmを 測 り、平面プランは正方形を呈

する。

柱間は、東西で136～ 141cm、 南北138～ 142cmを 測る。

一-48-―

修)掘 立柱建物 l■

l)第 1号掘立柱建物址

遺構 (第 51図 、図版 3)

平
A Q2

A―一一

水糸レベル731077m

B-2グ リッドに位置す

る。

他遺構 との重複関係はな

Vヽ 。

l間 × 1間の側柱式の掘

立柱建物で、東西263clll、 南

北253cmを 測 り、平面プラン

は正方形を呈する。

柱間は、東西で194～ 199

cm、 南北で176～ 184cmを 測

る。

南北軸の方位は、N-9.『

―Wを示す。

ピット掘形の平面プラン

は、楕円形・不整形である。

埋土は、黒褐色土を主体

としているほか、P3では礫

が認められた。

千

⑨

C~~⑩
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南北軸の方位は、N-3°一W

を示す。

ピット掘形の平面プランは、

楕円形・双円形である。

埋土は、黒褐色上である。

遺物

本遺構からの出土遺物は皆無

であ り、所産期については明ら

かにし得なかった。

3)第 3号掘立柱 建 物址

遺構 (第 53図、図版 4)

C-2グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱

建物で、東西268cm、 南北272cm

を測 り、平面プランは正方形

を呈する。

柱間は、東西181～ 189cm、

南耳と185～ 198cmを 測る。

南北軸の方位は、N-11.げ

―Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、

円形 。楕円形である。

埋土は、黒褐色上である。

遺物

P2・ P3か ら土師器片が出

上 している。最 も新 しい様相

を示す ものとして、古墳時代

後期後半～奈良時代に比定さ

れる甕の口辺部があることか

ら本遺構の所産期は、古墳時

―一 B
A一一一

C十~~ の 一
D

水糸レベル731.077m

第52図 第 2号掘立柱建物址実測図

―――D

―――B

柵棉陥柵絆辮辮柵‖‖絲椰‖1埋昆軍弓と,争を⊆凝ピ
し、 φ05～ 3 0cm

―― D    
のパ ミスを含む

水糸 レベ ル731177m
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⑤
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層序説明

埋 土 黒褐色土層
3)ψ 05～ 1

スを含む
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第53図  第 3号掘立柱建物址実測図
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代後期以降と考えられる。

4)第 4号掘立柱建物址

遺構 (第54図、図版 4)

C-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、東西433cm、 南北445cmを 測 り、平面プランは不整な梯形

を呈する。柱間は、東西で106～ 186cm、 南北140～ 226cmを 測る。

層序説明
埋 土 黒禍色土層(10YR2/3)を 主体とし、φ05～ 2 0cmのパミ

スを含む

~~」

水糸 レベル731077m

第54図  第 4号掘立柱建物址実測図
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南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。 ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

埋土は、黒褐色上を主体 としている。

遺物

Plか ら土師器甕の小片が出上 しているが、時期 を特定できず、本遺構の所産期についても不明

である。

∩―
＠
Ｒ
◎
Ｒ

韓
〇

層序説明

埋 土 黒褐色土層 (7_5YR2/2)
＼
■o    φ0 5～ 2 0cmの パミスと

ロームブロックを含む

水糸 レベ ル730.977m
O           .            ?m

第 5号掘立柱建物址実測図

本遺構の所産期についても不明である。

5)第 5号掘立柱建物址

遺構 (第55図 )

C-4グ リッ ドに位置する。第

1号濤址と重複関係 を有 し、第 1

号濤址に切 られている。

東西286cm、 南耳ヒ318cmを 測る。

5基のピットが検出されたが、

全体については不明である。

柱 間 は、東 西 2 3 0cllt、 南 北

113～ 119cmを 浪Jる 。

南北軸の方位は、N-7°一Eを

示す。

ピッ ト掘形の平面プランは、円

形・楕円形である。

埋土は、黒褐色上である。

遺物

P4か ら土師器片が出上 しているが

4_

第55図

、時期 を特定できず、

雪＼
⑨
P2

6)第 6号掘立柱建物址

遺構 (第 56図 )

C-4グ リッドに位置する。

第 1号濤址 と重複関係を有し、第 1

より切られている。

峰―BQA―

A―

号濤址に

③
Ｐ２

東西252clnを 測る。2基のピットが検出された

のみで全体については不明である。       埋

柱間は、213cmを 測る。南北軸の方位は、N―

――B

水糸レベル730。 977m

層序説明
土 暗褐色土層 (10YR3/4)φ05～ 2 0cmのパミスを含む

第56図 第 6号掘立柱建物 l■実測図
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2° 一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

埋土は、パ ミスを含む暗褐色土である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期については、重複関係から奈良時代以前と考えられる。

◎
Ｐ２

の
Ｐ‐

埋f曝盟盤慨攣鞘鞘世撃縦‖》ヾミ
スを含む。粘性 はない

水糸レベル730.877m 9        ?m
第57図 第 7号掘立柱建物址実測図

A――― 一一―B

7)第 7号掘立柱建物址

遺構 (第 57図 )

C-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係は

ない。

東西220cmを 測 る。2基のピットが検出されたのみで

全体は不明である。

柱間は、144clnを 測る。南北軸の方位は、N-15.5°一

Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形である。埋土は、

暗褐色上である。

遺物

出上遺物は皆無である。本遺構の所産期については明らかにし得なかった。

矛ｌ
⑩
攪

|

∞

水糸レベル730.877m

8)第 8号掘立桂 建物址

遺構 (第58図 )

C-4グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。南北297cmを 測る。

2基のビットが検出されたのみで全体については不明で

ある。南北軸の方位は、N-16°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形である。また、P2内 で

は礫が 1点認められた。

遺物

Pl・ P2か ら土師器片が出上しているが、時期を特定でき

ず、本遺構の所産期についても不明である。第58図 第 8号掘立柱建物址実測図
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9)第 9号掘立柱 建 物址

遺構 (第59図、図版 4)

B-3グ リッドに位置する。他

遺構 との重複関係はない。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建

物で、東西239cm、 南北246cmを 測

り、平面プランは正方形を呈する。

柱間は、東西で187～ 188帥、南

耳ヒ193～ 197cmを 波」る。

南北軸の方位は、N-9°一Wを

示す。

ピット掘形の平面プランは、円

形・楕円形である。

埋土は、パ ミスを含む黒褐色土

である。

遺物

本遺構からの出土遺物は皆無で

あり、所産期については明らかに

し得なかった。

10)第 10号掘立柱建物址

遺構 (第 60図 )

B-3グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。東西270cmを

測る。 2基のピットが検出されたのみで全

体は不明である。

柱間は、206cmを 測る。南北軸の方位は

N-6° 一Eを示す。

A―
―

B

C― ―一―D

水糸レベル730977m !

層序説明
埋 土 黒褐色土層 (7 5YR3/2)ψ 02～ 1 5cmのパミスを含む

第59図 第 9号掘立柱建物址実測図

A――一

車―

◎
Ｐ‐

◎
ＲＬ

千

①
動

◎
ＰＩ
『

ピット掘形の平面プランは、円形である。

埋土は、パ ミスを含む黒褐色上である。

埋

遺物

Plか ら黒色土器杯の破片が 1点 出上 し

―――B

水糸レベル730877m 9    ,   マm

層序説明
土 黒褐色土層 (7 5YR3/2)ψ05～ 1 0cmのパミスを含む

第60図 第10;掘立柱建物址実測図

①
Ｐ２

◎
島
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ている。体部は、手持ちヘラケズリがなされ、口辺部 との境に鈍い稜が認められることから、古

墳時代後期の所産 と考えられる。 したがって、本遺構の所産期は古墳時代後期以降に比定されよ

う。

(3)濤  址

|)第 1号溝址

遺構 (第 61・ 62図、図版 4)

本遺構は、 B～ D-1～ 9グ リッドに位置する。第 6・ 7号住居l■、第 5'6号 掘立柱建物址、

第 2号濤址 と重複関係を有 し、第 6・ 7号住居址、第 5・ 6号掘立柱建pl■ を切って構築 されて

いる。第 2号濤址 との先後関係は不明である。

南から北にほぼ直線的に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約164mの範囲

である。

遺構覆土は、耕作土 (第 1層 )を 除き、 6層 に区分 されるが、大半は第 2層 の暗褐色上により充

損される。

濤の掘形は、逆梯形状で、一部テラス状 となる個所 も認められた。

濤中は204～ 480cm、 深さ 8～ 54cmを測る。

遺物 (第65図、図版41)

本遺構からは、土師器片、黒色土器片、須恵器片、縄文土器片が出上 している。このうち、図

示 したものに、縄文土器片 2点がある。

本遺構の所産期は、出土土器中に糸切 り底を有する須恵器杯の破片が認められること、重複関

係から奈良時代後葉以降 と考えられる。

2)第 2号溝址

遺構 (第62図、図版 4)

本遺構は、B～ C～ 6グ リッドに位置する。第 1・ 3号濤址と重複関係を有する。第 3号濤址

に切られているが、第 1号濤l■ との先後関係は不明である。

東から西に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約14.2mの範囲である。

遺構覆土は、 2層 に区分されるが、大半は第 1層の黒褐色土により充填される。

濤の掘形は、逆梯形状である。濤中は、100～ 140cm、 深さ20～ 26cmを 測る。

遺物

本遺構からの出上遺物は皆無であり、所産期についても明確でない。
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SD05

1院   尉
E―――                                  ___F

|

□
q~      4  ~~~F

▽

水糸 レベル 730.981m

SD04

G――― ―――H

――――」

水糸レベル 731.877m

SD01層 序 説明

第1層 暗褐色土層 (10YR3/4)粘 性はない。耕作土

第2層 暗褐色土層 (10YR3/3)パ ミスを含む。1粘性はない。締っている
第3層 責褐色土層 (10YR5/6)パ ミス、ローム粒子を多く含む。粘性・締りともにない

第4層 褐色土層 (7 5YR4/4)バ ミス、ローム粒子を含む。粘性はない

第5層  にない責褐色土層 (10YR5/4)ロ ーム粒子を含む。粘性はない

第6層  にない黄褐色土層 (10YR4/3)パ ミス、ローム粒子を含む。粘性はない

第7層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)パ ミス、礫、ローム粒子を含む。粘性・締りともにない

SD05層 序 説明

第1層 暗褐色土層 (10YR3/4)粘 性はない。耕作土
第2層 黒褐色土層 (10YR2/3)パ ミス、ローム粒子を僅かに含む。粘性はない。締っている
第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)パ ミス、ローム粒子を含む。粘性はない

第4層 褐色土層 (10YR4/4)第 2層にローム粒子が多量に混入したもの。粘性はない
第5層 黄褐色土層 (10YR5/6)パ ミス、ローム粒子、黒色土ブロックを含む。粘性はない

M                               N

0-一― ―一―P

Q」棚Ⅷ剛脚剛肝 _R

S―                        
一 T

U――一                     ―一二V

hr―                     _x

OL___
―

P′

SD04層 序説明
第1層 耕作土層
第2層 暗褐色土層 (10YR3/3)ψ 05～ 3 cmの

パミスを含む。比較的粘性があり、引
き締ってぃる

第3層 褐色土層 (10YR4/6)φ  lcm前後のパミ
ス、ロームれ子を含む。Y― Zの第 3

層 (10YR4/6)に はφ05～ 4 clnの パミ
ス、ローム粒子を含む

湘
難

水糸 レベル 731.377m

第61図 5号濤l■実測図
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―――B

(10YR3/4)ψ 05～ 3 clnの パミスを含む。砂質。耕作土
(10YR3/31 φO_5～ 3 cmのパミスを含む
(10YR5/6)φ 05～ 3 cmのパミスを含む。地山に相似

A―――

|

C―――                     ___D

脚     F

::!:!!:::::::::i子

|

］］蛉拶

Ｄ

層

層

層

Ｓ

ｌ

２

３

第

第

第

φl～ 3 cmのパミスを含む
φO.5～ 2 cmのパミスを含む。地山に相似

SD02層 序説明

籍】解曇紺色士層任解誕侶

M―――

I 」

‰
SD03覆上

暗鶴色上 (loYR3/4)を 主体とする

水糸レベル 731.61lm

第 1～ 3号溝l■実測図
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3)第 3号濤址

遺構 (第62図、図版 5)

本遺構は、B-6グ リッドに位置する。第 2号濤址と重複関係を有し、第 2号濤址に切っている。

北東から南西に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約4.5mの 範囲である。

遺構覆土は、暗褐色 (10YR3/4)土 を主体 とするが、下部では砂の堆積が認められた。

濤巾は、60～ 120cm、 深さ60cm前後を測る。

遺物

本遺構からの出土遺物は皆無であり、所産期についても明確でない。

4)第 4号溝址

遺構 (第61図、図版 5)

B～ C-1・ 2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東から西に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約28mの範囲である。

遺構覆土は、褐色 (7.5YR4/3)土 である。

濤巾は、160～ 260cm、 深さ12～ 28cmと 浅い。

遺物

本遺構からは、土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土しているが、図示し得るものはない。

本遺構の所産期は、出土上器片から奈良時代以降と考えられる。

5)第 5号濤址

遺構 (第61図、図版5)A-2・ 3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

南から北にほぼ直線的に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約23mの範囲

である。

遺構覆土は、 3層 に区分されるが、大半は第 2層の黒褐色土により充損される。

濤の掘形は、概ね逆梯形状を呈する。

濤巾は、60～ 132cln、 深さ8～ 56cmを 浪Jる 。

遺物 (第 64・ 65図、図版40。 41)

本遺構からは、土師器片、須恵器片、縄文土器片が出土している。このうち、図示 したものは

縄文土器片、頸部に 2孔を有する土師器甕各 1点である。

本遺構の所産期は、出土土器から古墳時代後期以降と考えられる。
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は)土  坑

|)第 1号土坑

遺構 (第63図、図版 5)

B-7グ リッドに位置する。第 1号住居址と重

複関係を有し、第 1号住居址に切られている。

東西107cm、 南北177cmを測 り、平面プランは不

整形を呈する。

長軸方位は、N-12.5°一Eを示す。

遺構覆土は、ローム粒子、パ ミスを含む褐色 (10

YR4/6)上で、深さは、79clnを 測る。

位置からすると、ちょうど第 1号住居址カマ ド

煙道部に当たるため、当初、カマ ド掘形として掘

られた可能性もあるが、明らかにし得なかった。

遺物

本遺構からの出土遺跡は皆無である。

本遺構の所産期については、重複関係から古墳

時代後期以前と考えられる。

151 遺構外出土遺物

，
亥

|

層序説明 
∪

覆 土 褐色土層 (10YR

q巌ぎA一

水糸レベル731.51lm

第63図 第 1号土坑実測図

遺物 (第65図、図版41)

遺構外出土遺物で図示 したものには、縄文土器片、石器、石製品、金属製品がある。

縄文土器は、中期後半から後期 にかけてのものであろう。同じく、縄文時代の所産 と考えられ

るものに打製石斧がある。石製品は、滑石製管玉で子とは貫通 していない。

金属製品は 2点あり、吟ずれも銅製であるが、用途は不明である。
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第 2号住居址

第 5号住居址

痘訂¬ 1

と 【 こ 三 三 Eニ ユ 」 ≦ 2

第 9号住居址

/ ~  ・

=ン
  とそ

ヘ

第■号住居址 第13号住居エ

2

第 5号溝址

第64図 第 2・ 5。 9・ 11・ 13号住居址、

一-60-―

第 5号濤址出土土器実測図
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3 竹花遺跡

(1)竪穴住居址

|)第 I号住居址

遺構 (第 66図、図版 5)

本住居l■ は、B-1グ リッ

東西は調査区域内で294c�、

ドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

南北640cmを 測る。平面プランは、おそらく、南北に長い隅九長方

＼
ｑ
一

へ

脱 .́辞B

, ./内
｀
＼

建イ腱
＼ガ
換

ヽ
ヽ
、
、
、
〕

ヽ

Ｌ

あ軍ン℃
ム
ぃ
梓

焼土①層序説明
第 1′層 赤褐色土層

(5 YR4/
6)パ ミスを含

す|

ヽ
層序説明

第1層 黒褐色土層 (10YR2/3)パ ミス、ロ

―ム粒子を含む

第2層 暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子

を多く含むほか、炭水化物を含む

第3層 赤褐色土層 (5 YR4/6)パ ミスを含 c__

t  
ィンい

C―

‖

一―D  焼土②層序説明
第1`層 赤褐色土層

(5 YR4/
8)パ ミスを含

む水糸レベル724.599m

O                       ?m

第 1号住居址実測図

-62-
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形を呈するものと思われる。南北軸の方位は、N-5°一Wを示す。

住居址覆土は、 3層 に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、 6～ 24.5cmを

測る。焼土は 2個所で検出され、炉址と考えられる。地面を浅 く掘 り込んだ地床炉である。

ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P3が主柱穴であろう。周滞は、検出されなかっ

た。

遺物 (第 331・ 370図、図版42・ 80)

上師器片、石製品、炭化材が出土 している。上器片の量は少な く、図示 し得たものは土師器甑、

磨石各 1点である。本住居址の所産期は、出土土器片から古墳時代中期に比定される。

2)第 2号住居址

遺構 (第 67・ 68図、図版 5)

本住居址は、A・ B-1,2グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西358cm、 南北265cmを 測り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈する。

層序説明
第1層 尋鳥角

土層里塞
R24哲

鰹学
を含む

第2層 暗褐色土層攣策Yど労鯉李
を含む

第 3層 黒禍色土層(10YR3/2)φ 05
～1 0cmのパ ミス、ローム粒子
を含む第4層 こ争誌 殿策毯轡式李
を含む第5層 軸魚去具晋野患留ぞ響
む

第 6層  黒褐色土層(10YR3/2)パ ミ
スをほとんど含まない。比較
的粘性がある

第7層 褐色土層(10YR4/4)粘 土層

第67図  第 2号住居址実測図
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A―__
層序説明

第1層 学j当 色I層
!要 YTⅢ盤f

雛尋餓 亀鴎鞘縄
弓譜

比べ絡 っていない

第4肘 Ⅲ講々 玩I解yE,結
;轟

第5肘 彗色ユiせ平基子/°パミム

水糸レベル724 349m O

カマ ドを中心 とする主軸方位は、

N-20°一Eを示す。

住居址覆土は、 7層 に区分 され

自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、43～ 61cm

を測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位

置する。遺存状態は比較的良好で

あった。集塊岩、H・
X石 を袖芯 とし、

褐色 (10YR4/4)粘 土により構築 さ

れていた。 また、住居址西北部で

は焚口部の天丼石 として用いられ

たと考えられる加工 した軽石が認

められた。

出入口部の施設に関連するものと思われる。

ち、図示 し得たものは、須恵器蓋 1

点である。本住居址の所産期は、

平安時代に比定される。

3)第 3号住居址

遺構 (第 69・ 70図、図版 5)

本住居j4・ は、B-2グ リッドに

位置する。第 6号住居址と重複関

係を有し、第 6号住居JLを 切って

構築されている。

東西457cm、 南北444cmを 測 り、

平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、

N-3°一Wを示す。

住居l■覆土は、一部撹乱を受け

るが、 8層に区分され、自然堆積

第68図  第 2号住居址カマ ド実測図

ピットは、南壁下ほぼ中央部で 1基検出され、

周濤は、検出されなかった。

遺物 (第331図、図版42)

上師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。このう

O

ヤ

A一
層序説明

第1層 にぶい黄鶴色土用(10YR5/4)粘 上層
第 2層 暗褐色上層 (10YR3/3)ロ ーム粒子を

含む。締っていない

第 3層 暗拙色土層 (10YR3/4)焼 上を含む

第 4層 明赤褐色上層 (5YR5/8)焼上層

第 5層 協色上庸 (7 5YR4/6)焼 」:、 炭を含む

水糸レベル724549m

第69図 第 3号住居址カマ ド実測図
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と考えられる。確認面からの壁高は、65.5～ 72cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好であった。地山を掘 り残 して

袖芯 とし、にない黄褐色 (10YR5/4)粘 土により構築 されていた。

ピットは、主柱穴 4基が検出された。また、周濤はほぼ全周する。

遺物 (第 331・ 370図、図版42・ 80)

土師器片、須恵器片、石製品、炭化物が出上 している。図示 したものには、土師器甑、鉢、甕、

層序 説明
第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)

φ01～ 2 0cmの パ ミスを
含む

第2層  褐色土層 (10YR4/4)
φ01～ 2 0cmの パ ミス、
ロームブロノクを多く含
む

第3層  暗褐色土層 (10YR3/4)
φ01～ 2 0cmの アヾ ミス、
ロームブロックと黒色土
ブロックを含む

第4層 黒褐色土層 (10YR2/3)
φ10～ 3 0cmの フヾ ミス、
黒色土を含む

第5層 暗褐色土層 (10YR3/3)
黒色土ブロックを含み、
パミスは含まない

第 6層 褐色土層 (10YR4/6)

φ10cm前後のパミス、ロ

ーム粒子を含む
第7層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)

ローム粒子を含む
第 8層 褐色土層 (7 5YR4/3)

φO.5cmの パミス、ローム

粒子を含む。締っていな

A―

水糸レベル724.699m

第70図 第 3号住居址実測図
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石製品がある。石製品は軽石製の凹石である。炭化物はカマ ド内から出上 したもので、炭化種子

である。同定結果については後述する。本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

4)第 4号住 居址

遺構 (第 71・ 72図、図版 5)

本住居址は、A-1グ リッドに位置する。第 8・ 12号住居址 と重複関係 を有 し、第 8。 12号住

居址を切って構築 されている。

東西414cm、 南北335cmを 測 り、平面プランは、隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-2° 一Eを 示す。住居址覆土は、一部境乱を受けるが、 5

層に区分され、 自然堆積 と考えられる。確認面か らの壁高は、33～ 54.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、軽石および暗褐色 (10YR3/

4)粘土により構築されていたものと思われる。

巧
‐
―
―
‐
―

第1層

遂認こ曇 ピ
ーム粒子を含む

第 2層  黒 褐 色 土 層 (10

涯Wど暮ま半r電二
ム粒子 を含む

第3層
Y亀為負きだ楷i:
とん ど含 まず、 ロー

穂‰鞍

C―

水糸レベル724199m

第71図  第 4;住居址実測図
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ピットは、総計 5基検出された。

このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5

は出入口部の施設に関連するもので

あろう。

周濤は、検出されなかった。

遺物 (第331・ 370図、図版42・ 80)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、

石製品、鉄滓が出上している。

図示したものに、墨書土器 2′く、

石製品がある。塁書土器は、 2点 と

も黒色土器杯で、 1は「光」と判読

できるが、 2は不明である。

石製品 (第370図 3)は、軽石製で

用途については明確ではない。

本住居址の所産期は、平安時代に

比定される。

層序説明
第1層 黒褐色土層(10YR2/3)パ ミスは含まず、粘土粒子を僅かに含む

箋:層 塩糧皇著逼R轡訴O埜去最子を多く含むほか、rt■粒子を少量含む

Ⅷ:三宮:書f磯ケ醐 酔歌ヽ
第72図 第 4号住居址カマ ド実測図

水糸レベル724.349m

5)第 5号住 居址

遺構 (第 73・ 75図 、図版 6)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。第76号住居址 と重複関係を有 し、第76号住居址を切

って構築されている。

東西400cm、 南北375cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-5°一Wを示す。住居址覆上は、 5層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、54～ 62cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好であった。加工 した軽石および

褐色 (7.5YR4/4)粘 上を主体 として構築されていた。また、煙道部では、土師器長胴甕の破片が

用いられていた。

ピットは、総計 7基検出された。このうち、 Pl～ P6の 6基が主柱穴、 P7は 出入口部の施設に

関連するものであろう。

周濤は、カマ ド部、南壁中央部を除きほぼ全周する。

遺物 (第 331・ 332・ 374図、図版42・ 43'82)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品のほか、自然遺物 として炭化材がP3か ら出上してい
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る。このうち、図示したものに上師器長胴甕 2点、須恵器四耳壺、石製品として石白(第 374図 1)

がある。炭化材については、後述する。

本住居址の所産期は、奈良時代後葉～平安時代初めに比定される。

Ql
A一

層序説明

第1層 暗褐色土層(10YR3/3)φ02～ 1 0cm

のパミスを少量含むほか、炭化物を

含む

第2層  暗褐色土層(10YR3/4)φ 02～ 1 5cm

のパミスを少量含む

纂3層  暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ 02～ 20
cmのパミスを含む

第4層 褐色土層(10YR4/4)φ02-2 5cmの
パ ミスを含む     :

第5層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ 02～ 0 5cm

のパミス、ローム粒子を含む

第73図  第 5号住居址実測図
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一醜⑥亀R J

層序説明
第1層 暗褐色土層(10YR3/4)φ O.1～ l oom

のパミス、ローム粒子を含む

第2層 黒褐色土層(10YR2/3)φ01～ 2 0cln

のパミス、ローム粒子を含む
第 3層 責褐色土層(10YR5/8)粘性あり
第 4層 褐色土層 (10YR4/6)φ O.1～ 1.5allの

パ ミス、ローム粒子を多く含む
第 5層 明責褐色土層(10YR7/6)φ 01～ 3.0

clllのパミスを多く含むほか、褐色土
プロックを含む

第 6層 褐色土層(7 5YR4/3)φ O.1～ l oclll

のバミスを含み、堅く締っている

励
~ Q¬

院

―
R

=S_ |

1-―
~~

焼土

第1層 明褐色止層(7 5YR5/6)焼 土層  炉址

第1層 暗褐色土層(10YR3/4)ψ o.5cmのパミス、ローム
粒子を含む。締っていない

第2層 橙色土層(5YR6/8)焼 土層

第74図 第 6号住居l■実測図

水糸 レベル724.699m
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七

層序説明
第1層 暗褐色土層(10YR3/3)ロ ーム粒子

3:: 三怠3:三Ⅷ ピ静
З:: 念::§1飴::為4

纂3謂 籍雹堡脅奉昆鰯 紹望暦層
第10層  赤褐色土層(2 5YR4/8)焼 土
第■層 明責褐色土層(10YR6/8)ロ ームブ

ロック

水 糸 レベ ル724.599m

第75図  第 5号住居址カマ ド実測図

6)第 6号住居址

遺構 (第 74図、図版 6)

本住居l■は、B-2グ リッドに位置する。第 3号住居址と重複関係を有 し、第 3号住居址によ

り切られている。

東西667cm、 南北675cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

南北軸の方位は、N-8.5°一Eを示す。住居址覆土は、6層に区分され、自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、12～ 21.5cmを 測 り、他の住居址と比較すると浅い。

炉址は、住居址中央部に位置する。また、南東部においても焼上が検出され、炉址の可能性も

ある。いずれも浅い掘 り込みである。

ビットは、総計 9基検出された。このうち、 PI～ P4・ P7～ P9の 7基が主柱穴、 P5° P6は 出

入口部の施設に関連するものであろう。

周濤は、検出されなかった。

-71-



遺物 (第 332・ 363・ 367図、図版43・ 73・ 77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品、炭化材がある。このうち、図示 したもの

に土師器杯 2′く、甕 1点、黒色土器杯 1点のほか、鉄製品として鎌、石製品として滑石製の石製

模造品がある。石製模造品は、勾玉形のものである。炭化材は、炉址・Plか ら出上したもので後

述する。本住居址の所産期は、古墳時代中期に比定される。

7)第 7号住居址

遺構 (第 76'77図 、図版 6)

本住居l」Lは、A・ B-1グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西559cm、 南北580cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-6°一Eを示す。住居址覆土は、 5層に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、55～ 93cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好で、加工した軽石を袖芯とし、

褐色 (10YR4/4、 4/6)粘上を用いて構築されていた。また、煙道部では土師器長胴甕の破片が認め

られており、煙道に用いられた可能性がある。

――_B

第留 獣 t■tt QOYR70粘土粒子、焼土粒子拾

第7層 義祭君色皇漕(5YR5/8)焼土層 水糸 レベル724.449m0            1m

第76図  第 7号住居址カマ ド実測図
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層序
第 1層

郭 2層

第 3層

第4層

第5層

第77図  第 7号住居址実測図
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ピットは、総計 5基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5は位置、規模などから貯蔵

穴であろう。また、Plは 、形状からすると割材が用いられていた可能性がある。なお、周濤は検

出されなかった。

遺物 (第 332・ 363図、図版43・ 73)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片、鉄製品、炭化材が出上している。このうち、

図示したものに土師器長胴甕 1点のほか、鉄製品として刀子がある。炭化材は、カマ ド内から出

土したもので後述する。

本住居址の所産期は、奈良時代前半に比定される。

8)第 8号住居址

遺構 (第78図、図版 6)

本住居址は、A-1・ 2グ リッドに位置する。第 4号住居址、第 1号濤l■ と重複関係を有し、

両遺構により切られている。

東西353cm、 南北は残存部で300cmを 測る。平面プランは、おそらく、隅丸方形を呈するものと

思われる。

第 8号住居址実測図

南北軸の方位は、N-7°

一Wを示す。

住居址覆土は、 3層に区

分 される。確認面からの壁

高は、26～ 37cmを測る。

カマ ドは、 耳ヒ壁に設けら

れていたと思われるが、第

4号住居址に切 られている

ため不明である。

また、柱穴、周濤等の施

設は確認されなかった。

遺物 (第 332図、図版43)

土師器片、黒色土器片、

須恵器片が出土している。

このうち、図示 したもの

に上師器甕、黒色土器杯、

軟質須恵器杯がある。

層序説明     A~~
第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)パ

ミスを含 まず、粘性 はない

第 2層  黒 褐 色 土 層 (10YR2/2)パ
ミスをほ とん ど含 まず、 ロ

ーム粒子 を若干含む
第 3層 褐 色 土 層 (10YR4/4)ロ ー

ム粒子 を含む

水糸レベル724.299m

第78図
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また、墨書土器の破片があるが、文字は不明である。

本住居l■の所産期は、平安時代に比定される。

9)第 9号住居址

遺構 (第 79。 80図、図版 6)

本住居址は、A・ B-1グ リッドに位置する。第10・ 12号住居址と重複関係を有し、第10。 12

号住居址を切って構築されている。

東西313cln、 南北350clnを 測 り、平面プランは、南北にやや長い隅九長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-3°一Wを示す。住居l■覆土は、 3層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、17.5～ 48cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、加工した軽石および明

褐色 (7.5YR5/6)粘 上を主体 として構築 されていたものと思われる。

柱穴、周濤等の施設は確認されなかった。

遺物 (第333図、図版44)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片、鉄滓が出土している。 図示 したも

のに土師器甕 1点、黒色土器

杯 5点、椀 1点、須恵器杯 3

点がある。

墨書土器は 5,点あり、文字

の判読できたものには、「安」

(7)、 「□身」(9)がある。

本住居上の所産期は、平安

時代に比定される。

労ヽ し/´ミル724.399rn

層序説明

第1層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 05cmのパミス、ローム粒子を含む。粒子荒い

第2層 暗褐色土層(10YR3/3)φ 05～ 1 0cmのパミスを含む

第3層 褐色土層(10YR4/4)ロ ーム粒子を多く含む

第79図 第 9号住居l■実測図
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層序説明

第1層 明褐色土層(7.5YR5/6)粘 土層

第2層 責褐色土層(10YR5/6)ロ ーム粒子

を含む

第3層 褐色土層(7 5YR4/3)ロ ーム粒子を

含む

第 4層 黒褐色土層(10YR2/3)ロ ーム粒子

を含む。粘性はない

第 5層 にぶい赤褐色土層(5YR4/4)焼 上、

炭化物、灰を含む

第6層 褐色土層(10YR4/4)焼 上、炭化物を

含む

水糸 レベル724.399m

第80図  第 9号住居址カマ ド実測図         ′

10)第 10号住居址

遺構 (第 81・ 82図、図版 6)

本住居址は、A・ B-1グ リッドに位置する。第 9号住居l■ と重複関係を有し、第 9号住居址

層序説明
A――             __B  第1層 にない黄褐色土層(10YR5/3)粘 土層

第2層 暗褐色土層(10YR3/3)粘 土粒子を多量に含む

第3層 黒褐色土層(10YR2/3)粘 土粒子、焼土粒子を少

院院 舞夕鍵桜鵜撫 土
水糸 レベル724.399m 9    Ⅲ   Ⅲ 粒子を含む

第81図 第10号住居址カマ ド実測図
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に切 られている。

東西419cm、 南北425cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-11°一Wを示す。住居址覆上は、 3層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、25～ 54cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、加工 した軽石およびに

ない責褐色 (10YR5/3)粘 上を主体 として構築 されていたものと思われる。

ピットは、総計 7基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、Psが貯蔵穴、 P6° P7の 2基が

叶Ｇ一
十
１
１

Ｆ
L

ロームブロツク

一
F

層序説明

第 1層 嗜褐色土層(10YR3/4)

φ05cmのパミス、ローム粒

子を含む。粒子荒い

第 2層 暗 褐 色 土 層(10YR3/3)

φ05～ 1 0cnのパ ミス、ロ

ーム粒子を含む

第 3層  黒褐色土層(10YR2/3)パ

ミスをほとんど含まない。

1・ 2層 に比し締っている

水糸 レベル724499m

第82図 第10号住居址実測図
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出入口部の施設に関連するものと思われる。

また、住居址覆土中央～床面直上にかけて多量の礫が認められた。そのほとんどが河床礫であ

り、軽石は 1点だけであった。

遺物 (第333・ 363・ 368図、図版44・ 73・ 78)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品のほか、自然遺物 として獣骨が出上してい

る。このうち、図示したものに黒色土器杯、須恵器蓋、杯、長頸壺のほか、鉄鏃の茎部と考えら

れるもの (第 363図 3・ 4)、 軽石製紡錘車がある。紡錘車は、重さ90gを 量る。

本住居上の所産期は、平安時代に比定される。

H)第 H号住居址

遺構 (第 83・ 84図、図版 6)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西485cm、 南北490cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-4°  Eを示す。住居l■覆土は、 4層 に区分され、′自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、27～ 50cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位

置するが、遺存状態は悪い。

おそらく、小礫を含む黒褐色 (10

YR2/3)上 を袖基部 とし、力日工 した

軽石および褐色 (10YR4/4)粘 上を

用いて構築されていたものと思わ

れる。

ピットは、総計 4基検出され、

主柱穴 と考えられる。

周濤は、検出されなかった。

また、第10号住居l■ と同様に住

居l■覆土中央部から床面直上にか

けて多量の礫が認められた。中に

は、第84図断面 G― Hに示 したよ

うに住居使用時に設置されていた

と考えられる礫 も存在 していた。

水糸 レベル724199m ♀

第83図 第11号住居址カマ ド実測図

‐-78-―



日
―

―

E―

堪
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層序説明

第1層 黄褐色土層(10YR5/6)φ 02～ 0 5cmのパミスを含み、締っている。粘性はない
第2層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 02～ 1_ocmのパミスを多く含む。粘性はない

密二層錢を三ε‰鷲蒲協覧牝朋:こ食と徹と獄陥f詠令
ブゆクを含む

第84図 第11号住居4L実測図

― H
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遺物 (第333・ 376図、図版44・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、縄文土器片、炭化材が出上 している。 このうち、図示 した

ものに土師器甕、黒色土器杯、皿、須恵器杯、軟質須恵器杯がある。黒色土器皿 (第333図 4)の

口辺部外面には「久郷久久伴 ?苅久□」の墨書が認められる。縄文土器片 (第376図 9。 10)は、中

期後半のものであろう。炭化材は、カマ ド内から出土したもので後述する。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

12)第 12号住居址

遺構 (第85図、図版 6)

本住居l■ は、A-1グ リッドに位置する。第 2。 4・ 8・ 9号住居址と重複関係を有 し、第 2・

4・ 8・ 9号住居l■ に切られている。

東西450cm、 南北420cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

南北軸の方位は、N-16.5° 一Wを示す。住居址覆土は、 2層 に区分されるが、第 1層の黒褐色

(10YR2/2)上 が大半である。確認面からの壁高は、13～ 28cmを測る。

住居l■ほぼ中央部南寄 りで焼上が検出されただけで、カマ ドについては不明である。

ピット、周濤は検出されなかった。

SB08 ,

Aイ

c_十
~

層序説明

第 1層 黒褐色土層 (10

YR2/2)φ 05cm前

後のパミスを少し

含む。下部ではロ

ーム粒子を多く含

む

第 2層 明褐色土層 (75
YR5/8)ローム粒

子を多く含む

A~

724.299rn

第85図 第12号住居址実測図
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一 F  層序説明

第 1層 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ 02～ 0_4

cnのパミスを僅かに含む。粘性はな

い。締っていない

第 2層 にぶい責褐色土層(10YR5/4)ロ ー

ム粒子を含む。粘性はない

第 3層 黒褐色土層(10YR3/2)パ ミスを僅

かに含むほか、ローム粒子を含む
~―L 第 4層 にぶい責褐色土層(10YR4/3)ロ ー

ム粒子を含む

水糸レベル724.199m

I―
―――――

第86図 第13号住居址実測図
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遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 しているが、図示 し得 るものはない。

本住居址の所産期は、出土土器片中に「コ」の字状の口辺部を有する土師器甕の破片が認めら

れることから、平安時代に比定しておく。

13)第 13号住居址

遺構 (第 86・ 87図、図版 7)

本住居址は、A-1・ 2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西699cm、 南北772cmを 測 り、平面プランは、南北にやや長い隅丸長方形を呈する。

南北軸の方位は、N-16.5° 一Wを示す。住居址覆土は、 4層 に区分され、自然堆積 と考えられ

る。

確認面からの壁高は、59～ 76cmを測る。

炉址は、住居址ほぼ中央部に位置する。床面を浅 く掘 り窪めた地床炉である。

ピットは総計13基検出された。このうち、Pl～ P5の 5基が主柱穴、P9・ Pi。 は出入田部の施設

に関連するものであろう。また、 P7・ P ll・ P12は 貯蔵穴的な機能をもつものかもしれない。

周濤は、北壁の一部を除き、ほぼ全周する。

遺物 (第 334・ 363・ 370・ 374・ 376図 、図版45・ 73・ 80・ 82・ 85)

土師器片、縄文土器片、鉄製品、石製品のほか、鉄滓が住居址覆土から出上している。

このうち、図示 したものに土師器小型器台、

高杯、壼、甕、台付甕、縄文土器片、鉄製品、

石製品がある。土器では、第334図 2・ 4に示

した在地の上器に、小型器台 (第334図 1)、 S

字状口縁台付甕 (第 334図 3)、 縄文を施文され

た壺 (第 334図 5)と いった外来系土器が伴出

している。

縄文土器 (第376図 11,12)に は、第11号住居

址出土土器片に極似 したもの (11)と 、後期 と

考えられるもの (13)がある。

鉄製品 (第363図 5)は、鉄鏃の茎部であろう。

石製品 (第370図 4)は、凝灰岩製の祗石で重

さ219gを 量るものと砂岩製の大型品がある。

本住居址の所産期は、古墳時代初頭に比定

さ才化る。

水糸レベル723499m

層序説明
第1層 禍色土層(7 5YR4/3)ロ ーム粒子を含む。粘性はない

第87図  第13号住居址炉址実測図
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層序説明

第 1層 黒 褐色土層 (75
YR2/2)φ 01～ o3
cmのパミスを少量含

む

C―一―

第 2屑 黒 褐 色Ji眉 (75
YR3/2)φ 01～ 15
cmの ′ヾミス、 ローム

粒子を含む    E一 ―

第 3層 喘 樹 色土 層 (lo

YR3/3)φ01～ 03
cmの′ぐミス、 ローム

粒子を含む

第 4層 責 偶 色 ■ 脳 (10

YR5/6)φ01～ 08

111子 |ヾこ全ユみ百今 G一―
クを含む

第 5層 黒 欄 色 Ji層 (10

YR3/2)φ 02～ 20
cmのパミスを含むほ

か、ローム粒子を少

量含む

第88図  第14号住居址実測図
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14)第 14号住 居 址

遺構 (第88・ 89図、図版 7)

本住居址は、B-2・ 3グ リッ

ドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。

東西546cm、 南北560clnを 測 り、

平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、

N-5°一Wを示す。

住居址覆土は、 5層 に区分 され、

自然堆積 と考えられる。確認面か

らの壁高は、21～ 61cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほ,F中央部に位

置する。遺存状態は撹苦しを受けて

いるが比較的良好であった。

焚口部両袖には加工 した軽石 を

用い、袖部は黒褐色 (10YR2/2)土

と明褐色 (7.5YR5/8)粘 上により

構築されていた。また、火床部で

は、軽石製の支脚石が認められた。

ピットは総計 5基検出された。

このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5

が貯蔵穴 と考えられる。

周濤は、カマ ド部分 と北壁西部

から西壁北部を除き巡 らされていた。 第89図 第14号住居 l■Lカ マ ド実測図

遺物 (第 334,363・ 367図、図版45,73・ 77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、土製品のほか、自然遺物 として獣骨が出土してい

る。このうち、図示 したものに土師器杯 8点、 ミニチュア土器 1点、鉄製品、土製品各 1点があ

る。土師器杯には、素縁のものと須恵器模倣の 2種がある。また、 ミニチュア土器は、小型甕を

模したものであろう。

鉄製品 (第 363図 6)は、鉄鏃である。上製品 (第367図24)に は、九玉がある。

獣骨は、カマ ド内と床面から5 cm程 高いレベルで出土しており、種別については後述する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

水糸 レベル724549m

L        .         Im

層序説明
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15)第 15号住居址

遺構 (第90図 )

一
B

本住居址は、 B-3グ リッ ドに位置する。

第14号住居址 と重複関係 を有 し、第14号住居

址を切って構築 されている。当初、確認面では

第14号住居l■ との重複関係が把えられず、第14

号仁居址の掘 り下げ途中、非常に堅級な面が認

められたため、住居址床面 と考え、その範囲を

記録 した。 したがって、速断 し難いが、ここで

は、一応、住居址 として扱ってお く。

記録 し得た部分は、東西約 250cm、 南北104cm

2m の範囲である。焼土等は検出されなかった。
水糸レベル724.399m

第90図  第15号住居址実測図
遺物

出土土器片は、第14号住居址 として扱った。 したがって、所産期については、第14号住居 l■ と

の関係から、古墳時代後期中葉以降 としてお く。

16)第 16号住居址

遺構 (第91・ 92図、図版 7)

層序 説明

第1層 暗褐色土屑(10YR3/4)焼 土粒子を含む

第2層 褐色土層(7 5YR4/4)粘 土粒子を含む

第3層 明黄褐色土層(10YR7/6)粘 土層

第4層 褐色土層(10YR4/4)粘 土粒子、灰を含む

第5層 橙色土層(7 5YR6/8)焼 土層

第6層  暗褐色土層(10YR3/4)パ ミス、ローム粒子を含

む

第7層 褐色土層(10YR4/4)焼 土粒子を含む。締ってい

ない

第3層 によい責褐色土層(10YR5/4)パ ミス、ローム粒

子、粘土粒子を含む

第9層 責褐色土層(10YR5/6)灰 層

第91図 第16号住居址カマ ド実測図
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本住居址は、 E-4グ リッ ドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西467cm、 南北438cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-6°一Eを示す。住居址覆土は、 7層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、57～ 75cmを測る。

カマ ドは北壁ほぼ中央部に位置する。暗褐色 (10YR3/4)土および軽石 を袖芯 とし、明責褐色 (10

YR7/6)粘土を用いて構築 されていた。

Ｚ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｈ
Ｉ

―
―
―

い

―

≒

―
―
―

〓

層序説明
第1層 褐色土層 (7 5YR4/4)ψ 02～ 4 0cm

のパミス、ローム粒子を含む

第2層 暗禍色土層 (7 5YR3/4)ψ 02～ 15
cmのパミス、ローム粒子を含む

第3層 褐色土層(10YR4/4)ψ 02～ 2 0cmの

パ ミス、ロームブロックを含む

第4層 黒褐色土層(10YR3/2)φ 02～ 1 0cm

のパミス ローム粒子を僅かに含む

第5層 黒色土層(loYR2/1)φ 02～ 0 5cmの
パ ミスを僅かに含む。粘性あり

第6層  暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 02～40
cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第 7層  にぶ い燈 色 土 層 (5 YR7/4)
φ02～ 2 0cmのパ ミスを含む

水糸 レベル726732m

第92図 第16号住居址実測図
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ピットは総計 5基検出された。この うち、 Pl～ P4が主柱穴、 P5が貯蔵穴 と考えられる。ま

た、周濤は、カマ ド部分 を除き、全周 していた。

遺物 (第 335。 377図、図版46・ 86)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品のほか、自然遺物 として獣骨が出土 している。この

うち、図示 したものは土師器杯 と砂岩製の打製石斧である。このほか、図示 し得なかったが砂質

凝灰岩製の祗石の破片 も出上 している。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後半に比定される。

17)第 17号住居址

遺構 (第93図、図版 7)

本住居址は、 4-Eグ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

大半が調査区域外で、調査 し得た範囲では、東西318cm、 南北280cmを 測る。

住居址覆土は、褐色上により充填され、確認面からの壁高は、50～ 63.5cmを 測る。

柱穴と考えられるピットが 1基検出されたほか、周濤は調査範囲では巡らされていた。

層序説明

第1庸 樹色上層(10YR4/4)φ 02～ 2_Ocmの

パ ミス、ローム*1子 を行む

水 糸 レベ ル726738m

第17号住居址実測図
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また、南東コーナーでは、φ5～ 10cmの 河床礫、安山岩の集石が認められた。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土しているが、図示 し得るものはない。

本住居址の所産期は、出土土器片から平安時代に比定される。

18)第 18号住居址

遺構 (第 94・ 95図、図版 7)

IQ

――B

坪:ち評鳴色にM(7 5YR4/4)
會!二■:躍審及流ん

第 2M碍 猛宅 LA1 9 5YR3/D

称な荘鰐客成
ミ
ィi子!i

加 3'W 棚色 r1/1(7 5YR4/6)

ヒ(F粛ど?老孵ご
ミス、

|:‖ 揺をi帯鷲専;;
どととケ舟子杉鰺こ驀る|

粘‖:は ない

水糸 レベル727.032m

第94図 第18号住居址実測図
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水糸 レベル727032m

本住居址は、E-5グ リッ ドに位置する。

第22・ 44号住居 l■、第 2号濤址 と重複関

係を有 し、第44号住居址を切 り、第22号住

居址、第 2号濤址に切 られている。

東西503cm、 南北540釦 を測 り、平面プラ

ンは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-16°

一Eを示す。

住居址覆土は、 5層に区分 され、自然堆

積 と考 えられ る。確 認面か らの壁高は、

31.5～ 51cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが

遺存状態は悪い。おそらく、褐色 (10YR4/

6)粘土を主体 として構築 されていたものと

思われる。

ピットは主柱穴 と考 えられる 4基が検出

映映‰隣導
第95図 第18号住居址カマ ド実測図

されたが、周濤は確認されなかった。また、南東 コーナーで灰が認められた。

遺物 (第 370図、図版80)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出上している。図示し得たものに磨石がある。「コ」

の字状に近い口辺部を有する土師器甕の破片、底部糸切 り後外周回転ヘラケズリがなされる須恵

器椀の破片が認められることから、本住居址の所産期は奈良時代後半に比定される。

19)第 19号住居址

遺構 (第 96・ 97図、図版 7)

本住居址は、D-4グ リッドに位置する。第25号住居址と重複関係を有 し、第25号住居l■ を切

って構築されている。

東西476cm、 南北503cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-10°一Eを示す。住居址覆土は、 4層に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、30～ 47cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが遺存状態は悪い。おそらく、軽石、安山岩とにない責

橙色 (10YR7/4)粘 上により構築されていたものと思われる。

ピットは総計 7基検出された。このうち、PI～ P3° P6が主柱穴、 P5は 出入口部の施設に関連

するものであろう。周濤は検出されなかった。また、カマ ド菩Ь分から南部にかけて軽石などの礫

Ｈ
～

併
北

Ｈ
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が認められた。

遺物 (第 335図、図版46)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品のほか、自然遺物 として獣骨が出上 している。この

層序説明 c十
~~

第 l lll Fヤ Fr.J色 上用 (7 5YR3/4)

φ02～ 3 0cmの アヾ ミスを

含む

第2層  棚色■
'W(7 5YR4/4)φ02～ l ocmのパ ミスを

含み、ローム粒子を少畳

含む

第 3 1FVl ttJ色 上膳 (7 5YR4/6)

φ02～ 1 0cmのパ ミス、
ローム粒子を含む    G十

~

第 4 1trl tt rAJ色 上lll(7 5YR3/2)

φ02～ 2 0cЮのノヾ ミスを

含み、締っている

第96図  第19号住居址実測図
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水糸レベル726,032m

20)第 20号住居址

遺構 (第 98'99図 、図版 7)

第97図 第19号住居址カマ ド実測図

うち、図示 したものに須恵器蓋、短

頸壺、黒色土器椀がある。

本住居l■の所産期は、平安時代に

比定される。

層 序 説 明

第 1層  におfい 責橙色土層 (10YR7/4)粘土層

第 2層 暗褐色土層 (10YR3/4)パ ミスを含まない。締って

いる

第 3層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)灰、炭化物層

第 4層 橙色土層 (7 5YR6/8)焼上層

第 5層 明褐色土層 (7 5YR5/6)灰層

第 6層 黄褐色土層(10YR5/6)ロ ーム粒子、格土粒子を含む

第 7層 暗褐色土層 (10YR3/4)炭化物を含む

第 8層 褐色土層 (10YR4/4)パ ミス、粘土粒子のほか、僅

かに炭を含む

暗褐色土層 (10YR3/3)パ ミスを含む

暗褐色土盾 (10Y R3/4,粘土

層序説明
第1層 黒褐色上層(10YR2/3)焼 土粒子を含む
第2層 にぶい責褐色土層(10YR5/4)粘 土層
第3層 褐色上層(10YR4/4)φ 05cln前 後のパミス

を含む

第4層 褐色土層(7 5YR4/4)パ ミス、ローム粒子、
炭を含む

暗褐色土層(10YR3/4)焼 土粒子を含む

暗褐色土層(10YR3/4)灰 層。締っていない

赤褐色土層(5YR4/8)焼 土層
暗褐色土層(10YR3/3)焼 土粒子、灰を含む

黄褐色土層(10YR5/6)灰 層。締っていない

にぶい責橙色土層(10YR7/3)灰 層。締って
いない

層

層

９

１０

第

第

第5層

第6層

第7層

第8層

第9層

第10層

第98図 第20号住居址カマ ド実測図
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④ T

層序説明
第 1層  暗褐色土層 (7 5YR3/働 φ01～ 0 5cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第2層 にぶい精色土層 (7 5YR6/4)φ02～ 2 5cmの が ミス、ローム粒子を含み、締っている
第3層 にぶい責褐色土層 (10YR5/4)φ 02～ 3 0cmの パミス、褐色土ブロック、ローム粒子を多く含む
第4層 暗褐色土層 (10YR3/4)φ 02～ 2 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第5層 によい責褐色土層 (10YR5/3)φ 02～ 1 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む。締っていない

第6層 黒褐色土層 (10YR2/3)φ 02～ 1 5cmのパミス、ローム粒子を含む

第7層 責褐色土層 (10YR5/6)φ 02～ 08c中のパ ミスを僅かに含み、ローム粒子を多く含む
第8層 褐色土層 (7 5YR4/3)φ 02～ 0 8cmの パミス、黒色土ブロック、ローム粒子を含む

第99図 第20号住居址実測図
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本住居l■は、E-4・ 5グ リッドに位置する。第22号住居址、第 2号濤址 と重複関係 を有 し、

第22号住居 lL、 第 2号濤l■に切 られている。

東西660cm、 南北630cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-6°一Wを示す。住居址覆土は、 8層 に区分 される。確認

面からの壁高は、57.5～ 74cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置す る。遺存状態は比較的良好で、袖部は地山を掘 り残 して芯

とし、にない黄褐色 (10YR5/4)粘 土により構築されていた。また、火床部では、加工 した軽石製

の支脚石が認められた。

ピットは主柱穴 4基が検出された。周濤は、カマ ド部分から東壁北側を除 く範囲で認められた。

遺物 (第 335図、図版46)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 している。このうち、図示 したものに上師器杯 1点、

甕 3点、須恵器杯 1点がある。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後半に位置する。

21)第 21号住居址

遺構 (第 100。 101図 、図版 7)

本住居址は、D・ E-4グ リッドに位置する。第23・ 25号住居l■ と重複関係を有 し、第23。 25

――B

層序 説明

第1層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 05cmの パ ミス

を少量含むほか、焼土粒子を含む

第2層 暗褐色土層(10YR3/3)娩 土粒子、炭化物

を含む

第3層  黒褐色土層(10YR2/3)φ 05～ 1 0cmの パ

ミスを含む。締っていない

第4庸  暗褐色土層(10YR3/3)粘 土層

第5層 暗褐色土層(10YR3/4)粘 土粒子、灰を含

む。締っていない

第6層  橙色土層(7 5YR6/6)灰 庸

第7層  明偶色土層(7 5YR5/8)焼 土層

第8層  暗褐色土層(10YR3/4)φ 05cmの パ ミス、

焼土粒子を含む

第100図  第21号住居址カマ ド実測図
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号住居址を切って構築されている。

東西512cm、 南北498cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-6.5° 一Eを示す。住居lL覆土は、

面からの壁高は、28～ 54cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置す るが、遺存状態は悪い。おそらく

2層 に区分 される。確認

加工 した軽石 を袖部芯

悧
―
―
―牌

―

―一―F

層序説明

第1層 黒褐色土層(10YR2/3)φ 05～ 1 0cm

のパ ミスを含 む

第 2層  暗 tF● 色土層 (10YR3/3)φ 05cmの パ

ミス、 ローム粒 子 を含む

水糸レベル726532m

第101図 第21号住居址実測図

-95-

―
H



とし、暗褐色 (10YR3/3)粘 土により構築されていたものと思われる。

ピットは総計 6基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P6が貯蔵穴、P5は 出入口部の施

設に関連するものであろう。なお、周濤は検出されなかった。

遺物 (第335・ 363・ 374図、図版46・ 73・ 83)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品のほか、自然遺物 として南部か ら炭化種子

が出上している。このうち、図示したものに須恵器蓋、甕、鉄製品として鎌 (第363図 7)、 石製品

として砂岩製の祗石がある。

なお、炭化種子については後述する。

本住居l■の所産期は、須恵器杯底部破片に糸切 りと糸切 り後外周ヘラケズリされる 2種がある

こと、「コ」の字状に近い口辺部を有する土師器甕の破片が認められることから、奈良時代後半に

比定される。

22)第 22号住居址

遺構 (第 102・ 103図 、図版 8)

本住居址は、E-5グ リッドに位置する。第18・ 31号住居址、第 2号濤址と重複関係を有し、

第18・ 31号住居址を切 り、第 2号濤址に切られている。

東西427c/m、 南北398cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とす る主軸方位 は、

N-12°一Eを示す。住居址覆土は、 8

層に区分され、自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は46～ 63cmを 測る。

カマ ドは、北壁東寄 りに位置する。

暗褐色 (10YR3/3)土 を袖基部 とし、

加工 した軽石 を主体に構築 されていた

と考えられる。

ピットは総計 7基検出された。この

うち、Pl～ P4が主柱穴、P5～ P71ま 出

入口部の施設に関連するものであろう。

なお、周濤は検出されなかった。

遺 物 (第335'363・ 374・ 376・ 377図、

図版46・ 73・ 83・ 85'86)

土師器片、黒色土器片、須志器片、

①
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

水糸レベル726738m 9        Jm

層序説明

a彊 :8::ζl攘 千́島鵠白雪を:ど::::。
※ Sは全て軽石

第102図  第22号住居址カマ ド実測図
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縄文土器片、鉄製品、石製品、獣骨が出上している。このうち、図示 したものに黒色土器皿、椀、

土師器甕、鉄製品として刀子、石製品として石自と砂岩製のピエスェスキーュ、縄文土器片がある。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

密
‐

＼

一

QT

水糸レベル727032m
9           2m

―一―D

層序説明

第1層 晴禍色土層(loYR3/4)φ 02～ 2 0cm

のパミスを含む
第2層 黄褐色■膳(10YR5/6)φ 02～ 1 5cm

の′ヾミス、ローム粒子を含む

― F 第3層  晴棚色■層(10YR3/3)ψ 01～ 0 3cm

のノヾ ミス少量と、ローム粒子を含む

第4層  明責鵜色J:層 (10YR6/6)φ 02～ 08
cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第5層  褐色上層(loYR4/4)φ 02～ 2 0cmの
パミス、ローム粒子、焼土を含む

第6層  黒樹色上屑(loYR3/2)φ 02～ 1 0cm

のパ ミス、ローム粒子、焼土を含む

第 7層  にぶ い責褐 色i層 (10YR4/3)

φ02～ 2 0cnの パミス、ローム粒子

を含む

第8層  黒樹色上屑 (7 5YR3/2)φ 02～ 10
cmの パ ミス、ローム本t子 を含む

第103図 第22号住居址実測図
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23)第 23号住居址

遺構 (第 104・ 105図 、図版 8)

本住居l■は、DoE-4グ リッドに位置する。第21号住居址と重複関係を有 し、第21号住居址

に切られている。

東西572cm、 南北560cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-11° 一Eを 示す。住居址覆土は、 6層 に区分される。

確認面からの壁高は、59～ 96cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好であった。袖部芯には加工した

軽石を用い、にぶい黄橙色 (10YR6/4)粘土および褐色 (10YR4/4)土 により構築 されていた。

ピットは総計 8基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P6が貯蔵穴、P5が出入口部の施

設に関連するものであろう。また、周濤はカマ ド部分、南東コーナーを除く範囲で検出された。

―
―
イ

〕

遺物 (第 336・ 367図、図版

47'77)

土師器片、黒色土器片、

須恵器片、青銅製品、石製

品が出上 している。

このうち、図示 したもの

に黒色上器杯、須恵器杯、

円面硯のほか、青銅製品、

石製品がある。円面硯は、

復原実測 したもので第 1号

土坑出上の ものに胎土・文

様 とも相似する。

青銅製品のうち、第367図

16は 足金具、17は カマ ド袖

部内から出上 したもので刀

装具の一部 と考えられる。

石製品 (第 367図 25)は 、

碧玉製の管玉である。

本住居 l■の所産期は、奈

良時代前半に比定される。

水糸レベル726438m

層序説明

第104図  第23号住居l■ カマ ド実測図
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第 2層

層序説明
第1層 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)

φ02～ 1 0cllの パ ミス、ロ

ーム粒子を含む

灰褐色土層 (7 5YR4/2)

φO.2～ 2 0clnの パ ミス、ロ

ーム粒子、黒色土ブロック、

炭化物を含む

褐色上層 (10YR4/4)φ 02第3層

～3 0cmの パ ミスを多く含

むほか、ローム粒子、黒色

土プロックを含む

第4層 褐色土層(7 5YR4/3)φ02
～0.8伽のパ ミスを少量含

むほか、ローム粒子を含む。

経っていない

第5層  暗赤褐色土層 (5 YR3/3)

φ02～ 0 5cmの パ ミス、ロ

ーム粒子を含む

第6層  明黄褐色土層 (10YR6/6)

φ02～ 1 0cmのパミスを含

む

‖
第105図 第23号住居址実測図
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24)第 24号住 居址

遺特 (第 106・ 107図、図版 8)

本住居址は、E-4・ 5グ リッドに位置する。第39号住居址、第 2号濤址 と重複関係を有 し、

第39号住居址を切 り、第 2号濤址に切 られている。

東西372cm、 南北340cmを 測 り、平面プランは、やや不整な隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-6° 一Eを示す。住居址覆土は、一部撹乱を受けるが、暗

褐色上により充損されていた。確認面からの壁高は、10～ 21cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。撹乱を受けていることもあ り、遺存状態は悪い。おそ

らく、軽石 と粘土により構築されていたものと思われる。

ピットは主柱穴 と考えられる 3基が検出された。おそらく、 4基存在 したものと思われるが、

南東部は第 2号濤址に切 られているため不明である。

なお、周滞は検出されなかった。

―
B

SD02

水糸 レベル726.938m

層序説明

第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/

3)φ 02～ 1 0cmのパミ

ス、 ローム粒子 を含む

第106図  第24号住居址実測図
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遺物 (第336図、図版47)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 して

いる。黒色土器片には、内外面黒色処理 したも

のも認められる。

図示 し得たものは、底部糸切 り未調整の須恵

器杯 1点 である。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

水糸レベル726838m

層庁説明

舞期
蔀Jと1彗

+婦γ灘 脇 兵ミ細 畔irを施 解く

第ユ将扮拙瑯μ器◆と解Wを
含む

第107図  第24号住居址カマ ド実測図

25)第 25号住居址

遺構 (第 108図 、図版 8)

本住居l■は、DoE-4グ リッドに位置する。第19・ 21・ 28・ 30号住居址と重複関係を有し、

第28・ 30号住居址を切 り、第19・ 21号住居址に切られている。

東西702cm、 南北690cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

南北軸の方位は、N-9°一Eを 示す。住居址覆土は、 8層に区分される。確認面からの壁高

は、54～ 78cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に設置されていたものと思われるが、痕跡をとどめていなかった。

ピットは総計 8基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P8は 出入日部の施設に関連する

ものであろう。周濤は、北壁中央部を除く範囲において認められた。

遺物 (第 336・ 363'368図、図版47'73'78)

土師器片、須恵器片、鉄製品、石製品、鉄滓が出上している。このうち、図示したものに土師

器長胴甕 。小型甕壺、須恵器椀各 1点、鉄製品 3点、石製品 2点がある。上師器小型甕は、器形、

調整、胎土ともに在地の上器と異なっている。

鉄製品 (第 363図)に は、鉄鏃 (9・ 10)と 轡の一部 と考えられる環状のもの (11)がある。

石製品 (第 368図 2,4)は、軽石製の紡錘車で、重さ102、 188gを量る。

本住居l■の所産期は、奈良時代前半に比定される。

|
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一一―L

第 1

第2層

第3層

第4層

第5層

第6層

第 7層

第8層

第108図  第25号住居址実測図
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26)第 26号住居址

遺構 (第109,■0図、

本住居址は、D-4:

図版 8)

グリッドに位置する。第27。 28号住居址と重複関係を有し、第27・ 28号住

十

日と
一

痛庁説 Iり
l舛1財

♯;欝り

'ど

ぜ警」
含む

第 2用 〕常禍 色 に

'W(10Y R3/4)φ 05～

―ムブロンク、」1｀
色 にブロ ッタを含
む

第 3Aイ  IIv色 に

'W(10X縣洗歩‡!ヂを
第4M4絲ぇ紛鳥[性

を含む舛5111ゴ

艦物与どぜ娑J
含 む。I.rつ て ぃ な

舛6MI糀
理 ゼ

含 む。絣 っ て い な
水糸レベル726.332m

第109図  第26号住居址実浪1図

-105-



A

水糸レベル725.532m

屑庁説明
第lM 暗拙色上

'W(10YR3/4)ひ

0 5cmの パミスのほか、焼上粒 rを fYか に含む
第2M 鵜也 LAl(10YR4/4)粘 に*立 r、 焼に粒子を含む

第3M 拙也上
'W(10YR4/6)焼

に*ir、 灰を含む
第4'W り,賞 flw色 に肘(10YR6/6)灰 ハ1
第5M 精色!LM(7 5YR6/8)焼 1'W

第6'W りJ赤拙色上壻(5YR5/8)瑞上にM。 火熱を受ける
第7M ‖キ赤拙色にM(5YR3/4)焼 卜を多く含む
第8M A樹 色上

'W(10YR5/6)�
「 i'W

第110図  第26号住居址カマ ド実測図

居址に切 られている。

東西675cm、 南北697cmを 測 り、平面

プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とす る主軸方位 は、

N-8°一Wを示す。住居lll覆土は、 6

層に区分され、自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、32～ 52cmを 測

る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置す

る。遺存状態は比較的良好で、地山を

掘 り残 して袖部芯 とし、明赤褐色 (5

YR5/8)、 黄褐色 (10YR5/6)粘上により

構築されていた。また、火床部では、

加工 した軽石の支脚石が認められた。

ピットは総計 5基検出された。この

うち、Pl～ P4が主柱穴、P5は 貯蔵穴

と考えられる。

周濤は、カマ ド部分 を除いて全周 し

ていたと思われるが、第27号住居址に

切 られているため不明である。

遺物 (第 336・ 367図、図版47。 77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出上 している。このうち、図示 したものに黒色土

器杯、椀、土師器小型甕、球胴甕がある。石製品 (第 367図26)は 、カマ ド付近から出上 した滑石

製臼玉である。

本住居 l■の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

27)第 27号住居址

遺構 (第 111・ ■2図、図版 8)

本住居址は、D-4グ リッドに位置する。第26号住居l■ と重複関係を有し、第26号住居l■ を切

って構築されている。

東西673cm、 南北688cmを 測り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-1°一Eを示す。住居址覆土は、 4層 に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、82～ 103cmを 測る。

″――B

9          ,         _Jm
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第3   釣
s

笠Sヽ

層序説明

第 1層  褐 色 土 層 (10YR4/4)

φ02～ 3 0cllの パ ミスを多

く含む。粘性はない

第 2層  にぶ い責褐色土層 (10

YR5/4)φ02～ 2.Ocmの パ

ミスを多く含む

第 3層  褐 色 土 層 (10YR4/6)

φ02～ 2 0cmの パ ミスを多

く含む

第 4層 責褐色上層 (10YR5/6)

φ02～ 0 5cmの パ ミス、ロ

ーム粒子を含む

水糸レベル726.132m

ロームプロツク

第111図  第27号住居址実測図
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カマ ドは、北壁ほぼ中央

部に位置する。遺存状態は

比較的良好で、地山を掘 り

残 して袖芯 とし、にない責

褐色 (10YR5/4)粘 上により

構築されていた。

ピットは総計 4基検出さ

れた。いずれも主柱穴と考

えられる。

周濤は、カマ ド部分を除

き全周していた。

遺物 (第363図、図版73)

土師器片、黒色土器片、

須恵器片、鉄製品、鉄滓が

出土している。

このうち、図示したもの

は鉄製品 2点で刀子 (第363

図13)と 鐙金具 (第 363図 1動

がある。

水糸レベル725.832m  L   `   Im

層序説明                        ・

第1層 褐色土層(10YR4/4)φ 05cm前後のパミス、粘土粒子(焼土粒子を含む
第2層 にない黄褐色土層(10YR5/4)φ O_5～ 1_Ocmのパミスを少量含む。粘土層
第3層 褐色土層(7 5YR4/6)粘 土層

甕:調 だ繰負姜属雹踏 4拙渇維1洗難靴 4韻すを含む
第6層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 05～ 1 0cm前後のバミス、ローム粒子を含む。掘形埋土

第112図  第27号住居址カマ ド実測図

本住居l■の所産期は、古墳時代後期後半に比定される。

28)第 28号住居址

遺構 (第 113・ 114図、図版 8)

本住居址は、D-4グ リッドに位置する。第25・ 26号住居llLと 重複関係を有し、第26号住居址

を切 り、第25号住居址に切られている。

東西563cm、 南北546cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-5。 5° 一Eを示す。住居址覆土は、3層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、27.5～ 48cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが遺存状態は悪い。袖部は、地山を掘 り残して袖芯とし

にない褐色 (7.5YR5/4)粘 上により構築されていたものと思われる。

ピットは主柱穴と考えられる4基が検出された。

周濤は、カマ ド部分、南東コーナー付近を除く範囲で認められた。

A
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遺物 (第 337・ 363図、図版48・ 73)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品が出上 している。このうち、図示 したもの

に須恵器杯 1点、鉄製品 3点がある。鉄製品には、刀子 と考えられるもの (14)、 釘 と考えられる

もの (15)、 鎌 (16)がある。

本住居址の所産期は、奈良時代前半に比定される。

ヽ
―

卜

ぶ

C-   3

層序説明

第 1屑 黒偶色上FtW(10YR2/3)

ψ05～ 1 0cmのパミスを含
む

第 2 FrF 時冊色i FF4(10YR3/4)

φ05～ 3 0cmの パミスを含
む~―D第 3層  によ い責禍色 Ji屑 (10

YR5/4)ψ 05cmのパ ミスを

含む。締っていない

水糸レベル726.032m

第■3図  第28号住居址実測図
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古

第114図  第28号住居址カマ ド実測図

29)第 29号住居址

遺構 (第 115。 116図 、図版 8)

本住居l■Lは、E-5グ リッドに位置する。第31号住居l■、第 3号濤l■ と重複関係を有し、第31

号住居l■ を切 り、第 3号濤址に切られている。

東西376cm、 南北410cmを 測り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N―■
°
一Eを示す。住居址覆土は、暗褐色(10YR3/4)± 1層

層序説明

第1層 にぶい褐色土層(7 5YR5/4)粘 土層

第2層 晴褐色土層(7.5YR3/3)φ 02～ 2 0cmの

パミスを含む

第3層  によい赤褐色土層(5YR4/4)娩 土層

第4層  に,fい責精色土層(10YR6/3)灰 層
水糸レベル725.932m

水糸 レベル726.988m

第115図  第29号住居址カマ ド実測図

-111-

である。確認面か らの壁高は、

35～ 51(� を浪1る 。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位

置するが遺存状態は悪い。

ピットは総計 5基検出された。

このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5

が貯蔵穴 と考えられる。

周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 337・ 364・ 368図、図版48・

74・ 78)

土師器片、黒色土器片、須恵器

片、灰釉陶器片、鉄製品、石製品

が出上 している。このうち、図示



したものに須恵器蓋、土師器甑のほか、鉄製品として鉄鏃 (第364図 1)、 石製品として紡錘車 (第

368図 3)がある。土師器甑は、杯の転用で、焼成後底部に穿孔 している。紡錘車は、軽石製で重

さ12.5gを 量る。本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

―
D

層序説明

第1層 暗褐色土層 (10YR3/4)

ψ05～ 1 0cmのパミス、
ローム粒子 を含む

水糸レベル727082m

第116図  第29号住居址実測図

30)第 30号住居址

遺構 (第 117図、図版 9。 12)

本住居址は、DoE-4グ リッドに位置する。第25。 64号住居址と重複関係を有し、第25・ 64

号住居址に切られている。

東西458cm、 南北は残存部で453cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-4.5°一Eを示す。住居址覆土は、5層 に区分されるが、大

颯
ノ

。

Ｌ

　

　

　

　

　

　

　

　

＠
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半は第 1層の暗褐色 (10YR3/3)上 が占める。確認面からの壁高は、29～ 51.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。調査範囲内では遺存状態は悪 く、焼土・灰の範囲を示

した。

ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P3が主柱穴、P4は 位置に疑間を残すが、住居

SI〕64

A―__ヽ

=ヽ

＼、

SB28 1

G――
―

1

A__

〆

｀`｀
ツⅢ

第117図  第30サ住居〕L実測図

)11)芋 i)と
Iり

J

第 1'W ‖帝Fl・J色 I!Ⅲ l(10YIく 3/3)φ 03～ 3 0cm

の′ヾミスを作む

第2)W 鶴色 li'W(10YR4/6)φ 05～ 1 0cmの

パミス、ローム本irを 含む

第3)W Ⅲt拙 色 L片|(10YR5/6)φ 02～ 0 5cm

のパ ミス、ロー′、粒 rを 行む

第4'W にぶいJに 4j色 上

'W(10YR4/3)φ
02

～2 0cmのパミスをlY・ かに含むほか、
ロームXlt rも 含む

第 5れイ にぶい樹色上
'W(7 5YR5/4)φ

02～
0 5cmのパミス、ローム*立 rを 含む

水糸レベル726132m
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址に伴うものと判断した。貯蔵穴的な機能を有するものであろう。周濤は、カマ ド部分を除きほ

ぼ全周していたものと思われる。

遺物 (第 337・ 364・ 367図、図版48。 74・ 77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品、鉄滓が出上している。このうち、図示 し

たものに土師器杯 2′く、鉄製品 2′ミがある。土師器杯 (第 337図)に は、素縁で底部にヘラ記号の

認められるもの (1)と 外稜口辺を有するもの (2)がある。鉄製品 (第364図)は、日釘穴のある

刀子様のもの (2)と 不明品 (3)がある。石製品 (第 367図27)は 、蛇紋岩製の九玉である。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

31)第 31号住居址

遺構 (第 118・ 119図、図版 9)

本住居l■ は、E-5グ リッドに位置する。第22・ 29。 32・ 44号住居址、第 3号溝l■ と重複関係

を有し、第44号住居址を切 り、第22・ 29,32号住居址、第 3号溝址に切られている。

東西582cm、 南北は残存部で546cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈するものと思われる。

Ｑ

ＳＢ２２

|

|

水糸レベル726.438m

卸籐|li専子宇ilI:;‡孝与:|ヽ揖fむ
第118図  第31号住居址カマ ド実測図

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-7° 一

Eを示す。住居址覆土は、 7層に区分される。

確認面からの壁高は、55.5～ 67cmを 測る。

カマ ドは、北壁に位置する。地山を掘 り残

して袖芯とし、褐色 (10YR4/4)粘 土により構

築されていたものと思われる。

ピットは主柱穴と考えられる3基が検出さ

れた。周濤は、残存部から推してカマ ド部分

を除き全周していたものと思われる。

遺物 (第 337・ 364図、図版48'74)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品

が出土している。このうち、図示したものに

須恵器杯・高杯、上師器杯、鉄製品がある。

土師器杯は、墨書土器と判断したが、内面

ということもあり、明確でない。

鉄製品は、「U」字状を呈するもので馬具の

一部ではないかと思われるものと刀子 2点が

ある。

中
ザ
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本住居址の所産期は、土器片中に底部ヘラキ リの須恵器杯の破片が認められることか ら、奈良

時代前半に比定される。

C―――
E―――

耐1冊棚冊

一

３２

一
ＳＢ

一Ｉ

Ч

用序説明
第1'W 4w色 上

'W(7 5YR4/3)ψ
l_O c__

om前後のノヾミスを行む

第2'W 拙色上
'W(7 5YR4/6)φ

05
cm前後のパミスを少 hiと ロ

ーム*trを 含む

第 3 11rl 鶴色 li'W(7 5YR4/4)φ 02
cm前後のパミス、ロームlll

rを 作む      E― _
第4'W 欄色 に

'W(7 5YR4/4)φ05～ 1_Ocmのパ ミスを含

む

第511r 拙 色 liオイ(7 5YR4/4)

φ02～ 0 5cmの パ ミスを含

む

第6'W !il拙色上川 (7 5YR2/2)ロ

ーム*irを 含む

第 711 ,よ 樹色上

'W(7 5YR3/2)ローム*立 rを 含む

水糸レベル727.138m

第119図  第31号住居址実測図
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32)第32号住 居址

遺構 (第 120・ 122図 、図版 9)

本住居址は、E-5グ リッドに位置する。第31・ 33・ 44号住居址、第 3号濤址 と重複関係を有

し、第31・ 33。 44号住居址を切 り、第 3号濤址に切 られている。

東西406cm、 南北450cmを 測 り、平面プランは、南北にやや長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-17°一Eを示す。住居址覆土は、 2層に区分される。

確認面か らの壁高は、21～ 38cmを 測る。

ω
ｌ
ｌ

ｌ

―

―

―

寵

層庁説明     ]
第 1柄 暗亦 4・J色 上M(25

YR3/3)φ 05cm前後の
パミス、ローム*立 rを

含む

第2H 坊ヽ」よ色rに M(2 5YR2/
1)φ 05～ 1 0cmのパミ

スを含む

第120図  第32号住居址実測図

-116-
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r

韻≦課∬

層序説明

第1層 黒褐色土層 (10YR3/2)

第2層 暗褐色土層 (10YR3/4)

水糸レベル727.238m
φ02～ 1.Oclllの パミス、ローム粒子を含む

φO.2～ 1 0clnの パミスを僅かに含むほか、ローム粒子を含む

第121図 第33号住居址実測図
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カマ ドは、北壁ほ↓F中央部に

位置する。遺存状態は、比較的

良好で、軽石・集塊岩・安山岩

と褐色 (10YR4/6)粘 土を用いた

石組粘土カマ ドであった。

ピットは主柱穴 と考 えられる

4基が検出された。

周濤は、カマ ド部分 を除き全

周していた。

遺物 (第337'338,364図、図版

48・ 49・ 74)

土師器片、黒色土器片、須恵

器片、灰釉陶器片、鉄製品、鉄

滓、獣骨が出上 している。

このうち、図示 したものに土

師器杯・甕、黒色土器杯・椀、

須恵器杯 。長頸壺、鉄製品があ

る。墨書土器は 4点あ り、文字

が判読できたのは、「子」(第338

図 1)1点 である。鉄製品は、紡

錘車の軸 と思われる。

本住居上の所産期は、平安時

代に比定される。

水糸 レベル727 088m  O

纂】層霜雹皇着属R焙う訴建箸
帥前後のパミスを含む

甕ユ層量据雹圭層冊洋彫酬管と桜通辛な警惣給帆締っていない

甕:層 蜜梱色圭層桂評需以後者
層

第7層 黄褐色土層(10YR5/6)灰 層

甕:層 悟据雹圭層解認謝ヒ吻件1溢、わ&奥製
=を

含む

纂協層君雹皇者鰐 γ懲鈍季慈ξこ
ない。締っている

第122図  第32号住居址カマ ド実測図

33)第33号住居址

遺構 (第 121・ 123図、図版 9)

本住居lLは、E-5グ リッドに位置する。第18・ 32・ 44号住居上、第 3号濤l■ と重複関係を有

し、第44号住居址を切 り、第18。 32号住居址、第 3号濤址に切られている。

東西714cm、 南北641cmを 測 り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-1° 一Eを示す。住居址覆土は、 2層 に区分される。

確認面からの壁高は、11～ 56cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが遺存状態は悪い。おそらく、加工 した軽石、粘土によ

り構築されていたものと思われる。

―

―

し サ
ィ
イ
し
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層序説明

水糸レベル727.038m

第1層 H音褐色土層 (7 5YR3/4)焼 土を少量含む

第2層 明赤褐色土層 (5 YR5/6)φ 03～ 0 4cmのパミス、粘土粒子を含む

第3層 褐色土層 (7 5YR4/6)焼 土を少量含む

第4層 褐色土層 (7 5YR4/3)φ 01～ 0 5cmのパミスを僅かに含むほか、炭化

物を少量含む

第5層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)焼 上を少量含む

第6層 暗赤褐色土層(5 YR3/6)φ 02～ 1 0cmのパミスを僅かに含むほか、灰

を含む

第7層 暗褐色土層(10YR3/3)φ 02～ 0 5cmのパミスを少量含むほか、ローム

粒子、粘土、灰を僅かに含む

第8層 にぶい責橙色土層 (10YR7/4)灰 に焼Jとがれじったもの

第9層  にぶい責橙色土層 (10YR7/2)灰 層。焼土を少量含む

第10層 明褐色土層 (7 5YR5/8)焼 上にローム粒子、灰が混じっている

第■層 にぶい黄橙色土層(10YR6/4)φ 03～ 1 0cmのパミス、ローム粒子、焼

土、灰を含む

第123図 第33号住居址カマ ド実測図

ピットは総計 6基が検出された。

この うち、Pl～ P4が主柱穴、P6

は出入口部の施設に関連するもの

であろう。

周濤は、カマ ド部分および東壁

下を除 く範囲において認められた。

遺物 (第 338。 367・ 377図、図版49・

77・ 86)

土師器片、黒色土器片、須恵器

片、石製品、鉄滓が出土している。

このうち、図示 したものに土師

器杯・甑 。甕、黒色土器高杯、須

恵器杯のほか、石製品として滑石

製模造品、砂岩製打製石斧がある。

砂製模造品には、鏡 1′点と臼玉13

点がある。自玉13点のうち、11点

がカマ ド内出上である。

本住居址の所産期は、古墳時代

後期 中葉に比定される。

‐
―
―
イ
的

34)第35号住居址

遺構 (第 124図、図版 9)

本住居址は、D-3・ 4グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西463cm、 南北444cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

南北軸の方位は、N-3°一Eを示す。住居址覆土は、 3層 に区分され、自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、24～ 35cmを測る。

炉l■は、住居址北東部および南西コーナー付近の 2個所に位置する。

ピットは総計 7基検出され、このうち、Pl～ P4の 4基が主柱穴 と考えられる。

焼失住居 と考えられ、床面より3～ 10cm上のレベルから床面にかけて炭化材が認められた。材

については後述する。なお、周濤は確認されなかった。

遺物 (第 374図、図版83)

土師器片、黒色土器片、石製品のほか、 自然遺物 として炭化材が出上 している。 この うち、図

-120-
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示 したものに祗石 として用いられたと考えられるものがある。

本住居址の所産期は、古墳時代初頭に比定される。

⑥

静鏡 ピ孔
―
―
―

密

‰ O/

第1層 黒tt層 0継學誓樫剣こ盤
Ю師のパ

ミス、ロームオ
第2層 暗禍色土層住

解 ぎ撃患
償3-2∝mのパ

ミス、ロームオ
第3層  にぶい赤褐色土層(5 YR4/4)焼 土層

水糸レベル725.832m

書if2蒼
餐争吉Ξ!鮮箸g計

5～ 1儀mのパ

密】;層 盟像瑞 色雪醤ヱ守鰯 亮宅とを含
む

第 3″ 層 褐色Ji層 (7 5YR4/6)焼土を含む

第124図  第35号住居址実測図
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35)第 36号住居址

遺構 (第 125。 127図、図版 9)

本住居址は、 C・ D-3・ 4グ リッドに位置する。第37号住居址と重複関係を有 し、第37号住

居址を切って構築されている。

東西468cm、 南北456cmを 測り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

層序説明
第1層 時褐色Ji屑 (7 5YR3/4)

狛4訴搬筍議を
儒鴛迩発声:韻と,為 E―

留
～■能mの パ ミスを

褐 色土 層(7 5YR4/3)
φ02～ 0 8cmの パ ミスを
含む
黒色土層(7 5YR2/1)炭
灰を含む。締っていない
黒褐色Ji層 (7 5YR3/2)

審懸4詠f磐 ?ゲ是拿を
僅かに含む

第125図  第36号住居址実測図

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層 水糸 レベル725.832m

T

○   鸞o

9

第3曜  0 乳
乳 馘  亀

ィ
ー
ー
電

―-122-一



―――D

層序説明
第1層 黒褐色土層(10YR2/3)φ05～ 2 0cnl

のパミス、ローム粒子を含む

第2層  暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ームブロ

ック、黒色土プロックを多量に含む

第3層 暗褐色土層(10YR3/4)ψ O_5～ 1 0cm

のパミスを含む

第4層 黒褐色土層 (10YR3/2)焼 上を含む

第5層 褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子を

多く含む

第6層  黒褐色土層 (10YR2/2)パ ミスをほ

とんど含まない

第7層  暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ームプロ

ックを含む

第126図  第37号住居址実測図
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カマ ドを中心 とする主軸方位は、

N-14°一Eを示す。

住居址覆土は、 5層に区分 され、

自然堆積 と考えられる。確認面か

らの壁高は、56～ 63c/mを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位

置するが遺存状況は悪い。おそら

く、軽石、にない橙色(7.5YR6/4)

粘上により構築されていたものと

思われる。

ピットは主柱穴 と考えられる 4

基が検出された。

周濤は、カマ ド部分 を除きほぼ

全周 していた。

―
―
―

∞

　

　

０

―
―
―
―
∞

水糸 レベル725.682m

期鞠緋砕"
第127図  第36号仁居l■ カマ ド実測図

遺物 (第 364・ 370。 374図、図版74・ 80,83)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品、鉄滓が出土 している。このうち、図示 し

たものに鉄製品、石製品がある。鉄製品は (9)は 刀子、 (10)ん 鎌ヾで、 (8)は 不明である。石製

品には、石臼、磨石がある。

本住居址の所産期は、土器片中に「コ」の字状 を呈する口辺部の上師器甕が出上 していること

から、平安時代に比定 される。

36)第 37号住 居址

遺構 (第 126。 128図、図版 9)

本住居址は、C・ D-3・ 4グ リッドに位置する。第36号住居址、第 3号土坑 と重複関係を有

し、第36号住居址、第 3号土坑に切 られている。

東西758cm、 南北750cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-6° 一Wを示す。住居址覆土は、 7層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面か らの壁高は、33～ 64.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほ,F中央部に位置する。遺存状況は、比較的良好であった。暗褐色(10YR3/3)お よ

び明黄褐色 (10YR6/6)上 を袖芯の構築上に用い、黄褐色 (10YR5/6)粘 土により構築 されてい

た。

ピットは総計 7基検出された。このうち、PI～ P4が主柱穴、P5が貯蔵穴、P7が出入口部の施

設に関連するものと思われる。

―-125-―



層序説明

一
B

水糸 レベル725,482m e         lm

周濤は、カマ ド部分 を除き、全周

していた。

遺物 (第338・ 339・ 364・ 367・ 368・

376図、図版49・ 50'74・ 77・ 78・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、

縄文土器片、鉄製品が出上 している。

このうち、図示 したものに、須恵器

杯、土師器甕、縄文土器片、鉄製品、

石製品、土製品のほか、自然遺物と

して獣骨がある。

須恵器は、底部糸切 り未調整のも

ので混入品であろう。また、縄文土

器片は、後期の所産である。

鉄製品は、紡錘車である。

石製品には、黒曜石製の石鏃、凹

石がある。石鏃は、重さ0.8gを 量

る。

土製品は、紡錘車と丸玉である。

なお、獣骨については後述する。

本住居址の所産期は、古墳時代後

期中葉に比定される。

第128図  第37号住居址カマ ド実測図

37)第 38号住 居 址

遺構 (第 129・ 130図、図版 9)

本住居l■は、D-4グ リッ ドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西735cm、 南北750cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-15°一Wを示す。住居址覆土は、 6層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面か らの壁高は、52～ 79cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好であった。焚口部に軽石 を用

い、袖基盤には褐色 (10YR4/4)上 を使用 し、その後、橙色 (5 YR6/6)粘上により溝築 してい

た。

ピットは総計 8基検出された。このうち、 Pl～ P4が主柱穴である。

周濤は、カマ ド部および南壁中央部を除 く範囲で認められた。

一-126-
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層序説明

第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 01～ 20
cmのパミス、ローム粒子を含む

第2層 褐色土層 (7 5YR4/3)φ 01～ 1 0cn

のパミス、ローム粒子、炭化物を含

む

第3層  褐色土層 (7 5YR4/4)φ 02～ 1 0cm

のパミス、ローム粒子を含む

第4層 黒色土層 (7 5YR2/1)φ 03～ 0 5cm

のパミスを僅かに含むほか、ローム

粒子を含む

第5層  暗褐色土層(10YR3/4)φ04～ 0 6cm

のパミス、ローム粒子を含む

第6層  褐色土層(10YR4/4)φ02～ 1 5cnの

パミスを含む
水糸レベル726.582m

□

1__

第129図 第38号住居址実測図 ―-127 ・ 128-―



遺 物 (第 339・ 364。 370。 371

図、図版50'74・ 80)

土師器片、黒色土器片、須恵

器片、鉄製品、石製品のほか、

自然遺物 として炭化材がある。

このうち、図示 したものに土

師器杯・甕、黒色土器杯・高杯、

鉄製品、石製品がある。炭化材

については後述する。

上器では、小型の黒色土器高

杯が目につ くほか、図示 し得な

かったが、畿内系暗文 を有する

土師器杯の破片も認められた。

鉄製品には、刀子 (12)、 鉄鏃

(13)、 鎌 (14)が ある。

石製品は、凝灰岩製・安山岩

製の祗石 (第370図 9)と 安山岩

製の凹石 (第371図 1)である。

本住居址の所産期は、古墳時

代後期後葉に比定される。

水糸 レベル726.438m

繁〕謁纏亀圭層悟齢 縮管
～・ 儀mのパミム粘土粒子を含む

簗ヱ謁 霜雹皇着帰l`、 i湿 ,二十,避走早、焼土粒子、灰を含む。締っていない
第 5層 明褐色土層(7 5YR5/6)灰 層
第 6層

爆魯悲F最霧
R4/Oψ 0 5～ 1 0cmの パ ミス、粘土粒子のほか、黒色上、ロームブロック

第130図  第38号住居址カマ ド実測図

38)第 39号住居址

遺構 (第 131・ 132図 、図版10)

本住居l■は、E-4グ リッドに位置する。第24号住居址、第 2号濤址と重複関係を有し、第24

号住居址、第 2号濤址に切られている。

東西340cm、 南北256cmを 測 り、平面プランは、東西に長い隅九長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-15°一Wを示す。住居址覆土は、 3層 に区分される。

確認面からの壁高は、37～ 51.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好であった。地山と褐色(7.5YR4/

4)上の混土を袖芯とし、軽石および明褐色 (7.5YR5/6)粘 上により構築されていた。

ピット、周濤は検出されなかった。

遺物 (第339図、図版50)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。このうち、図示したものに土師器杯・刻ヽ型

①

|

|

∪
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層序説明

卵1層 棚色上層 (10YR4/4)φ02～ 3 0cmのパミス、ローム粒子、焼上を含む

第2 FW 晴樹色illW(10YR3/3)φ 02～ 2 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第3層 ザR樹色土IW(10YR3/2)φ O_3～ 1.Ocmのパミスを含む

第131図  第39号住居址実測図

水糸レベル726.838m e       Jm     l山 心

第132図 第39号住居址カマ ド実測図

39)第 40号住居址

遺構 (第 133。 134図 、図版10)

本住居址は、DoE-4・ 5グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

―
―
―

〕

―――B

水糸レベル726838m

壷・甕がある。

本住居l■の所産期は、古墳時代後期後半

に比定される。

層序説明

第1層 禍色土層(10YR4/4)ロ ーム粒子を含み、締っている
_B第 2庸 晴禍色土層(10YR3/4)パ ミス、焼(＼子を含む。締ってい

ない

第3層  明褐色土層(7 5YR5/6)粘 土眉
第4層 褐色上層(7.5YR4/6)粘 Jl粒子、焼上粒子、灰を含む

第5層  褐色土層(10YR4/6)粘 上層

第 5′層 赤褐色土層(5YR4/6)節 5屑の火熱を受けたもの

第6層 赤禍色土層(2 5YR4/8焼 土層)

第7層 地山(黄絵色土層10YR7/8)と 棚色土層(7 5YR4/4)の 洸上。

ｏｌ

戸
好
ゆ
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東西370cm、 南北388cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-14° 一Eを示す。住居址覆土は、 3層 に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、26～ 42.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、軽石および粘土により

構築されていたものと思われる。

ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5は灰落としの機能を有するも

のと思われる。なお、周濤は検出されなかった。

遺物 (第 340図、図版51・ 89)

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、自然遺物として炭化米が出土している。このうち、

「Q
―――B

__―D

―
F

Ｖ
′
イ
一

Ｂ
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跡
哨
　
第

第

　
　

第

水糸レベル726.838m

第133図 第40号住居址実測図
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水糸レベル726738m

第134図  第40号住居址カマ ド実測図

40)第 41号住居址

遺構 (第 135・ 136図、図版10)

本住居址は、D-5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

図示 したものに、黒色土器杯、土

師器甕がある。

炭化米は、カマ ド付近か ら出土

したもので、詳細については後述

する。

本住居址の所産期は、奈良時代

後葉に比定される。

層序説明
第 1層 暗褐色土層(10YR3/3)ロ ーム粒子、焼土粒

子を含む
第2層 暗褐色上層(10YR3/4)φ 05cm前 後のパ ミ

スのほか、僅かに粘土粒子を含む

第 3層 暗褐色土層(7 5YR3/3)粘 土粒子、焼土粒

子、灰を含む

第4層  にぶい黄褐色土層(10YR5/4)灰 層

東西504cm、 南北は調査範囲内で355clnを

測る。

カマ ドを中心 とす る主軸方位 は、N―

28.5° 一Eを示す。住居 l■覆土は、 2層 に区

分 され、 自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、26～ 50clnを 測 る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置す るが

遺存状態は悪い。おそらく、加工 した軽石

および褐色 (10YR4/4)粘 土により構築 され

ていたものと思われる。

ピットは、主柱穴 と考えられる 2基が検

出された。周濤は、検出されなかった。

遺物 (第340。 364。 367図、図版51・ 74・ 77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉

陶器片、金属製品、鉄津が出土 している。
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m離のパミスを含Ы勤、ローム粒子を多

XSは 全て軽石

第135図  第41号住居址カマ ド実測図
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このうち、図示 したものに土師器甕、黒色上器杯 。皿・椀、灰釉陶器椀、金属製品 2点がある。

墨書土器が19点 と多いのが特徴的である。文字が判読できたものに、「西」(3)、「茂」(7)、「
'II」

(9)、 「之」(11)がある。

金属製品には、刀子 (第 364図 15)と 金環 (第 367図 18)がある。金環は、鍍金の部分がほとんど

剖落している。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

A――

C_

層序説明

第1層 喘褐色土層 (loYR3/

3)φ03～ 1 0cmの パ

ミスを健かに含む

第2層 欄色土層 (10YR4/4)

φ02～ 2 0cmの パ ミ

ス、ローム*t子を含む

第136図 第41号住居址実測図

41)第 42号住居址

遺構 (第 137・ 138図、図版10)

本住居址は、D-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西600cm、 南北610cmを 測り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-4.5°一Eを示す。住居址覆土は、4層に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、43～ 66cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほ,F中央部に位置する。遺存状態は比較的良好であった。明責褐色 (10YR6/6)

」

F
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層序説明

第1層  禍色土層 (10YR4/4)

と管蛋挙じη9(ヾ単乙当i

ない

水糸レベル726.332m|%耐
第137図  第42号住居址実測図
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土および地山を掘 り残 して袖芯 とし、

橙色 (7.5YR6/6)、 にぶい責橙色 (10

YR7/4)粘三とにより構築されていた。ま

た火床部では軽石製の支脚石が認め ら

れた。

ピットは総計 5基検出された。この

うち、Pl～ P4が主柱穴、P5が貯蔵穴

と考えられる。

周濤は、カマ ド部分を除き全周 して

いた。

遺物 (第 340,364'367・ 368図、図版51・

74・ 77'78)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、

鉄製品、石製品が出上している。

このうち、図示 したものに土師器球

胴甕、鉄製品、石製品がある。

鉄製品 (第364図 16)は、刀子である。

石製品には、滑石製臼玉 (第367図 43)

と滑石製紡錘車 (第368図 6)がある。

紡錘車は、重さ70gを 量る。
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第138図  第42号住居址カマ ド実測図

本住居址の所産期は、古墳時代後期後半に比定される。

42)第 43号住居址

遺構 (第 139。 140図 )

本住居址は、E・ D-5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

調査 し得た部分で、東西297cm、 南北275cmを 測る。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-3°一Eを示す。住居址覆土は、 6層に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、73～ 76.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置すると思われる。全体 を調査できなかったが、遺存状態は比

較的良好であった。地山を掘 り残 して袖芯 とし、橙色 (7.5YR7/6)粘 上により構築 されていた。

ピットは主柱穴 と考えられる 1基が検出された。また、周濤は北壁、東壁下で部分的に認めら

れた。
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遺物 (第 340。 367図、図版51・ 77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、金属製品が出上している。このうち、図示したものに黒色

土器杯 と金属製品として金環 (第367図

19)がある。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後

半に比定される。

水糸レベル726.938m

層 序 説 明

第 1層 澄色土層(7 5YR7/6)粘 土層
第 2層 明褐色土層(7 5YR5/6)ψ 01～ 0 5cmのパ ミス、ローム粒子

を含む。粘性はない

第 3層 明赤褐色土層 (5YR5/6)粘土層
第 4層 黒禍色土層(10YR3/2)φ 01～ 0 3cmの パ ミスを含む。締っ

ていない

第 5層 極暗赤褐色土層(5YR2/4)黒 色土プロッタを含む

第 6層 黒褐色土層(10YR2/2)締 っていない

第 7層 明赤褐色土層(2 5YR5/8)焼 土層
第 8層 黒褐色土層 (10YR2/3)締っていない

第 9層 褐灰色土層(10YR4/1)灰 層

へ、

第139図 第43号住居址カマ ド実測図
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第140図 第43号住居址実測図

-186-

A__



43)第 44号住居址

遺構 (第 141・ 142図、図版10)

本住居址は、E-5グ リッドに位置する。第18。 31。 33号住居址、第 2号濤l■ と重複関係を有

し、第18・ 31・ 33号住居址、第 2号濤l■により切られている。

東西・南北とも推定値で、各々473cm、 460cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-5°一Eを示す。確認面からの壁高は、26～41cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好であった。地山を掘 り残して

袖芯とし、橙色 (7.5YR6/6)粘上により構築されていた。また、焚口部および支脚石には加工し

た軽石が用いられていた。

ピットは総計 3基検出された。このうち、 Pl・ P2が主柱穴、P3は位置・規模から貯蔵穴と考

えられる。周濤は、カマ ド部分を除き、残存部で認められたことから、おそらく全周していたも

のと思われる。また、南東コーナーでは粘上が認められた。

遺物 (第340図、図版51)

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、自然遺物 として、炭化材、カマ ド内から獣骨が出土

水糸 レベル727.038m

第141図 第44号住居址実測図
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している。

このうち、図示したものに上師器杯・刻ヽ

型甕・長胴甕 。手づ くね土器、須恵器蓋が

ある。

土師器小型甕・長胴甕 。手づ くね土器が

カマ ド内から、須恵器蓋が貯蔵穴内か らの

出上である。

獣骨については後述する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉

に比定される。

層序説明
1膳 橙色Ji膳 (7 5YR6/6).IliJiFH

2用 禍色土層 (10YR4/6)φ 05cm前後のパミス、粘上粒子、若十の

炭を含む

3用 褐色土層 (10YR4/4)焼 土粒子を含む

4 1Ff によい責糀色土庸 (10YR7/3)灰 lW

5 FIW 栓色JiFIVv(7 5YR6/8)焼 土膳

6'W 嚇褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子を含む。パミスは含まない

第

第

第

郭

第

第

第142図 第44号住居址カマ ド実測図

44)第 45号住居址

遺構 (第 143・ 144図 、図版10)

本住居l■は、 F-6グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西785cra、 南北766cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-1°一Eを示す。住居址覆土は、 3層に区分 される。

確認面からの壁高は、20～ 50cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好であった。地山を掘 り残 して

袖芯 とし、にない責橙色 (10YR6/4)粘 上を主体に構築されていた。

ピットは主柱穴 と考えられる 4基が検出された。

周濤は、カマ ド部分 を除き全周 していた。

遺物 (第 341図、図版52)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片が出上している。このうち、図示 したものに、

上師器鉢・甑 。小型壺、黒色土器高杯がある。甑は 2点出上 しているが、 2は焼成前に底部に穿

孔された複数孔を焼成後に打ち欠き、孔径 を大 きくしている。また、 5は孤形 とも言える器形で、

稀有な例である。

本住居 l■の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

―
―
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層序説明

第 1層 褐色土層 (10YR4/4)

φ02～ 1 0clnの パミスを

含む

第2層 褐色土層 (7.5YR4/3)

φO.1～ 2 0clnの パミス、
ローム粒子を含む

第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)

φ02～ 1_Ognの パミス、
ローム粒子を含む

水糸 レベル727.838m

第143図 第45号住居址実測図
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」
層序説明

第1層 明褐色土層(7 5YR5/6)焼 土粒子を多く含む

第2層 にぶい黄褐色土層(10YR5/4)焼 土粒子、ローム粒子を含む

第3層 明黄褐色上層(10YR6/6)灰 層

第4層 明褐色土層(7 5YR5/8)焼 土層

第5層 褐色土層(10YR4/4)φ O.5cln前後のパミスを含む。揃っていない

第6層 明責褐色土層(10YR7/6)地 山に相似

第7層 褐色土層(10YR4/6)粘 土層

第8層 褐色土層(7.5YR4/4)粘 土層

第9層 にぶい黄橙色土層(10YR6/4)粘 上層

第 144図

45)第 46号住居址

遺構 (第 145・ 146図、図版10)

本住居址は、F-6グ リッドに位

置する。第51号住居l■ と重複関係を

有し、第51号住居址を切って構築さ

れている。

東西388cm、 南北392cmを 測り、平

面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、

N-7°一Eを示す。

住居l■覆土は、暗褐色 (10YR3/4)

層 序 説 明

第 1用  暗鶴色上M(10YR3/4)ロ ーム粒子を含む
第 2M 鵜色上層(10YR4/4)粘 上用
第 3用 暗拙色 佐用(loYR3/3)う 05～ 1 0cmの パ ミス、ロー

ム粒fFを含む。締っていない

第 4用 偶色上肘(loYR4/6)灰痛。炭化物を含む
第5'W 明拙也上層(7 5YR5/6)焼 テ|:焙
第 6 jfrl によい貨樹色上用(10YR5/4)粘上用

水糸レベル727.738m

第45号住居l■ カマ ド実測図

水糸レベル728.138m

第46号住居址カマ ド実測図
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土層 1層である。確認面からの壁高は、44～ 70cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。加工した軽石および褐色(10YR4/4)、 にない責褐色 (10

YR5/4)粘上により構築 されていた。

ピットは主柱穴と考えられる4基が検出された。なお、周濤は検出されなかった。

遺物 (第34Ⅲ 364・ 376図、図版52・ 74・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品のほか、自然遺物として獣骨が南部から出

上している。このうち、図示したものに須恵器杯 3点 と、鉄製品 2点、石製品があり、獣骨につ

いては後述する。鉄製品には、刀子 (第364図 17)と 紡錘車の紡軸と考えられるもの (第 364図 18)

がある。石製品は、黒曜石製の石鏃である。

本住居址の所産期は、土器片中に黒色土器椀の破片が認められること、重複関係から平安時代

~D ttξg獣色錦
(10YR3/

4)φ O.5～ 50
cmのパミス、

若十のカーボ

ンを含む

水糸 レベ ル728.238m

第146図 第46号住居址実測図
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に比定される。

46)第 47号住居址

遺構 (第 147・ 148図 、図版10)

本住居址は、F-5・ 6グ リッドに位置する。第48・ 50号住居址、自然流路と重複関係を有し、

第48・ 50号住居l■ を切 り、自然流路に切られている。

Q「

水糸レベル727.938m

層序説明

第1層 禍色土層 (10YR4/4)

ψO.5～2 0cmの パ ミス
~F      

を含む。締っていない

第2層  にぶい責褐色i庸 (10

YR5/4)φ 05～ 1 0cm

のパ ミスを多く含み、

締っている

第3層  暗禍色土層 (loYR3/

4)φ O.5～ 3 0cmのパミ

スを含み、締っている

第147図  第47号住居址実測図
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東西530cm、 南北545cmを 測 り、平面

プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とす る主軸方位 は、

N-11°一Eを示す。

仁居址覆土は、 3層に区分され、自

然堆積 と考えられる。確認面からの壁

高は、38～ 48cmを 測る。

カマ ドは、北壁東寄 りに位置する。

遺存状態は比較的良好で、軽石、安

山岩、集塊岩 とにない黄褐色 (10YR5/

4)粘上により構築 されていた。

ピットは主柱穴 と考えられる 4基が

検出された。

水糸 レベル727.738m m     
周濤は、北壁下で部分的に認められ

層序説明
た。

第1層 褐色土層(10YR4/4)粘 土粒子を含む

第2層 にぶい黄掲色土層(10YR5/4)粘 土層
第3層 明褐色上層(7 5YR5/6)焼 土層

第4層 にない責褐色土層(10YR4/31焼 土粒子、灰を含む          遺 4勿 (第 341・ 364・ 374図 、図版52・ 74・ 83)

第 148図  第47号住居址 カマ ド実測図
土師器片、黒色土器片、須恵器片、

鉄製品、石製品、鉄滓のほか、自然遺物 として炭化材、獣骨が出上している。このうち、図示 し

たものに黒色土器杯 4点、鉄製品 4点、石製品 1点がある。図示した土器は、 4点 とも墨書土器

で、判読できたものには「国家 |(第341図 1)がある。鉄製品 (第364図)に は、鍬鋤先 (19)、 鉄鏃

(20)、 刀子 (21)と 不明品 (22)がある。石製品 (第 374図 7)は、石自である。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

47)第 48号住居址

遺構 (第 149。 150図 、図版11)

本住居址は、F-5・ 6グ リッドに位置する。第47・ 50号住居址と重複関係を有し、第47号住

居址に切られ、第50号住居址を切って構築されている。

東西478cm、 南北505cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-1°一Eを示す。確認面からの壁高は、9～ 51.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが遺存状態は悪い。おそらく、軽石および粘上により構

築されていたものと思われる。

ピットは総計 5基検出された。このうち、PI～ P4が主柱穴、P5は 出入口部の施設に関連する

ものであろう。周濤は、検出されなかった。
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遺物 (第364'374図、図版74・ 83)

土師器片、黒色上器片、須恵器片、鉄製品、石製品、鉄洋のほか、自然遺物として住居址北部

から炭化種子が出上している。このうち、図示したものに鉄製品 3′点と石製品 1点がある。

鉄製品 (第364図)は、刀子 (23・ 24)と 馬具の一部と考えられるもの (25)である。

石製品 (第374図 8)|よ、河床礫を用いた石臼である。

なお、炭化種子については後述する。

本住居址の所産期は、出土土器の中に、底部ヘラキリと糸切 りの須恵器杯の破片が認められる

ことから、奈良時代後半に比定される。

水糸 レベル727.738m

第149図  第48号住居址実測図
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水糸 レベル727.638m 9    .   Im

層序説明

第1層 にない褐色土層(7 5YR5/4)ψ 02～ 0 4clnの パミスを含む
第2層 褐色土層(7 5YR4/3)φ 01～ 0 5cmのパミスを含む
第3層 明赤褐色土層(7 5YR5/8)φ 05～ 0 8cnの パミスを僅かに

含むほか、粘上を多く含む

第4層 にない赤褐色土層(7 5YR5/4)φ O.2～ 0 5cmの パミスを値
かに含むほか、焼上を含む

第 5層 黒褐色上層(7 5YR3/2)φ 03～ 0 5clnの パ ミスを僅かに含
む

48)第 49号住居址

遺構 (第 151・ 152図 、図版11)

水糸レベル727.738m t

第150図 第48号住居址カマ ド実測図

本住居址は、F-5グ リッドに

位置する。第55・ 58号住居址と重

複関係を有し、第55・ 58号住居址

を切って構築されている。

東西600cln、 南北は調査 し得た範

囲で510cmを 測る。

カマ ドを中心とする主軸方位は、

N-16.5°一Eを示す。

住居址覆土は、 5層 に区分され、

自然堆積 と考えられる。確認面か

らの壁高は、28～ 67cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位

置するものと思われる。カマ ドの

位置からすると北壁西側が露呈す

るはずであるが、確認面および掘

り下げ段階においても明確にし得

なかった。

カマ ドの遺存状態は、比較的良

①
ｌ
ｌ
ｌ

§:::g!言息〔鳥毒;ヨ懲と尊:をζぞ
馨ユ牟孵:各立雛

に雑圭建孝を喜&袖
構築上

第151図  第49号住居l■ カマ ド実測図
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水糸 レベル727938m

第1層 褐色土層(10YR4/4)φ 05～ 1.Ocmのパミスを含む

第2層 暗褐色土層(10YR3/3)黒 色土ブロック、灰を含む

第3層 暗褐色土層(10YR3/4)φ O.5～ 2 0cnのパ ミス、ローム粒子を含む

第4層 褐色上層 (7_5YR4/3)φ 05～ 1 0cmのパミス、ロームブロックを含む

第5層  にぶい黄褐色土層(10YR5/4)φ 05～ 3 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第152図  第49号住居址笑測図
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好であった。軽石および暗褐色 (10YR3/4)上 を袖芯に用い、にない褐色 (7.5YR5/4)粘上により

構築されていた。

ピットは主柱穴 と考えられる 3基が検出された。周濤は、東壁下で部分的に認められた。

遺物 (第 341・ 342・ 364・ 365・ 370図、図版52・ 53・ 74・ 75・ 80)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片、鉄製品、石製品、鉄滓のほか、自然遺物とし

て炭化種子、獣骨が出上している。このうち、図示したものに上師器杯・甕、黒色土器杯・椀、

軟質須恵器杯、須恵器横瓶、灰釉陶器椀、鉄製品、石製品がある。土器では、第41号住居址に次

いで墨書土器の出土が多く、文字の判読できたものに、「大井」 (第341図 2)、 「寺」もしくは「守」

(6)、 「下」(9)がある。

鉄製品 (第 364・ 365図)は、鉄鏃 (26)、 刀子 (27。 1・ 2)、 鎌 (28。 29)、 不明品 (3)の 7点 で

ある。石製品 (第 370図 6)は、凝灰岩製の祗石で重さ110gを量る。

自然遺物の炭化種子、獣骨については後述する。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

49)第 50号住居址

遺構 (第 153・ 154図 、図版11)

本住居址は、F-5グ リッドに位置する。第47・ 48号住居址と重複関係を有し、第47・ 48号住

居址に切 られている。

東西540cm、 南北472cmを 測 り、

平面プランは、東西に長い隅九

長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位

は、N-10.5°一Eを示す。

住居l■覆土は、 2層 に区分さ

れ、自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、43～ 57

層 序 説 明

第 1層  褐色土層(7 5YR4/4)粘 土粒子を多く含む
第2層  暗褐色土層(10YR3/4)粘 土粒子、焼土粒子を含む。

締っていない
第 3層  明赤褐色土層(5YR5/6)粘上層
第 4層 明褐色土層(7 5YR5/6)灰 層
第 5層 明赤褐色土層 (5YR5/8)焼土層
第 6層 暗褐色土層(10YR3/3)粘 土粒子を含む
第 7層 褐色土層(10YR4/4)粘 土粒子を含む

A―                    _B

水糸レベル727.638m 9         1m

第153図  第50号住居址カマ ド実測図
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cmを 測る。カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好で、褐色 (10YR4/4)

土および軽石を袖芯 とし、明赤褐色 (5 YR5/6)粘 上により構築されていた。

ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、 P5が貯蔵穴と考えられる。

また、周滞は、カマ ド部分を除き全周していたものと思われる。

遺物 (第 342・ 365図、図版53・ 75)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、鉄津が出上している。このうち、図示したものに

須恵器椀、鉄製品がある。鉄製品 (第365図 9)は、刀子と考えられる。

本住居址の所産期は、奈良時代前半から中葉に比定される。

層序説明

第 1層 嚇4J tt■ lFI

=D  (10YR3/

c十 ~

4)φ 05～ 30
cmのパミスを

含む

第 2曙  によい黄棚色

封i層  (lo
YR4/3)φ 10
cm前後のパミ

ス、ローム粒
r子 を含む。第

1脳に比しパ

ミスのitは レ
水糸レベル727838m

Ｚ

Ｉ
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第154図  第50号住居址実測図
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50)第 51号住 居址

遺構 (第 155図、図版11)

本住居l■ は、 F-6グ リ

ッドに位置する。

第46・ 54号住居址 と重複

関係を有 し、第54号住居址

を切 り、第46号住居址に切

られている。

東西445clll、 南北495cmを

測 り、平面プランは、南北

にやや長い隅丸長方形を呈

する。

南北軸の方位は、N-23°

一Eを示す。

確認面か らの壁高 は、

22～ 50cmを瀬Jる 。

カマ ド、焼上、ピット、

周濤等の施設は確認できな

かった。

水糸レベル728.238m  9    ,   ?Π

第155図  第51号住居址実測図

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上しているが、図示 し得 るものは皆無である。

本住居址の所産期は、重複関係および出上土器片から奈良時代前半に比定される。

51)第 52号住居址

遺構 (第 156・ 157図 、図版11)

本住居址は、 F・ G-6グ リッドに位置する。用地の関係から、西側 と東側を2年度にわたり

調査した。第99号住居址と重複関係を有し、第99号住居l■ を切って構築されている。

東西425cm、 南北452cmを 測 り、平面プランは、不整な隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-16.5° 一Eを示す。住居llL覆土は、黒褐色 (7.5YR3/2)土

1層である。確認面からの壁高は、 3～ 31cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、褐色 (7.5YR4/4)粘土

を主体 として構築されていたものと思われる。

ピットは主柱穴と考えられる4基が検出された。なお、周濤は検出されなかった。

|

tCl

-151-



遺物 (第365図、図版75)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片、鉄製品が出上している。このうち、図示 し得

たものは、鉄製品 1点にすぎない。

鉄製品 (第365図 10)は、刀子である。

本住居luLの 所産期は、出土土器片から平安時代に比定される。

E―
―

F

水糸レベル728.284m

第156図  第52号住居址実測図

層序説明

第 1層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)

φ05～ 3 0cnの パミス、ロ

ーム粒子を含む
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層序説明

第1層 n4褐色土層(10YR3/4)焼 上、灰を含む

第2層 掘色土庸(10YR4/6)灰 層

第3層 褐色土層(7 5YR4/4)粘 Ji層 水糸レベル728038m

第157図  第52号住居址カマ ド実測図

52)第 53号住居址

遺構 (第 158・ 159図 、図版11)

本住居址は、F-5グ リッドに位置する。第78号住居址と重複関係を有し、第78号住居址を切

って構築されている。

東西508cm、 南北430cmを 測 り、平面プランは、東西に長い隅九長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-3° 一Sを示す。住居l■覆上は、4層 に区分されるが、第

1層 の黒褐色 (7.5YR4/2)上 が大半を占める。確認面からの壁高は、19.5～ 43cmを 測る。

TQ
＼、一

カマ ドは、東壁南寄 りに位置するが、

遺存状態は悪い。おそらく、明褐色 (7.5

YR5/6)粘上を主体 として構築されてい

たものと思われる。

ピットは総計 5基検出された。このう

ち、Pl～ P4が主柱穴、P5が貯蔵穴と考

えられる。なお、周濤は検出されなかった。

遺物 (第 342。 365図、図版53・ 75)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰

釉陶器片、鉄製品のほか、自然遺物 とし

てカマ ド内から炭化種子、獣骨が出上 し

ている。このうち、図示 したものに軟質

須恵器杯、鉄製品 3点がある。

鉄製品 (第 365図)に は、紡錘車 (4)、

水糸レベル727588m9         1m

層序説明

葬ウ層鶏毯争着将%船77拙蒋釘後のパミス、焼土粒子を含む

第158図  第53号住居址カマ ド実測図
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刀子 (5)、 火打金具 (11)がある。

なお、自然遺物については後述する。

本住居lIの所産期は、平安時代に比定される。

53)第 54号住居址

遺構 (第 160。 161図 、図版11)

~――F

一
B

第159図  第53号住居址実測図

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ 05～ 3 0cmのパミ

スを含む

第2層 明褐色土層 (7 5YR5/6)φ 10～ 2 0cmのパミ

ス、ローム粒子を含む

第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 05～ 1 0cmのパミ

スを含む

第4層 明褐色土層(7 5YR5/6)φ 05cm前後のパ ミス

を少量と焼上を含む

水糸 レベル727.588m
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第160図 第54号住居址実測図
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本住居址は、F-6グ リッドに

位置する。第46・ 51号住居址と重

複関係を有し、第46・ 51号住居l■

に切られている。

東西550cm、 南北530cmを 測 り、

平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、

N-15.5° 一Eを示す。確認面から

の壁高は、49～ 71cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位

置する。遺存状態は、比較的良好

で、加工した軽石を袖芯として、

褐色 (7 5YR4/6)粘上により構築

されていた。また、火床部では軽

石製の支脚石が認められた。

ピットは総計 5基検出された。

このうち、Pl～ P4が主柱穴、

P5は 出入口部の施設に関連する

ものと考えられる。

周濤は、カマ ド部分、北西コー

ナーを除いた範囲で認められた。

遺物 (第 342図、図版53)

土師器片、黒色土器片、須恵器

4_

水糸 レベ ル726532m 9         1m

層序 説明

第 1層 褐色土層(7 5YR4/4)φ 02～ 0 8cmのパミスを含む。粘性あり
第2層  R帝赤tFJ色 土層(5YR3/4)粘 性はない

第3層  褐色上層(7 5YR4/6)φ 01～ 0 5cmのパミスを含む。粘土層
第4層  時褐色上眉 (7 5YR3/4)ロ ーム粒子を含む。粘性はない
第5層  明禍色■層(7 5YR5/8)ロ ームブロック
第6層  赤禍色土層(5YR4/8)焼 土層
第7層  時赤禍色上層(5YR3/6)焼 土層
第8層  赤4J色 Ji層 (5YR4/6)粘 性のない焼Ji層

第9層  に玄fい 赤禍色土層(5YR4/4)焼 Ji庸

舛10層  にぶい責橙色土層(10YR7/2)灰 層
第■層 禍灰色i層 (10YR4/1)灰 層
第12層  褐色上層(7 5YR4/3)φ 01-2 0cmの パミスを含む
第13月  によい初色土層(7 5YR5/4)粘 土層

第 161図  第 54号住 居 址 カマ ド実 測 図

― a

片が出上している。このうち、図示したものに上師器杯・刻ヽ型甕、須恵器杯がある。上師器杯は、

畿内系暗文を有するものである。

本住居l■の所産期は、奈良時代前半に比定される。

54)第 55号住居址

遺構 (第 162図 、図版11)

本住居l■は、 F-5グ リッドに位置する。第49。 78・ 83号住居址 と重複関係 を有 し、第49・ 78・

83号住屋址に切 られている◎

東西61lcm、 南北は調査範囲内で500cmを 測 り、平面プランは、おそらく隅九方形 を呈す るもの

と思われる。南北軸の方位は、N-8°一Eを示づ。

」
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住居址覆土は、 9層 に区分 される。確認面からの壁高は、17～ 54cmを 測る。

ピットは総計 4基検出され、このうちPl～ P3の 3基が主柱穴 と考えられる。周濤は、おそらく

全周 していたと思われる。

遺物 (第 342・ 365・ 367図、図版53・ 75'77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品、鉄製品、鉄滓のほか、自然遺物 として獣骨が出土

している。このうち、図示したものに須恵器蓋、黒色土器高杯、石製品、鉄製品がある。

石製品 (第 367図44)は 、滑石製の白玉である。鉄製品 (第365図 6)は、麻皮崇U器の一部に似る

水糸 レベル727.538m

層序 説明

第1層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 02～ 3 0cmのパ ミスを僅かに含む
第2層 黒褐色土層(7 5YR2/2)φ 02～ 2 0cmの パミス、ローム粒子を含む
第3層  嗜褐色土層(10YR3/3)φ 02～ 0 5cmの パ ミスを僅かに含むほか、ローム粒子を含む
第4層 暗褐色土層(10YR3/3)φ 03～ 0 6cmの パミスを僅かに含むほか、ローム粒子を含む
第5層 黒褐色土層(10YR3/2)ψ 02～ 0 5cmの パミスを僅かに含むほか、ローム粒子を含む
第6層 黒色土層(10YR2/1)φ 02～ 0 4cmの パ ミスを僅かに含む
第7層  黒褐色土層(10YR2/2)ψ 02～ 1 0cmのパミスを僅かに含むほか、ローム粒子を含む
第8層 褐色土層(10YR4/4)φ 02～ 1 0cmのパミスを僅かに含むほか、ローム粒子を含む
第9層 褐色土層(7 5YR4/4)第 78号住居址の床構築土、φ05～ 3 0cm前後のパミスを含む。締っている

第162図 第55号住居址実測図
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が明確でない。獣骨については後述する。

本住居上の所産期は、古墳時代後期後半に比定される。

55)第 56号住 居址

遺構 (第 163・ 164図 、図版12)

本住居 l■は、 F-6グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西497cm、 南北は調査範囲内で298cmを 測 り、平面プランは、おそらく、隅丸方形を呈するも

のと思われる。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-15°一Eを示す。住居 l■覆土は、 2層 に区分されるが、大

半を第 1層の暗褐色 (10YR3/4)上 が占める。確認面からの壁高は、21～ 30cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。地山を掘 り残 して袖芯 とし、軽石、安山岩および褐色

(10YR4/4)粘 土により構築されていたものと思われる。

ピットは主柱穴 と考えられる 2基が検出された。周濤は、カマ ド部分 を除き、断続的ではある

が廻 らされていた。

一́
曇畏
‐

Q〒

層序説明

第 1層 暗褐色土層 (10YR3/

―D安ど塩
3翠

堵逸
第2層 橙色土層 (7 5YR6/6)

地山に相似
水糸レベル727.838m

第163図  第56号住居址実測図
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遺物 (第 342・ 343図、図版53・ 54)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土

している。このうち、図示 したものに黒色

土器杯、土師器鉢・球胴甕がある。

上師器鉢 (2)は、松本平・善光寺平で見

られる器種であり、知見する範囲では、佐

久市前田遺跡H37・ 90号住居址に次いで三

例 日である。外面に煤の付着が見られるこ

とから、煮沸具 として用いられたものと思

われる。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉

に比定される。

水糸 レベル727 838m l

層序説明

第1層 褐色土層(10YR4/4)φ 05cm前後のパミス、焼土粒子を含む
第2層  明褐色土層(7 5YR5/6)粘 土層
第3層 褐色土層(10YR4/6)灰 層

第 164図 第56;住居址 カマ ド実測 図

56)第 58号住居址

遺構 (第 165図 、図版12)

本住居l■Lは、F-5グ リッドに位置する。第49号住居址と重複関係を有し、第49号住居l■に切

られている。

東西359cm、 南北345cmを 浪1り 、平面プランは、隅九方形を呈する。

南北軸の方位は、N-7° 一Eを示す。住居址覆土は、黒褐色 (10YR2/3)土 層 1層である。

壁高は、 5～ 11.5cmを 測る。

カマ ドは、おそらく北壁中央部に位置したと思われるが、痕跡をとどめていない。

ピットは総計 3基検出されたが、柱穴は明確でない。このうち、P2の底面では、炭化物、灰が

認められた。また、Psは 出入口部の施設に関連するものと思われる。

周濤は、西壁下から北壁下にかけて認められた。

遺物 (第365図、図版75)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、緑釉陶器片、灰釉陶器片、鉄製品が出土している。

このうち、図示したものに鉄製品 (第 365図 7・ 8・ 12)3,点がある。刀子 (12)の ほか、 7・ 8

ははっきりしないが、おそらく、 7が紡錘車の紡軸の一部、 8が鉄鏃の茎部と思われる。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。
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こ炭化物

灰層

層序説明

第1層 黒褐色土層 (10YR2/3)

一一D    口~ムブロックを含み、

締っている
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水糸レベル727238m

第165図  第58号住居l■実測図

57)第 59号住居址

遺構 (第 166・ 167図、図版12)

本住居址は、E-5グ リッドに位置する。第60号住居l■ と重複関係を有し、第60号住居址を切

って構築されている。

東西281cm、 南北230cmを 測る刻ヽ型の住居4Lで、平面プランは、隅九長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-34°一Nを示す。住居址覆土は、 6層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、17～ 25。 5cmを測る。

カマ ドは、東壁ほぼ中央部に位置する。加工 した軽石を袖芯とし、明黄褐色 (10YR6/6)粘 上に

より構築されていた。

ピット、周濤は検出されなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、自然遺物 として住居l■北部から獣骨が出上している

が、図示 し得るものは皆無である。なお、ま骨については後述する。
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本住居址の所産期は、出土土器

片中に、須恵器模倣の系譜上にあ

る土師器杯の破片が見られること

から古墳時代後期後半に比定され

る。

水糸レベル727238m

層序説明

第1層 黒禍色土FFW(10YR2/2)φ O.1～ 0 8cn

のパミス、ローム粒子を含む

第2'W 時欄色土膳(10YR3/4)φ 02～ 1 0cm

のパミス、ローム粒子を含む

第 3 FVI 黒禍色上FIW(10YR2/3)φ 01～ 0 8cm

のパミス、ロームプロックを含む

第 4 FYf 時禍色Ji層 (10YR3/3)φ 01～ 1 2cm

のパミス、ロームブロックを含む

第5厨 暗褐色上 (7 5YR3/4)ψ 01～ 1 2cm

のパミス、ロームlll子 を含む

第6肘 樹色上層 (7_5YR4/4)締 っていない

第166図  第59号住居址実測図

層序説明
第1層 嚇樹色土層(7_5YR3/4)φ 01～ 0 5cmの パミスを健かに

含むほか、ローム粒子を含む

第2層 褐色i層 (10YR4/4)φ 01～ 0.2cmの パミスを含むほか、
ローム粒子を多く含む

第 3 FII 時禍色土用(7 5YR3/3)ロ ーム粒子を含む

第4盾 橙色土層(2 5YR6/6)

―B舞
:種 盤鈴脂謝 禦犠盤 亀

む
第7層 橙色土層(7 5YR6/8)焼 土層

第8層  時褐色土層(10YR3/4)φ01～ 0.5cmのパミス、ローム粒

子を含む

第9層 明責褐色土層(10YR6/6)粘 土層

第10層  によい褐色Ji層 (7 5YR5/3)灰 層

水糸レベル727.338m L        Im

第167図  第59号住居址カマ ド実測図

58)第 60号住居址

遺構 (第 168・ 169図 、図版12)

本住居l■ は、E-5'6グ リッドに位置する。第33・ 59・ 62・ 63号住居l■ と重複関係を有し、

第33・ 59・ 62・ 63号住居址に切られている。
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第5層

――F  第6層

第7層

層序 説明

第1層 褐色土層 (10YR4/4)φ 02～ 1 5cmの

パミス、ローム粒子、粘上を含む

第2層 赤褐色土層 (5 YR4/8)ψ 01～ 2 0cm

のパ ミス、焼上を多く含む

第3層 褐色土恩(loYR4/6)φ 01～ 0 8cmの

パミスを含む

第4層 黒色土層(10YR2/1)φ02～ 2 0cmの

パミス、ローム粒子を含む

褐色土層 (7 5YR4/4)ψ 02～ 1 5cm

のノヾミス、ローム粒子を含む

褐色土層 (7 5YR4/3)φ 01～ 2 0cm

のパ ミス、ローム粒子を含む

に景 い掲 色 土 層 (7 5YR5/4)

ψ02～ 2 0cmのパ ミス、ローム粒子

を含む

水糸 レベル727.238m

|

陥▽Ⅷ%~
第168図  第60号住居址実測図
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東西814cm、 南北829cmを 測 り、平面プ

ランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N―

13° 一Eを示す。

住居址覆土は、 7層に区分 され、自然

堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、

21～ 33cmを浪Jる 。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。

およそ半分 を第59号住居址に切 られて

いるが、遺存状態は比較的良好であった。

軽石 を袖芯 とし、赤褐色 (2.5YR4/8)

粘土により構築されていた。また、火床

部では、軽石製の支脚石が認められた。

ピットは総計 8基検出された。このう

ちヽPI～ P4が主柱穴、P7は いわゆる張

り出しピットである。また、P5・ P6は 出

入口部の施設に関連するものであろう。

周濤は、カマ ド部分 を除き全周 してい

たものと思われる。

層序説明
第1層 暗褐色土層(10YR3/3)φ 01～ 0 4cmのパミス、粘土粒子を僅か

に含む

娃 飴 翻 与‖損i埼安 :岳な趣こ托土粒
第169図  第60号住居址カマ ド実測図

水 糸 レ́′ミル727.238rn

遺物 (第 343・ 371図、図版54・ 80)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品のほか、自然遺物 として炭化材が出上している。こ

のうち、図示したものに上師器杯・高杯・甕がある。杯・高杯 (1～ 4)に は、素縁のもの (1・

2)と 外稜口辺を有する須恵器模倣のものがある。石製品は、軽石製で中央部に凹みを有する。

炭化材については、後述する。本住居l■の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

59)第 62号住居址

遺構 (第 170。 172図 、図版12)

本住居址は、E・ F-5グ リッドに位置する。第60。 63号住居l■ と重複関係を有し、第60・ 63

号住居址を切って構築されている。

東西・南北とも残存値で、それぞれ400cm、 403cmを 測る。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-17.5° 一Eを示す。

カマ ドは、北壁中央部に位置していたものと思われる。軽石および暗褐色 (10YR3/3)土 により

構築されていた。

|
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ピットは主柱穴 と考えられる 2基が検出されたが、周濤は検出されなかった。

遺物 (第 344・ 365。 377図、図版55・ 75・ 86)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片、鉄製品、石製品、鉄滓のほか、自然遺物 とし

て炭化種子が出上 している。このうち、図示 したものに土師器杯・甕、黒色土器杯・皿、須恵器

杯・椀、鉄製品 6点がある。墨書土器は 4′ミ出土しているが、文字の判読できたものは「成」 (第

344図14)1点 である。

鉄製品 (第365図)は、鎌 (13)、 刀子 (15)が確認できたが、他は不明である。

なお、炭化種子については後述する。石製品 (第377図 3)は、砂岩製の打製石斧である。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。
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層序

第 1層

第2層
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第4層
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水糸 レベル727338m

第170図  第62号住居址実測図
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層序説明

第 1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 05～ 2,0

cmのパミスを含む
第2層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ O_5～ 1 0cal

のパミスを含む。締っていない

水糸レベル727.638m

第171図  第63号住居址実測図
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層序説明

姉 1層 暗褐色土層(loYR3/3)ψ 05cm前 後のパミスを僅かに含む
ほか、粘土粒子を含む。締っている

第2層 明禍色土層(7 5YR5/8)焼 土層
第3層 黒褐色土層(7.5YR2/2)パ ミスを含まない炭化物層
第4層 黒褐色土層(10YR2/3)φ 05～ 1.Ocmのパミスを含む。締っ

60)第 63号住居址

遺構 (第 171・ 173図 、図版12)

本住居址は、 E・ F-5。 6グ リッドに位

置する。

第60・ 62号住居址、第 1号土坑 と重複関係

を有 し、第60号住居l■、第 1号土坑を切 り、

第62号住居l■により切られている。

東西は残存部で515cm、 南北609cmを 測 り、

平面プランは、隅丸方形を呈するものと思わ

れる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-17°一

Eを示す。住居l■覆上は、 2層に区分される

が、大半 を暗褐色 (7.5YR3/3)上 層が 占め

る。確認面からの壁高は、38～56cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、

遺存状態は悪い。おそらく、軽石および褐色

(7.5YR4/4)粘土により構築されていたもの

と思われる。

水糸レベル727.338m

第172図 第62号住居址カマ ド実測図

水糸レベル727488m

層序説明
第よ層 褐色土層(7 5YR4/4)φ 05帥前後のパミスのほか、僅かに娩上を

含む

露ζ彊窮籟色圭層溜R咽争と鍵聟取倍
のパミスを含む

第 4層 褐色土層(7 5YR4/4)粘 上層
第 5層 黒褐色土層(10YR2/3)粘 土粒子を含み、締っている

第173図 第63号住居址カマ ド実測図
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ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5は貯蔵穴と考えられる。

また、周濤は、東壁下から南壁下にかけて認められた。

遺物 (第344'365。 377図、図版55'75'86)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、青磁、鉄製品、石製品、鉄滓のほか、自然遺物 として獣骨

が出土している。図示したものに須恵器蓋・杯 。椀、黒色土器杯、青磁椀、鉄製品 5点、石製品

がある。

須恵器杯には、底部ヘラキリと糸切 りのものが認められる。また、須恵器椀は、糸切 り後外周

回転ヘラケズリを行ない高台を貼付 している。

青磁椀は、混入品と考えられる。竜泉窯産で12世紀後半に比定される。また、墨書された黒色

土器杯の破片が 1点あるが、文字は不明である。

鉄製品 (第365図)に は、刀子 (20・ 23)、 鉄鏃 (19)、 釘 (22)の ほか、環状を呈するもの (21)

があるが、用途は不明である。石製品 (第 377図 5)は、砂岩製の打製石斧である。

鉄滓は、カマ ド内からの出上である。また、獣骨は、カマ ドおよび住居址北部 。南部から出土

しており、詳細は後述する。

本住居上の所産期は、奈良時代後半に比定される。

61)第 64号住居址

遺構 (第 174図 、図版12)

本住居址は、D-4グ リッドに位置する。第28・ 30。 68号住居址と重複関係を有 し、第28・ 30。

68号住居址により切られている。

東西・南北とも残存部で、それぞれ520cm、 774cmを 測る。平面プランは、残存部から推 してお

そらく、南北に長い隅丸長方形を呈するものと思われる。

南北軸の方位は、N-15°一Wを示す。住居址覆土は、 8層 に区分される。

確認面からの壁高は、26～ 39.5cmを 測る。

ピットは、西壁で 1基検出されたにとどまる。一応、住居址に伴うものと判断した。

周滞は、西壁下で認められた。

遺物 (第 344・ 371図 、図版55。 80)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出上している。このうち、図示したものは黒色土

器杯 1点、石製品 2点である。底部は、糸切 り後外周手持ちヘラケズリされるもので、外面に「
'II」

もしくは「三」の墨書文字が認められる。重複関係から推して、混入品と考えられる。

石製品 (第 371図)は、磨石 (4)、 軽石製品 (3)である。

本住居l■の所産期は、重複関係から、古墳時代後期中葉以前と考えられる。
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SB64層 序 説明

第1層 責褐色土層 (10YR5/6)

第2層 偶色Ji膳 (10YR4/6)

第3層  暗禍 色土 層 (10YR3/4)

φO_1～ 1 0Cmのパミス、炭化

物を含む

第4膳  時禍 色上層 (7.5YR3/3)

φ01～ 0.8cmの パミス、ロー

ム粒子を含む

第5層  褐 色 上 層 (10YR4/4)

φ02～ 0.5cnの パ ミス、ロー

ム粒子を含む

第6層 橙色Ji層 (5 YR7/6)焼 土層

第7層 褐灰色Ji層 (5 YR5/1)灰 層

第 8層 浅責精色土層 (7 5YR8/4)

φO.1～0.5cmの パミスを含む

地山に相似

SB68層 序説明

第 1′層 時縄色土層 (7 5YR3/3)

φO.2～3 0cmの パミス、ロー

ムプロックを含む

第 2′ 層 黒禍色土層 (10YR2/2)

φO.2～2 0cmの パミス、ロー

ムブロックを含む か
ヽ

　

　

　

　

　

　

‐

的
ヽ

水糸 レベル726.132m

第174図  第64・ 68号住居址実測図
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62)第 65号住居址

遺構 (第 175。 176図 、図版12)

本住居址は、C-4グ リッドに位置する。第66号住居址と重複関係を有し、第66号住居址を切
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層序説明

第1層 偶色上層 (10YR4/4)φ05～ 2_Ocmの パミスを含む

第2層 晴禍色土層 (10YR3/4)φ05～ 2.Oclnの パミスのほか、健かに炭化物を含む

水糸 レベル726.032m 0         2m

第175図  第65号住居l■実測図
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って構築されている。

東西580cm、 南北は調査範囲内で491cm

を測 り、平面プランは、隅丸方形を呈す

るものと思われる。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N―

22° 一Eを示す。住居址覆土は、 2層 に区

分され、自然堆積 と考えられる。確認面

からの壁高は、24～ 58cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。

力ロエ した軽石 をネ由芯 とし、米占上により

構築されていた。

ピットは主柱穴 2基が検出されたほか、

周溝内で支柱穴 と考えられピットが 6基

検出された。また、周濤はカマ ド部分 を除き、

水糸 レベル725682m

層序説明

第1層 褐色土層(7 5YR4/4)

第2層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 05cm前後のパミスを含む

第3層 明褐色土層(7 5YR5/8)粘 土粒子、焼土粒子を含む

第 176図  第65号住居址 カマ ド実測 図

全周 していたものと思われる。

遺物 (第344・ 345。 376図、図版55・ 56・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、縄文土器片のほか、自然遺物 として、炭化種子、獣骨があ

る。このうち、図示 したものに土師器杯、黒色土器高杯・皿、須恵器杯 。高杯、縄文土器片があ

る。土師器杯 (1)は、畿内系暗文を有するものである。須恵器杯には、底部ヘラキリと糸切 り未

調整のものがある。また、墨書土器の破片が 1点 あるが文字は不明である。縄文上器片は、後期

の所産であろう。なお、 自然遺物については後述する。

本住居址の所産期は、奈良時代後半に比定される。

63)第 66号住居址

遺構 (第 177・ 178図 、図版13)

本住居址は、 C・ D-4グ リッドに位置する。第65・ 70号住居址と重複関係を有 し、第65・ 70

号住居址により切られている。

東西708cm、 南北672cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-2.5° 一Wを示す。住居址覆土は、4層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、33～ 65.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好で、明黄褐色 (10YR6/6)上 を袖

芯とし、にない褐色 (7.5YR5/4)土 により構築されていた。

ピットは主柱穴と考えられる4基が検出された。周濤は、カマ ド部分を除き、全周していたも

のと思われる。

千
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層序説明

第1層  暗褐色土層(10

YR3/4)と 10～ 03

響?ゲ、
ミ
ぜ経c_

を含む

第2層  黒 褐 色 土 層 (lo

YR2/3)φ 05cn前 後

のパミスを僅かに含

む。粒子が細かく締

っていない    E一 一

第3層  褐 色土層(10YR4/

6)粘土層

第4層  黒 褐 色 土 層 (10

YR2/2)φ 05cm前 後

のパ ミスを控かに含

むほか、ローム粒子

を含む。締っていな 水糸レベル726032m

第177図  第66号住居址実測図
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遺 物 (第 345'365。 367・ 371・ 376図、

図版56'75・ 77・ 80・ 81・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、

弥生土器片、金属製品、石製品、土製

品、鉄滓、炭化材、獣骨が出上 してい

る。このうち、図示 したものに黒色土

器杯・高杯・小型甕、土師器甕、金属

製品、石製品、土製品がある。

金属製品には、鉄鏃 と考えられるも

の (第 365図 24)、 鎌 (第 365図 25)と 青α同

製の刀装具 (第367図 20・ 21)がある。

石製 品には、滑石製 臼玉 (第 367図

47)。石鈴 (68)と 祗石 (第 371図 6)、 軽

石製品 (5'9)がある。祗石は、軽石

製で重さ27.5gを量る。土製品 (第 367

図45・ 46)は 2点 あ り、土製九玉であ

る。

弥生土器片 (第 376図 17)は 、後期の

壺の頸部破片で、T字文が施される。

なお、自然遺物の炭化材、獣骨、小

型甕の付着物については後述する。

本住居l■の所産期は、古墳時代後期

後半に比定される。

第1層 恋學,歳星規撃普害V02～■能mのパミスを僅かに含むほか、粘土

第178図  第66号住居址カマ ド実測図

水糸レベル725.632m

64)第 67号住居址

遺構 (第 179'180図、図版13)

本住居址は、C-4グ リッドに位置する。第69・ 70・ 73号住居l■ と重複関係を有し、第69・ 70・

73号住居址を切って構築されている。

東西488c/m、 南北は調査範囲内で453cmを 測 り、平面プランは、南北に長い隅丸長方形を呈する

ものと思われる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-31.5° 一Eを示す。住居址覆土は、 4層 に区分れるが、大

半を第 1層の黒褐色土層が占める。確認面からの壁高は、30～ 63cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好であった。加工 した軽石を袖

芯とし、赤褐色 (5 YR4/6)お よび明褐色 (7.5YR5/6)粘 上により構築されていた。
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ピットは主柱穴 と考えられる 4基が検出された。周濤は、カマ ド部分 を除き、全周していたも

のと思われる。

遺物 (第 345'346・ 365・ 366・ 371・ 374図、図版56・ 57・ 75。 76・ 80'83)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品、鉄滓のほか、自然遺物 として、炭化材、

獣骨が出上 している。図示 したものに黒色土器杯、須恵器蓋・杯・椀、鉄製品、石製品がある。

土器には、墨書土器のほか、ヘラ記号の認められるもの、転用硯がある。墨書土器には、「足」
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島基転

~~―F

―一D 層序 説明

第1層  黒褐色土層(10YR3/

2)φ 01～ 3 0cmの パ ミ

スを含む

第2層  褐色土層(10YR4/6)

φ02～ 1 0cmのパ ミス、
ローム粒子を含む

第3層  明 赤 褐 色 上 層 (5
YR5/8)焼土層灰を含

む

第4層  暗褐色土層(7 5YR3/

3)ロ ーム粒子 を僅かに

含む

水糸 レベ ル725,832m

第179図  第67号住居址実測図

-176-

ω

|



(9)、 「光」 (14)がある。

また、ヘラ記号が認められるも

のが 3点 (9・ 11'12)あ るが、12

についてははっきりしない。

13は 、須恵器杯 を朱墨硯に転用

したものである。

鉄製品は多く、 9点出上 してい

る。鎌 (第 366図 3・ 4・ 7)、 紡錘

車・紡軸 (第366図 1・ 2)、 馬具 (第

365図 27、 第366図 6)、 火打金具の一

著ると考えられるもの (第 366図 5)、

釘 と考えられるもの (第365図 28)

がある。

石製品は、軽石製品 (371図 7)

と石臼 (第374図 9)である。

自然遺物の炭化材、獣骨につい

ては後述する。

本住居址の所産期は、奈良時代

後半に比定される。

水糸レベル725,732m p        ′
Im

層序説明

舞】種矯毯争着長7既理

'4'滉

!ヶ甥!6:岳明(ミ雑慕無、ヽ熊R然、な
第3層  赤褐色土層(5YR4/6)粘 土層
第4層 褐灰色土層(7 5YR4/1)灰 層
第5層 浅黄精色土層(7 5YR8/3)灰 盾
第6層  明褐色土層(7 5YR5/6)粘 上層
第7層 赤褐色Ji層 (2 5YR4/6)焼 Ji層

第8層 明赤禍色上層(5YR5/8)焼 土層

多単暑 緯身を具【端 |;予 4.亀:|】孔〔

'I口

_ム粒子を含む。締
っていない

第180図  第67号住居址 カマ ド実測図

ω
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65)第 68号住居址

遺構 (第 174図 、図版12)

本住居址は、E-4グ リッドに位置する。第64号住居址と重複関係を有し、第64号住居址を切

って構築されている。

調査し得た部分は僅かで、東西85cm、 南北95cmの 範囲である。

南北軸の方位は、N-11°一Wを示す。住居l」_覆土は、 2層 に区分される。確認面からの壁高

は、39～ 44cmを測る。

調査範囲内では、ピット、周濤は検出されなかった。

遺物 (第346図、図版57)

土師器片、黒色土器片が出上 している。 この うち、図示 した ものは土師器杯 1点 である。

177-
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丸底で、外稜口辺を有する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

66)第 69号住 居址

遺構 (第 181・ 182図 、図版13)

本住居址は、C-4グ リッドに位置する。第67・ 70号住居址 と重複関係 を有 し、第67・ 70号住

居址に切 られている。

東西450cm、 南北は残存部で304cmを 測 り、平面プランは、おそらく、隅九方形を呈するものと

思われる。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-10.5° 一Wを示す。住居址覆土は、 5層 に区分 され、自然

堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、27～ 38cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。地山および第 8層 と軽石 を袖芯 とし、褐色 (10YR4/4)

粘土により構築されていた。

ピットは主柱穴 と考えられるPl・ P2の 2基 と、貯蔵穴 と考えられるP3の 3基が検出された。

々
雲

蓬

④ F

層序説明

第1屑  I「J色 土層(loYR4/4)φ 02～ 15
cmのパミスを夕く含むほか、ロ

ーム粒子を含む

第2層  黒褐色土層(10YR2/3)φ 01～

2 0cmの パ ミスを健かに含むほ

か、ローム粒子を含む

第3屑  にぶい黄欄色土層(loYR4/3)

φ03～ 1 5cmのパミス、粘土粒

子を含む

第4層  にぶい責禍色上層(loYR5/4)

φ03～ 1 0cmのパ ミス、ローム

粒子を含む

第5層  黒樹色Ji層 (10YR2/2)ロ ーム

米t子、炭化物を俺かに含む

第181図  第69号住居址実測図

―-178-―
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遺キ勿 (第 346・ 366・ 367・ 376図 、図版57・ 76'77・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、弥生

土器片、鉄製品、石製品が出上している。

図示 したものに黒色土器杯、土師器椀・甑。

甕、後期弥生土器片、鉄製品 2点がある。

鉄製品 (第 366図 )に は、刀子 と用途不明

のもの (8)がある。石製品 (第 367図69)は

滑石製の石鈴の破片である。本住居址の所

産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

層序説明
第1層 nt棚 色■層(10YR3/3)焼 土粒子を含む

第2層 拙色土層(10YR4/4)粘 土層

第3層 晴禍色土層(10YR3/4)φ 10cm前後のパミス、焼上を含む

第4層  にぶい責欄色上層(10YR4/3)焼 Jiを使かに含む

第5層  黒拙色上層(10YR2/3)パ ミスをほとんど含まない

第6層  睛欄色■層(10YR3/4)φ 05cm前後のパミス、ローム粒子を含む

第7層  晴禍色Ji屑 (10RY3/4)粘 上粒子を含む

第 8層 カマ ド芯地 山(責 精色10YR7/8)を i体 とし禍色 Ji層 (10

YR4/6)と のとと上llW

67)第 70号住 居址

遺構 (第 183・ 184図 、図版13)

本住居址は、C-4グ リッドに位置する。

居址を切 り、第66。 67号住居l■に切 られ

ている。

東西530cm、 南北478cmを 測 り、平面プ

ランは、隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N一

2° 一Wを 示す。住居 l■L覆土は、2層 に区

分 され、確認面からの壁高は、56～ 76cm

を測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する

が、遺存状態は悪い。おそらく、褐色 (10

YR4/6、 7.5YR4/6)粘 上を主体 として構築

されていた。

ピットは主柱穴 と考えられる 4基が検

出された。また、周濤は、カマ ド部分 を

除き全周 していた。

古

水糸レベル725,583m

第182図  第69号住居址カマ ド実測図

第66・ 67・ 69号住居址 と重複関係を有 し、第69号住

こ
水糸 レベル725.232m

層序説明

第1用 樹色土用(10YR4/4)焼 土米i子 を含む

第2'W 拙色封:M(10YR4/6)粘 ■用

第3 FFVI 拙色:Iを 用(7 5YR4/6)粘 上層で火熱を受ける

第411W 拙色上Ftrl(10YR4/4)焼 上lll子 、炭を含む

第5'W 明樹色上N(7 5YR5/6)焼 上、炭、灰を含む

第6肘 暗禍色■用(10YR3/4)Xjt上 粒子を他かに含む。締っていない

第 7 11Vl り,拙色十用(7 5YR5/8)ljtillVl

第 183図  第70号住居址 カマ ド実測 図

―-179-―
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本住居址は、焼失住居 と考えられ、住居址中央部を中心に炭化材が認められた。

遺物 (第 346図、図版57)

土師器片、須恵器片のほか、自然遺物 として炭化材が出上 している。このうち、図示 したもの

に須恵器杯、土師器甕がある。須恵器杯は、混入品であろう。また、炭化材については後述する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後半に比定される。

IQ「

第2層  黒褐色土層(10

YR3/2)φ 02～
2 0cmの フヾ ミス

を僅かに含む

水糸レベル725732m

第184図 第70号住居址実測図
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68)第 71号住居址

遺構 (第 185・ 186図 、図版13)

本住居l■は、B-3グ リッドに位置し、

て構築されている。

＼

第76号住居址と重複関係を有し、第76号住居址を切っ

――一H

ヽ

層序説明

第1層 黒禍色土層 (10YR3/2)φ O.1～ 2 5cmの パミ

ス、ローム粒子を含む。締っていない

第2層 黒褐色土層 (10YR3/1)φ 01～ 1.5cnのパ ミ

ス、ローム粒子を含む

第3層 明責褐色土層(10YR6/6)φ 01～ 2 0cmのパミ

スを含む

第4層  黒褐色上層(10YR2/2)φ O_1～ 0 5cmのパミス

を含む。締っていない

水糸レベル724.699m 9        ?m

第185図  第71号住居址実測図
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水糸 レベル724449m 9        1m

層序説明
第1層 極暗褐色土層(7 5YR2/3)焼 土粒子を多く含む
第2層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 01cm前後のパミスを含む。貼った

もの
第3層 褐色土層(7 5YR4/6)粘 土プロック
第4層 暗赤褐色土層(5YR3/6)粘 土層
第5層 赤褐色土層(2 5YR4/6)焼 けた粘土
第6層 黄褐色土層(10YR5/6)灰 層
第7層 暗赤褐色土層(5YR3/4)粘 土層、焼上、炭化物を含む
第8層 黒褐色土層(10YR2/21ブ ロック状
第9層 明赤褐色土層(5YR5/8)焼 土
第10層 黒褐色土層(10YR2/3)灰 層

第 186図  第71号住居 j■ カマ ド実測図

東西4偲伽、南北464伽 を測 り、平面プラ

ンは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とす る主軸方位 は、N一

18.5° 一Eを示す。住居址覆土は、4層に区分

され、確認面からの壁高は、23～ 66cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。

遺存状態は比較的良好で、袖部に軽石、

天丼部に河床礫を用いた石組粘土カマ ドで

あった。

ピットは総計 5基検出され、このうち、

Pl～ P4が主柱穴と考えられる。また、周濤

は、カマ ド部分を除き、全周していた。

遺物 (第 346'347・ 366'371・ 375。 376・ 377

図、図版57・ 58・ 76・ 81・ 84・ 85・ 80

上師器片、黒色土器片、須恵器片、縄文

土器片、鉄製品、石製品のほか、自然遺物

として獣骨が出土している。図示 したもの

に土師器杯・甕、須志器杯・皿、黒色土器

高杯、縄文土器片、鉄製品、石製品がある。

土師器甕には、他地域産 と考えられるもの (第 347図 2・ 3)がある。縄文土器片は後期の所産である。

鉄製品は、鉄鏃である。石製品 (第 37Ⅲ 377図)は、砂岩製の打製石斧 (第 377図 7)と 凝灰岩製

の祗石 (第 371図 8'10)がある。

本住居 l■の所産期は、古墳時代後期後半に比定される。

69)第 72号住 居址

遺構 (第 187図 、図版13)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。第 3・ 6号住居l■ と重複関係 を有 し、第 3・ 6号住

居 l」Lに切 られている。

東西は調査範囲で438cm、 南北569cmを 測る。平面プランについては、不明である。

南北軸の方位は、N-4°一Wを示す。住居址覆土は、暗褐色 (10YR3/4)上 が大半を占める。

確認面からの壁高は、14～ 25cmを測る。 ピットは主柱穴 と考えられる 2基が検出された。また、

カマ ド、炉址、焼土、周濤は検出されなかった。

十
１
１

∪
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遺物 (第 366・ 377図、図版76・ 86)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品が出土している。このうち、図示したもの

は鉄製品 1点である。「U」字形を呈するものであるが、用途は不明である。石製品は、粘板岩製

のピエス・ェスキーュである。

本住居址の所産期は、重複関係および出土土器片から、古墳時代前期に比定される。

ァ́́メ
′ SB06

層序説明

第 1層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 01～ 0 6clnの パ

ミス、ローム粒子を含む

第2層 明黄褐色土層 (10YR6/8)プ ロック状

水糸レベル724.699m 生    `   ?け

第187図 第72号住居址実測図

70)第 73号住居址

遺構 (第 188図 、図版13)

本住居址は、C-4グ リッドに位置する。第67・ 75号住居l■ と重複関係を有 し、第75号住居l■

を切 り、第67号住居址に切られている。

東西は残存部で210cm、 南北326cmを 測 り、平面プランは、おそらく、東西に長い隅丸長方形を

呈するものと思われる。

南北軸の方位は、N-27°一Eを示す。住居l■覆土は、 2層 に区分され、自然堆積 と考えられ

―-183-
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る。

確認面からの壁高は、28～ 43.5cm

を測る。

ピットは総計 3基検 出された。こ

のうち、 P3が主柱穴 と考 えられる。

Plは 、29cmと やや深いがカマ ドに

関わるものかもしれない。

P2の 上菩呂か らは河床礫が 2個 出

上している。

なお、周濤は検出されなかった。

遺物

土師器片、須恵器片が出土 してい

るが、図示 し得 るものは皆無である。

本住居址の所産期は、重複関係か

ら奈良時代に比定され る。

C―

枡膀所所蒜昴昴行昴掃行テ
~~F  

水糸涎】:をX3:fス

を

第188図  第73号住居址実測図

71)第 74号住居址

遺構 (第 189。 190図 、図版13)

本住居l■は、C-4グ リッドに位置する。第75号住思l■ と重複関係を有し、第75号住居址を切

って構築されている。

東西390om、 南北は調査範囲内で276cmを 測る。平面プランについては不明である。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-18° 一Eを示す。住居l■覆土は、暗褐色(10YR3/4)± 1層

である。確認面からの壁高は、14～ 42cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。地山を掘 り残 して袖基部とし、軽石および褐色(10YR4/

4)粘土により構築されていた。

ピットは 2基検出されたが、主柱穴は調査範囲内では確認されなかった。 2基のピットのうち、

Plが貯蔵穴、P2は灰落としの機能を有するものであろう。

周濤は、カマ ド部分を除いた範囲で検出され、おそらく全周していたものと思われる。

―
―
―
Ｉ
Φ
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層序説明
第1層 暗褐色上層(10YR3/4)φ O.5～ 3 0omの パミス C=イ

のほか、芭かに炭 を含む

9    1   ?m 水糸レベル725.532m

遺物 (第 347・ 366図、図版58・ 76)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、

鉄製品、鉄滓のほか、自然遺物 として

炭化種子、炭化材が出土 している。

図示 したものに須恵器杯、土師器甕、

鉄製品 3点、石製品がある。 1の須恵

器杯は、 4の土師器甕内部に入れ子状

になっていたもので、外面に墨書がな

されるが文字は不明である。

鉄製品 (第366図)に は、先端部 を欠

くが工具 と考えられるもの (12)、 紡錘

車 (13)、 刀子 (14)の 3点がある。石製品

は、凝灰岩製の祗石で重さ484gを 量る。

炭化種子、炭化材はカマ ド内から出

土 したもので後述する。

本住居址の所産期は、平安時代に比

定される。

第189図 第74号住居llL実測図

水糸レベル727.088m  L    .   Im

層序説明
第1層 黒褐色土層(10YR2/3)φ o 5cm前後のパミスを含み、焼土粒子を僅

かに含む

霧:層 窺雹呈著属1鵠講瑳像距鶴多
伽前後のパミス、粘土粒子を含む

第4層 暗褐色土層(loYR3/4)φ o 5～ 1 0cmの アヾミス、焼土を含む

第190図 第74号住居址カマ ド実測図
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72)第75号住居址

遺構 (第19卜 192図 )

本住居址は、C-4グ リッドに位置する。第73・ 74号住居址と重複関係を有 し、第73・ 74号住

居l■Lに切られている。

東西621cm、 南北は調査範囲内で450cmを 測る。平面プランは、おそらく、隅九方形を呈するも

のと思われる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-3°一Eを示す。住居l■覆土は、 2層に区分 され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、27cm前後を測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。右袖部は地山を掘 り残し、左袖は地山を僅かに掘 り残

し、褐色 (10YR4/4)土 と軽石によりそれぞれ袖芯として、明褐色 (7.5YR5/6)粘上により構築 し

ていた。

ピットは主柱穴と考えられる 1基が検出された。なお、周濤は検出されなかった。

遺物 (第 347・ 348・ 366図、図版58・ 59・ 76)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、鉄滓が出土している。このうち、図示 したものに

土師器杯・小型甕、黒色土器高杯、鉄製品がある。

層序説明

1層 暗褐色土層(10YR3/3)φ01～ 1 0cmのパ

ミスを含み、締っている

2層 褐色土層(10YR4/6)φ 01-1 5cmの パミ

ス、 ローム粒子 を含む

4___

水糸レベル725532m
9           ,            ?m

第191図 第75号住居址実測図
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鉄製品 (第366図 15)は 、釘であろ

つ。

本住居l■の所産期は、古墳時代後

期中葉に比定される。

層序 説明

第1層 暗褐色土層(10YR3/3)焼 土粒子、炭を含む

第2層  暗褐色土層(10YR3/4)φ O.5～ 1 0cmのパ ミス、

焼土粒子を含むほか、粘土粒子を多く含む

第3層 明褐色土層(7 5YR5/6)φ l.Ocm前後のパミスを

含む。粘土層

第4層 黒褐色上層(10YR2/3)焼 上、パミスを含む

第 5層 褐色土層(10YR4/4)φ O.59n以 下のパ ミスのほ

か、粘上粒子 を含む 水糸 レベル725.432m

第192図  第75号住居l■ カマ ド実測図

73)第 76号住居址

遺構 (第 193・ 194図、図版14)

本住居址は、B-2・ 3グ リッドに位置する。

第 5。 71号住居址と重複関係を有し、第 5。

ヽ こ ::

71号仁居址に切 られている。
A___

東西613cla、 南北594cmを 測 り、平面プランは、

‐
―
＝
〕

∽

∞

置

導

対

ア

―

土器片

∩

―
―
―

隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-5.5°一

Eを示す。住居址覆土は、 8層に区分され、自

然堆積 と考 えられる。確認面か らの壁高は、

43～ 85.5cmを 韻Jる 。

層序説明
第1層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ 02～ 0_5cmのパミスを含む。下音Ыよ貼

ったもの。粘土層

暗褐色土層 (10YR3/3)φ02～ 0 5clnの パミスを含む

明黄褐色上層 (10YR6/8)ロ ームプロック。粘性なし

褐色上層 (7 5YR4/6)灰 層

明赤褐色土層 (5 YR5/8)焼 土

明褐色土層 (7_5YR3/4)φ02～ 0.8cmのパミス、ローム粒子、

炭化物を含む

第7層 黒褐色土層(10YR2/2)φ 02～ 0 5cmのバミス、ローム粒子を含

む

第8層 責褐色土層 (10YR5/8)地 山に相似した構築上で、僅かに黒色

土を含む

水糸レベル724.299m

第2層

第3層

第4層

第5層

第6層

S B74カ マ ド

t_______
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水糸レベル724699m

層序説明

第 1層 黒褐色J:層 (10YR2/2)φ 05～ 2 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第2層 時棚色土層 (10YR3/4)φ 10cm前後のパミス、ロームプロ/ク を含む

第3層 黒樹色i層 (10YR3/2)ロ ームブロック、黒色Jとブロックを含む

第4庸  n帝褐色Ji層 (10YR3/3)φ 10～ 2 0cmのパミスを含む

第5膳 果禍色土層 (7 5YR3/2)φ 05cm前後のパミスを含む

第6膳 偶色Ji層 (10YR4/4)地 山に相似。4‐Mっ ていない

第7層 褐色上層 (10YR4/4)ψ02～ 1 2cmのパミスを含む

第8層 黒色J:屑 (10YR2/1)ロ ーム粒子を含む

第 194図  第76号住居址 カマ ド実測 図
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カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。第 5号住居llLに 切られているため、調査 し得たのは、

およそ1/2の範囲である。地山を僅かに掘 り残し、黒褐色 (10YR2/2)土 および責褐色 (10YR5/8)

上を袖芯とし、褐色 (7.5YR4/4)粘 上により構築 されていた。また、加工した軽石 も認められた

ことから、軽石 も構築材として使われていたものと思われる。

ピットは主柱穴と考えられる4基が検出された。また、周濤は、カマ ド部分を除き全周してい

たものと思われる。

遺物 (第 348'366・ 371'376図 、図版59・ 76・ 81・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品、鉄津が出土している。このうち、図示 し

たものに上師器杯・高杯・甑・甕、黒色土器杯、鉄製品、石製品がある。

鉄製品 (第366図16)は、刀子で、一部に、木質部が残存している。石製品には、石臼 (第371図

12)と 黒曜石製の石鏃 (第376図 3～ 5)がある。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

74)第 77号住居址

遺構 (第 195'196図、図版14)

本住居址は、A・ B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西647cm、 南北617cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-9.5°一Wを示す。住居l■覆土は、6層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、52.5～ 63cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は良好で、地山を掘 り残した上に暗褐色 (7.5

YR3/4)土を載せて袖芯とし、明褐色 (7.5YR5/6)粘上により構築されていた。また、焚口部。支

脚石には軽石が用いられていた。

ピットは総計 6基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5が貯蔵穴、P6は 出入口部の施

設に関連するものであろう。また、周濤は、カマ ド部分を除きほぼ全周していた。

本住居址は、焼失住居と考えられ、炭化材のほか、多くの遺物が出上している。

遺物 (第 349・ 350。 367～ 369。 371・ 375'376図 、図版60。 61・ 77～ 79。 80・ 84・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、縄文土器片、石製品、土製品、鉄滓のほか、 自然遺物とし

て炭化材が出土している。このうち、図示したものに土師器杯 。椀・甑・甕、黒色土器杯・椀・

高杯、縄文土器片、石製品、土製品がある。杯には、素縁のものと外稜口辺を有するものとがある。

石製品 (第367図 )に は、滑石製の自玉 (48～ 57)と 剣形あるいは鏡形の石製模造品の一部 と考え

られる破片 (58)と 磨石 (第371図 11)、 研磨痕を残すもの (第 375図 2)がある。臼玉は10点 出上し

ており、第33号住居址の13′くに次いで分い。
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土製品には、丸玉 (第367図 58)、 紡錘

車 (第 368図 9)、 土製模造鏡 (第 369図 6)

がある。土製模造鏡は、鈴鏡 を模 した

もので、カマ ド右袖脇か ら出上 してい

る。鈴の部分は 2個 しか残 っていない

が、痕跡から六鈴鏡 と考えられる。組

の部分は系」落 している。 また、鏡面は

ヘラ描 きの斜走沈線で表現 されている。

縄文土器片は、後期の所産であろう。

炭化材で同定を行なった ものは総て

建築材 と考えられるが、詳細について

は後述する。

本住居l■Lの所産期は、古墳時代後期

中葉に比定される。

水糸レベル725.232m

Ⅷぞg三§青そ議廟華募盈渠l、 _
岳,信 :書:言鞠 耀 讐賜、灰を含む

※ S…全 て軽石

第195図 第77号住居J■ カマ ド実測図

75)第 78号住居址

遺構 (第 197・ 198図 、図版14)

本住居址は、E・ F-5グ リッ ドに位置する。第53・ 55号住居址 と重複関係 を有 し、第55号住

居 J」Iを 切 り、第53号住居 l■Lに切 られている。

東西460cm、 南北495cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-7°一Eを呈する。住居址覆土は、 5層 に区分 され、自然

堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、26～44cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。暗褐色 (10YR3/4)上 、褐色 (10YR4/4)土 および軽石

を袖芯 とし、明褐色 (7.5YR5/6)粘 上により構築されていた。また、火床部では軽石製の支脚石

が認め られた。

ピットは総計 6基検出された。このうち、 Pェ ～ P4が主柱穴、 P6が貯蔵穴と考 えられる。

周濤は、カマ ド部分を除き全周 していた。 また、住居址ほぼ中央部では、礫が埋設 されていた。

目
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層序 説明

第1層 黒褐色上層(7 5YR2/2)φ 02
～2.Ocmの パ ミスを僅かに含

む

第2層 暗褐色上層(7 5YR3/3)φ 02
～3 0cmのパミスを含む

第3層  褐色土層(7 5YR4/4)φ 02～
2 0cmのパミス、炭化物を含む

第4層  黒褐色土層(7 5YR3/2)粘 土

粒子、焼上、炭化物を含む

第5層  明黄褐色土層(10YR6/6)ロ
ーム粒子を多く含む

第6層  にない褐色土層(7 5YR5/4)

φ01～ 2 0clnの パミス、ロー

ム粒子を含む

第196図  第77号住居址実測図
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遺物 (第 351・ 366・ 372図、図版62・ 76・ 81)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品のほか、自然遺物として獣骨がLH上 してい

る。このうち、図示したものに黒色土器杯、須恵器杯、土師器甕、鉄製品、石製品がある。

鉄製品 (第366図17)は、用途不明である。石製品 (第372図)は、祗石 と軽石製品である。祗石

は、砂岩製で重さ110gを量る。軽石製品はいずれもカマ ドから出土したものである。

獣骨は、カマ ド前庭部から出土 したもので、後述する。

本住居l■の所産期は、平安時代に比定される。

層序説明

第 1層 暗褐色土層 (10YR3/4)

φ05cm前後のパミス、ロー

ム粒子を含む

第2層 暗褐色土層 (10YR3/3)

φ05～ 2 0cmのパミスを含

む

第 3層  黒褐色土層 (10YR2/3)

十一 D     φ0 5cm前 後のパ ミスを含

み、締っている

第 4層  黒褐色土層 (10YR3/2)

φ05～ 2 0cmの パ ミス、ロ

ーム粒子を含むほか、値か
十~~F

E―一

水糸レベル727_538m

に炭化物を含む

第5層  暗褐色土層 (10YR3/3)ロ
ーム粒子を含む。締ってい

ない

第197図  第78号住居址実測図
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ι   第菅 獣 色土層 QOYり0ロ ーム粒子

のほか、僅かに焼土を含む

第2層 明褐色土層 (7_5YR5/6)粘 土層__B     第3層 鷲色
哲寺碧覇釧1幣坐踏忽

第 4層 褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子、
パ ミスを含む

第5層  にぶい責褐色土層 (10YR4/3)灰 層

第6層 明褐色土層 (7.5YR5/8)焼 土層

水糸 レベ ル727.388m第 7層 褐色土層 (10YR4/6)焼 上層

第198図  第78号住居址カマ ド実測図

76)第 79号住居址

遺構 (第 199・ 200図、図版14)

本住居址は、C-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西378clll、 南北345cmを 測 り、平面

プランは、隅丸方形プランを呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、

E-6°一Nを示す。

住居址覆土は、黒褐色 (7.5YR3/2)

土層、 1層である。確認面からの壁高

は、 3～ 9 clnを 測る。

カマ ドは、東壁ほぼ中央部に位置す

るが、遺存状態は悪い。おそらく、に

ない黄橙色 (10YR7/4)上 を袖芯 とし、

層序説明
第 1層 黄褐色土層 (10YR5/8)焼 上粒子を多量に含む

第2層 黒褐色土層 (7.5YR3/2)焼 土粒子、炭化物を含む

第3層 明黄褐色土層 (10YR7/6)灰 層
第4層 にない黄橙色土層 (10YR7/4)地 山に相似。黒色土を含む。袖芯

第5層 橙色土層 (2 5YR7/8)粘 土層

第 199図  第79号住居址 カマ ド実 測図
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橙色 (2.5YR7/8)粘 土により構築されていた。

ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴で、

かもしれない。なお、周濤は検出されなかった。

遺物

土師器片が出上しているが、図示し得るものは皆無である。

本住居址の所産期は、出土土器片から平安時代に比定される。

水糸レベル725.332m

?          .          411

第200図 第79号住居l■実測図

77)第 80号住居址

遺構 (第 201・ 202図、図版14)

【
―
―
１
／

⑬

P5は掘立柱建物址に伴 うもの

―  ―F

屑序説明

第 1用 暴栂色上層

(7.5YR3/
2)ロ ーム粒子

を含む

―-195-一



平

本住居l■は、C-3グ リッ

ドに位置する。他遺構 との重

複関係はない。

東西602cm、 南北619cmを 測

り、平面プランは、隅丸方形

を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方

位は、N-14°一Wを示す。

住居址覆土は、 9層 に区分

され、自然堆積 と考えられる。

確 認 面 か らの壁 高 は、

36.5～ 63cmを 浪」る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部

に位置する。遺存状態は良好

であった。焚口部 |こ I主加工し

た軽石を用い、地山を掘 り残

して袖芯とし、褐色(7.5YR4/

4)粘上を用いて構築されてい

た。

ピットは総計 9基検出され

た。このうち、P4～ P7が主柱

穴、Plが貯蔵穴、Psは 出入ロ

部の施設に関連するものであ

ろう。周濤は、カマ ド部分 を除き、断続的ながらほぼ全周 していた。

また、本住居址は焼失仁居 と考えられ、南部を中心に炭化材が認められた。

遺物 (第 351・ 352・ 368。 372・ 376図、図版62・ 63・ 78・ 81・ 85)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、縄文土器片、石製品、鉄滓のほか、自然遺物 として炭化材

が出上している。図示 したものには土師器杯・鉢・甕、黒色土器杯、須恵器高杯、縄文土器片、

石製品がある。土師器杯には、黒彩土器 (第351図 2)がある。縄文土器片は、後期の所産である。

石製品には、祗石、紡錘車、磨石がある。祗石は凝灰岩製で重さ521g、 紡錘車は滑石製で重さ

48.5gを量る。磨石は、軽石製である。

炭化材は、建築材 と考えられるが、詳細については後述する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

水糸 レベル724932m

層序説明
第1層 黒褐色土層(10YR2/3)粘 土粒子、焼土粒子を含む
第2層 褐色土層(7 5YR4/4)粘 土層
第3層 暗褐色土層(7 5YR3/4)焼 土を多畳に含む
第4層 にぶい褐色土層(7 5YR5/4)灰 層
第5層 暗褐色土層(10YR3/3)焼 土粒子を含む
第6層 褐色土層(10YR4/6)φ o 5～ 3 0cm前後のパミスを含む

第201図  第80号住居址 カマ ド実測 図
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層序説明
第1層 黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子を含む

第2層 黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム粒子を含む

第3層 暗褐色土層 (10YR3/3)φ 02～ 0 5calの パミスを僅かに含むほか、

第4層 灰黄褐色土層 (10YR4/2)ロ ーム粒子を含む

第 5層 暗褐色土層 (10YR3/4)φ o,2～ 1.2c Iの パミスを僅かに含むほか、
第6層 黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム粒子を含む

第7層 黒褐色土層 (10YR2/3)φ 02～ 0.5cmのパミスを僅かに含むほか、

第8層 黒色土層 (7.5YR2/1)ロ ーム粒子を僅かに含む

第9層 黒褐色土層 (7.5YR3/1)ロ ーム粒子を含む

ロー ム粒子 を含む

ローム粒子 を含む

ローム粒子 を含む

劇

―
１
１

第202図 第80号住居址実測図
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層序説明
第1層 黒褐色土層(10YR2/3)φ 05～ 3 0om前後の

パ ミス、ロームプロックを含む

第2層 黒褐色土層 (10YR2/2),05～ 1 0cn前後の
パミスを含み、締っている

第3層  暗褐色土層(10YR3/3)φ 05～ 1 0cm前後の
パミスを含む

第4層 暗褐色上層(10YR3/4)φ 05～ 1.Oclu前 後の
パミス、ロームブロックを含む

第5層 褐色土層 (10YR4/4)φ 05cln前後のパミス

を含む。締っていない

―
―
―

ド

水糸レベル725。 232m

第203図 第81号住居址実測図
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78)第 81号住居址

遺構 (第 203・ 204図、図版14)

本住居l■は、C-3グ リッドに位置する。第31号掘立柱建物址と重複関係を有し、第31号掘立

柱建物址により切られている。

東西609cm、 南北598cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-15°一Wを示す。住居址覆土は、 5層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、37～ 72cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、良好であった。焚口部には加工した軽石

を用い、地山を掘 り残して袖芯とし、褐色 (7 5YR4/4)粘 上を用いて構築されていた。

ピットは総計 6基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5が貯蔵穴と考えられる。

周濤は、カマ ド部分を除き、全周していたものと思われる。

遺物 (第 352・ 353・ 366・ 372図、図版63・ 64・ 76・ 81)

土師器片、黒色土器片、鉄製品、石製品、鉄滓が出上している。このうち、図示したものに土

師器杯・甕、黒色上器杯・河ヽ型甕、鉄製品がある。上師器杯には、赤色塗彩されたもの (第352図

4)がある。また、甕ではハケメ調整され

たものが目立つほか、木ノ葉底を有する

もの (第353図 2)がある。

鉄製品は、鉄鏃 (第366図 18)が 1点 出

上している。

石製品 (第372図 6)イよ、軽石製の石臼

の一部 と考えられる。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中

葉に比定される。

層序説明

第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 05～ 1 0cm前 後のパミス
のほか、粘土粒子を含む(住居址覆土)

第2層 褐色土層(7 5YR4/4)粘 土層

第3層 暗褐色土層 (10YR3/3)φ 05cm前後のパミスのほか、

粘土粒子、焼土粒子を恒かに含む。締っていない

第4層 極暗褐色土層(7 5YR2/3)焼 上を含む

第5層 浅責橙色土層(10YR8/3)灰 層

第6層 黒色土層(10YR2/1)ロ ーム粒子を含む

第7層 黒褐色土層(10YR2/2)焼 けた粘上、灰を含む。締っ

ていない

水糸 レベル724782m
9           1            1m

第204図 第81号住居址カマ ド実測図
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79)第 82号住 居址

遺構 (第 205。 206図、図版14)

本住居址は、 F-5グ リッ ドに位置する。第63号住居址 と重複関係を有 し、第63号住居址に切

られている。

東西362cm、 南北340cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-23°一Eを示す。住居址覆土は、 6層 に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、45～ 63cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好であった。暗褐色 (10YR3/4)

上および加工 した軽石 を袖芯 とし、明褐色 (7.5YR5/6)米占土により構築 されていた。

ピットは検出されなかった。また、周濤は、カマ ド部分 を除き、ほぼ全周 していたものと思わ

れる。

‖Q酌
1

A――一

SB63 
｀`
、、

カマ ド 、`

c十
~

層序説明

第1層 褐色土層(7 5YR4/4)φ 05～ 2 0cmのパミスのほか、使かに炭化物を含む

第2層  暗禍色土層(loYR3/4)φ 05～ 3 0cmのパミス、ロームブロック、黒色J:ブロックを含む

第3層  褐色土層(loYR4/4)φ 05～ 3 0cmのパミスのほか、黒色土ブロックを多く含む

第4層 責禍色J:層 (10YR5/6)ψ 05～ 2 0cmのパミスのほか、ロームプロックを含む

第5層  黒禍色土層(10YR2/3)パ ミスを健かに含む

第6層 縄色■層(10YR4/6)地 山に相似。締っていない

第205図 第82号住居址実測図

遺物 (第 353図、図版64)

土師器片、黒色土器片、須恵器

片が出上 している。このうち、図

示 したものは黒色土器杯 1点であ

る。黒色土器杯は、カマ ド横か ら

出土 してお り、九底で、底部は手

持ちヘラケズリ後粗いヘラミガキ

がなされる。

本住居址の所産期は、古墳時代

後期後半に比定される。
キ

ー

い

水糸レベル727.638m
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層 序 説 明

第 1層 明褐色土層 (7 5YR5/6)粘土眉
第 2層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 05cln前後のパ ミス、ローム粒子を含む
第 3層 にオい黄褐色上層(10YR4/3)φ 05～ 1 0cm前 後のパミス、粘土粒子を含む
第 4層 褐色土層(10YR4/6)φ 05～ 3 0cm前後のパ ミス、粘上を含む
第 5層 褐色土層(10YR4/4)φ 05～ 5cm前後のパ ミスのほか、粘土粒子を含む
第 6層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)焼土粒子を含む
第 7層  黄橙色上層 (10YR7/8)灰層
第 8層 黒褐色土層(10YR3/2)φ 05cm前後のパ ミスを含む。堅級。貼った層

第4～ 第 7層 は締っていない

第206図  第82号住居址カマ ド実測図

80)第 83号住居址

遺構 (第 207・ 208図、図版14)

本住居址は、 E・ F-5グ リッドに位

置する。第55号住居址と重複関係を有し、

第55号住居址を切って構築されている。

調査 し得た範囲は、東西489cnI、 南北325

cmを 測る。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、E一

15° 一Sを示す。

住居址覆土は、 3層 に区分され、自然

堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、

22～ 33cmを 浪Jる 。

層序説明
第1層  暗褐色土層(10YR3/4)ψ O_5cm前 後のパ ミスのほか粘

上粒子を僅かに含む
第2層 褐色上層(7 5YR4/4)粘 土層
第3層 褐色土層(10YR4/6)焼 と、灰を含む

繁:層 蟹想各圭層‰鵡輔鵠 後のパミスのほか、ロ
ーム粒子を含む。堅級。カマ ド袖

水糸レベル724.538m

水糸 レベル727.438m 9     .     Im
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第207図  第83号住居址カマ ド実測図
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カマ ドは、東壁ほぼ中央部に位置するものと思われる。黒褐色 (10YR2/3)土 および軽石、安山

岩を袖芯とし、褐色 (7.5YR4/4)粘 上により構築 されていた。

ピットは主柱穴 と考えられる 2基が検出された。また、周濤は調査範囲内では認められなかっ

た。

遺物 (第353・ 375図、図版64・ 84)

土師器片、須恵器片、石製品、鉄滓のほか、自然遺物 として獣骨が出上している。このうち、

図示したものに須恵器杯・甕、石製品がある。

石製品 (第375図 3)は、石自である。

本住居l■の所産期は、平安時代に比定される。

―――D

水糸 レベル727.438m

層序説明

第 1層 暗褐色土層(10

YR3/3)φ 05～
3.Ocmのパミス、
ローム粒子を含

む

第 2層 褐 色 土 層 (10

YR4/4)φ 05～
2 0cmの パ ミス

のほか、ローム

粒子を多く含む

第 3層 黒禍色土層(10

YR2/3)φ O.5～

2 0cmの バ ミス

を含むが、第 1

層より少ない

第208図 第83号住居l■実測図

81)第 84号住居址

遺構 (第209。 210図、図版15)

本住居址は、C-2・ 3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

調査 し得た範囲で、東西419clll、 南北220cmを 測る。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N―■
°
一Wを示す。住居址覆土は、 4層に区分され、自然堆

営
―

―
―
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積 と考えられる。確認面からの壁高は、33～ 45cmを 測 る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は、比較的良好であった。焚口部には加工 し

た軽石 を用い、地山を掘 り残 して袖芯 とし、第 3。 4層 を主体 として構築 されていたものと思わ

才化る。

ピットは主柱穴 と考えられる 1基が検出された。周濤は、調査 し得た部分から推 して、カマ ド

部分を除き、全周 していたものと思われる。

遺物 (第354・ 367図、図版65'77)

土師器片、黒色土器片、石製品のほか、自然遺物 として炭化材がカマ ドか ら出土 している。

このうち、図示 したものに土師器杯・菱 。甑、石製品がある。

石製品 (第367図 60)は 、滑石製の自玉である。

炭化材は、薪 と考えられ、詳細については後述する。

本住居l■の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

調査 区域外

片器
　
　
　
　
　
ｓ

⑤

鮮

彿

ヽ

。 Q

層序説明

第1層 暗褐色土層 (10YR3/

3)ψ 03～ 3 0cmのパミ

ス、ローム粒子を含む

第 2層 黒褐色土層 (10YR2/
3)φ02～ 1 0cmのパ ミ

スを僅かに含む

第 3層 黒褐色土層 (10YR3/
2)ロ ーム粒子を僅かに

含む

第4層 褐色Ji層 (10YR4/4)
ローム粒子を多く含む

c_十
~

水糸レベル724.978m

第209図 第84号住居 l■実測図
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層序説明
第1層 暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子、

粘土粒子を含む

第2層  黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム粒子、

粘土粒子を含む

第3層  赤褐色土層 (2 5YR4/8)粘土粒子を多

く含む

第4層 明赤褐色土層 (2 5YR5/8)粘土粒子を

多く含む

第5層 暗赤灰色土層 (2 5YR3/1)灰を多く含

む

第6層 褐色上層 (7 5YR4/4)ロ ーム粒子、粘

土粒子、焼上、灰を多く含む

第7層 にぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)粘 土粒

子を分量に含む

第8層  褐灰色土層 (5 YR4/1)灰 層

第9層  褐色土層 (7 5YR4/3)灰 を多く含む

第10層 極暗赤褐色土層 (5 YR2/4)粘 土粒子

を多く含む

第■層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)粘土粒子、灰

を含む

第12層 褐色土層 (10YR4/4)粘 土粒子を多く

含む

第13層  暗褐色上層 (7 5YR3/4)ロ ーム粒子、

粘土粒子を含む

第14層 暗赤褐色土層 (5 YR3/4)粘 土粒子、

焼土粒子、灰を含む

第15層  にぶい責褐色上層 (10YR5/4)粘 土粒

子、灰を含む

第16層  明褐色土層 (7 5YR5/6)灰 層

第17層  明赤褐色土層 (5 YR5/8)焼 土層

第18層  暗褐色土層 (10YR3/4)φ 10cm前後の

パミス、ローム粒子を含む (埋土)

調査 区域外

トイ
イオ

水糸レベル724.978m

第210図 第84号住居址カマ ド実測図

82)第 85号住 居址

遺構 (第 211・ 212図、図版15)

本住居址は、B・ C-2'3グ リッドに位置する。第46号掘立柱建物 l■ と重複関係 を有 し、第

46号掘立柱建物 l■ に切 られている。

東西665cm、 南北624cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-1° 一Eを 示す。住居址覆土は、 4層 に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、43～ 79cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。

ピットは総計13基検出された。このうち、 PI～ P4が主柱穴、 P13が貯蔵穴 と考えられる。

なお、周濤は検出されなかった。また、カマ ド付近で炭化材が認められたことから、焼失住居

の可能性がある。

遺物 (第 354・ 355。 366・ 367図、図版65。 66'76・ 77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品のほか、 自然遺物 として炭化材、炭化種子

ω
ｌ
十
１
１
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Q― 第85号住居址炭化材分布図

ll●
層序説明

第1層 黒褐色土層 (7.5YR2/2)φ 01～ 05
cmのパミスを僅かに含む

第2層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ 01～ 10
clnの パミスを含む

第3層 黒色土層 (7 5YR2/1)ロ ーム粒子を

僅かに含む

第4層 黄褐色土層 (10YR5/6)ロ ーム粒子

を多く含むほか、黒色土を含む

水糸 レベ ル724,778m

C―一―

第211図 第85号住居址実測図
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獣骨が出土している。このうち、図示 したものに土師器杯・椀 。手づ くね土器・高杯、黒色土器

杯・椀、鉄製品、石製品がある。土師器杯 (第354図 2,3)お よび土師器椀 (第 355図 2)は胎土・

調整とも極似しており、同一の製作者による可能性が強い。

鉄製品 (第 366図 19)は 、刀子の一部 と考えられる。

石製品 (第367図61)は 、滑石製の自玉である。

自然遺物については、後述するが、炭化材は、カマ ド内から、炭化種子は、住居址北部から、

それぞれ出土している。

本住居上の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

層序説明               古 A_.
第1層 暗赤褐色土層 (2 5YR3/3)粘 土粒子を多く含む
第2層 明褐色土層 (7 5YR5/8)ロ ーム粒子、粘土粒子を含

む

第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)粘土粒子を含み、炭化物を
僅かに含む

第 4層 極暗赤褐色土層 (2.5YR2/2)φ O.5～ 0.89nの粘土塊
を含むほか、粘土粒子を多く含む

第 5層 にない赤褐色土層 (5 YR4/4)粘 土粒子を多く含
み、焼土粒子、炭化物、灰を芭かに含む

第6層  にぶい褐色土層 (7.5YR5/4)灰 層
第7層  褐色土層 (7_5YR4/4)粘 上粒子を多く含み、焼土粒

子、炭化物、灰を含む

第 8層 暗赤褐色土層 (5 YR3/3)粘 土粒子、焼土粒子、炭
化物、灰を含む

第9層 赤褐色土層 (2_5YR4/8)焼 土層
第10層  黒褐色土層 (7.5YR3/2)ロ ーム粒子、粘土粒子を含

む

第11層  によい責褐色土層 (10YR5/4)φ O_1～0_5cmの パ ミ
ス、粘土粒子、焼土粒子を含む

第212図 第85号住居址カマ ド実測図
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83)第86号住居址

遺構 (第213図、図版15)

本住居址は、C-2グ リッドに位置する。第 4号濤址と重複関係を有し、第 4号薄址に切られ

ている。

東西400om、 南北は調査 し得た範囲で405cmを 測 り、平面プランは、おそらく、隅丸方形を呈す

るものと思われる。

南北軸の方位は、N-8°一Eを示す。住居址覆土は、 2層 に区分され、自然堆積 と考えられ

る。

確認面からの壁高は、32～ 41cmを 測る。

ピットは総計 4基検出された。このうち、 Plが主柱穴、 P3・ P4は 出入口部の施設に関連する

ものと思われる。なお、周濤は検出されなかった。

A_―
C~

E_

遺物 (第366図、図版76)

土師器片、黒色土器片、須

恵器片、鉄製品が出上 してい

る。このうち、図示し得たも

のは鉄製品 1点である。

両端部を欠 くが、刀子であ

る。

本住居上の所産期は、出上

土器片中に底部糸切 り未調整

の須恵器杯の破片が認められ

ることから、奈良時代後葉か

ら平安時代に比定される。

第2層
~~―F

層序説明

第 1層 黒褐色土層 (75
YR3/2)
φO_1～ 1 0cmの パ

ミスを僅かに含む

黒褐色土層 (10

YR2/3)ロ ーム粒

子を含む

第213図  第86号住居l■実測図

水糸レベル724.878m
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84)第 87号住居址

遺構 (第 214・ 215図、図版15)

本仁居4Lは 、B-2グ リッドに位置する。第90号住居址、第43号掘立柱建物址と重複関係 を有

し、第90号住居址を切 り、第43号掘立柱建物址に切 られている。

東西481cm、 南北441cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

十~~H

層序説明

第1層 黒褐色土層(75
YR3/2)φ 03～
0 5cmのパミス、
ローム粒子 を若

干含む

第 2層 黒褐 色土 層 (10

YR3/2)φ 01～
1 0cnの パミス、
ローム粒子を若

干含む

E― 十~~F

水糸 レベル724.778m

第214図 第87号住居址実測図

騨
―
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カマ ドを中心とする主軸方位は、

N-14°一Eを示す。

住居址覆土は、 2層 に区分され、

自然堆積 と考えられる。確認面か

らの壁高は、44～ 50claを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位

置するが、遺存状態は悪い。

ピットは総計 5基検出された。

このうち、Pl～ P4が主柱穴、

P5が貯蔵穴と考えられる。

なお、周濤は検出されなかった。

遺物 (第355図、図版66)

上師器片、黒色土器片、須恵器

片が出上している。このうち、図

示したものに黒色土器杯、須恵器

杯がある。

本住居址の所産期は、奈良時代

後半に比定される。

水糸 レベル724.578m

層序説明
第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ O_5cm前後のパミス、ローム粒子、粘土粒子を僅かに含む

第2層 褐色土層(7.5YR4/4)粘 土粒子、灰を含む

第3層 にぶい黄橙色上層(10YR7/3)灰 層
第4層 明赤褐色土層(5YR5/6)焼 土層
第5層 赤灰色土層(2 5YR4/1)灰 層

第215図  第87号住居址 カマ ド実測 図

85)第 88号住居址

遺構 (第216図、図版15)

本住居l■は、B-2グ リッドに位置する。第89号住居l■、第42号掘立柱建物址 と重複関係を有

し、第89号住居址を切 り、第42号掘立柱建物l■ に切 られている。

調査 し得た範囲で、東西255cm、 南北381cmを 測る。南北軸の方位は、N-5.5°一Wを示す。

住居l■覆土は、 3層 に区分される。確認面からの壁高は、50～60cmを 測る。

ピットは総計 3基検出された。このうち、 P3が主柱穴と考えられる。

周濤は、調査し得た範囲では、検出されなかった。

C―――

―
D

I悦IⅧ
E―一―                   ~F
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遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器

片が出土しているが、量は少なく、

図示 し得るものは皆無である。

本住居l■の所産期は、重複関係

および出土土器片から平安時代に

比定される。

0
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層序説明

第1層 灰褐色土層(7 5YR4/2)φ O_1～ 0 8clnの パミスを含む

第2層 極暗褐色土層(7.5YR2/3)φ 01～ 1 0cmのパミスを含む
第3層 明褐色土層(7 5YR5/6)φ O.1～ 0,8cmのパミスを含み、ローム粒子を多く含む

水糸 レベル724.678m
9           ,            ?m

第216図  第88号住居址実測図

86)第 89号住居址

遺構 (第217・ 218図、図版15)

本住居址は、B・ C-2グ リッドに位置する。第88・ 90号住居址と重複関係を有し、第90号住

居址を切 り、第88号住居址に切られている。

東西437cm、 南北は残存部で439cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-8.5°一Eを示す。住居址覆土は、2層に区分されるが、大

半を第 2層が占める。確認面からの壁高は、52～ 66clnを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、黄褐色 (2.5YR5/4)粘

土、軽石を用いて構築されていたものと思われる。

ピットは主柱穴と考えられる4基が検出された。

なお、周濤は検出されなかった。

―-213-



遺物 (第 355。 366。 377図、図版66・ 76・ 86)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、黒曜石崇U片が出上している。このうち、図示 した

ものに須恵器杯、鉄製品と黒曜石の崇J片がある。鉄製品は、刀子である。

本住居址の所産期は、重複関係および出土土器片から奈良時代後半に比定される。

層序説明

第1層 暗褐色土層 (7.5YR3/
4)φ O_1～ 1 0cmのパミ

ス、ローム粒子を若十

含む

―― F 第2屑 時禍色■層 (7 5YR3/
3)φ 01～ 1 5cmのパ ミ

ス、ローム粒子を若十

含む

水糸 レベ ル724.778m

第217図 第89号住居址実測図
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層序説明
第1層 暗偶色土層(7 5YR3/3)φ 03cm前後

のパミスを僅かに含む

第2層 暗褐色土層 (10YR3/3)粘 土粒子を

僅かに含む

第3層 にぶい赤褐色土層 (2 5YR5/4)粘土

ブロック

第4膚 褐色土層 (7 5YR4/3)粘土粒子、焼

土粒子を含む

第5層 にぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)焼 土

を多く含む

第6層 によい責褐色土層 (10YR5/4)粘 上

粒子を分く含む

第7層 極晴赤縄色土層 (5 YR2/4)粘 土粒

子を多く含む

第8層 灰褐色土膳 (5 YR4/2)灰 を多く含

む

第9層  黒禍色土層 (10YR2/3)φ O,3cm前後

のパミス、ローム粒子を含む 水糸 レベル 724.178m

第218図 第89号住居址カマ ド実測図

87)第 90号住居址

遺構 (第 219図、図版15)

本住居址は、 B・ C-2グ リッドに位置する。第87。 89号住居址、第44・ 45号掘立柱建物址と

重複関係を有し、第87・ 89号住居址、第44・ 45号掘立柱建物址に切られている。

東西590cm、 南北は残存部で515cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

南北軸の方位は、N-19°一Wを示す。住居llL覆土は、 7層 に区分される。確認面からの壁高

は、40～ 58cmを波!る 。

カマ ドは、おそらく、北壁中央部に設置されていたものと思われるが、第89号住居lLに切 られ

ているため、不明である。

ピットは 2基検出された。このうち、Plが主柱穴、P2が出入口部の施設に関連するものと考え

られる。また、周濤は、残存部から推して全周していたものと思われる。

遺物 (第 355。 366図、図版66)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品が出土している。このうち、図示 したものに土師器

杯、鉄製品各 1点がある。鉄製品は、釘であろう。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

Ｏ

、
、
、
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層序説明

第1層

第2層

第3層

第4層

第5層

第6層

摂鮮酔督瑞織3元〒

綾 叢甚
魏 鍵 QOYR〃め

~

鈎轟鑑亀急:

柑 賽留糖漕(10

聖r3ととも良鼈考≒:場【l容
第7層

を茎領急孝写彗慇
YWめ 9                      ?m

水糸レベル724.878m

第219図 第90号住居址実測図

88)第 91号住居址

遺構 (第 220図 、図版15)

本住居址は、G-6グ リッドに位置する。第92号住居址と重複関係を有し、第92号住居址に切

られている。
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層序説明

第1層 褐色上層 (7.5YR4/3)φ 03～ 2.Ocm

のパミス、ローム粒子を僅かに含む

C―
―

D

水糸 レベル728.684m

東西490cm、 南北は調査 し得た範囲で236cllaを 測る。南北軸の方位は、N-17° 一Eを示す。

住居l■覆土は、褐色土層一層である。確認面からの壁高は、 7～ 15cllを 測る。

ピットは主柱穴と考えられる 1基が検出された。周濤は、検出されなかった。

また、東壁寄 りの部分で河床礫の集中個所が認められた。

遺物 (第 366・ 376図、図版76・ 85)

土師器片、黒色土器片、縄文土器片、鉄製品が出土している。このうち、図示 したものに縄文

土器片、鉄製品がある。縄文土器片は、後期の所産である。

鉄製品は、紡錘車の紡輪に似るが、径が小さく、用途は不明である。

本住居址の所産期は、重複関係から奈良時代後半以前と考えられる。

89)第 92号住居址

遺構 (第 221図、図版16)

本住居l■は、G-6グ リッドに位置する。第91号住居址と重複関係を有し、第91号住居l■ を切

つている。

東西325cm、 南北は調査 し得た範囲で213cmを 測る。南北軸の方位は、N-1° 一Eを示す。

住居址覆土は、 2層 に区分されるが、大半を第 2層の暗褐色土層が占める。確認面からの壁高

は、16～ 31cmを測る。

ピットは主柱穴と考えられる2基が検出された。周濤は、検出されなかった。

∞ 孫〒TT‖‖
「~~~B
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F
遺物 (第 355図、図版66)

土師器片、黒色土器片、

須恵器片が出上している。

このうち、図示したも

のに黒色土器杯・高杯が

ある。

本住居址の所産期は、

奈良時代後半に比定され

る。

― D第
留 獣 色土層 伍 5YR70 φ

“

1～ ■0

第94号住居l■ と重複関係を有 し、第94号住居址を切

董
甍
墓
為
甘 ―

―
Ｉ

Φ

豹
「

鷲
―

、

水糸 レベル728.684m

clnの パミス、ローム粒子を僅かに含
む
極暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ 01～
2 0cllの パ ミスを含む

第221図 第92号住居址実測図

90)第 93号住居址

遺構 (第222・ 223図、図版16)

本住居址は、G-6グ リッドに位置する。

って構築されている。

東西452cm、 南北430calを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N=10°一Eを示す。

住居址覆土は、一部境乱を受けるが、 4層 に区分される。確認面からの壁高は、10～ 28cmを 測

る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状況は悪い。おそらく、加工 した軽石および第

3層 を主体 として構築 されていたものと思われる。

ピットは主柱穴と考えられる4基が検出された。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 355図、図版66)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄滓のほか、自然遺物として炭化材が出上している。この

うち、図示したものに須恵器杯・長頸壺がある。
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須恵器杯は、 2点 とも底部糸切 り未調整のものである。須恵器長頸壺は、

の製品と考えられる。

炭化材は、カマド内から出土しており、詳細については後述する。

本住居l■の所産期は、平安時代に比定される。

焼成が悪 く、地元窯

層序説明

第1層 暗褐色土層 (7_5YR3/4)φ 01～ l ocmのパミ
第2層 明褐色土層 (7 5YR5/6)φ o_1～ l ocnの″ぐミ
第3層 褐色上層 (7 5YR4/4)φ 01～ l ocmのバミス

第4層 嗜褐色土層 (7 5YR3/3)φ 01～ 1 0cmのパミ

水糸レベル728.505m

ス、 ローム粒子 を含む

スを僅かに含むほか、 ローム粒子を多 く含む

、 ローム粒子 を若千含む

ス、 ローム粒子 を含む

第222図 第93号住居址実測図
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①

|

層序説明
第1層 褐色土層(10YR4/4)φ01～ 1 0cmの

パミス、ローム粒子、粘土粒子を含
む

第2層  にぶい褐色土層 (7 5YR5/4)φ 01
～2 0cnの パ ミス、粘土粒子 を含

む
第3層 赤褐色土層 (2 5YR4/6)粘 土粒子を

多く含む
第4層  明赤褐色土層 (5 YR5/6)焼 土層
第 5層 暗褐色上層 (7 5YR3/3)焼 土粒子、

炭化物、灰を多く含む
第 6層 にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)灰 層
第7層 にぶい責褐色土層 (10YR5/4)ロ ー

ム粒子を含む。埋土

第 8層 暗褐色土層 (10YR3/3)粘 土粒子、
焼土、炭化物を含む

第9層  暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ 01～ 05
cmのパ ミス、ローム粒子、粘土粒子

を含む 水糸 レベル728484m

第223図 第93号住居址カマ ド実測図

91)第 94号住居址

遺構 (第 224・ 225図、図版16)

本住居址は、G-6グ リッドに位置する。第93号住居址 と重複関係を有し、第93号住居址に切

られている。

東西は調査 し得た範囲で280cm、 南北290cmを 測 り、平面プランは、おそらく、隅九方形を呈す

るものと思われる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-2°一Eを示す。住居址覆土は、3層 に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、 6～ 19.5cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、焚口部に加工 した軽石

を用い、地山を掘 り残して袖芯とし、粘上により構築されていたものと思われる。

ピットは総計 2基検出された。このうち、Plが主柱穴、カマ ド右袖脇のピットは、貯蔵穴の可

能性がある。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 355'356・ 367図 、図版66・ 67'77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品が出土している。このうち、図示したものに黒色土
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器皿、上師器甕、鉄製品がある。

黒色土器皿は、口辺部に「南」の墨書がな

される。混入品であろう。

土師器甕は、 3点出上している。いずれも

長胴の甕である。

鉄製品 (第 367図 1～ 4)は 、同一個体の可能

性が強いが、錆化が著しい。刀子と考えられ

る。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に

比定される。

′
　

調
査
区
域
外

卜
時

―
―
―

∪

水糸レベル728.384m

土孝片 ~B
層序説明

第1層 褐色土層 (7.5YR4/4)ロ ーム粒子を含む。粘
性はない

第2層 褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子を含む

第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)粒 上粒子、灰を含む

第4層 暗赤褐色土層 (5 YR3/2)焼土、灰を含む

第5層 黒褐色土層 (10YR3/2)φ 02～ 0 5cmの パ ミ

ス、ローム粒子を僅かに含む

水糸レベル728.384m

第225図  第94号住居址カマ ド実測図

TC酌 平

層序 説明

第1層 褐色上層 (10YR4/6)ロ ーム粒子を多く含む

第2層 黒褐色土層(10YR2/3)φ 01～ 0.5cmのパ ミス、ローム

粒子を含む

第8層 褐色土層(10YR4/4)φ 01～ 0 8clnのパミス、ローム粒

子を含む

第224図 第94号住居址実測図

鉱 (麟
B
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92)第 95号住居址

遺構 (第 226。 227図、図版16)

A――

水糸レベル728384m  9           1m

層序説明

a;3 阜怠::3ィ |::i4“忘麟 :む

第226図 第95号住居址カマ ド実測図

層序説明

第1層 晴樹色土層 (10YR2/8)φ 01～ 0 5cm

のパ ミスを少量含むほか、ローム粒

子を含む

第2眉 晴褐色土層 (7 5YR3/3)φ 01～ 05
cmのパ ミスを若千含むほか、ローム

粒子を含む

第3層  黒褐色Ji暗 (7 5YR2/2)φ 01～ 05
cmのパミス、ローム粒子を若十含む

第4層  黒欄色Ji膳 (7 5YR3/2)φ 01～ 10

cmのパミス、ローム粒子を含む

本住居址は、G-6グ リッ ドに位置す

る。

第54号掘立柱建物址 と重複関係 を有 し、

第54号掘立柱建物址に切 られている。

東西327cm、 南北314cmを 測 り、平面プ

ランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、 N―

5.5° 一Eを示す。

住居址覆土は、 4層 に区分 され、 自然

堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、

水糸レベル728.384m

∞
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Ｉ
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第227図 第95号住居址実測図
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13～ 35cmを測る。

カマ ドは、北壁東寄 りに位置するが、遺存状態は悪い。右袖は、地山を掘 り残 し、袖芯 として

いる。構築土は、第 5層 などであろう。

ビットは総計 4基検出された。 P2はヽ位置的に疑間が残 るが、一応、他の 3基 とともに主柱穴

として考えてお く。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物

土師器片が出土 しているが、図示 し得 るものは皆無である。本住居址の所産期は、出土土器片

から、古墳時代後期中葉に比定される。

93)第 96号住居址

遺構 (第 228図、図版16)

本住居址は、G-6グ リッドに位置する。第100号住屋l■ と重複関係を有し、第100号住居址を

切って構築されている。

東西332cm、 南北は調査し得た範囲で205cmを 測る。南北軸の方位は、N-2°一Eを示す。

住居址覆土は、 2層に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、15～ 38cmを測

る。

ピットは主柱穴と考えられる2基が検出された。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第356図、図版67)

土師器片、黒色上器片、須恵器

片、鉄滓が出上している。

このうち、図示したものに黒色

土器杯、土師器杯がある。

土師器杯は、甲斐型土器で底部

に「 |」 の塁書が認められる。

本住居址の所産期は、出土土器

片中に、黒色上器椀の破片が認め

られることから、平安時代に比定

される。

A_

C――

窮

|

Φ

水糸 レベル728.384in 9     1     ?m

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ01～ 1 0cmのパミスを多く含む

第2層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ01～ 2 0cmのパミスを分く含む

第228図  第96号住居址実測 図
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94)第 97号住居址

遺構 (第229・ 230図、図版16)

・　　　　　　　　　　　　―
室

|

遺物 (第356図、図版67)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片が出土している。このうち、図示したものに黒

色土器杯・椀、灰釉陶器皿、土師器甕がある。黒色土器椀 (第356図 2)の底部には、「―」のヘ ラ

記号が認められる。また、墨書土器 (第 356図 4)が iミある。黒色土器杯の外面に墨書されたも

ので、「家」であろう。

A―__

C―――一

E―__

第229図 第97号住居址実測図

なお、周濤は、検出されなかった。

lQ景

~‐B

――一D

――f

本住居址は、G-6グ

リッドに位置する。

第99・ 100・ 117号住居

址に重複関係 を有 し、第

99・ 100。 117号住居址 を

切って構築されている。

東西304cm、 南北31lcm

を測 り、平面プランは、

隅九方形を呈する。

カマ ドを中心 とす る主

軸方位は、N-25° 一Eを

示す。

住居址覆土は、 4層 に

区分される。確認面か ら

の壁高は、30～ 42cmを 測

る。

カマ ドは、 1ヒ壁ほぼ中

央部に位置するが、遺存

状態は悪い。加工 した軽

石 お よび暗褐 色 (10YR

3/4)粘上により構築 され

ていたものと思われる。

ピットは主柱穴 と考 え

られる4基が検出された。

序

用
層
１第

湖申中”一一約”中”一船“中”一一約］中”一約

第 2層

第 3'W

第 4層

水糸レベル728.384m
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土師器甕 (第356図 5。 6)は 2点あり、 6

は、「コ」の字状を呈する口辺部を有するも

のである。

灰釉陶器皿 (第356図 3)は、転用硯 とし

て用いられている。大原 2号窯期の所産で

あろう。

本住居l■の所産期は、平安時代に比定さ

れる。
     層序説明

籍】橿選景B憲§雹
翌骰♀程R窮名)!〆央ζ為爺あ矢〈安tゝヒ

第 3層
墾急幸唇暮

『

R4/め φO卜 0 5cmの パ ミス、 ロー ム粒子

密i層 攘亀書昌馨1尋専望物畿辞発む。址
水糸レベル728.284m 9    ,   Im

第230図  第97号住居址カマ ド実測図

95)第 98号住居址

遺構 (第 231図、図版16)

本住居l■ は、G-6グ リッドに位置する。第97号住居l■ と重複関係を有 し、第97号住居址によ

り切 られている。

東西282clll、 南北195cmを 測 り、平面プラン

は、隅九長方形を呈する。

南北軸の方位は、N-20°一Eを示す。

住居址覆土は、 2層に区分され、 自然堆積

と考えられる。確認面からの壁高は、15～ 21

cmを 測る。

カマ ドは、おそらく、北壁中央部に設置さ

れていたものと思われるが、第97号住居l■ に

切 られているため不明である。

ピット、周濤は検出されなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土 し

ているが、図示 し得るものは皆無である。

ナイナし　　釣
ュ　　ヽ焼

水糸レベル728.284m 。        2m
層 序 説 明

第 l ltVP 暗禍色 li脳 (ユ OYR3/4)

第2層 埼浄とそと課伶ご督考身�
饒苛ξttatヾ き全玄
粒 子 を 多 く行 む

第231図 第98号住居址実測図

卜繁

ぜ
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本住居址の所産期は、出土土器片中に、底部ヘ ラキ リと糸切 り未調整の須恵器杯の破片が認め

られることか ら、奈良時代後半に比定される。

96)第 99号住 居址

遺構 (第232・ 233図、図版16)

本住居址は、G-6グ リッドに位置す る。第52号住居址、第54号掘立柱建物址 と重複関係 を有

し、第52号住居 l■ を切 り、第54号掘立柱建物址に切 られている。

東西は残存部で310cm、 南北355cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈するものと思われる。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-1°一Wを示す。住居 l■覆土は、 2層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、m～ 22cmを 測る。

水糸レベル728.384m

カマ ドは、北壁ほぼ中

央部に位置するが、遺存

状態は悪い。

ピットは総計 4基検 出

された。Pュ・P2の 2基の

うち Pェ は位置に疑間 を

残すが主柱穴、P4が貯蔵

穴、P3が出入口部の施設

に関連するもの と思われ

る。

なお、周濤は、検出さ

れなかった。

遺物 (第 356・ 367図 、図

版67・ 77)

土師器片、黒色土器片、

須恵器片、鉄製品のほか、

鉄滓が住居址北部か ら出

土している。この うち、

図示 したものに黒色土器

杯・皿、土師器甕、鉄製

品がある。

土師器甕 (第356図 5)

は、口辺部が「 コ」の字
第232図 第99号住居址実測図

２

　

　

Ｅ

Ｂ

『‐
曇
に
奪

層序説 明

第 1膳 黒褐色Ji層 (7 5YR3/2)

φ01～ 1 0Cmのパ ミス、ロ

ーム粒子を値かに含む

第2層 褐色土層(7 5YR4/4)ψ 01
～0 5cmの パミス、ローム粒

子を僅かに含む

一鰍
―――H

―-226-―



状を呈するものである。

鉄製品 (第 367図 5)は、刀子である。

本住居llLの 所産期は、平安時代に比

定される。

層序説明
第1層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ01～ 0 3cmのパミス、粘土粒子を僅かに含む
第2層 にぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)粘 土粒子を多く含む
第3層 褐色土層 (7 5YR4/6)粘 土粒子、炭化物、灰を含む
第4層  にぶい赤褐色土層 (5 YR5/4)粘 土粒子、娩と、炭化物を含む
第5層 黒褐色土層 (5 YR3/1)焼 土、炭化物、灰を含む

水糸 レベル728.284m

第233図 第99号住居址カマ ド実測図

97)第 100号住居址

遺構 (第234図、図版17)

本住居址は、G-6グ リッドに位置する。第96～ 98・ 117号住居址と重複関係を有し、第117号

住居址を切 り、第96～ 98号住居上に切られている。

東西504cm、 南北431cllaを 測 り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈する。

南北軸の方位は、N-7.5°一Eを示す。住居l■覆土は、暗褐色土層一層である。確認面からの壁

高は、14～ 28cmを 測る。

カマ ドは、おそらく、北壁中央部に設置されていたものと思われるが、第96号住居址に切 られ

ているため不明である。

ピットは総計 4基検出されたが、主柱穴については不明確である。なお、周濤は、検出されな

かった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上しているが、図示 し得るものは皆無である。

本住居址の所産期は、出土土器片および重複関係から奈良時代後半に比定される。

|

し
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―
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C―__

E―――

98)第 101号住居址

水糸レベル729.305m9         ?鷹
層序説明

第1層 暗褐色土層 (10YR3/3)φ 03～ 3 0cmのバミ
ス、 ロー ム粒子 を含む

第235図 第101号住居址実測図

層序説明

第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 01～ 1 0cmの パミ

スを多く含むほか、ローム粒子を含む

――a

水糸レベル728384m

第234図 第100号住居址実測図

遺構 (第235・ 236図、図版17)

本住居址は、H-3グ リッドに位置する。

第■1・ ■2号住居l■ と重複関係 を有 し、第■1・ ■2号
一―――B

住居址により切 られている。
｀
＼ ゝ   東西は調査 し得た範囲で237cm、 南北は残存部で154cm

__B  を測る。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、S-3°一Eを示す。

住居l■覆土は、ローム粒子およびφO.3～ 3.Oclnの パ ミ

スを含む暗褐色 (10YR3/3)上 層一層である。

確認面からの壁高は、27～ 36cmを 測る。

一-228-―
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カマ ドは、南壁に位置する。焼土等は

認められなかったが、一応、カマ ドとし

て把えた。南壁部を突出するように掘 り

込み、加工 した軽石を主体 とした石組カ

マ ドであったと考えられる。

ピット、周濤は調査 し得た範囲では検

出されなかった。

遺物 (第 367図、図版77)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄

製品が出上している。

このうち、図示 し得たのは鉄製品 1点

である。

鉄製品 (第367図 6)は、刀子で、カマ

ド部分から出上している。長さ、16.45cm

を預Jる 。

水糸レベル729.305m 9        1m

第236図  第101号住居l■ カマ ド実測図

Aイ
層序説明

第1層  褐色土層 (10YR4/4)

,03～ 3_Ocmの パミス、ロ

ーム粒子を含む

本住居址の所産期は、第112号住居l■ との重複関係から古墳時代後期中葉以前と考えられる。

99)第 103号住居址

遺構 (第 237図、図版17)

本住居址は、H-4・ 5グ リッドに位置する。第104号住居址と重複関係を有し、第104号住居

址に切られている。

東西は調査 し得た範囲で340om、 南北413clnを 測 り、平面プランは、おそらく、東西に長い隅丸

長方形を呈するものと思われる。

南北軸の方位は、N-6°一Eを示す。住居址覆土は、一部撹舌しを受けるが 3層に区分される。

確認面からの壁高は、18～ 38omを測る。

カマ ドは、おそらく、北壁中央部に設置されていたものと思われるが、第104号住居址に切られ

ているため不明である。

ピットは総計 3基検出された。このうち、Pl・ P2の 2基が主柱穴と考えられる。

周濤は、調査 し得た範囲内では検出されなかった。

遺物 (第 357・ 367図、図版68。 77)

土師器片、黒色上器片、須恵器片が出土している。このうち、図示したものに黒色土器鉢・高

杯、石製品がある。石製品 (第367図62)は 、滑石製の自玉である。
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本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

100)第 104号住居址

遺構 (第 238・ 239図、図版17)

本住居址は、H-4グ リッドに位置する。第103号住居l■Lと 重複関係を有し、第103号住居址を

切って構築されている。

東西は調査 し得た範囲で360cm、 南北346ctlを 測 り、平面プランは、おそらく、隅丸方形を呈す

るものと思われる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-3°一Eを示す。住居址覆土は、 2層に区分される。

確認面からの壁高は、22～ 37cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。軽石を袖芯 とし、第 2～ 4層 を主体 として構築されて

A―
C―

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)

φO.5～ 1_Ocmパ ミス、ロー

ム粒子を含む

第2層 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)

φ03～ 1 0cmのパ ミス、 ロ

ーム粒子を含む

第 3層 呆褐色土層 (7 5YR2/2)

φ01～ 2.Ocmの パ ミスを僅

かに含む

水糸レベル729401m

第237図 第103号住居址実測図

一∈
仝
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水糸 レベル729.405m

層序 説明

第 1層 暗褐色土層(10YR3/3)φ 02～ 2 0cmのパミス、ローム粒子、粘土粒子、焼土を含む

第2層  にぶい褐色土層 (7 5YR5/4)φ 05cn前後のパミスを僅かに含むほか、粘土粒子を多く含む

第3層  にぶい赤褐色土層(5 YR4/4)粘 上粒子を含む

第4層 赤褐色土層(2 5YR4/8)粘 土粒子を多く含む

第5層 黒色土層(5 YR1 7/1)粘 土粒子を僅かに含む

第 6層 黒褐色土層(10YR3/2)φ 01～ 3 0cmのパミス、コーム粒子を含む

第7層 黄褐色土層(10YR5/8)ロ ーム粒子を多く含む

第 8層 にない黄橙色土層(10YR6/4)ロ ーム粒子を多く含む

第 9層 にない責褐色土層(10YR5/4)粘 土層

第10層 明黄褐色土層(10YR6/8)φ01～ 3.Oclnの パミス、ローム粒子を含む。地山に相似

第■層 明褐灰色土層(7 5YR7/2)灰 層

第12層  明褐色土層(7 5YR5/8)焼 土層

第13層  暗褥色土層(7 5YR3/3)埋 土

第238図 第104号住居址カマ ド実測図
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A一
C_

層序説明

第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 03～ 3.0

cmの パミス、ローム粒子を僅かに含

む

第2層  黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ O.2～30
cmのパミスを多く含むほか、ローム

粒子を値かに含む 水糸レベル729.405m

第239図 第104号住居址実測図

いたものと思われる。

ピットは主柱穴 と考えられる 2基が検出された。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物

土師器片のほか、 自然遺物 として炭化材が出土しているが、図示 し得 るものは皆無である。

なお、炭化材については後述する。

本住居址の所産期は、出上土器片から古墳時代後期に比定される。

101)第 105号住居址

遺構 (第 240・ 241図、図版17)

本住居l■は、H-4グ リッドに位置する。第57号掘立柱建物l■ と重複関係を有し、第57号掘立

柱建物l■に切られている。

東西は調査し得た範囲で337cm、 南北500clnを 測り、平面プランは、おそらく、隅丸方形を呈す

るものと思われる。

C―――
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カマ ドを中心とする主軸方位は、N-9°一Eを示す。住居址覆上は、 3層に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、32～ 51cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するものと思われる。左袖は地山を掘 り残 し、右袖は加工 し

た軽石を袖芯とし、第 3層 を主体 として構築されていたものと考えられる。

ピットは総計 3基検出された。このうち、 Pl・ P2の 2基が主柱穴であろう。なお、周濤は、調

査範囲内では認められなかった。

遺物 (第 357・ 367図、図版68・ 77)

―
D

一一―F

層序説明
第1層 黒禍色Ji層 (7 5YR3/2)φ 01～ 15

cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第2層  暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 01～ 10
cmのパミス、ローム粒子を含む

第3層  明褐色土層 (7 5YR5/6)ψ 01～ 05
cmのパミスを含む

水糸 レベル729.201m

第240図 第105号住居址実測図
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土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品が出上している。このうち、図示 したものに上師器

杯・甕、鉄製品がある。鉄製品 (第 367図 7)イよ、刀子である。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

A__地山肖vP出 し

タ

寸
943ュ

―
B

口~ム プロノクユ

水糸 レベル729.205m

第241図 第105号住居址カマ ド実測図

102)第 106号住居址

遺構 (第 242・ 243図、図版17)

本住居址は、H-4グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西469cm、 南北436cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-7°一Eを示す。住居址覆土は、 4層に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、20～ 52cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。地山を掘 り残 して袖芯とし、にぶ

い赤褐色 (5 YR5/4)上 を用いて構築されていたものと思われる。また、軽石 も出土していること

から、構築材として使われていた可能性が強い。

ピットは総計 5基検出された。位置に疑間を残すが、一応、Pl～ P4の 4基が主柱穴と考えられ

粘 土 ブ ロ ッ

層序説明

第1層 褐色土層 (10YR4/6)φ 05cm前後のパミス、ロ

ーム粒子、粘土粒子を含む

第2層  黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム粒子を使かに含

む

第3層  にぶい赤褐色土層 (2 5YR4/4)粘 土粒子を多く

含む (構築土)

第4層  黄褐色土層 (10YR5/6)黒 色土を若十含む

第5層  褐色土層 (7_5YR4/6)ロ ーム粒子を含む

第6層  明褐灰色土層 (7 5YR7/2)灰 層

第7層 暗赤褐色土層 (2 5YR3/2)粘土粒子を多く含む

第8層 黒褐色土層 (10YR3/1)焼 上、灰を含む

第9層  にぶい責褐色土層 (10YR5/4)粘 土粒子を多く

含む

第10層  にぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)焼 土、炭化物を

含む

第■層 暗赤褐色土層 (5 YR3/3)焼 上、炭化物、灰を

含む

第12層 暗赤褐色土層 (5 YR3/4)粘 土粒子、焼土、炭

化物を含む

第13層  赤褐色土層 (2 5YR4/6)焼 土層

第14層  明褐色土層 (7 5YR5/6)粘土粒子、炭化物を含

む

`J器

 嘲

―
―
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る。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 357・ 367図、図版68・ 77)

―
―
―
―
宝

層序 説明

第1層 嚇褐色■:層 (7 5YR3/

4)φ 03～ 1 0cmのパ ミ

スを使かに含むほか、

ローム粒子を含む

第2層 黒褐色土層 (7 5YR3/

2)φ 01～ 2 0cmのパ ミ

スを僅かに含む

第 3層 にぶい褐色土層 (75
YR5/3)ψ 10cn前後の

パミスを使かに含む

第4層  明褐色J:層 (7 5YR5/

6)φ 01～ 0 5cmのパ ミ

ス、ローム粒子を含む

C―

水糸レベル729.601m

第242図 第106号住居址実測図
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土師器片、黒色土器片、須恵器

片、灰釉陶器片、鉄製品のほか、

鉄滓がカマ ド内から出土 している。

このうち、図示したものに土師器

杯・甕、黒色土器杯・椀、軟質須

恵器杯、鉄製品がある。

墨書土器は 4点あり、文字の判

読 で きた もの に「廣」 (第357図

9)、 「足」(10)がある。

また、土師器甕にはロクロ調整

されたもの (12)がある。

鉄製品 (第 367図 8)は、 1点で、

紡軸の先端部と思われる。

本住居l■Lの所産期は、平安時代

に比定される。

103)第 107号住居址

遺構 (第 244図、図版17)

水糸レベル729.405m

―
―
―
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実測図
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水糸 レベル728701m

層序説明

第 1層 種暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ05～ 3 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第2層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 01～ 3 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第244図 第107号住居址実測図
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本住居址は、H-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西は調査 し得た範囲で■5cm、 南北321cmを 測る。南北軸の方位は、N-13° 一Eを示す。

住居址覆土は、 2層に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、30～42cmを 測

る。カマ ドは、おそらく、北壁中央部に位置するものと思われ、調査区域内では認められなかっ

た。

ピットは北東コーナー付近で 1基検出された。一応、主柱穴と考えておきたい。

なお、周濤は、認められなかった。

遺物 (第 358・ 376図、図版69・ 85)

土師器片、黒色土器片、縄文土器片が出土している。このうち、図示 したものに黒色土器杯、

土師器甕、縄文土器片がある。上師器甕には、他地域の製品と考えられるもの(第 358図 2)がある。

縄文土器片 (第 376図25)は 、後期の所産であろう。

本住居llLの 所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

104)第 108号住居址

遺構 (第 245図、図版17)

本住居址は、H-3グ リッドに位置する。第109号住居址と重複関係を有 し、第109号住居址に

水糸レベル729.201m

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ 01～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を僅かに含む
第2層 黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ O_1～ 1 5cmのパミス、ローム粒子を含む

第245図  第108号住居址実測図
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切られている。

東西は調査 し得た範囲で315cm、 南北378cmを 測る。南北軸の方位は、N-13° 一 Eを 示す。

住居址覆土は、2層 に区分 され、自然堆積 と考えられる。確認面か らの壁高は、35～ 47cmを 測る。

カマ ドは、おそらく、北壁中央部に位置するものと思われるが、第109号住居址に切 られている

ため不明である。

ビットは主柱穴 と考えられる 2基が検出された。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第358・ 368図、図版69・ 78)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、土製品が出土している。このうち、図示 したものに須恵器

杯、土製品がある。

須恵器杯 (第 358図 1)は、底部糸切 り未調整のものである。

土製品 (第368図 8)は、紡錘車で、丁寧なヘラミガキがなされる。重さ19,3gを 量る。

本住居址の所産期は、奈良時代後葉に比定される。

105)第 109号住居址

―
十
１

∪

く

水糸レベル729.184m

9                       ?m

層序説明
第1層 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ03～ 1 0clnの パミス、ローム粒子を若干含む

第2層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ03～ 1.Ocnの パミス、ローム粒子を若干含む

第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ O_1～ 1.Ocmのパミスを若千含む

第246図 第109号住居址実測図
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遺構 (第 246・ 247図、図版18)

本住居l■は、H-3グ リッ ドに位置する。

第108号住居址 と重複関係 を有 し、第108号住

居址を切って構築 されている。

東西は調査 し得た範囲で219cm、 南北422cmを

測 り、平面プランは、おそらく、隅九方形を呈

するものと思われる。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-7°一E

を示す。住居址覆土は、 3層に区分され、 自然

堆積 と考えられる。確認面か らの壁高は、46～ 57

cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するもの と

思われる。軽石および粘土により構築されてい

たと考えられる。

ピットは総計 4基検出された。このうち、PI・

P2が主柱穴 と考えられる。

周濤は、北壁から東壁にかけて認められた。

遺物 (第 367図、図版77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器

片、鉄製品のほか、 自然遺物 として炭化材、獣 第247図  第109号住居址カマ ド実測図

骨が南部から出土している。このうち、図示 し得たものは鉄製品 1,ミ である。鉄製品は、鉄鏃 と

考えられる。なお、自然遺物については後述する。

本住居址の所産期は、出土土器片から平安時代に比定される。

106)第 HO号住居址

遺構 (第 248図、図版18)

本住居l■は、H-1グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西は調査し得た範囲で220cm、 南北474cmを 漂」る。南北軸の方位は、N-2°一Eを示す。

住居址覆土は、 3層に区分され、自然堆積 とをえられる。確認面からの壁高は、44～54cmを 測

る。

ピットは主柱穴と考えられる2基が検出された。周濤は、調査し得た菩Ь分から推して全周して

いたものと思われる。
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水糸 レベル729101m

説明

寧得急圭最撃ピ習Y/31φ 01～ 0 3cmのパミス、ローム粒

Eζ堡蓬妄唇ぎ急
隅 9ボ携骨三演縮 ミス、粘土

筆をき∈
(10YR4/61ロ ー ム粒子 を多 く含むほか、粘上粒

寧響魯悲層(7 5YR3/4)φ 01～ 0 3cmのパミス、ローム粒

:怠З言:与輔!
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遺物 (第 358図、図版69)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片が出上している。このうち、図示したものに土

師器小型壷、刻ヽ型甕がある。刻ヽ型甕 (第358図 2)は 、ロクロ調整がなされるもので混入品であろ

う。本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

|

層序説明

第 1'W 黒禍色上層 (7 5YR2/2)φ 05～ 4 0cmの パ ミスを含む

第2'W 褐色Ji層 (7 5YR4/4)φ 01～ 1 5cmのパ ミスを分く含むほ

か、ローム粒子を含む

第3用  ∴1色上肘 (7 5YR2/1)φ01～ 10c中のパ ミスを多く含む

＞
―
―
―

藝
曇
＜

①
ｌ
ｌ
ｌ

―
―
―

〕

―
―
―
―
】
´

水糸レベル728.501m

第248図 第110号住居址実測図

107)第 HI号住居址

遺構 (第 249・ 250図、図版18)

本住居址は、H-3グ リッドに位置する。第101・ 112号住居址と重複関係を有し、第101・ 112

号住居l■ を切って構築されている。

東西は調査し得た範囲で316cm、 南北335cmを 測り、平面プランは、おそらく、東西に長い隅丸

長方形を呈するものと思われる。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-1°一Wを示す。

住居址覆土は、 2層 に区分される。確認面からの壁高は、33～ 40cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するものと思われる。遺存状態は悪い。軽石および暗赤褐色

(5 YR3/4)粘 上により構築されていたものと考えられる。

ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P4の 4基が主柱穴であろう。

周濤は、北壁西側から南壁にかけて認められた。

遺物 (第 358。 372図、図版69・ 81)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出上している。このうち、図示 したものに墨書土

器片、石製品各 1点がある。墨書土器は、黒色土器杯の外面に「大」 と墨書される。石製品は、
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⑬

ｒ

⑨P3

軽石 を加工 したもので、重さ65。 7

gを 量る。用途は不明である。

本住居 l■の所産期は、出土土器

片中に底部糸切 り未調整 とヘ ラキ

リの須恵器杯の破片が認められる

ことから奈良時代後半に比定 され

る。

第249図 第111号住居址実測図

水糸レベル729301m 宅

第250図 第111号住居址カマ ド実測図
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層序説明
第1層 褐色土層 (7 5YR4/3)φ 02～ 0 5cmの パミス、粘土

を使かに含む

第2層 暗赤褐色土層 (5 YR3/3)粘 土粒子を多く含む
第3層 暗赤褐色土層 (5 YR3/4)粘 土層

第4層 暗赤褐色土層 (5 YR3/2)粘 土粒子、灰を夕く含む
第5層  赤褐色土層 (5 YR4/6)焼 土層
第6層  暗褐色土層 (7 5YR3/3),01～ 0 5cmの パミスを僅

かに含むほか、娩土粒子を含む

第7層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)ψ 01～ 0 3cmの パミスを僅
かに含む

○′
′
イ

し

層序説明

「

第 1層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ 01～ 1 0cFrのパ ミス、 ローム粒

子 を僅かに含む

第 2層  暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ 05cm前後 のパ ミス、 ローム粒子

を僅かに含む

一理
一一一一垂
霊
蜜
産
塞
Ｌ

水糸 レベル729.301m



108)第 H2号住居址

遺構 (第251・ 252図、図版18)

本住居址は、H-3グ リッドに位置する。第101・ 111・ ■3号住居址と重複関係 を有 し、第101

号住居l■ を切 り、第■1・ ■3号住居址に切 られている。

東西は調査 し得た範囲で482cm、 南北は残存部で473cmを 測 り、平面プランは、おそらく、隅九

方形を呈するものと思われる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-34° 一Wを示す。住居l■覆土は、 2層 に区分 され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、21～ 33cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するものと思われる。第■3号住居址に切られていることもあ

り、遺存状態は悪い。おそらく、褐色 (10YR4/4)粘 土を主体 として構築 されていたものと思われる。

ピットは北東部で 1基検出された。断定はできないが、一応、主柱穴と考えておきたい。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片が出上しているが、図示し得るものは皆無である。

本住居上の所産期は、出土土器片中に最大径を胴部に有する土師器長胴甕の破片が認められる

ことから、古墳時代後期中葉に比定される。

層序説明

第1層  極暗褐色土層 (7 5YR2/3)

φ03～ 1 0cmの パミスを値かに含む

第2層 灰褐色土層 (7 5YR4/2)φ 01～ 10
0nの パミス、ローム粒子を僅かに含

む
水糸レベル729.201m
p          .           ?m

第112号住居址実測図
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層序 説明

_ 第1層 褐色土層 (10YR4/4)粘 土層

第2層 にぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)粘 土

粒子を多く含む

第3層 暗赤灰色上層 (2 5YR3/1)粘 土粒子~     
を多く含む

第4層 褐色土層 (7 5YR4/4)ロ ーム粒子を

僅力ヽこ含むほか、粘土粒子を多く含む

第5層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)ロ ーム粒

子、粘上粒子を含む

第6層 褐灰色土層 (7 5YR5/1)灰 層

第7層 暗赤褐色土層 (5YR3/4)焼上、炭化

物を含む

詢 第8層 明赤褐色土層 (5 YR5/8)焼 土層

第9層 褐色土層 (7 5YR4/3)焼 土粒子を含
水糸レベル729.105m     む

第252図 第112号住居址カマ ド実測図

109)第 H3号住居址

遺構 (第 253・ 254図、図版18)

本住居址は、H-3グ リッドに位置する。第■2号住居l■ と重複関係を有 し、第112号住居l■ を

切って構築されている。

東西497cm、 南北527cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-5°一Eを示す。住居址覆土は、 5層 に区分される。

確認面からの壁高は、14～ 59cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、軽石を袖芯とし、粘土

粒子を多く含む褐色 (10YR4/6)上 を用いて構築されていたものと思われる。

ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、 Psが貯蔵穴と考えられる。

なお、周薄は、検出されなかった。

遺物 (第358'367～ 369・ 375図、図版69・ 77～ 79・ 84)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品、土製品のほか、鉄滓がカマ ド内から出土

している。このうち、図示したものに須恵器杯・椀、鉄製品、石製品、土製品がある。

須恵器杯には、ヘラキリ未調整のもの (第358図 1)と ヘラキリ後手持ちヘラケズリがなされる

もの (第 358図 2,3)がある。また、 1の外面には墨書がなされるが、文字は不明である。

このほか、図示し得なかったが、甲斐型土器杯の破片も認められた。

鉄製品 (第367図10は、帯金具の餃具 と考えられる。
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石製品、土製品は、軽石製と土製の紡錘車と軽石製の凹石で、紡錘車の重さは、軽石製が57.4

g、 ニヒ製が61.5gを量る。

このほか図示し得なかったが、砂質凝灰岩製の祗石の破片も認められた。

本住居l■の所産期は、奈良時代前半に比定される。

層序説明
第1層 暗掲色土層 (7 5YR3/3)ψ 01^

~D     Cmの パミス、ローム粒子を含む

第2層 暗褐色上層 (7 5YR3/4)φ Oト
cmのパミスを使かに含む

第3層 褐色土層  (7 5YR4/3)0 5cm
のパミス、ローム粒子を含む

~F第 4層

朕ぜ、竪 響ど懸を
1

第5層  偶色土層 (7 5YR4/6)ψ 01～ 1

のパミス、ローム粒子を含む

水糸 レベ ル729.301m

o                         2m

第253図 第113号住居址実測図
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層序 説明
第 1用 ‖I樹色fiW(7 5YR3/3)|:府 ムL覆土

と同じ
第2層  にぶい亦41色土肘 (5 YR5/4)φ O.3

cln前 後のパ ミスを僅がに含むほか、
粘土粒子を含む

第3用  IAJ色上M(7 5YR4/3)Ili土粒 子、焼
上粒子を含む
晴4●色上肝 (loYR3/4)料ftti粒子を
含む
にお|い赤褐色土層 (5 YR4/4)枯 ■
粒子、焼土粒子を含む
‖キ赤4w色上

'W(5 YR3/4)φ
O_3～0.5

cmのパミス、ロームllrir、 41「 任粒ir

を含む
第7M 赤欄色上将 (5 YR4/8)焼 上W
勢8用  にぶいlw色上

'W(7.5YR5/4)旋
上hil

r、 ロームXll rを 含む
第9用 ‖I赤樹色上

'W(5 YR3/3)焼
上粒!r

を含む
第10用  拙色f化肘 (loYR4/4)φ 03cm11後の

パミス、ローム粒fr、 れri球立frを 含
む

第H川 晴赤樹色土席 (5 YR3/6)ロ ームlil

子、粘上粒子、焼上粒子を含む
第12'W 4w色 上

'W(loYR4/6)hi■
ttt rを 多

く命む

水糸レベル729.201m L    l   lm

第254図 第113号住居址カマ ド実測図

I10)第 H4号住居址

遺構 (第 255図、図版18)

本住居址は、H-3グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西は調査 し得た範囲で180cm、 南北398cmを 測る。南北軸の方位は、N-6°一Eを示す。

住居址覆土は、 3層 に区分される。確認面からの壁高は、35～ 42cllaを測る。

ピットは総計 4基検出された。このうち、Pl・ P2の 2基が主柱穴と考えられ、他の 2基は、掘

立柱建物址に伴うものかもしれない。

周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 377図、図版86)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片、黒曜石の制片が出土している。このうち、図

示し得たものは、黒曜石の制片 1点である。

本住居址の所産期は、出土土器片中に「コ」の字形を呈する土師器甕の破片が認められること

から平安時代に比定される。

キ
鵡
キ

Ｎ

第4M

第5M

第6'W
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層序説明

第 1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 05～ 2 0cmの パミスを

僅かに含む

第2層 暗褐色土層(7 5YR3/4)φ 03～ 0 5cmの パ ミス、ロ

ーム粒子を含む

第3層 褐色土層(7 5YR4/4)φ 01～ 0 5cmの パミス、ロー

ム粒子を含む

水 糸 レベ ル729.101m

第255図 第114号住居址実測図

IH)第 H5号住 居址

遺構 (第256・ 257図、図版18)

本住居址は、H-2グ リッドに位置する。第70。 85号掘立柱建物址と重複関係を有し、第70。

85号掘立柱建物上に切られている。

層序説明

⑥Pa

ζ器「
~~B岳

:悟
 :患
宮全診|!とこξ:;上子推と導ぢ:程釜是拿とを示を

自:: :琶:書:卓甘,章】羊と言常章啓登こ::と ::を

鑓 翻 難 統 )口洋 議 錘 と

~~B岳

為信 踵暮桑」脅要統鵡品経i留錫≡庸溶

岳払謬 9糧兵聾 ごを夏 翠 ぜ鶏

卿 私 河 ヒ

第お層
ξ色景l暮身1是解 塁警懲

卿
・

~l13c誇 パミス

ω
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

σ

土器片

|

し

水糸 レベル729 101m p        lm

第256図 第115号住居址カマ ド実測図

一が〔口‐卜ЧＨく〕
ロームブロック
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東西379cm、 南北298clnを 測 り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-15.5° 一Eを示す。住居l■覆土は、 4層に区分さ′れ、自然

堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、31～ 56cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、軽石および第12・ 13層

を構築土としていたものと思われる。

ピットは総計 6基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴と考えられる。

周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 358。 372・ 373図、図版69・ 81・ 82)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出土している。このうち、図示したものに上師器

層序説明 水糸レベル729.301m

■
１
′
′
Ｉ

ヽ
′
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｑ

Ｉ
Ｌ

ヽ
Ｔ

第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)ψ05～ 3 0cmのパミス、ローム粒子を含む
第2層 黒褐色上層 (7 5YR3/2)φ01～ ,Ocmのパミス、ローム粒子を含む

第3層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ O.1～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第4層 黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ01～ 3 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第257図 第■5号住居址実測図
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甕、石製品 6点がある。石製品のうち、第372図 9は 中央部に凹みを持つ もので、他は磨石 と考え

られる。

第372図 8。 第373図 1の 2点が安山岩、他は軽石である。

本住居l■の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

|12)第 H6号住居址

遣構 (第 258。 259図、図版18)

本住居址は、H-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西は調査 し得た範囲で250cm、 南北443cmを 測り、平面プランは、おそらく、南北にやや長い

隅丸長方形を呈するものと思われる。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-7°一Wを示す。住居址覆土は、 2層 に区分される。

確認面からの壁高は、22～39cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほ,F中央部に位置するものと思われる。第 9層 を袖構築土とし、第 6層 などを

用いて構築されていたものと考えられる。

ピットは総計 3基検出された。このうち、Pl・ P2の 2基が主柱穴と考えられる。

なお、周濤は、検出されなかった。

=司  席序説明

第lM 米拙色:lillVI(7 5YR3/2)φ 05～ 4 0cnのパミスを多く

含むほか、ローム粒子を含む

第2'W 米色:li肘 (7 5YR2/1)φ 01～ 6 0cmの ′ヾミスを多く含

水糸レ八ミル728.801m
o          ?硝

第258図  第116号住居址実測図
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遺物 (第 358。 373図、図版69・ 82)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出上 している。このうち、図示 したものに上師器

杯、石製品がある。

石製品 (第373図 5)は、軽石で砥石 として用いられたもの と思われる。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

層序 説明

第1層 暗褐色上層(10YR3/3)φ O.1～ 1_Ocmのパミス、ローム粒子

を僅かに含む

第 2層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ 01～ 1 5cmのパミス、ローム粒

子、粘土粒子を含む

第 3層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 08～ 1.Ocmのパミス、ローム粒

子、粘上ブロックを含む

第 4層 黒褐色土層 (10YR2/3)粘 土粒子、焼上粒子を含む

第 5層 にぶい赤褐色土層(5 YR4/4)φ O,1～ 1 0clnの パ ミス、ロー

ム粒子、焼上を含む

水糸レベル728601m

―B蜜

`愚

膝糧雹軽胎電翠継評
!縛

、灰を含む
第 9層 暗褐色土層 (10YR3/4)φ O_5cm前 後のパ ミス、ローム粒

子、粘土粒子を含む

第259図 第116号住居址カマ ド実測図

|13)第 H7号住居址

遺構 (第 260図、図版19)

本住居址は、G-6グ リッドに位置する。第97・ 98。 100号住居址と重複関係を有し、第97・ 98・

100号住居址に切られている。
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層序説 明

第 1層  暗褐色土層 (7 5YR3/3)

φ01～ 1 0Clnの パ ミス、ロ

ーム粒子を含む

第 2層  暗褐色土層 (7.5YR3/4)

一_H   φO_1～ 1 0cmのパ ミス、ロ

ーム粒子を含む

第3層  褐色 土層 (7 5YR4/4)

φ05～ 1_Ocmのパ ミス、 ロ

ーム粒子を含む

第260図 第117号住居址実測図
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東西は調査 し得た範囲で139cm、 南北308cmを 測る。南北軸の方位は、N-1.5° 一Wを示す。

住居址覆土は、 3層 に区分 され、 自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、28～ 34cmを 測

る。ピット、周濤は、検出されなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土しているが、図示 し得 るものは皆無である。

本住居l■Lの所産期は、出土土器片および重複関係か ら古墳時代後期中葉に比定される。

|14)第 H8号住 居址

遺構 (第261・ 262図、図版19)

本住居址は、H-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西406cm、 南北は調査 し得た範囲で240cmを 測る。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-17°一

Wを示す。住居址覆土は、 4層 に区分 される。確認面からの壁高は、16～ 24cmを 測る。

層序説明

第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)ψ 03～ 2 0cnの パミ

ス、ローム粒子を含む

第2層 明褐色上層 (7 5YR5/6)φ 01～ 1 0Cmのパ ミス

を僅かに含むほか、ローム粒子を多く含む

第3層 にない褐色土層 (7 5YR5/4)φ 01～ 1 0cmのパ

ミス、ローム粒子を含む

第4層 褐色土層 (7 5YR4/4),05～ 3 0cmのパミスを

僅かに含むほか、ローム粒子を含む

第261図 第118号住居址実測図

水糸 レベル728.805m
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カマ ドは、北壁ほIF中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、軽石および粘土を主体

として構築されていたものと思われる。

ピットは総計 2基検出された。このうち、 Plが主柱穴と考えられる。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 359・ 369図、図版70。 79)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出土している。このうち、図示 したものに黒色土

器杯・椀・皿、土師器甕、須恵器杯、石製品がある。土器の多くが、ヵマ ドおよび周辺からの出土

である。

墨書土器 (第359図 1)が 1点 あるが、文字は判読できない。

石製品 (第369図 2)は、砂質凝灰岩製の紡錘車で、重さ75.5gを量る。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

層序説明
第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ O.1～ o5cmのパミス、ロ

ーム粒子、粘土粒子を含む

第2層 褐色土層 (7 5YR4/3)粘 土粒子、焼土粒子を含む
第3層 暗赤褐色土層 (5 YR3/3)粘 土粒子、焼土粒子を含

む

水糸レベル728.705m9    ,   Im
第262図  第118号住居址カマ ド実測図

修)掘 立柱建物址

|)第 1号掘立桂建物址

遺構 (第 263図 )

E-5グ リッドに位置する。第20号住居址と重複関係を有し、第20号住居址を切って構築され

ている。

東西183cm、 南北470cmを 測る。 7基のビットが検出された。 2棟が重複 している可能性が強い

が、ここでは、一応、 1棟 として扱う。柱間は、東西30～ 100cra、 南北80～ 154o41を 測る。

―
―
―
∪
器土

密 垂
|(   〔iifi:i''
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南北軸の方位は、N-12° 一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。また、 P7埋上では軽石が認められた。

遺物

PI～ P3・ P7か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。このうち、Plか ら底部ヘ

ラキリ未調整の須恵器杯の破片が出上していることおよび重複関係から、本遺構の所産期は、奈

良時代以降と考えられる。

∈

●

菊
―

―

(tti`:')IP5    a

Ｆ

鋭
ダ

⑨酔

ガ

2)第 2号掘立柱 建物址

遺構 (第264図、図版19)

E-5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、東西418cm、 南北439cmを 測 り、平面プランは、正方形を

呈する。柱間は、東西173～ 366cm、 南北175～ 200cmを 測る。

南北軸の方位は、N-5°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、濤持ちのものである。

遺物

土師器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から平安時代以降と考え

られる。
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卜

層序 3♂月
川! に 暗程ケ色にh,(loYR3/4)ψ 02-30

cmのパミス、ロームネirを 作む。柏
性はない

水糸 レベ ル727238m

第264図 第 2号掘立ホ主建物址実測図

3)第 3号掘 立柱 建 物址

遺構 (第 265図 、図版19)

C-3グ リッ ドに位置する。第 6号掘立柱建物址 と重複関係を有 し、第 6号掘立柱建物址を切

って構築されている。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物で、東西300cm、 南北312cmを 測 り、平面プランは、正方形を

呈する。柱間は、東西204～ 236cm、 南北217～ 230cmを 測る。

南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。 ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

Plo Paか ら土師器片、黒色土器片が出上 している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複

―-253-―



関係から奈良時代以降に比定される。

瑠と竪ギモ空灘錯 C―

水糸 レベル725.332m

F

牛
⑫
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〓
‐
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Ｐ
‐

第265図 第 3号掘立柱建物址実測図

4)第 4号掘立桂建物址

遺構 (第266図、図版19)

C-4グ リッドに位置する。第69・ 75号住居址 と重複関係を有し、第69・ 75号住居址を切って

構築されている。

1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、東西375cHl、 南北186cmを 測 り、平面プランは、長方形を

呈する。柱間は、東西278～ 283cm、 南北92～ 132cmを 測る。

南北軸の方位は、N-7°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P3か ら土師器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複関係から、古墳時

代後期中葉以降に比定される。

5)第 5号掘立桂建物址

遺構 (第267図、図版19)

牛

鵜 幹 呻 。 |  ~
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馳
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4-ヽ

C-3・ 4グ リッドに位

置する。

第12・ 13号掘立柱建物址

と重複関係を有する。

1間 × 1間の側柱式の掘

立柱建物で、東西296cm、 南

北231cmを 測 り、平面プラン

は、長方形を呈する。

柱間は、東西234～ 241cm、

南北164～ 176cmを 測る。

南北軸 の方位 は、N―

4° 一Wを示す。      )ト

ピット掘形の平面プラン

は、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。

―D

ラk糸 レ⌒ミル725632m

|

◎名
弔

P4

第267図  第 5号掘立柱建物址実測図

本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代後葉以降と考えられる。
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第266図 第 4号掘立柱建物址実測図

A
IPl,芋 説 1)]

i Fl.Jtt li Ⅲイ(7 5YR4/4)

φ02～ 2 5cmの パ ミス、
ローーム粒 rを 含む

F      F

Φ

屑序説明
)世 上 暗側色にM(loYR3/3)

~｀~■O  φ0 5～ 3 0cmの アヾミスを
多く含むほか、ロームブ
ロックを含む

雷

―
―
―
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6)第 6号掘立柱建物址

遺構 (第268図、図版19)

C-3・ 4グ リッドに位置する。第 3号掘立柱建物址と重複関係を有する。

4間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、東西478cm、 南北399cmを 測り、平面プランは、長方形 を

N――一

∩

千           1
11鸞

ジ  ⑨島

◎P「
°

P2

け◎島

|

く

⑨馳

|

〇

』
―
―
―

9Ь―。

CPttL

と

層序説明

埋 土 黒褐色土層(10YR2/3)φ 02～ 1 2cm

のパミス、ローム粒子を含む

水糸レベル725.432m

第268図  第 6号掘立柱建物址実測図
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呈する。柱間は、東西33～ 136cm、 南北139～ 310cmを 測る。

南北軸の方位は、N-9°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形のほか、濤持

ちのものも認められた。

遺物 (第359図、図版70)

Pl～ P3・ P9か ら土師器片、須恵器片が出上している。このうち、図示したものにPl出上の須

恵器杯がある。本遺構の所産期は、出土土器片から平安時代以降と考えられる。

7)第 7号掘立桂建物址

遺構 (第269図、図版19)

C-3・ 4グ リッドに位置する。第 6号掘立柱建物址と重複関係を有する。

3間 X3間の総柱式の掘立柱建物で、東西591clla、 南北628cmを 測 り、平面プランは、正方形を

呈する。柱間は、東西94～ 186cln、 南北124～ 189cmを測る。

南北軸の方位は、N-4°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形のほか、濤持

ちのものも認められた。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土している。
｀
このうち、P8か ら武蔵型の上師器甕の破片

が出土していることから、本遺構の所産期は、奈良時代前葉以降と考えられる。

8)第 8号掘立桂建物址

遺構 (第270図、図版20)

C-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

1間 Xl間の側柱式の掘立柱建物で、東西330cm、 南北318clllを 測 り、平面プランは、正方形を

呈する。柱間は、東西208～ 240cm、 南北236～257cmを 測る。

南北軸の方位は、N-1°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、他の遺構 との関連から、一応、平安時代以降と考

えておきたい。

9)第 9号掘立桂建物址

遺構 (第271図 )

C-304グ リッドに位置する。第 7号掘立柱建物址と重複関係を有する。
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層序説明

埋 土 褐色土層 (10YR4/4)ψ 05
cmのパミス、ロームブロッ

クを含む

C―一一

水糸レベル725.632m

第270図 第 8号掘立柱建物址実測図

０
、
、
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P3

平安時代以降 と考 えられ る。
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ヒ

φ02～ 3 0cmの パミス、
ローム粒子を含む

水糸レベル725.532m

第271図 第 9号掘立柱建物址実測図

産期は、他の遺構 との関連から、一応、

C~③ P3

|

珂

A一一―

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物 と

考えられるが、 3基のピットが検出さ

れたにとどまる。

東西245cm、 南北216cmを 測 り、平面

プランは、長方形を呈するものと思わ

れる。柱間は東西194cm、 南北162cmを

測る。

南北軸の方位は、N-7°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・

楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所

◎ ―B
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第272図 第10号掘立柱建物址実測図
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10)第 10号掘立柱建物址

遺構 (第272図、図版20)

C・ D-4グ リッドに位置する。第36・ 66号住居l■ と重複関係を有し、第36・ 66号住居址を切

って構築されている。

3問×2間の総柱式の掘立柱建物で、東西594cm、 南北480cmを 測 り、平面プランは、長方形を

呈する。柱間は、東西125～ 143cm、 南北176～ 245omを 測る。

南北軸の方位は、N-16°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

Pl・ P2・ P5～ P7か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。出土土器片中に、「コ」

の字状の口辺部を有する土師器甕の破片が認められることおよび重複関係から、本遺構の所産期

は、平安時代以降と考えられる。

|

に一①L

⑩P?

⑤P9

S B27

H)第 H号掘立柱建物址

遺構 (第273図 )

D-4グ リッドに位置する。

第27号住居址と重複関係を有 し、第27

号住居址を切って構築されている。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物 と考

えられるが、検出されたのは 4基のピッ

トである。

東西290cln、 南北457cm、 柱間は、南北

で174～ 186cmを測る。

南北軸の方位は、N-13° 一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産

期は、重複関係から古墳時代後期後半以

降と考えられる。

―
―
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し

水糸レベル726.032m9         ?m

第273図 第■号掘立柱建物址実測図
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12)第 12号掘立桂 建物址

遺構 (第 274図、図版20)

C-3・ 4グ リッドに位置する。第 5号掘立柱建物l■ と重複関係を有する。

1間 ×3間の側柱式の掘立柱建物で、東西405cm、 南北580cmを 測 り、平面プランは、長方形を

呈する。柱間は、東西230～ 280om、 南北130～ 236calを 測る。

南北軸の方位は、N-14° 一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形・双円形であ

る。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土 している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複

関係から奈良時代以降 と考えられる。

層序説明
埋 土 暴褐色土層(7 5YR2/2)φ 02～ 2_Oonの

パ ミス、 ローム粒 子 を含む

水糸レベル725.432m

第274図 第12号掘立柱建物址実測図

13)第 13号掘立柱建物址

遺構 (第275図、図版20)
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C-3。 4グ リッ ドに位置

する。

第 5号掘立柱建物 l■ と重複

関係 を有する。

1間 × 1間の側柱式の掘立

柱建物で、東西204cm、 南北234

cmを 測 り、平面プランは、梯

形を呈する。

柱間は、東西132～ 144cm、

南耳ヒ134～ 173cmを 浪Jる 。

南北軸の方位は、N-15°一

Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、

円形・楕円形である。

遺物

土師器片、黒色土器片、須

付―③ PI B

Ｆ

⑮
Ｐ

雲
畏
亥
司

⑤馳
⑩P3

|

句

―
―
ｌ

⑬

C 
イイ

層序説明

lT 上 時禍色土用(7 5YR3/3)。

水糸レベル725.432m

A一

第275図 第13号掘立柱建物址実測図

恵器片が出上している。出土土器片中に、「コ」の字状に近い口辺部を有する土師器甕の破片が認

められることから、本遺構の所産期は、奈良時代後葉以降に比定される。

14)第 14号掘立柱建物址

A―

遺構 (第276図 )

D-4グ リッ ドに位置する。

2基のピッ トが検出されたにとどまる。

東西200cm、 柱間は、140cmを 測る。

南北軸の方位は、N-2°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕円形であ

る。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土

している。本遺構の所産期は、出土土器片

から奈良時代以降と考えられる。

∩
―

◎

ｌ

ｏ

（

鰯

）

Ｐ

――一B

PI

―B

M庁説I州

雌 L ‖帝拙色L'W(10YR3/3)

拶蛋社陸子ど
ミス、

水糸レベル726032m

第276図 第14号掘立ホ主建物当に実測図
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15)第 15号掘立 柱 建 物址

遺構 (第277図 )

E-4グ リッドに位置す る。

2基のピットが検出されたにと

どまる。

東西233cm、 柱間は、173cmを 測

る。

南北軸の方位は、N-14° 一Wを

示す。

ピット掘形の平面プランは、楕

円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構

の所産期は、他遺構 との関連から

奈良時代以降 と考えられる。

S T16

A

S T15

S B23

B′

/③Ь B

S B23

第277図 第15・ 16号掘立柱建物コL実測図

16)第 16号掘立柱建物址

遺構 (第 277図 )

E-4グ リッドに位置する。第23号住居址と重複関係を有する。

2基のピットカヽ検出されたにとどまる。東西293cm、 柱間は、206cmを 測る。

南北軸の方位は、N-23° 一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、椿円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、他遺構 との関連から、奈良時代以降と考えられる。

17)第 17号掘立柱建物址

遺構 (第 278図 )

E-5グ リッドに位置する。第18号住居址と重複関係を有する。

2基のピットが検出されたにとどまる。東西191cm、 柱間は、137cmを 測る。

南北軸の方位は、N-17° 一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

③Pl

S T16 A―――

S T16    A′ ―_

ST16 1t拙 色LM(1(,YR2/2)φ 20～30
cmの パミス、ローム粒子を含む

水糸レベル726.732m
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遺物

Plか ら土師器片が出上している。

本遺構の所産期は、出土土器片および重複関

係から、奈良時代後半以降と考えられる。

層序説明
埋 土 暗褐色上層(7 5YR3/3)ロ ーム

粒子 を含む

水糸レベル727.032m9         ?m

第278図 第17号掘立柱建物址実測図

18)第 18号掘立柱建物址

遺構 (第279図、図版20)

E-5グ リッドに位置する。第20号住居址と重複関係を有する。

2間 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、東西386cm、 南北234cmを 測 り、平面プランは、長方形を

呈する。柱間は、東西135～ 185cm、 南北161～ 179cmを測る。

Q

|だ    ω

|

_⑥Pe   ③ B
P2        Pl

時 ③P4 ◎
Pく ① _DJ    戸

~ /馳
 半∴

♭ 謂 Ⅷ 剛 mⅧ 棚 MⅦ  Bと

水糸レベル726.932m

第279図 第18号掘立柱建物址実測図
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南北軸の方位は、N-16° 一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から古墳時代後期後葉以降 と考えられる。

19)第 19号掘立柱建物址

遺構 (第 280図、図版20)

D-5グ リッドに位置する。第26号掘立柱建物址と重複関係を有する。

2間 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、東西418cm、 南北296cmを 測 り、平面プランは、長方形を

呈する。柱間は、東西120～ 188cm、 南北211～ 234cmを 測る。

南北軸の方位は、N-8°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

Pl・ P3～ P6か ら土師器片、黒色土器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から

平安時代以降と考えられる。

匈

層序 説明
埋 土 暗 褐 色 土 層 (10YR3/3)

ψ02～ 1 5cmの パ ミス、ロー

ム粒子を含む

水糸 レベ ル726.932m
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第280図 第19号掘立柱建物址実測図
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20)第20号掘立柱建物址

遺構 (第281図、図版20)

D-5グ リッドに位置する。第21・ 24号掘立柱建物址と重複関係を有する。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、東西351cm、 南北455cmを 測 り、平面プランは、長方形を

呈する。柱間は、東西129～ 284cm、 南北129～ 228cmを 測る。

南北軸の方位は、N-7°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

遺物

Pl・ P2・ P4・ P5か ら土師器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片か

ら平安時代以降と考えられる。

c__Ⅷ磯‰ 件

第281図 第20号掘立柱建物l■実測図
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饉 》 P2

⑤恥

21)第 21号掘立柱建物址

遺構 (第 282図 )

D-4・ 5グ リッドに位置する。第20号掘立柱建物址 と重複関係を有する。 3基のビットが検

出されたにとどまる。南北395cm、 柱間は、150～ 170cmを 測る。南北軸の方位は、N-1°一Eを示

す。

ピット掘形

の平面プラン

は、円形・楕

円形である。

遺物 (第359

図、図版70)

3基のピッ

トから土師器

片、黒色土器

片が出土して

いる。図示 し

たものに、土

師器甕底部が

ある。

本遺構の所

産期は、出土

土器片から奈

良時代以降 と

考えられる。

22)第 22号掘立桂建物址

遺構 (第282図 )

D-5グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

3基のピットが検出されたにとどまる。南北408cm、 柱間は、158～ 161cmを測る。

南北軸の方位は、N-8°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P2・ P3か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 している。本遺構 の所産期 は、出土土器片
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第282図 第21～ 23号掘立柱建物llL実測図



から奈良時代以降と考えられる。

23)第23号掘立桂建物址

遺構 (第 282図 )

D-4グ リッドに位置する。第38号住居址と重複関係を有 し、第38号住居址を切っている。

3基のピットが検出されたにとどまる。南北420clla、 柱間は、153～ 184craを 測る。

南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P2か ら土師器片、須恵器片が出上している。本住居l■の所産期は、出土土器片および重複関係

から古墳時代後期後葉以降と考えられる。

24)第24号掘立桂建物址

遺構 (第 283図 )

D-4・ 5、 E-4グ リッドに位置する。第40号住居址と重複関係を有する。

2問 ×2間の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、検出されたのは 5基のピットである。

東西372cm、 南北370cm、 柱間は、東西160～ 134cln、 南北138～ 141cllを 測る。

④P2◎ P「
B

南北軸 の方位 は、N―

4° 一Eを示す。

ピット掘形の平面プラン

は、円形・楕円形である。

遺物

Pl・ P4・ PSか ら土師器

片、黒色土器片、須恵器片

が出上している。

本遺構の所産期は、出土

土器片中に底部ヘラキリ未

調整の須恵器杯が認められ

ることおよび重複関係から

余良時代以降と考えられる。

水糸レベル726.732m

ω

|      「
A― ◎P3

◎馳

第283図 第24号掘立柱建物址実測図
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25)第25号掘立桂建物址

遺構 (第 284図 )

DoE-5グ リッドに位置する。

第20号住居址と重複関係を有する。

東西395cm、 南北132cmを測る。 4基の

ピットが検出された。 2棟が重複 してい

る可能性が強いが、ここでは、一応、 1

棟として扱う。

柱間は、東西339cm、 南北70cmを 測る。

南北軸の方位は、N-23°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出

土している。

本遺構の所産期は、 PIか ら「コ」の字

形を呈する土師器甕の破片が認められるこ

第284図 第25号掘立柱建物址実測図

とおよび重複関係か ら平安時代以降と考えられる。

A―一―
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26)第26号掘 立 柱 建物址

遺構 (第 285図 )

D-5グ リッドに位置する。第19号掘立柱建物址 と重複関係 を有 し、第19号掘立柱建物址によ

って切られている。

東西277cm、 南北614cmを 測る。 5基のピットが検出された。

柱間は、東西102～ 124cm、 南北95～ 109cmを 測る。南北軸の方位は、N-10°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・不整形のほか、濤持 ちのものが認められた。

遺物

Pl～ P4か ら土師器片、黒色土器片が出上 している。 Plでは、畿内系暗文 を有する土師器杯の

破片が認められた。

本遺構の所産期は、出土土器片中に底部糸切 り未調整の黒色土器杯の破片が認められることお

よび重複関係か ら平安時代以降 と考えられる。

層序説明
川・ PI分央告女Y翌碧碑ど後?昴ゼ響

P2級
望、彎野儀を路

l�

イ瑛亡二1賛鰺と勢鷲。/
水糸 レベル726838m
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第285図 第26号掘立柱建物JL実測図

ゝ

遺構 (第286図 )

E-4グ リッ ドに位置する。他遺構 との重複関

係はない。

東西98cm、 南北329cm、 柱間は、東西43cm、 南北

265cmを 測る。

南北軸の方位は、N-18°一Wを示す。

ピット掘形のプランは、円形・楕円形である。

遺物

P2か ら土師器片が出上 している。

本遺構の所産期は、出土土器片から古墳時代後

期以降と考えられる。

M序説明
州! li Pl… !よ 拙色上

'W(10YR3/2)φ
02～ 0 5cmの パミス、ローム

氷irを 含む
P2…ザll樹色上

'W(10YR3/1)φ

02～ 0 5cmの パミス、ローム

*irを 含む
P.…ザよ色lli'W(7 5YR2/1)φ 02～ 0 4cmの ′ヾミスをlYIか に

含む
Pi…‖I偶 色上

'W(10YR3/3)φ
02～ 1 0cmのパミス、ローム

米trを 含む

一́D

27)第27号掘立柱建物址
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水糸レベル726332m

第286図  第27号掘立柱建物址実測図
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28)第28号掘立桂建物址

遺構 (第287図 )

D-4・ 5、 E-4グ リッドに位置する。第20。 2卜 23・ 24号掘立柱建物址と重複関係を有する。

東西630cm、 南北441cmを 測る。11基のピットが検出された。数棟が重複 している可能性が強い

が、ここでは、一応、 1棟として扱う。柱間は、東西60～ 431cm、 南北54～ 241cmを 測る。

南北軸の方位は、N-26°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

Pl・ Pso Pl。から土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、獣骨が出上している。本遺構の所

産期は、出土土器片および重複関係から奈良時代以降と考えられる。
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第287図 第28号掘立柱建物址実測図
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29)第29号掘立桂 建物址

遺構 (第288図 )

D・ E-4・ 5グ リッドに位置する。第20。 40号住居址、第15・ 16。 24号掘立柱建物址と重複

関係を有する。

東西524cm、 南北583cmを 測る。 7基のピットが検出された。数棟が重複 している可能性が強い

が、ここでは、一応、 1棟 として扱う。柱間は、東西32～ 172cm、 南北33～ 364cmを 測る。

南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形のほか、布掘 りに近いものがある。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、Pi。から炭化材が出上してお り、炭化材については後

述する。本遺構の所産期は、出土土器片中に底部ヘラキリ未調整の須恵器杯底部破片が認められ

ることおよび重複関係から奈良時代後葉以降と考えられる。

0。
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、ィ ||ど

レ イ イ ガ ｀ヽ
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‐`ド  S T15
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第288図 第29号掘立注建物址実測図
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30)第30号掘立桂 建物址

遺構 (第289図 )

E-4・ 5グ リッドに位置する。第20・ 39号住居址と重複関係を有する。

東西600cm、 南北368cmを 測る。10基のピットが検出された。数棟が重複 している可能性が強い

が、ここでは、一応、 1棟 として扱う。柱間は、東西44～ 155cm、 南北18～ 294cmを 測る。

南北軸の方位は、N-28.5°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形・双円形で

ある。

遺物 (第 377図、図版86)
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第289図 第30号掘立柱建物址実測図
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P3・ P10・ P llか ら土師器片、須恵器片が、 P3か ら砂岩製の打製石斧が出土している。本遺構

の所産期は、出土上器片中に「コ」の字形を呈する土師器甕の口辺部破片が認められることおよ

び重複関係から平安時代以降と考えられる。

31)第31号掘立柱建物址

遺構 (第290図、図版20)

C-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西620cm、 南北660cmを 測る。18基のピットが検出された。数棟が重複 している可能性が強い

が、ここでは、一応、 1棟 として扱う。 2間 ×2間あるいは 3間 ×2間の側柱式の掘立柱建物が

基本となるかもしれない。

柱間は、東西65～ 175cal、 南北60～ 272cllを 測る。南北軸の方位は、N-10° 一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P2～ P4・ P6～ P9・ P12・ P17・ P18か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。

本遺構の所産期は、奈良時代以降と考えられる。

32)第32号掘立柱建物址

遺構 (第291図、図版20)

C-3グ リッドに位置する。第37号掘立柱建物址と重複関係を有 し、第37号掘立柱建物址を切

って構築されている。

2間 ×2間の総柱式の掘立柱建物 と考えられ、東西526cm、 南北368cmを 測 り、平面ブランは、

長方形を呈する。柱間は、東西192～ 237cm、 南北120～ 128cmを 測る。

南北軸の方位は、N-6°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形・不整形であ

る。

遺物

P2・ P3・ P7か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土

土器片から奈良時代以降と考えられる。

33)第 33号掘立柱建物址

遺構 (第292図 )

D・ E-4グ リッドに位置する。第21・ 23・ 25号住居l■ と重複関係を有する。

東西651cm、 南北256cmを 測る。 7基のピットが検出された。数棟が重複 している可能性が強い
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が、ここでは、一応、 1棟として扱う。

南北軸の方位は、N-2°一Wを示す。

ちのものも認められた。

気

柱間は、東西67～ 221cm、 南北72～ 163cmを 測る。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形のほか、

層序説明
埋 土 S T32 暗褐色土層(loYR3/3)φ 01～ 2 5cmのパ ミス、ローム粒子を含む

S T37 黒褐色土層(10YR2/3)ψ 01～ o8cmの パ ミス、ローム粒子を僅かに含む

水糸 レベアレ725.132m

第291図  第32・ 37号掘立柱建物址実測図
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遺物

Pl～ P4・ P6・ P8か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。上師器片には、畿内

系暗文を有する杯の破片も認められた。本遺構の所産期は、出土土器片および重複関係から奈良

時代後半以降と考えられる。

34)第 34号掘立桂建物址

遺構 (第293図 )

D-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西1064cm、 南北675clnを 測る。11基のピットが検出された。数棟が重複 している可能性が強い

が、ここでは、一応、 1棟 として扱う。柱間は、東西102～ 344cm、 南北83～ 572clnを 測る。

南北軸の方位は、N-29° 一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

S B25          ィ
′

層序説明                   I
llF tt Pと 。P2… 暗褐色土層(10YR3/4)φ 01～ 1 2cmの

パ ミス、ローム粒子を含む

Pe…黒褐色土層(10YR2/2)φ 01～ 0 6cmのパミ

ス、ローム粒子を含む

P4…黒褐色土層(10YR3/2)φ 01～ 0 8cmのパミ

ス、ローム粒子を含む

PS・ P6… 黒褐色土層(10YR2/3)φ 01～ 1 5cmの  E一一
パミス、ローム粒子を含む

P7…暗褐色土層 (10YR3/3),01～ 0 3cmのパ ミ

ス、ローム粒子を含む

P8・・暗褐色土層(10YR3/4)φ 02～ 0 6cmのパミ

ス、ローム粒子を含む

水糸レベル726.538m

第292図  第33号掘立柱建物址実測図
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遺物

Pl・ P2・ Pllか ら土師器片、須恵器片が出上 している。本遺構の所産期は、出土土器片から奈

良時代以降と考えられる。

35)第35号掘立桂建物址

遺構 (第 294図 )

D-4グ リッドに位置する。第27号住居址、第36号掘立柱建物址と重複関係を有 し、第27号住

居址、第36号掘立柱建物址を切って構築 されている。

2間 ×2間あるいは 1間 ×2間の掘立柱建物 と考えられるが、明確でない。東西228cm、 南北551

cln、 柱間は、東西154～ 177cm、 南北203～ 256cltを 測る。

南北軸の方位は、N-33° 一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。
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第293図 第34号掘立4■建物l■実測図
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遺物

P2'P3・ P5か ら土師驀片、黒色土器片、須恵器片が出上 している。本遺構の所産期は、出土

土器片および重複関係から奈良時代以降 と考えられる。

36)第 36号掘立柱建物址

遺構 (第 294図 )

D-3。 4グ リッドに位置する。第35号掘立柱建物址と重複関係を有し、第35号掘立柱建物址

に切られている。

層序説明
タト に S T35

P,P? R It色 上 婚 (10YR2/2)
φ01-0 3cmの パ ミス、ローム
粒 rを 世かに令む

P3 晰組色ilW(10YR3/3)φ O I～ 0 5cm
のパミスを構かに含み、ローム粒子
を行む

PI ttktJ色 上肘(10YR3/4)φ 01-0 3cn
のパミスを他かに

'み
、ローム*上

fr

を行む
P` 術t i lI(10YR4/4)φ 02-2 Semの

パミスを多く含み ローム粒!rを 介

S B37

干
Ｒ

⊂
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―
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∞
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‐

『

騨
C~鬱

2

＼

‐一/S B27.
―‐‐

豹 熔齢十ェ
S T36
Pi～ PI 猟鶴色■lW(10YR2/3)パ ミス

を玲ど行ます ローぢ粒子を‖
かに作む

P, 黙tlj色上席(10YR3/2)ψ 01-2 0em
のパミス、のパミス、炭化材を含む

P。 晴糊色上
'W(10YR3/3)ψ

01-0 5cm
のパミスを多く命み、ローム粒子を

'むP‖ 晴村色上lH(10VR3/4)φ 01～ 30m
のパ ミスを多く

'むP! 'I拙 色にV(10YR3/3)φ 01～ 0 5em
のパ ミスを住かに含み、 ローム粒 r
を行む

水糸レベル725832m

第35'36号掘立柱建物址実測図
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東西190cm、 南北275cmを 測る。 7基のピットが検出されたが、 P。・ Pl。 については本l■に伴う

ものか明確でない。柱間は、東西23～ 54clm、 南北67～■2cmを測る。

南北軸の方位は、N-13.5° 一Wである。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P7° P9～ P llか ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土

土器片および重複関係から奈良時代以降と考えられる。

37)第 37号掘立柱建物址

遺構 (第291図 )

C-3グ リッドに位置する。第32号掘立柱建物llLと 重複関係を有し、第32号掘立柱建物址に切

られている。

2基のピットが検出されたにとどまる。南北200om、 柱間は、120clnを 測る。

南北軸の方位は、N-17°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形を呈する。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代以前と考えられる。

38)第 38号掘立柱建物址

遺構 (第295図、図版21)

B-2グ リッドに位置する。第81号住居l■ と重複関係を有し、第81号住居址を切って構築され

ている。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、P8～ P10も 、ここに含めた。

東西381cm、 南北345clllを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。

柱間は、東西103～ 145cm、 南北102～ 244cmを 測る。南北軸の方位は、N-13°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕円形のほか、濤持ちのものが認められた。

遺物

P5° P6か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片

および重複関係から奈良時代以降と考えられる。

39)第 39号掘立柱建物址

遺構 (第296図、図版21)

B-2グ リッドに位置する。第40・ 86号掘立柱建物l■ と重複関係を有 し、第40号掘立柱建物址
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を切 り、第86号掘立柱建物址に切 られている。

2間あるいは 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物で、東西208cln、 南北205cmを 測 り、平面プラン

は、正方形を呈する。柱間は、東西53～ 144cm、 南北120～ 148clnを 測る。

南北軸の方位は、N-9°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形である。

遺物 (第376図、図版85)

P2・ P4か ら上師器片、黒色土器片、須恵器片、黒曜石製の石鏃が出上 している。本遺構の所産

′
、

FQ
◎ PЮ

ぜ

ｌ
σ
　

、

戸
◎

＼／／も　「

ＩＦ

F        「
A_で

》島

C―――

~~8

P2 (∈
⊃

)PI

⑥PttD

ぜ

P。

′

′ P7

e_

第295図 第38号掘立柱建物址実測図

―-284-―

C~睡妙P4



期は、出土土器片および重複関係か

ら奈良時代以降 と考えられる。

40)第 40号掘立柱 建 物址

遺構 (第296図 )

B-2グ リッ ドに位置する。

第39号掘立柱建物址 と重複関係を

有 し、第39号掘立柱建物址に切 られ

ている。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物

で、東西110cm、 南北173cmを 測 り、

平面プランは、梯形を呈する。

柱 間 は、東 西50～ 58cm、 南 北

84～ 119cmを 浪ける。

南北軸の方位は、N-42.5° 一Wを

示す。

ピッ ト掘形の平面プ ランは、円

形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。

本遺構の所産期は、重複関係から

奈良時代以前 と考えられる。

41)第 41号掘立柱 建 物址

遺構 (第297図 )

B-2グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。

3基のピットが検出されたにとど
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第296図  第39・ 40号掘立柱建物址実測図

N-2°一Eを示す。まる。東西365cm、 柱間は、137～ 161cmを 測る。南北軸の方位は、

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土 している。本遺構の所産期は、出土土器片から平安時
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代以降と考えられる。

42)第42号掘立桂建物址

遺構 (第 297図 )

B-2グ リッドに位置する。第88号住居址と重複関係を有し、第88号住居址を切って構築 され

ている。東西430cm、 柱間は、93～ 132cltを 測る。南北軸の方位は、N-35°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から平安時代以降と考えられる。

43)第43号掘立柱建物址

遺構 (第 297図 )

Ｑ

暉

一
Ｂ

A十~

層序説明

埋 土 暗褐色土層(10YR3/3)φ01～ 1,Ocmのパ ミス、

ローム粒子を含む

水 糸 レベ ル724.878m9    1   ?m

ST41

A――一

A―――

⊂ QB
洋１
０

つ
Ｌ

＞
―
―
―

⑤島
ST44

蝕

層序説明

埋 土 暗褐色土層
(7 5YR3/4)

φ01～ 3.Ocmの

Ｑ
銑

層序説明
土 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ 01～ 2.Ocmのパミス、ローム

粒子を含む

水 糸 レベ ル 724.678m9    .    ?m

ST42

●∝

パ ミス、 ローム粒子 を

含む

水糸レベル724778m'        ?m

第297図  第41～ 44号掘立柱建物址実測図
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B-2グ リッドに位置する。第87号住居JLと 重複関係を有し、第87号住居址を切って構築され

ている。東西237cln、 柱間は、188cmを 測る。

南北軸の方位は、N-4°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。     ,

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代以降と考えられる。

44)第 44号掘立柱建物址

遺構 (第297図 )

C-2グ リッドに位置する。第90号住居址と重複関係を有し、第90号住居址を切って構築され

ている。東西126cm、 柱間は、66cmを測る。

南北軸の方位は、N-6°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

Plか ら黒色土器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複関係

から奈良時代以降と考えられる。
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第298図  第45号掘立柱建物址実測図
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45)第45号掘立柱建物址

遺構 (第 298図、図版21)

C-2グ リッドに位置する。第90号住居址と重複関係を有 し、第90号住居址を切って構築され

ている。 3間 ×2間の総柱式の掘立柱建物と考えられるが、 8基のピットが検出されたにとどま

る。東西381cm、 南】ヒ267cm、 柱間は、東西97～ 114cm、 南】ヒ75～ 129cmを 浪1る 。

′

靴

南北軸の方位は、N-5.5°一Wを

示す。 ピット掘形の平面プランは、

円形・楕円形である。

遺物

Plか ら須恵器片が出上 している。

本遺構の所産期は、出土土器片お

よび重複関係から平安時代以降と考

えられる。

46)第 46号掘立柱 建物 址

遺構 (第 299図 )

C-3グ リッ ドに位置する。

第85号住居址 と重複関係 を有 し、

第85号住居址を切って構築 されてい

る。

2間 Xl間の側柱式の掘立柱建物

と考えられるが、 4基のピットが検

出されたにとどまる。

東西315cm、 南北173cm、 柱間は、

東西122～ 136cm、 南北173伽 を測る。

南北軸の方位 は、N-7°一Eを 示

す。 ピット掘形の平面プランは、円

形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の

所産期は、重複関係から古墳時代後

期中葉以降 と考えられる。

層序説明
土 禍色上層 (7 5YR4/3)

φ01～ 2 0cmの パ ミス、
ローム粒子を含む

水糸 レベル724678m9    ,   ?n

水糸レベル729.501m

Γ
A―__

鶴

ご

A_

層序説明
埋 土 褐色土層(10

器を深f
ス、 ローム粒
子 を含む

ST47

層序 説明
埋 土 暗褐 色土 層

(loYR3/3)
φ01～ 0 5cm
のパミス、ロ
ーム粒子を含
む

水糸レベル724.778m

ql_B
A一 〇P3建 2

A一

第299図 第46～ 48号掘立柱建物址実測図

′
／
′
け
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47)第 47号掘立桂建物址

遺構 (第299図 )

B-2グ リッドに位置する。第87・ 90号住居址と重複関係を有し、第87・ 90号住居址に切られ

ている。

南北180cm、 柱間は、133cmを 測る。南北軸の方位は、N-12°一Wを示す。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、古墳時代後期中業以前と考えられる。

48)第 48号掘立柱建物址

遺構 (第299図 )

H-4グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

凍西310cln、 柱間は、■5～ 134cmを測る。南北軸の方位は、N-4°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、他遺構 との関連から、一応、奈良時代以降と考え

ておきたい。

49)第 49号掘立柱建物址

遺構 (第300図 )

H-4グ リッドに位置する。第 6号濤址と重複関係を有し、第 6号濤l■に切られている。

東西320cln、 柱間は、128～ 146clnを測る。南北軸の方位は、N-9°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺溝の所産期は、重複関係から平安時代以前と考えられる。

50)第 50号掘立柱建物址

遺構 (第300図 )

H-5グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西338om、 南北100cm、 柱間は、東西73～ 179cm、 南北54cmを測る。

南北軸の方位は、N-45°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。
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◎Ь ◎乳
罐)P4

＼

/

ヽ

/

/
埋 土 褐色土層(7 5YR4/3)ψ 01～ 3 0cm

のパミス、ローム粒子を含む

第300図 第49・ 50号掘立柱建物址実測図

52)第 52号掘立柱建物址

遺構 (第 301図 )

H-4グ リッドに位置する。第57号掘立柱建物lLと 重複関係を有する。

東西170cm、 柱間は、121cmを測る。南北軸の方位は、N-40°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構

の所産期についても明確でない。

51)第 51号掘立柱 建 物址

遺構 (第 301図、図版21)

H-5グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建

物 と考えられるが、P5° P6も ここ

に含めた。

東西254cm、 南北221cmを 測 り、

平面プランは、梯形を呈する。

柱間は、東西165～ 191clll、 南北

149～ 159cmを 預Jる 。    ′

南北軸の方位は、N-11.5° 一E

を示す。 ピット掘形の平面プラン

は、円形・楕円形である。

遺物

Plか ら土師器甕の破片が出土

している。本遺構の所産期は、出

土土器片から奈良時代以降と考え

られる。

埋 土 暗褐色上層 (7 5YR3/4)φ 01～ 3 0cmのパ ミ文、 ローム粒 子を含む

水糸レベル729.501m9    ,   ?m

Q

ガ

ダ

①乳

＼

水糸 レベル729.105m
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53)第53号掘立柱建物址

遺構 (第301図 )

G-6グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

南北223cm、 柱間は、166clnを 測る。南北軸の方位は、N-26° 一Eを示す。

ビット掘形の平面プランは、円形である。

打

}

el―B

C―

層序説明
埋 土 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ 01～

3.Ocmのパミス、ローム粒子を含

む

―
D

水糸 レベル729.105m

ｑ

ご

／

フ
旬

／′′Φ「 ガ

I ST53
|

|

ガ
ql

水糸レベル729,001m 銀
／Ч

層序説明
埋 上 暗褐色土層(10

YR3/4)φ 03～
0_8cmのパ ミス、
ローム粒子を含

む

水糸 レムミル728.509m

第301図 第51～ 53号掘立柱建物址実測図
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遺物

Plか ら土師器杯の破片、黒色土器杯の破片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片か

ら平安時代以降と考えられる。

54)第54号掘立桂建物址

第302図 第54号掘立柱建物址実測図

出土土器片および重複関係から平安時代以降と考えられる。

遺構 (第302図、図版21)

G-6グ リアヽドに位置する。

第95。 99号住居址と重複関係

を有し、第95。 99号住居l■ を切

って構築されている。

1問 ×1間の側柱式の掘立柱

建物で、東西246cln、 南北250cal

を測 り、平面プランは、正方形

を呈する。

柱間は、東西167～ 176clt、 南

司ヒ166～ 175cmを 波1る 。

南北軸の方位は、N-4.5°一

Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、

円形・楕円形である。

遺物

P2・ P4か ら土師器片が出上

している。本遺構の所産期は、

55)第 55号掘立柱建物址

遺構 (第303図、図版21)

H-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

■間×1間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、 Ps・ P6も ここに含めた。

東西251cm、 南北255cmを 測 り、平面プランは、正方形を呈する。柱間は、東西182～ 203ctl、 南

北20～2■cmを 測る。南北軸の方位は、N-7°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。

水糸レベル728.409m

平       平

A鰯
|

el―B

臣
―
―
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Q一D
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Φ

Ｑ
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一
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c十
~~

層序説明
lL 土 黒褐色土増 (10YR2/

3),01～ 0 8cmの ′ヾ

ミス、ローム粒子を含

む
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遺物

Pl・ P4か ら土師器片が出上 している。本遺構の所産期は、出土土器片から奈良時代以降と考え

られる。

56)第56号掘立桂建物址

遺構 (第303図 )

H-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西252cm、 柱間は、44～ 47cmを 測る。南北軸の方位は、N-38° 一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

う

　

ＨAtt               B

水糸レベル729.201m

遺物

出土遺物は皆無であ

り、本遺構の所産期に

ついても明確でない。

F(
A一 ◎動

◎島
銑

層序説明        C~
埋 土 極暗褐色土層(7 5YR2/3)

φ01～ 2 0clnのパミス、ロ

ーム粒子を含む

層序説明

埋 土 暗褐色土層 (7 5YR2/3)

φ01～ 2 0cmの パミス、 ロ
ーム粒子 を含む

水糸レベル729.001m

第303図 第55。 56号掘立柱建物址実測図
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57)第57号掘立柱建物址

遺構 (第 304図、図版21)

H-4グ リッドに位置する。第105号住居址、第52号掘立柱建物址、第 6号濤址と重複関係を有

し、第105号住居址、第 6号濤址を切っている。

1間 ×1間あるいは 2間の側柱式の掘立柱建物で、東西203cm、 南北255cmを 測 り、平面プラン

は、長方形を呈する。柱間は、東西144～ 150cm、 南北73～ 198cmを 測る。

南北軸の方位は、N-20° 一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

路7聖
FQ
Ц

~‐‐‐~~~~~__

◎それ

⑨ 恥

ゝ
卜
//

い

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の

所産期は、重複関係から平安時代以

降 と考えられる。

58)第58号掘立柱建物址

遺構 (第 304図 )

H-4パ リッドに位置する。

第 6号濤址 と重複関係を有 し、第

6号濤 l■に切 られている。

東西290cm、 本主間は、224cmを 測る。

南北軸の方位 は、N-12°一Eを 示

す。 ピット掘形の平面プランは、楕

円形である。

遺物

P2か ら土師器片が出上 している。

本遺構の所産期は、古墳時代後期

～平安時代に比定される。

59)第59号掘立柱 建 物址

遺構 (第 305図 )

H-4グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。

南北213cm、 柱間は、155cmを 測る。

南北軸の方位は、N-10°一Eを示

ト
ノ//

〆

ゝ
//つ

層序説明

埋 土 暗褐色土層(7 5YR3/3)

φ01～ 3 0cmの パミス、ロ

ーム粒子を含む

水糸 レベル729.201m

C/

A._qt_
A_

層序説明
土 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ 01-2 0cmのパミス、ローム粒子を含む

水糸レベル729_501m 9         ?m

第304図  第 57・ 58号掘立柱建物址実測図

弐
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す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

60)第60号掘立柱建物址

遺構 (第305図、図版21)

H-4グ リッドに位置する。第61号掘立柱建物址と重複関係を有 し、第61号掘立柱建物址を切

って構築されている。

1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、東西287cm、 南北222cmを 測 り、平面プランは長方形を呈

する。柱間は、東西217～ 218cm、 南北141～ 158cmを測る。南北軸の方位は、N-50° 一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

P4か ら土師器片、黒色上器片、須恵器片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片から

奈良時代以降と考えられる。

層序説明

Ｔ５９
Ｑ
ｒ
ｅ

層序説明

埋 上 暗褐色土層 (7 5YR3/3)

φ01～ 2 0anの パミス、ロ

ーム粒子を含む

水糸 レベ ル729.201m
?                        ?n

′
―
イ
マ

ｑ

イ

マ

埋土
鼻θ赫盈〔liC一
clnの パミス、ローム

粒子を含む

第305図 第59,60号掘立柱建物址実測図
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61)第61号掘 立柱 建 物 址

遺構 (第306図、図版22)

H-4グ リッ ドに位置する。第60。 62号掘立柱建物址 と重複関係 を有 し、第62号掘立柱建物址

を切 り、第60号掘立柱建物tlLに 切 られている。

2間 × 1間 の側柱式の掘立柱建物で、東西298cm、 南北295cmを 測 り、平面プランは、正方形を

呈する。柱間は、東西82～■5cm、 南北209～ 222cmを 測 る。南北軸の方位は、N-13°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代以前 と考えられる。

ＩＨ

層序説明

盤 土 黒色土屑 (10YR2/1)

φ01～ 0 7cmの パミス、ロ

ーム粒子を含む

~D

水糸 レベル729.301m

第306図 第61号掘立柱建物址実測図

62)第 62号掘立桂建物址

遺構 (第307図 )

H-3・ 4グ リッドに位置する。第61・ 64号掘立柱建物l■ と重複関係を有し、第61号掘立柱建

物址を切って構築されている。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、 4基のピットが検出されたにとどまる。

東西214cm、 南北345cm、 柱間は、東西158cm、 南北123～ 136cmを 測る。
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南北軸の方位は、N-19°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P2か ら武蔵型の土師器甕の破片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複関

係から奈良時代以降と考えられる。

63)第63号掘立柱建物址

遺構 (第 307図 )

H-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

南北237cm、 柱間は、176cmを 測る。南北軸の方位は、N-36.5° 一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であ り、

ST62

構の所産期についても

Q弐

重」
　
　
　
ｏ
ヽ
、
、

本 でない。

⑨
Ｐ‐
ヽ

層序説明

土 黒褐色土層 (10YR3/2)φ O.1～ 0 5cmの パミス、
ローム粒子を含む

水糸 レベル729301m

ヽ

③島

層序説明

埋 土 黒褐色土層(7 5YR2/2)

φO,1～ 1.OCnの パミス、
ローム粒子を含む

卜/⑩ P2

⑨P4

③PfB

水糸レベル729.301m

9                       ?冊

第307図 第62・ 63号掘立柱建物址実測図
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層序説明
土 黒褐色Ji層 (10YR2/2)φ 03～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

水糸レベル729301m9         ?m

第308図 第64号掘立柱建物址実測図

65)第 65号掘立柱建物址

呵

層序説明              ド
埋 土 暗褐色土層(7 5YR3/3),01-3 0cmの

パ ミス、 ローム粒子 を含む

水糸レベル729201m

第309図 第65号掘立柱建物址実測図

1 愚Fピ
ー〒Q

64)第 64号掘立柱建物址

遺構 (第 308図、図版22)

H-3グ リッドに位置する。

第62号掘立柱建物址と重複関係を有す

るが、先後関係については不明である。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物で、

東西193cm、 南北198cmを 測 り、平面プラ

ンは、正方形を呈する。

柱間は、東西122～ 126cm、 南北126～ 134

cmを 測る。

南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産

期についても明確でない。

ガ

遺構 (第309図 )

H-3グ リッドに

位置する。

第108号 住居 l■Lと

重複関係を有 し、第

108号住居址に切 ら

れている。

1間 × 1間の側柱

式の掘立柱建物 と考

えられるが、P5も 含

めた。

東 西218cm、 南 北

397cmを 測 り、平面プ

ランは、長方形を呈

する。

―
―
―
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柱間は、東西147cm、 南北324cmを 測る。南北軸の方位は、N-40° 一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

PI° P2か ら須恵器甕の破片、土師器甕の破片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片

および重複関係から古墳時代後期～平安時代に比定される。

66)第66号掘立柱建物址

遺構 (第 310図、図版22)

H-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、東西363cm、 南北304cmを 測 り、平面プランは、長方形を

呈する。柱間は、東西120～ 298.5cm、 南北86～ 235伽 を測る。南北軸の方位は、N-8°一Eを示

す。ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

―――B

⊂ ―
F

層序説明              C~~
埋 土 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 05～ 30

cmのパミス、ローム粒子を含む
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水糸レベル729201m

第310図 第66号掘立柱建物址実測図
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遺物 (第 367図、図版77)

P4か ら土師器長胴甕の破片、 P7か ら須恵器杯・甕の破片、鉄製品が出土 している。鉄製品は、

性甲小札である。本遺構の所産期は、出土土器片から奈良時代以降と考えられる。

67)第67号掘立桂 建物址

遺構 (第 311図 )

H-3グリットに位置する。他遺構との重複関係はない。

南北240cln、 柱間は、174clnを 測る。南北軸の方位は、N-25°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形である。

遺物

出土遺物は皆無であ り、本遺構の所産期についても明確でない。

68)第68号掘立柱 建物址

遺構 (第311図 )

H-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、 4基のピットが検出されたにとどまる。

東西151cll、 南北244cm、 柱間は、東西100cm、 南北85～ 92cmを測る。南北軸の方位は、N-5°一

Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。
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埋 土 暗褐色土層(7_5

YR3/4)φ 01～ 2.0

cmのパミス、ローム

粒子 を含む

水糸レベル729301m
層序説明

埋 上 にぶい責褐色土層(10

YR4/3)φ 05cm前 後のパ

ミスを含み、ローム粒子

を多く含む

水糸 レベ ル729101m
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第311図 第67・ 68号掘立柱建物址実測図
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遺物

P2か ら土師器甕、須恵器蓋の破片が出上 している。

代以降 と考えられる。

69)第69号掘立桂建物址

遺構 (第 312図 )

ST69

氏

⑨
Ｐ

″
、
、
、

水糸 レベル729.101m
層序説明     ?         ?m

埋 土 褐色土層 (7 5YR4/4)φ o.3～ 1.Ocmの パミス、
ローム粒子 を含む

本遺構の所産期は、出土土器片から奈良時
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第312図 第69～ 71号掘立柱建物址実測図
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H-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

南北191cal、 柱間は、127cmを 測る。南北軸の方位は、N-11.5° 一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

PI・ P2か ら土師器甕、須恵器杯の破片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から平

安時代以降と考えられる。

70)第70号掘立柱建物址

遺構 (第 312図、図版22)

H-2グ リッドに位置する。第■5号住居l■、第71号掘立柱建物址 と重複関係を有 し、第115号

住居址を切 り、第71号掘立柱建物址に切 られている。

2間 ×1間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、 5基のピットが検出されたにとどまる。

東西274cm、 南北257cIII、 柱間は、東西114～ 124om、 南北189～ 196clnを 測る。

南北軸の方位は、N-9°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

Psか ら黒色土器杯の破片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複関係から

奈良時代後半以降と考えられる。

71)第 71号掘立柱建物址

遺構 (第312図 )

H-2グ リッドに位置する。第70号掘立柱建物址 と重複関係を有 し、第70号掘立柱建物址を切

って構築されている。

1間 Xl間の側柱式の掘立柱建物 と考 えられるが、 3基のピットが検出されたに とどまる。

東西152cm、 南北150cm、 柱間は、東西 93clll、 南北91cmを 測る。南北軸の方位は、N-11° 一Wを

示す。ピット掘形の平面ブランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代後半以降 と考 えられる。

72)第 72号掘立柱建物址

遺構 (第313図、図版22)

H-2グ リッドに位置する。第70・ 73・ 76号掘立柱建物llL、 第 7号土坑と重複関係を有 し、第
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73号掘立柱建物址を切って構築されている。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、 7基のピットが検出されたにとどまる。

東西476cm、 南北364cmを 測 り、平面プランは、梯形を呈する。柱間は、東西149～ 209cm、 南北

122～ 297cmを 測る。南北軸の方位は、N-20° 一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。

遺物

Pl・ P2・ P5° P6か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 している。本遺構の所産期は、

出土土器片から奈良時代後半以降 と考えられる。
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層序説明
埋 土 暗褐色土層(10YR3/3)φ 05～ 1 0cm

のパミス、ローム粒子を含む

C――

水糸レベル729,201m

第313図  第72号掘立柱建物址実測図

73)第 73号掘立柱建物址

遺構 (第 314図、図版22)

H-2グ リッドに位置する。第72号掘立柱建物llLと 重複関係を有し、第72号掘立柱建物llLに 切

られている。

1間 ×3間の側柱式の掘立柱建物 と考えられ、東西359cm、 南北389cmを 測 り、平面プランは、

長方形を呈する。柱間は、東西236～ 258cm、 南北66～ 131cmを測る。
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―
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南北軸 の 方 位 は、N―

9° 一Eを示す。

ピット掘形の平面プラン

は、円形・楕円形である。

遺物

Pl・ P3・ P6・ P9か ら土

師器片、須恵器片が出上し

ている。本遺構の所産期は、

出土土器片中に底部ヘラキ

リ後手持ちヘ ラケズリがな

される須恵器杯 の破片が認

められることお よび重複関

係から奈良時代前半に比定

される。

馨 q

G___ （∪当
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ー

C―
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D

E―

G_1      蒐層序 説明

土 黒褐色土層 (10YR2/

3)ψ 03～ 1 0cmのパ ミ

ス、ローム粒子を含む
―――H

水糸レベル729101m

第314図 第73号掘立柱建物址実測図

74)第 74号掘立柱 建物址

遺構 (第 315図 )

H-2グ リッドに位置する。第76号掘立柱建物址 と重複関係を有する。

南北225cm、 柱間は、170c/mを 測る。南北軸の方位は、 N-12.5° 一Wを 示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。
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75)第 75号掘立桂建物址

遺構 (第315図 )

H-4グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。東西120cm、 柱間は、74cmを測る。

南北軸の方位は、N-34°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、

ST74

本遺構の所産期についても明確でない。
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水糸レベル729.301m
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76)第 76号掘立桂建物址

遺構 (第 315図、図版22)

H-2グ リッドに位置する。第72・ 74号掘立柱建物址と重複関係を有する。

1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、東西198cm、 南北205cmを 測 り、平面プランは、正方形を

呈する。柱間は、東西■4～ 130cm、 南北142～ 145cmを 測る。南北軸の方位は、N-13°一Wを示

す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

Pl・ P2か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片

から奈良時代以降と考えられる。

77)第 77号掘立柱建物址

遺構 (第316図 )

H-2グ リッドに位置する。第78号掘立柱建物址、第 5号上坑と重複関係を有する。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、 5基のピットが検出されたにとどまる。

東西334cul、 南北246cm、 柱間は、東西116～ 127cm、 南北76～ 97cmを 測る。

南北軸の方位は、N-5°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

78)第 78号掘立柱建物址

遺構 (第 316図 )

H-2グ リッドに位置する。第77・ 83号掘立柱建物l■ と重複関係を有する。

南北379cm、 柱間は、東西129～ 188cmを測る。南北軸の方位は、N-29°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

79)第 79号掘立柱建物址

遺構 (第316図 )

H-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西242cm、 柱間は、70～ 86clnを 測

る。南北軸の方位は、N-5°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。
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遺物

Pl～ P3か ら土師器片、黒色土器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から平安時

代以降と考えられる。

80)第 80号掘立柱建物址

遺構 (第 317図、図版22)

H-2グ リッドに位置する。第83号掘立柱建物址、第 6号土坑と重複関係を有し、第 6号土坑

に切 られる。

1間 あるいは 2間 × 1間の側柱式の掘立柱建物で、東西305cm、 南北223clnを 測 り、平面プラン

ST77
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第316図 第77～ 79号掘立柱建物4L実測図
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は、梯形を呈する。柱間は、東西87～ 232cm、 南北124～ 157cmを 測る。

南北軸の方位は、N-5°一Eを示す。 ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。
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81)第 81号掘立柱建物址

遺構 (第317図 )

H-2グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

南北305ctl、 柱間は、97～ 120cmを測る。南北軸の方位は、N-2°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

武蔵型の上師器甕の破片が出上しており、本遺構の所産期は、奈良時代以降と考えられる。

82)第 82号掘立柱建物址

遺構 (第317図 )

H-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、 3基のピットが検出されたにとどまる。

東西176cm、 南北218cln、 柱間は、東西122cIII、 南北158craを 測る。南北軸の方位は、N-35.5° 一

Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。            ′

遺物

Plか ら土師器甕、須恵器甕の破片が出上しているが、時期について特定できず、本遺構の所産

期についても明確でない。

83)第 83号掘立柱建物址

遺構 (第 318図、図版23)

H-2グ リッドに位置する。第70・ 80号掘立柱建物址と重複関係を有する。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、 6基のピットが検出されたにとどまる。

東西295cm、 南北354cmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。柱間は、東西97～ 221cm、 南北

94～ 295cmを 測る。南北軸の方位は、N-6°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円

形である。

遺物 (第373図、図版82)

Plか ら粘板岩製の祗石 (第 373図 6)、 P4か ら須恵器甕の破片、P2か ら武蔵型の上師器甕の破片

が出上している。本遺構の所産期は、奈良時代以降と考えられる。

84)第 84号掘立柱建物址

遺構 (第 319図 )
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第318図 第83号掘立柱建物址実測図

第115号住居址と重複関係を有し、第115号住居l■ を切って構築されている。

1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、 3基のピットが検出されたにとどまる。

|

q
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91B

H-2グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。

南北275cm、 柱間は、74～ 127

craを 測る。

南北軸の方位は、N-8°一

Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、

円形・楕円形である。

遺物

Plか ら須恵器甕の破片が

出土しているが、時期を特定

できず、本遺構の所産期につ

いても明確でない。

85)第 85号掘立桂建 物址

遺構 (第319図 )

H-2グ リッドに位置する。
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東西224clt、 南北220cm、 柱間は、東西170cm、 東西160cmを測る。南北軸の方位は、

Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

N-13.5° 一

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から、古墳時代後期後葉以降 と考えられ

る。

86)第 86号掘立桂 建 物址

遺構 (第320図、図版23)

B-2グ リッドに位置する。

第39号掘立柱建物址 と重複関係を有

し、第39号掘立柱建物址を切っている。

1間 × 2間の側柱式の掘立柱建物 と

考えられ、東西21lc14、 南北31lcmを 測

り、平面プランは、長方形を呈する。

柱間は、東西43～ 132cm、 南北91～ 141

cltを 測る。南北軸の方位は、N-15°一

Eを示す。ピット掘形の平面プランは、

円形・楕円形である。

遺物

Psか ら土師器甕、須恵器短頸壺の破

片が出上 している。本遺構の所産期は

重複関係 。出土土器から奈良時代以降

と考えら才とる。

|

建1

留

―
イ

ー

雲

―
イ
ー

層序説明
土 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ 01～ 2.Ocm

のパミス、ローム粒子を含む

第320図 第86号掘立柱建物址実測図

131濤 址

|)第 1号溝址

遺構 (第321図、図版23)

A-1・ 2グ リッドに位置する。第 8号住居址と重複関係を有し、第 8号住居址を切っている。

北から南にほぼ直線的に延びる遺構で、調査 し得た部分は、約 9mの範囲である。

遺構覆土は、黒褐色 (10YR2/2)上 層、 1層で、水の流れた痕跡は認められなかった。

濤の掘形は、逆梯形状で、濤中は34～ 60cm、 深さ8～ 24cltを 測る。
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水糸 レベル724.399m

層序説明        ヒ
第1層 黒褐色土層(10YR2/2)φ 05-忌伊鳥注層馨踏〃めφ

“
5～恥mの小礫を含

第321図 第 1号濤址実測図

遺物

土師器片が出上しているが、総計 7点 と僅

少である。

本遺構の所産期は、重複関係から平安時代

以降と考えられる。

2)第 2号溝址

遺構 (第322図、図版23)

E-4・ 5グ リッドに位置する。

第18。 20。 22・ 24・ 39・ 44号住居址 と重複

関係を有 し、これらの住居址を切って構築 さ

れている。

北東から南西にほぼ直線的に延びる遺構で、

調査区域内において調査 された部分は、

約 20。 9mの範囲である。   ・

濤の掘形は、逆梯形状で、一部デラ

ス状 となる個所 も認められた。

濤中は140～ 180cm、 深さ38～ 55cmを

測る。

底面には砂の堆積はな く、水の流れ

た痕跡は認められなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出

上しているが、図示 し得るものはない。

本遺構の所産期は、重複関係 。出土

土器から平安時代以降と考えられる。

3)第 3号溝址

遺構 (第323図、図版23)

E-4・ 5グ リッドに位置する。

第29。 31～ 33号住居址と重複関係を

有し、第29・ 31～ 33号住居上を切って

構築されている。

ll●
④

――B

D

C―

―――H

水糸レベル727.032m

―――B

―――D

第322図 第 2号濤址実測図
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北から南にほぼ直線的に延びる遺構で、

調査区域内において調査 された部分は、約

22.7mの範囲である。

遺構覆土は、 3層に区分 されるが、大半

を暗褐色 (7.5YR3/4)上 が占める。

濤の掘形は、逆梯形状 を呈する。

濤巾は42～ 65cm、 深さ 9～ 14cmを 測る。

底面には砂の推積はな く、水の流れた痕

跡は認められなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土

しているが、図示 し得 るものはない。

本遺構の所産期は、重複関係・出土土器

から平安時代以降 と考えられる。

4)第 4号溝址

遺構 (第324図、図版23)

C-2グ リッドに位置する。

第86号住居址と重複関係を有し、第86号

仁居址を切って構築されている。 第323図 第 3号濤址実測図

「L」 字形を呈し、調査区域内において調査された部分は、東西4.54m、 南北6.29mの 範囲であ

る。遺構覆土は、 7層 に区分され、上部では砂利層が認められた。

濤の掘形は、逆梯形状を呈する。濤中は60～ 100cm、 深さ25～ 32culを 測る。

遺物

弥生時代後期～古墳時代初頭と考えられる甕の破片が 1点出土している。

本遺構の所産期は、重複関係から平安時代以降と考えられる。

5)第 5号溝址

遺構 (第 324図、図版23)

H-5グ リッドに位置する。第 4号土坑と重複関係を有し、第 4号土坑を切っている。

東西にほぼ直線的に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約9。 4mの範囲であ

る。遺構覆土は、 4層 に区分されるが、大半を極暗褐色 (7.5YR2/3)上が占める。

―――B

●―一F

層序説明
第1層 暗褐色土層 (7.5YR3/4)φ O_2～ 1_0

cmの パ ミスを使かに含む。粘性はな
い。締っていない

第2層 黄褐色土層 (10YR5/6)ロ ーム粒子
を含む

第3層  オリーブ褐色土層 (2.5Y4/3)φ O.3

～0.5cmの パミスを含む

水糸レベル728.738m

C焔
―

D

A―

ll●
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濤の掘形は、概ね逆梯形状である。濤中は150～ 170cm、 深さ61～ 68cmを測る。

底面には砂の堆積はなく、水の流れた痕跡は認められなかった。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代後葉以降と考えられる。

6)第 6号溝址

遺構 (第325図、図版23)

H-4グ リッドに位置する。第49・ 57・ 58号掘立柱建物址 と重複関係を有 し、第49・ 58号掘立

第
第

第
第

第
第

第

一

む含を的社

む
　
む
。
ロ

第 藍 靱 禍色土層 い YR〃働 φ

“

卜 ■晰 のパ ミスを使かに

含む

壽拿層掻握皇著昆盈託鞍チオ0生子魂£馳ぞびミ蝿二子
を含む

E―――

水糸 レベル729.105m

第324図  第 4・ 5号濤址実測図
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柱建物址を切 り、第57号掘立柱建物址に切 られている。

東西にほぼ直線的に延びる遺構で、調査区域内において調査 された部分は、約7.78mの 範囲で

ある。遺構覆土は、 6層に区分 される。

濤の掘形は、逆梯形状・U字形を呈する。濤中は138～ 174cm、 深さは57～ 70cmを 測る。

底面には砂の堆積はなく、水の流れた痕跡は認められなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片が出上 しているが、図示 し得 るものはない。

本遺構の所産期は、重複関係 。出土土器から平安時代以降 と考えられる。

A―
―

B

層序説明            9         'm第1層
 尋警穆】iだ蓼ぽ

YR3/2)φ 03～ 1 5cmのパミス、ローム粒
第 2屑

 誓写き
層 17 5YR4/31φ 01～ 1 0Cmのパ ミス、 ローム粒子

第 3層
 琴暮

褐色土層 (7 5YR2/3)ψ 01～ 0 8cmの パ ミスを値かに

第 4層
 誓与悲

層 (7 5YR4/4)φ 01～ 2 0cnの パ ミス、 ローム粒子

躯5屑
撃蝦桂ォ層乳

5YRγ 9 φ∝1～■∝mのパミス、ローム粒
第 6層

 塚与悲
層 0 5YR4/O φ01～ 0 5cmの パ ミス、 ローム粒 子

◆

Ｔ

‐
∞
　

４

Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｔ

Ｉ
〕

Ｓ

水糸レベル729.501m

第325図 第 6号濤址実測図

笠)土  坑

|)第 1号土坑

遺構 (第326図、図版24)

E・ F-5グ リッドに位置する。第63号住居Jhと 重複関係を有し、第63号住居址に切られている。

東西145cm、 南北187cmを測り、平面プランは、不整形を呈する。長軸方位は、N-24° 一Eを示

す。遺構覆土は、 4層に区分され、確認面からの深さは、71cmを測る。

遺物 (第 359図、図版70)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。このうち、図示したものに須恵器円面硯が

ある。円面硯は、復原実測したもので第23号住居l■出上のものに胎土・文様 とも相似する。本住

居址の所産期は、重複関係・出土土器から平安時代に比定される。

ST57(‐
｀
)
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水糸レベル727.438m

第326図 第 1号土坑実測図

水糸レベル725.732m

第327図 第 2号土坑実測図

遺物 (第361・ 367図、図版72・ 77)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品のほか、

2)第 2号土坑

遺構 (第 327図 )

D-3グ リッドに位置する。他遺構 との重

複関係はない。

東西243cm、 南北215cmを 測 り、平面プラン

は、不整な楕円形を呈する。

長軸方位は、N-51°一Wを示す。

確認面からの壁高は、124cmを 測る。

遺物 (第359～ 361図、図版70～ 72)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 し

ている。このうち、図示したものに土師器甑、

黒色土器杯、須恵器蓋・杯・椀 。小瓶・甕が

ある。上師器甑は、長胴の甕の胴下半部を転

用 したものである。

また、墨書上器 (第360図 1)が 1点あり、

「子」と判読 した。

本遺構の所産期は、出土土器から奈

良時代後葉に比定される。

3)第 3号土坑

遺構 (第328図 )

D-3グ リッドに位置する。

第37号住居址と重複関係を有 し、第

37号住居l■ を切って構築されている。

東西203cm、 南北182cllaを 測 り、平面

プランは、不整な楕円形を呈する。

遺構覆土は、 5層に区分され、自然

堆積 と考えられる。

長軸方位は、N-57°一Eを示す。

確認面からの深さは、141cmを 測る。

ω 千Q

―
―

―

〕

⑫

―-316-―

自然遺物としてタニシが第 2～ 4層から出



土 している。このうち、図示 したものに

黒色土器杯、須恵器杯・椀・甕、石製品

がある。石製品 (第367図63)は、滑石製

の自玉である。なお、タニシについては

後述する。

本遺構の所産期は、重複関係・出土土

器から奈良時代後葉に比定 される。

層序説明
第 1層 暗褐色土層 (10YR3/8)φ 05～ 2 0cmの パ ミス を

含む

第 2層 黒褐 色土 層 (10YR2/3)第 1層 に比 しパ ミスの

良は少 ない。 タニ シ混入

第 3庸 黒褐色土層 (10YR2/2)灰 層。 タニ ンを少 し含む

第 4層 黒褐色土層 (10YR3/2)φ 05cmの パ ミスを含む。

タニ シ混入

第 5層  黒褐 色 土層 (7 5YR3/2)φ 05～ 1 0cmの パ ミス

を含み、 ロームブ ロックを僅かに含む

4)第 4号土坑

遺構 (第 329図、図版24)

H-5グ リッドに位置する。

第 5号濤址と重複関係を有 し、

濤址に切られている。

第 5号

水糸 レベル725.432m

⑭

第 3号土坑実測図

0     「

A―

東西は調査し得た範囲で

204cm、 南北275cmを 測 り、

平面プランは、楕円形を呈

す る。長軸方位 は、N―

13° 一Eを 示す。遺構覆土

は、6層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面か

らの深さは、142cmを 測る。

＼
層序説明

~~~///     υ

第1層 晴偶色キ膳(10YR3/4)ψ 01～ 1 0cmのパ
ミスを俺かに含む

〔ぐ身考橿珂こ琴駁/絶程監す05側の第2層 輿ぐ身考橿珂こ琴愚:牝程監Iミスを植かに含
色土層 (7 5YR
スを使かに含む

パミスをにかに含む。和性あり
第3用 褐色+留 (75y旱4/4)φ 01～ 1 0cnのパ

ミスを使かに含む
第4脳 禍色Ji層 (7 5yR4/3)ψ 01～ 0 5cmのパ

ミスを恒 かに含む第5層
 晶方ナミ賛を巷原濯妥患4/3)φ 01～ 10

第6層 集智身考橿嘉ゴメ群/り φは1～∝5cmの
水糸 レベル728805m

遺 物 (第 361・ 362・ 369図、図版72・ 73'79)
第329図  第 4号土坑実測図

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品、人骨が 出土 している。この うち、図示 したものに

黒色土器杯、須恵器椀 。長頸壷、石製品がある。黒色土器杯 (第 361図 1)は、漆入れの容器 とし

て使用されていたと考えられ、内面にふた紙が認められた。このふた紙は添紙文書であることが

判明した。なお、詳細については後述する。石製品 (第 369図 3)は、軽石製の紡錘車で、重さ148

gを 量る。

本遺構の所産期は、出土土器から奈良時代後葉に比定される。

∩
―
―
―

―
―
―
―
〇

ヽ
＼
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5)第 5号上坑

遺構 (第330図、図版24)

H-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西80cm、 南北80cmを 測 り、平面プ

ランは、円形を呈する。長軸方位は、N-4°一Eを示す。遺構覆土は、 3層に区分される。確認

面からの深さは、75cmを 測る。

遺物 (第 359図、図版70)

土師器片、黒色土器片が出土 している。図示 したものに黒色土器杯がある。本遺構の所産期は、

平安時代に比定される。

水糸レベル729.201m

O                       ?m

ヨ「
A_遜

Ｑ

・Ｂ
Γ
（）
ご

〇
′
イ
ア

　
　
　
　
　
　
一

―
―
―

〕

水糸レベル729.201m

土器 片
イ   ___B

水糸 レベル729。 201m

1  層序説明

1 
第1層 笙憬短幸写彗

『
R3/Oφ 0 1～ 2_Ocmのパミス、ロ

第330図 第 5～ 8号土坑実測図

-318-

層序説明    …ⅢⅢWWIw′‖ v
第1層 黒色土層 (7 5YR2/1)φ 01～ 0 8clnの パミスを僅

かに含む
第2層 褐色土層 (7 5YR4/3)φ O.1～ 1 0cmのパ ミス、ロ

ーム粒子を含む
第3層 黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ O.1～ 1 0cmの パ ミス、

ローム粒子を含む

2

層序説明第1層 笙後短孝写遷脳 φ03～ 1.Ocmのパミス、ロ
第2層 蒸裡魯去F伊甥W掌を多彙署ぎ伽

のパミスを僅



本遺構の所産期は、出土土器から平安時代以降と考えられる。

6)第 6号土坑

遺構 (第 330図、図版24)

H-2グ リッドに位置する。第80号掘立柱建物址と重複関係を有し、第80号掘立柱建物址を切

っている。東西98cm、 南北116cmを 測 り、平面プランは、楕円形を呈する。

長軸方位は、N-4°一Eを示す。遺構覆土は、 3層 に区分される。確認面からの深さは、54cm

を測る。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

7)第 7号土坑

遺構 (第 330図、図版24)

H-2グ リッドに位置する。第72号掘立柱建物址と重複関係を有する。

東西98cm、 南北140cmを 測 り、平面プランは、楕円形を呈する。

長軸方位は、N-9°一Eを示す。遺構覆土は、 2層 に区分される。確認面からの深さは、42clla

を測る。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

8)第 8号土坑

遺構 (第 330図、図版24)

H-2グ リッドに位置する。第77号掘立柱建物址と重複関係を有する。

東西89cm、 南北90cmを 測 り、平面プランは、不整な円形を呈する。

長軸方位は、N-10° 一Eを示す。遺構覆土は、暗褐色 (10YR3/3)上 層、 1層 である。

確認面からの深さは、51clnを 測る。

遺物

土師器片、黒色土器杯の破片が出土しているが、 6片 と僅少である。

本遺構の所産期は、出土土器片から古墳時代後期以降と考えられる。
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(0 遺構外出土遺物

遺物 (第 359'362,367'369'373'376・ 377図、図版70・ 73・ 77'79・ 82・ 85'86)

遺構外出土遺物で図示 し得たものには、縄文土器、土師器、黒色土器、須恵器、土製品、石製

品、鉄製品、銭貨がある。 また、 自然流路出土遺物 もここで扱 う。

土師器には、杯 (第 362図 1)と 刻ヽ型甕 (12)がある。土師器杯は、底部外面が手持ちヘラケズリ

されるもので、奈良時代の所産である。小型甕は、肩部から胴部外面がハケメ調整されるもので、

古墳時代後期から奈良時代の所産であろう。

須恵器杯 (第 362図 2～ 5)に は、底部糸切 り後外周手持ちヘラケズリされるもの (2)、 糸切 り

未調整のもの (3・ 4)、 ヘラキリ未調整のもの (5)がある。

須恵器円面硯 (第 362図 6)は 、D-5グ リッ ドから出上 したもので、在地窯産 と考えられる。

また、第362図 11は 、須恵器杯 を朱墨硯に転用 したものである。

塁書土器 (第 362図 7～ 10)は 4点出土 してお り、いずれも黒色土器の外面に墨書がなされる。

このうち、10は「喜」 と判読できたが、他の 3点は不明である。

また、拓影図 (第 367図 )では、縄文土器、弥生時代後期～古墳時代初頭の上器 を示 した。

縄文土器 (27)は、後期の所産であろう。弥生時代後期～古墳時代初頭のものには、甕肩部破片

(26)と T字文の施された壺頸部破片 (28)がある。

土製品には、紡錘車 (第369図 5)と 輔羽口 (第369図 7)がある。

石製品には、打製石鏃 (第376図 7・ 8)、 打製石斧 (第 377図■・12)、 軽石製の凹石・石臼 (第373

図 7・ 8)、 滑石製勾玉 (第367図 67)と 臼玉 (第 367図 65・ 66)がある。打製石鏃はいずれも黒曜石

製、打製石斧は粘板岩製 (11)と 砂岩製 (12)である。

鉄製品 (第 367図 )に は、釘 (12・ 13)、 鉄鏃 (15)、 紡錘車の紡軸 と考 えられ るもの (14)があ

る。

銭貨 (第 367図 22)は 、「富寿神宝」 (弘仁 9年 (818))で ある。

以上のほか、自然流路出土遺物で図示 したものに、黒色土器高杯脚部 (第359図 1)と 軽石製紡

錘車 (第369図 4)、 滑石製臼玉 (第373図64)がある。紡錘車は、重さ150gを 量る。
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第 1号住居址 第 2号住居 l」L 第 3号住居址

第 4号住居址

第 5号住居址

l

金 ン2

～ 5号住居址出土土器実測図
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第 5号住居址

第 6号住居址

第 8号住居址第 7号住居址

'   4弯

〃
5

第332図  第 5～ 8号住居址出土土器実測図
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第334図  第13・ 14号住居址出土土器実測図
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第335図  第16。 19～ 22号住居址出土土器実測図
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第336図  第23～ 26号住居址出土土器実測図

-326-



第28号佳居址

1

す

第26号住居址

第31号住居址

す障ェ 迦プ2

第30号住居址

第337図 第26。 28～ 32号住居址出土土器実測図
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第338図 第32・ 33・ 37号住居址出土土器実測図
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第37号住居址 第38号住居址

第39号住居址

第37～ 39号住居址出土土器実測図
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第347図 第71・ 74・ 75号住居l■出土上器実測図
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第78号住居址

第351図 第78'80号住居址出土土器実測図
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第352図 第80・ 81号住居址出土土器実測図
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4 舟窪遺跡

(1)竪穴住居址

I)第 1号住居址

遺構 (第378。 379図、図版24)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

層序 説明

第1層 黒褐色土層(7_5YR3/2)ψ 03～ 2_Oc nのパ ミス、ローム粒子を僅かに含む
第2層 暗褐色上層(7 5YR3/4)ψ O.2～ 2.Ocnの パミス、ローム粒子を含む
第3層 褐色土層(7.5YR4/4)φ 02～ 1.Oclnの パ ミス、ローム粒子を含む
第4層 褐色土層(7_5YR4/6)φ 02～ 1.Oolnの パ ミス、ローム粒子を僅かに含む

第378図 第 1号住居址実測図
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水糸 レベル731.498m

東西422cm、 南北430cmを 測 り、平

面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、

N-5.5° 一Eを示す。住居址覆土は、

4層 に区分 され、確認面からの壁高

は、52～ 65cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置

する。遺存状態は比較的良好であっ

た。地山を掘 り残 し、袖芯 とし、に

ない褐色 (7 5YR5/4)粘 上により構

築されていた。また、火床部で明褐

灰色 (7.5YR7/2)の粘土塊が認め ら

れ、支脚石の代用 として用いられた

ものか もしれない。

ピットは主柱穴 と考えられる 4基

層序説明                       が検出され、周濤は、住居址西半分
第 1層  暗掲色土層(7 5YR3/4)φ 05cm前後のパ ミスのほか、ローム粒子を若干含む。砂質
第 2層 におfい 禍色土駅 7 5YR5/4)粘 土層                        で 言思′)ら イ化た 。
第 3層 褐色土層 (7 5YR4/4)灰 層。綿っていない

第 4層 明黄褐色土層 (10YR6/8)It吐に黒色上が混じる
第 5層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)焼土粒子を含む。結っていない

第 6層 明褐灰色土層(7 5YR7/2)粒 子の非常に細かい粘上塊。支脚石の代用か ?

※袖芯は地山の削り出し
遺物 (第437・ 441図、図版90・ 94)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、
第379図  第 1号住居址カマ ド実測図

石製品が出土している。このうち、図示したものに上師器甕、カマ ド内から出土した砂岩製の打

製石斧がある。本遺構の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

2)第 2号住居址

遺構 (第380・ 381図、図版24)

C-3グ リッドに位置する。第 3号住居址と重複関係を有し、第 3号住居址を切っている。

東西373cm、 南北280cmを 測り、平面プランは、東西に長い隅九長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-0.5°一Eを示す。住居址覆土は、6層 に区分され、確認面

からの壁高は、46～ 53cmを 測る。

カマ ドは、北壁に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、軽石。安山岩および明褐色(7.5YR5/

6)粘上により構築されていたものと思われる。

ピットは総計 6基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P6が貯蔵穴、P5は 出入口部の施

設に関連するものであろう。なお、周濤は、検出されなかった。
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層序説明
第 1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 01～ 1 0cmパ ミス、ローム粒子を僅かに含む
第2層 褐色土層(7 5YR4/4)φ 02～ 2 0cmのパミス、ローム粒子を含む
第3層 褐色土層(7_5YR4/3)φ 01～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

甕:層 陥 聯 考∇留謗卦万辟,晋篤占諺分ヽミみ下澄熊 堆穆象堵む
第6層 黒色土層(7 5YR2/1)ロ ーム粒子を僅かに含む

第380図  第 2号住居址実測図

遺物 (第 437・ 441図、図版90,94)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、

石製品が出土している。このうち、図

示したものに黒色上器皿、軟質須恵器

杯、土師器甕、打製石斧がある。

打製石斧は、砂岩製で重さ100gを 量

る。皿外面には塁書が認められるが文

字は不明である。本住居址の所産期は、

平安時代に比定される。

層序説明
第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ05cm前後のパミスを含む。住居址覆土
第2層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ 焼土粒子を若干含む。締っていない
第3層 褐色土層 (7 5YR4/6)焼 土粒子を多量に含む
第4層 明褐色土層 (7 5YR5/6)粘 土層
第5層 赤褐色土層 (2 5YR4/8)粘 上層
第6層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)炭 を含む。締っていない
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第381図  第 2号住居址 カマ ド実測図
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3)第 3号住居址

遺構 (第382,383図 、図版25)

C-3グ リッドに位置する。第 2号住居址 と重複関係を有し、第 2号住居址に切られている。

東西460cm、 南北370cmを 測 り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-2°一Eを示す。住居址覆土は、 4層に区分され、確認面

からの壁高は、53～66cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好であった。左袖は地山を掘 り残

して袖芯とし、右袖は第 9・ lo層 を用い芯 とし、暗赤褐色 (5 YR3/4)上 により構築されていた。

ピットは総計 6基検出された。このうち、 Pl・ P2が主柱穴、 P3° P4が貯蔵穴、P6は 出入口部の

施設に関連するものと思われる。また、周濤は、カマ ド部分および西壁下を除いた範囲で認めら

れた。
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層序説明
第1層 黒褐色土層(7 5YR3/1)φ 01～ 3 0cmのノギミス、ローム粒子を含む
第2層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 01-3 0cmの パミス、ローム粒子を含む
第3層 暗褐色土層(7 5YR3/4)φ 01～ 2 0cmのパミス、ローム粒子を含む
第4層 果色土層(7 5YR2/1)φ 40cm前 後のフヾミスを僅かに含み、ローム粒子を含む

第382図 第 3号住居址実測図

-370-
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遺物 (第 437図、図版90)

土師器片、黒色上器片が出土している。このう

居址の所産期は、古墳時代後

期中葉に比定される。

層序説明
第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 05cm前後の

第2層
gL全留認↓誘争猟孔と祥齢遊第訂真
ミスのほか、粘土を比較的多く含む

第 3層 暗赤褐色土層(5YR3/4)粘 土粒子 (5

YR5/4)を 多量に含む
第 4層 黒褐色土層(10YR2/3)φ 05cm前後の

パ ミスを僅かに含む。粒子は非常に細
かい

図示 したものに土師器杯 2点がある。本住

水糸 レベル732.148m O

ち
、
ω
ｌ
ｌ

る
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第5層

第6層

第 7層

第8層

第 9層

第10層

にぶい赤褐色土層(5YR4/3)黒 色上の
ほか、第3層 の粘上を多量に含む
暗褐色土層(7 5YR3/4)粘 土粒子、焼
土粒子を少量含む。締っていない
褐色土層(7 5YR4/4)灰 層。焼上を含
む
にない赤褐色土層 (5YR4/4)ψ 05cn前
後のパミス、黒色土粒子を僅かに含む
ほか、粘上を含む。締っていない
黒褐色土層(10YR3/2)パ ミスをほと
んど含まず、締っていない
暗褐色土層(10YR3/4)φ05cm前後の

僅ふ澄客写
か 口ヽ~ム粒子、粘土粒子を

第383図 第 3号住居址カマ ド実測図

4)第 4号住居址

遺構 (第384,385図 、図版25)

C-3グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西は調査 し得た範囲で405c/m、 南北368cmを 測る。北壁部が、カマ ド部分より張り出している

点、特異である。カマ ドを中心とする主軸方位は、N-13.5° 一Wを示す。住居l■覆土は、 3層 に

区分され、確認面からの壁高は、25～ 34cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好であった。両袖焚口部には加工

した軽石を用い、褐色 (7.5YR4/4)お よび橙色 (7.5YR6/6)粘 土により構築されていた。

ピットは総計 3基検出された。このうち、Plが主柱穴、P3は速断できないが、貯蔵穴的な機能

を有するものであろうか。なお、周濤は、調査範囲内では認められなかった。

遺物 (第 437図、図版90)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土している。このうち、図示したものに土師器杯・甕、

黒色土器杯がある。黒色土器杯は、外面に「寺」の墨書がなされる。混入品であろう。

―
―
―

〕

抽芯 (地 山の削 り出 し)
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本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉

に比定される。

層序説明

第1層 褐色土層(7 5YR4/3)ロ ーム粒子、粘上粒子を含む。締って

いない

第2層 褐色土層(7 5YR4/4)粘 土層。カマド構築土

第3層 にない黄橙色土層(10YR7/3)粘 上層

第4層 灰責褐色土層(10YR6/2)灰 層

第5層 にぶい黄褐色土層(10YR5/4)灰 層

第6層 にない責橙色土層(10YR6/4)粘 土層

第7層 赤褐色土層(2 5YR4/8)焼 上層

第8層 橙色上層(7.5YR6/6)粘 土層 (カ マド袖部醸楽土)

水糸レベル732.098m

第384図 第 4号住居址カマ ド実測図

く

マ＼＼＼

層序説明
第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/8)φ 01～ 1 0cmのパミス、ローム粒

子を含む

第2層  黒褐色上層 (7.5YR3/2),0.1～ 1 0Cmのパミスを僅かに含

む

第3層 褐色土層 (7 5YR4/4),01～ 1 0crmの パミス、ローム粒子

を含む

水糸 レベル732.148m

C―

第385図 第 4号住居tIL実測図
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5)第 5号住居址

遺構 (第386図、図版25)

D-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。調査 し得た範囲で、東西238cm、 南北

280cmを 測る。南北軸の方位は、N-4°とEを示す。住居址覆土は、4層に区分され、確認面から

の壁高は、31～ 45cmを 測る。ピットは総計 2基検出された。このうち、PIが主柱穴、P2が出入口

部の施設に関連するものと思われる。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土しているが、図示 し得るものは皆無である。

本住居llLの所産期は、出土土器片から奈良時代前葉に比定される。

層序説明
第1層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ 01～ 1.Ocmの

パ ミス、ローム粒子を含む
第2層 褐色土層 (7 5YR4/3)φ 01～ 1 5cnのパ

ミス、ローム粒子を含む
第3層 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)φ 01～ 1 0cm

のパミス、ローム粒子を僅かに含む
第4層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ 01～ 1 0cmのパ

ミス、ローム粒子を含む
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水糸 レベ ル732.448m
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第386図 第 5号住居址実測図

6)第 6号住居址

遺構 (第 387・ 388図、図版25)

E-4グ リッドに位置する。第10号掘立柱建物ldLと 重複関係を有 し、第10号掘立柱建物址に切

られている。東西325cm、 南北313cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-5° 一Wを示す。住居址覆土は、 5層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、25～ 49cmを 測る。

カマ ドは北壁東寄 りに位置するが、遺存状態は悪い。地山を掘 り残して袖芯とし、明褐色 (7.5

YR5/6)土により構築されていたものと思われる。

ピットは出入口部に関連すると考えられる1基が検出されたにとどまり、周濤は、検出されな

かった。
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遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土しているが、量は少な く、図示 し得 るものも皆無であ

る。本遺構の所産期は、出土土器片中に受部を有する小型で浅い須恵器杯の破片が認められるこ

とから古墳時代後期後葉に比定される。
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水 糸 レベ ル732.588m

層序説明

第1層 極暗褐色土層(7 5YR2/3)φ O_1～ 2 0cfnの パミス、ローム粒子を含む
第2層 黒褐色土層(7 5YR2/2)φ 01～ 1 5onのパミス、ローム粒子を含む
第3層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 01～ 2.Ocmの パミス、ローム粒子を含む
第4層 暗福色土層(7 5YR3/4)φ 01～ 1.Ocmの ′ヾミス、ローム粒子を含む
第5層 褐色土層(7 5YR4/3)ψ 01～ 0 5clnの パミス、ローム粒子を含む

第387図 第 6号住居址実測 図

7)第 7号住居址

遺構 (第389・ 390図、図版25)

E-4グ リッドに位置する。第 9号掘立柱建物址と重複関係を有 し、第 9号掘立柱建物l■ によ

り切られている。東西405cln、 南北357cmを測 り、平面プランは、隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-8° 一Wを示す。住居址覆土は、 6層に区分され、自然堆

「
―

Ｉ

Ｈ
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層序説明
第1層 褐色土層(7 5YR4/4)φ 05cm前後のパミスのほ

か、炭化物を値かに含み、締っている
第2層 暗褐色土層(7 5YR3/4)φ 05cm前後のパ ミスの

ほか、粘土粒子を含む
第3層 明褐色土層(7 5YR5/6)粘 土層
第4層 黒褐色土層(7_5YR2/2)僅 かに炭化物を含む。

粒子は非常に細かい

第5層 暗褐色土層(7 5YR3/3)焼 土粒子、炭化物を含
む。締っていない

第6層 明赤褐色土層(5YR5/8)焼 土層
第7層 褐色土層(10YR4/6)焼 土粒子、灰を含む。締っ

ていない

第8層 埋土

水糸レベル732.568m

第388図  第 6号住居址カマ ド実測図

L     .      Im

積と考えられる。

確認面からの壁高は、23～ 42cm

を測る。

カマ ドは北壁ほぼ中央部に位置

するが遺存状態は悪い。おそらく、

地山を掘 り残して袖芯とし、赤褐

色 (2.5YR4/6)米 占上により構築さ

れていたものと思われる。

ピットは総計 5基検出された。

このうち、PI～ P4が主柱穴、

P5は規模が小さいが、位置から推

して貯蔵穴であろう。

なお、周濤は検出されなかった。

遺物 (第437図、図版90)

土師器片、黒色土器片、須恵器

片が出土している。

水糸 レベル732.568m  。        lm

層序説明
第 1層  黒褐色土層 (10YR2/2)φ 03～ 0 8cmの パ ミス、ローム粒子を含む
第 2層 赤褐色土層 (2 5YR4/6)粘土層

霧:謁 轟蟹試0縄お紫ち鵬霧製空
ヾ
灘鴻乾夢て範

む
第5層  暗赤褐色土眉(5YR3/2)第 2層の粘土とφ10cm前 後のバ ミス、ローム粒子を多く含む
第 6層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)ロ ーム粒子、灰を含む
第 7層  赤褐色土層 (5 YR4/6)焼土層

第389図 第 7号住居l■ カマ ド実測図

このうち、図示 したものに土師器杯 。長胴甕・球胴甕、銅製品がある。杯は、器高 3 cm前後 と

浅い。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。
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水糸レベル732.688m
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第 3層 黒褐色土層(10YR3/2)φ01～ 08o
第 4層 暗褐色土層(10YR3/3)パ ミスをほとんど含まず、ローム粒子を含む

第5層 褐色土層(10YR4/6)φ01～ 0 5cmのパミスを僅かに含み、ローム粒子を多く含む

第 6層 褐色土層(10YR4/4)φ01～ 0 8cnのパミス、ローム粒子を含む

第390図 第 7号住居址実測図

8)第 8号住居址

遺構 (第 391図、図版25)

E-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

調査し得た範囲で、東西148cln、 南北■8cmを 測る。南北軸の方位は、N-6.5°一Eを示す。

住居l■覆土は、暗褐色 (10YR3/4)土 層 1層 で、確認面からの壁高は、28～ 39cmを 測る。

ピット、周濤は検出されなかった。
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遺物

上師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 している

が、図示し得 るものは皆無である。

本住居址の所産期は、出上上器片中に、「コ」の字

状に近い口辺部を有する土師器甕の破片が認められ

ることから奈良時代後葉に比定される。

9)第 9号住居址

遺構 (第 392図、図版25)

E-4グ リッドに位置する。

第10号住居址と重複関係を有 し、第10号住居址を

切って構築されている。

東西463cm、 南北519cmを 測 り、平面プランは、南

北に長い隅丸長方形を呈する。

Ｑ
式

〇
―
、
、 A―

水糸 レベル732.788m

層序説明
第1層 ヒ俊亀孝盪響ざR3/4)φ 03cm前後のパミス、ロ

第391図 第 8号住居4L実測図

南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。住居址覆土は、 3層に区分され、自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、36～ 60cmを 測る。カマ ドは、おそらく、北壁中央部に位置すると思われ、

調査区域内では認められなかった。ピットは総計 4基検出された。このうち、Pl～ P3が主柱穴と

考えられる。なお、周濤は、認められなかった。

遺物 (第 437・ 441図、図版90。 94)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品が出上している。このうち、図示したもの

に須恵器杯、鉄製品がある。須恵器杯は、底部糸切 り未調整のものであるが、他に図示し得なか

ったもので、ヘラキリ未調整のものも認められた。

鉄製品 (第441図)に は、刀子 (1・ 2)、 釘 (4)、 紡錘車の紡軸 と考えられるもの (3)がある。

石製品 (第441図13)は 、砂岩製の打製石斧で、重さ90gを 量る。

本住居址の所産期は、奈良時代中葉に比定される。

10)第 10号住居址

遺構 (第393図 、図版25)

E-4グ リッドに位置する。第 9号住居l■ と重複関係を有し、第 9号住居址に切られている。

東西438cra、 南北は残存部で460cmを 測 り、平面プランは、おそらく、隅九方形プランを呈する

ものと思われる。南北軸の方位は、N-1.5°一Eを示す。住居址覆土は、3層に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、35～ 48cmを 測る。

カマ ドは、北壁中央部に位置するものと思われるが、第10号住居址に切 られているため、不明

―-377-



層序説明         |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||‖

第1層 晴褐色土層 (7 5YR3/4)φ01～ 3.Ocmの パミス、ローム粒子を含む

水糸レベル732.788m

第2層  褐色土層 (7 5YR4/3)φ O,1～ 2.Oclnの パ ミス、ローム粒子を含む

第3層  暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ01～ 3 0cmの パ ミス、ローム粒子を含む

第392図  第 9号住居址実測図

である。ピットは総計5基検出され、このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5が出入口部の施設に関連

するものと思われる。なお、周濤は、検出されなからた。

遺物

土師器片、黒色土器片が出上しているが、図示 し得るものは皆無である。

本遺構の所産期は、重複関係および出土土器片から奈良時代前葉に比定される。
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水糸 レベル732.668m

層序説明

第1層 黒褐色土層(7.5YR3/2)φ 01～ 2 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第2層 暗褐色土層(7.5YR3/3)φ 01～ 3.llcmの パミスを多く含み、ローム粒子を含む

第3層 暗禍色土層(7.5YR3/4)φ O.1～ 1.Ocmのパミス、ローム粒子を含む

第393図  第10号住居址実測 図

H)第 H号住居址

遺構 (第394・ 395図、図版26)

E-5グ リッドに位置する。第20号住居址と重複関係を有し、第20号住居址を切って構築され

ている。東西480cHl、 南北51lclnを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-8°一Eを示す。住居址覆土は、 5層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、12～ 37clnを 測る。

―-379-



カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが遺存状態は悪い。おそらく、軽石および米占上により構

築されていたと思われる。ピッ トは総計 6基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴 と考えられ

る。局濤は、検出されなかった。

遺物 (第 437・ 438図、図版90。 91)

土師器片、黒色上器片、須恵器片が出土 している。このうち、図示 したものに須恵器杯、土師

器甕がある。本住居址の所送期は奈良時代中葉に比定される。

A―__

|だ

水糸 レベル732.288m
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層序説明
第1層 黒褐色土層(7 5YR3/2)と 1 0cm前後のパミスを僅かに含む

3::ほ
g三§宦そ爵孝知:却身食さ喜I:三:患三:§こむ

第394図 第11号住居址実測図

粛

―
―
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層序説明

第1層 暗褐色土層(7 5YR3/4)ロ ーム粒子、粘

土粒子を含む

第2層  によい赤褐色土層(5YR4/4)粘 土粒子、

焼土粒子、灰を含む

第3層 暗赤褐色土層(5YR3/3)粘 土粒子、焼土

粒子、灰を含む

第4層  によい赤褐色土層(5YR4/3)灰 を多く含

み、焼土粒子を含む

第5層 赤褐色土層(2 5YR4/8)焼 土層

第6層 暗赤褐色土層(5YR3/4)粘 土粒子を含む

第7層  褐色土層(7 5YR4/4)粘 土粒子を含む

第8層 にぶい赤褐色上層(2 5YR4/4)粘 土粒子

を含む

水糸 レベル732.268m  O

第395図 第11号住居址カマ ド実測図

12)第 12号住 居址

遺構 (第 396・ 397図、図版26)

E・ F-4・ 5グ リッドに位置する。第21号住居址、第 7号掘立柱建物l■ と重複関係を有し、

第21号住居址を切 り、第 7号掘立柱建物址に切られている。

東西636cm、 南北610cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-5°一Eを示す。住居l■覆土は、 8層に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、60～ 80cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。地山を掘 り残して袖芯とし、暗褐色 (10YR3/3)上 を主

体として構築されていたものと思われる。ピットは総計 4基検出された。いずれも主柱穴と考え

られる。周濤は、東壁北部から西壁にかけて巡らされていた。

遺物 (第 438・ 441図、図版91・ 94)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出上している。このうち、図示 したものに上師器

杯・小型甕・甕、黒色上器杯・高杯、須恵器杯、石製品がある。

上師器甕 (第 438図 6・ 7)1こ は、球】同を呈するもの (6)と 長胴のもの (7)がある。 7は、最

大径を口縁部に有する。 2・ 4は後出的要素が強く、混入品であろう。また、 4は外面に「之」

の塁書がなされる。石製品 (第 441図 )に は、砂岩製の祗石 (14)と 打製石斧 (15)がある。重さ

は、それぞれ275g、 80gを 量る。

本遺構の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

13)第 13号住居址

遺構 (第 398'399図、図版26)

E-5グ リッドに位置する。第15号住居址と重複関係を有し、第15号住居址を切って構築され

ている。東西404cm、 南北460cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。

―
―
―
―
∪
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水糸レベル732.488m

第396図  第12号住居址実測図

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-12.5°一Wを示す。住居llL覆土は、暗褐色土層 1層であ

る。確認面からの壁高は、 3～ 33cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置す るが遺存状態は悪い。おそらく、加工 した軽石および粘土

により構築されていたものと思われる。

層 序 説 明
第1厨 暗偶色上層 (loYR3/3)

客七1戸色習舅蟹ζゲi舟ち
第2層  重総色土層 (10YR3/2)

第3層 玲子どと:憲常絶舟
第4層 雀盤 額を今∴

む
第5層  晴偶色土層 (10YR3/4)

第 6層

1慧を
i爵葵Vとを動 拶

第 7層

鸞
i翼EIIt駒 参

第8層  黒色上層 (10YR2/1)ロ
ーム粒子を僅かに含む
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(地山削 り出 し)
(地山削 り出 し)

/夕つ

水糸レベル732.488m

禁g3斃号揺轡踊浮
°口乳子雄い

第 5層 明赤褐色土層 (5 YR5/6)ロ ーム粒子を多く含み、粘土粒子を含む
第 6層 にない赤褐色土層 (5 YR4/4)粘 土粒子、焼土粒子、灰を含む
第7層  にない赤褐色土層 (5 YR4/3)ロ ーム粒子、粘土粒子、焼土粒子を含む
第8層 明赤褐色土層(5YR5/8)焼 土層

箋島層重縄鑓 任解震場8台ヒ立魂農許と響じ
ミス、粧勝を含む

第11層  嗜赤褐色上層 (5 YR3/2)焼 上、炭化物を含む
第12層  褐色土層(10YR4/4)φ01～ 0 5cmのパミス、ローム粒子、焼土粒子を含む

難帽驀蟹♂7既程器)=三熊、捕執軍亮輩

第397図 第12号住居址カマ ド実測図

ピットは総計 4基検出された。このうち、Pl～ P3の 3基が主柱穴と考えられる。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第439。 441図、図版92・ 94)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品のほか、 自然遺物 として炭化材が カマ ド内

一-383-―
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水糸レベル732.188m

層序説明

第1層 暗褐色土層(10YR3/3)φ O,3～ 2 0cmの パミス、ローム粒子を僅かに含む

第398図  第13号住居址実測図

から出土している。このうち、図示したものに黒色土器杯、須恵器蓋・杯 。長頸壺、鉄製品、石

製品がある。なお、炭化材については、後述する。

黒色土器杯 (第439図 1・ 2)イよ、 2点 とも底部手持ちヘラケズリがなされる。須恵器杯 (第439

図4・ 5)は、いずれも底部糸切 り未調整である。

鉄製品 (第 441図 5)は、刀子で柄の部分に木質部が残存している。

石製品 (第441図 18)は、砂岩製の打製石斧で、重さ135gを量る。

本住屋址の所産期は、平安時代初めに比定される。
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層序説 明

第1層 暗褐色土層(10YR3/3)住 居址覆土と同じィ

第2層 褐色土層(7 5YR4/4)粘 土粒子を多く含む

第3層  暗赤褐色土層(5YR3/4)粘 土粒子、焼土粒子

を含む

第4層  明褐色土層(7 5YR5/6)焼 上、炭化物、灰を含
む

第5層  にぶい責褐色上層(10YR5/4)地 山に近似

第 6層 暗褐色土層(10YR3/4)粘 土粒子を僅かに含

む

第7層 赤褐色土層(5YR4/6)焼 土層

第8層  暗褐色土層(10YR3/3)φ 01～ 0 3cmの パ ミス

を含み、締っている

9  , 上持ぞ

水糸レベル732.088m

第399図  第13号住居址カマ ド実測図

14)第 14号住居址

遺構 (第 400・ 401図 、図版

26)

E・ F-5グ リッドに位

置する。第15号住居址と重

複関係を有し、第15号仁居

l■ を切って構築されている。

東西397cm、 南北327cmを

測 り、平面プランは、隅丸

長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸

方位は、N-3°一Eを示す。

住居址覆土は、 3層に区

分され、自然堆積 と考えら

れる。確認面からの壁高は、

26～41cmを預よる。

カマ ドは、北壁東寄 りに

位置するが遺存状態は悪い。

ピットは主柱穴と考えら

水糸レベル732.288m

層序説明
第1層 褐色土層(7.5YR4/3)粘 土粒子、炭化物を含む
第2層 褐色土層(7 5YR4/6)粘 上粒子を多く含む
第3層 によい黄褐色土層(10YR5/4)φ 05～ 2 0cmの /k・ ミス、

ローム粒子、粘土粒子、炭化物を含む
第 4層 暗赤褐色土層(5YR3/2)焼 土、炭化物、灰を含む

露:謂 艦ボ濱奈籍琶圭層修躍紗Ⅲ溝壁意
を含む

第400図 第14号住居址カマ ド実測図

―-385-
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れる 2基が検出された。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第439図、図版92)

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、 自然遺物 として炭化材が出上 している。 このうち、

図示 したものに須恵器杯・椀がある。なお、炭化材については、後述する。

本住居l■の所産期は、奈良時代前葉に比定 される。

―
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―
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―
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―
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水糸 レベル732.288m

9                      ?m

層序説明

第1層 暗褐色土層(7.5YR3/3)¢ 0.3～2 0cmのパミス、ローム粒子を僅かに含む

第2層 褐色土層(7.5YR4/4)φ 01～ 2_Oc llの パミス、ローム粒子を含む

第3層 褐色土層(7.5YR4/6)φ 10cn前後のパミスを僅かに含み、ローム粒子を含む

第401図  第 14号住居址実測 図

15)第 15号住居址

遺構 (第402・ 403図 、図版26)

E・ F-5グ リッドに位置する。第13・ 14号住居址と重複関係を有し、第13・ 14号住居l■によ

り切られている。東西570cIIl、 南北は残存部で457claを 測 り、平面プランは、隅丸方形 を呈するも

のと思われる。カマ ドを中心とする主軸方位は、N-16° 一Eを示す。住居址覆土は、 2層に区分

「

Ｉ

Ｈ

―
―
―

〓
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され、確認面からの壁高は、16～ 31cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。左袖は地山を掘 り残 し、右袖は地山を掘 り残 した上に

第10。 11層 を載せ、袖芯 とし、第 2・ 8層により構築 されていたものと思われる。

ピットは総計 6基検出された。このうち、 Pl～ P3の 3基が主柱穴と考えられる。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 441図、図版94)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、土製品、石製品のほか、自然遺物として炭化材がカマ ド内

A一一~

水糸レベル731988m

層序説明
第 1層 黒褐色土層(10YR3/2)φ O.3～0.5cmの パミス、ローム粒子を値かに含む

第2層 褐色土層 (10YR4/4)φ 03～ 1 0cmのパミスを僅かに含み、ローム粒子を多く含む

第402図 第15号住居址実測図

―-387-―
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から出上している。このうち、図示 したものに土製品、石製品があり、炭化材については後述す

る。上製品 (第441図 7)は、九玉である。石製品 (第441図 16)は 、砂岩製の打製石斧で重さ30g

を量る。なお、カマ ド内出上の炭化材については後述する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期に比定される。

層序説明

第1層 黒褐色土層(10YR3/2)住 居址覆土と同じ

第2層 にない赤褐色土層(5YR5/4)構 築上

第3層 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ 01cm前後のパミス、
ローム粒子を含む

第4層  赤褐色土層(2 5YR4/6)焼 上層

第 5層 明褐色土層(7 5YR5/6)φ 01～ 0 3cmの パ ミス

を含む

第6層  褐色土層 (7 5YR4/6)φ 01～ 0 5cnのパミス、ロ

ーム粒子、焼土粒子を含む

第7層 禍色土層(7 5YR4/4)焼上、炭化物、灰を含む

第8層  赤褐色土層(2 5YR4/8)焼 土層

第9層  にない褐色土層(7_5YR6/3)灰 層

第10層  黄褐色土層(10YR5/6)地 山に近似。焼土を含む

第■層 暗褐色土層(10YR3/3)φ 02～ 0 8cmのパミス、
ローム粒子を含む

構築上流れ

水糸レベル732.138m

第403図 第15号住居址 カマ ド実測図

16)第 16号住居址

遺構 (第 404・ 405図、図版26)

F-5グ リッドに位置する。第32号掘立柱建物址 と重複関係を有し、第32号掘立柱建物址に切

られている。東西539cm、 南北475cmを 測 り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心とする主軸方位は、N-17° 一Eを示す。住居llL覆土は、 5層に区分され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、42～57cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。袖部は、黒色 (7.5YR2/1)上 を基盤土とし、にない赤

褐色 (5 YR5/4)土 により構築されていた。

ピットは総計 8基検出された。このうち、 Pl～ P4が主柱穴と考えられる。

周濤は、西壁下で認められた。

遺物 (第 439。 441図、図版92・ 94)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品、鉄製品が出上している。このうち、図示 したもの

十
１
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に土師器杯・小型壺、黒色土器高杯、石製品、鉄製品がある。

土師器杯 (第439図 1)は、素縁で、器高3.65cmと 浅い。鉄製品 (第441図 6)イよ、鉄鏃である。

石製品 (第441図 9,10)は 、いずれ も凝灰岩製の祗石で、同一個体の可能性がある。 10に は穿孔

がなされ、携帯用のものであろう。重さは、 9が 10g、 10が25gを 量る。

本住居l■の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

G――― ―――H

―――D

一一―F

水糸 レベル732.388m

層序説明
第1層 晴褐色土層 (7 5YR3/3)ψ 01～ 2 0cmのアぐミス、ローム粒子を含む

第2屑 晴褐色Ji屑 (7 5YR3/4)φ 01～ 2 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第3層 黒色土層 (7 5YR2/1)φ 01～ 3 0cmの パ ミス、ローム粒子を含む

第4膳 禍色土膳 (7 5YR4/3)φ 01-3 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第5層 褐色土層 (7 5YR4/6)φ 01～ 0 5cmの パミス、ローム粒子を含む

第404図 第16号住居址実測図

◎打
賂7銘

J

E一―一

―-389-―



層序説明

第1層 黒褐色土層(10YR3/2)φ 10cm前 後の
パ ミス、ローム粒子、粘上Xil子 を含む

第2層  にぶい赤褐色土層(2 5YR5/4)粘 土粒

子を含む

第3層  にぶい赤褐色土層(2 5YR4/3)粘 土粒

子、灰を含む

第4層 にぶい褐色土層(7 5YR5/3)灰 層

第5層 明赤褐色土層(5YR5/8)焼 土層

第6層 黒褐色土層(10YR2/2)φ O_3cm前 後の

パミス、ローム粒子、Tti粒 子を含む

第 7層 にぶい黄褐色土層(10YR4/3)ロ ーム

粒子を含む

第 8層 黒色土層 (7 5YR1 7/1)φ 03～ 1 0cm

のパミス、ローム粒子を僅かに含む

第9層 にない赤褐色土層(5YR5/4)構 築土

第10層 赤褐色上層(2 5YR4/6)第 9層 が焼け

たもの

第■層 黒色土層(7 5YR2/1)φ 05cm前 後のパ

ミス、ローム粒子を含む。IT Ji

第12層  に ぶ い 赤 褐 色 上 層 (5YR5/3)

φ01～ 0 7cmの パ ミス、ローム粒子、粘

i粒子を含む

第13層 暗赤褐色土層(2 5YR3/3)粘 土粒子を

多く含む

水糸レベル732.288m

第405図 第16号住居址 カマ ド実測図

17)第 17号住居址

遺構 (第 406・ 407図、図版26)

F-5グリッドに位置する。第 5号掘立柱建物址と重複関係を有し、第 5号掘立柱建物址によ

層序 説明

第1層  によい欄色土眉(7 5YR5/4)構 築上。赤禍色

(2 5YR4/6)の 粘■プロックを含む

第2層  拙色土庸(7 5YR4/4)粘 上粒子、灰を含む

第3層  赤褐色土層(2 5YR4/6)焼 上を含む

第4層  によい赤褐色土層(5YR4/3)粘 土粒子、焼土

灰を含む

第5層  にぶい赤禍色■層(5YR4/4)ロ ーム粒子、焼

土、灰を含む

第 6層 暗赤褐色上層(2 5YR3/2)粘 土粒子を多く含

む

第7層  によい責褐色上層(10YR4/3)ψ 03～ 2 0cmの

パ ミス、 ロームrll子 、粘上 411子 を含む

水糸レベル732_188m

第17号住居址 カマ ド実測図
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り切 られている。東西400cm、 南北434cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-17° 一Eを 示す。住居址覆土は、 4層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面か らの壁高は、41～ 54cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。遺存状態は比較的良好であった。地山を掘 り残 して袖

芯 とし、にない褐色 (7.5YR5/4)上 により構築 されていた。また、火床部では軽石 を加工 した支

脚石が認められた。

ピットは主柱穴 と考えられる

下にかけて認められた。

2基が検出された。 また、周濤は、住居l■南部で東壁下から西壁

T⑮

水糸レベル732.288m

?           1           4m

層序説明

第 1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ O.3～2 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第2層 禍色上層 (7 5YR4/3)φ 01～ 2.Ocmの パミス、ローム粒子を含む

第3層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ O_1～ 3 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第4層 禍色土層 (7 5YR4/4)φ 01～ 1.Ocmのパミス、ローム粒子を含む

第407図 第17号住居址実測図

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
室
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遺物 (第 439・ 441図、図版92・ 94)

土師器片、石製品のほか、自然遺物 として炭化材がカマ ド内から出上 している。 この うち、図

示 したものに土師器杯・小型甕・甕、石製品が出上 している。

土師器杯 (第439図 1)は、畿内系暗文 を有するもので、飛鳥 H～ Ⅲ期のものであろう。

石製品 (第441図 8・ 17)に は、翡翠製の丸玉 (8)と 安山岩製の多凹石 (17)がある。

本住居上の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

18)第 18号住居址

遺構 (第408・ 409図、図版26)

F-5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西290cln、 南北318cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈する。カマ ドを中心 とする主軸方

位は、N-22°一Eを示す。住居l■覆上は、 4層に区分され、自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、21～ 42cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが、遺存状態は悪い。おそらく、加工した軽石などを用

いて構築 されていたものと思われる。火床部は、焼土・炭化物を含むにない黄褐色 (10YR4/3)土

により充填されていた。

ピットは総計 5基検出された。このうち、P3

A― ―          ―――B

土 器

水糸レベル731.888m

層序説明
第1層 黒褐色土層(10YR2/3)φ O.3～ 0 7cmのパミス、ローム粒子を

僅かに含む
第2層 明赤褐色土層(2 5YR5/6)φ O.3cm前後のパミス、刈iJi粒子を

含む

第 3層  に ,こ い黄褐色上層 (10YR4/3)φ 03～ 1.Ocmのパ ミス、 ローム

粒子 を含み、焼土、炭化物 を使かに含む

第408図 第18号住居址カマ ド実測図

―
―
―

∪

P4が主柱穴 と考えられる。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第440図、図版93)

上師器片、黒色土器片、須恵器片が出土

している。このうち、図示 した ものに黒色

土器杯、土師器甕がある。

黒色土器杯 (1～ 3)は 、外稜 口辺を有す

るもの (1)と 素縁のもの (2・ 3)と があ

る。

上師器甕は、いずれも最大径 を口縁部に

有する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後葉

に比定される。
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C一

E一

層序説明

第1層 黒掲色土層(7.5YR2/2)φ O.3～2.0

clnの パミスを僅かに含む

第2層 黒褐色土層(7.5YR3/1)φ O.3～2.0

cllの パミスを含む

第 3層 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ01～ 2 0cm

のパミス、ローム粒子を含む

第 4層 褐色土層(7 5YR4/6)φ 03～ 3 0cll

のパミスを含み、ローム粒子を多く

含む

水糸レベル731.988m

第409図 第18号住居址実測図

19)第 19号住居址

遺構 (第410図、図版27)

G-5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西は調査 し得た範囲で254cal、 南北301cmを 測 り、平面プランは、おそらく、隅丸方形を呈す

るものと思われる。

住居址覆土は、 2層に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、 8～ 12clllを測

る。南北軸の方位は、N-11.5°一Wを示す。なお、カマ ド、炉址、周濤等の施設は、検出されな

かった。

―』

hi拠〒
∝4・ ①
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十~~B

翌
翌
藍
屡

佐

遺物

出土遺物は皆無であり、本住居址の所

産期についても明確でない。

層序説明
第1層 暗褐色上層(10YR3/3)φ 03～ 1 0onの パミス、

ローム粒子を僅かに含む

第2層  によい責褐色土層(10YR5/4)φ O.3～ 1.Oclnの

パミスを僅かに含み、ローム粒子を多く含む

ｏ
ｌ
ｌ
‐
　

ｏ
　

い
　

性
報

―
―
―

∪

水糸レベル732.168m

層序説明
第 1層

 場で響急
土層 (2 5YR3/3)ロ ーム粒 子 を僅 かに含み、粘 土粒 子 を

虻g羅＼靱    コ
第411図 第20号住居址カマ ド実測図

9    ,   ?m水 糸 レベル732.588m

第410図 第19号住居址実測図

20)第 20号住居址

遺構 (第411・ 412図、図版27)

E-5グ リッドに位置する。第11号住居址と重複関係を有 し、第11号住居址により切 られてい

る。東西 。南北 とも調査 し得た範囲で、

それぞれ、321cra、 317clnを 測る。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、 N―

15° 一Wを示す。

住居址覆土は、 2層 に区分 され、確認

面からの壁高は、 8～ 12cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する

が遺存状態は悪い。おそらく、地山を掘

り残 して袖芯 とし、第 2層 を主体 として

構築 されていたものと思われる。 また、

火床部では支脚石の上に第440図 3の上

器が載った状態で検出された。

ピットは総計 2基検出された。 このう

ち、Plが貯蔵穴、P2が主柱穴 と考 えられ

る。なお、周薄は、検出されなかった。
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遺物 (第 440図、図版93)

図示 したものに、土師器杯・甑・甕がある。本住居址の所産期は、古墳時代後期後葉に比定さ

イとる。

21)第 21号住居址

遺構 (第 412図、図版27)

F-5グ リッドに位置する。第12号住居l■、第 7・ 8号掘立柱建物址と重複関係を有し、第12

①ャ

S B20

水糸レベル732.188m

層序説明        ′

第 1層 褐色土層(7 5YR4/4)φ 03～ 0 5cln

のパ ミス、 ローム粒子 を含む

第 2層  暗 褐 色 土 層 (7 5YR3/4)φ 01～ 0.5

cmのパ ミス、 ローム粒子 を含む

Q
』
―
―
―

⑤ l

ヽ
卜
ヽ
∪

∵ 4~B

脚脚脚脚MM

Q、
S B21

層序説明

第1層 極嚇褐色土層 (7 5YR2/3)φ 03～ 2.Ocmの
パ ミス、 ローム粒子、炭化材 を含む

郭 2層  暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ 01～ 2 0cmのパ

ミス、 ロー ム粒子、炭化材 を含む

水糸レベル732.488m

第412図 第20・ 21号住居址実測図
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号住居址、第 7・ 8号掘立柱建物址により切 られている。東西は残存部で83cln、 南北289cmを 測

る。南北軸の方位は、N-1°一Eを示す。住居址覆土は、 2層に区分 され、確認面か らの壁高

は、30～ 34clllを 測る。ピットは主柱穴 と考えられる 2基が東壁下で認められた。また、本住居址

は焼失住居 と考えられ、炭化材が認められた。

遺物

炭化材が出上したのみで、土器片は認められなかった。なお、炭化材については後述する。

本住居上の所産期は、重複関係から古墳時代後期後葉以前 と考えられる。

121 掘立柱建物址

|)第 十号掘立柱建物址

遺構 (第413図、図版27)

F-6グ リッドに位置する。第 2号掘立柱建物址と重複関係を有する。

東西425cm、 南北388cmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。 2間 X2間の側柱式の掘立柱

建物と考えられ、柱間は、東西144～ 367clll、 南北138～ 329clllを 測る。南北軸の方位は、N-8°一

Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P6・ P7か ら土師器片、黒色土器片が出上してぃるが 3点 と僅少である。本遺構の所産期は、出

土土器片から奈良時代以降と考えられる。

2)第 2号掘立柱建物址

遺構 (第414図、図版27)

F-5・ 6グ リッドに位置する。第 1号掘立柱建物址と重複関係を有する。

東西267cm、 南北255cmを 測 り、平面プランは、正方形を呈する。 1間 Xl間の側柱式の掘立柱

建物 と考えられ、柱間は、東西195～ 208cm、 南北196～ 206cmを 測る。南北軸の方位は、N-21°一

Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P4か ら外稜口辺を有すると考えられる黒色土器杯の破片が 1点出上している。

本遺構の所産期は、出土土器片から古墳時代後期中葉以降と考えられる。
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層序説明
川! 上 無拙色上

'W(10YR3/2)φ
O.1～3 0cmの

パ ミス、 ローム粒子 を含む

こ
_十~

水糸レベル731,988m

第413図 第 1号掘立柱建物址実測図

3)第 3号掘立桂 建物址

遺構 (第 415図、図版27)

F-5。 6グ リッドに位置する。第21号掘立柱建物址と重複関係を有し、第21号掘立柱建物l■

を切って構築されている。東西402clla、 南北408cmを 測 り、平面プランは、正方形を呈する。

2間 ×2間の総柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西145～ 198cm、 南北148～ 175cmを 測る。

南北軸の方位は、N-4°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P6～ P8か ら土師器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から奈良時代

中葉以降と考えられる。
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庸序説明

川! 上 喘欄色上
'W(10YR3/3)φ

01～ 10
cmの パミス、ロームXll子 を作む

――D

水糸 レベル731.888m

第414図 第 2号掘立柱建物址実測図

4)第 4号掘立桂建物址

遺構 (第415図 )

F-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。 2基のピットが検出されたのみで、

全体の形状は不明である。東西260cm、 柱間は、212cmを 測り、南北軸の方位は、N-14.5° 一Eを

示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であ り、本遺構の所産期についても明確でない。

5)第 5号掘立桂 建物址

遺構 (第416図、図版27)

F-5グ リッドに位置する。第17号住居址と重複関係を有し、第17号住居址を切って構築され

ている。東西545cm、 南北41lcmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。 3間 ×2間の側柱式の

掘立柱建物 と考えられ、柱間は、東西120～ 160cm、 南北121～ 303clnを 測る。

南北軸の方位は、N-12° 一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形のほか、濤持

ちのものも認められた。
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層庁説明
JL iに よ拙色 I:層 (10YR2/2)φ O_3～ 1 0cm

のパ ミス、ローム粒 rを 含む

C‐

水糸 レベル732.188m
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水糸 レベ ル732588m

第415図 第 3 4号掘立緯建物址実測図

遺物

P2・ P7か ら土師器片、須恵器片が出上 している。本遺構の所産期は、

係から奈良時代前棄以降 と考えられる。
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第416図 第 5号掘立柱建物址実測図

6)第 6号掘 立柱 建 物址

遺構 (第 417図、図版27)

F-5グ リッ ドに位置する。第20号掘立柱建物l■ と重複関係 を有する。

一-400-

一」

層序説明

埋 土 黒4v色土屑 (10YR2/2)φ03～ 1 5cmの パミス、

ローム粒子を含む

一L

刻(労冬し/rミル732 188rn
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東西446cm、 南北472cmを 測 り、平面プランは、正方形を呈する。 2間 × 2間の側柱式の掘立柱

建物 と考えられ、柱間は、東西76～ 203cm、 南北158～ 383cmを 測る。

南北軸の方位は、N-9°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形のほか、濤持ちのも

のも認められた。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、他の遺構 との関連か ら、一応、奈良時代以降と考

えておきたい。
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層序説明

埋 土 黒褐色土層 (10YR3/1)

φ05～ 2 0cmの アヾ ミス、
ローム粒子を含む

水糸 レベ ル732088m

7)第 7号掘立柱建物址

遺構 (第418図、図版28)

第417図 第 6号掘立柱建物址実測図
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F-5グ リッドに位置する。第12・ 21号住居l■、第 8号掘立柱建物 l■ と重複関係を有 し、第12・

21号住居ldLを 切 り、第 8号掘立柱建物址に切 られている。

東西344cm、 南北367cmを 測 り、平面プランは、正方形を呈する。 2間 × 2間の側柱式の掘立柱

建物で、柱間は、東西127～ 286cla、 南北135～ 301cmを 測る。

南北軸の方位は、N-3°一Wを示す。 ビット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P3か ら土師器片、須恵器片が出上 している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複関係か

ら奈良時代以降 と考えられる。
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層序説明

埋 土 黒褐色土層(7.5YR2/2)φ 03～

2 0clnの パミス、ローム粒子を含

む

E―一―
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第418図 第 7号掘立柱建物4L実測図

8)第 8号掘立柱建物址

遺構 (第419図、図版28)

F-5グ リッドに位置する。第21号住居址、第 7号掘立柱建物址と重複関係を有し、第21号住

-402-



居址、第 7号掘立柱建物 l■ を切って構築されている。

東西291om、 南北426cmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。 2間 × 2間の側柱式の掘立柱

建物で、柱間は、東西94～ 213cln、 南北159～351cmを 測 る。南北軸の方位 は、N-3.5° 一Wを 示

す。ピット掘形の平面プランは、楕円形のほか、濤持ちのものも認め られた。

遺物

Pl・ P4～ P7か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 している。本遺構の所産期は、出土

土器片および重複関係か ら奈良時代以降 と考えられる。
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第419図 第 8号掘立柱建物址実測図
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層序説明

埋 上 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ

02～ 0 5cmのパミス、 ローム
粒子 を含む

水糸レベル732.588m
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9)第 9号掘立柱建物址

遺構 (第420図、図版28)

E-4グ リッドに位置する。第 7号住居上、第16号掘立柱建物址と重複関係を有 し、このうち、

第 7号住居址を切って構築されている。東西528cm、 南北399cmを 測 り、平面プランは、長方形を

呈する。 2間 ×2間 の側柱式の掘立柱建物で、西に廂を持つ。柱間は、東西133～ 425cm、 南北

146～ 31lcmを測る。南北軸の方位は、N-2.5°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。

遺物

Pl・ P3'P6・ P7か ら土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土 している。本遺構の所産期は、

出土土器片および重複関係から奈良時代以降と考えられる。
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10)第 10号掘立柱建物址

遺構 (第421図、図版28)

E-4グ リッドに位置する。第 6号住居址、第25号掘立柱建物址と重複関係を有し、このう

第 6号住居址を切っている。東西655cm、 南北465cmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。

3間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西152～ 579cm、 南北165～ 385cmを 測る。

南北軸の方位は、N-2.5°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。
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遺物

P7か ら内耳上器片が 1点出土していることから、中世の掘立柱建物 と考えられる。

H)第 H号掘立柱建物址

遺構 (第422図 )

E-4グ リッドに位置する。第12号掘立柱建物址と重複関係を有する。

東西473cm、 南北615clnを 測る。 2棟の掘立柱建物が重複している可能性
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側柱式の掘立柱建物が基本 と

る竪穴状遺構が確認された。

柱間は、東西178～ 197cm、

南北174～228cmを 測る。南

北軸の方位は、N-1°一E

を示す。ピット掘形の平面

プランは、円形・楕円形で

ある。

遺物

P6か ら土師器片、黒色土

器片が出土している。

本遺構の所産期は、出土

土器片から古墳時代後期以

降と考えられる。

12)第 12号掘立柱建物址

遺構 (第 423図、図版28)

E-4グ リッドに位置す

る。第11号掘立柱建物址 と

重複関係を有する。

東西167cm、 南北161cmを

測 り、平面プランは、梯形

を呈する。 1間 × 1間の側

柱式の掘立柱建物で、柱問

は、東 西98～ 118cm、 南 北

106～ 116cmを 浪Jる 。

南北軸 の方位 は、N―

7° 一Wを示す。ピット掘形

の平面プランは、円形・楕

円形である。

層序 説明
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なるものと思われ、内部に東西254cm、 南北 185cm、 深さ約 19cmを 測

竪穴状遺構北側では平坦なテラスが認められ、堅級であった。
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P2か ら土師器片、黒 第12・ 13号掘立柱建物址実測図
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第14・ 15号掘立柱建物址実測図

色土器片、須恵器片が出土

している。本遺構の所産期

は、出土土器片か ら奈良時

代前葉以降 と考えられる。

13)第 13号掘立柱建物址

遺構 (第 423図、図版28)

E-4グ リッドに位置す

る。他遺構 との重複関係は

ない。

東西293cm、 南北316cmを

測 り、平面プランは、梯形

を呈する。 1間× 1間 の側

柱式の掘立柱建物で、柱間

は、東西207～ 230cm、 南北

233～ 243cmを 預Jる 。

南北軸 の 方位 は、N―

4° 一Wを示す。ピット掘形

の平面プランは、円形・楕

円形である。

遺物

出土遺物 は皆無であり、

本遺構の所産期についても

明確でない。

14)第 14号掘立柱建物址

遺構 (第 424図 )

D-4グ リッドに位置す

る。第15号掘立柱建物址と

重複関係を有 し、第15号掘

立柱建物址 を切って構築さ

れている。

東西305cm、 南北286cmを

一一―B

一
DC一

層序
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測 り、平面プランは、正方形を呈する。1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は東西228～ 237

cm、 南北211～ 212cmを 測る。南北軸の方位は、N-3°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から古墳時代後期～奈良時代以降と考え

られる。

15)第 15号掘立柱建物址

遺構 (第424図、図版28)

D-4グ リッドに位置する。第14号掘立柱建物址と重複関係を有し、第14号掘立柱建物J」Lに切

られている。東西314cm、 南北352cmを 測 り、平面プランは、梯形を呈する。

1間 Xl間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は東西232～ 242cm、 南北240～ 277cmを 測る。

南北軸の方位は、N-2°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

遺物

P3か ら球胴を呈する甕の破片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から古墳時代後

期～奈良時代以降と考えられる。

16)第 16号掘立柱建物址

遺構 (第425図、図版28)

E-4グ リッドに位置する。第 9号掘立柱建物l■ と重複関係を有する。東西420cm、 南北348cm

を測 り、平面プランは、長方形を呈する。 2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西

141～ 345cm、 南北128～ 295cmを 測る。南北軸の方位は、N-5°一Eを示す。ピット掘形の平面プ

ランは、円形・楕円形である。

遺物

Pl・ P2か ら土師器片、黒色土器片が出上している。本遺構の所産期は、出土上器片から古墳時

代後期以降と考えられる。

17)第 17号掘立柱建物址

遺構 (第426図 )

D-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西324cm、 南北291cmを 測る。

1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、 3基のピットが検出されたにとどまる。
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柱間は、東西260cm、 南北225cmを 測る。南北軸の方位は、N-0.5°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

18)第 18号掘立柱建物址

遺構 (第426図、図版28)

D-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西265cm、 南北265cmを 測 り、平面

プランは、正方形を呈する。 1間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西196～ 219cm、 南

北97～ 114cmを 測る。南北軸の方位は、N-12°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。
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遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構

の所産期についても明確でない。

19)第 19号掘立柱建物址

遺構 (第 427図 )

F-5グ リッドに位置する。

他遺構との重複関係はない。

2基のピットが検出されたにと

どまり、東西223cm、 柱間は、164

cmを 測る。南北軸の方位は、N―

40°一Wを示す。ピット掘形の平面

プランは、楕円形である。

遺物

P2か ら黒色土器杯の破片が 1

点出上している。本遺構の所産期

は、古墳時代後期後葉以降と考え

られる。

20)第 20号掘立 柱建物址

遺構 (第 427図 )

F-5グ リッドに位置する。

第 6号掘立柱建物址と重複関係

を有する。 2基のピットが検出さ

れたにとどまり、東西441cm、 柱間

は、353cmを 測る。南北軸の方位

は、N-5° 一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕

円形である。

遺物

P2か ら底部ヘラキリ未調整の

須恵器杯の破片と底部糸切 り未調
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整の黒色土器杯の破片が出土している。本遺構の所産期は、平安時代以降と考えられる。

21)第 21号掘立柱建物址

遺構 (第428図、図版29)

F-5グ リッドに位置する。第 3号掘立柱建物址 と重複関係を有し、第 3号掘立柱建物址に切

られている。東西456cm、 南北413cmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。 2間 ×2間の側柱

式の掘立柱建物で、柱間は、東西95～ 364cm、 南北136～ 352cmを 測る。南北軸の方位は、N-13° 一

Wを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形・不整形のほか、濤持ちのものも認められた。
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第427図  第19・ 20。 22～ 24号掘立柱建物址実測図
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P3・ P5° P8・ P9か ら土師器片、黒色土器片が出土 している。本遺構の所産期は、出土土器片

から奈良時代以降に比定される。

22)第 22号掘立柱建物址

遺構 (第 427図 )

F-5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。 2基のピットが検出されたにとどま

り、東西218cm、 柱間は173cmを測る。南北軸の方位は、N-16°一Wを示す。ピット掘形の平面プ

ランは、円形である。
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出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期については明確でない。

23)第 23号掘立柱建物址

遺構 (第427図 )

E-5グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。 3基のピットが検出されたにとどま

り、東西310cln、 柱間は■8～ 140cmを 測る。南北軸の方位は、N-2.5°一Wを示す。ピット掘形の

平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

24)第 24号掘立柱建物址

遺構 (第427図 )

EoF-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。 2基のピットが検出されたにと

どまり、東西313cm、 柱間は250cllaを 測る。南北軸の方位は、N-8°一Wを示す。ピット掘形の平

面プランは、円形である。

遺物

P2か ら須恵器甕の破片が 1点出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から奈良時代以降

と考えられる。

25)第 25号掘立柱建物址

遺構 (第 429図、図版29)

E-4グ リッドに位置する。第10号掘立柱建物址と重複関係を有する。東西348cm、 南北295cm

を測 り、平面プランは、長方形を呈する。総計■基のピットが検出されたが、 1間 ×2間の側柱

式の掘立柱建物を基本とするものと思われる。柱間は、東西276～ 279cln、 南北98～■2cmを測る。

南北軸の方位は、N-9°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P3～ P5か ら土師器片、黒色土器片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片から奈良時

代以降と考えられる。

26)第 26号掘立柱建物址

遺構 (第430図 )

一-414-―



E-4グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。東西310cm、 南北480cmの 範囲で6基

のピットが検出されたが明確なまとまりはない。ピット掘形の平面プランは、円形・椿円形であ

る。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

27)第 27号掘立柱建物址

遺構 (第 430図 )

E-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。 3基のピットが検出されたにとどま

り、東西386ctl、 柱間は129～ 192cmを測る。南北軸の方位は、N-4°一Eを示す。ピット掘形の平

面プランは、楕円形である。

遺物

A一

E ~

水糸レベル732.768m

9          1           ?m

第429図 第25号掘立柱建物址実測図
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出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

28)第28号掘立柱建物址

遺構 (第 431図 )

E-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西358cm、 南北113cmを測るが、全

体については不明である。柱間は東西70～ 219cmを 測る。南北軸の方位は、N-4°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

|

靴

ゴ

水糸レベル732.778m
9          ,           争m

―――B

埋 上
瘍鸞 ☆F苫哩 醜 乳

1‐儀m 
令

糸〉其;1掲長88埒
の′ヾミス、ローム粒子を含む      9      ,      ?m

第430図 第26・ 27号掘立柱建物址実測図

29)第 29号掘立桂建物址

遺構 (第 431図 )

D-4グ リッドに位置する。

他遺構との重複関係はない。

2基のピットが検出されたにと

どまり、東西221cm、 柱間は132cm

を測る。

南北軸の方位は、N-10°一Eを

示す。ピット掘形の平面プランは、

楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構

の所産期についても明確でない。

30)第 30号掘立柱建物址

遺構 (第 431図、図版29)

C-3グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。

東西271cm、 南北292cmを 測 り、

平面プランは、梯形を呈する。

1間 Xl間の側柱式の掘立柱建

物で、柱間は、東西167～ 202cln、

坤
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南北222～ 227cmを 測る。南北軸の方位は、N-1°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・

楕円形である。

遺物

P4か ら外稜口辺を有すると考えられる土師器杯の破片が 1′ミ出上している。本遺構の所産期

は、出土土器片から古墳時代後期中葉以降と考えられる。

Q
S T28 S T29

A_

A_

Q
⑨¬

A一 e3 ∝ (憂送1-B
c_蕉始一D

c__十      ~D

□
埋で

弓と髯&丸長載:巽貿2と

水糸 レベアレ732.288m

――B

層序説明
埋 土 黒褐色土層 (7 5YR2/2)

φ01～ 5 0cnの パミスを含む

水糸 レベ ル732.588m

S T30

干
牛 ⑨ 2

驚―

層序説明

埋 土 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ 01～ 4 0cm

のパミスを含み、ローム粒子を僅かに

含む

水糸 レベ ル732.448m
9           ,            ?m

第431図 第28～ 30号掘立柱建物址実測図
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31)第 31号掘立柱建物址

遺構 (第 432図 )

C-3グ リッ ドに位置する。他遺構 との重複

関係はない。 3基のピットが検出されたにとど

まり、東西95cm、 南北265cm、 柱間は東西41cm、

南北212cmを 測 る。南北軸の方位は、N-1°一W

を示す。ピッ ト掘形の平面ブランは、楕円形で

ある。

遺物

Plか ら土師器片、須恵器片が出上 している。

本遺構の所産期は、出土土器片から奈良時代

以降 と考えられる。

32)第32号掘立柱建物址

遺構 (第433図 )

F-5グ リッドに位置す

る。第16号住居l■ と重複関

係を有し、第16号住居址を

切っている。

東西520cm、 南北217cmを

測る。南北軸の方位は、N―

40° 一Wを示す。

ピット掘形の平面プラン

は、円形・楕円形のほか、

濤持ちのものも認められた。

遺物

PIか ら土師器片、須恵器

第432図  第31号掘立柱建物址実測図

＼

Q8

＼

ヽ

第433図 第32号掘立柱建物址実測図

片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から平安時代以降と考えられる。

33)第 33号掘立桂建物址

遺構 (第434図 )

E-4グ リッドに位置する。第 7号住居址、第 9。 11号掘立柱建物址 と重複関係を有する。

ヽ

埋土秀策告女F苫留雪騨宅樫みと普ぜCm

水糸レベル732.468m

―-418-―



東西648cm、 南北660cmの 範囲で15基のビットが検出されたが、明確なまとまりはない。

ピット掘形の平面プランは、楕円形・双円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。重複関係では第 7号住居址 との先後関係が明確でないため、本遺構の

所産期は、一応、奈良時代 と考えておきたい。
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層序説明

埋 土 暗褐色土層 (10YR3/4)φ 01～ 2 0cmの パミ
ス、ロー ム粒子 を含む

水糸レベル732468m
♀          |          ?m

第434図 第33号掘立柱建物址実測図

(3)ピ ッ ト

|)第 1号 ピット

遺構 (第 435図 )

E-4グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。
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東西45cm、 南北39cmを測 り、平面プ



S B08

ランは楕円形を呈する。掘立柱建物のピットと思われるが、他

のピットは検出されなかった。

遺物

出土遺物は皆無であり、所産期についても明確でない。

2)第 2号 ピッ ト

遺構 (第435図 )

D-4グ リッ ドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西50cm、 南北46cmを 測 り、平面プランは、楕円形を呈する。

掘立柱建物のピットと思われるが、他のピットは検出されな

かった。

遺物

出土遺物は皆無であり、所産期についても明確でない。

4Ⅲ ◎為

水糸レベル732.788m
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 に ■1褐色「
律む !llrl(7 5YR2/2)【

ユーム*上 rを ‖かに

水糸レベル732.888m

第435図 第 1・ 2号 ピット実測図

(→ 土  坑

|)第 1号土坑

遺構 (第436図、図版29)

D-4グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

東西290cm、 南北282cm、 平面プランは、楕円形を呈する。確認面からの深さは、130cmを 測る。

長軸方位は、N-48° 一Wを示す。遺構覆土は、 7層 に区分されるが、大半を第 6層が占める。

自然堆積 と考えられる。

遺物 (第440図、図版93)

上師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。このうち、図示 したものに須恵器長頸壺が

ある。出土土器片中には、このほか、図示し得なかったが、かえりを有する須恵器蓋の破片も認

められた。本遺構の所産期は、出土土器片から奈良時代初めと考えられる。
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①

A一

水糸レベル732568m9    ,   ?m

層序説明

第1層 にない黄褐色土層(10YR5/4)φ01～ 1.Ocnの バミス、ローム粒子を含む
第2層 黒褐色土層(10YR2/3)φ 01～ 0.5cmの バミス、ローム粒子を含む
第3層 責褐色土層(10YR5/6)φ O.1～ 1 0clnの パミス、ローム粒子を含む
第4層 にぶい責褐色土層(10YR4/3)φ01～ 0 5clllの パミス、ローム粒子を僅かに含む
第5層 にぶい責褐色土層(10YR5/3)φ O.1～ 1 0clnのパミス、ローム粒子を僅かに含む
第6層 黒褐色土層(10YR2/2)φ 01～ 2 0cnのパミス、ローム粒子を含む
第7層 暗褐色土層(10YR3/3)φ O.1～ 0_5ctlの パミス、ローム粒子を値かに含む
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第436図 第 1号土坑実測図
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第 1号住居址 第 3号住居址 第 4号住居址

第 4号住居址第 2号住居l■

第 7号住居l■L

2

第■号住居址

第437図 第 1～ 4・ 7・ 9'11号住居址出土土器実測図

-422-
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第11号住居址

くフ露4

第 1

第438図 第11・ 12号住居址出土土器実測図
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第17号住居址

第439図 第13'14・ 16。 17号住居址出土土器実浪1図
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第18号住居址

第20号住居l■

第440図  第18・ 20号住居址、第 1号土坑出土土器実測図

劫／
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5 大塚原遺跡

(1)竪穴住居址

|)第 1号住居址

|

―――H

水糸 レベル731.401m

第442図 第 1号住居址実測図
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遺構 (第442図、図版29)

本住居址は、C-2グ リッ ドに位置する。第15号住居址 と重複関係を有 し、第15号住居址を切

って構築されている。東西557cm、 南北は調査 し得た範囲で625cmを 測 り、平面プランは、おそら

く、南北にやや長い隅九長方形を呈するものと思われる。南北軸の方位は、N-8°一Eを 示す。

住居址覆土は、黒褐色 (7.5YR3/2)± 1層 で、確認面か らの壁高は、48～ 75cmを 測る。

カマ ドは、北壁部に位置するものと思われ、調査範囲内では認められなかった。

ピットは総計 4基検出された。このうち、Pl～ P3の 3基が主柱穴 と考えられる。周濤は、東壁

下、南束コーナー付近で認め られた。

また、本住居址は焼失住居 と考えられ、灰、炭化材が認められた。

遺物 (第 535・ 542～ 544図、図版95・ 102～ 104)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品のほか、自然遺物 として炭化材が出上 して

いる。このうち、図示 したものに黒色土器杯、須恵器杯、土師器甕、鉄製品、石製品がある。

土師器甕 (第535図 8)は、小型の台付甕の脚台部である。鉄製品 (第 542図 )に は、鉄鏃 (1)、

毛抜 き形鉄製品 (2)、 紡錘車の紡軸 と考えられるもの (3)、 鎌 (5'6)が ある。

石製品には、祗石 (第543図 9～ 12)、 磨石 (第 544図 1)がある。祗石は、 9が砂岩製で、他は凝

灰岩製で、重さイよ、 9-490g、 10-250g、 11-210g、 12-360gを 量る。

なお、炭化材については後述する。本住居址の所産期は、奈良時代後葉に比定される。

2)第 2号住 居址

遺構 (第 443・ 444図、図版29)

本住居址は、B-2グ リッ ドに位置する。第m・ 21号住居址 と重複関係 を有 し、第11・ 21号住

居址を切って構築されている。東西518cm、 南北613cmを 測 り、平面プランは、南北に長い隅九長

方形を呈する。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-3.5° 一Eを示す。住居址覆土は、3層 に区分

されるが、第 1層が大半を占める。確認面からの壁高は、35～ 65cmを 測る。

カマ ドは北壁ほぼ中央部に位置するが遺存状態は悪い。おそらく、加工 した軽石 を主体 として

構築されていたものと思われる。

ピットは総計 7基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、P5が貯蔵穴、P7が出入口部の施

設に関連するものと考えられる。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 535・ 542図、図版95。 102)

上師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、鉄滓のほか、青色顔料が出上している。

このうち、図示したものに須恵器蓋 。杯 。円面硯、黒色土器杯、鉄製品がある。

鉄製品 (542図 )に は、工具 と考えられるもの (7)、 鉄鏃 (8。 10)、 錐 (9)、 刀子 (11・ 12)が

-428-―



Q午

G―十一

水糸 レベ ル731.201m

層序説明

第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 05～ 30側のパミスを含む

第2層 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ 03～ 2 0cmのパミスを芭かに含む

第3層 黒褐色土層(7 5YR2/2)φ 03～ 1 0cmのパミスを僅かに含む

第443図 第 2号住居址実 測図
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ある。青色顔料はP6か ら出上しており、

一応、本住居J■に伴うものと判断したが、

詳細については後述する。

本住居上の所産期は、奈良時代後葉に

比定される。

層序説明

第1層 極暗褐色上層(7.5YR2/3)焼土を着千含む
第2層 暗褐色土層(10YR3/3)焼上を含む

第3層 橙色土層(5 YR6/8)焼 土層

水糸レベル731.101m

第444図 第 2号住居址カマ ド実測図

3)第 3号住居址

遺構 (第445'446図、図版29)

本住居址は、A-2グ リッドに位置する。第 1号掘立柱建物址と重複関係を有し、第 1号掘立

柱建物址により切 られている。東西 。南北とも調査 し得た範囲で、300cm、 345cmを 測 り、平面プ

ランは、おそらく、隅九方形を呈するものと思われる。カマ ドを中心とする主軸方位は、N-4.5° 一

Eを示す。住居址覆土は、2層に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、51～ 63

omを 測る。カマ ドは、北壁に位置するが、遺存状態は悪い。火床部では、焚口部の天丼石 として

用いられたと考えられる軽石が検出された。

ピットは主柱穴と考えられる 1基が住居址北東部において検出されたが、周濤は認められなか

った。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土しているが、図示 し得るものは皆無である。なお、自

然遺物として、炭化材が出上しており、炭化材については後述する。

―
―
―
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本住居l■Lの所遂期は、出土土器

片から古墳時代後期後葉に比定さ

/Lる 。

―
B

一 D
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~~B

層序説明

第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 05～ 3 0cnの パミ
ス、 ローム粒子 を含む

第 2層  黒色土 層 (7_5YR2/1)ψ 05～ 5.Ocmの パ ミス

を僅かに含む

水糸 レベル730,701m

層序説明
第1層 黒褐色土層(10YR3/2)φ 01～ 0.5cmの パミス、ロー

ム粒子を僅かに含む

第2層 黒褐色土層(10YR2/2)粘 上粒子、焼土粒子を僅かに

含む

第3層 黒褐色土層(7 5YR3/1)粘土粒子、焼土粒子を含む

第4層 黄褐色土層(10YR5/6)粘土プロック

第445図  第 3号住居址実測図

水糸 レベル730,704m

第 3号住居址カマ ド実測図
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層序 説 明

第1層 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ 03～ 3 0cmの パミス、ローム粒子を含む

第2層  黒掲色土層 (7 5YR3/2)ψ 05～ 2 0cmの パミスを含む

第3層  暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 05～20側のパミス、ローム粒子を多く含む

第4層  褐色土層 (7 5YR4/6)ロ ーム粒子を含む

第5層  黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ 01～ 2 0cmの パミスを含む

第6層  黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ 01～ 5 0cmの パ ミスを含む

第7層  暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ O.1～ 2 0cmの パ ミスを含む

第8層  黒色土層 (7 5YR2/1)φ 05cm前後のパ ミスを僅かに含む

第447図 第 4号住居址実浪1図
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遺構 (第 447・ 448図、図版29)

本住居址は、A・ B-1・ 2グ リッ ドに位置す る。第 2。 11・ 30号掘立柱建物址 と重複関係 を

有 し、第 2・ H。 30号掘立柱建物址に切 られている。東西558cm、 南北566cmを 測 り、平面プラン

は、隅九方形を呈する。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-3°一Eを示す。住居址覆土は、 8

層に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面か らの壁高は、40～ 62cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央菩卜に位置す る。地山を掘 り残 して袖芯 とし、第 2・ 8層 および加工 し

た軽石 を用いて構築 されていたものと思われる。

ピットは総計 5基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴 と考えられる。周濤は、西壁下か ら

北壁下にかけて認められた。

遺物 (第 535・ 544・ 545図、図版95・ 104・ 105)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、弥生土器片、石製品のほか、自然遺物 として炭化材がカマ

ド内から出上している。このうち、図示 したものに須恵器椀、塁書土器片、弥生土器片、石製品

がある。墨書土器片は、黒色土器杯の外面に 2文字が墨書されるが、文字は不明である。弥生土

器片は、後期の甕の破片である。石製品は、住居 l■北部出上の砂岩製の打製石斧で、重さ90gを

量る。なお、炭化材については後述する。

本住居址の所産期は、奈良時代後

葉に比定される。

層序説明

第1席 暗樹色上牌(7 5YR3/3)� i上、焼上を多く含む

第2オr 灰責樹色Jを用(10YR4/2)粘 上、kjt liを レく針む

第3'W 灰黄欄色上
'W(10YR5/2)灰 'W。

41性あり

第4'W 赤棚色上
'煎

5 YR4/8)XjtttM

第5片イ li1 4・ J色上A奪 (10YR2/3)ロ ーム/11rを はかに含

む

第6層 にぶい拙色上
'W(7 5YR5/4)焼

上を含む

第7悩 によい貴拙色上
'W(10YR4/3)灰

を才イ「作む

舛8'W にぶい焚椎色上
'W(10YR6/3)�

i上粒子を含む

第9'W にぶい赤樹色IM(5 YR5/4)柿 I:lll rを 多く

含む

第10'W ‖rTAJ色 上

'W(10YR3/3)粘

にXIr r、 /jL ilを ‖かに

含む

第■
'W ll!拙

色上
'W(10YR2/3)粘

1を粒子を件かに含む

第1211/1 にないA棚 色上
'W(10YR4/3)ロ

ーム4rf rを 多

く含む               水糸 レベル731.351m

第448図 第 4考住居JLカ マ ド実淑1図
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5)第 5号住居址

遺構 (第449・ 450図、図版30)
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層序説明
第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 20cn前 後のパミスを含む

第2層 黒褐色上層 (7 5YR2/2)φ 10～ 7 0cmの パミスを含む

第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ 05～ 8 0cmの パIス を含む

第4層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ 05～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第5層 黒褐色上層 (7 5YR2/2)φ05cn前 後のパミスを含む

第449図  第 5号住 居址実測 図
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本住居址は、 B-2グ リッ ドに位置する。第 6。 16号住居址、第23。 24号掘立柱建物址 と重複

関係を有し、第 6・ 16号住居址、第23。 24号掘立柱建物址により切 られている。東西527cm、 南北

は調査 し得た範囲で550cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形 を呈するもの と思われる。カマ ドを中

心 とする主軸方位は、N-7.5° 一Eを示す。住居址覆土は、5層 に区分 され、自然堆積 と考えられ

る。確認面からの壁高は、58～ 81釦 を測る。カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置 し、にない褐色 (7.5

YR5/4)土 を用いて構築 されていた。ピットは総計 4基検出された。この うち、 Pl～ P3が主柱穴

と考えられる。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第535'542図 、図版95・ 102)

土師驀片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品のほか、自然遺物 として獣骨が出上 している。この

うち、図示 したものに土師器椀・刻ヽ型甕・甕、黒色土器高杯、鉄製品がある。土師器椀 (第 535図

1)は、いわゆる黒彩土器であ

る。鉄製品 (第 542図 14)は 、火

打ち金具 と考えられる。なお、

獣骨については後述する。本住

居址の所産期は、古墳時代後期

後葉に比定される。

層序説明
第1層 にぶい責橙色土層(10YR6/3)粘 土粒子を多く

含む

第2層 褐色土層(7 5YR4/3)粘 土粒子を含む

第3層 黒褐色土層(7 5YR3/2)ロ ーム粒子を含む

第4層 極暗赤褐色土層(5 YR2/3)粘 土粒子、炭化物を

含む

第5層 褐色土層(10YR4/4)灰 を若千含む

第6層 褐灰色土層(7 5YR4/1)灰 層。粘性あり

第7層 にぶい橙色土層(7 5YR6/4)灰 層

第8層 明褐灰色土層(7 5YR7/2)灰 層。炭化物を含む

第9層 にぶい赤褐色土層(2 5YR5/4)粘 土粒子を含む

第10層  にぶい赤褐色土層(5 YR5/4)焼 土層

第■FIV7 にぶい褐色土層(7 5YR5/4)粘 性。構築土

水糸レベル730851m

第450図 第 5号住居址カマ ド実測図
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6)第 6号住居址

遺構 (第45卜 452図、図版30)

本住居l■ は、A・ B-2グ リッドに位置する。第 5・ 7号住居址 と重複関係を有 し、第 5。 7

号住居址を切って構築されている。東西450cm、 南北420cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈

する。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-5°一Eを示す。住居址覆土は、 2層に区分され、自

然堆積と考えられる。確認面からの壁高は、26～57cmを 測る。

カマ ドは北壁ほ,F中央部に位置するが遺存状態は悪い。おそらく、加工 した軽石を主体 として

構築されていたものと思われる。ピットは主柱穴と考えられる2基が検出された。

亀 k鞄 ◎
Ｐ

穐
｀

一
F

水糸 レベル730.901m
9                          ?m

層序説明

第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)ψ 10～ 3 0cmのパミス、ローム粒子を含む
第2層 暗褐色土層(7 5YR3/4)φ 10～ 2 0cmのパミスを多く含む

第451図 第 6号住居址実測図

一
―
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周濤は、北壁下か ら東壁下にかけて認められた。

遺物 (第 536・ 542・ 544図、図版96・ 102・ 104)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片、鉄製品、石製品が出上している。このうち、

図示したものに黒色土器杯 。椀、須恵器杯・椀、鉄製品、石製品がある。塁書土器は 4点あり、

いずれも黒色土器外面に墨書される。

3は「山」と判読 したが、他は不明で

ある。鉄製品 (第 542図 15)は 、紡錘車の

紡輪と考えられる。石製品 (第544図 3)

は、軽石製の磨石である。

本住居址の所産期は、平安時代に比定

さ/tる 。

古4_

層序説明
第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)住 居址覆土と同じものに焼土

が若干混じる

第2層 暗褐色土層(7 5YR3/4)焼 土を含む

第3層 褐色上層(7 5YR4/3)焼 上、灰を多く含む

第4層 明赤褐色上層(5 YR5/8)焼 土層          水糸 レベ ル730701m
第5層 暗赤褐色土層(5 YR3/4)粘 土粒子、焼土を多く含む

第452図 第 6号住居址カマ ド実預1図

7)第 7号住居址

遺構 (第 453・ 454図、図版30)

本住居址は、A・ B-2グ リッドに位置する。第 6・ 8号仁居址 と重複関係を有 し、第 8号住

居址を切 り、第 6号住居址に切られている。東西575伽、南北525cmを 測 り、平面プランは、隅九

方形を呈する。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-3° 一Wを示す。

住居址覆土は、 6層 に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は36～ 67cmを 測る。

カマ ドは北壁ほぼ中央部に位置するが遺存状態は悪 く、火床部が確認された程度である。

ピットは総計 7基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、 P7が貯蔵穴と考えられる。

遺物 (第 536・ 543図、図版96・ 103)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、銅製品、石製品のほか自然遺物として炭化材がカマ ド内か

ら出土している。図示 したものに須恵器杯・甕・土師器甕、銅製品、石製品がある。銅製品 (第543

図7)は 、刀装具の一部と考えられる。石製品 (第543図 5)は 、翡翠製の勾玉である。なお、炭化

材については後述する。本住居址の所産期は、奈良時代前葉に比定される。
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層序説明
第1層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ 05～ 1 0cmのパミスを使かに

含む
第2層  暗褐色】i層 (7 5YR3/4)φ05～ 1 0cmの パミスを含む
第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 05～ 2 0cmの パミスを含む

時             ―――――」

水糸 レベル730.901m
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第453図 第 7号住居址実測図
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層序説明

第1層 暗褐色上層(7 5YR3/3)住 居址覆土にφO.5

cm前後のパミスと、粘上粒子を僅かに含む

第2層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)粘上、炭化物を含

む

第3層 にない黄褐色土層(10YR5/4)灰 を多く含

み、焼土、炭化物を若子含む

第4層 明赤褐色土層(5 YR5/6)焼 土層

8)第 8号住居址

遺構 (第 455。 456図、図版30)

水糸 レベル730.801m

層序説明
第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ O_5cm前後のパミスを

値かに含む

第 2層 黒褐色上層 (7.5YR2/2)φ O_5～ 1 0cmの パ ミス

を僅かに含む

第454図  第 7号住居址カマ ド実測図

第455図 第 8号住居址実測図
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本住居址は、A-2グ リッドに位置す る。第 7号住居 l■ と重複関係 を有 し、第 7号住居上に切

られている。東西・南北 とも調査 し得た範囲で、それぞれ、195cm、 274cmを 測る。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-3°一Eを示す。住居址覆土は、 2層に区分 され、確認面

からの壁高は、39cm前後を測る。カマ ドは、北壁ほぼ中央に位置するもの と思われるが、遺存状

態は悪い。地山を掘 り残 して、袖芯 としていた。なお、ピット、周濤は検出されなかった。

遺物 (第536図、図版96)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土 しているが、 4片 と少な く、図示 し得 たものは須恵器

蓋 1点である。本住居址の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

Q

水糸 レベル730.301m

第456図  第 8号住居址カマ ド実測図

9)第 9号住居址

遺構 (第 457・ 458図 、図版30)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。第25号住居址と重複関係を有 し、第25号住居址を切

って構築されている。東西358cm、 南北319cmを 測 り、平面プランは、東西にやや長い隅丸長方形

を呈する。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-2°二Wを示す。住居址覆土は、 6層に区分さ

れ、自然堆積と考えられる。確認面からの壁高は、60～ 81cmを測る。

カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。軽石および第 2層 を主体 として構築されていたものと

思われる。また、火床部では加工 した軽石の支脚石が認められた。

ピットは総計 2基検出された。このうち、Plが貯蔵穴、P2が出入口部の施設に関連するものと

思われる。

一-440-―

層序説明

第 1層 にない黄禍色土層(10YR5/4)粘 上を含む

第2層 明赤褐色土層(5 YR5/6)焼 土層

第3層 にない黄褐色土層(10YR5/3)灰 、焼土、灰を若千含

む

第4層 黒褐色土層(10YR3/2)黒 色土と地山の埋土



遺物 (第543図、図版103)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品のほか、

このうち、図示し得たものは、石製品1点である。

自然遺物 として炭化材が出上 している。

石製品は、軽石製の紡錘車で、重さ120gを

―――B

TQ

水糸レベル730.501m

層序説明
第1層 黒褐色土層 (10YR3/2)ψ O.2～ 7 0cmのパミス、ローム粒子を含む
第2層 褐色土層 (7 5YR4/3)φ01～ 3 0cmのパミスを含む

露二謂董籍を圭層仔退¥長 :チ謝Jtti境:艦,(ミ i葦え輩
箋:層 窪暦霧巷星馨

7浮沼鍋&兆鰯毛判▼療 女E吾念紙を含む

第457図 第 9号住居址実測図
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量る。なお、炭化材については後述する。本住居址の所産期は、奈良時代中葉に比定される。

層序説明

第1層 褐色土層(10YR4/4)φ01cm前後のパミス、
ローム粒子、粘Ji粒子を含む

第2層  にぶい橙色土層(2 5YR6/3)粘 土粒子を夕

く含む

第 3層 にない黄褐色■層(10YR4/3)φ O.5cm前 後

のパ ミス、ローム粒子、粘Ji粒子を含む

第4層 黒褐色土層(5 YR3/1)炭 化物、灰を含む

第5層 赤褐色土層(5 YR4/8)焼 土層

第 6層 暗褐色土層(7 5YR3/3)ψ 03～ 1_Ocmの パ

ミス、ローム粒子、焼Jlを 含む

第7層 黒褐色土層(7 5YR2/2)φ O_5cm前 後のパ ミ

ス、ローム粒子を含む

水糸 レベル731401m

10)第 10号住居址

水糸レベル731.501m

第458図  第 9号住居址カマ ド実測図

層序説明~B第
1層 暗褐色Jl層 (10YR3/4)φ 03～ 0 5cmの パミ

ス、ローム粒子を若千含む

第2層  にぶしヽ責褐色土層(10YR5/3)粘土プロッ

ク

第3層 によい黄樹色上層 (10YR5/4)灰 /1W。 炭化

物を含む

第4層 明褐色土層(7 5YR5/8)焼 i層
第5層 にぶい黄褐色土層(10YR4/3)焼 土粒子、灰

を僅かに含む|

第459図  第10号住居l■ カマ ド実測図
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遺構 (第459'460図 、図版30)

本住居址は、B-2グ リッ ドに位置する。第20号住居址、第44。 48号掘立柱建物址を重複関係

を有 し、第20号住居址、第44号掘立柱建物址を切 り、第48号掘立柱建物址に切 られている。

東西475cm、 南北500cmを 測 り、平面プランは、隅丸方形を呈する。カマ ドを中心 とする主軸方

水糸 レベル731.401m

層序説明

第1盾  nィ偶色上rlH(7 5YR3/4)φ01～ 3 0cmの パミス、ローム粒子を含む

第2 11VI 時禍色i層 (7 5YR3/3)ψ 05～ 2 0cmのパミスを行む

第3肘  4」色上肘 (7 5YR4/3)φ O.5～ 3 0cmのパミスを含む

第4'W Th色土肘 (7 5YR4/4)φ 05～ 1_Ocmのパミス、ローム粒子を含む

第5M !R偶色上層 (7 5YR3/2)φ 05～ 2_Ocmの パミスを含む

第460図  第10号住居址実測図
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位は、N-1°  Eを示す。住居址覆土は、 5層 に区分され、自然堆積と考えられる。確認面から

の壁高は、40～ 54cmを 測る。カマ ドは、北壁ほ,F中央部に位置するが遺存状態は悪 く、僅かに火

床部が認められた程度である。ピットは総計 4基検出された。このうち、Plは位置に疑間を残す

が、 4基 とも主柱穴と考えておきたい。なお、周濤は検出されなかった。

遺物 (第 536・ 543図、図版96。 103)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品が出土している。このうち、図示したものに須恵器

杯・椀、黒曜石製の石鏃がある。第536図 5は、須恵器椀の底部を転用硯 として用いている。

本住居址の所産期は、奈良時代後葉から平安時代前葉に比定される。

H)第 H号住居址

遺構 (第 461・ 462図 、図版30)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。第 2・ 20号住居址と重複関係を有し、第20号住居lL

を切 り、第 2号住居l■Lに切られている。東西442cm、 南北474cmを 測 り、平面プランは、隅丸長方

形を呈する。カマ ドを中心とする主軸方位は、磁北を示す。住居址覆土は、 2層 に区分 され、確

認面からの壁高は、52～ 71cmを測る。カマ ドは、北壁ほ↓F中央部に位置する。軽石および第 4・

6層 を主体 として構築されていたものと思われる。ピットは主柱穴と考えられる4基が検出され

た。また、周濤は、東壁下北側からカマ ド部分を除く北壁下および西壁下にかけて認められた。

層序説明

第1層 暗禍色土層(7 5YR3/3)粘 土粒子、焼上粒子

を含む

第2層 によい黄褐色土層(10YR5/4)粘 土、炭化物を

含む

第3層 極暗赤褐色土層(5 YR2/3)粘 土粒子、焼上を

多く含む

第4層 褐色土層(10YR4/4)粘 土粒子を多く含む

第5層 暗赤褐色上層(5 YR3/6)焼 土層

第6層 灰責褐色土層(10YR4/2)ロ ーム粒子を含む

第7層 暗褐色上層(10YR3/3)粘 土粒子、焼土を含む

第8層  に景い黄褐色土層(10YR4/3)φ 03cm前後の

パミス、ローム粒子、粘土粒子を含む

第9層 暗褐色土層(10YR3/4)φ 03cm前後のパ ミス、

ローム粒子を僅かに含む

第10層  黒褐色土層(5 YR2/2)焼 土を多く含む

第■層 褐色土層(7 5YR4/4)焼 土層

第12層  にぶい褐色土層(7 5YR5/3)灰 層

第13層 黒褐色土層(7 5YR3/2)焼 上を含む

第14層  暗赤褐色土層(5 YR3/4)焼 上を多く含み、炭

化物を含む

第15層 暗褐色土層(7 5YR3/4)φ 01～ 3.Ocmの パ ミ

スを含む

水糸レベル731.101m

第461図  第11号住居址カマ ド実浪1図
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遺物 (第 536・ 537図、図版96・ 97)

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、自然遺物として炭化材が北東コーナー付近から出土

している。このうち、図示したものに黒色土器杯、須恵器杯・椀、土師器甕がある。なお、炭化

材については後述する。本住居址の所産期は、奈良時代後葉に比定される。

水糸レベル731.301m

層序説明

第1層 極暗褐色土層(7 5YR2/3)φ O.1～ 3 0clllの パ逹スを含み、ローム粒子を僅かに含む

第2層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 01～ 3 0cmの パミスを含む

第462図 第11号住居址実測図
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12)第 12号住居址

遺構 (第 463・ 464図、図版30)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。第13。 21号住居址 と重複関係を有 し、第13・ 21号住

居址を切って構築 されている。東西413cm、 南北484cmを 測 り、平面プランは、南北に長い隅丸長

方形を呈する。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-4°一Eを示す。住居址覆土は、黒褐色土層

層序説明
第1層 黒褐色土層(10YR2/3)φ 02～ 3 0cmの

パ ミスを僅かに含む

第12号住居址実測図

―-446-―
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1層である。確認面からの壁高は、20～ 56cmを 測る。カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが遺

存状態は悪い。ピットは主柱穴 と考えられる 4基が検出された。なお、周濤は、検出きれなかっ

た。

遺物 (第537図、図版97)

上師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、自然遺物 として炭化材が出土している。このうち、

図示したものに須恵器蓋・杯・長頸壺、土師器甕がある。なお、炭化材については後述する。

本住居l■の所産期は、奈良時代後葉に比定される。

層序 説明

第 1層 暗赤褐色土層(5 YR3/3)粘 土粒子を含む

第2層 暗褐色土層(10YR3/3)粘 上粒子、焼上を含む

第3層  にない赤褐色土層(5 YR4/4)炭化物を含む

第4層 赤褐色土層(5 YR4/6)焼 土層

第5層 暗褐色上層(7 5YR3/4)焼 上を若千含む

第6層 にぶい赤褐色土層(5 YR5/4)灰 層
水糸 レベル731.301rn

第464図 第12号住居址カマ ド実測図

13)第 13号住居址

遺構 (第465。 466図、図版31)

本住居址は、B・ C-2グ リッドに位置し、第12・ 15・ 21号住居址と重複関係を有し、第12・

15・ 21号住居址に切られている。東西627cm、 南北604cmを 測 り、平面プランは、隅九方形を呈す

る。カマ ドを中心とする主軸方位は、N-1°一Wを示す。住居l■覆土は、 8層に区分され、自然

堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、39～ 74cmを 測る。カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置す

る。地山を掘 り残し、袖芯とし、加工した軽石および橙色 (2.5YR6/6)土 を主体 として構築され

ていた。ピットは総計 6基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴、 P5が貯蔵穴 と考えられ

―
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る。また、周濤は、残存部から推 して全周 していたもの と思われる。

遺物 (第 537・ 538・ 543図、図版97・ 98・ 103)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、石製品、土製品のほか、自然遺物 として炭化材がカマ ド内

から出土している。このうち、図示したものに土師器杯・高杯・鉢 。台付甕・甕、石製品、土製

品がある。

石製品は、滑石製臼玉、土製品は丸玉である。なお、炭化材については後述する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

層序説明

第1層 にない責褐色土層(10YR4/3)φ05～ 1 0clllの パミ

ス、粘土粒子を含む

第2層 橙色土層(2 5YR6/6)ψ O.3om前後のパミスを僅か

に含み、粘土粒子を多く含む

第3層 にぶい黄橙色土層(10YR6/4)φ01～ 0 5cmの バミ

スを僅かに含み、粘上粒子を多く含む

第 4層 褐色土層(7.5YR4/4)ロ ーム粒子、粘土粒子を含

む

第5層  にぶい赤褐色土層(2 5YR5/3)灰 層

第6層 橙色土層(5 YR6/6)粘 土粒子、焼土粒子を含む

第7層 暗褐色土層(10YR3/3)炭 化物、灰を多く含む

第8層  明赤褐色土層(5 YR5/8)粘 土粒子、焼土、灰を含

む

第9層  黒色土層(Nl_5/)炭化物を多く含む

第10層  灰自色土層(7 5YR8/2)灰 層

第■層 赤褐色土層(5 YR4/8)焼 土層

第12層 極暗褐色土層(7 5YR2/3)粘 土粒子、焼上、炭化

物、灰を含む

水糸レベル731.301m

第466図 第13号住居l■ カマ ド実測図

14)第 14号住居址

遺構 (第467・ 468図、図版31)

本住居址は、B-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西350cm、 南北305cm

―-449-―
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を測り、平面プランは、東西にやや長い隅九長方形を呈する。カマ ドを中心 とする主軸方位は、

N-12°一Eを 示す。住居l■覆土は、 4層に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高

は、43～ 57cmを 測る。カマ ドは、北壁東部に位置する。地山を掘 り残し、袖芯とし、明責褐色 (10

YR6/6)上 を主体 として構築されていたものと思われる。ピットは 2基検出されたが、主柱穴は明

確でない。 P2は、出入口部の施設に関連するものかもしれない。なお、周滞は検出されなかっ

た。

遺物 (第 538図、図版98)

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、自然遺物 として炭化材が出上している。このうち、

図示したものに土師器無頸壺・甕がある。上師器無頸壺 (第 538図 1)は、復原後略完形となった

もので、算盤玉状の胴部 と九底気味の底部を有する。土師器甕 (第 538図 2)は、口辺部から肩部

において部分的にハケメが認められるが、他は細かいヘラナデである。なお、炭化材については

後述する。本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

F

千Q〒

C―――

水糸レベル730701m

層序説明

第1屑 黒鵜色■層 (7 5YR3/2)φ 05～ 3 0cmのパミス、ローム粒子を含む
第2屑 黒禍色土層 (7 5YR2/2)ψ 05～ 3 0cmの パミス、ローム*t子 を含む
第3層 黒色土層(7 5YR1 7/1)φ 05cm前 後のパミスを少々含む
第4層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 10cn前後のパミスを僅かに含み、ローム粒子を含む

第467図  第14号住居址実測図
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層序説明

第1層 黒褐色土層(7 5YR3/2)ロ ーム粒子を僅かに含む

第2層 褐色上層(10YR4/4)φ 03cm前後のパミス、粘土

ブロック、ローム粒子を含む

第3層 責褐色土層(10YR5/6)φ 01～ 0 5cmのパ ミスを僅

かに含む

第4層 黒褐色上層(10YR2/3)φ 03cm前後のパミス、ロー

ム粒子を僅かに含む

第5層 黒褐色土層(5YR2/2)ロ ーム粒子、粘上粒子を含む

第6層 暗褐色土層(10YR3/3)φ 01～ 0 5cmのパ ミスを僅

かに含み、ローム粒子を含む

第7層 明黄褐色土層 (10YR6/6)地 山に相似

第8層 黒褐色土層(10YR3/2)φ 03cm前 後のパ ミスを僅

かに含み、ローム粒子を含む

第9層 橙色土層(7 5YR6/6)粘 土粒子、焼上、炭化物を僅

かに含む

第10層  にぶい橙色土層(5YR6/4)φ 03cm前後のパ ミス、

粘土、焼上を含む

第■層 暗褐色土層(10YR3/4)焼 上、粘上、炭化物、灰を

含む

第12層  暗赤褐色土層(2 5YR3/6)焼 土を多く含む

第13層 にない黄橙色土層 (10YR6/4)ψ 01～ 0 5cmのパ ミ

ス、ローム粒子、粘土粒子、炭化物、灰を含む

第14層 褐色土層(7 5YR4/4)ψ 01～ 0 3cmの パ ミスとロ

ーム粒子、焼上、炭化物、灰を含む

第15層 灰褐色土層(5YR6/2)粘 土粒子を多く含む

水糸 レベル730.701m

第468図  第14号住居址カマ ド実測図

15)第 15号住 居址

遺構 (第 469図、図版31)

本住居址は、C-2グ リッ ドに位置する。第 1・ 13号住居址 と重複関係 を有 し、第13号住居址

を切 り、第 1号住居址に切 られている。東西61lcm、 南北570cmを 測 り、平面プランは、 I「J九方形

を呈する。住居址覆土は、5層 に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、51～ 72

cmを 測る。南北軸の方位は、磁北を示す。カマ ドは、北壁部に設置されていたものと思われるが、

第 1号住岳IIに 切 られているため、不明である。ピットは主柱穴 と考えられる 2基が検出された。

なお、周濤は、認められなかった。また、本住居址は焼失住居 と考えられ、南部で灰、炭化材が

認められた。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上しているが、図示 し得 るものはない。なお、住居址南

部出土の炭化材については後述する。

本住居址の所産期は、出土土器片および重複関係か ら奈良時代に比定される。
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水糸レベル731201m
9                      ?m

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ05～ 2 0cmの パミスを含む

第2層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 05～ 3 0cmの パミス、ローム粒子を含む

第3層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)ψ 05～ 2 0cnIの パミスを含む

第4層 暗禍色土層 (7 5YR3/4)φ 05～ 1 0cmのパミスを含む

第5層 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)φ05～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第469図 第 15号住居址実測 図

16)第 16号住居址

遺構 (第470図、図版31)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。第 5号住居址と重複関係を有し、第 5号住居上を切

って構築されている。東西 。南北とも調査し得た範囲で、それぞれ、271cm、 170cmを 測る。

南北軸の方位は、N-14°一Eを 示す。住居址覆土は、暗褐色土層 1層 で、確認面からの壁高
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は、39～ 42cmを 測る。 ピット
`よ

総言+2基検出された。

主柱穴は、このうちPlを 、考えておきたい。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第538・ 542図、図版98。 102)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品が出土 して

いる。この うち、図示 したものに須恵器杯、鉄製品があ

る。このほか、図示 し得なかったが、「 コ」の字状 を呈す

る日辺部の土師器甕の破片が認められた。

須恵器杯 (第538図 1)は、底部糸切 り未調整のもので

ある。

鉄製品 (第542図 16)は 、鉄鏃 と考えられる。

本住居l■の所産期は、奈良時代後葉から平安時代前葉

に比定 される。

―
B

―
D

―
BA―

Ⅷ‖柵
C―――             

―
D

レハミル730601m水 糸

層序説明
第1層 暗褐色土層(7.5YR3/3)φ 05～ 1 0cmの

パ ミスを僅かに含む

第470図 第16号住居址実測図

17)第 17号住居址

遺構 (第 471図、図版31)

本住居址は、C-3グ リッドに位置する。第18。 30号住居址と重複関係を有し、第18'30号住

居l■ を切って構築されている。東西・南北とも調査 し得た範囲で、それぞれ、405cm、 517cmを 測

り、平面プランは、おそらく、南北に長い隅丸長方形を呈するものと思われる。

南北軸の方位は、N-4°一Eを示す。住居址覆土は、 2層 に区分され、確認面からの壁高は、

25～ 38cmを 測る。カマ ドは、北壁部に設置されていたものと思われ、調査 し得た範囲内では認め

られなかった。ピットは総計 4基検出された。このうちPl～ P3の 3基が主柱穴と考えられる。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 538・ 542・ 544図、図版98・ 102・ 104)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、灰釉陶器片、鉄製品、石製品、鉄滓が出上している。この

うち、図示 したものに黒色土器杯・椀、鉄製品、石製品がある。黒色上器杯には、墨書土器 2点

(第 538図 4・ 5)があるが、文字は不明である。

鉄製品 (第542図)に は、紡錘車の紡軸 (17)、 工具 と考えられるもの (18)、 鉄鏃 (19・ 20)があ

る。石製品 (第 544図 5)は、石臼である。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。
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水糸レベル731.501m

層序説明

第1層 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ O_5～3_Oomの パミスを僅かに含む

第2層 極暗褐色土層(7_5YR2/3)φ 05～ 3.Ocmの パミスを僅かに含む

第471図 第 17号住 居址実 測 図

18)第 +8号住居址

遺構 (第472・ 473図、図版31)

本住居址は、C-3グ リッドに位置する。第17号住居址 と重複関係を有 し、第17号住居址に切

られている。東西475cm、 南北305cmを 測り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-10°一Wを示す。住居址覆土は、10層 に区分され、自然堆

積と考えられる。確認面からの壁高は、42～ 60cmを測る。カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。

地山を掘 り残して、袖芯とし、第 2・ 3層 を用いて構築 されていた。ピットは主柱穴と考えら

れる 1基が東壁下で検出された。周濤は、西壁下で認められた。

ぺ
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―
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一
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遺物 (第 539図、図版99)

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、自然遺物 として炭化材がカマ ド内から出土している。

このうち、図示したものに上師器甑・甕がある。土師器甑 (第539図 1)|ま 、復原後略完形とな

ったもので、一対の把手を有する。また、胴下半部には焼成前の穿孔が 2個所に施される。

おそらく、底部に置く敷物用の受けであろう。同様の例は、先述した竹花遺跡第84号住居址出

上の甑 (第 354図 4)に も認められる。

水糸レベル731.301m

層序説明

第1層 暗褐色土層 (10YR3/4)φ 03～ 2 5cmの パ ミス、ローム粒子を含み、締っている

第2層 黒褐色土層 (10YR3/2)φ01～ 1 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第3層  暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ 01～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第4層 にぶい責橙色土層 (10YR6/4)φ 03～ 3 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第5層 明責褐色土層 (10YR6/6)φ05～ 1 0cmのパミスを含む。地山に近似

第6層 黒褐色土層 (10YR2/3)φ 01～ 4 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第7層 明褐色土層 (7 5YR5/6)φ 02～ 1 0cmのパ ミスを含む

第8層 暗褐色土層 (10YR3/3)ψ 01～ 2 0cmのパ ミス、ローム粒子を含む

第9層 におfい赤褐色土層 (2 5YR4/4)φ 02～ 0 5cmの パ ミスを僅かに含む

第10層  にぶい赤褐色土層 (2 5YR5/4)φ 01～ 1 0cmのパ ミスを僅かに含む

第472図 第18号住居址実測図
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土師器甕 (第539図 2)は、日辺部～胴上部の約1/2が残存している。肩部～胴部外面はヘラケズ

リ後ヘラミガキがなされる。球形胴を呈する甕である。

なお、カマ ド内出上の炭化材については、後述する。

本住居址の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。

水糸レベル731.301m

遺物 (第 539図、図版99)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土 している。

恵器杯・椀、土師器甕がある。須恵器杯は 2点 とも、

は、第27号住居址出土土器片 との接合資料である。

本住居址の所産期は、奈良時代後葉に比定される。

層序説明
第1層 明褐色土層(7_5YR5/6)φ 03cn前後のパミス、

ローム粒子を含む

第 2層 褐色土層(7.5YR4/4)φ 03～ 0 5cmの パ ミス、
粘土粒子を含む

第 3層 にない赤褐色土層(2 5YR4/4)φ 03～ 0_5cm

のパ ミスを僅かに含み、粘土粒子を多く含む
第 4層 暗赤褐色土層(5 YR3/3)粘 土プロックを含

む

第 5層 にない赤褐色土層(5 YR4/4)粘 土粒子、焼
土、炭化物を多く含む

第 6層 黒色土層(7 5YR1 7/1)炭化物を多く含む

このうち、図示したものに黒色土器杯、須

底部糸切り未調整である。また、須恵器椀

第473図 第18号住居l■ カマ ド実測図

19)第 19号住居址

遺構 (第 474・ 475図、図版31)

本住居址は、D-3グ リッドに位置する。第23号住居址と重複関係を有 し、第23号住居址を切

って構築されている。東西400cm、 南北333cmを測 り、平面プランは、東西に長い隅丸長方形を呈

する。カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-1.5°一Wを示す。住居l■覆土は、3層 に区分され、確

認面からの壁高は、27～ 41cmを測る。カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するが遺存状態は悪い。

ピットは主柱穴と考えられる4基が検出された。なお、周濤は、検出されなかった。
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層序説明

第1層 暗褐色土層(7_5YR3/3)φ 05～ 2 0olnの パミスを僅かに含む

第2層 褐色上層(7.5YR4/4)φ 05cm前後のパミスを僅かに含む

第3層 黒褐色土層(7 5YR2/2)φ O.3～5,Ocmのバミスを僅かに含む

第 474図  第 19号住居址実測 図

20)第 20号住居址

遺構 (第 476・ 477図、図版31)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。第10。 ■号住居址 と重複関係を有し、第10・ ■号住

居址に切られている。東西365cm、 南北219cmを 測 り、平面プランは、おそらく、隅丸方形を呈す

るものと思われる。カマ ドを中心とする主軸方位は、N-1°一Wを示す。住居址覆土は、 3層に

区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、36～ 42cmを 測る。

カマ ドは、北壁ほIF中央部に位置する。第10号住居址に切られていることもあり、遺存状態は

悪い。ビットは主柱穴と考えられる2基が検出された。なお、周濤は認められなかった。
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水糸レベル731301m

第475図 第19号住居址カマ ド実測図

水糸レベル731.201m

層序説明

第1層 黒色上層(7.5YR2/1)φ 01～ 2 0cmのパミスを含む

第2層 褐色土層(7 5YR4/4)φ 05～ 1.Ocmパ ミスを僅かに含む

第3層 暗褐色土層(7 5YR3/4)φ O_1～3.Ocmのパミスを僅かに含む

第 476図 第20号住居址実測図

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上しているが、

層序説明

第1層 暗褐色土層(10YR3/3)φ O_1～ 1 0cllの パミス

を僅かに含む

第 2層 によい赤褐色土層(5YR5/4)粘 土泣子、焼土

粒子、灰を含む

第3層 褐色土層(10YR4/4)粘 土粒子、焼土粒子、炭

化物を含む

第4層  暗褐色土層(10YR3/4)焼 上、炭化物を僅かに

含む

A―

(}土器

絲 内 卵 ∝m院

層序説明

第 1月 にぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)粘 上粒子、焼

土粒子を含む

第2層 によい橙色土層 (5 YR6/4)粘 土粒子を含む

第477図 第20号住居址カマ ド実測図

―――B
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図示 し得 るものは皆無である。本住居址



の所産期は、出土土器片および重複関係から奈良時代中葉に比定される。

21)第21号住居址

遺構 (第478・ 479図、図版32)

本住居址は、B-2グ リッドに位置する。第 2・ 12号住居l■ と重複関係を有し、第 2・ 12号住

居l■に切られている。東西415cm、 南北396cmを 測り、平面プランは、隅丸方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-9°一Eを 示す。住居l■覆土は、極暗褐色土層 1層 であ

る。確認面からの壁高は、63～ 64cmを 測る。カマ ドは、北壁ほ,F中央部に位置するが遺存状態は

´́十~‐‐‐‐―‐_/  ＼
S B12

S B12P

Q

水糸レベル731.201m
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層序説明

第 1層 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)φ 05～ 4 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第478図 第21号住居址実測図
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悪い。ピットは主柱穴 と考えられる 4基が検出された。なお、周濤は、認められなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片のほか、自然遺物 として炭化材がカマ ド内から出上している

が、図示し得 るものは皆無である。なお、炭化材については後述する。本住居 l■の所産期は、出

土土器片中に底部ヘラキリ後手持ちヘラケズリされる須恵器杯の破片んヾ認められることから奈良

時代中葉に比定 される。

|

一
B

層序説明
第1層 褐色土層(10YR4/4)ロ ーム粒子、粘土粒子を僅

かに含む

第2層  にぶい黄褐色土層(10YR5/4)ロ ーム粒子を含

む

第3層  におい赤褐色土層(5 YR5/4)粘 土粒子、焼土粒

水糸 レベル730,701m

子を含む

第4層 赤褐色土層(5 YR4/6)焼 上、炭化物、灰を含む

第5層 明褐色土層(7 5YR5/8)焼 土層

第6層  暗褐色土層(7 5YR3/4)ψ 01～ 1 0cmのパ ミス、
ローム粒子を含む。埋上

第 7層 暗福色土層(7 5YR3/3)粘 土粒子、焼土粒子を

含む

①
ｌ
十
１

滝
r

第479図 第21号住居址カマ ド実測図

/わ

22)第 22号住 居 址

遺構 (第480。 481図、図版32)

本住居址は、D-3。 4グ リッドに位置

する。

他遺構 との重複関係はない。

大半は残存 しておらず、調査 し得たのは

東西278cm、 南北140cmの 範囲である。

カマ ドを中心 とす る主軸方位 は、N―

22°一Wを示す。カマ ドは、北壁ほぼ中央部

に位置すると思われる。加工 した軽石のほ

か安山岩を用いて構築 されていたものと考

えられる。なお、 ピット、周濤は確認され

なかった。

水糸レベル730.901m

③

第480図  第22号住居址実測図
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遺物 (第 539・ 540。 545図、図版99・ 100,105)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、縄文土器

片が出上している。このうち、図示したものに

須恵器杯・甕・横瓶、土師器甕、縄文土器片が

ある。縄文土器片は、前期の所産であろう。本

住居l■の所産期は奈良時代後葉に比定される。

第属ぴ

蒔

簿召色上層QOYRν Oローム粒子を多く含み、φ噛 m前後のパミス   と

第2層 亀雹生悟息詩 R4/め粘土粒子を含み、ローム粒子を僅かに含む         〕

第3層 明褐色土層(7 5YR5/6)焼 上粒子を多く含む

水糸 レベル731.001m
9                    1m

第481図 第22号住居址カマ ド実測図

23)第 23号住 居址

遺構 (第 482図、図版32)

本住居址は、D-3グ リッ ドに位置する。第19・ 27号住居址 と重複関係 を有 し、第27号住居 l■

を切 り、第19号住居址に切 られている。東西306cal、 南北は残存部で244cmを 測る。

南北軸の方位は、N-4°一Wを示す。住居址覆土は、 3層に区分 され、自然堆積 と考 えられ

る。

確認面からの壁高は、28～ 43clnを 測る。なお、カマ ド、 ピット、周濤等の施設は検出されなか

った。

遺物

土師器片、黒色土器片が出土 しているが、量は少なく、図示 し得 るものも皆無である。

本住居址の所産期は、不明確ではあるが、一応、奈良時代 と考 えてお きたい。

24)第 24号住居址

遺構 (第 482図、図版32)

本住居址は、D-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。大半が調査区域外にか

かり、調査し得たのは、東西368cm、 南北232cmの 範囲である。南北軸の方位は、N-6°一Eを示

す。住居址覆土は、 3層 に区分され、確認面からの壁高は、27～34cmを 測る。

ピットは主柱穴と考えられる 1基が検出された。なお、周濤は、検出されなかった。
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遺物

土師器片、黒色土器片、

る。本住居址の所産期は、

S B23

C~

水糸 レベル731.301m

須恵器片が出上しているが、量は少なく、図示 し得るものは皆無であ

出土土器片から平安時代前葉に比定される。

〒Q〒

層序説明

第 1層 褐色土層(7 5YR4/3)φ 05～ 1,Ocm

のバ ミスを僅かに含み、締っている

第2層  暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 15cm前後

のパ ミスを僅かに含む

第 3層 褐色土層(7 5YR4/4)ψ l_Ocltl前 後の

パ ミスを僅かに含む

9           ,            ?m

層序説明

第1層 黒褐色上層(7_5YR3/2)φ 05c n前後
のパ ミスを僅かに含む

第 2層 暗褐色土層(7.5YR3/4)φ 01～ 05
cnのパミス、ローム粒子を含む

第 3層 褐色上層(7 5YR4/6)φ 05cm前後の

パ ミス、ローム粒子を含む

水糸レベル731401m

9                    ?m

第482図 第23。 24号住居址実測図

25)第 25号住居址

遺構 (第 483図、図版32)

本住居l■は、B-2グ リッドに位置する。第 9号住居址、第48・ 49号掘立柱建物l■ と重複関係
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を有し、第49号掘立柱建物址を切 り、第 9号住居l■、第48号掘立柱建物址に切られている。

東西308cIII、 南北403cmを 測 り、平面プランは、南北に長い隅九長方形を呈する。

南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。住居址覆土は、 4層に区分され、自然堆積 と考えられ

る。

確認面からの壁高は、17～ 24cmを 測る。ピットは主柱穴と考えられる2基が検出された。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上しているが、図示し得るものは皆無である。本住居址

の所産期は、出土土器片および重複関係から、一応、奈良時代 と考えておきたい。

1  1/´

´́´―…

A―
C一 ◎

Ｐ
―

B
―一一D

,148
γ lS T49i

空__ユ
ザ

S T49

層序説明

第1層 にぶい黄褐色土層(10YR5/4)φ 02～ 1 0cnのパ ミ

ス、ローム粒子を多く含む

第2層 暗褐色土層(10YR3/3)φ01～ 3_Ocmの パミス、ロ

ーム粒子を僅かに含む

第3層 極暗褐色土層(7.5YR2/3)φ05～ 2 0cmの パ ミス

を僅かに含む

第4層 褐色土層(10YR4/4)φ 03～ 2.59nの パ ミス、ロー

―
B

ム粒子 を多 く含む
水糸レベル731301m

第483図 第25号住居址実測図

26)第 26号住居址

遺構 (第 484図、図版32)

本住居41・ は、C-3グ リッドに位置する。第27～ 29号掘立柱建物l■ と重複関係を有し、第28号

掘立柱建物址を切 り、第27・ 29号掘立柱建物址に切られている。大半が調査区域外にかかり、調

査し得たのは、東西224cm、 南北256cmの 範囲である。南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。
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住居址覆土は、 3層に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、72cm前後を測

る。なお、ピット、周濤は、検出されなかった。

遺物

土師器片、須恵器片が出上 しているが、 4

点 と少なく、図示 し得 るものは皆無である。

本仁居址の所産期は、不明確ながら、一応、

奈良時代 と考えておきたい。

水糸レベル731.401m

層序説明

第1層 褐色土層 (7_5YR4/3)φ 05～ 2 0cmの パミス

を僅かに含む

第2層 黒色上層 (7 5YR2/1)φ 05～ 1 0cmのパミス

を含む

第3層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ 05～ 2 0cmのパミ

スを僅かに含む

第484図 第26号住居址実測図

27)第 27号住居址

遺構 (第 485図、図版32)

本住居址は、D-3グ リッドに位置する。第23号住居址、第 1号濤l■ と重複関係を有し、第23

号住居址、第 1号濤址に切られている。大半が調査区域外にかか り、調査 し得たのは、東西306

cm、 南北228cmの範囲である。南北軸の方位は、N-2° 一Wを示す。住居址覆土は、2層に区分さ

れ、確認面からの壁高は、44～ 55cllaを測る。なお、ビット、周濤は、検出されなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土しているが、図示し得るものは皆無である。本住居址

の所産期は、出土土器片および重複関係から、一応、奈良時代 と考えておきたい。

28)第 28号住居址

遺構 (第 485図 、図版32)

本住居址は、C-3グ リッドに位置する。第29号住居址と重複関係を有 し、第29号住居llLを 切

って構築されている。大半が調査区域外にかかり、調査し得たのは、東西210cal、 南北294calの 範

囲である。南北軸の方位は、N-10° 一Wを示す。住居l■L覆土は、 3層 に区分され、自然堆積 と考

えられる。確認面からの壁高は、36～47cmを測る。なお、ピット、周濤は、検出されなかった。
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遺物 (第 540図、図版100)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土している。このうち、図示したものに土師器杯、須恵

器杯がある。上師器杯 (第 540図 1)は、畿内系暗文を有するもので、飛鳥H期に比定される。

須恵器杯 (第 540図 2)は、底部糸切 り未調整のもので混入品の可能性が強い。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

S B28

F④

Φ

と S B19

A―――

水糸レベル731401m

層序説明
第1層

 暮急
土層(10YR3/21φ 03-0 6cmの パ ミス、ローム粒子を僅かに

第2層  褐色土層(7 5YR4/6)わ 02～ 0 8cmのパ ミスを含む

第485図 第27・ 28号住居址実測図

29)第 29号住居址

遺構 (第 486。 487図 、図版33)

本住居址は、C-3グ リッドに位置する。第28号住居址、第 2号溝址 と重複関係 を有 し、第28

号住居址、第 2号濤ldLに より切 られている。東西353cm、 南北293cmを 測 り、平面プランは、東西

に長い隅丸長方形を呈する。

カマ ドを中心 とする主軸方位は、N-8°一Nを示す。住居址覆土は、 3層 に区分 され、自然堆

積 と考えられる。確認面からの壁高は、34～ 68cmを測る。

カマ ドは、東壁ほぼ中央部に位置する。地山を掘 り残 して袖芯 とし、赤褐色 (2.5YR4/8)上 に

より構築 されていた。

なお、ピット、周濤等の施設は検出されなかった。

遺物

土師器片が出土しているが、量は少な く、図示 し得 るものは皆無である。

本住居lkの所産期は、出土土器片および重複関係から古墳時代後期に比定される。

Ｓ Ｂ２７

。
‐

　

　

　

　

　

　

一義

棗ウ彊§福琶圭諷静評馴 斜:聟椒衆∝i善韓 竜着冷
第 3層 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)ひ 05～ 3 0cmの パ ミスを僅かに含む

↑糸レベル7306缶三|くててくてくヾヾ
層序説明
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水糸レベル730.701m

層序説明

第1層 褐色土層(7.5YR4/4)φ05～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を僅かに含み、炭化物を含む

第2層 明褐色土層(7 5YR5/6)φ05～ 2 0cmの パミス、ローム粒子を多く含み、炭化物を含む

第3層 黒褐色土層(7.5YR2/2)φ 05～ 2_Ocmのパミスを僅かに含む

第486図  第29号住居址実 測図

30)第 30号住居址

遺構 (第 488図、図版33)

本住居l■ は、C-3グ リッドに位置する。第17号住居l■、第39号掘立柱建物l■ と重複関係を有

し、第17号住居l■、第39号掘立柱建物址に切られている。東西450cm、 南北444cmを 測 り、平面プ

ランは、隅九方形を呈する。南北軸の方位は、N-3.5°一Wを示す。

住居址覆土は、 4層に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、27～ 69cmを 測

る。カマ ドは、おそらく、北壁ほぼ中央部に位置するものと思われるが、調査区域外にかかって

いるため不明である。ピットは主柱穴と考えられる2基が検出された。なお、周濤は認められな
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『層序説明

第1層 赤褐色土層(2 5YR4/8)粘 土粒子を含む

第2層 暗赤褐色土層(5YR3/6)ロ ーム粒子を僅かに含み、粘土

粒子を含む

第3層 暗褐色土層(7.5YR3/3)炭 化物、灰を含む。粘性あり

第4層 褐色土層(7 5YR4/4)粘 土粒子、灰を含む

第5層 赤褐色土層(2 5YR4/6)粘 土粒子を多く含む

第6層 暗褐色土層(7 5YR3/4)焼 上、炭化物、灰を含む

第7層 にない橙色土層(7 5YR6/4)灰 層

/つ

水糸レベル730.301m

第487図 第29号住居址カマ ド実測図

かった。

遺物 (第540,541図 、図版 100。 101)

土師器片、黒色土器片が出土している。このうち、図示したものに土師器甑・椀・甕がある。

土師器甑(1)は 、刻ヽ型甕を転用したもので、底部に焼成後の穿子Lがなされる。

本住居址の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

31)第31号住居址

遺構 (第 489図、図版33)

本住居l■は、C-2グ リッドに位置する。第32号住居址と重複関係を有し、第32号住居址を切

って構築されている。東西は調査 し得た範囲で■lcm、 南北380cmを 測る。

南北軸の方位は、N― ■
°
一Eを示す。住居l■覆土は、 2層 に区分され、自然堆積 と考えられる。

確認面からの壁高は、47～66cmを測る。ピットは主柱穴と考えられる2基が検出された。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第543・ 544図、図版103・ 104)
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水糸レベル731.401m

層序説明

第1層 褐色土層 (10YR4/4〉 φO.5～ 1 5cmのパミス、ローム粒子を含む

第2層 黒褐色土層(10YR3/2)φ 05cn前後のパミス、ローム粒子を僅かに含む

第3層 暗褐色土層 (10YR3/3)φ 03～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第4層 黒褐色土層 (10YR2/3)φ 03～ 1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第488図 第30号住居址実測図

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品が出上 している。 この うち、図示 した もの

に鉄製品、石製品がある。鉄製品 (第543図 1)イよ、轡である。石製品 (第 544図 6)イよ、砂質凝灰

岩製の打製石斧で、重 さ35gを 量 る。

本住居 l■の所産期 は、奈良時代後葉 に比定 され る。

32)第32号住居址

遺構 (第490・ 491図、図版33)

本住居l■は、C-2グ リッドに位置する。第31・ 33号住居址 と重複関係を有し、第31・ 33号住

居址に切られている。東西は調査し得た範囲で420cm、 南北544omを 測 り、平面プランは、おそら

く、隅丸方形を呈するものと思われる。カマ ドを中心とする主軸方位は、N-2°一Eを示す。
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水糸レベル731.601m

第32号住居址実測図

―-469-―
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層序説明
第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/4)φ03～ 3 0cmの ′ヾミスを含む
第2層 褐色土層 (7 5YR4/3)φ O_3～ 3 0cmの パミスを含む

第489図 第31号住居址実測図

層序義明            |
第1層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ O_3～  し

2 0cmの パミス、ローム粒子を含む

第2層 褐色土層 (7.5YR4/3)φ 01～ 1.0

cmのパミスを多く含み、ローム粒

子を僅かに含む

第3層 黒褐色上層 (7 5YR2/2)φ 01～

1 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第4層 掲色土層 (7 5YR4/4)φ 01～ 10
cmのパミス、ローム粒子を含む

―――B

水糸レベル731.551m

―
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第490図



住居址覆土は、 4層 に区分 され、 自然堆積 と考えられる。確認面か らの壁高は、40～ 58cmを 測

る。カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置するものと思われる。地山を掘 り残 して袖芯 とし、明褐色

(7.5YR5/6)粘上を用いて構築されていた。焚田部両側には石が用いられていたと考えられ、板

取 り痕が確認された。 また、火床部では、加工 した軽石製の支脚石が認め られた。

ピットは総計 3基検出された。このうち、 Pl・ P2の 2基が主柱穴 と考えられる。なお、周濤は

認められなかった。

遺物 (第 543・ 544図、図版103・ 104)

土師器片、黒色土器片、須恵器片、鉄製品、石製品が出土している。このうち、図示したもの

に鉄製品、石製品があ。鉄製品 (第543図 2)は、紡錘車である。石製品 (第 544図 7)|よ、凝灰岩

製の祗石で、重さ150gを 量る。

本住居址の所産期は、奈良時代後葉に比定される。
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層序説明

第 1層 暗赤禍色土層(5 YR3/4)焼 上を比較的多く含

む

第2層 暗褐色上層(7 5YR3/4)ψ 10cm前後のパミスを

含む。住居址覆土

第3層  明褐色土層(7 5YR5/6)粘 土層

第4層 暗赤褐色土層(5 YR3/6)粘 土層。火熱を受け堅

級

第 5層 褐色土層(7 5YR4/4)ロ ーム粒子のほか、火熱

を受けた粘上を含む

第6層  褐色土層(7 5YR4/6)焼 上を多量に含む

第7層 極暗褐色土層(7 5YR2/3)ロ ームブロック、焼

けた粘上を含む。粒子は非常に細かい

第8層  暗赤褐色土層(5 YR3/4)灰 層

第9層 明赤褐色土層(5 YR5/8)焼 土層

第10層  明黄褐色王層 (loYR6/6)灰 層。焼上粒子を含む

第11層  暗褐色土層 (7 5YR3/4)灰 を多量に含む。締つ

ていない

第12層  赤褐色土層(5 YR4/6)焼 土を多量に含む

第13層  橙色土層(7 5YR6/6)粘 土層。埋土

第14層  暗褐色土層(10YR3/4)ロ ーム粒子を多量に含

む。埋土

A十~~

33)第 33号住居址

遺構 (第 492図、図版33)

本住居l■ は、C-2グ リ

―一一B

水糸レベル731.651m

9                   1臓

第491図  第32;住居址カマ ド実測図

ドに位置する。第32号住居址と重複関係を有し、第32号住居址を切
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って構築されている。東西・南北 とも調査 し得

た範囲で、それぞれ、331cm、 166cmを 測る。    十~
A―

南北軸の方位は、N-2°一Wを示す。

住居址覆土は、 3層に区分され、自然堆積 と   c一一

考えられる。確認面からの壁高は、29cm前 後を

測る。

なお、ピッ ト、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 541図、図版101)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 して

いる。このうち、図示 したものに黒色土器杯の

破片がある。外面に「案」の塁書がなされる。

本住居址の所産期は、平安時代に比定される。

A―

水糸 レベル731801m

霙j逼

景B暮辱署θ淀
鷺【謗綿五判 Rおえ台女黎 ム粒

第3層
 筆をき辱(7 5YR4/4)φ 01～ 3 0cmのパミス、ローム粒

第492図  第33号住居址実測図

34)第34号住居址

遺構 (第 493・ 494図、図版33)

本住居l■は、B-2グ リッドに位置する。第50号掘立柱建物址 と重複関係を有し、第50号掘立

柱建物址により切られている。東西386cm、 南北348cmを 測 り、平面プランは、東西に長い隅丸長

方形を呈する。カマ ドを中心とする主軸方位は、N-1°一Wを示す。

住居址覆土は、 3層 に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、17～ 23cmを測

る。カマ ドは、北壁ほぼ中央部に位置する。赤褐色 (2.5YR4/6)上 を用いて構築されていた。

ビットは総計 8基検出された。このうち、Pl～ P4が主柱穴 と考えられる。

なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第544図、図版104)

石製品のほか、自然遺物 として炭化材がカマ ド内から出上している。

石製品 (第544図 8)イよ、カマ ド内から出上した、砂質凝灰製の祗石 と考えられ、重さ35gを 測

る。なお、炭化材については後述する。

本住居l■の所産期は、出土土器片がないため、不明確ではあるが、住居址の形状から、一応、

古墳時代後期 と考えておきたい。
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水糸 レベル731.501m

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7 5YR2/2)φ 01～ 3 0cmのパミス、ローム粒子を含む

第2層 褐色土層(7 5YR4/3)φ 01～ 2 0cmのパミスを含む

第3層 黒褐色土層 (7 5YR3/1)φ 01～ 1 0Cmのパミス、ローム粒子を含む

第493図  第34号住居址実測 図

35)第 35号住居址

遺構 (第 495図、図版33)

本住居址は、B-1グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西は調査 し得た範囲で380cm、 南北840cmを 測る大型の住居址で、平面プランは、おそらく、

隅丸方形を呈するものと思われる。南北軸の方位は、N-1° 一Wを示す。

住居址覆土は、 3層 に区分され、自然堆積 と考えられる。確認面からの壁高は、21～ 34cmを 測

る。カマ ドは、おそらく、北壁ほぼ中央部に位置するものと思われ、調査区域内では認められな

かった。ピットは主柱穴と考えられる2基が検出された。なお、周濤は、検出されなかった。

遺物 (第 541図、図版101)

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。このうち、図示 したものに土師器甑、黒色

土器高杯がある。上師器甑 (第541図 1)は、完形品である。鉢形を呈 し、底部に 1孔を有する。

R干

鋳3鋭 獣7
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層序説明

第1層 暗褐色上層(7.5YR3/3)φ O.1～ 0 5clnの パミス、ローム粒子を含

む

第2層 黒褐色土層(10YR3/2)φ 01～ 0 5cIの パ ミス、ローム粒子を含

む

第3層 黒褐色土層(7 5YR2/2)ロ ーム粒子、粘土粒子を含む

第4層 黄褐色土層(10YR5/6)ψ 01～ 2 0clnの パミス、ローム粒子を多

く含む

第5層 赤褐色土層(2.5YR4/6)構築土

第6層 黒褐色土層(10YR2/3)粘土粒子、焼土粒子を含む

第7層 暗赤灰色土層(2.5YR3/1)焼上、炭化物、灰を含む

第 8層 褐色土層(10YR4/6)ロ ーム粒子を含む

第9層 明褐色土層(7 5YR5/6)焼土層

水糸レベル731.501m

第494図 第34号住居址カマ ド実測図

調整は、外面は口辺部ヨコナデ、胴部から底部がヘラナデ、内面は口辺部ヨヨナデ、胴部から

底部がヘラナデ後部分的にヘラミガキである。

黒色土器高杯 (第 541図 2・ 3)は 2点あり、柱状の脚部を有するもの (2)と 脚部が「ハ」の字

状に開 くと考えられるもの (3)がある。

本住居l■の所産期は、古墳時代後期中葉に比定される。
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定
―
―
ィ

A‐
′

‐ D

― B

層序説明
第1層 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ O.1～ 1 0cmの

パミス、ローム粒子を含む

第 2層 嗜褐色土層(7 5YR3/3)φ O.1～ 1 0clnの

パミス、ローム粒子を含む

第 3層 黒褐色土層(7 5YR2/2)ψ 01～ 1 5clnの

パミス、ローム粒子を含む

怠_

水糸レベル732.701m

9                       ?m

第35号住居址笑測図
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(2)掘立柱建物址

|)第 1号掘立柱建物址

遺構 (第 496図、図版33)

A-2グ リッドに位置する。第 3号住居址 と重複関係 を有 し、第 3号住居址を切 って構築 され

ている。東西286cm、 南北354cmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。 1間 ×2間の側柱式の

掘立柱建物 と考えられるが、 5基のピットが検出されたにとどまる。柱間は、東西193～ 219cm、

南北125～ 148cmを 測る。南北軸の方位は、N-2°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは楕円形

である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から古墳時代後期後葉以降 と考えられる。

Q定

C~◎ P3

七

‐
愛
仝
藝
妻
葵

層序説明
埋 土 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ 02～ 0 4cmの パ ミス

ローム粒子を着干含む

第496図 第 1号掘立柱建物址実測図

水糸レベル730801m
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2)第 2号掘立柱建物址

遺構 (第 497図、図版34)

A-1・ 2グ リッドに位置する。第 4号住居址、第11。 30号掘立柱建物址と重複関係を有 し、

第 4号住居址、第11号掘立柱建物址を切って構築されている。東西375cm、 南北431cmを 測 り、平

面プランは、梯形を呈する。 2間 ×2間の総柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西123～ 163cm、 南

北155～202伽 を測る。南北軸の方位は、N-16° 一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・

楕円形である。

〇
―
―
―
―

|

… ⑨乳

|

◎P?

|

◎P「
B

⊂s一
DC~⑥

P4
◎ P9

③ Ps

|驚

~Ⅷ
脚Ⅳ回NMⅦ

第497図 第 2号掘立柱建物址実測図

一一一D

層序説明

埋 土 黒褐色土層(7 5YR3/2)φ 02～ 05
cmの パミス、ローム粒子を僅かに含

む

水糸 レベル731.301m

粛
―
―
―

―
―
ィ

霊

⑥

と

CPc

|

P7   F

一
B
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遺物

P4・ P7か ら土師器片が出上 している。

時代 と考えられる。

3)第 3号掘立柱建物址

本遺構の所産期は、出土土器片および重複関係から平安

遺構 (第 498図 )

B-1グ リッドに位置

する。第12号掘立柱建物

址 と重複関係 を有する。

3基のピットが検出さ

れたにとどまる。

南 北312cm、 柱 間 は、

98～ 146cmを 測る。

南北軸の方位は、N―

4° 一Wを示す。

ピッ ト掘形の平面プラ

ンは、円形・楕円形であ

る。
第498図  第 3。 4号掘立柱建物址実測図

遺物

P2か ら土師器片、黒色土器片が出土 している。本遺構の所産期は、出土土器片中に球胴を呈す

る土師器甕の底部破片が認められることから、古墳時代後期～奈良時代以降と考えられる。

4)第 4号掘立桂建物址

遺構 (第 498図 )

B-1グ リッドに位置する。第 5号掘立柱建物址 と重複関係を有する。

2基のピットが検出されたにとどまる。東西160cm、 柱間は、113cmを測る。

南北軸の方位は、N-2.5°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

5)第 5号掘立桂建物址

遺構 (第499図、図版34)

S T03 S T04

― 建 !

Ｆ，
亥
仝
謂
∞晴

◎ ― B
P2

A―
―

B

7K糸 し/ベル731.301m

層序説明
埋 上 黒褐色土層 (7 5YR3/1)ロ ーム粒予

を少量含む
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千
に ⑧P2

f)S T04

C~◎
P3

一一

E~⑨ P4

|

出

A―

◎PttF

士

B

C―
~―D

埋Y斡熟煙‖ⅧⅧノ璃口∝m
ロー ム粒子 を少量含む          0           2m

第499図 第 5号掘立柱建物址実測図

6)第 6号掘立柱建物址

遺構 (第 500図 )

A-1グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない

る。東西285ctl、 柱間は、215clnを 測る。南北軸の方位は、

ピット掘形の平面プランは、円形である。

遺物

Plか ら土師器片、須恵器片が出上している。本遺構の所進期は、出上土器片から古墳時代後期

後葉以降 と考えられる。

旱④ T

QIコ

C)S T04

建。コ

B-1・ 2グ リッドに位置する。

第 4号掘立柱建物址 と重複関係

を有する。

東西232cln、 南北405cmを 測 り、

平面プランは、長方形を呈する。

1間 ×2間の側柱式の掘立柱建

物で、柱間は、東西159～ 175cm、

南】ヒ139～ 173cmを 淑Jる 。

南北軸の方位は、N-6°一Wを

示す。

ピット掘形の平面プランは、円

形・楕円形である。

遺物

P6か ら土師器片が出上 してい

る。

本遺構の所産期は、出土土器片

中に器壁が厚 く、長胴を呈する土

師器甕の破片が認められることか

ら、古墳時代後期以降と考えられ

る。

。 2基のピットが検出されたにとどま

N-44°一Wを示す。
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7)第 7号掘 立柱 建 物址

遺構 (第 500図 )

A-1グ リッドに位置する。他遺構 と

の重複関係はない。

東西225cm、 南北209cmを 測 り、平面プ

ランは、正方形を呈するものと思われる。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物 と考え

られ、柱間は東西167cm、 南北154cmを 測

る。

南北軸の方位は、N-9°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。

遺物 (第 541図、図版101)

P3か ら外稜 口辺 を有す る土師器杯が

出土 している。

本遺構の所産期は、古墳時代後期後葉

と考えられる。

8)第 8号掘 立柱 建 物址

遺構 (第 500図 )

A-1・ 2グ リッドに位置する。第20

号掘立柱建物址 と重複関係を有する。

2基のビットが検出されたにとどまり、

東西322cm、 柱間258cmを 測る。

南北軸の方位は、N-16°一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕円形で

ある。

⑨Pデ ё
S T06

A―

A―

層 序 説 明

哩 上 黒褐色土層(7 5YR2/2)φ 02-0 5cmの バ ミス、ローム粒子を僅かに含む

水糸レベル731.501m t

h―
~

第500図  第 6～ 8号掘立柱建物址実測図

遺物 (第545図、図版105)

縄文土器片、上師器片が出土している。このうち、図示したものに縄文土器片(545図 5～ 10'17)

がある。いずれも、前期の所産であろう。

本遺構の所産期は、古墳時代後期以降と考えられる。

ＳＴ０８Ｑ

け

    糸 レベ刑 mm
e          l           ?m

Sヽ T20

◎Pず

庫④勇

ヽヽ` い``             o                   2m
水 糸 レベ ル731001m

‐―B
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Ｓ Ｔ０９

‐

k篭
i3

七      七

埋

為

層序説明
土 黒褐色土層(10YR2/2)φ 01～ 0 5cn

のパミス、ローム粒子を若千含む

水糸レベル731.001m
生          .           ?m

輿1コ Q
層序説明

埋 土 黒褐色土層(7 5YR2/2)ψ 02～ 0 5cmのパミス、ローム粒子を少量含む

水糸レベル731.401m
†                    ぞm

第501図 第 9・ 10号掘立柱建物址実測図

B-1グ リッドに位置する。

他遺構との重複関係はない。 2基のピットが検出されたにとどまる。

東西210cm、 柱間は、165cmを 測る。南北軸の方位は、N-3.5°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

9)第 9号掘立柱建物址

遺構 (第501図 )

A-2グ リッドに位置する。

他遺構 との重複関係はない。

東西256cm、 南北230cmを 測

り、平面プランは、梯形を呈

する。

1間 Xl間の側柱式の掘立

柱建物と考えられ、柱間は、

東西191～ 213clla、 南北67～ 159

clnを 測る。

南北軸の方位は、N-9°一

Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、

円形・楕円形である。

遺物

土師器片、須恵器片が出土

している。本遺構の所産期は、

出土土器片中に、底部糸切 り

未調整の須恵器杯の破片が認

められることから、奈良時代

後期後葉以降と考えられる。

10)第 10号掘立柱建物址

遺構 (第 501図 )
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H)第 H号掘 立 柱 建 物址

遺構 (第 502図 、図版34)

A-1・ 2グ リッドに位置する。

第 4号住居址、第 2号掘立柱建

物址 と重複関係 を有 し、第 4号住

居LILを 切 り、第 2号掘立柱建物址

に切 られている。

東西224cm、 南北208cmを 測 り、

平面プランは、方形を呈する。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建

物で、柱間は、東西152～ 161cm、

南司ヒ150～ 153cmを 測る。

南北軸の方位は、N-33°一Eを

示す。

ピット掘形の平面プランは、楕

円形である。

F⑥ F
A― ◎Ъ ttIB

「 ご■02    ~~ア

呼◎島 域4~D

l         と
A                      B

寵は
一＜
医―

イ
Ｉ

Φ

C―――

水糸 レベル731.101m

層序説明
猟1 上 晴村色に脳

― D     (75Y勘0
φ02～ 10

ローム粒 子

を仕かに令

第502図 第11号掘立柱建物址実測図

遺物

P4か ら土師器長胴の甕の破片が出上 している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複関係

から奈良時代後葉～平安時代 と考えられる。

12)第 12号掘立柱建物址

遺構 (第 503図、図版34)

A・ B-1グ リッドに位置する。第 3号掘立柱建物址 と重複関係を有する。

東西490cm、 南北404cmを 測 り、平面プランは、梯形を呈する。

2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西170～ 404cm、 南北135～ 320cmを 測る。

南北軸の方位は、N-14°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

遺物

出上遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

13)第 13号掘立柱建物址

娼構 (第 504図 )

A-2グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。 2基のピットが検出されたにとどま
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り、東西145cm、 柱間は85cmを 測る。南北軸の方位は、N-5° 一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

遣物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

14)第 14号掘立柱建物址

遺構 (第 504図 )

め
，
ｙ
′

|

帯⑧馳

C~~⑨
P4

〇

}

◎
P2

→

}

⑨Pl

E―
⑨馳

|

A―――

⑨
P。

1
壁

⑨P7~F

ぜ
    ぜ

層序説明

埋 土 黒 色 上 層(7 5YR2/1)
φ02～ 1 0cnの パミス、ロー

ム粒子を少量含む

水糸 レベル731.701m

第503図 第12号掘立柱建物址実測図
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A-1グ リッ ドに位置する。他遺構 との重複関係はない。 3基のピットが検出されたにとどま

り、東西385cm、 柱間は145～ 155cltを 測る。南北軸の方位は、N-7°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P3か ら土師器球胴の甕の破片が出土 している。本遺構の所産期は、出土土器片から古墳時代後

期以降 と考えられる。

15)第 15号掘立柱建物址

遺構 (第 504図 )

A-1グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。 2基のピットが検出されたにとどま

り、東西194cln、 柱間は114cmを測る。南北軸の方位は、N-2° 一Eを示す。

S T13

~∝
2 ⑨P「

B

―
B

層序説明
埋 土 黒色土層 (7 5YR1 71)φ01-0 5cRのパ ミス

ローム粒 子 を若干含 む

水糸レベル730。 701m

―
B

=~~B

層序説明                |
埋 土 黒褐色土層(10YR2/3)ψ 03～ 2 0cnの パミス、

|

ロー ム粒 子 を着干 含 む           |

水 >代 レハミル731.601m   l

削4Q
く、翌,生 _ζ

112

⑥PI―
BA ⑧P3 ω 2

A―

層序説明
埋 上 黒褐色上層 (10YR3/2)φ 03～ 10釦のフヾ ミス、 ローム粒子を着干含む

水糸レベル731.301m9    ,   子m

I   S T16

ＳＴ・５Ｑ |

|

|

I

I 埋

1

|

|

〇
|

〇

―
B

水糸 レベル731.401m

第504図 第13～ 16号掘立柱建物址実測図
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ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物 (第541図、図版101)

Plか ら略完形の須恵器甦が出土 している。本遺構の所産期は、古墳時代後期後葉に比定される。

〃
亥
畏
萎

S T17

平
電の

平

層序説明

μL 土 黒禍色土層 (10YR2/2)

徹
一
軋

◎
Ｐ古

〓ｌ
ｑ

16)第 16号掘立柱建物址

遺構 (第504図 )

A-1グ リッドに位置する。

第17号掘立柱建物址 と重複

関係を有する。

東西 195cm、 南北191cmを 測

る。 1間 × 1間の側柱式の掘

立柱建物 と考えられるが、 3

基のピットが検出されたにと

どまる。柱間は、東西121cm、

南北■4cmを 測る。

南北軸の方位は、N-7°一

Wを示す。 ピット掘形の平面

プランは、楕円形である。

遺物

土師器片、須恵器片が出土

している。本遺構の所産期は、

出土土器片中に、底部ヘラキ

リ後手持ちヘラケズリの須恵

器杯の破片、素縁で浅い上師

器杯の破片が認められること

から奈良時代中葉以降と考え

られる。

17)第 17号掘立柱建物址

遺構 (第 505図、図版34)

A-1グ リッドに位置する。

第16・ 18号掘立柱建物 l■Lと

P2

S T18

―――B

q6コ
|

Φ

水糸レベル731301m
ψ01～ 0 5cmの アヾミス、ローム粒子 を者千含む

S T18

A―

A―

十
１
１
Φ

③
Ｐ

層序説明
埋 土 黒褐色土層 (10YR2/3)ι 01～ 1 0cmのパ ミスを少量含む

水糸 レベル731.201m宅

第505図 第17・ 18号掘立柱建物址実測図
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重複関係を有し、第18号掘立柱建物l■に切られている。東西243cm、 南北301cmを 測 り、平面プラ

ンは、長方形を呈する。 1間 ×2間の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、 5基のピットが検出

されたにとどまる。柱間は、東西178～ 185cm、 南北97～ 234omを 測る。南北軸の方位は、N-28°一

Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P2か ら土師器片、黒色土器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から古墳時代後

期以降と考えられる。

18)第 18号掘立柱建物址

遺構 (第505図 )

A-1グ リッドに位置する。第17号掘立柱建物l■ と重複関係を有し、第17号掘立柱建物址を切

って構築 されている。 2基のピットが検出されたにとどまり、東西180cm、 柱間は115clllを 測る。

南北軸の方位は、N-3°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

P2か ら土師器長胴の甕の破片が 1点出上している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複

関係から古墳時代後期以降と考えられる。

19)第 19号掘立桂建物址

遺構 (第506図 )

A-1・ 2グ リッドに位置する。第20号掘立柱建物l■ と重複関係を有する。

東西435cm、 南北342cmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。

2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西173～ 405cm、 南北45～ 263cmを 測る。

南北軸の方位は、N-3°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

20)第 20号掘立柱建物址

遺構 (第507図、図版34)

A-1・ 2グ リッドに位置する。第 8・ 19号掘立柱建物址と重複関係を有する。

東西388cm、 南北355cmを 測 り、平面プランは、長方形を呈する。

2間 ないしは 3間 ×2間の側柱式の掘立柱建物 と考 えられ、柱間,ま 東西81～ 330cm、 南北

-485-
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層序説明       ′

― 一 D埋 土 黒 色 土 層 (7 5YR2/1)φ 01～ 1 5cm

のパ ミス、 ローム粒子を若千含む

水糸 レベル731001m

第506図 第19号掘立柱建物址実測図

117～ 306cmを 測る。南北軸の方位は、N-1°一Wを示す。 ピット掘形の平面プランは、円形・楕

円形である。

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期についても明確でない。

21)第 21号掘立桂建物址

遺構 (第 508図、図版34)

A-1。 2グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。

東西177cm、 南北209cmを 測 り、平面プランは、梯形を呈する。

1問 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西106～ 120cm、 南北132～ 154cmを測る。

南北軸の方位は、N-19°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

―-486-―



A―

千

Ok
ド  i
(、

_´
′́メs T08

0P4

｀ヽ・/S T19

乳s

|

「

◎Ь

｀`
―ダ

S T19

⑮
Ｐ

建

―
【

一
D

層序説明
土 黒色 土層(7 5YR1 7/1)φ 01～ 20

cmの パ ミス、ローム粒子を着干含む

水糸レベル731.001m

第507図 第20号掘立柱建物址実測図

P3か ら土師器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から古墳時代後期

以降 と考えられる。

22)第 22号掘立柱建物址

遺構 (第509図、図版34)

B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西235cm、 南北196cmを 測 り、平面

プランは、梯形を呈する。

1問 × 1間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西149～ 167cm、 南北117～ 136cmを 測る。

南北軸の方位は、N-3°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

陣　　　一Ｆ

―-487-



』   鵜
監

「      千

tU

G―

１
１
１

∞土最角共【卿 進隼ぢ馨ギ
含む

水糸レベル731101m

第508図  第21号掘立柱建物址実測図

水糸 レベル731.001m

層序説明

埋 土 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ O_2～ 1 5cmのパミス、ローム粒

子 を着千含む

第509図 第22号掘立柱建物址実測図

出土遺物は皆無であり、本遺構

の所産期についても明確でない。

23)第 23号掘立桂建物址

遺構 (第510図、図版35)

B-2グ リッドに位置する。

第 5号住居址、第24号掘立柱建

物址と重複関係を有し、第 5号住

居址を切って構築されている。

東西457cla、 南北423clnを 測 り、

平面プランは、梯形を呈する。

2間 ×2間の総柱式の掘立柱建

物で、柱間は、東西175～ 218cm、

南北145～206cmを 測る。

南北軸の方位は、N-6°一Wを

示す。ビット掘形の平面プランは、

円形・楕円形である。

遺物

―-488-―



出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係か ら古墳時代後期後葉以降 と考えられる。
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層序説明
埋 土 黒 色 土 層 (7 5YR2/1)ψ 01-0 5cm

のパ ミス、ローム粒子を若千含み、

締 っている

水糸 レベル730,001m

第510図  第23号掘立柱建物址実測図

24)第 24号掘立桂建物址

遺構 (第511図 )

B-2グ リッドに位置する。第 5号住居址、第23号掘立柱建物址と重複関係を有し、第 5号住

居址を切って構築されている。

2基のピットが検出されたにとどまり、東西126cm、 柱間は、76cmを 測る。

南北軸の方位は、N-43°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

一-489-一

―
十
１

定

―
―
十
１
望



ё

　

『

Ｐ

水糸 レベル730901m

層序説明
埋 上 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ 01～ 0 3cmの バ ミス、ローム粒子を若千含む

~―――D

水糸 レベル731201m

遺物

出土遺物は皆無である。

本遺構の所産期は、重複関

係から古墳時代後期後葉以降

と考えられる。

25)第 25号掘立柱建物址

遺構 (第 511図、図版35)

B-2グ リッドに位置する。

第31号掘立柱建物址と重複

関係を有 し、第31号掘立柱建

物l■ を切って構築されている。

東西230cm、 商北272cmを 測

り、平面プランは、梯形を呈

する。

1間 × 1間の側柱式の掘立

柱 建 物 で、柱 間 は、東 西

125～ 161cm、 南北185～ 200cm

を測る。南北軸の方位は、N―

7° 一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、

楕円形である。

遺物

須恵器片が出土している。

本遺構の所産期は、奈良時

代後葉以降と考えられる。

26)第 26号掘立柱建物址

遺構 (第 512図、図版35)
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層序説明
埋 土 暗褐色土層(10YR3/3)φ 03～ 0 5cmのパミスを若干含み、締っている

第511図  第24・ 25号掘立柱建物址実測図

C-3グ リッドに位置する。第27・ 28号掘立柱建物址、第 2号濤址と重複関係を有し、第 2号

濤址を切って構築されている。東西288cm、 南北359cmを 測る。 1間 ないし2間 ×2間の側柱式の

掘立柱建物 と考えられ、柱間は東西102～ 216cm、 南北131～ 304cmを 測る。

南北軸の方位は、N-3.5°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

―
―
―
「

―-490-―



遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から平安時代以降と考えられる。
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第512図 第26号掘立柱建物址実測図

27)第 27号堀立柱建物址

遺構 (第 513図、図版35)

C-3グ リッドに位置する。第26号住居址、第28号掘立柱建物址と重複関係を有し、第26号住

居址、第28号掘立柱建物址を切って構築されている。東西235cm、 南北225cmを 測 り、平面プラン

は、梯形を呈する。 1聞 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は東西130～ 184clll、 南北■9～ 164

cmを 測る。南北軸の方位は、N-3.5° 一Wを示す。ピット掘形の平面プランは楕円形である。

遺物

土師器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片中に底部ヘラキリ後手持

ちヘラケズリの須忘器杯の破片が認められることから奈良時代中葉以降と考えヽられる。
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28)第 28号掘 立柱 建物 址

遺構 (第 514図、図版35)

C-3グ リッドに位置する。

第26号住居 j」
l_、 第27号掘立柱建

物 l■ と重複関係 を有 し、第26号住

居 l」Lを切 り、第27号掘立柱建物址

に切 られている。

東西256cm、 南北288cmを 測 り、

平面プランは、梯形を呈する。

1間 Xl間の側柱式の掘立柱建

物で、柱間は東西147～ 195cm、 南

司ヒ177～ 233cmを 浪1る 。

南北軸の方位は、N-5°一Wを

示す。ピット掘形の平面プランは、

円形 。楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構

の所産期は、重複関係から奈良時

代前葉～中葉 と考えられる。

く

、

Cイ
イ

層序説明
埋 土 極暗褐色土層(7 5YR2/3)

φ01～ 0 5cmの パミスを着
干含む

◎Pデ

ヽ⑨
Ｐ

Ｉ
町

〆

第513図 第27号掘立柱建物址実測図

29)第 29号掘立柱建物址

遺構 (第515図 )

C-3グ リッドに位置する。第26・ 27号住居l■ と重複関係を有 し、第26・ 27号掘立柱建物址を

切って構築されている。 2基のピットが検出されたにとどまり、南北226cm、 柱間174cmを 測る。

南北軸の方位は、N-13°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代以降と考えられる。

30)第 30号掘立柱建物址

遺構 (第 515図 )

A-1グ リッドに位置する。第 4号住居址と重複関係を有 し、第 4号住居l■に切られている。

2基のピットが検出されたにとどまり、東西197cm、 柱間は、130omを測る。
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層序説明
埋 土 暗 褐 色 土 層 (7 5YR3/3)

φ01-0 5cmの パ ミスを若
千含む

水糸 レベル731.401m

第514図 第28号掘立柱建物址芙測図

南北軸の方位は、N-2°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

土師器片、須恵器片が出土 している。本遺構の所産期は、出土土器片中に底部ヘラキリ後手持

ちヘラケズリの須恵器杯の破片が認められることおよび重複関係から奈良時代中葉 と考えられる。

31)第 31号掘立柱建物址

遺構 (第 516図、図版35)

B-2グ リッドに位置する。第25・ 47号掘立柱建物址 と重複関係を有 し、第47号掘立柱建物址

を切 り、第25号掘立柱建物l■に切られている。東西385cm、 南北373cllaを 測 り、平面プランは、長

方形を呈する。 2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、 7基のピットが検出されたに

とどまる。柱間は、東西124～ 174cm、 南北126～ 308cmを 測る。

南北軸の方位は、N-6°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形 。楕円形である。

遺物

―-493-―



Pl・ P7か ら土師器片、黒色土器片が出上 している。本遺構の所産期は、出土土器片中にロクロ

調整の黒色土器杯の破片が認められることから奈良時代後葉以降 と考えられる。

32)第 32号掘立柱 建物址

遺構 (第515図 )

B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西207cm、 南北180cmを 測る。

1間 Xl間 の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、 3基のピットが検出されたにとどまる。

柱間は、東西153cm、 南北126cmを 測る。南北軸の方位は、N-8.5° 一Wを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。
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層序 説明

上 黒褐色土層(10YR3/1)ψ 03～ 1 0cmの 夕ヾ ミス、
ロー ム粒 子 を着 千 含 む

ST32

層序説明            υ

埋 上 黒色土層(7 5YR1 7/1)ロ ーム粒子を少量含む
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層序説明

埋 土 暗褐色土層(10YR3/3)ψ O_3～ 2 0cnの パミス、
ローム粒子 を若干含む

第516図 第31号掘立柱建物址実測図

遺物

出土遺物は皆無であ り、本遺構の所産期は明確でない。

33)第 33号掘立柱建物址

遺構 (第 517図、図版35)

C・ D-3グ リッドに位置する。他遺構との重複関係はない。東西308om、 南北275omを 測 り、

平面プランは、長方形を呈する。 2間×1間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西101～ 127cln、

南北191～ 218cmを 測る。南北軸の方位は、N-4.5° 一Wを示す。ビット掘形の平面プランは、円形・

楕円形である。
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遺物

出土遺物は皆無であ り、本遺構の所産期は明確でない。

層序説明
埋 土 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ O.5～ 10

cmのパ ミス、ローム粒子を若千含む
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第517図 第33号掘立柱建物址実測図

34)第 34号掘立桂建物址

遺構 (第518図、図版35)

C-3グ リッドに位置する。第35号掘立柱建物址と重複関係を有 し、第35号掘立柱建物l■ を切

って構築されている。東西274cln、 南北375cmを測 り、平面プランは、梯形を呈する。

1間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西210～ 233cln、 南北■0～ 155cmを 測る。

南北軸の方位は、N-1.5°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

P6° P llか ら土師器片、須恵器片が出土している。

本遺構の所産期は、出土土器片中に軟質須恵器杯の破片が認められることから、平安時代以降

と考えられる。

一 D

水糸レベル731.201m
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層序説明

埋 土 暗褐色土層(10YR3/3)φ05～ 1.Oomの パ

ミス、 ローム粒 子 を含む
水糸レベル731.001m

第518図 第34号掘立柱建物址実測図

35)第 35号掘立柱建物址

遺構 (第519図、図版35)

C-3グ リッドに位置する。第34号掘立柱建物l■ と重複関係を有 し、第34号掘立柱建物址に切

られている。東西264cm、 南北396cnlを 測 り、平面プランは、梯形を呈する。

1間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西176～ 210cm、 南北150～ 175cmを 測る。

南北軸の方位は、N-7.5°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物
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出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期は、重複関係から平安時代以前と考えられる。
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層序説明

埋 土 暗褐色 土層(10YR3/3)
φO.5～ 1,OcHlの パミス、ロー

ム粒子 を含む 水糸レベル731001m

第519図 第35号掘立柱建物址実測図

36)第 36号掘立柱建物址

遺構 (第520図、図版35)

B・ C-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。東西505ctl、 南北277calを 測 り、

平面プランは、長方形を呈するものと思われる。 2間 ×1間の側柱式の掘立柱建物 と考えられ、

柱間は、東西203～ 212cm、 南北204～ 208cmを 測る。南北軸の方位は、N-4°一Eを示す。

ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物
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土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上 している。本遺構の所産期は、出土土器片中に底部へ

ラキリ後手持ちヘラケズリの須恵器杯の破片が認められることから奈良時代中葉以降 と考えられ

る。

富

一
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――D

水糸レベル730.701m

第520図 第36号掘立柱建物址実測図

37)第 37号掘立柱建物址

遺構 (第 521図 )

C-3グ リッドに位置する。第38号掘立柱建物址と重複関係を有する。 2基のビットが検出さ

れたにとどまり、東西185cal、 柱間は129cmを 測る。

南北軸の方位は、N-28°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

土師器片が出上している。

本遺構の所産期は、出土土器片中に外稜口辺を有する土師器杯の破片が認められることから古

墳時代後期後葉以降と考えられる。
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層序説明

埋 土 黒褐色土層(10YR3/2)φ 05cmの パミス

を少量含む
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層序説明
土 黒褐色土層(7 5YR3/2)バ ミスを僅かに含む
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38)第38号掘立柱建物址

遺構 (第522図、図版36)

C-3グ リッドに位置する。

第37号掘立柱建物址 と重複

関係を有する。東西350cm、 南

ゴヒ387cmを 測 り、平面プラン

は、正方形を呈する。 2間 X

2間の側柱式の掘立柱建物で、

柱間は東西110～ 277cm、 南北

140～ 317cmを 浪Jる 。

南北軸の方位は、N-14° 一

Eを示す。ビット掘形の平面

プランは、円形・楕円形である。

遺物

須恵器杯の破片が出上して

いる。本遺構の所産期は、出

土土器片から奈良時代後葉 と

考えられる。

萎
仝
＾

層序説明
埋 土 黒 色土 層(10YR2/1)

φO.1～ 1.09nの パ ミス、

ローム粒子を若千含む

第521図 第37・ 39号掘立柱建物址実測図

39)第 39号掘立柱建物址

遺構 (第521図、図版36)

C-3グ リッドに位置する。第30号住居址、第40号掘立柱建物址、第 1号濤l■ と重複関係を有

し、第30号住居址、第 1号濤址を切っている。東西248cm、 南北253cmを測 り、平面プランは、正

方形を呈する。 1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西181～ 184cm、 南北173～ 181cm

―
―

―
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―

「 一B

水糸レベル731.401m
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第522図 第38号掘立柱建物址実測図

を測る。南北軸の方位は、N-12°一Eを示す。 ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から平安時代以降と考えられる。

40)第 40号掘立桂建物址

遺構 (第 523図 )

C-3グ リッドに位置する。第39号掘立柱建物址と重複関係を有する。東西243cm、 南北213cm

を測り、平面プランは、梯形を呈する。1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西140～ 194

cm、 南北91～ 160cmを測る。
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層序説明
埋 上 黒褐色土層(7 5YR2/2)φ O_5～ 1 0cllの

パミスを含む
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だ   ″   =駕 [」uノ 遭

南北軸の方位は、N-2° 一Wを

示す。ピット掘形の平面プランは、

楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であ り、本遺構

の所産期についても明確でない。

41)第 41号掘 立桂 建 物 址

遺構 (第 523図 )

C-3グ リッドに位置す る。

他遺構 との重複関係はない。

2基のピットが検出されたにと

どまり、南北216cln、 柱間は155cm

を測る。

南北軸の方位は、N-1° 一Eを

示す。ピット掘形の平面プランは、

楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無であ り、本遺構

の所産期についても明確でない。
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層序説明

埋 土 黒褐色土層(10YR3/2)φ 03～ 1 0clnの パ ミス、ローム粒子を含む

水糸レベル731.201m

第523図 第40'41号掘立柱建物址実測図

42)第 42号掘立柱建物址

遺構 (第524図 )

B-2・ 3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。明確なまとまりがなく、 ピット

群 とされるべきものであるが、一応、掘立柱建物上に含めた。なお、図中の深さは確認面からの

ものを示した。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物
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土師器片、黒色土器片が出上している。このうち、P7出土土器片には、黒色土器皿の破片が認

められた。

島③

¶鷲ら .招還
イ・

路品9 _vB師も
層序説明

-28.3c n         埋 土 黒褐色土層(10YR3/2・ 10YR2/3)φ 02～ 2_Ocln

のパミス、ローム粒子を僅かに含む

第524図 第42号掘立柱建物址実測図

43)第 43号掘立桂建物址

遺構 (第 525図 )

B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。 2基のビットが検出されたにとどま

り、東西230cm、 柱間は、185cmを 測る。

南北軸の方位は、N-8°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片中にロクロ

調整の黒色土器杯の破片が認められることから奈良時代後葉以降と考えられる。

44)第 44号掘立桂建物址

遺構 (第525図 )

B-2グ リッドに位置する。第10号住居址と重複関係を有し、第10号住居址に切られている。

東西203cm、 南北191clnを 測る。 1間×1間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、 3基のピッ

トが検出されたにとどまる。柱間は、東西135cln、 南北137cmを測る。

南北軸の方位は、N-11° 一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

Ｐ‐３０
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遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土 している。本住居上の所産期は、出土土器片および重

複関係から奈良時代後葉以前 と考えられる。

45)第 45号掘立桂 建物址

遺構 (第525図 )

C-2・ 3グ リッドに位置する。第15号住居址と重複関係を有し、第15号住居址に切られてい

る。東西165cm、 南北168cHIを 測る。 1間 ×1間の側柱式の掘立柱建物 と考えられるが、 3基のピ

ットが検出されたにとどまる。柱間は、南北106cmを 測る。

南北軸の方位は、N-35° 一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代以前と考えられる。

46)第 46号掘立柱 建物址

遺構 (第 526図 )

C-3グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。

明確なまとまりがなく、ピット群 とされるべきものであるが、一応、掘立柱建物址に含めた。

ピットの規模、深さは多様である。ビット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上している。本遺構の所産期は、出土土器片から平安時

代以降と考えられる。

47)第 47号掘立桂 建物址

遺構 (第 527図 )

A・ B-2グ リッドに位置する。第 4号仁居址、第31号掘立柱建物址と重複関係を有 し、第 4

号住居址、第31号掘立柱建物址に切られている。

3基のピットが検出されたにとどまり、東西430cm、 柱間は、165～ 184cmを 測る。

南北軸の方位は、N-7°一Wを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代後葉以前 と考えられる。
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層序説明
埋 土 暗褐色土層(7 5YR3/3)φ 03～ 0 5onの パミスを着子含む

731 137
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S D02

層序説明
土 黒褐色土層(7 5YR2/2)ψ 05cmの パ 屯

ミスを少量含む
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層 序 説 明

埋 上 黒褐色上層(7 5YR3/2)φ 03～07
cmのパ ミスを僅かに含む

第525図 第43～ 45号掘立柱建物址実測図

第526図 第46号掘立柱建物址実測図 !
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48)第 48号掘 立柱 建 物 址

遺構 (第 527図 )

B-2グ リッ ドに位置す る。

第10。 25号住居址、第49号掘

立柱建物 l■ と重複関係 を有 し、

第10・ 25号住居 llL、 第49号掘立

柱建物 l■ を切って構築 されてい

る。

東西274cm、 南】ヒ230cmを 測 る。

1間 × 1間の側柱式の掘立柱建

物 と考えられるが、 Э基の ピッ

トが検出されたにとどまる。

柱間は216帥、南北149cmを 測

る。

南北軸の方位は、N-11° 一W

を示す。

ピット掘形の平面プランは、

楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。

本遺構の所産期は、重複関係

から奈良時代後葉以降 と考 えら

れる。

A一 個)
P9

A十
~~

_十~B

埋 土 黒褐色土層(10YR3/2)

φ03-3 0cmの パ ミス

ローム粒子を含む

S T48

拘 百ピ
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層序説明
埋 土 黒褐色土層(7 5YR3/2)

φ05～ 20の パ ミスを僅
かに含む

_十~つ

第527図 第47'48号掘立柱建物址実測図

49)第 49号掘立柱建物址

遺構 (第528図 )

B-2グ リッドに位置する。第25号住居址、第48号掘立柱建物址と重複関係を有し、第25号住

居址を切 り、第48号掘立柱建物l■ に切られている。東西355cm、 南北389cmを 測る。

3問 × 1間の側柱式の掘立柱建物と考えられるが、 6基のピットが検出されたにとどまる。

柱間は、東西40～ 134cm、 南北342～ 358cmを 測る。南北軸の方位は、N-5°一Wを示す。

_一一B

水糸 レベル731101m
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ピット掘形の平面プランは、

円形・椿円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。

本遺構の所産期は、重複関係

から奈良時代以降 と考えられる。
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層序説明
埋 土 暗褐 色土層(7 5YR3/3)

φ01～ 5 0Cmのパ ミスを

僅かに含む

水糸レベル731 301m t

第528図  第49号掘立柱建物址実測図

50)第 50号掘立柱建物址

遺構 (第529図、図版36)

B-2グ リッドに位置する。第34号住居址と重複関係を有 し、第34号住居址を切って構築 され

ている。東西330cm、 南北440cmを 測り、平面プランは、長方形を呈する。

2間 ×2間の総柱式の掘立柱建物で、柱間は、東西103～ 145cm、 南北153～ 194cmを測る。

南北軸の方位は、N-1°一Eを示す。ビット掘形の平面プランは、円形・楕円形である。

遺物

土師器片、須恵器片が出土している。本遺構の所産期は、出土土器片および重複関係から平安

時代以降と考えられる。

51)第 51号掘立柱建物址

遺構 (第 530図 )

B-2グ リッドに位置する。他遺構 との重複関係はない。
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3基のピッ トが検出されたにとどまる。東西193cm、 南北 196clla、 柱間は、東西120cm、 南北130

clnを 測る。南北軸の方位は、N-8°一Wを示す。 ピッ ト掘形の平面プランは、円形・楕円形であ

る。

遺物

P3か ら奈良時代に比定される須恵器蓋の破片が 1点出上 していることから、本遺構の所産期は

奈良時代以降 と考えられる。
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層序説明

埋 土 鼻褐色土層(7 5YR2/2)φ 03～ 4 0cal

のパミスを含む
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52)第 52号掘立柱建物址

遺構 (第530図 )

B・ C-2グ リッドに位置する。第32・ 34号住居址と重複関係を有し、第32・ 34号住居址を切

って構築されている。東西373cm、 南北159cHlを測る。柱間は、東西40～ 174cln、 南北91cmを測る。

南北軸の方位は、N-3°一Eを示す。ピット掘形の平面プランは、楕円形である。

遺物

出土遺物は皆無である。

本遺構の所産期は、重複

関係から奈良時代後葉以降

と考えられる。

S T51

層序説明
土 黒褐色土層

(10YR2/3)

理ミη鶏
粒子を少量含む

水糸レベル731.501m

S T52

郁
／

C―

S B32

―
D

水糸レベル731.601m9        ?m

第530図 第51・ 52号掘立柱建物址実測図
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131溝 址

|)第 1号溝址

遺構 (第531図、図版36)

C・ D-3グ リッドに位置する。第27号住居址、第39号掘立柱建物址、第 2号濤址と重複関係

を有し、第27号住居址を切 り、第39号掘立柱建物址に切られている。

東西にほぼ直線的に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約133mの範囲であ

る。遺構覆土は 2層 に区分されるが、うち第 1層の黒褐色土層 (7.5YR3/2)が 大半を占める。

濤中は205～ 290cln、 深さ38～ 59clllを 測る。なお、底面には砂の堆積はなく、水の流れた痕跡は

認められなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出土しているが、図示し得るものは皆無である。本遺構の

A―

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7 5YR3/2)φ O.5～ 1.ocmの
パミスを僅かに含む

第2層 褐色土層(10YR4/6)φ 05～ 1 0cmのパミ
スを僅かに含む

水糸 レベル731.501m

第531図 第 1号溝址実測 図

―-510-



所産期は、出土土器片および重複関係から奈良時代前葉には開削され、奈良時代末には、ほとん

ど埋まったものと考えられる。

2)第 2号溝址

遺構 (第532図、図版36)

C-2・ 3グ リッドに位置する。第29号住居址、第 1号濤址と重複関係を有し、第29号住居址

を切っている。第 1号濤址との先後関係については不明である。

南北にほぼ直線的に延びる遺構で、調査区域内において調査された部分は、約223mの範囲であ

層序説明

第1層 黒褐色土層 (7.5YR2/2)φ 05～ 3 0clnの

パミス、ローム粒子を僅かに含む

水糸レベル731.401m

第532図 第 2号濤址実測図
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る。遺構覆土は、黒褐色土層 (7.5YR2/2)、 1層である。濤中は150～ 215cm、 深さ52～ 63cmを 測

る。なお、底面には砂の堆積はなく、水の流れた痕跡は認められなかった。

遺物

土師器片、黒色土器片、須恵器片が出上しているが図示し得るものは皆無である。本遺構の所

産期は、重複関係および出土土器片中に黒色土器椀の破片が認められることから、古墳時代後期

後葉以降に開削され、平安時代にはほとんど埋まったものと考えられる。

3)第 3号溝址

遺構 (第533図、図版36)

B-2グ リッドに位置する。第12号住居l■ と重複関係を有し、第12号仁居址に切られている。

南北にほぼ直線的に延びる遺構で、調査された著Ь分は、約390cmの 範囲である。

遺構覆土は 4層に区分される。濤中は41～ 50cln、 深さ33～42cmを 測る。

濤の掘形は、逆梯形状である。なお、底面に水の流れた痕跡は認められなかった。

遺物

出土遺物は皆無である。本遺構の所産期は、重複関係から奈良時代後葉以前と考えられる。

⑬ 。 ィ 1甲 「

|

く

と 
と 1士  

°
 占

層序説明                     水糸レベル731.401m

第1層 極暗褐色土層 (7 5YR2/3)ゅ 05～ 1.Ocmのパミスを少量含む

第2層 暗褐色土層 (7 5YR3/3)φ 10～ 1 5cmのバミスを少量含む

第3層 にない橙色土層 (7 5YR6/4)φ O_1～ 0 3clnのパミスを少量含み、ローム粒子を多く含む

第4層 褐色土層 (7 5YR4/4)φ 05～ 1.Oomのパミスを少量含む

第533図 第 3号濤址実測図

は)土 坑

|)第 1号土坑

遺構 (第534図、図版36)

B-2グ リッドに位置する。第31号掘立柱建物址 と重複関係を有する。東西85cln、 南北81ctlを

一-512-



測り、平面プランは、楕円形を呈する。長軸方

位は、E-38° 一Nを示す。遺構覆土は、暗褐色

土層 1層で深さ37cmを測る。

遺物

出上遺物は皆無であり、本遺構の所産期につ

いても明確でない。

2)第 2号土坑

遺構 (第534図、図版36)

B-1グ リッドに位置する。他遺構 との重複

関係はない。東西132cln、 南北293cmを 測 り、平

面プランは、不整な楕円形を呈する。南北軸の

方位は、N-6° Eを示す。遺構覆土は、 5層

に区分され、深さ93clnを 測る。

―
B

∩

|

__B層 序説明

第 1層  黒色土層 (10YR2/1)

φ02～ 1 0cmのパミス、
ローム粒子を僅かに含む

第2層 黒褐色土層 (10YR2/3)

φ01～ 0 5cmの パミス、
ローム粒子を僅かに含む

第3層  にぶい褐色土層 (75
YR5/4)φ 03～ 1 0cmの

パミスを僅かに含み、ロ

ーム粒子を多く含む

第4層  黒褐色土層 (7 5YR2/2)

φ01～ 1 0Cmのパ ミス、

ローム粒子を含む

第5層  黒色土層 (7 5YR2/1)

φ01～ 0 5cmの パ ミス、
ローム粒子 を僅かに含む

第534図 第 1・ 2号土坑実測図

層序説明

AT≪

≫

」
A―

―――B

遺物

出土遺物は皆無であり、本遺構の所産期につ

いても明確でない。             A一

(動 遺構外出土遺物

遺物 (第 541・ 543・ 545図、図版101・ 103～ 105)9   ,   ?m

遺構外出土遺物で図示 したものに、縄文土器  水糸レベル731.301m

片、土師器杯、石製品がある。

縄文土器片 (第545図 11～ 16、 18～ 26)は 、自然

流路出上のもの (15)を含んでいる。

いずれも前期の所産である。

土師器杯 (第541図 1)は、復原作業の段階で所属不明となったものである。外稜口辺を有する

九底の杯で約1/2を 欠 く。古墳時代後期中葉に比定される。

石製品には、黒曜石製の打製石鏃 (第 543図 3)と 砂岩製の打製石斧 (第544図 9)がある。

打製石斧は、重さ40gを 量る。
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第 1号住居址

第 2号住居址

醒 〃2

△ 8

第 4号住居址

第 5号住居址

4・ 5号住居址出土土器実測図

―-514-

第535図  第 1・ 2・



第 6号住居址

~4

④那5♂プ6

第 7号住居址

1

第 8号住居址

第 6～ 8'10'11号住居l■出土土器実測図

―-515-一

第10号住居址

第■号住居址
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＼
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第■号住居址

第13号住居址

第537図 第11～ 13号住居址出土土器実測図
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第17

第538図  第13・ 14・ 16・ 17号住居址出土土器実測図
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第13;住居址

第14号住居址

第16号住居jI



第18号住居址

第22号住居址

第19号住居址

―

~3

第539図 第18。 19・ 22号住居址出土土器実測図

帝
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第22号住居址

ぐ
、
　
お
ｘ
ｌ
ヽ

ヾ

鞘
ヽ

隠

ヾ
　

　

釜

ぐ

第28号住居址

,:タラニ:ぎ

硼
第30号住居址

第540図 第22・ 28・ 30号住居址出土土器実測図
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第30号住居址

第33号住居址

第35号住居址

第 7号掘立柱建物址

く
F;〔

::::::::::::::::I:::::::::::::::'テ
子ア'ュ

15号掘立柱建物址、遺構外出土土器実測図

pンフュ
第541図  第30'33・ 35号住居址、第 7
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遺構外
つ
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第543図 金属製品・石製品実測図

10

SB01
11

SB01

3・ 4-2/3
0

∞ 斡 � う 12

SB01

4～ 8-1/2
10 cn

―-522-―



―⑬―
∞∞レタ晶06

斡 7

SB32

SB34      
諺修z珍吻物″         遺構外

第544図 石製品実測図
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括

東下原 ,大下原・竹花・舟窪・大塚原遺跡において検出された各々の遺構・遺物については前

述 した。検出された遺構には、竪穴住居址、掘立柱建物址、濤 l■、土坑などがある。

一方、出土遺物には、土師器・黒色土器・須恵器・鉛釉陶器・灰釉陶器、石製品、土製品、金

属製品、銭貨などがある。

これらの遺構 。遺物が主体 をなすのは、古墳時代後期から平安時代 といえる。

以下、五遺跡の遺構・遺物について一瞥することにしたい。

(1)土器群の様相

東下原・大下原・竹花・舟窪 。大塚原遺跡からは、竪穴住居l■ を中心に上器が出土している。
(ゆ       9)

土器群には、縄文上器片・弥生土器片、中世の内耳土器片、青磁、近世の陶器なども散見され

るが、ここでは主体 をなす古墳時代後期か ら平安時代の上器の分類、編年的位置付けを行ない、

その様相に述べることにしたい。なお、古墳時代前・中期については出土資料が少ないため、編

年的位置付けだけにとどめてお く。

古墳時代前期は、小型精製土器群のあり方により、三分 される。前半 と考 えられるものには、

竹花遺跡第13号住居址出土資料がある。小型器台が伴出する段階で、他の小型精製土器群につい

ては不明である。第13号住居址では、在地系土器のほか、 S字状 口縁台付甕、縄文の施文 された

甕 といった外来系土器が認められた。先年調査 された、小諸市和田原遺跡第 1・ 3～ 6号住居址

第
　
　
二
　
　
期

区 オ|ヽ

第

　

Ｈ

　

期

ジ 7

Ψ 8

獨
《骨ζttgζ:::,ラ

冷

9

M 1～ 5 4/」 花SB13
6 大下原SBll

7～ 9・ 11 竹花SB06
10 4/fttSB01

第546図 第 I・ Ⅱ期の上器

-525-

総V



出土資料に併行するか、やや後出するものと考えられる。

後半 と考えられるものには、大下原遺跡第11号住居址出土資料があるが、図示 し得たものは、

大型の精製鉢 1′点である。月ヽ型丸底土器が確実に伴 う段階で、布留式新段階のものであろう。

中期では、第 1・ 6号住居址出土資料がある。内稜口辺を有する杯のほか、甕、甑がある。甑

は、小型で鉢形を呈するものである。資料が少ないが、中期でも新 しい様相 を示 しているものと

言えよう。

以上、古墳時代前・中期の上器について見てきたが、続いて後期以降の上器について触れる。

上師器

杯A類 外稜口辺を有するもので内面の調整により三分 した。

I類 (8～ 12・ 55,58・ 60～ 67。 113・ 120。 121) 内面をヘラミガキもしくは暗文 を施す もの。外

面はヘラミガキがなされる。

H類 (6・ 7・ 56・ 57・ 59・ 109～ 112・ ■4～■8・ 203) 内面をヨヨナデするもの。底部外面はヘ

ラケズリされるものが多い。

B類 素縁のもので、口辺部は内弯 もしくは直立気味に立ち上がる。丸底。A類と同じく、内

面調整により三分 した。

I類 (13～ 19。 122・ 123) 内面をヘラミガキもしくは暗文を施す もの。外面はヘラミガキがな

される。

H類 (68～ 70・ 166～ 170'197～ 202) 内面をヨコナデするもの。底部外面はヘ ラケズリがなされ

る。

C類 (119)素縁のもので口辺部は外反する。

D類 (165。 195。 196・ 247。 295) いわゆる畿内系暗文を有するものである。底部内面にラセン

文、日辺部に斜放斜文が 2段施されるもの (I類 )、 1段のもの (H類)に 区分 される。

E類 (400)い わゆる甲斐型の杯で、口辺部ヘラミガキ、内面には細い放射状の暗文が施され

る。図示 し得たものは、破片実測 した 1点のみであるが、他に大塚原遺跡第 1号住居址で破片が

認められた。

F類 (455～461)ロ クロ調整されるもの。内面に暗文を施す ものもある。平底で、底部は糸切

り未調整である。

高杯 (20。 124)

全体の器形を窺えるものは20-例 である。須恵器模倣のものである。

甕A類 長胴の甕で、調整、最大径の位置により細分 した。

I類 肩部外面以下、維方向のヘ ラケズ リがなされる。最大径 を胴部に有す るもの (a―一

24～ 27・ 79～ 85。 134・ 136・ 140,172)と 口縁部に有するもの (b―-137～ 139。 141・ 171・ 173～ 175・

205～ 209)に 区分 した。

H類 ハケメ調整に加え、ヘラケズ リが行なわれるもの。内面のみハケメ調整が行なわれるも
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のもここに含めた。 I類 と同じく最大径の位置により、 a(86・ 87)・ b(135)に 三分 した。

B類 いわゆる武蔵型の甕で、外面調整は、口辺部から肩部上面をヨヨナデ した後ヽ肩部から

下部をヘラケズリしている。ヘラケズリは、肩部付近では横方向に近 く、胴部～底部では横方向

に近 くなっている。A類に比 して、器壁は0.5cm前後 と薄い。日辺部の形状は、「 く」の字状から

「コ」の字状に変化することが知られ、「く」の字状を呈するもの (I類―-176'210。 211・ 224・

248・ 296・ 297'322・ 351)と 「コ」の字状を呈するもの (H類―-352・ 401～ 403。 462～ 464)と に大

別した。

C類 (28～ 30・ 88・ 89。 142・ 143・ 177'212)球胴を呈するもので、口辺部は「く」の字状に外

反する。壺とも言える器形であるが、ここでは甕に含めた。また、器形にも若千のバラエティが

認められるが、ここでは一括して扱った。

小型甕 器形・法量等により細分すべ きであるが、調整がほとんど共通するものについては最

大径の位置により大別 した。

A類 (36・ 37・ 91・ 93～ 95'97・ 146)短 い口辺部が外反し、最大径 を口縁部に有する。

B類 量大径 を胴部に有するもの。平底 (I類―-31～ 35'96・ 147)と 九底 (H類―-92・ 144・

145・ 148・ 149,178・ 217)がある。

C類 (180・ 213～ 215・ 216・ 225) 口縁端部 をつまみ上げた形状で九底のもの。なお、口縁端部

内面を肥厚させ るもの (213)も 含めた。ハケメ調整される。

D類 (150) 口辺部が直立気味に立ち上が り、低い脚台を付けるもの。

E類 (249。 298・ 404・ 467)甕 B類の対ヽ型品。脚台を有するものも認められる。

F類 (465。 466) ロクロ調整されるもの。

土師器では、以上のほか、把手付鉢・甑・鉢・椀・手づ くね土器・黒彩土器 (66・ 126)がある。

黒色土器

黒色土器 本調査で出土 したものは、内面を黒色処理 したいわゆる内黒土器が圧倒的である。

内外面を黒色処理 したものは量的には少なく、図示 し得たものは、竹花遺跡第22号住居 l■出土

(449)の 1′くのみである。杯・椀・皿・鉢・高杯・小型甕などがある。

杯

A類 (3・ 49～ 51'103～ 105・ 157・ 158,187～ 189・ 222・ 223)素縁で非ロクロ調整されるもの。

九底 と平底 (223)が ある。

B類 (2,42～ 48'102)外稜日辺を有 し、非ロクロ調整のもの。九底。

C類 (246・ 290～ 294・ 317～ 320。 342～ 347・ 372～ 392・ 424～ 444) ロクロ調整 さイ化るもの。 暗文

を施 したものもある。平底。

椀 (398・ 399・ 450～ 454) ロクロ調整され、高台を有するもの。

皿 (348～ 350・ 393～ 397・ 445～ 448) ロクロ調整され、高台を有するもの。

高杯 土師器高杯よりも量は多い。杯部に稜を有するもの (A類)と 稜が認め られないもの (B
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類)があり、さらに短脚のもの (I)と 長脚のもの (H)に 細分 した。

AI類-106・ 160・ 192・ 193、 AH類-4、  BI類一-190。 191、 BH類―一-107。 159・

161・  162 ・ 194

黒色土器には、以上のほか、椀・鉢・刻ヽ型甕がある。

須恵器

蓋A類 天丼部が九 く、杯A類 とセットとなるもの。日径により12cmを 越えるもの(I類―-1・

100)と 10ctl前後のもの (H類――
"・

101・ 153・ 154)と に区分 した。

B類 宝珠形つまみを有する。かえりを有するもの(I―-183)、 かえりの認められないもの(II

―-229・ 257～ 259・ 302・ 303・ 328～ 330。 357。 406)がある。BI類で図示 し得たものは、口径が10

ctl以下のもの 1点である。

C類 (184)環状のつまみを有する。

杯A類 (155)丸底で器受部を有するもの。

B類 平底あるいは平底気味となるもので、切 り離 し手法により底部ヘラキリのもの (I――

185・ 218～ 220,230～ 240。 262。 267・ 269。 270。 273・ 278・ 279・ 281・ 310)と 糸切 りされるもの (H

-260。 261・ 263-266・ 268・ 271・ 272・ 274-277・ 280・ 282,304^W309。 311´-315。 331-340。 358-368・

407～ 419)と に大男Uし た。

椀 高台を有するもの。日径により、15cm以下のもの (A類―-221・ 241・ 242。 283～ 287・ 341・

369。 370。 420・ 421)と 15cm以上のもの (243～ 245。 288・ 289。 316)と に大男Uし た。

須恵器には、このほか、盤・高杯・甦・長頸壺・横瓶・四耳壼・甕などがある。また、緑釉陶
に)    0)
器、灰釉陶器 も出土 しているが割愛 した。

以上の上器群 を、須恵器の変遷 を軸にして、土器群の変遷を第口図に示 した。以下、土器の変

遷について述べることにしたい。
(6)                     (7)

第Ⅲ期 古墳時代後期で、田辺昭三氏の編年で、MT15型式、中村 浩氏のH型式 2段階にあ

たる。土師器杯は、AI・ BI類が大半を占める。上師器、黒色土器の食器類は、概 して丁寧な

ヘラミガキがなされる。土師器では、甕AIaoc類 、小型甕A・ BI類、高杯、甑、椀、鉢、

手づ くね土器、黒色土器では、杯A・ B類、椀、高杯AH類がある。

第Ⅳ期 T K209型 式、H型式 5段階の須恵器が伴出する。土師驀杯A・ B類では内面をョョナ

デするH類が増加する。また、A類の外稜部はより底部近くに移る。杯類は概して、前時期より

浅くなる。土師器甕A類は、 Ia.Haで ぁるが、前時期のものと比較するとよリスリムな感を

受ける。また、ハケメ調整されるものは、小型甕も含め、図示した中では第81号住居址に集中し

ており、時間的な差異よりも住居l■による差異と考えた方が妥当かもしれない。以上のほか、土

師器では、甕C類・月ヽ型甕A・ BI・ BH類、甑、椀、鉢、把手付鉢、黒色上器では、杯A・ B

類、高杯、椀、鉢がある。稀少な例では、黒彩土器杯と把手付鉢がある。把手付鉢 (151)は 、知

見する範囲では、松本平 (松本市千鹿頭北遺跡で3例 )、 菩光寺平 (長野市塩崎遺跡で3例、日中沖遺
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跡で1例 )の ほか、佐久市前田遺跡で 2点出上している。特に、集中して出上している傾向は注意

される。また、機能面ではこ とする見解があるが、本例は明らかに二次焼成を受けてお り、貯蔵

具と煮沸具の機能を有していたものと思われる。

第Vtt TK209型式、H型式 5段階の須恵器が伴出する。土師器杯ではAH類が目立つように

なる。長胴の甕では、AIb類 が現われる。また、前時期に続き、黒彩上器も認められ、諏訪・

甲斐との関連が窺われる。手づ くね土器 も該期までは確実に残るようだ。なお、上師器甕C類は

図示し得るものがないが、他遺跡の例からすると少なくとも第X期 まで続 くものと思われる。

瓢では、大形のもの (133)のほか、刻ヽ形のものが増える。鉢形 (131・ 132)の ものと月ヽ型甕の形

状を呈するもの (129・ 130)がある。以上のほか、上師器では杯AI・ BIoC類 、甕AIa・ Ⅱ

b類、小型甕A・ BI・ BH・ D類、椀、鉢、黒色土器では杯A類、高杯AI・ BH類、鉢があ

る。黒色土器杯 (102)は A類に含めたが、武蔵地方の有段口縁杯に似る。

第Ⅵ期 T K217型 式、H型式 6段階の須恵器が伴出する。須恵器蓋A類、杯A類は10cm以下と

小型化する。上師器杯は、AⅡ・ BH類が主体で、DI類 も認められる。甕は、AHb類 が主体

をなす。上師器では、このほか、甕C類、小型甕BH・ C類、高杯、黒色土器では、杯A類、高

杯AI・ BH類、鉢がある。

第Ⅶ期 伴出する須恵器は、T K217型式の一部、Ⅲ型式 1・ 2段階のものである。 2時期に細

分される余地を多分に残すが、ここでは一括した。須恵器蓋は、宝珠形つまみを有するBI類が

出現する。土師器杯は、AH・ BH類のほか、 C・ DI類がある。甕は、AHb類 が主体をなす

が、新たにBI類が出現する。上師器では、このほか、甕C類、月ヽ型甕BHoC類 、甑、黒色土

器では、杯A・ B類、高杯AI・ BH類がある。特に、器高が極端に低い192は、特徴的である。

第VⅢ期 TK217型式の一部、Ⅲ型式 3段階にあたる。第VⅡ期 と第Ⅸ期から区分 したもので、一

時期 としたが、資料は少ない。須恵器蓋のかえりの消失前の段階である。土師器杯は、図示 し得

るものがないが、BH類が認められる。また、甕BI類のほか、AIb類 も残存する可能性があ

る。このほか、土師器では、刻ヽ型甕 B・ C類、黒色土器杯A類に平底のものが現われる。また、

須恵器では椀が出現する。

第Ⅸ期 MT21型式の大半、Ⅳ型式 1。 2段階にあたるものと考えられる。須恵器では蓋内面

のかえりが見られなくなり、杯 BI類は底部手持ちヘラケズリがなされるものが多い。また、短

頸壺 (251)は 外面タテヘラケズリされるもので、土師器二人との交流が窺われる。量的に少ない

器種 と考えられ、同様な形態を持つものは、関口B遺跡第 9号住居址 (古墳時代後期後半)か ら出

土している。

土師器杯ではDⅡ類が認められ、甕BI類は器高が前時期と比べ低 くなるようだ。黒色土器で

は杯 C類が出現する。

第X期 Ⅳ型式 3段階にあたるものと思われる。須恵器杯ではBH類が主体 となるが、糸切 り

後外周ヘラケズリされるものが特徴的といえる。椀にはA・ B類があり、法量の分化が認められ
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る。土師器では杯DH類、甕BI類があるが、主体 となる杯の形態は不明である。黒色土器では

杯 C類、高杯、小型甕が、須恵器では長頸壺、甕、鉢がある。

第XI期 Ⅳ型式 4段階にあたる。須恵器では蓋BH類、杯BH類、椀 B類、長頸壷、甕、横瓶、

円面硯が、土師器では甕BI類、黒色土器では、杯 C類、高杯がある。

第�闘 V型式 1段階にあたる。新たな器種 として、黒色土器皿が登場する。次期のものと比

べて大ぶりで、外面をヘラミガキするもの (348)がある。上師器甕は、 BⅡ類となる。黒色土器

杯CH類では、底部糸切 り未調整のものも認められる。須恵器では、蓋BH類、杯 BH類のほか、

長頸三、短頸壺、四耳壺がある。鋳師屋遺跡群の例からすると、灰釉陶器が認められる段階と考

えられる。

第�朗 V型式 2段階、灰釉陶器の編年では黒笹14号窯式期にあたる。上師器甕BH類の口辺

部はよリシャープな「ヨ」の字形となる。黒色土器では、椀が現われる。土師器杯では、E類が

認められる。須恵器では、蓋BH類、杯 BH類、椀A・ B類があるが、貯蔵具については図示し

得るものがない。御牧原台地での須恵器生産の衰退に関連するものであろう。

第�朗 黒笹90号窯式・光ケ丘 1号窯式期の灰釉陶器椀・皿が伴出する。食器類では土師器杯

F類のほか、黒色土器では量は少ないが両面を黒色処理 したもの (449)も 認められる。土師器甕

BH類は、前時期のものと比べ、シャープさは消える。小型養ではE類のほかカキロ調整された

F類が該期から現われる。須恵器では蓋BH類、杯BH類、椀B類のほか、長頸壺 もこの時期ま

で残るようだ。また、椀では皿を深 くしたような器形をもつもの (421)が認められる。

以上、土器の変遷を見てきたが、その年代について触れると、第III・ Ⅳ期が 6世紀中葉～末葉、

第V～Ⅶ期が 7世紀代、第ⅥⅡ～�期が 8世紀代、第�I・ �I朗が 9世紀前半、第�Ⅲ期が 9世紀後半

と考えられる。

修)石製品・金属製品・土製品

石製品には、縄文時代の石器のほか、石製模造品 。磨石・祗石 。紡錘車・石臼などがある。

祗石は竹花遺跡で11点、舟窪遺跡で 3′く、大塚原遺跡で 6点、計20点 出上している。材は、砂

岩、凝灰岩、砂質凝灰岩のほか軽石 も用いられている。小型で穿孔された携帯用のものから、住

居内に置かれて使用されたと考えられる大型品と多様である。

古墳時代後期

奈 良 時 代

平 安 時 代

石白は比較的多く3遺跡で14点 出土している。

石材は、安山岩、軽石を用いている。時代的に

は古墳時代後期～平安時代で、特に平安時代が

多い。粉食も行われたことが窺える。

紡錘車は、遺構外のものを除き、総計19点出

Ψ% 土している。滑石製、軽石製、砂質凝灰岩製の

もののほか、土製・鉄製のものがあるが、ここ
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では一括して扱う。各々の大きさについては

第548図 に示 した。なお、径については平面が 重量(g)

楕円形のものは長径を、断面台形のものは底  300

径を計測した。また、鉄製紡錘車については
250

軸 も含めた全体の重さである。時期的には遺  200

構外出上の上製 1点 を除き古墳時代後期から

平安時代である。              150

大 きさからすると、 3グループに大別する

ことができる。一方、材の変遷 (第 547図)か  100

らすると鉄製紡錘車は、関口B遺跡で知られ

るように古墳時代後期から出現するが、平安

時代に量も多い。滑石製は古墳時代後期で消

える。加工の問題と鉄製紡錘車の出況に関連   0

するものであろう。軽石製のものは、奈良時

代から現われるが、関口B遺跡の例からする

とやや遡り古墳時代の終わり頃からのようで

第548図 紡錘車の大きさ

ある。砂質凝灰岩は古墳時代後期から平安時代にかけて主に祗石に用いられる軟かい石材で、紡

錘車に用いられるのは稀少例 といえる。

石製模造品には、勾玉、鏡、日玉がある。臼玉 は、0.6～ 0.7cm前 後で造 りが丁寧な もの と径

1.3～ 1.8om前後の粗製のものの二種に大別される。後者は、第Ⅵ期から出現するようだ。

玉類では、勾玉、管玉、九玉がある。勾玉は竹花遺跡遺構外、大琢原遺跡第 7号住居址、管玉

は竹花遺跡第 6号住居l■、九玉は舟窪遺跡第13号住居址から出上している。石材には、碧玉、硬

玉、滑石が用いられている。竹花遺跡第41・ 43号住居址の耳飾 と合わせて注意される。住居址に

伴わないものもあるが、有力農民層の出現と把えて良いのかもしれない。

また、遺構外出上ではあるが大下原遺跡で未製品が 2点出上している。古墳時代前期の住居址

と関連する可能性がある。このほか、石鈴 と考えられるものが 2点 出上している。

金属製品のうち鉄製品は、竹花遺跡を中心に多種が出上している。種別では、刀子・鉄鏃。鎌・

鍬鋤先・麻引金具・紡錘車・工具 。火打金具・毛抜き形鉄製品・釘・馬具・帯金具・桂甲小札が

ある。このうち、確定できた数の内訳は刀子41点、鉄鏃19点、鎌14点、紡錘車11点、馬具 7点、

釘 7点、工具 5′ミ(う ち錐 1点 )、 火打金具 3点、鍬鋤先、麻引金具、毛抜き形鉄製品、帯金具、桂

甲小木し1点である。刀子は古墳時代後期から現われ、時代が下るにつれ増加する傾向が窺える。

遺存率の問題もあるが、一棟で 2点以上保有する住居が奈良時代から現われる。

鉄鏃は古墳時代前期からあり、圭頭撃式、五角形式、雁又式、方頭斧箭式などが認められるが、

量的には圭頭塗式が多い。住居llL別 では、大下原遺跡第13号住居上の 2点、後は各 1点である。

o土 製
● 土製 (推定値の もの )

△ 軽石製
▲ 滑石・砂質凝灰岩製
□ 鉄 製

径 (cm)
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点

数
鎌は古墳時代中期に現われる。複

数を保有する例では、奈良時代の竹

花遺跡第67号住居址の 3′ミ、大塚原

遺跡第 1号住居 l■Lの 2点、平安時代

の竹花遺跡第49号住居址の 2点が 目

につ く。

馬具は竹花遺跡第25。 27・ 31・ 48・

67号住居址、大塚原遺跡第31号住居

址から出上 している。

内訳は、鎧金具一一第27号住居址、

轡及びその一部 と考えられるもの一

―第25。 48・ 67号住居 l■、大塚原遺

跡第31号住居址、餃具 と考えられる

もの一一竹花遺跡第31号住居址であ

る。              ィ

第27号住居址が古墳時代後期 と古

く、他は奈良時代である。関口B遺

跡でも古墳時代後期の第 9・ 18号住

居址から轡、鎧金具が出土している。

関口B遺跡第 9号住居址は、本遺

跡では第V期にあた り、若干古いが、

いずれにせ よ、馬の骨が出土 してい

ることも合わせ、少な くとも古墳時

代後期には集落において馬と関わる

生活が展開されていたと考えられよ

う。

∈Ⅷ古墳時代前期 区コ 奈良時代

匡∃古墳時代中期 露園 平安時代

EllEll古墳時代後期

第549図 鉄製品の種房1

このほか、金属製品では、竹花遺跡第113号住居 l■から帯金具の餃具、同 。第23・ 66号住居址、

大塚原遺跡第 7号住居址から刀装具、竹花遺跡第41・ 43号住居址から耳飾、同・第29号掘立柱建

物llLか ら桂甲小札が出上 している。刀装具のうち、竹花遺跡第23号住居址出土の足金具 (第367図

16)は 時期により変遷することが知 られ、7世紀中葉頃のものと考えられる。刀装具についてはセ

ットではないが、刀を侃用する居住者がいた可能性が強い。

桂甲小札は、市内では関口B遺跡第 7号住居址から 1点出上している。

銭貨は、竹花遺跡から富寿神宝 (弘仁 9年、811年鋳造)が 1点 出上 している。県内では飯田市恒

川遺跡、松本市三間沢左岸遺跡に次いで三例 日である。

刀

子

鉄
　
鏃

鎌 鍬
鋤
先

麻
引
金
具

紡
錘
車

正
　

具

火
打
金
具

毛
抜
き
形
鉄
製
品

釘 馬
　
具

帯
金
具

性
甲
小
札

不
　
明
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土製品には土製模造鏡、九玉、輔羽口があるが、ここでは上製模造鏡 を中心に触れておきたい。

県内の上製模造鏡は、長野市駒沢新町、更埴市城の内、坂城町百々 目利遺跡などから出上 して

いるが、鈴鏡 を模 したものはない。一方、鈴銃は飯田市姫塚古墳、同・呑神塚古墳から七鈴式、

同・神送塚古墳、同・九塚古墳、長野市観音塚古墳から六鈴式、中野市金鎧山古墳、下高井郡山

ノ内町横倉地区、飯田市正清寺古墳、同・高松 7号古墳、同・座光寺地区から五鈴式、飯田市南

条天神塚 (雲彩寺)古墳から四鈴式がそれぞれ出上 している。特に伊那地方は、群馬県下などとと

もに濃密な分布域の一つ とされている。
l191

次に鈴鏡を模 した土製鏡 を全国的にみると、 3遺跡 5例が知 られている。東から見てい くと、

千葉県館山市沼つ とるば遺跡で四鈴鏡、五鈴鏡、七鈴鏡が各 1,点 出上している。このうち、径の

わかるものは、四鈴鏡が12.2cm、 七鈴鏡が13cmで ある。沼つ とるば遺跡は、祭祀遺跡で祭祀遺物

が再積 したものと考えられている。土製品が多く、このほかにも土師器杯 8・ 土製鏡破片 2・ 土

製有孔円板 50・ 土製勾玉 3。 土製管玉 1・ 土製平玉 1・ 土製丸玉83・ 土製鐸 3・ 土製鈴釧 1・ 土

製鈴鏡または土製鈴釧の鈴 3、 手づ くね土器などがあり、石製品は滑石製臼玉 1点 である。森谷

ひろみ氏は、祭扉E集団が鈴 を好んだことに注意されている。

2遺跡日は、栃木県矢板市上長井遺跡で六鈴鏡が単独出上している。径は、7.8～8.3cmを 測る。

竹花遺跡 とは施文面が異なるが、鏡背面にヘラ描 きの沈線が施される。鈴の表況は、写真で判

断するかぎり、つ とるば例、竹花例 と同じく粘土を貼付 している。

3遺跡日は、かなり距離を置き、福岡県福岡市大又遺跡で、竪穴状遺構の土製鏡 4点 とは別に

土製六鈴鏡が 1点 出上 している。報文で判断する限 り、 6号住居跡の遺構外からの出上である。

小型品で径4.2cmを 測る。鈴の表現はこれまでの例 と異なり、縁辺部をひね り出して作出してい

る。
1231

次に鈴鏡自体について見てお く。田中 琢氏によれば、全国で140面 ほどが出土しているとい

い、最も鈴が多い十鈴鏡は二面、九鈴鏡は未発見で、以下八鈴鏡から四鈴鏡までとされる。面数

が圧倒的に多いのは、五鈴鏡 と六鈴鏡で、五鈴鏡は全鈴鏡の40%を 越え、ついで六鈴鏡が35%ほ

第550図 鈴鏡 と土製模造鏡の分布 (田 中琢1979に 加筆 )
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どあって、両者を合わせると、75%を 越え、その他は、七鈴鏡、四鈴鏡、八鈴鏡の順に少なくな

り、いずれも10%に満たないという。現時点での上製鈴鏡は先述したように六鈴鏡が 3点、七鈴

鏡、五鈴鏡、四鈴鏡各 1点で、点数は少ないがほIF似たような傾向が窺えるといってよいかもし

れない。一方、分布では宮城県南部から宮崎県にいたる範囲に分布するが、密度は同じでなく、

日本列島を畿内と東国、西国に大きく三分割してみると、 7割までが東国出土とされる。そして、

おおまかにみて、船載鏡 と倭鏡、そして倭鏡のうちの鈴鏡のそれぞれの製作、伝播は、この順序

で最成期があったとみてよく、東国の鏡の出現率にみられる傾向は、鈴鏡がこの地方で愛好され

たことをしめすとみることもできるが、時代が くだるとともに、東国へ搬入される鏡の比率がた

かまっていったことを明らかにしているものといえるであろう。鈴鏡自体の分布からすると東国

に多く、中でも群馬県が圧倒的に多いとされるが、群馬県において鈴鏡を模 した土製鏡の出土例

はないとのことである。竹花例については、一応、群馬県との関連を考えておく。いずれにせよ、

他遺跡の例を含め、鈴鏡の集中する地域 と離れ、いわば外郭域で出上している点注意されよう。

続いて時期について見ておきたい。鈴鏡自体の製作は 5世紀に始まり、 5世紀で終えたと考え
951

られているが、使用は長期間に及んだ場合 も多かったようだ。竹花遺跡第77号住居址は、実年代

の明確な決め手を欠 くが 6世紀中葉を考えても大過ないものと思われる。したがって、鈴鏡の製

作が終わった後も鈴鏡が使われていたとすれば、鈴鏡を模 した土製模造鏡を用いた祭万Eも また行

なわれていたのであろう。上長井出上の上製六鈴鏡について書かれた山越 茂氏の「祭祀品とし

て五世紀に出現してくる石製模造品や六世紀に登場してくる土製模造品は、形状的に類似させる

というよりも、模造した原形が知られればよかったのかも知れない。即ち、土製鈴鏡を製作する

場合でも、鈴鏡そのものに類似させるということよりも、鈴鏡を模 したものであるということが

重要であったのではないかと思われるところである。」という指摘は示唆に富むと言える。

鈴鏡の使用例、使用者を窺 うことのできるものに埼玉県稲荷山古墳、佐久市北西ノ久保17号古

墳出土埴輪に代表される鈴鏡を腰につけた巫女の埴輪がある。鈴鏡を巫女の使 うものと規定する

なら、第77号住居では巫女により上製模造鏡を用いた祭祀が執 り行なわれていたのかもしれない。

土製丸玉は、竹花遺跡第14。 37・ 66。 77号住居址、大塚原遺跡第13号住居址で出上している。

時期的には、第Ⅲ oV～Ⅷ期で認められる。

僧)文字関係資料
文字関係資料には、漆紙文書、墨書土器のほか、円面硯、転用硯がある。このうち、漆紙文書

については、平川 南先生により詳細な論考を賜っており、ここでは墨書土器を中心に述べるこ

とにしたい。なお、墨書文字については、平川先生、書家佐藤静峰氏にご教示を賜わった。

調査対象となった5遺跡のうち、墨書上器が認められなかったのは、大下原遺跡のみである。

これは、対象地区に該期の住居址が認められなかったことによるのが多分であろう。

さて、墨書土器の点数は第 2表に示した。時期的には、奈良時代の第Ⅶ期から平安時代の第�
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期の範囲であるが第�朗が最 も多い。対象面積の差もあるが、竹花遺跡が75点 と圧倒的に多くな

っている。次に遺構別にみると竪穴住居址からの出上が全体の95%を 占めている。住居址毎では、

竹花遺跡第41号住居址が19点 と多く、第49号住居l■Lの 11点がこれに続 く。では、器種別ではどう

であろうか。岡田正彦氏が指摘されたよう濯黒色 種 別

土器が全体の82%と 圧倒 し、須恵器 (軟質須恵器を

含む)12%、 土師器 4%、 灰釉陶器 2%の順 とな 部 位

黒色土器       須恵
灰
釉
陶
器

る。器形では、黒色土器一一杯83%、 皿10%、 椀

7%、 須恵器一一杯80%、 椀10%、 蓋10%で、上

師器は杯、灰釉陶器は椀である。

墨書部位は、休部外面の ものが圧倒的で、黒色    宅

土器椀、灰釉陶器椀の底部外面のものが三例ある。

灰釉陶器はその性格によるものであろう。

口辺部

50% 100%

第551図 墨書土器の種類

黒色土器 1        杯          1皿 1椀 |

杯       1椀 1蓋須 恵 器

第 2表 文字関係資料一覧表

遺 緯 器種器形

鳳

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６．

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７．

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８‐

８２

８３

朗

竹 化

SB 62

SB 74

SB 94

SB 96

SB 97

SB 99

SB 105

SB lll

SB l18

SK 01

SK 02

遺構外

黒色土器椀

黒色土器皿

黒色土器杯

須恵器杯

"椀
軟質須恵器杯

須恵器蓋

須恵器杯

須忘器蓋

須恵器杯

黒色上器皿

土師器杯

黒色土器杯

黒色土器杯

黒色土器椀

黒色土器杯

須恵器円面硯

須恵器杯

黒色土器杯

須恵器円面硯

須恵器林

底部

口辺部

底部
口辺部

日辺部

底面

口辺部

辺 淋

三

成

利

″

〃
］
勘

足． 刻書

耀

婿

鞠

光

利

南
―

家

利

〃

〃
廣

足

�

利

一
子
利

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

Ｗ

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

竹 花

SB 08

SB 09

SB 10

SB ll

SB 19

SB 23

SB 31

S332

SB 41

SB 47

SB 49

軟質須恵器杯

黒色上器杯

軟質須恵器杯

黒色土器杯

黒色土器皿

黒色土器椀

黒色上器杯

須恵器円面現

上師器林

黒色土器杯

黒色土器皿

灰釉陶器椀

黒色土器杯

黒色上器皿

須忘器杯

黒色土器皿

須恵器林

黒色土器杯

黒色土器杯

軟質須恵器杯

黒色上器杯

底都

口辺部

口辺部内面
口辺部

底部

コ辺部

口辺部

底部

口辺部

久郷久剣半?苅久□

南

不明

死
利
″
安
財
利
〃
〃
〃

利
″
″
〃
子
西
利
茂
利
川
利
之
利
〃
″
〃
〃

利
〃
〃
″
〃
隊
利
″
耕
や
下
利
″
”
”
〃

丹 窪

SB 04

SB 12

黒色土器皿

黒色土器杯

口辺部 利
寺
之

大塚原

S304
SB 06

SB 10

SB 17

SB 33

須恵器円面硯

黒色土器杯

黒色上器椀

黒色土器杯

須恵器椀

果色土器杯

迎 部

口辺部

底部

口辺部

2文字不明

山

不明

転用硯

不明

案
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1個体に記された文字数は、竹花遺跡第11号住居址出上の黒色土器皿に記された「久郷久久伴 ?

苅久□」という8文字が図抜ける。平川 南先生のご教示によれば習書とのことである。 2文字

と考えられるものには、竹花遺跡第 9号住居址「□身」、同 。第47号住居址「国家」、同・第49号

住居址「大井」、大塚原遺跡第 4号住居址「□□」がある。判読できた文字には、以上のほか、「鳳」

(東下原遺跡)、 「寺」、「之」(舟窪遺跡)、 「柔」(大塚原遺跡)、 「光」、「安」、「南」、「子」、「西」、

「茂」、「,II」 、「之」、「寸」?、 「下」、「成」、「
'II」

も し くは「三」、「足」、「 |」 、「家」、「廣」、

「大」?、 「喜」(竹花遺跡)がある。

さて、これらの文字の意味について少し触れておきたい。まず、地名に関するものとして「大

井」があり、「大井郷」を示すものと考えられる。「大井」と書かれた土器はこれまで 2点が見つ

かっており、 1点は佐久市長土呂の渋右衛門遺跡から須恵器高盤の底部内面に刻書されたものが

出上している。岡田正彦氏は、「大井郷は 降日名類衆抄』記載の佐久郡八郷中のひとつであり、与

良 清氏はその範囲を現佐久市岩村田・横根・平尾・安原・新子田地域と推定しているが、本遺

物出上の長土呂地区は含めていない。前者五地域は大井郷を実証する根Jllが希薄であるのに対し、

長土呂地籍は一点とは言え郷名を示す遺物が出上し、その確率は高いと言わねばなるまい。」とさ

れている。もう一点は、竹花遺跡から東方約 3 kmに 位置する御代田町根岸遺跡H-3号住居l■出

上の黒色土器杯に墨書されたものである。時期的には本例より1段階古く遡るものと考えられる。

「大井」のうち「井」の文字がもう一つ鮮明でないが、調査者の堤 隆氏は、大井郷の北端を構

成する集落として位置付けられる可台を隆がでてきたとされている。

長野県史では、大井郷について次のように述べられている。「○大井郷 平安時代末期に成立し

た大井荘は、多くの関係資料をのこしているが、大井郷はその前身であろう。大井荘ははじめの

中心は岩村田 (佐久市)に あり、しだいにその範囲を周辺に拡大していったことがあきらかなの

で、大井郷もその本郷を岩村田地域におき、その周辺一帯を郷域としていたと推定される。大井

は大堰と同義なので、あるいは千曲川の支流の湯川と関係ある独【名かもしれない」本郷とされる

岩村田地域と竹花遺跡とは直線距離にして約3.8kmの 距離である。一方、竹花遺跡と根岸遺跡に共

通する点は、遺跡の北側に共通の団切りを有する点である。中約500mと 広く、現在は信越線がこ

の谷の中を通っている。したがって、郷を規定する条件の一つに地形があるとするなら、これら

2遺跡は堤氏の指摘されたように大井郷の北辺域を規定するものと考えてよいのではないだろう

か。ここではその指摘に含め、今後の課題としておく。

このほか、「□家」は施設、単字句のものについては断定できるものは少ないが、「足」が人名、

「南」、「西」は方位に関連するものと考えられる。

一方、複数の遺構から同一字句の墨書上器が出上した例では、「光」――竹花遺跡第 4・ 67号住

居址、「子」――同・第32号住居l■、第 2号土坑、「南」一一同・第19。 94号住居址、「足」十一同・

第67・ 105号住居l■がある。また、隣接した遺跡では、「之」―
/J花遺跡第41号住居址、舟窪遺

跡第12号住居址がある。文字は異なっているが、第67号住居址が第 4・ 105号住居址 と関連してい
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る点は注意されよう。

円面硯は、竹花遺跡から3点、大塚原遺跡で 1点出土している。このうち、竹花遺跡第23号住

居址、同 。第 1号土坑出土例が古い様相を示しており、時間中を有しているものと考えられる。

(4)自 然遺物について

炭化材、炭化種子、獣骨についての詳細は付編に後述する。まず、炭化材については、点数が

多く、カマ ド出土のものと焼失住居で建築材と判断されるものを中心に同定を依頼した。したが

って、出土炭化材全てには行なっていないが、おおよその傾向は窺 うことができよう。

まず、カマ ド出上の炭化材については薪として用いられたとして良いだろう。付編 7の表 1か

ら出土材の樹種別に表化 したものを第552図 に示した。遺存状況により差異も考えられるが、一応

その傾向を知ることができる。中でもヨナラ属のコナラ節が99点 中47点 47.5%と 大半を占める。

この傾向は、関口A・ B遺跡と同様の傾向を示している。関口A・ B遺跡でも触れたが、コナラ

節の材は炭材として優れていることから、薪材として意識的に選択されたのかもしれない。

一方、建築材でもコナ

ラ属のコナラ節が圧倒的

である。この傾向は少な

くとも古墳時代前期前半

まで遡ることができ、市

内和田原遺跡第 6号住居

址では54点 中樹皮 1点を

除き53点 と高い比率を占

める。さらに、同時期 と

考えられる第 1・ 4・ 5

号住居址試料を加えると

82点 中74点 となる。

樹種の差異により残存

率は異なるという指摘を

考慮したとしても、コナ

ラ節が古墳時代～平安時

代において市内東南部地

域で顕著である点は一つ

の傾向として指摘できよ

う。

炭化材の出土例の比率
第552図
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をみると、建築材、燃料用 (カ マ ド出土)を通 じてコナラ節が非常に多く、建築材で全体の51.4

%、 薪材で37%である。その他の広葉樹全体で建築材では25%、 カマ ド出土が59%である。また、

イネ科のものは尾根材に使われたのであろう。

なお、関口B遺跡では針葉樹であるスギが知られたほか、クヌギ節のものが多かった点、今回

と若千様相を異にしている。

以上のことから考えると、集落周辺は日照がよく標高からも落葉広葉樹の生育に適した環境で、

特にコナラやクヌギは周辺に多くの採集に便利であったと思われる。

呆実類では、モモ、スモモ、オニグルミがある。このうち、モモは、近隣の遺跡では、佐久市

市道遺跡 (古墳時代後期)で出上例が知られている。また、モモとクルミは、『延喜式』によれば、

信濃国からの貢進が定められているとい y。 _方、獣骨類は竹花遺跡の20棟の住居址、 1棟の掘

立柱建物Jur_、 3基の土坑のほか、大塚原遺跡第 5号住居址から出土しており、時代的には古墳時

代後期から平安時代にあたる。

さて、金子浩昌先生によれば、ウマ、ウシ、ニホンジカ、イノシシなどがあるという。

牛山佳幸氏によれば、奈良時代頃から肉食の風習が次第にすたれたが、調の品目や信濃貢上の

中男作物には、以前として雉の賠とよばれる干し肉がみえ、また伊那評から鹿肉が大贄 と́して、

更級淋からは雉肉が地子として貢進されたことを示す木簡が、それぞれ藤原宮跡と長岡宮跡から

出土しているという。また、信濃の中男作物には猪膏、肺も見える。竹花遺跡出上のニホンシカ、

イノシシもこうした中男作物と同様のものがある点注意される。

さらに、牛山氏は鋳師屋遺跡群から鉄鏃 とともに獣骨も出上していることから、肉食や狩猟の

禁令が地方にまで徹底していたかどうかは疑わしく、鋳師屋遺跡群のように官衛的な性格をもっ

た集落でも、付近の山野で捕獲された鹿や猪の肉が、ときには人々の食膳をにぎわしていただろ

うとされている。今回の調査では住居llL数に比して鉄鏃は19ィミと少ないが、獣骨の出土は鉄鏃が

武器であるとともに狩猟用具であることを示すものであろう。

ウマに関しては、先述したように馬具が竹花 。大塚原遺跡から出土しており、遅 くても古墳時

代後期には馬との関わりが集落でも開始されたと言える。

魚貝類では、竹花遺跡第59号住居址からカジキ類の椎体片、第 3号土坑からマルタニシが出土

している。特に、カジキ類の出土は、内陸部では稀有な例 といえる。おそらく、骨の付いた状態

で食料として搬入されたものと思われ、海岸部、特に、回遊魚をも漁粉の対象とする地域との交

流を窺える。

脩)遺構の変遷

(1)で述べた土器の変遷を基に時期を確定できた遺構を中心に、その移 り変わりについて触れる

ことにしよう。なお、出土遺物が僅少もしくは皆無で時期の特定が困難な竪穴住居l■、掘立柱建

物址については主軸方位を考慮し行ない、時期別の一覧を第 3表に示した。以下、各遺跡のあり
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方について見ることにしたい。

東下原遺跡――古墳時代後期第Ⅳ～Ⅵ期に 5棟の竪穴仁居 l■のほか掘立柱建物址が認められた

後、第�朗 まで空白となる。あるいは、第 2～ 4号掘立柱建物址が奈良時代に位置す るか もしれ

ない。

大下原遺跡一一第 I期後半に 2棟の竪穴住居が認められるが、大半は第V・ Ⅵ期 に集中する。

東下原遺か とは同一の台地上に位置するが、時期的なあり方に差異が認められる。おそらく、

同一の台地上においても、移動が行なわれたのであろう。

竹花遺跡一一第 I期前半と第Ⅱ期の竪穴住居があるが、継続が確実に認められるのは第Ⅲ期か

らである。第Ⅱ章 2で も述べたように、第 I期のほか第H期 も含め、貌棟のグループが存在する

のが一つの特徴と言えるかもしれない。第ⅥI・ Ⅷ期で住居址数が減少するが、第IX期 に入 り建物

数が再び増加する。特に掘立柱建物l■ はこの時期から確実に認められる。また、井戸の形状に良

く似た特異な土坑も出現する。この種の上坑については以前にも触れたが、出土遺物から推して

ゴミ捨て穴と考えられる。おそらく、掘立柱建物の増加に関連するものと思われる。

他地域の上器では第Ⅳ期に黒彩土器、第V期で北武蔵の有段口縁杯、第Ⅷ期・VⅢ期で畿内系甕、

第Ⅸ・X期で畿内系杯、第�期で駿東型甕 (付図 1-132)、 第�期で甲斐型杯が見られる。

文字関係資料では、他遺跡と比べ圧倒的に多いと言える。墨書土器は第Ⅸ期から現われるが、

特に第XⅣ期に集中する。先述したように、「大井」の墨書も少なくとも該期の大井郷の北域を示

すものと考えられる。また、第X期の第 4号土坑からは漆紙文書が出上してお り、少なくともこ

の時期に漆工房があったことが知れる。円面硯の出土と合わせ、注意されよう。

竹花遺跡は第XⅣ期までの遺構が検出されているが、それ以降のものは第20号掘立柱建物址 1

棟程度にすぎない。

舟窪遺跡一―位置的には竹花遺跡と大塚原遺跡の中間地帯となる。北側 (竹花遺跡側)と 南側 (大

塚原遺跡側)では遺構分布の密度が異なり、北側では粗で南側が密となっている。

遺構の増減はあるものの第V期から第�瑚 まで継続する。掘立柱建物は第V期から認められ、

2～ 3棟の竪穴住居に 1棟の側柱式建物が付属するという傾向が窺われる。また、 2間 ×2間 と

いった側柱式の掘立柱建物が出現するのは奈良時代に入ってからと言える。また、掘立柱建物に

は、竪穴状遺構を伴うものがあり、類例は鋳物師屋遺跡で知 られている。

第�期以降では、中世 と考えられる2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物が認められるにすぎない。

第17号住居址から硬玉製九玉、第18号住居址から畿内系杯が出上している。

大塚原遺跡一一第Ⅳ期から第�期 まで断続的に継続する。調査区中央部では遺構の分布が密と

いえる。掘立柱建物は第V期から現われる。竪穴住居との関連では舟窪遺跡と似た傾向が窺われ

る。

第Ⅷ 。第IX期 に 2本の濤が開削される。集落内において他の建物群 とを区画するものとも考え

られるが明確でない。第Ⅶ期で畿内系の杯、第�期で円面硯・甲斐型杯の破片が出上 している。
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以上、東下原 。大下原・竹花・舟窪 。大塚原遺跡の遺構・遺物について一督してきた。御多忙

中にも関わらず、玉稿、御教示を頂いた先生方の意に反し、拙ない総括になってしまい、お詫び

申し上tず る。最後に、寒風の中の大下原遺跡の調査から始まり、炎天下での竹花遺跡の調査を経

て再び寒風下での舟窪 。大塚原遺跡の調査に参加された皆さん、一つでも多くの上器に物を語ら

せようと整理作業にあたられた皆さん、佐久建設事務所、地元関係各位、玉稿・ご教示を頂いた

先生方 。関係機関に厚く御礼申し上げ総括としたい。

註

(1)市川隆之氏のご教示によれば、竜泉窯産の椀で、12世紀後半のものである。

(21 竹花遺跡では、18～ 19世紀の瀬戸美濃の製品が主体に見 られ、18世紀末～19世紀前半の在地窯産の製

品も僅かに認められる。市川隆之氏のご教示による。

(0 小諸市教委員会 1989 『和四原・鎌田原』

14)竹花遺跡第 1号上坑から近江産の小片が 1点出上してお り、10世紀前半の年代が考えられる。原 明

芳氏のご教示による。

(動 原 明芳氏のご教示によれば、猿投窯産の椀・皿が多いのが特徴的といえる。

(61 田辺昭三 1966『陶邑古窯址群 I』 平安学園考古学 クラブ 同 1981『須恵器大成』角川書店

(71 中村 浩 1980 『陶邑』 IoH・ Ш 大阪文化財センター 同 1981 『和泉陶邑窯の研究』 粕

書房 同 1985 『古代窯業史の研究』 柏書房

偲)松本市教育委員会 1989 『松本市千鹿頭北遺跡』

0)長野市教育委員会・長野市遺跡調査会 1979 『塩崎遺跡群――塩崎小学校地コミ遺跡の第 2次調査報

告――』 同 1980 『四ッ屋遺跡・徳間遺跡・塩崎遺跡群』

10 長野市教育委員会 。長野市遺跡調査会 1980 『田中沖遺跡』

10 佐久市教育委員会 1989 『前田遺跡 (第 I・ H・ H次)』

CD 田中広明 1992 「武蔵地域の鬼高式土器」 『考古学ジャーナル』Nα342 ニュー・サイエンス社

CO 年代観は、註

“

)・ P)の文献のほか、次の文献によった。前川 要 1984 「猿投窯における灰釉陶器

生産最末期の様相」 『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要』Ш

10 牛山佳幸 1989「 第3章 律令政治の展開と信濃 第4節 奈良時代の生活」 『長野県史 通史

編 第1巻 原始・古代』 長野県史干J行会

00 津野 仁 1990 「古代・中世の鉄鏃」 『物質文化』54 物質文化研究会

10 日杵 勲 1990 「武器」 『考古学ジャーナル』Nα321 ニュー・サイエンス社

1り 岩崎卓也 1988「V 信仰と葬制 3 古墳時代の信仰と葬制 (1)信仰」 『長野県史考古資料

編 全 1巻催)遺溝・遺物』 長野県史刊行会

10 岩崎卓也 1988「 Ⅲ 生産と生活の道具 4 古墳時代の道具 (動 青銅鏡」 『長野県史考古資

料編 全 1巻(41 遺構・遺物』 長野県史刊行会
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10 国立歴史民俗博物館編 1985『 国立歴史民俗博物館研究報告第 7集 共同研究「古代の祭祀 と信仰」

本篇・付篇』

90 森谷ひろみ 1971「千葉県館山市沼つ とるば祭万B遺跡の発掘結果からみた遺跡付近の旭ヽ地誌」 『千

葉大学貌養部研究報告』B-4 神尾明正 1976「古代祭祀遺跡にみられる安房国の地域性」『千葉

大学貌養部研究報告』B-9 椙山林継 1985「安房における鐸鈴のまつ り」 (前揚註10の文献本篇

所収)杉 江 敬 1993 「安房からみた伊豆諸島」 『考古学ジャーナル』Nα367 ニュー・サイエ

ンス社

9け 山越 茂 1976「49 上長井出上の土製六鈴鏡」 栃木県史編さん委員会  『栃木県史資料編 考

古 1』

9り 上野精志 1973「第 3 大又遺跡」 『今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告』 福岡県教育委員

会

90 日中 琢 1979 『日本の原始美術 8 古鏡』 講談社

90 水田 稔氏、田野倉武男氏の御教示による。

90 埴輪では、若松良一氏によると、第 5期 (6世紀後葉)の埼玉県生出塚埴輪窯跡出土品の鈴鏡の表現

は、本来円盤の外側に付けるべ き円形浮文 を中側に付けているのは、既に鈴鏡の使用がすたれたこと

を示すものとされている。若松良- 1992 「 2 埴輪の種類 と編年 3人物・動物埴輪」 『古墳

時代の研究 9 古墳Ⅲ 埴輪』 雄山閣

90 埼玉県教育委員会 1980 『埼玉県稲荷山古墳』

佐久市教育委員会 1987 『北西ノ久保』

9り 岡田正彦 1973 「墨書・刻書土器小考」 『信濃』 第25巻第 4号 同 1978 「信濃の墨書・刻

書土器」 F中部高地の考古学』 長野県考古学会

1281 前掲誰l刀の文献による。

90 御代日町教育委員会 1989 『根岸遺跡』

00 黒坂周平 1989「第 3章 律令政治の展開 と信濃 第 2節 律令制度 と信濃 4 信濃の郡 と郷」

『長野県史 通史編 第 1巻 原始・古代』 長野県史刊行会

00 佐久市教育委員会 1976 『市道』

eD 関根真隆 1969 『奈良朝食生活の研究』 吉川弘文館

00 前掲註1つの文献に同

00 関根真隆氏によれば、今 日のカワニナやタニシなど淡水産巻貝の総名 として ミナ (略)が用いられて

いたという(前掲註eりの文献 )。 なお、タニシは食用 と考えられ、現た でもタニシ汁などとして食して

いる。廃棄率は、70%と 高いものの、特に、カルシウム類の含有率が高い点、注目される。香川 綾

監修 1994 『四訂食品成分表』女子栄養大学出版部
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00 当時は、マグロ類をシビと呼んでいたという(前掲註G分の文献 )。 当地へは、おそらく、塩漬、乾物 と

してのほか、柳沢光義氏のご教示によれば、糀漬なども考えられるという。ちなみに、県内での戯水

産の魚貝類の出土例は、古墳時代後期の更埴市城の内遺跡で、マイワシ・マダイ・スズキが、奈良～平

安時代の塩尻市平出遺跡でサルボウが認め られている。

宮下健司 1988「Ⅶ 自然科学 と考古学 (1)長野県における考古学の成果 動物遺存体」 『長

野県史 考古資料編 全 1巻14)遺構 。遺物』 長野県史刊行会

00 小諸市教育委員会 1991 『関口A・ 関口B(第 2次 )・ 下赤白原』

eり 小諸市教育委員会 1988 『鋳物師屋』

第 3表 時代 。時期別遺構一覧表

時代 時期
時期
区分 東下原遺跡 大下原遺跡 竹花遺跡 舟窪遺跡 大塚原遺跡

古

墳

時

代

前

期 I

SB 13・ 35・ 72

SB 07・ 11

中

期
II SB 01・ 06

後
　
　
期

SB 03・ 14・ 30。 31・ 44・ 60,75,77

IV
SB 01～ 03

SB 26・ 45。 68・ 69・ 76・ 80。 81。 90
94(95。 97・ 117)

SB 18・ 29・ 35
ST 05

V
SB 05・ ST 05 SB 01・ 02・ 04・ 05

08■O ST 01・ 03・ 09

SB 01・ 03・ 04
(21)ST 18・ 30

SB03・ 05'08,13
30,34 ST07(18・ 21

VI
SB 06 SB 03・ 06・ 09

13 ST 02・ 04
SB 20・ 37・ 39・ 43・ 55・ 59。 103
105・ 107(42)

SB 06(12) SB28(27)STl

ⅥI

SB 16・ 38・ 70,71・ 104・ 115(27) SB 07・ 15～ 18
20 ST 02

SB 14

奈
良
時
代

Ⅷ SB 23・ 25・ 54・ 87 SB 05

IX
SB 12 SB 28・ 50・ 51・ 100・ 113 ST 07・ 31

32・ 40・ 61・ 64,70,73・ 85 S K 02

S B10・ 14・ 19
ST01・ 05～ 07
12・ 15‐▼17・ 21

SB 07・ 20・ 21
25 ST 01

X

SB 18・ 21・ 40・ 48,63・ 65・ 89・ 91
98・ 111(73)ST 03・ 05。 18・ 66
71,76・ 77・ 80・ 81 S K 03・ 04

SB09・ 11
ST08・ 09・ 13・

14・ 20

SB01,04,09,11・ 1

・23・ 26・ 32 ST 16・ 1

・22・ 23,33.38

�

SB 24・ 46・ 86・ 92・ 108 ST 39(46 SB 13 SB 02,10。 16.19,22

31,33 ST 02・ 25'34

39・ 50(12)

平
安
時
代

�
SB 05・ 07・ 10～ 12・ 17・ 19・ 64・ 74
88。 93ST04・ 06・ 08・ 09。 13(46)

SB 08

�
SB 04(01) SB 08・ 36・ 58,67・ 78,79・ 83・ 96

97・ 99・ ■8(101)ST 20・ 30
SB06・ 17(SK01

�
SB 04・ 09・ 22・ 29。 32・ 41・ 47・ 49・ 52
58・ 62・ 106・ 109'ST10・ 54

SB 06・ 07

ST 57 ST 10

※ ()は不明確 な もの
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東下原遺跡

第 1号住居 llL

第 4表 出土土器一覧表

挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面) 備 考

25--1 黒色土器杯

136
42

日辺部は内弯する
九底

口辺部  ヨコナデ

底部 ヘ ラケズ リ後
ヘラ ミガキ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

25--2 土師器甕
一　

即

・

丸底 ケヽメ、ヘ ラケズ リ ヘ ラナデ 橙色(2 5YR7/6)

25--3 土師器甕 一嘲
・

丸底
ヘ ラケズ リ後ヘ ラナ
デ

ヘ ラナデ にぶい橙色 (5YR6/つ

第 2号住居址

25-1 土師器杯

と33
4 95

外面ににぶい稜を有
し、 日辺部は僅かに
外反する 九底

口辺部 ヨコナデ

底部 ヘラケズ リ後
ヘ ラ ミガキ

ヘラ ミガキ
口辺部の約1/2欠 く
褐灰色(10YR4/1)

25-2 土 師器 杯

12.4

4_3

外面に稜を有し、日
辺部は外反する
丸底

部辺
部

リ

ロ
底
ズ

ヨコナデ
手持ちヘラケ ヨコナデ

1/2強存
橙色(5YR7/6)

25-- 3 土師器杯

11 45

42
口辺部は直立気味に
立ち上がる
九底

口辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ
ズ Iリ

ヨコナデ
約1/2存

にぶい橙色
(7_5YR7/4)

25-4 黒色土器杯 一瑚
・

丸底 ハヽラ ミガキ
ヘラミガキ後黒色処

理

口芝第Ьを欠 く
にない橙色
(7.5YR7/3)

25-5 黒色土器高杯 (74)
脚部は「ハ」の字状に
開く

ヘ フ が キ
^ヽ フ

理

ガキ後黒色処 杯部、脚裾部を欠 く
橙色 (5YR6/6)

25-6 黒色土器杯

口辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切り未調整

ヘ ラミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/2欠 く
にない橙色
(7 5YR7/4)

25-7 土師器小型甕
9 95

① 働

口辺部は直立気味に
立ち上がる
球胴を有する

口辺部 ヨコナデ 肩都～胴部
ベラナデ後ササラ状工具による

ナデ 部分的にヘラミオキ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

底部を欠く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

25--8 土師器壺

13 8

(16.1)

日辺部は外反する

最大径を胴中央部に
有する

口辺部～胴下部 ヘ

ラ ミガキ

口辺部 ヘラミガキ

肩部 ヘラナデ

胴部 ヘラナデ後粗いヘ

ラさがキ

約1/2存

にぶい橙色(5YR74)

第 3号住居 l」L

25-ユ 土師器杯
12 2

3_65

外面ににぶい稜を有
し、日辺部は外反する
九底

日辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘラケズリ

後ヘラナデ

ヨヨナデ
略完形
にぶい黄橙色
(10YR6/3)

25-2 土師器杯

14 4

52
外面に稜を有し、日
辺部は外反する
九底

口辺部 ヨコナデ
底部 手持ちヘラケ
ズ 1,

ヘラミガキ
復原後略完形
明褐灰色(7 5YR7/2)

25-3 土師器甑
11.5

10 2
口辺部は直立気味に
立ち上がる 九底

日辺部 ヨコナデ

体部～底部 ヘラケズリ

後ヘラナデ

ヘラケズ リ
約1/2存 にぶい橙色
(7 5YR7/4)底 部に少
なくとも8孔を有する

25-4 土師器短頸壷 日辺部は外反す る

ヨコナデ

底部 手持ちヘラケ
ズ 1,

ヨコナデ

略完形
にぶい黄橙色
(10YR7/3)
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挿図番号 種別 。器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 備 考

25-5 土師器甕

17 8

33 6

5.0

日辺部は外反する

最大径を日縁部に有する
底部は丸底気味となる

日辺部  ヨコナデ

肩部 ～底部 ヘ ラケ

ズ リ後ヘ ラナデ

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ

デ

復原後略完形
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

第 4号住居址

第 5号住居址

第 6号住居址

遺構外

大下原遺跡

第 2号住居址

第 5号住居址

25-1 土師器豚

14 5

(3.7)
日辺部は僅かに外反
する

ロクロナデ ロクロナデ
底部を欠く
にない橙色
(7.5YR6/4)

25- 1 上師器杯

122
3 75

外面ににぶい稜を有
し、日辺部は外傾する

九底

日辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ

ズ 1,

剖落により不明
略完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

25-2 黒色土器椀
口辺部は僅かに外反
する

ロクロナデ
底部 糸切 り,後高台
を貼付する

ヘ ラミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/3欠 く
橙色(5YR7/6)

25-1 土師器小型甕

12.5

(7_0) 口辺部は外反する

日辺部～肩部 ヨコ

ナデ
胴部 ヘラケズリ

日辺部 ヨコナデ
胴部 ヘラナデ

日辺部～胴部約1/2存

にない橙色
(7 5YR6/4)

25-2 土師器甕 90
61

丸底気味の平底 ヘラケズ リ ヘラナデ にぶい橙色(5YR6/4)

25-ユ 黒色土器椀 日辺部は外反する
ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

暗文様のヘラミガキ
後黒色処理

日辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色
(7.5YR7/4)

25-2 黒色土器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/3欠 く
にぶい橙色(7 5YR7/4)

外面に「風J?の墨書

64-1 黒色土器杯
109
4 65

素縁で口辺部は内弯
気味に立ち上がる

九底

日辺部 ヨコナデ後部分

的にヘラミガキ

底部 手持ちヘラケズリ

ヘラミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/3欠 く
にぶしⅢ橙色
(7 5YR7/4)

64-1 須恵器蓋

64
3_6

11.2

天丼部は平らとイrる
日辺部は外傾する

天丼部 ヘラキリ後
回転ヘラケズリ
ロクロナデ

ロクロナデ
約1/2存

褐灰色(10YR6/1)

64-2 須恵器蓋
口辺部は内弯気味 と
/■・る

天丼部 ヘラキリ後
ヘラナデ
ロクロナデ

ロクロナデ

略完形
にない橙色

(7 5YR7/4)
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第 9号住居址

第11号住居址

第13号住居址

第 5号濤l■

竹花遺跡

第 1号住居 l■

第 3号住居址

挿図番号 種別 。器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 考備

64-1 土師器甕

口辺部は外反する
最大径を胴中央部に

有する

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

口辺部 ヘ ラミガキ

頸部～底部 ヘラナ

デ

口辺部、底部の大半
を欠く
橙色(2.5YR6/6)

64-1 土 師 器 鉢 (147)

内面に稜 を有 し、日

辺部は内弯気味に立

ち上がる

ケヽメ後ヘ ラ ミガキ ^ヽ フ ガ キ

全体の約1/6か ら復原
実測
にぶい橙色(5YR6/3)

64-1 土師器杯

10 6

36
外面ににない稜を有
し、日辺部は内傾する
九底

口辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ |,

ヨ コナ デ
約2/3存

橙色(5YR6/6)

64-2 須恵器蓋

41
36

11 6

口辺部は内傾気味と
なる

天丼部 ヘラキリ後
ヘラナデ
ロクロナデ

ロクロナデ
約1/3欠 く
緑灰色(7 5GY6/1)

64-3 黒色土器高杯

口辺部は内弯気味に
立ち上がる
脚部は柱状となる

杯部 ヘラケズリ
脚部 ヘラケズリ後
ヘラミガキ

杯部 ヘラミガキ後

黒色処理

脚部 ヘ ラケズ リ

杯部約1/2、 脚裾部の大
半を欠く
にぶい黄橙色(10YR74)

64-4 土師器甕

20 7

9195)
日辺部は外反する

最大径を回縁部に有
する

口辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラケ
ズリ後ヘラナデ

日辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラナ
デ

胴部の約1/2、 底部を欠
〈
にない橙色(7 5YR7/4)

64-1 上師器甕

13 35

(180)

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

日辺部 ヨコナデ
頸部 ヘラナデ
胴部 ヘラミガキ

口辺部 ヨコナデ
頸部～胴部 ヘラナ
デ

頸部に2孔 (境成前)

口辺部の豹V3、 底部を欠く

浅莞橙色l10YR8/り

331--1 土師器甑

口辺部は内弯気味に

立ち上がる

底部に 1孔を有する

ケヽメ後ヘ ラミガキ ^ヽ フ ガ キ

略完形
にない褐色
(7.5YR5/4)

第 2号住居 llL

331--1 須恵器蓋 35
14 35

痛平な宝珠形つまみ

を有する
ロクロナデ ロクロナデ

体部の約3/4欠 く
オリーブ灰色
(2.5GY6/1)

331--1 土師器鉢

18.7

9,9
日辺部は外反する
丸底

口辺 部  ヨ コナ デ

胴部～底部 ヘラケ
ズリ

日辺部 ヨヨナデ
胴部～底部 ヘラミ
ガキ

日辺部～体部の約V3欠
く
にぶい黄橙色(10YR6/3)

331--2 土師器甕

17 2

(19.1)

5.4

口辺郡は く」の
~F状

に外
反する

最大径を胴中央部に有す

口辺部  ヨコナデ

肩部 ～底部 ヘラケ
ズ リ

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ

デ

復原後略完形

底部二次焼成 を受け表面

tl落  にぶい橙色
(5YR6/4)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面) 調整 (内 面 ) 備 考

331--3 土師器甕

20.0

(18,9) 日辺部は外反す る

口辺部  ヨヨナデ

肩部 ～胴部 ヘ ラナ

デ

口辺部 ヨコナデ

頸部～胴部 ヘ ラナ
デ

日縁部～胴部の一部と胴
下半部を欠く
にぶい橙色(7 5YR7/4)

第 4号住居 l■

第 5号住居 l■

第 6号住居址

第 7号住居址

第 8号住居 l■

331-― ユ 黒色上器杯
口辺部は外傾す る

平底

ロクロナデ

底部 手持 ちヘラケ

ズ 1)

ヘラ ミガキ後黒色処

理

復原実測
にぶい橙色(7 5YR7/4)

外面に「光」の墨書

331--2 黒色土器林 (25) ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

橙色(5YR6/6)
外面に墨書 文字不
明

331-― ユ 土師器甕

20.8

29,35

5_25

日辺部は「く」の字状に外
反する
最大径を胴上部に有する

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ
ズ リ

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

全体の約2/3存
にぶい橙色15Y暫/4)

331--2 上師器甕

20 8

19 0

日辺部は「コ」の字状を呈
する
最大径を胴上部に有する

口辺部  ヨコナデ

肩言トー月同言Ь ヘ ラケ
ズ |)

口辺部 ヨヨナデ
肩部～底部 ヘラナ
デ

胴部の約1/2、 底部を
欠く
にぶい橙色(5YR6/4)

332-― ユ 須恵器四耳壺

29 2

21 35

口迎晋卜は|く 」の字状に外
反する

肩部に突稽と2対の耳状
の突起 ケ付 す

日辺部 櫛描波状文
肩部～胴部 タタキ

口辺部 ロクロナデ

肩部～胴部 ヘラナ

デ

約1/2存

灰色(N6/)

332-― ユ 土師器杯

136
5 55

内稜口辺を有する
九底

口辺部  ヨコナデ

底部 ヘ ラ ミガキ

日辺部 ヨコナデ
底部 ヘラミガキ

略完形
橙色(5YR7/6)

332--2 黒色上器杯

1335
5 25

口辺部は外反する
九底

口辺部 ヨコナデ後ヘラ
ミガキ

底部 ヘラケズリ後ヘラ

ヘ ラミガキ後黒色麺

理

約1/2存

にない赤褐色
(5YR5/3)

332--3 土師器杯
内稜口辺を有する
丸底

日辺部 ヘラミガキ

底部 手持ちヘラケズリ

赤色塗彩

暗文様のヘラミガキ
赤色塗彩

約1/2存

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

332--4 土師器甕

17 5

20 3

60

口辺部は「く」の字状
に外反する最大径
を日縁部に有する

口辺部  ヨヨナデ

肩部  ハケメ

胴部 ～胴下半部ヘ ラナデ
腐書L ヘ ラケズ ,

口辺部 ヨコナデ
肩部～底部 ササラ
状工具によるナデ

日辺部～胴部の約3/4

欠く
にぶい橙色(5YR6/4)

332--1 土師器甕

21 8

(1355)
口辺部は「く」の字状
に外反する

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズ リ

日辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラナ

デ

日辺部～】Π部の約1/4

胴下部を欠く
にない橙色(5YR7/4)

332--1 黒色土器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘ ラミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/4欠 く
にない橙色
(7_5YR7/4)

332--2 軟質須恵器杯

135
4 15

60

日辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約1/3欠 く
灰白色(25Y7/1)

332--3 軟質須恵器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
略完形
灰白色(5Y7/1)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

332--4 土師器小型姿

13 25

(67)
日辺部は「く」の字状
に外反する

日辺部  ヨヨナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズ 1,

日辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

胴部以下を欠 く
灰黄褐色 (10YR4/2)

332--5 黒色土器杯 (10) ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にない黄橙色
(10YR7/3)

外面に墨書 文字不明

第 9号住居址

第10号住居jlL

333--1 黒色土器雰
口辺部は外反す る

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘ ラミガキ後黒色処

理

完形
にぶい責橙色
(10YR7/4)

383--2 黒色土器杯
口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘ ラミガキ後黒色処

理

にぶい橙色

(7 5YR7/4)
外面に墨書 文字不明

333--3 黒色土器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切り未調整

ヘラ ミガキ後黒色塑

理

完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

333--4 黒色土器椀
日辺部は外反気味 と

なる

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラミガキ後黒色処

理

復原後完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

333--5 須恵器杯
日辺部は外反す る

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約1/2欠 く
灰色(75Y6/1)

333--6 土師器小型甕

日辺音Ыま外反気味となる

最大径を胴中央部に有す
る

肩部～胴部 カキメ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

約1/2欠 く
にぶい橙色
(7.5YR6/4)

333--7 黒色土器杯 (375) 日辺部は外反する ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい黄澄色
(10YR7/3)
外面に「安Jの墨書

333--8 黒色土器杯 (405) 日辺部は外反する ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色(5YR6/4)
外面に墨書 文字不明

333--9 軟質須恵器杯 (355) クロナデ ロクロナデ
灰責色(25Y7/2)
外面に「□身」の墨書

333--10 軟質須恵器杯 (2_4)

58
平 底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部を欠く
灰自色(5Y7/2)

外面に墨書 文字不明

333--1 黒色土器杯

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ後黒色塑

理

日辺部の約1/3欠 く
にぶい橙色
(7.5YR6/4)

333--2 黒色土器林

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持ち
ヘラケズリ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

回辺部の約1/3欠 〈

におい黄橙色 (10YR6/4)
外面に墨書 文字不明

333--3 須恵器蓋 37
14 1

扁平な宝珠形つまみ

を有する

天丼音る 回転ヘラケズリ
糸切り後つまみを付す
ロクロナデ

ロクロナデ
約1/2存

灰色(75Y5/1)

333--4 須恵器郭

13 5

37
5 95

口辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約1/3欠 く
灰色(5Y6/1)

333--5 土師器甕 (65)
40

平 底 ヘ ラケズ リ ヘラナデ
日辺部～胴部を欠 く
橙色 (5YR6/6)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

333--6 須恵器長頸壷 (120)
66

最大径を】同部ほぼ中
央に有する

ロクロナデ

胴下半部 回転ヘラケズリ

底部 糸切り後高台を賄付

する

ロクロナデ
口辺部～頸部 を欠 く

焼成不良

灰オリーブ色(5Y6/2)

333--7 黒色土器杯 ●_働 口辺部は外反す る ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい責橙色

(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

第11号住居址

333--1 黒色土器杯

16 1

58
59

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後回転
ヘ ラケズ リ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/2欠 く
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

333--2 黒色土器杯

日辺部は僅かに外反

する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘ ラミガキ後黒色処

理

略1/2存

にぶい橙色(5YR6/4)

333--3 黒色土器皿 日辺部は外反する

ロ タ ロナ デ 後 部 分 的 に ヘ フ

ミガキ

底部 糸切り後手持ちヘラ

ケズリ 菖台を貼付する

ヘ ラミガキ後黒色処

理

完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

333--4 黒色土器皿 口辺部は外反する

ロクロナデ

底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/4欠 く

外面に「久郷 久久伴 ?苅
Д□Jの墨書 習書
にぶい橙色(7 5YR7/4)

333--5 軟質須忘器杯
日辺部は外傾する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

復原後略完形
灰色 (75Y6/1)

333--6 須恵器杯
日辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約1/2欠 く
灰白色(5Y7/1)

333--7 土師器甕 (92)
4 85

平底 ヘラケズ リ ヘラナデ
胴下半部～底部存
にぶい橙色(5YR6/3)

第13号住居址

334--1
土 師 器

小型器台

脚部は「ハ」の字状に

開く
脚部に3孔を有する

器受部 ヘ ラミガキ

脚部 ハケメ後ヘラ

ミガキ

器 受部  ヘ ラ ミガ キ

脚 部 ヘ ラナ デ部 分 的 に

脚線 祁  ョョナ デ

復原後略完形
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

334--2 土師器高杯 (335)
脚部は「ハ」の字状
に開く

ヘ ラ ミガキ後赤色塗

彩
ヘ ラナデ

にぶい黄橙色
(10YR6/3)

334--3 土宮W器台付甕

14 2

(1705)

日辺部は「S」字状を呈す
る
最大径を胴上部に有する

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 櫛歯状
工具による調整

日辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ハケメ

脚部を欠く
にない黄澄色
(10YR7/4)

334--4 土師器甕

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

日辺晋卜 櫛福文

頸部 簾状文

胴部 櫛描斜走文

lΠ 下半部 ヘ ラ ミガキ

口辺部～底部 ヘラ

ミガキ

胴部の約1/2欠 く
橙色(5YR7/6)

334--5 土師器甕

17 7

(289)
「

り込じ口縁を石する

回辺部は「く」の字状に外反

する
最大径ケB同中央部に有する

口辺部～肩部 縄文

胴都 ヘラミガキ

口辺言爵～月同言h ヘラ
ミガキ

胴下半部を欠 く
にぶい橙色
(7_5YR7/4)

第14号住居址

334--1 土師器杯

12 65

37
口辺部は内弯する

丸底
^ヽ フ ガ キ

ハヽ フ ガ キ
口辺部の約1/5欠 く
橙色(7 5YR7/6)

334--2 上師器杯

11 65

5 25

日辺部は内弯気味に

立ち上がる

九底

回辺部  ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ

ズリ

ヨコナデ後暗文様の
かヽラミガキ

約1/2=
橙色(5YR6/6)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 考備

334--3 土 師 器杯

12 3

53
口辺部は内弯気味に

立ち上がる

丸底

日辺 部  ヨ ヨナ デ後 粗 い

ヘフミガキ

底部 手持ちヘラケズリ
後 *日 いヘ ラ さガ キ

ガ キ^ヽ フ
日辺部の約1/2欠 く
橙色(5YR6/6)

334--4 土師器杯

15 0

69
日辺部は外反気味となる
外面に稜を有する
九底

口辺部 ヨコナデ後ヘラ
ミガキ

底部 手持ちヘラケズリ

後ヘラミガキ

^ヽ ラ ミガキ
約1/2存

橙色(2 5YR6/6)

334--5 土師器杯
14.5

54
日辺部は外反する
外面ににぶい稜を有する
丸底

日辺部  ヨヨナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズリ

ヨコナデ後粗いヘラ
ミガキ

復原後略完形
橙色(5YR6/6)

334--6 土師器杯
15 25

57
日辺部は外反する
外面に稜を有する
九底

口辺部 ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ リ

ヨ コナ デ
約1/2存

橙色(5YR6/6)

334--7 土師器杯
16.4

73
口辺部は外反する
外面に稜を有する
丸底

日辺部 ヨヨナデ

底部 手持 ちヘラケ
ズ 1)

ヨコナデ

日辺部の約3/4欠 く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

334--8 土師器杯

13 9

5 25

口辺部は外反する
外面に稜を有する
丸底

日辺部 ヨコナデ後ヘラ
ミガキ 底部 手持ちヘ

ラケズリ後ヘラミガキ

ヨコナデ後ヘラミガ

キ

日辺部の約1/2欠 く
にぶい赤褐色
(5YR5/4)

334--9
土師器 ミニ

チュア土器
月ヽ型奏の ミニチュア

日辺部 ヨコナデ後粗い
ヘラミガキ

肩部～底部 ヘ ラナデ後
粗いヘラミガキ

口辺部 ヨヨナデ後粗い
ヘラミガキ

肩部～底部 ヘラナデ桜
trHい ヘラミガキ

略完形
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

第16号住居址

335-― ユ 土師器杯
口辺部は内弯する
丸底

口辺部 ヨコナデ
底部 手持ちヘラケ
ズ 1,

ヨコナデ
復原後略完形
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

第19号住居址

335-― ユ 須恵器蓋 31
130

痛平な宝珠形つまみ
を有する

天丼部 回転ヘ ラケ
ズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ
復原完形
灰色 (75Y5/1)

335--2 須恵器短頸壺

口辺部は内傾す る

最大径 を肩部に有す
る

口辺部～胴部 ロクロナデ

胴下半部 回転ヘラケズリ
ロクロナデ

H辺部～肩部外面に 自然

釉付着

335--3 黒色土器椀 (225)
6 85

ロクロナデ
底都 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処
理

日辺部を欠く
にぶい橙色(5YR7/3)

底部に「南」の墨書

第20号住居 l■

335--1 土師器杯
12_1

35
口辺部は内弯気味に

立ち上がる

丸底

日辺部  ヨヨナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ リ

ヨコナデ

口辺部の一部、底部
の約1/3欠 く
橙色(5YR6/6)

335--2 須恵器杯
(83)
3_3

たちあがりは内傾 し
非常に低い

丸底

口辺部～体部 ロクロナデ

底部 回転ヘラケズリ
ロクロナデ

1/2弱存 復原実測
灰色(5Y5/1)

335--3 土師器甕

148
(91) 口辺部は外反す る

口辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラケ
ズリ

口辺部  ヨコナデ

肩菩卜～胴言Ь ハケメ

胴下半部を欠 く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

335--4 土師器甕

19,0

(1365)

口辺部は外反する
最大径を日縁部に有
する

口辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラタ
ズリ

口辺部  ヨヨナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ
デ

胴下半部を欠 く
橙色(7 5YR7/6)

335--5 土師器獲
Ｍ
蠅
一

日辺部は内弯気味に立ち

上がる
日縁部内面は肥厚する

口 辺 部  ヨ コ ナ デ

頸部 ハケノ

肩部 ハケメ後ヘ ラナデ
ΠR部  ハケ メ

口迎 罰∫ ヨヨナ デ

頸苫ト ハ ケ メ

肩部  ヘ ラナ デ

胴部  ハ ケ メ

田辺部の大半、胴下半部
を欠く

にぶい褐色 (7 5YR5/3)
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第21号住居 llL

挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

335--1 須恵器蓋
扇平な宝珠形つまみ

を有する

天丼部 糸切 り後回転
ヘラケズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ
日辺部の約1/3欠 く

灰色(7_5Y6/1)

335--2 須恵器甕

24 0

17 0

口辺部は「くJの字状
に外反する

球胴を有する

日辺部 ロクロナデ

肩部 タタキメ後ハケメ

日辺部 ロクロナデ

頸部 ヘラナデ

肩部 青海波文後ヨコナデ

口辺部の約V3、 胴
部以下を欠 く
灰白色(N7/)

第22号住居 llL

335--1 黒色土器皿
日辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の一部を欠く
橙色(7 5YR7/6)

335--2 黒色上器椀 90
62

口辺部 ヘラミガキ後黒色処理

高台部 部分的にヘラミガキ、

黒色処理

底部 索切,後高台を賠付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部を欠く

灰オリーブ色(5Y72)

335--3 土師器甕

14 05

(107) 口辺部は外反する
日辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラタ
ズ 〕

)

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラナ

デ

日辺部の約2ん、肩部～

胴部の約1/4存

にぶい橙色(5YR6/4)

第23号住居址

336-― ユ 黒色土器杯
16 25

47
口辺部は外傾する

九底

口辺部 ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ

ズ リ

ヘ ラミガキ後黒色処

理

約3/4存

にぶい責橙色
(10YR7/4)

386--2 須恵器杯 口辺部は外傾する

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調

整

ロクロナデ
完形
黄灰色(25Y6/1)

336--3 黒色土器杯 (235) ロクロナデ
ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

にぶい責橙色
(10YR7/3)

外面に墨書 文字不明

336--4 須恵器円面硯 (205)
残存部で 4個の透孔
を有する

ロクロナデ
脚台上部 竹管文

ロクロナデ
胎土 文様 とも SK01出 土

資料に極似

第24号住居 llL

336--1 須恵器杯

と26
39
5 75

日辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/4欠 く
灰白色(5Y7/2)

第25号住居址

336--1 須恵器椀 日辺部は外傾する

ロクロナデ

底部 回転ヘラケズ

リ後高台を貼付する

ロクロナデ

約1/2=
外面に自然釉付着
灰色 (N6/)

336--2 土師器甕

日辺部は「く」の字状に外
反する
最大径を1同上部に有する

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラケ

ズ I,

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

口辺部の大半を欠く
橙色(2 5YR7/6)

336--3 土師器小型甕
15 7

18_3

口縁端部をつまみ上げる
口辺部は「くJの字状に外

反する

最大径をB同上部に有する

口辺部 ヨヨナデ

肩部 ヘラナデ

胴下半部～底部 ヘラによる
ハケメ様の調率

日辺部 ヨコナデ

肩部～胴上部 ヘラナデ

胴下部～底部 ヘラケズリ

復原後略完形
灰白色(25Y8/2)
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第26号住居 l■L

挿図番号 種別・器形 法 量 器形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 考備

336--1 黒色土器杯
13 5

48
口辺部は外傾する
外面に稜を有する

ヨコナデ
手持ちヘラケ

辺
部

リ

ロ
底
ズ

ヘラミガキ後暗文
黒色処理

日辺部の約1/2欠 く
にぶい赤褐色(5YR5/3)

336--2 黒色土器椀
81
6 85

口辺部は内傾する
丸底

日辺部  ヨコナデ

肩部～底部 手持 ち
ヘラケズリ

口辺詈ト ヨヨナデ

肩部～胴上部 ヘラナデ

胴下部～底部 ヘラミガキ
鼻符処理

略完形
にぶい橙色(5YR6/3)

336--3 土師器小型甕

口辺部は外反する
最大径を日縁部に有
する

口辺部  ヨコナデ

肩部 ～底部 ヘ ラナ

デ

日辺部～肩部 ヨコナデ

胴部～底部 ヘラケズリ

略完形
にぶい褐色
(7 5YR5/3)

336-4 土師器小型甕

15 45

16 7

69

日辺部は外反する
最大径を日縁部に有
する

日辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ
デ

日辺部  ヨコナデ

頸部～底部 ヘ ラナ

デ

復原後略完形

二次焼成 を受ける

にぶい黄橙色 (10YR6/3)

337-― ユ 土師器甕

17 8

(206)

日辺部は外反する
球胴を呈すると思わ
れる

口辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラミ
ガキ

口辺部  ヨヨナデ

頸部～胴部 ヘ ラナ
デ

胴下半部を欠く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

第28号住居址

337--1 須恵器杯

13 45

36
100

日辺部は外反する

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後回

転ヘ ラケズ リ

ロクロナデ
約1/2存

灰色(N6/)

第29号住居址

337--1 須恵器蓋 39
146

馬平な宝珠形つまみ
を有する

天丼部 回転ヘラケ
ズリ
ロクロナデ

ロクロナデ
完形
オリーブ灰色
(2 5GY6/1)

337--2 土師器甑

15 0

43
71

日辺部は外傾する
平底
底部に焼成後の穿子し

ロクロナデ
底部 糸切 り後手持
ちヘラクズリ

^ヽ ラミガキ
口辺部の約1/2欠 く

杯の甑への転用
にぶい橙色 (7 5YR6/4)

第30号住居址

337--1 土師器杯

13 5

36
素縁で日辺部は内弯
する

九底

ヘラ ミガキ ^ヽ フ ガ キ

復原後略完形
底部外面にヘラ記号
にぶい橙色(5YR7/4)

337--2 土師器杯

12,7

4 95

日辺部は外反する
外面に稜を有する
丸底

口辺部 ヨコナデ後粗い
ヘラミガキ

底部 手持ちヘラケズリ

後粗いヘラミガキ

ヘラ ミガキ
略完形
橙色(5YR6/6)

第31号住居址

337--1 須恵器高杯 (54) ロクロナデ ロクロナデ
杯部、脚裾部を欠 く
灰色(7.5Y5/1)

337--2 土師器杯 000 ロクロナデ ^、 ラミガキ
にぶい褐色
(7 5YR6/3)
内面に墨書 ?

337--3 須恵器杯
日辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 ヘラキリ未調
整

ロクロナデ

日辺部の約2/3を 欠
く
灰白色(7.5Y7/1)
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第32号住居址

挿図番号 種別・器形 法 量 器形 の特徴 調 整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 備 考

337--1 土師器杯
回辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ヘラミガキ

復原後略完形

にぶい橙色 (7 5YR7/4)
外面に墨書 文字不明

337--2 土 師 器 杯
日辺部は外傾する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/2欠 く

にぶい黄橙色 (10YR7/4)
外面に墨書 ?

337--3 土師器杯

132
4.1

67

口辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

略完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

337--4 土 師 器 杯

13.4

4_9

6 15

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ
日辺部の約2/3欠 く
橙色(5YR7/6)

337--5 黒色土器杯

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/2欠 く
にぶい責橙色
(10YR7/4)

337--6 黒色土器杯

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

337--7 黒色土器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り後手持
ちヘラケズリ

ムヽ ラ ミ

理

ガキ後黒色処
復原後ほtF完形
にぶい責橙色
(10YR7/4)

337--8 黒色土器杯

12 25

41
5 65

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持

ちヘラケズ リ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/3欠 く
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

337--9 黒色上器杯

口辺部は内弯気味に

立ち上がる

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/2欠 く

にない褐色

(7 5YR6/3)

337-10 黒色土器杯

日辺部は内弯気味に

立ち上がる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持

ちヘ ラケズ リ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

復原完形
にぶい橙色

(7 5YR6/4)

337--1ユ 黒色土恭椀 口辺部は外反する

ロクロナデ

底部 糸切 り後高台

を貼付する

ヘラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

337--12 黒色土器椀

14.75

9_8) 日辺部は外傾する

ロクロナデ

底部 糸切 り後高台

を貼付す る

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

回辺部の約1/2、 高
台部を欠く
橙色(5YR7/6)

337--13 須恵器杯
口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

約1/2存

灰色(75Y6/1)

337--14 軟質須恵器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/3欠 く
灰白色(25Y7/1)

337--15 須恵器杯

1245
3 75

64

日辺部は外傾する

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約1/3欠 く
灰色(5Y6/1)

338--1 黒色土器杯 (27) ロクロナデ
ヘ ラミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR6/4)
外面に「子」の墨書

338--2 黒色上器杯 (25) ロクロナデ
ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色(5YR7/4)

外面に塁書 文字不明

338--3 須恵器椀 (17)
90

ロクロナデ

底部 糸切 り後高台
を貼付する

ロクロナデ
口辺部を欠く
灰色(N6/)
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338--4 土師器甕

176
(80)

日辺部は「コ」の字状
を呈する

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズ リ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ササ ラ

状工具によるナデ

胴部～底部を欠 く
にぶい橙色

(7 5YR6/4)

338--5 須恵器長頸壺 09 ロクロナデ ロクロナデ

胴部の約1/2存

オリーブ灰色
(5GY5/1)

第33号住居址

第37号住居l■

338--1 上師器杯
11 0

3 65

日辺部は外反する
外面に稜を有する
九底

口辺部  ヨヨナデ

底郡 手持 ちヘ ラケ
ズ 1)

口辺部  ヨコナデ

底部 ヘ ラナデ後 ヨ
ヨナデ

復原後略完形
橙色(5YR7/6)

338--2 土師器杯

110
4_1

日辺部は外反する
外面に稜を有する

九底

口辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘラケ
ズ リ

ヨ コナ デ
約2/3存

にぶい橙色(5Y暫/つ

338--3 土師器杯

111
41

日辺部は外反する
外面に稜を有する

九底

口辺部  ヨコナデ

底部 手持ちヘラケ
ズ 1,

ヨ コナ デ
約1/3存

橙色(5YR7/6)

338--4 須恵器杯

15 2

(53) 口辺部は外傾する ロクロナデ ロクロナデ

日辺部の約1/3、 底
部を欠く
灰色 (75Y6/1)

338--5 黒色土器高杯 51)
715)

「ハ」の字状に開く短
い脚部を有する

ヘラケズリ
ヨコナデ部

部
裾

脚
脚

TIN苦い ヘ フ ミガキ後黒色

処理

脚部 ヘ ラケズ リ

脚裾部  ヨコナデ

杯都と脚裾部の大半
を欠く
橙告(7_5YR7/6)

338--6 土師器甑

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に有する

底部に焼成前の10孔 を有す

口辺部 ヨヨナデ

肩部～胴都 ヘラケズ リ後
ヘラミガキ
1同 下半常【～鹿瓢 ヘ ラケズ リ

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

略完形

にない黄澄色

(10YR7/3)

338--7 土師器甕

17 85

(201) 口辺部は外反する
口辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラケ
ズリ後ヘラミガキ

口辺部 ヨコナデ

肩苫h～胴音躊 ヘ ラナ

デ

残存部のうちの約1/3

欠く
にぶい橙色(5YR6/4)

338--8 上師器甕

口辺部は外反する
最大径を目縁部に有
する

日辺部～肩部 ヨコナデ

胴部～底部 ヘラナデ後
粗いヘラミガキ

口辺部～胴守央音卜 ヘ ラ

ナデ後粗 いヘ ラ ミガキ

胴下半部～底部 ヘ ラナ

デ

復原後略完形
橙色(7_5YR6/6)

338--9 土師器小型甕

125
17 75

日辺部は外反する

最大径 を胴中央部に

有す る

口辺部 コヨナデ

肩都～胴部 ヘラケズリ後
ヘラミガキ

胴下半部～底部 ヘラケズリ

日辺著焉 ヘ ラミガキ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

略完形
灰黄褐色
(10YR6/2)

338--1 須恵器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約1/3欠 く

灰白色 (75Y7/1)

338--2 上師器甕

15 4

(1325)
口辺部は外反するが
外反度は弱い

口辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラナ
デ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ
デ

残存部のうち約1/3を 欠
〈
にぶい黄橙色10YR7/4)

339--1 土師器甕

20 4

(320)

日辺部は外反するが外反度

は弱い

最大径を1月中央部に有する

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラケ
ズ リ

日辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

日辺部～胴部 の一

部、底部を欠く
橙色(2 5YR7/6)

第38号住居址

339-― ] 土師器杯

13 3

42
口辺部は内弯気味に
立ち上がる
九底

日辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘラケ
ズリ

ヨコナデ
復原完形
にぶい澄色

(7 5YR7/4)

339--2 土師器杯
12_6

42
日辺部は内弯する
九底

口辺部 ヨコナデ
底部 手持ちヘラケ
ズ 1,

ヨヨナデ
約1/2存

にぶい黄橙色
(10YR6/4)
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339--3 土 師器 杯

124
42

口辺部は内弯する

九底

口辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ リ

ョコナデ

口辺部の約1/3欠 く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

339--4 黒色土器杯

124
4 25

口辺部は外傾気味と
なる
丸底

ヨコナデ

手持ちヘラケ

辺
部
リ

ロ
底
ズ

ガキ後黒色処‐ フ

理

口辺部の約1/3欠 く
にぶい黄橙色
(10YR6/4)

339--5 黒色土器杯

123
43

口辺部は外傾夕荒味 と

なる

丸底

ヨコナデ
手持ちヘラケ

辺
部

り

日
底
ズ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約2/3欠 く
にぶい橙色
(7_5YR7/3)

339--6 黒色土器杯
11 55

3 85

日辺部は僅かに外反
する
丸底

日辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ
ズ |,

ヘラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色(5YR7/4)

339--7 黒色土器高杯

13 45

10 15

8 85

口辺部は外反する
脚部は「ハ」の字状に
開く

雰言巨 ヘラ ミガキ

脚部 ヘ ラケズリ後
ヘ ラ ミガキ

部

理

都

杯

処

脚

ヘラミガキ後黒色

ヨコナデ

杯部約1/2、 脚裾部
約1/4を欠く
橙色(5YR6/6)

339--8 黒色土器高杯
口辺部は外反する
短い脚部を有する

杯 目辺部  ヨヨナデ

杯下部～脚部 ヘ ラケズ

リ

脚裾都  ヨコナデ

杯

脚
黒色処理
ヨコナデ

口辺部の一部と脚裾
部の約1/2欠 く
橙色(2 5YR6/6)

339--9 黒色土器高杯

106
5 25

61

口辺部は外反する
短い脚部を有する

杯部 ヘラミガキ

脚部 ヘラケズ リ

杯部 ヘラミガキ後
黒色処理
脚部 ヘラナデ

口辺部の約1/2、 脚部
の約2/3を 欠く
にぶい橙色(5YR6/4)

339--10 黒色土器高杯

10 3

に つ
口辺部は外反する
短い脚部を有する

杯 口辺部 ヨコナデ

杯下部～脚部 ヘラ
ケズ リ

杯部 ヘ ラ ミガキ後
黒色処理

脚部 ヨコナデ

日辺部の約3/4、 脚裾
部を欠〈
にぶい橙色(5YR7/3)

339--11 黒色土器高杯 (53)
91

脚部は「ハ」の字状に

開く
脚部 ヘラケズリ後
ヘラミガキ

杯部 ヘ ラ ミガキ後

黒色処理

脚部  ヨコナデ

日辺部、脚部の約1/3

欠く
にない橙色(5YR6/4)

339--12 須恵器蓋 24
(100

宝珠形つまみ を有す る

内面にかえ りを有 しかえ

りは口端部 よ り下方へ突

天丼部 回転ヘ ラケ

ズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ
1/2弱 存
灰色 (75Y6/1)

339--13 須恵器蓋

(61)
34

(163)

環状のつまみを有す
る 内面にかえりを
有する

天丼部 回転ヘラケ

ズリ
ロクロナデ

ロクロナデ
約1/4存 復原実測
灰色(10Y5/1)

339--14 黒色土器高杯

17_15

6の 口辺部は外反す る ^ヽ ラ ミガキ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

脚部を欠く
橙色(7 5YR6/6)

339--15 土師器甕

口辺部は外反する

最大径を回縁部に有
する

口辺部 ヨヨナデ

肩部～底部 ヘ ラク
ズ〕

)

日辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

約1/2存

橙色(5YR6/6)

第39号住居址

第40号住居址

339--1 土師器杯

10 8

4 05

口辺部は外反気味に

立ち上が る

丸底

口辺部  ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ
ズ 1)

ヨコナデ
約2/3存

にぶい橙色(5YR7/4)

339--2 土師器小型壺

10 3

10 6

口辺部は十く」の
~F状

に外
反する

最大径 を4同 中央著Бに有す

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

口辺部 ヘラ ミガキ

肩部～底部 ヘラナ

デ

口辺部の約1/2、 胴
部の約1/4欠 く
橙色(5YR6/6)

339--3 土師器甕

19 5

25 3
日辺部は「く」の字状
に外反する

日辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラケ

ズ 1)

日辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラナ

デ

口辺部の約1/3、 底部欠く
にぶい橙色(7 5YR6/4)

340--1 黒色土器杯

口辺部は内弯気味に

立ち上が る

平底

ロクロナデ
底部 手持ちヘラケ
ズ 1,

ガキ後黒色処ヘラミ

理

口辺部の約1/3欠 く
橙色(5YR7/6)
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340--2 土師器甕 (5_0働

3 75

平底 ヘラケズ リ ヘラナデ
にぶい褐色
(7 5YR5/3)

第41号住居址

340--1 黒色土器杯

13 95

4 35

62

口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/7欠 く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

340--2 須恵器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

復原完形
灰白色(25Y7/1)

340--3 黒色土器皿
12 8

(245) 口辺部は外反す る

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘラ ミガキ後黒色処

理

高台部を欠く
橙色(7 5YR7/6)
外面に「西」の墨書

340--4 黒色土器椀

160
6_95

7_6

口辺部は外反する

ロクロナデ
底部 糸切り後高台
を貼付する

ヘラ ミガキ後黒色処

理

復原後略完形
浅黄橙色
(7 5YR8/6)

340--5 灰釉陶器椀 口辺部は外反する

ロクロナデ
底部 回転ヘラケズリ
後高台を貼付する

ロクロナデ
復原後略完形
灰白色(N8/)

底面に墨書 文字不明

340--6 土師器小型菱 (130
6 35

胴中央部に最大径を
有する

肩部～底部 カキロ
底部 糸切り未調整

ロクロナデ
肩部～底部の約1/2存

にない橙色(5YR6/4)

340--7 黒色土器杯 (33) 日辺部は外反す る ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい黄澄色
(10YR6/4)
外面に「茂」の墨書

340--8 黒色土器杯 (23) 日辺部は外反する ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

340--9 黒色土器杯 に 3働 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR7/4)
外面に「

'II」

の墨書

340--10 黒色土器杯 (30 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理
浅黄橙色(7 5YR8/6)

外面に墨書 文字不明

340--11 黒色土器杯 (38) 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR7/4)
外面に「之」?の塁書

340--12 須恵器杯 似 3動 日辺部は外反す る ロクロナデ ロクロナデ
灰色(75Y6/1)
外面に墨書 文字不
明

340--13 黒色土器杯 (165) 日辺部は外傾する ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

340--14 黒色土器杯 (18) 日辺部は外反す る ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にない責橙色

(10YR7/4)

外面に塁書 文字不明

340--15 黒色土器皿 (100 日辺部は外反する ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

340--16 黒色土器皿 (095) 口辺部は外反す る ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

340--17 須恵器杯 (23) 口辺部は外傾する ロクロナデ ロクロナデ
灰責色(25Y7/2)
外面に塁書 文字不明
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340--18 黒色土器林 (295) ロクロナデ
^ヽ フ

理

ミガキ後黒色処
にぶい責橙色
(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

340--19 須恵器杯 (26) ロクロナデ ロクロナデ

淡黄色 (5Y8/3)

外面 に墨書 文字不

明

340--20 黒色土器杯 (295) ロクロナデ
ヘラ ミ

理

ガキ後黒色処
にぶい黄橙色

(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

340--21 黒色土器杯

一

２

．

‐

一

ロクロナデ
^ヽ フ

理

ガキ後黒色処
橙色 (7.5YR7/6)
外面に墨書 文字不
明

340--22 黒色土器杯 (145) ロクロナデ
^ヽ フ

理

ミガキ後黒色処
にない橙色

(7 5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

340--23 灰釉陶器椀 (115) ロクロナデ ロクロナデ
灰白色 (25Y7/1)
底部外面に墨書 文

字不明

第42号住居址

第43号住居址

第44号住居址

第45号住居址

340-― ユ 土師器甕 (141)
95

球胴を呈する
底部は九底気味で突
出する

^ヽ ラミガキ ヘラナデ

日辺部～ЛΠ上部を欠く
にぶい橙色

(7 5YR7/4)

340--1 黒色土器杯
14 85

4.8
日辺部は外傾する

丸底
口辺部  ヨコナデ

ヘラミガキ後黒色処

理

約4/5存
にぶい橙色

(7_5YR7/4)

340--1 土師器杯

142
53

口辺部は外反する

外面に稜を有する

丸底

口辺部 ヨコナデ後ヘラ

ミガキ

底部 手持ちヘラケズリ
傍 ヘ ラ さオ キ

ヘ ラ ミガキ後暗文
「 (1」

口辺部の約1/3欠 く
にぶい赤褐色
(5YR5/4)

340--2 須恵器蓋 外面に稜を有する
天丼部 回転ヘラケ

ズ |,

ロクロナデ

ロクロナデ

口辺部～天丼部の約
1/3欠 く
灰褐色 (7.5YR6/効

340--3
土 師 器 手

づ くね土器

4 25

26
口辺部は内弯気味に
立ち上がる

九底

ヘラナデ ヘラナデ
完形
橙色 (7 5YR6/6)

340--4 土師器小型甕

10 15

10_0

5 65

日辺部は「く」の字状に外反
する
最大径を胴中央部に有する

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラケ

ズリ

日辺部～肩部 ヨコ

ナデ
】同吉Ь～底吉焉 ハケメ

口辺部の約1/3欠 く
にない方褐色

(5YR5/4)

340--5 土師器甕 (223)
7.35

長胴 を呈する
肩部～底部 ヘラケ

ズ リ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

口辺部～肩部、胴部の

約1/2欠 く
にぶい橙色(5YR7/3)

341--1 土師器鉢

日辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

日辺部～肩部 ヨコナ

デ

胴部～底部 ヘラナデ

日辺部～肩部 ヨコナ

デ

胴苫h～ 底部 ヘラナデ

口辺部の約1/3欠 く
橙色 (2 5YR6/6)

341--2 土師器甑

口辺部は外反する
最大径を日縁部に有
する

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ

デ

口辺部 ヨコナデ
肩部～底部 ヘラナ
デ

完形

焼成後孔径 を広げる

浅黄橙色 (7 5YR8/4)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 考備

341--3 土師器甑

日辺部は外反する

最大径を口縁部に有
する

口辺部～肩部 ヨコナデ

胴部～底部 ヘラケズリ

日辺部～胴上部 ヨヨナ

デ

胴下部～底部 ヘラナデ

口辺部の大半 を欠 く

底 部 に12孔 (う ち 1孔 は

未通、内面か ら穿孔 )

341--4 黒色土器高杯 5 95

108

脚部は「ハJの字状に

開 く
脚 部  ヘ ラケ ズ リ

杯郡 ヘ ラミガキ後

黒色処理

脚部 ヘ ラケズ リ

口辺部、脚裾部の約V3
欠 く

にない橙色(7 5YR6/4)

341--5 土師器小型壺

80
175

口辺部は外反する
最大径を胴下部に有
する 丸底

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

日縁端部の約1/2欠 く
浅黄橙色(10YR8/3)

第46号住居址

第47号住居址

第49号住居lL

341--1 須恵器杯
口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
約1/2存

灰色(N6ハ

341--2 須恵器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

クロナデ

口辺部の約2/3を 欠
く
灰白色 (N7/)

341--3 軟質須恵器杯

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

約1/2存

灰白色(25Y8/1)

341--1 黒色土器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
暗文後黒色処理

口辺部 の約 V2欠 く

にない黄橙色 (10YR7/3)

外面 に「国 家Jの墨書

底部 にヘ ラ記号

341--2 黒色土器杯 似 8働 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にない黄橙色

(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

341--3 黒色土器杯 (29) ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい橙色(5YR6/4)

外面に塁書 文字不明

341--4 黒色土器杯 (295) 平 底
ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラミガキ後黒色処

理

によい橙色

(7_5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

341--1 土師器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部 の約 1/2欠 く

SB58と の接合資料

にない橙色(7 5YR7/3)

341--2 黒色土器杯
口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘラミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/3欠 く
明褐灰色(7 5YR7/2)

外面に「大井」の昼書

341--3 黒 色 土 器杯
日辺部は外反する
平 底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘラミガキ後黒色処

理

口辺部の約2/3欠 く
橙色 (7 5YR7/6)

341--4 黒色土器杯
口辺部は外傾す る

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持
ちヘ ラケズ リ

ヘラミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/4欠 く
にぶい橙色(5Y鸞/4)

341--5 黒色土器椀 口辺部は外反する

ロクロナデ

底部 糸切り後ヘラク

ズリ 高台を貼付する

ヘラミガキ後黒色処

理

1/2弱存
橙色(5YR7/6)

341--6 軟質須忘器杯
口辺部は外反す る

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/3存

灰黄色(25Y7/2)
外面に「寸J?の墨書
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 捕 考

341--7 灰釉陶器椀

152
4_35

7.4

口辺部は外反する
ロクロナデ

底部 回転ヘ ラケズ

リ 高台を貼付す る

ロクロナデ

口辺部の約1/4、 底
部の約3/4存

灰白色(2_5Y7/1)

341--8 黒色土器杯 (325) 日辺部は外反する ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR7/3)

外面に墨書 文字不明

341--9 黒色土器杯 (445) 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい橙色(5YR7/4)

外面に「下」の墨書

341--10 黒色土器好 (27) ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい黄澄色

(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

341--11 黒色土器杯 (225) ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

橙色(7 5YR7/6)

外面に墨書 文字不明

341--12 黒色土器杯 (245) ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

341--13 黒色上器杯 (165) ロクロナデ
ヘ ラミガキ後黒色処

理

にない橙色
(7 5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

341--14 黒色土器椀 (135)

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘラ ミガキ後黒色処

理

にない黄橙色
(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

341--15 黒色土器杯 (145)
(2_6)

平 底
ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラミガキ後黒色処

理

に景い橙色(7 5YR7/3)

底部外面に墨書 文字不明

341--16 黒色土器椀 (23)

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

外面に墨書 文字不明

341--17 土師器甕

20 4

15 5
日辺部は「コ」の字状
を呈する

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ

ズ Iリ

日辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラナ
デ

口辺部～胴 部 の約 1/2、

胴下半部を欠 く

にない赤褐色 (5YR5/4)

342--1 須恵器横瓶 (2165)
口辺部 ロクロナデ

胴部 ヘラケズ リ
ロクロナデ

口辺部、胴部の一部
を欠 く
灰色(10Y5/1)

342--2 須恵器長頸壷 (615)
8 15

胴部  ロクロナデ

胴下半部 回転ヘラケズリ

底部 糸切 り後外周回転ヘ

ラケズリ 書台ケ貼付十ム

ロクロナデ
口辺部～胴上部 を欠 く

焼成不良

にぶい橙色(7 5YR6/4)

第50号仁居址

342-― ユ 須恵器椀
日辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ
底言卜 回転ヘラケズ

リ後高台を貼付する

ロクロナデ
回辺部の約1/3欠 く
緑灰色(10G5/1)

第53号住居址

342--1 軟質須恵器杯

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約1/2欠 く
灰黄色(25Y7/2)

第54号住居l■

342-― ユ 土師器杯

14 3

42
日辺部は外反する

丸底

口辺部 ヨヨナデ

底部 手持 ちヘラケ
ズ リ

口辺部 斜放射文
底部 ラセン文

完形
にぶい橙色
(7 5YR7/3)
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挿図番号 種冴J・ 器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

342--2 須恵器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 ヘラキ リ未調

整

ロクロナデ

約V2存
外面に自然釉付着

オリーブ灰色

(2 5GY6/1)

342--3 土lV器小型甕

10 4

7 75

口辺部は「 く」の字状
に外反する

九底

日辺部～肩部 ヨコナデ
胴部～底部 ヘラケズリ

日辺部～肩部 ヨコナ

デ

胴部～底部 ヘラナデ

日辺部の約2/3、 肩部
の約1/3欠 く
にぶい橙色(5YR6/4)

第55号住居址

第56号住居 JIL

第60号住居 l■

342--1 須恵器蓋
日辺部は外反気味 と

なる

天丼部 回転ヘ ラケ

ズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ
略完形
灰黄色 (25Y7/劾

342--2 黒色土器高杯

口辺部は外犀する
「ハ」の字状に開く短
い脚部を有する

口辺音ト ヨコナデ

杯下部～脚部 ヘラケズリ

脚裾部 ヨコナデ

杯著6ヘラミガキ後黒色処理

脚部 ヘラケズリ後ヨヨナデ

脚裾部 コヨナデ

復原後略完形
明黄褐色
(10YR7/6)

342--1 黒色土器杯
12 75

40
日辺部に一条のit線を有
し外反する
外面に稜を有する 丸底

口辺部 ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ リ

口辺部 ヨコナデ
底部 暗文様のヘラ
ミガキ

約1/2存

褐灰色(10YR6/1)

342--2 土師器鉢

口辺部は|く 」の字状に外
反する

胴中央部に一対の把手を

有する

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラ
ガキ

日辺部～底部 ヘラ
ミガキ

口辺部の大半を欠く
橙色 (5YR7/6)

343--1 土師器甕 34 6

9 05

卵球汀同を有す る

底部は九底気味 とな

る

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラミ
ガキ

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

口辺部、胴部 の約1/2欠

く
にない橙色 (7 5YR7/4)

343--1 土師器杯

12_15

5,45
口辺部は内弯する

丸底

口辺部 ヨコナデ

底部 ヘラケズリ後
ヘラミガキ

ヨコナデ後粗いヘ ラ

ミガキ

口辺部の約1/2欠 く
にぶい赤褐色
(2 5YR4/4)

343--2 土師器メ
日辺部は内弯する
丸底

日辺部  ヨコナデ

底部 ヘ ラケズ リ後
ヘ ラミガキ

ヘラミガキ
口辺部の約2/5欠 く
明赤褐色(2 5YR5/6)

343-3 土師器杯

13 35

5 05

日辺部は外反する

外面に稜を有する

九底

回 辺 部  ヨ ヨ ナ デ 俵 ヘ フ

ミガキ

底部 手持ちヘラケズ
'後ヘラミガキ

ヨコナデ後ヘラ ミガ

キ

略完形
橙色 (5YR6/6)

343--4 土師器高杯

林部外画ににぶい稜を有

する 脚部は「ハJの 字状

に開き 3個 の透孔を有す

口辺部～脚裾部 へ

ラミガキ

杯部 ヘラミガキ

脚部 ヘ ラケズ リ

脚裾部 ヨコナデ

日辺部、脚裾部の一部

を欠く
にぶい橙色(5YR6/3)

343--5 土師器小型甕

15.25

15.5

6_45

口辺部は|く 」の字状に外

反する

最大径 を胴中央部に有す

口辺部  ヨヨナデ

胴上部 ハケメ

胴下都～底部 ヘ ラナデ

後粗 いヘ ラミガキ

日辺部 ハケメ後ヨコ

ナデ
肩部～底部 ヘラナデ

約2/3存
にぶい橙色

(7_5YR7/4)

343--6 土師器甕

16_05

(61)

口辺部は外反する
球胴を呈すると思わ
オ化る

口辺部～肩部 ヘラ
ミガキ

回辺部～肩部 ヘラ
ミガキ

胴部以下を欠く
明赤褐色 (5YR5/6)

343--7 土師器小型甕

12 9

17 65

6 85

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

口辺部 ヨヨナデ

肩部～底部 ヘラ
ガキ

口辺部 ヨコナデ

肩都～底部 ヘ ラナ

デ

約1/2存

にぶい褐色
(7 5YR6/3)

343--8 土師器甕

18 2

25 9

72

日辺部は外反する

最大径を胴下部に有
する

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

日辺部の大半を欠く
にぶい橙色 (5YR6/4)
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第62号住居址

挿図番号 種別 。器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

344-― ユ 土師器杯

12 8

4_15

6.05

日辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

^ヽ フ ガ キ

日辺部の約2/3欠 く
にぶい責橙色
(10YR7/3)

344--2 黒色土器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持
ちヘ ラケズ リ

ヘラミガキ後黒色処

理

復原後略完形

二次焼成 を受け る

にオい橙色 (7 5YR6/4)

344--3 黒色土器杯

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

約1/2存

にぶい褐色
(7 5YR6/3)

344--4 黒色土器皿

14.3

2_9

7 05

口辺部は外反す る

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持 ちヘ

ラケズ リ 高台 を貼付す

ヘ ラミガキ後黒色処

理

口辺部の約 1/4、 高 台詈卜の約

1/2うくく

によい橙色(7 5YR6/4)

外面に墨善 文字不明

344--5 須恵器杯
回辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
日辺部の約1/2欠 く
灰色(N6/)

344--6 須恵器杯

13 8

37
57

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

略1/2存

灰色(75Y6/1)

344--7 須恵器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切り未調整

ロクロナデ
口辺部の約1/2欠 く
灰白色(5Y7/1)

344--8 須恵器杯

口辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約3/4欠 く
灰自色(25Y7/1)

344--9 軟質須恵器杯

131
3 95

(68)

日辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ

日辺詈卜の約 V5、 底 部 を

欠 く

灰黄色 (25Y7/2)

344--10 軟質須恵器杯

13 75

38
6 15

日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
日辺部の約1/3欠 く
灰白色(N7/1)

344--11 須恵器杯
口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の大半を欠 く
緑灰色 (7 5GY6/1)

344--12 須恵器椀 日辺部は外傾する

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ロクロナデ
口辺部の大半を欠く
灰色(5Y6/1)

344--13 土師器甕

18_4

(16.5)
日辺部は「コJの字状
を呈する

日辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラケ
ズリ

口辺部 ヨコナデ

肩苫躊～胴言Ь ヘラナ

デ

口辺部～胴部 の約 1/3、

胴下半都を欠 く
に始い橙色 (5YR74)

344--14 黒色土器杯 (48) 日辺部は外反する ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい橙色

斥響沼罷器沈墨書
344--15 黒色土器杯 (26) 口辺部は外反する ロクロナデ

ヘ ラミガキ後黒色処

理

にない橙色
(7 5YR6/4)

外面に墨書 文字不明

344--16 黒色土器杯 (20) ロクロナデ
ヘラミガキ後黒色処

理

にぶい黄橙色

(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

第63号住居l■

344--1 須恵器蓋 41
149

扁平な宝珠形つまみ

を有する

天丼部 回転ヘ ラケ
ズ 1,

ロクロナデ

ロクロナデ

約1/2存

オリーブ灰色
(2_5GY6/1)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 備 考

344--2 須恵器杯

13_9

36
68

口辺部は外傾する

平底

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調

整

ロクロナデ

口辺部の約1/4欠 く

灰白色 (10YR7/1)
SB62と の接合資料

344--3 須恵器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/3欠 く
灰白色 (25Y7/1)

344--4 須恵器杯
日辺部は外反する

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
1/2弱存
灰色(5Y6/1)

344--5 軟質須恵器杯

13 9

38
5 95

口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
完形
灰色(5Y6/1)

344--6 須恵器椀 口辺は外反する
底部  糸切 り後外周回転
ヘ ラケズ リ 高台を貼付

す る

ロクロナデ
約1/2存

オリーブ灰色
(2 5GY6/1)

344--7 青磁椀 (205) ロクロナデ ロクロナデ

底部の約 V2再
釉 オ リーブ灰色

(10Y6/2)

344--3 黒色土器杯 (245) ロクロナデ
ヘ ラミガキ後黒色処

理

にぶい責橙色
(10YR7/4)

外面に墨書 文字不明

第64号住居址

第65号住居 l■

344--1 黒色土器杯
口辺部は外反する

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り後外周
手持ちヘラケズリ

ヘラミガキ後黒色処

理

約V2存
にない黄橙色 (10YR7/3)
外面に「川IJも しくは「三」
の墨書

344--1 土師器杯

123
41

日辺部は外傾する

九底

日辺部  ヨヨナデ

底部 手持 ちヘラケ

ズ リ

部辺

　

部

日

文

底

ヨコナデ後斜放射

ヨコナデ後ラセン文

約2/5存 復原実測
にぶい橙色(5YR7/4)

344--2 須恵器杯

137
39
80

口辺部は外反気味と
なる

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
復原後略完形
灰色(5Y5/1)

344--3 須恵器杯

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

復原後略完形
灰色(5Y5/1)

344--4 須恵器杯

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 ヘ ラキリ未調

整

ロクロナデ
約1/2存

灰色(75Y6/1)

344--5 須恵器杯
日辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ

口辺部の約3/4欠 く

復原実測

オリーブ灰色

345--1 黒色土器高杯 一
郷
開

「ハ」の字状に開く短
い脚部を有する

脚部 ヘラケズリ
脚裾部 ヘラミガキ

杯都 ヘラミガキ後
黒色処理
脚部 ヘラケズリ

杯都、脚裾部の約2/3欠

(

にぶい黄橙色(10YR7/4)

345--2 須恵器高杯

(199)
(108)

口辺部は外傾する
外面に稜を有する

口辺部 ロクロナデ

底部 回転ヘ ラケズ

リ

ロクロナデ
1/2弱存
灰色(5Y6/1)

345--3 黒色土器皿 (23) 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘラミ

理

ガキ後黒色処 にない橙色
(7 5YR6/4)
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第66号住居址

挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

345--1 黒色土器杯 (42) 丸底
ヘ ラケズ リ後ヘラ ミ

ガキ

ヘ ラミガキ後黒色処

理

日辺部を欠く
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

345--2 黒色土器高杯

145
(52) 口辺部は外傾する

口辺部  ヨコナデ

底部～脚部 ヘ ラケ
ズ リ

杯部 ヘラミガキ後
黒色処理

脚部 ヘラケズ リ

杯部の約1/4、 脚部欠く
にぶい赤褐色
(5YR5/4)

345--3
黒色土器

小 型 甕
(1255)
6 65

底部は九底気味とな
る

頸部 ヨコナデ
肩部～底部 ヘラミ
ガキ

頸部～底部 ヘラ
ガキ後黒色処理

口辺部を欠 く
にぶい橙色 (5YR6/4)
胴部内面に白色の付着物

345--4 土師器甕

19 4

(177) 口辺部は外反する

日辺部  ヨヨナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズ リ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ハケメ

約1/2存

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

345--5 土師器甕 (1480
6 65

平底 ヘラケズ リ
部
部

胴
底

ハケメ
ヘラナデ

日辺部～胴上部を欠 く
にぶい赤褐色

(2 5YR5/4)

第67号住居址

345--1 黒色上器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り後手持
ちヘラケズリ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/5欠 く
にぶい橙色(5YR73)

345--2 黒色土器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持
ちヘ ラケズ リ

ヘ ラミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/3欠 く
にぶい橙色
(7 5YR7/3)

345--3 須 恵器 蓋 38
15 3

扁平な宝珠形つまみ
を有する

天丼部 回転ヘ ラケ
ズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ
復原後ほぼ完形
青灰色(5B5/1)

345--4 須恵器杯

13 6

3_8

6_2

日辺部は外傾する

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
日辺部の約1/4欠 く
灰色(75Y5/1)

345--5 須恵器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 系切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約1/3欠 く
灰責色(25Y7/2)

345--6 須恵器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約3/4欠 く
灰白色(N7/1)

345--7 須恵器メ

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約3/4欠 く
オリーブ灰色
(2 5GY6/1)

345--8 須恵器杯

13 5

42
69

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/2欠 〈

SB65と の接合資料

灰 白色 (5Y7/1)
朱 墨 付 着 つ

345--9 須恵器椀
日辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ
底部 糸切り後手持ちヘ

ラケズリ 高台を貼付する

ロクロナデ
完形 灰白色(5Y72)
外面に「足Jの墨書とヘ

ラ記号 ?

345--10 須恵器椀
日辺部は内弯気味に
立ち上がる

ロクロナデ
底部 糸切り後外周回転ヘラ
ケズリ高台を貼付する

ロクロナデ
口辺部の大半を欠 く
灰色 (5Y6/1)

345--11 軟質須恵器杯 (31) ロクロナデ ロクロナデ
灰色 (75Y6/1)
外面に刻書もしくは
ヘラ記号

345--12 須恵器蓋 (125)
天丼部 回転ヘラケ
ズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ

灰色(75Y5/1)
タト面に亥1書 もしく

`よヘラ記号
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 備 考

345--13 須恵器杯 (12) 平 底
ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
明オリーブ灰色

(2 5GY7/1)
朱墨硯に転用

345--14 須恵器蓋 (275)
天丼部 回転ヘ ラケ
ズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ
灰色 (75Y6/1)
外面に「光Jの塁書

345--15 土師器甕
口辺部は「コ」の字状
を呈する

日辺部 ヨヨナデ
頸部～底部 ヘラケズリ
後部分的に細いヘラナデ

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ
デ

日辺部の大半、胴部の
約1/4を 欠く
にぶい橙色(5YR7/4)

345--16 土師器甕 (81)
4 55

平底 ヘラケズ リ ヘラナデ
にぶい褐色
(7 5YR6/3)

346--1 土師器甕 ⑬ ①
6_3

平底 ヘラケズ リ ヘラナデ
にぶい橙色(5YR6/4)
SB69と の接合資料

第68号住居 l■

346--1 土師器雰

14 4

4 85
日辺部は外反する
丸底

口辺部 ヨコナデ後ヘラ
ミがキ

底部 手持ちヘラケズリ

後ヘラミガキ

ハヽ フ が キ

口辺部の約1/4欠 く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

第69号住居址

346--1 黒色土器杯
12 7

38
日辺部は外反する
外面ににぶい稜を有
する 丸底

口辺部  ヨヨナデ後部分

的にヘ ラ ミガキ

底部 手持 ちヘ ラケズ リ

後粗いヘ ラ ミガキ

ガ キ^ヽ フ

1/2弱存
灰褐色(7 5YR5/2)

346--2 土師器椀

日辺部は直立気味に立

ち上がる

最大径を肩部に有する

回辺 部  ヨ コナ デ後 粗 い

ヘラミガキ

胴都～底部 ヘ ラケズ リ
後粗いヘラミガキ

口辺部 ヨヨナデ後部分

的にヘラミガキ

胴部～底部 ヘ ラナデ後
菩L分的にヘ ラ ざオ■

約1/3欠 く
橙色(5YR6/6)

346--3 土師器小型壷

10_4

14.65

日辺部は外反する
最大径を胴中央部に

有する九底

口辺部 ヨコナデ
肩部～底部 ヘラ
ガキ

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

約1/2存

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

346--4 土師器姿

22 3

24 4

8 15

日辺部は外反する
最大径を目縁部に有する
底部に1孔を有する

日辺部  ヨコナデ

頸部～底部 ヘ ラ ミ
ガキ

口辺部～底部 ヘ ラ
ミガキ

全体の約1/2存

浅黄橙色
(7 5YR3/4)

346--5 土師器甕

口辺部は外反する
最大径を胴下半部に

有する

口辺部 ヨコナデ
肩部～底部 ヘラナ
デ後ヘラミガキ

口辺部 ヨコナデ
肩部～底部 ヘラナ
デ

約3/4存

橙色(5YR7/6)

第70号住居 J」L

346--1 須恵器杯

13 5

3,75

6.15

口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ

日辺部の約1/3欠 く
オリーブ灰色
(2 5GY6/1)

346--2 土師器甕

19 9

(191)

日辺部は外反する
最大径を目縁部に有
する

口辺部  ヨヨナデ

肩部～胴部 ヘ ラケズ リ

後部分的に細 いヘ ラナデ

口辺部～肩部 ヨコ

ナデ
胴部 ヘラナデ

胴下半部を欠く
浅黄色 (25Y7/3)

第71号住居 l■

346--1 土師器杯

114
3 95

日辺部は外反する
九底

日辺部 ヨコナデ
底部 手持ちヘラケ
ズリ

ヨコナデ後暗文

約1/2存

明赤褐色
(2_5YR5/6)

346--2 須恵器杯 日辺部は外反する

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調
整

ロクロナデ
口辺部の約2/5存

灰白色(25Y8/1)
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挿図番号 種】U・ 器形 法 量 器形 の特 徴 調 整 (外面 ) 調整 (内面 ) 考備

346--3 黒色土器高杯

日辺部は内弯気味に立ち

上がる
脚部は「ハ」の字状に開く

口■lJ部  ヨコナア

た部 ヘラケズリ

脚部 ヘラケズリ後ヘラミガキ

脚権部 ヘラミガキ

杯部ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

脚部 ヘ ラケズリ

脚裾部  ヨヨナデ

杯部約V2、 脚裾部の大

半を欠く

浅糞橙色(7 5YR3/6)

347--1 須恵器皿

26 7

4.8

13 5

口辺部は外反する

平底

口辺部 ロクロナデ

底部 回転ヘ ラケズ

リ

ロクロナデ

口辺部の約 1/4、 底
部中央を欠く

灰白色 (N7/1)

347--2 土師器小型甕

156
16 05

日辺部は「く」の宇状
に外反する

九底

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ハケメ

口辺部  ハケメ

肩部 指頭痕

肩部～底部 ハケメ後ヘ

ラケズ リ

約1/2存

灰白色(25Y8/2)

347--3 土師器小型甕
(145)
(171)

日辺部は「く」の字状に外
反し、日縁端部は直立気
味となる 丸底

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ハケメ

日辺吉Б ハケメ

肩部～底部 ハケメ

後ヘ ラケズリ

口辺部～胴下半部の約 1/2

底部 を欠 く

SB76と の接合資料

灰白色(10YR8/2)

347--4 土師器甕

17 5

(172)

口辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

日辺部  ヨコナデ

肩著Ь～胴言Ь ヘ ラケ

ズリ

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

胴下半部を欠く
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

第74号住居 l■

第75号住居址

第76号住居 llL

347--1 須恵器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

完形
灰色(75Y6/1)
外面に塁書 文字不明

347--2 須恵器杯

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約2/3欠 く
灰色(5Y5/1)

347--3 須恵器杯
口辺部は外反する

平底

ロク卑ナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の一部を欠く

責灰色 (25Y6/1)

347--4 土師器甕

日辺部は「コ」の字状を
呈する
最大径を肩部に有する

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラク

ズリ

日辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

復原後略完形
にぶい橙色(5YR6/4)

347--5 土師器甕 (2075)
41

平底 ヘラケズ リ ヘ ラナデ

口辺部～胴上部、胴下部
の約1/2欠 く

にぶい褐色(7 5YR6/3)

347--1 土師器杯

11 7

4 95

口辺部は直立気味に
立ち上がる

丸底

口辺 晋ト ヨ ヨナ デ 後 粗 い

ヘラミガキ

底部 手持ちヘ ラケズリ

修菩Ь分 的 にヘ ラ ミガ キ

^ヽ ラ ミガキ
日辺部の大半を欠 く
橙色(2 5YR6/6)

347--2 黒色土器高杯

日辺部は外反する
「ハ」の字状に開く短
い脚部を有する

日辺部 ヨヨナデ後暗文

様のヘラミガキ

底部～脚部 ヘラケズリ

杯音卜 ヘ ラ ミガキ後黒色

処理

脚郡 ヘ ラケズ リ部分的

杯 部 の約 V2、 脚 裾 部 を

欠 く

にぶい橙色 (5YR7/4)

347--3 土師器小型甕

日辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する 平底

日辺部 ヨコナデ

肩部 ハケメ

胴都～底部 ヘラナデ

日辺部～肩部 ヨコナデ

1同上部 ハケメ

胴下部～底部 ヘラナデ

日辺部～肩部の約1/2欠 く
によい橙色(7 5YR7/3)

348--1 土師器小型妻

15 0

20 15

72

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

口辺部 ヨコナデ後粗い

ヘラミガキ

肩部～底部 ヘ ラケズリ

後粗いヘラミガキ

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

約2/3存

橙色(2 5YR6/6)

348--1 土師 器杯

10 7

3 55

口辺部は直立気味に

立ち上がる

九底

口辺部  ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ

ズリ

ヨコナデ
日辺部の約1/4欠 く
にぶい橙色(5YR7/4)

348--2 土言W器杯
(113)
(43)
(71)

口辺部は外反する

平底

口辺部 ヨコナデ

底部 ヘラナデ
ョ ヨナ デ

1/2弱存
によい赤褐色
(5YR5/4)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 考備

348--3 黒色土器メ
13 2

4 85

口辺部は内傾する
外面に稜を有する
九底

日辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘラケズ

リ後粗いヘラミガキ

口辺部  ヨコナデ

底部 ヘラ ミガキ

約1/2存

にぶい赤褐色
(5YR5/4)

348--4 黒色土器高杯 (4_15)

(87)

「ハ」の字状に開く短
い脚部を有する

脚部 ヘラミガキ
脚裾部 ヨコナデ

杯部 ヘ ラ ミガキ後黒色

処理

脚部 ヘ ラケズリ

脚裾部  ヨコナデ

杯部と脚裾部の大半を

欠く

にぶい橙色(5YR6/4)

348--5 土師器小型甕

日辺部は外反する
最大径を胴中央部に
有する

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラケズ

リ後粗いヘラミガキ

口辺部 ヨコナデ

肩部 ～底部 ヘ ラナ

デ

日辺部の約1/2、 底部
の約3/4欠 く
にぶい橙色(5YR6/4)

348--6 土師器甑

日辺部は外反する
最大径を目縁部に有する
底部に1孔を有する

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ
ズリ後ヘ ラナデ

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ
デ

約2/3存

橙色(2 5YR6/6)

348--7 土師器甕 (225)
75

球胴を呈する
丸底気味の底部を有
する

ヘラ ミガキ ヘ ラナデ

日辺部～肩部を欠く
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

348--8 土師器甕

口辺部は外反する
最大径を胴下半部に
有する

日辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ
ズ リ後ヘ ラ ミガキ

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

胴下半部の約1/3欠 く
によい橙色(5YR74)

第77号住居址

349--1 土師器杯
13 3

51
口辺部は内弯する
丸底

口辺部 ヨヨナデ後ヘラ
ミオキ

底部 手持ちヘラケズ リ
後ヘラミガキ

暗文様のヘラ ミガキ

口辺部の約1/3欠 く
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

349--2 土師器杯
11 75

59
口辺部は直立気味と
なる
九底

口辺部  ヨヨナデ

底部 ヘ ラケズ リ後
部分的にヘ ラ ミガキ

ヨコナデ後ヘラ ミガ

キ

略完形

にぶい橙色

(7 5YR6/4)

349--3 土師器杯

13 6

56
日辺部は外反する
九底

日辺部 ヨコナデ後
粗いヘラ ミガキ

底部 ヘ ラ ミガキ

日辺部 ヨコナデ後
粗いヘラ ミガキ

底部 ヘ ラミガキ

1/2弱存
にぶい赤褐色
(5YR5/3)

349--4 土 師 器 杯

13 6

53
日辺部は外反する
外面に稜を有する
九底

日辺部  ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ
ズリ

日辺部 ヨコナデ

底部 ヨヨナデ後暗

文

復原後略完形
にぶい赤褐色
(5YR5/4)

349--5 黒色土器杯
13 45

51
日辺部は内弯気味と
なる
丸底

口辺部 ヨコナデ後ヘラ
ミがキ

底都 ヘラケズリ後ヘラ

暗文様のヘラミガキ
後黒色処理

口辺部を若干欠 く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

349--6 黒色上器杯

138
5_5

日辺部は外反する
九底

口辺部  ヨコナデ後

部分的にヘ ラ ミガキ

底部 ヘ ラケズ リ

口辺部  ヨヨナデ後部分

的にヘ ラ ミガキ

底都 ヘ ラナデ後部分的

にヘ ラ ミガキ 黒色処理

復原後略完形
明赤褐色
(2 5YR5/6)

349--7 土師器椀
110
8 15

日辺部は外反する
丸底

口辺部～肩部 ヨコナデ後

粗いヘラミガキ

底部 ヘラケズリ後lLい ヘ

日辺部～肩部 ヨコナ

デ後粗いヘラミガキ

底部 ヘラミガキ

約2/3存

にぶい赤褐色
(2 5YR5/4)

349--8 黒色土器椀

13 35

91
口辺部は外傾気味と
なる

丸底

口辺部 ヘ ラ ミガキ

胴部～底部 ヘ ラケ
ズリ後ヘ ラ ミガキ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

約3/4存

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

349--9 黒色土器高杯 一
渕
凹

脚部は「ハ」の字状に
開く

ヨコナデ
ヘラケズリ

ハケメ後ヘラケズリ
ョコナデ 赤tj漆 彩

硼
馳
螂
朧

ヘラミガキ後黒色

ハケメ後ヘラナデ

部

理

部

杯

処

脚

杯部、脚裾部の大半を欠く

によい橙色(7 5YR7/4)

349--10 土師器小型賽 (70)
6 45

平 底
ヘラナデ後粗 いヘ ラ

ミガキ
ヘラナデ

にぶい赤掲色
(2 5YR5/4)

349--11 土師器小型甕

17 3

19 55

70

日辺部は外反する
最大径を日縁部に有
する

口辺音ト ヨコナデ後粗い
ヘラミガキ

肩那～底部 ヘラタズ リ
終来Hい ヘ ラ こ/fキ

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

復原後略完形
橙色(2 5YR6/6)

349--12 土 師 器 甕

15 1

(1885)
口辺部は外反する
痛球胴を有する

日辺部 粗いヘラミガキ
肩部～】同喜Ь ヘラミガキ

日辺部 ヨヨナデ後粗い
ヘラミガキ

肩部 ヘラナデ
腑言L ヘ ラ こオ イ

胴下半部を欠く
にぶい橙色
(7 5YR7/3)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 考備

349--13 土 師 器 甕

20 45

鬱50
口辺部は外反する
扁球胴を有する

口辺部 ヨコナデ

頸部～肩部 ハケメ

胴部 ヘラナデ

日辺部  ヨコナデ

肩部 ハケメ

胴部 ヘ ラナデ

底部を欠く
橙色(2 5YR7/6)

349--14 土師器甕

口辺部は外反する

最大径を日縁部に有

する

日辺部 粗いヘラミガキ

頸部～底部 ハケメ後粗
いヘラミガキ

口辺部 ヘラミガキ

肩部～胴部上部 ハケメ後
ヘラミガキ
胴下都～底部 ヘラミガキ

復原後略完形
橙色(5YR6/6)

350--1 土師器甑
口辺部は外反する
底部に1孔を有する

日辺部 ヨコナデ後ヘラ
ミガキ
頸部～底都 ヘラミガキ

口辺言卜～底苫卜 ヘラ

ミガキ

復原後完形
にぶい橙色

(7 5YR7/4)

350--2 土師器甕

15.2

32 75

60

日辺部は「くJの字状に外反

する

最大径を胴中央部に有する

日辺部～頸部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラケズリ

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ
デ

完形
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

350--3 土師器甕

口辺部は「く」の字状に外反

する
最大径を胴中央部に有する

口辺部  ヨコナデ

肩部 ハケメ

胴部 ～底部 ヘ ラナデ後

粗いヘ ラ ミガキ

日辺部  ヨヨナデ

頸部～底部 ヘ ラナ

デ後粗いヘ ラミガキ

復原後略完形
にぶい橙色(5YR6/4)

350--4 土師器甕

18 35

33 7

7.55

日辺部は外反する

最大径を胴下半部に

有する

日辺部 ヨヨナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

口辺部  ヨコナデ

頸部～底部 ヘ ラナ

デ

復原後略完形
橙色(2 5YR7/6)

第78号住居址

351--1 黒色土器杯

137
41
64

口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の一部を欠く
にぶい橙色(5YR″ 4)

351--2 黒色土器杯

132
40
5 05

日辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

略完形
にぶい橙色(5YR7/3)

351--3 黒色土器杯
口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

略完形
にぶい橙色(5YR7/4)

351--4 黒色土器杯
口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘラミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/9欠 く
浅責橙色(7 5YR8/4)

351--5 須恵器杯
口辺部は外傾する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

略完形
灰白色(5Y7/2)

351--6 軟質須恵器杯

日辺部は外反気味と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の一部を欠く
灰白色(5Y7/1)

351--7 軟質須恵器杯
口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

約3/4存

灰白色(5Y7/2)

351--8 土師器妻 (197)
3_95

平 底 ヘ ラケズ リ ヘ ラナデ

IΠ 上部～胴部の約1/2

存
によい橙色(5YR6/4)

351--9 土師器甕

日辺部は「コ」の字状を呈

する

最大径を胴上部に有する

日辺部～頸都 ヨヨナデ

肩部～底部 ヘラケズリ

口辺部  ヨヨナデ

頸部～底部 ヘラナ

デ

復原後略完形
橙色(2_5YR7/6)

第80号住居址

351--1 土師器杯

12 9

43
口辺部は外反する

外面に稜を有する

九底

日辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘラケズリ後

部分的にヘラミガキ

^ヽ ラミガキ

約1/2存

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

351--2 土師器杯

122
4 45

口辺部は内弯気味に立ち

上が る

外面ににぶい稜 を有する

口辺部 ヨコナデ

底部 ヘ ラケズ リ後
ヘ ラ ミガキ

ヘ ラミガキ

口辺部の約1/3欠 く

黒彩土器

にぶい橙色(7 5YR6/4)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 考備

351--3 黒色土器杯
13 5

4.65

口辺部は外反する

外面に稜を有する

丸底

日辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘラケズ

リ後粗いヘラミガキ

ヘラミガキ

口辺部の約1/2欠 く
にない褐色
(7_5YR5/3)

351--4 黒色土器杯

132
4 75

口辺部は困省気味に立ち

上がる

外面ににぶい稜 を有す る

日辺部 ヨヨナデ

底部 手持ちヘラケズリ後

部分的にヘラミガキ

口辺部 ヨコナデ
底部 ヘラミガキ

日辺部の約1/2欠 く
にない橙色(5YR6/4)

351--5 土師器鉢

162
117
8.7

口辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ
デ後細いヘラナデ

横方向のヘラミガキ
後縦方向の暗文様の
^ヽ ラミガキ

日辺部～胴部の約3/4

欠く
橙色(2_5YR6/6)

351--6 須恵器高杯

10.5

12.8

89

口辺部は外反する
脚部に 3個の長方形
の透孔を有する

ロクロナデ ロクロナデ
杯苫卜の約1/2欠 く
灰色 (N6/)

351--7 土師器奏

19 8

31 1

6 15

口辺部は外反する

最大径 を胴中央部に

有する

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ

ズ リ

日辺部～肩部 ヨコナ

デ

胴部～底部 ヘラナデ

日辺部～胴中央部の約
1/3欠 く
にない橙色(5YR7/4)

352--1 土師器養
口辺部は「 く」の字状
に外反する

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ

ズ 1,

日辺部～頸部 ヨコナ

デ

肩部～底部 ヘラナデ

約2/3存

にぶい橙色
(7.5YR7/3)

第81号住居址

352--1 土師器杯

13 45

4 75
口辺部は外反する
九底

口辺部 ヨコナデ後部分

的にヘ ラ ミガキ

底都 手持 ちヘ ラケズ リ
ヘラミガキ

日辺部の約1/4欠 く
にぶい赤褐色
(2.5YR5/4)

352--2 土 愕下絲

14 4

49
口辺部は外反する
丸底

ヘラミガキ ^ヽ ラミガキ
略完形

内外面部分的に制落

にぶい橙色(7 5YR7/4)

352--3 上師器杯

13_1

4.25

日辺部は直立気味に立ち

上がる

外面に稜を有する 九底

口辺部 ヨコナデ
底部 手持ちヘラケ
ズリ後ヘラミガキ

ヘラミガキ

日辺部の約2/3欠 (

明赤褐色(5YR5/6)

底部外面にヘラ記号?

352--4 土師器杯

13.95

42
日辺部は内弯気味となる

外面ににぶい稜を有する

九底

口辺 部  ヨ ヨナ デ後 部 分

的 にヘ ラ ミガ キ

底 部  手持 ちヘ ラケ ズ リ

ヘラミガキ
赤色塗彩

復原後略完形
にぶい橙色

(7.5YR7/4)

352--5 黒色土器杯

13 15

3 95

日辺部は直立気味に立ち
上がる
外面に稜を有する 九底

ヨヨナデ
手持ちヘラケ

部辺
部

リ

ロ
底
ズ

ヘラミガキ

口辺部の大半を欠く
にない赤褐色
(5YR4/3)

352--6 土師器小型甕

16 3

20 4

58

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

部
部
部

辺
上
下

日
胴
胴

ヨコナデ
ハケメ
ヘ ラケズ リ

日辺部 ヨコナデ

胴部～底部 ハケメ

部分的にヘラナデ

胴下部の約1/3欠 く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

352--7
黒色土器

小 型 甕

口辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラケ

ズ リ後ヘ ラ ミガキ

口辺部一月部  ヨコナデ

胴部～底部 ヘ ラナデ後
ヘラ ミガキ

口辺部の大半 を欠 く

胎上に僅か金雲母 を含む

にない赤褐色 (5YR5/4)

352--8 土師器甕

口辺部は外反する

最大径を胴下半部に

有する

口辺部 ヨヨナデ

肩部～底部 ヘラケ
ズリ後ヘラミガキ

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ
デ後粗いヘラミガキ

約2/3存

にない橙色(5YR7/41

352--9 土師器甕

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

日辺部 ヨヨナデ

肩部～胴上部 ハケメ

胴下部 ヘラナデ

日辺部 ヨコナデ

肩部～胴下部 ハケメ

底部 ヘラナデ

完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

352--10 土師器甕

19 45

17 9

67

日辺部は外反する

最大径を口縁部に有
する

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ後粗いヘ ラミガキ

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ
デ後粗いヘラミガキ

約2/3存

にぶい橙色(5YR7/4)

353--1 土師器甕

18 35

26 3

口辺部は「 く」の字状
に外反する球形胴を
有する

口辺部～胴部 ヘラ
ミガキ

日辺部 ヘラミガキ
肩部～胴部 ヘラナ
デ

胴下半部を欠く
橙色(5YR7/6)

353--2 土師器甕

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

日辺部  ヨコナデ後部分

的にハケメ

肩部～底部 ハケメ

藤鑑 ヘ ラ構 蒸大 ノ華廣

日辺部 ヨコナデ
頸部～胴上部 ハケメ

胴下部～底部 ヘラナデ

復原後略完形

浅黄橙色
(7 5YR8/4)
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挿図番号 種】1・ 器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 考備

353--3 土師器甕

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

田 辺 部  ヨ コ ナ デ

肩著6～ 月同」二部 ハケメ

胴下部 ～底部 ヘ ラナデ

後´ヽ ラ ミガキ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴下部 ハケメ

底部 ヘラナデ

約1/2存

にはfい 橙色
(7 5YR7/4)

第82号住居址

第83号住居址

第84号住居址

第85号住居址

353--1 黒色土器杯

13 35

47
日辺部は内弯気味に

立ち上がる

九底

日辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘラケズ

リ後粗いヘラミガキ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約3/5を 欠く
にぶい橙色

(7 5YR7/4〉

353-― ユ 須恵器杯

口辺部は内弯気味に

立ち上がる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約2/3欠 く
浅責色(5Y7/3)

353--2 須恵器甕 ⑫48)
11 0

タタキメ ヘ ラナデ

約1/3存

灰白色 (75Y7/1)
SB62・ 63と の接合資料

354--1 土 師 器 杯

111
3_8

日辺部は外反する

外面に稜を有する
九底

日辺部  ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ

ズ リ

ヨコナデ
日辺部の約1/4欠 く
橙色(2 5YR7/6)

354--2 土師器杯

13 2

62
口辺部は外反気味と
なる

九底

回辺言る ヨコナデ

底部 手持ちヘラケ

ズリ

ヘラナデ後部分的に
ヘラミガキ

日辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

354--3 土師器小型甕 O働
45

平 底 ヘラケズ リ ヘ ラナデ

日辺部～肩部、胴部の
約2/3欠 く
にぶい澄色(5YR6/4)

354--4 土師器甑

19_15

23 1

74

口辺部は外反す る

最大径 を「1縁部に有する

lH下 半部に 2孔、底部に

口辺部  ヨヨナデ

肩部～底部 ヘラ ミ

ガキ

^、 ラ ミガキ

日辺部の約2/3欠 く
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

354--5 土師器小型甕

13 4

17 0

77

日辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

日辺部 ヨヨナデ

頸部 ヘラナデ

肩部～底部 ヘラミガキ

口辺部  ヨコナデ

肩部 ～底部 ヘ ラナ

デ

底部を欠く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

354--6 土師器姿

15 45

20 2

日辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

口辺部～肩部 ヨコ

ナデ

胴部 ヘ ラナデ

口辺部  ヨコナデ

頸部 ヘ ラナデ

胴部 ハケメ

口辺部の大半 とBlll部 の約
1/2久 く

にぶい粒色(7 5YR6/4)

354--7 土師器甕

13 53

25 05

53

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ

ズ i,

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ

デ

略先形

BI部～底郡外雨は二次焼

成 を受け表而イ1落

精色(2 5YR7/6)

354--8 土師器甕 (240
56

底部は九底気味とな
る

ヘラケズリ ヘ ラナデ

日辺部～胴上部を欠く
にぶい橙色
(7 5YR7/3)

354--9 土師器甕

22 0

(300)

日辺部は外反する
最大径を日縁部に有
する

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ

ズ 1,

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

胴下半部を欠く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

354--1 黒色土器杯
12 7

44
口辺部は外反気味と
なる

九底

日辺吉る ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ

ズリ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/6欠 く
にぶい責橙色
(10YR7/3)

354--2 土師器杯

14 05

5 15
日辺部は外反する

九底

日辺部  ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ

ズリ

ヘ ラナデ後粗いヘ ラ

ミガキ

約3/4存 354-3、 355-
2と 同一胎上、調整

に求い黄橙色(10YR7/4)

―-568-



挿図番号 種別・器形 法 量 器形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 備 考

354--3 土師器杯

13 1

52
口辺部は外反する
かなり歪曲する

丸底

辺
部
リ

日
底

ズ

ヨコナデ
手持ちヘラク

ヘラナデ後粗いヘラ
ミガキ

約1/2存

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

354--4
土 師 器 手

づ くね土器

口辺部は内傾する
平底

ヘラナデ ヘラナデ
完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

355-1 黒色土器椀

口辺部は直立気味と
なる
丸底

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ
ズ リ後ヘ ラ ミガキ

ヘ ラナデ後部分的に
ヘ ラ ミガキ

黒色処理

約2/3存

にぶい橙色(5YR6/4)
二次焼成を受ける

355--2 土師器椀 (3_45) 丸底
細いヘ ラナデ後部分

的にヘ ラ ミガキ
ヘラナデ

約1/2存

にぶい責橙色
(10YR7/4)

355--3 土師器高杯 ● 30 脚部は「ハ」の字状に
開く

ハケメ後雅といヘ ラ
ガキ

ヘ ラケズ リ
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

355--4 土師器高杯 (435)
脚部は「ハ」の字状に

開く
ヘラミガキ ヘ ラケズ リ

にぶい褐色
(7 5YR5/4)

第87号住居址

355--1 黒色土器杯

日辺部は内弯気味に
立ち上がる
平底

ヘラミガキ
底部 手持ちヘラケ
ズリ後ヘラミガキ

^ヽ フ

理

ガキ後黒色処 口辺部の大半を欠く
橙色(7 5YR6/6)

355--2 須恵器杯
口辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後ナ
デ

ロクロナデ
口辺部の約2/3欠 く
灰色(5Y6/1)

355--3 須恵器杯
口辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後ナ

デ

ロクロナデ
百辺部の約3/4欠 く
灰色(5Y5/1)

355--4 須恵器杯

13 1

3 95

80

口辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

1/2弱存
灰色(75Y6/1)

第89号住居址

第92号住居址

355--1 須恵器杯

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約1/2欠 く
灰色(75Y6/1)

355--2 須恵器杯
口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後外周

手持ちヘ ラケズ リ

ロクロナデ
口辺部の約1/3欠 く
灰色(75Y5/1)

第90号住居址

355-― ユ 土師器杯

13.2

50
日辺部は外反する
外面ににぶい稜を有
する 九底

口辺部 ヨコナデ

底部 手持ちヘ ラケ
ズリ後ヘ ラ ミガキ

暗文様のヘラミガキ

口辺部の約1/3欠 く
にぶい赤褐色
(5YR5/4)

355-― ユ 黒色土器杯
口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り後手持
ちヘラケズリ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

355--2 黒色土器高杯 (445) ヘラケズリ
杯部 ヘ ラミガキ後
黒色処理

脚部 ヘラケズ リ

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

―-569-



第93号住居址

第94号住居址

第96号住居址

第97号住居址

挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 循 考

355--1 須恵器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

約2/3存

灰白色(5Y7/1)

355--2 須恵器杯

13 45

42
66

日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
約1/2存

灰白色(5Y7/1)

355--3 須恵器長頸壺 (17_0
最大径を胴中央部に

有する

高台部を欠く

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
胴部全体の約1/2存

にぷい橙色(7 5YR7/41
焼成不良

355--1 黒色土器皿 日辺部は外反する
ロクロナデ
部分的にヘラミガキ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約 V2欠 く

に景い黄橙色 (10YR7/4)

外面に「
南Jの墨書

355--2 土師器甕
13 7

(2580
日辺部は「く」の字状に外反

する

最大径を1同中央部に有する

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ

ズリ

口辺部  ヨコナデ

屑部～底部  ヘ ラケ

ズ 1,

胴下半部～底部の約1/2

欠く

におfい橙色(7 5YR7/4)

355--3 土師器甕 似5①
4.6

平底 ヘ ラケズ リ ヘラナデ

約2/3存

にぶい橙色
(7 5YR7/3)

356-― ユ 土師器甕

20 5

に40)
口辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

日辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラケ
ズ 1,

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部  ヘラ

ナデ

底部を欠く
にない橙色
(7 5YR7/3)

356--1 黒色土器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持

ちヘ ラケズ リ

ヘ ラミガキ後黒色理

理

日辺部の1/2弱存
浅黄橙色(7 5YR8/3)

356--2 黒色土器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り後手持
ちヘラケズリ

ヘラ ミガキ後黒色辺

理

日辺部の約1/5欠 く
にぶい橙色(5YR6/4)

356-3 土 師 器杯 97働 平 底

口辺部 ヘラミガキ
底部 手持ちヘラケ
ズリ後ヘラミガキ

口辺部 ヘ ラミガキ

底部 暗文様のヘラ

ミガキ

甲斐型土器
にぶい橙色(5YR7/3)

底部外面に「 」の塁書

356--1 黒色土器椀 ●.30
7.6

ロクロナデ

底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

日辺部を欠く
にぶい橙色
(7.5YR7/4)

356--2 黒色上器椀 (2_4)

7.35

ロクロナデ

底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

I辺‖
`を

欠く

にぶい綺色(7 5YR7/4)

底部外面にヘラ記号

356--3 灰釉陶器皿 口辺部は外反する

日辺部 ロクロナデ
底部 回転ヘラケズリ

後高台を貼付する

ロクロナデ
復原後略完形
灰白色 (25Y7/1)
転用硯

356--4 黒色土器杯 (50)
口辺部は外傾気味 と

なる
ロクロナデ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR6/4)
外面に「家J?の墨書

356--5 土師器甕

“

9
54

平 底 ヘラケズリ ヘ ラナデ
日辺部～胴部下半部を欠(

にぶい橙色(7 5YR6/4)

―-570-―



挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 備 考

356--6 土師器甕

19 9

(100)
日辺部は「コ」の字状
を呈する

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラケ

ズリ

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラナ

デ

にぶい橙色(5YR7/4)

第99号住居 l■

第103号住居址

第105号住居址

第106号住居 l■

356--1 黒色土器杯
日辺部は外反す る

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約3/4欠 く

に景い橙色(7 5YR7/3)

外面に墨書 ?

356--2 黒色土器皿
(124)
2 75

6 25

口辺部は外反する

ロクロナデ
底部 糸切り後高台
を貼付する

^ヽ フ

理

ガキ後黒色処
口辺部の大半を欠く
にない責橙色
(10YR6/4)

356--3 黒色土器皿 日辺部は外反する

ロクロナデ
底部 糸切り後高台
を貼付する

ヘラ ミガキ後黒色処

理

完形
橙色(7 5YR6/6)

356--4 上師器甕 ● 劾
76

平 底 ヘラケズ リ ヘラナデ
にぶい赤褐色
(5YR5/3)

356--5 土師器甕

日辺部は「コ」の字状を呈

する

最大径をlΠ上部に有する

口辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ

ズ リ

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ

デ

口辺部の大半、胴下部
～底部の約1/4欠 く
橙色(2 5YR7/6)

357--1 黒色土器鉢
(180
14.0

日辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する 九底

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラケ

ズ リ

ミガキ後黒色処^ヽ フ

理

約1/3存

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

357--2 黒色土器高杯 (10.0
10 5

脚部は「ハ」の字状に

開く

脚都 ヘラケズリ後
ヘラミガキ
脚据部 ヨコナデ

杯部 ヘ ラ ミガキ後黒色

処理

脚裾部 ヘ ラケズ リ

脚裾都  ヨコナデ

杯部、脚裾部の約1カ

欠く
橙色(7.5YR7/6)

357--3 黒色土器高杯 (415)
ヘラケズ リ後ヘ ラ

ガキ

杯部 ヘ ラ ミガキ後

黒色処理

脚部 ヘ ラケズ リ

にぶい橙色(5YR7/4)

357--1 土 師器 杯

10 8

38
口辺部は内弯気味に

立ち上がる

九底

ヨコナデ

手持ちヘ ラケ

辺
部
リ

日
底
ズ

ヨ コナ デ

口辺部の約1/2欠 く
にぶい赤掲色
(5YR5/4)

357--2 上師器小型甕
日辺部は「く」の字状
に外反する

日辺部 ヨヨナデ後ヘラ

ケズリ

頸部～胴部 ヘラケズリ

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

胴下半部を欠く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

357--3 土師器甕

24 4

97_の

回辺部は外反する

最大径を口縁部に有
する

日辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラケ

ズ リ

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

1/2弱存
にない橙色
(7 5YR7/4)

357--1 土師器杯

(139)
40
5 85

口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約2/3欠 く
にない橙色
(7 5YR7/3)

357--2 黒色土器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

約1/2存

にぶい褐色
(7 5YR5/3)

357--3 黒色土器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/10欠 く
にぶい橙色脩YR6/4)

一-571-



挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 備 考

357--4 黒色土器杯

口辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/2欠 く
によい責橙色

(10YR6/4)

357--5 黒色土器椀 口辺 言Ьは外 反 す る

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/3欠 く

に業い橙色(7 5YR7/3)

外面に墨書 文字不明

357--6 黒色土器椀

15 65

62
65

口辺部は外反する
ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部、高台部の一部 を

欠 く

にぶい澄色(7 5YR7/4)

357--7 黒色土器椀

14.8

に,10 口辺部は外反する

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

高台部を欠く
外面に墨書 文字不明
にぶい褐色(7 5YR73)

357--8 軟質須恵器杯
口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
約1/2存

灰黄色(25Y7/2)

357--9 黒色土器杯 (35) 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘ ラミガキ後黒色処

理

にない黄橙色
(10YR7/4)
外面に「廣」の塁書

357--10 黒色土器杯 (38) 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR6/4)
外面に「足」の塁書

357--11 土師器小型甕

13.05

(81) 口辺部は外反する

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ

ズリ

回辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ハケメ
胴下半部を欠く
にぶい橙色(5YR7/4)

357--12 土師器小型甕 (113)
62

平 底
ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ

日辺部～肩部、胴部の

約2/3欠 く
にぶい橙色(5YR7/4)

第107号住居l■

第108号住居址

第110号住居址

358--1 黒色土器杯

13 85

51
口辺部は外反する

九底

口辺部 ヨヨナデ

底部 手持ちヘラケズリ

後部分的にヘラミガキ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

358--2 土師器小型甕

14 4

(115)

口辺部は「く」の字状に外反

する
日縁端部は直立気味となる

日辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ハケメ
口辺部 ヨヨナデ
肩言焉～】同著Б ハケメ

胴下半部を欠く
にぶい黄橙色

(10YR7/2)

358--3 土師器 甕

20 3

(81)

口辺部は外反する
球胴を呈すると思わ
/Lる

口辺部 ヨコナデ後

部分的にヘ ラミガキ

肩部 ヘラミガキ

日辺部 ヘラミガキ

肩部 ヘラケズリ

日辺部の一部、胴下半を

欠く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

358--4 土師器甕

18 0

(300)
日辺部は「くJの字状
に外反する

口辺部 ヨコナデ

肩言Ь～胴吉Ь ヘ ラナ

デ

口辺部 ヨコナデ
頸部～胴部 ヘラナ
デ

口辺部 と胴部の一部、底

部を欠 く

にぶい橙色 (7 5YR7/4)

358-― ユ 須恵器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約2/3欠 く
灰色(10Y6/1)

358--1 土師器小型壺

12 2

(152)

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

日辺部～胴部 ヘラ
ミガキ

口辺部 ヘ ラ ミガキ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

胴下半部を欠く
橙色(2 5YR7/6)

358--2 土ll器 ガヽ型甕 ●.つ

5,2

平 底
ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

―-572-一



第111号住居址

第■6号住居址

第■8号住居址

挿図番号 種別・器形 法 量 器形 の特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 備 考

358--1 黒色土器杯 (16) ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR6/4)
外面に「大」?の昼書

第113号住居址

358--1 須恵器杯
日辺部は外反気味 と

なる

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調

整

ロクロナデ
略完形
淡責色(25Y8/3)

外面に墨書 文字不明

358--2 須 恵器杯

13 9

43
日辺部は外反する
丸底

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後手
持ちヘ ラケズ リ

ロクロナデ
日辺部の約1/6欠 く
灰白色(5Y8/2)

358--3 須恵器杯
口辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ

底部 ヘラキ リ後手

持ちヘ ラケズ リ

ロクロナデ
復原後略完形
灰白色 (25Y8/2)

358--4 須 恵器椀

17 3

65
10 1

口辺部は外傾す る

ロクロナデ
底部 回転ヘラケだ
り後高台を貼付する

ロクロナデ

回辺言卜約2/3、 底吉h

約1/2欠 く
灰白色(5Y7/1)

第115号住居址

358--1 土師器小型甕 5 75

55

底部は中央部が凹み

ドーナツ状となる
ヘラナデ ヘラナデ 褐灰色(7 5YR6/1)

358--2 土師器甕

21 7

(129)

日辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

口辺部 ヨヨナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズ iリ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

胴下部を欠 く
にぶい責橙色
(10YR7/2)

358--1 土師 器杯

11 55

4 55
日辺部は外反する
外面に稜を有する

口辺部  ヨコナデ後

部分的にヘラ ミガキ

底部 ヘラケズリ

ヘラミガキ

口辺部の約1/4欠 く
にぶい褐色
(7.5YR5/3)

359-― 〕 黒色土器杯
日辺部は外傾す る

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

ヘ ラミガキ後黒色処

理

I,辺部の約1/2欠 く

にぶい綺色(7 5YR7/4)
外面Fに 器洋 文

′
′:が明

359--2 黒色土器杯
日辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

約5/6存
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

359--3 黒色土器杯

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理
復原後略完形
にぶい橙色(5YR6海 )

359--4 黒色土器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持

ちヘ ラケズ リ

ヘラミガキ後黒色処

理

日辺部の約2/3欠 く
にぶい橙色(5YR74)

359--5 黒色上器杯

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ
底部 糸切り未調整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

約1/2存

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

359--6 黒色土器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ヘラミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

359--7 黒色土器椀
口辺部は外反気味と

なる

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台

を貼付する

一フヘ

理

ミガキ後黒色処 日辺部の大半を欠く
にぶい橙色(5YR74)

359--8 黒色土器椀

153
(50) 日辺部は外反する

ロクロナデ
底部 糸切り後高台
を貝占イ寸する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/5、 高台部
を欠く
にない橙色(7 5YR7/4)

359--9 黒色土器皿

1295
2.9

5 15

口辺部は外反する

ロクロナデ

底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘラ ミガキ後黒色処

理

日辺部、高台部の一部

欠く

にぶい赤褐色(5YR5/4)

359--10 黒色土器皿
(133)
3 35

6.6

口辺部は外反する

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を賠付する

ヘラミガキ後黒色処

理

日辺部の大半を欠 く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

359--11 軟質須恵器杯
日辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色

(7 5YR7/4)

359--12 土師器甕 (2445)
5 15

平底 ヘラケズ リ ヘラナデ
約1/2存

にぶい橙色(5YR6/4)

第 6号掘立柱建物 l■L

359--1 須恵器杯
口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約1/2強 欠く

灰色(5Y6/1)

Pl出土

第21号掘立柱建物址

359--1 土師器甕 一
邪
孵

平 底
ヘ ラナデ

底部 木葉痕
ヘラナデ にない橙色(5YR6/4)

自然流路

359--1 黒色土器高杯 (485)
8,8

脚部は「ハ」の字状に
開く

部
裾

脚
脚

ヘラケズリ
ヨコナデ

脚部 ヘラケズリ

脚裾部 ヨコナデ

杯部を欠 く

浅黄橙色
(10YR3/4)

第 1号土坑

359--1 須恵器円面硯 は 30 残存部で 4個の長方
形の透τしを有する

ロクロナデ
脚台上部 竹管文

ロクロナデ
復原実測
灰色(N5/)

第 2号土坑

359--1 黒色土器好

174
62
96

日辺部は外反する

平底

ロクロナデ
底部 ヘラキリ後手

持ちヘラケズリ

^ヽ フ

理

ガキ後黒色処 口辺部の約1/2欠 く
橙色 (7 5YR7/6)

359--2 須恵器蓋 30
144

痛平な宝珠形つまみ

を有する

天丼部 回転ヘ ラケ

ズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ
口辺部の約1/5欠 く
灰色(N5/)

359--3 須恵器杯

139
4_2

7 75

日辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ

底部 ヘ ラキリ未調

整

ロクロナデ
略完形
灰色(75Y6/1)

359--4 須恵器杯

13 55

3 85

65
日辺部は外反する

ロクロナデ
底部 ヘラキリ後手

持ちヘラケズリ

ロクロナデ
口辺部の約1/2欠 く
灰色(N6/)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 考捕

359--5 須恵器杯

14 3

38
88

日辺部は外反する

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後手

持ちヘ ラケズ リ

ロクロナデ

口辺部の約1/2欠 く
灰色(5Y6/1)

底部外面にヘラ記号

359--6 須恵器椀 口辺部は外反する

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後手持 ち
ヘ ラケズ リ 高台 を貼付

ロクロナデ
口辺部の約3/4欠 く
灰白色(75Y7/1)

359--7 須恵器椀 日辺苫田はタト傾する
底部 ヘ ラキ リ後手持 ち
ヘ ラケズ リ 高台を賠付

する

ロクロナデ

略1/2存

外面に自然釉付着
灰色(N5/)

359--8 須恵器小瓶

口辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

口辺部一月部 ロクロナデ

1鳳部～底部 手持ちヘ ラケ

ズリ後部分的にヘラナデ

廣蔀 手持lf.ヘ ラケズリ

ロクロナデ

口辺部の約1/2、 胴
部の約1/5欠 く
青灰色(10BG5/1)

360--1 須恵器杯 (12)
59

平 底
ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部を欠く

灰自色(5Y7/1)

底部外面に「子」の墨書

360--2 土師器甑 (144)
49

底部に 1孔を有する

平底

ヘラケズ リ後細いヘ

ラナデ
ヘラナデ

奏の転用

胎上にパ ミスを含む

にぶい褐色(7 5YR6/3)

360--3 須恵器甕

33 5

(152)

日辺部は「く」の字状に外
反する
最大径を目縁部に有する

日辺部 ロクロナデ

肩部～胴部  タタキ

後ロクロナデ

日辺部 ロクロナデ

頸部 タタキ後ロクロナデ

肩部～B同部 ヘラナデ

復原実測
灰色(10Y5/1)

360--4 須恵器甕

37 7

(1855)

日辺部は「く」の字状に外
反する

最大径を日縁部に有する

口辺部 ロクロナデ

肩部～胴部 タタキ

日辺吉ト ロクロナデ

肩部～胴都 当て具

痕

復原実測
灰白色(5Y7/1)

360--5 須恵器甕

口辺部は|く 」の
~f状

に外

反する

最大径を口縁部に有する

日辺部～肩部 ロクロナデ

胴部 タタキ

底部 ヘラケズリ

日辺部～肩部 ロクロ

ナデ

胴部～底部 ヘラナデ

1/2弱存
灰白色(10Y7/1)

361--1 須恵器甕 97動 最大径を胴部に有す
る

日辺部 ロクロナデ

肩部～胴部 タタキ

口辺部 ロクロナデ

肩部～胴部 当て具

痕

口辺部、月Π下部 を欠

く
暗緑灰色(5G3/1)

第 3号土坑

361--1 黒色土器杯

(131)
45
72

日辺部は外傾する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持

ちヘ ラケズリ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約2/3欠 く
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

361--2 須恵器杯 日辺部は外反する

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後手

持 ちヘ ラケズ リ

ロクロナデ
復原後略完形
灰色(75Y6/1)

361--3 須忘器杯
日辺部は外傾する

平底

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調

整

ロクロナデ

復原完形
オリーブ灰色
(5GY6/1)

361--4 須恵器杯
(13働
43
37

口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後外周

手持 ちヘラケズ リ

ロクロナデ
口辺部の約3/4欠 く

灰色(7.5Y6/1)

361--5 須恵器杯
日辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

復原後略完形
オリーブ灰色
(2 5GY5/1)

361--6 須恵器杯
口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/3欠 く
外面に自然釉付着
灰色(7.5Y4/1)

361--7 須恵器椀

128
36
9 05

日辺部は外反する

ロクロナデ

底部 回転ヘラケズリ

後高台を貼付する

ロクロナデ
復原後略完形

灰色(N5/)

361--8 須恵器椀 日辺部は外反する

ロクロナデ

底部 糸切 り後回転ヘラ

ケズリ 高台を賠付する

ロクロナデ
復原後略完形
灰色(N6/)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

361‐-9 須恵器甕

21 5

16.4

13 0

日辺部は外反する
最大径を日縁部に有
する 平底

口辺部～胴部 ロクロナデ

胴下部 タタキ後回転ヘラ

ケズリ

ロクロナデ
日辺部の約1/4欠 く
灰色(75Y6/1)

第 4号土坑

361--1 黒色土器杯

(139)
51
68

口辺部は外傾気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持
ちヘ ラケズ リ

ヘ ラミガキ後黒色処

理

口辺部の大半を欠 く
橙色(5YR6/6)
漆入

361--2 須恵器椀 日辺部は外反する

ロタロナデ

底部 糸切 り後外周回転
ヘ ラケ ズリ 高台 を買占付
する

ロクロナデ
日辺部の約1/2欠 く
暗青灰色(5B4/1)

361--3 須恵器椀
(1425)
3 85

10_2

日辺部は外反す る

ロクロナデ

底部 回転ヘラケズリ

後高台を貼付する

ロクロナデ
口辺部の約2/3欠 く
灰色(5Y6/1)

362--1 須恵器椀 口辺部は外反する

ロクロナデ

底部 回転ヘ ラケズ

リ後高台を貼付する

ロクロナデ
口辺部の約2/3欠 く
灰色(N5/)

362--2 須恵器長頸壺 曾 20 ロクロナテ ロクロナデ
外面に自然釉付着
三段成形
灰色(N6/)

362--3 須恵器長頸壷 (5,90 ロクロナデ ロクロナデ 青灰色(5B6/1)

第 5号上坑

359-― ユ 黒色土器杯 日辺部は外反す る

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持
ちヘ ラケズ リ

ヘラミガキ後黒色処

理

1/2弱存
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

遺構外

362--1 土師器杯

134
4_6

日辺部は内弯する
九底

日辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズリ

ヨコナデ
約2/3存

橙色(5YR6/6)

362--2 須恵器杯
口辺部は外反気味 と

なる

ロクロナデ
底部 糸切 り後外周
手持ちヘラケズリ

ロクロナデ
1/2弱存
オリーブ灰色
(2 5GY6/1)

362--3 須恵器杯

(133)
45
68

口辺部は外反す る

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約3/4欠 く
灰白色(5Y7/1)

362--4 須恵器杯
(133)
43
74

日辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調挙
ロクロナデ

1/2弱存
明オリーブ灰色
(2 5GY7/1)

362--5 須恵器杯 日辺部は外反す る

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調
整

ロクロナデ
約1/2存

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

362--6 須恵器円面硯
(78)
(32) ロクロナデ ロクロナデ

復原実測
灰色(5Y5/1)

362--7 黒色土器杯 (3_8)
口辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ
ヘ ラミガキ後黒色処

理

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

外面に墨書 文字不明

362--8 黒色土器杯 (225) 日辺部は外反す る ロクロナデ
ヘ ラミガキ後黒色処
理

橙色(5YR6/6)
外面に墨書 文字不
明
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

362--9 黒色土器杯 (2_3) ロクロナデ
ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

362--10 黒色土器杯 (34) 日辺部は外反する ロクロナデ
ヘラ ミガキ後黒色処

理

にぶい黄橙色
(10YR7/4)
外面に「喜」の墨書

362--11 須恵器杯 (12)
(29)

平底
ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

朱墨硯に転用
灰色 (5Y6/1)

362--12 土師器甕

15,6

17_8

(67)

口辺部は「くJの字状に外反
する

最大径を胴中央部に有する

日■/婿い ヨコナデ

肩部～胴上部 ハケメ

胴下部～底部 ハケメ後
ヘラチデ

口辺部  ヨコナデ

胴部～底部 ヘ ラナ
デ

1/2弱存
にぶい黄橙色
(10YR7/3)

舟窪遺跡

第 1号住居址

第 2号住居址

第 3号住居 l■

第 4号住居lI

437-1 土師器甕 (90)
57

平 底 ヘ ラケズ リ ヘラナデ
にぶい橙色
(5YR7/3)

437-1 黒色土器皿
日辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ

底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

日辺部と高台部の約1/4欠 く
浅斉橙色守5YR8/ゆ

外面に墨書 文字不明

437-2 軟質須恵器杯

14 35

4 15

59

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ

口辺部の約3/4を 欠
く
灰色(75Y6/1)

437-3 土師器甕

19 7

(1435)
日辺部は「コ」の字状
に外反する

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズ リ

日辺部 ヨコナデ

肩部 ～胴部 ヘラナ

デ

胴下半を欠く
にぶい橙色(5YR7/4)

437-1 土師器杯

11 75

3 45

外面に稜を有し、ロ

辺部は外反する

丸底

口辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ

ズ I)

ヨコナデ
日辺部の約1/2欠 く
橙色(2 5YR7/6)

437-2 土師器杯

13 4

45
外面ににぶい稜を有し、
日辺部は内弯気味となる
丸底

日辺部 ヨコナデ

底部 手持 ちヘラケ

ズリ

日辺部 ヨコナデ

底部 ヘラ ミガキ

1/2弱存
橙色(7 5YR7/6)

437-1 土師器杯

11 65

4.0

外面に稜を有し、日辺
著Ыま僅かに外反する

九底

口辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘラケ
ズリ

ヨ コナ デ
口辺部の約1/3欠 く
橙色(5YR7/8)

437-2 土師器甕

15.5

(23_95)

日辺部は外反する

最大径を胴中央部に

有する

口辺部 ヨヨナデ

肩部～胴部 ヘラミ
ガキ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部ヘラナデ

口辺部の約1/4、 胴部
の約1/3、 底部を欠く
橙色(5YR7/6)

437--3 黒色土器杯
回辺部は外反す る

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未詞整

ヘラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/3欠 く
橙色(7 5YR7/6)

外面に「寺」の墨書
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第 7号住思 llr_

第 9号住居址

第11号住居址

第12号住居l■

挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 備 考

437-1 土師器杯

10_6

30
日辺部は直立気味に

立ち上がる

九底

口辺部  ヨヨナデ

底部 手持 ちヘ ラケ

ズ リ

ヨコナデ
約1/2存

橙色(5YR7/6)

437-2 土師器杯

110
3 25

日辺部は直立気味に

立ち上がる

九底

口辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ

ズ リ

ヨコナデ
約1/2存

にぶい橙色(5YR7/4)

437--3 土師器杯

113
3 05

外面に稜を有し、日辺

部は外反気味となる
九底

口辺部 ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ

ズ 1)

ヨ コナ デ
日辺部の約1/2欠 く
橙色(5YR7/6)

437-4 土師器小型甕

14_45

(13.8)

口辺部は外傾する

最大径を日縁部に有
する

日辺部  ヨヨナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズ リ

日辺著Б ヨコナデ

肩苫焉～月同部 ハケメ
約1/2存

橙色(7 5YR7/6)

437--5 上師器甕
(212)
(160)

口辺部は外反する
球形胴を有する

日辺言焉～月同菩卜 ヘラ

ミガキ

日辺部 ヘラミガキ
肩言h～胴部 ハケメ

後ヘラミガキ

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

437-- 1 須恵器杯

(131)
4 15

75

口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

1/2弱存
緑灰色(10GY6/1)

437-1 須恵器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 ヘラキリ後ヘ

ラナデ

ロクロナデ
日辺部の約1/2欠 く
灰色(N6/)

437-2 土師器甕

23 0

(23_25)

日辺部は「く」の字状に

外反する 最大径を胴
部ほぼ中央に有する

口辺部  ヨコナデ

肩部 ～胴部 ヘ ラク
ズリ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

月Π下半を欠く
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

438-1 土師器甕

(1715)
21 75

口辺部は「く」の字状
に外反するが、外反
度は弱い

日辺部  ヨコナデ

肩部
=胴

部 ヘ ラケ

ズ リ

口辺部 ヨコナデ

肩部 ～胴部 ヘ ラナ

デ

日辺部の大半、胴部
の約2/3欠 く
橙色(2 5YR7/6)

438--2 土師器甕 (105め
45

平 底 ヘラケズ リ ヘラナデ にぶい橙色(5Y則 /4)

438-- 1 土師器杯

126
3 35

口辺部は内弯する

九底

ヨコナデ
手持ちヘラケズリ

部

　

痕

辺

部

頭

日

底

指

口辺部 ヨヨナデ

底部 ヘラ ミガキ

略完形
にぶい橙色(5YR6/4)

438--2 須恵器杯 口辺部は外反する

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後手

持ちヘ ラケズ リ

ロクロナデ
日辺部の大半を欠く
灰白色(25Y8/2)

438--3 黒色土器高杯

日辺部は内弯気味に
立ち上がる 脚部は

「ハJの字状に開く

日辺部 ヨコナデ
杯部～脚部 ヘラケズリ
脚裾部 ヨコナデ

杯部 ヘラミガキ後黒色処理

脚部 ヘラクズリ

脚裾部 ヨコナデ

日辺部の約1/4欠 く
浅黄橙色
(7 5YR8/6)

438-4 黒色土器杯 (285)
日辺部は内弯気味と
なる

ロクロナデ
ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

橙色(7.5YR7/6)
外面に「之」の墨書

438-5 土師器小型甕

14 1

(128)

口辺部は外反する

最大径を刀同部ほぼ中
央部に有する

口辺部～肩部  ヨコ

ナデ

胴部 ヘ ラナデ

ヨコナデ

日辺部の一部、底部を欠

(

にぶい橙色(7 5YR6/4)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 考備

438--6 土師器甕

16 9

(84)

日辺部は「く」の字状に外
反する
球胴を呈すると思われる

日辺部 ヨコナデ
肩部～胴部ヘラナデ

ヘラナデ後ヘラミガ
キ

橙色(5YR6/6)

438-7 土師器甕

19 2

¢6_30
日辺部は外反する
最大径を回縁部に有
する

口辺部 ヨコナデ

肩部 ～胴部ヘ ラケズ

り

口辺部 ヨヨナデ
肩部～胴部 ヘラナ
デ

日辺部～胴部の約1/3、

底部を欠く
にない橙色(7 5YR6/4)

第13号住居址

439-1 黒色土器杯

日辺部は内弯気味に

立ち上がる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持
ちヘ ラケズ リ

ヘ ラ ミガキ後黒色処
理

1/2弱存
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

439-2 黒色土器杯

14 2

50
75

口辺部は内弯気味に
立ち上がる
平底

ク
部

リ

ロ
底
ズ

ロナデ

手持 ちヘ ラケ
ヘラ ミガキ後黒色処
理

1/2弱存
橙色(5YR7/6)

439-3 須 恵器 蓋
宝珠形つまみを有す
る

天丼部 回転ヘラケ
ズリ
ロクロナデ

マクロナデ
約1/2存

灰色(N6/)

439-4 須恵器杯

口辺部は外傾気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
略完形
淡責色 (25Y8/3)

439-5 須恵器杯

13 75

38
78

口辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

略完形
灰白色 (10Y7/1)

439-6 須恵器長頸壺 (18.4)

4_8

細い胴部を有し、最
大径を肩部に有する

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ 灰色(5Y6/1)

439-7 須恵器長頸壼 ① 5) ロクロナデ ロクロナデ 灰白色(10YR7/1)

第14号住居址

439-1 須恵器杯
口辺部は外傾気味と
なる

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ後ヘ

ラナデ

ロクロナデ
口辺部の約1/3欠 く
灰色(75Y6/1)

439--2 須恵器杯

14.2

42
口辺部は外傾気味と
なる

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調
整

ロクロナデ

口辺部の大半を欠 く
オリーブ灰色
(2 5GY5/1)

439--3 須恵器椀

17 0

3.4

13 0

日辺部は恭傾気味となり

底部に短い高台を貼付す
る

ロクロナデ

底部 手持ちヘラケズ

リ後高台を貼付する

ロクロナテ

日辺部の約1/3欠 (

外面に自然釉が付着
灰色(N6/)転用硯 ?

第16号住居址

439-- 1 土師器杯

1125
3 65

口辺部は内弯気味と
なる

九底

日辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ リ

ヨコナデ
約1/2存

橙色(5YR7/6)

439--2 黒色土器高杯

日辺部は外反気味となる
脚部は「ハ」の字状に開き
脚裾部は外反する

口辺部  ヨコナデ

杯都・脚部 ヘ ラケ ズ リ
後ヘ ラ ミガキ
脚裾部  ココナデ

榔埋螂蜘

ヘ ラミガキ後黒色

ヘラケズリ
ヨヨナデ

日辺部約1/2、 脚裾端
部を欠〈
浅黄橙色(10YR8/4)

439-3 土師器小型壺 ① ω 丸底 ヘラナデ ヘラナデ 橙色(5YR6/6)
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第17号住居址

第18号住居 l■

第20号住居址

第 1号土坑

挿図番号 種別 。器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 備 考

439-1 土師器杯

15 55

5 25
日辺部は外反する

丸底

口辺部 ヘラミガキ
底部 ヘラナデ

日辺部 斜放射文
底部 ラセン文

復原後略完形
橙色(5YR6/6)

439-2 土師器小型甕
H辺 部は「く」の字状に外反

する

最大径を胴中央部に有する

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ
ズ 1)

日辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ
デ

口辺部の約1/4、 胴部の

1/3を 欠く
にぶい橙色(7 5YR7/3)

439-3 土師器甕 (835)
7_2

平 底 ハケメ ケヽメ にぶい橙色(5YR7/4)

439-4 土師器甕

22 3

(236)

口辺部は外反する

最大径を回縁部に有
する

日辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ

ズ リ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴都 ヘ ラナ

デ

底部を欠く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

440-ユ 黒色土器杯

11 7

4_5

外面に稜を有し、
日辺部は外反する

九底

口辺部  ヨヨナデ

底部 手持ちヘ ラケ

ズ 1リ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

完形
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

440-2 黒色土器杯
13.4

5,05
素縁で日辺部は外反
気味となる

口辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ 1,

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

略完形
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

440-3 黒色土器杯
11 5

40
素縁で日辺部は内弯
気味となる

丸底

口辺部 ヨコナデ
底部 手持ちヘラケ
ズリ

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

略完形
にぶい橙色
(7.5YR6/4)

440-4 土師器甕

日辺部は外反する

最大径を目縁部に有
する

口辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ
デ

日辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラナ
デ

口辺部～肩音卜の約V2欠
く
にぶい黄橙色(10YR7/2)

440-5 土師器甕

19 35

(2405)

日辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズリ

日辺部  ヨヨナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

口辺部～胴部 の約1/4、

底部を欠く

にぶい橙色(7 5YR7/4)

440-1 土 師 器 杯

10 75

43
外面ににぶい稜を有
し、日辺部は外反する

九底

口辺部  ヨヨナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ 1リ

^ヽ フ ガ キ
完形
橙色(2 5YR6/6)

440-2 土師器甑
19,8

4.3

口辺部は外反する

最大径を日縁部に有する

底部に1子しを有する

口辺部  ヨコナデ

頸部～底部 ヘ ラケ

ズ
'ザ

日辺部  ヨコナデ

頸部～底部 ヘ ラナ

デ

完形
橙色(2 5YR6/8)

440-3 土師器甕 (169)
69

平底 ヘ ラナデ ヘラナデ
にぶい褐色
(7.5YR6/3)

440-1 灰釉陶器
長 頸 壺

(127)
76

最大径を肩部に有す
る

肩部 ロクロナデ

胴部 回転ヘ ラケズ

リ

クロナデ

頸部、胴部～底部の
約1/3欠 く
灰白色(25Y7/1)
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大塚原遺跡

第 1号住唇址

第 4号住居 l■

挿図番号 種別 。器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 備 考

535-― ユ 黒色土器杯

日辺部は外反気味 と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後手持
ちヘ ラケズ リ

ヘラ ミガキ後黒色処

理

日辺部の約1/2欠 く
にぶい褐色
(7 5YR6/3)

535--2 須恵器杯

日辺部は内弯気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の豹1/2欠 く
灰色(N5/)

535--3 須恵器杯

13_3

4 95

72

口辺部は外反す る

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
復原後完形
青灰色(5BG5/1)

535--4 須恵器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/3欠 く
灰白色(5Y7/1)

535--5 須恵器杯

13 25

3.8

7 35

日辺部は外反する
平底

ロクロナデ ロクロナデ
日辺部の約1/5欠 く
灰色(10Y6/1)

535--6 須恵器杯

口辺部は僅かに外反
する
歪曲品

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調

整

ロクロナデ
復原後完形
底部内面に炭化物付着
灰オリーブ色(5Y6/2)

535--7 須恵器杯

13 0

42
6 25

日辺部は外反する

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ

口辺部約3/4、 底部
1/4欠 く
灰白色(N7/)

535--8 土師器台付甕 G21
7 65

脚部は「ハ」の字状に
開く

ヨ コ ナ デ ヨコナデ
脚部の約1/2存

にぶい橙色(5YR6/4)

第 2号住居址

535--1 須 思 器 蓋 39
15 7

扁平な宝珠形つまみ
を有する

天丼部 回転ヘラケ
ズリ
ロクロナデ

ロクロナデ
約1/2存

灰責色(2_5Y6/2)

535--2 須恵器杯

13_75

49
54

口辺部は外傾す る

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約1/2欠 く
灰白色(5Y7/2)

535--3 黒色土器杯 (37) ロクロナデ
ヘ ラミガキ後黒色塑

理
浅責橙色(7 5YR8/4)

外面に墨書 文字不明

535--4 須恵器円面硯

10 7

(7 9)

梯形を呈 し、脚台部
に 3個以上の長方形
の透孔を有する

ロクロナデ ロクロナデ
硯面部の約 1/4、 脚
台部の大半を欠く
灰色(75Y5/1)

535--1 須恵器椀

10 2

4.65

7.9

口辺部は外反する

ロクロナデ
底部 回転ヘラケズ
リ後高台を貼付する

ロクロナデ
1/2弱存
緑灰色(10GY6/1)

535--2 黒色土器杯 (20) ロクロナデ
^ヽ フ

理

ガキ後黒色処
外面に 2文字の墨書
文字不明
にぶい橙色(5YR6/4)

第 5号住居址

535--1 土師器椀
85
6.25

外面に稜を有し、日

辺部は内弯する
九底

日辺部～胴部 ヘラミガ

キ

底部 手持ちヘラケズリ

^ヽ ラ ミガキ

略完形 黒彩土器
にぶい橙色
(7 5YR7/4)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 考備

535--2 黒色土器高杯

16 85

15.6

12.0

日辺部は外傾する

柱状の脚部を有し、
脚裾部は外方に開く

杯都～脚都 ヘラ
ガキ

林部 ヘ ラ ミガ キ後栞色

処理

脚苫L ヘ ラケズ リ

脚祝常L コョナデ

復原後略完形
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

535--3 土師器甕
138
13 1

日辺部は外反する

丸底

日辺部  ヨコナデ

肩部 ～胴部 ヘ ラケ

ズリ

口辺部 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

日辺部～胴部の約1/4

欠く
にぶい橙色(5YR7/4)

535--4 土師器小型甕

14 8

143
83

日辺部は外反する

肩球胴を有し、最大径
を胴中央部に有する

'1辺
部  ヨコナデ

敗部～ 1同 下半部 ヘ ラナ

デ
底部  ヘ ラク ズ リ

口辺部 ヨコナデ

頸部～底部 ヘ ラナ
デ

復原後略完形
赤褐色(10R5/4)

535--5 土師器菱

23.6

⑫O,80
日辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

日辺部 コヨナデ

肩部～胴部 ヘラケ
ズリ

口辺部 ヨコナデ

肩部ハケメ 胴部ヘ

ラナデ

胴下半部～底部を欠く

浅黄橙色(7 5YR8/4)

536--1 黒色土器杯
日辺部は外反する

平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

暗文

黒色処理

536--2 黒色土器杯
日辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整

^ヽ ラ ミガキ

理

536--3 黒色土器椀 (255)
8 25

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ

理

536--4 黒色土器椀 (2.55)

83

ロクロナデ

底部 糸切り後高台
を貼付する

ヘ ラ ミガキ

理

536--5 黒色土器杯 (3_2) ロクロナデ
ヘラ ミガキ

理

536--6 黒色上器杯 (27) ロクロナデ
^ヽ ラ ミガキ

理

536--7 須恵器杯

(13_4)

40
5 05

口辺部は外反する
SF底

ロクロナデ

底郡 糸切 り未調整
ロクロナデ

536--8 須恵器杯 平底
ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

536--9 須恵器椀

14 3

5 45

6 05

口辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ
ロクロナデ

重ね焼 き痕

第 6号住居址

第 7号住居址

つ全

篠 i

篠i黒

移と

後 :

ロクロナデ

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴都 ヘ ラナ

デ

日辺著卜の1/6を 欠 く
にぶい橙色

(7 5YR7/4)

黒色処

黒色処

黒色処

黒色処

黒色処

約1/2存

にぶい橙色
(5YR6/4)

口辺部を欠く
にぶい橙色(5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

にぶい橙色(5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

にぶい黄橙色(10YR7//41

外面に塁書 文字不明

にぶい橙色(7 5YR7/4)

外面に墨書 文字不明

口辺部の大半を欠く
灰白色(5Y7/2)

口辺部を欠く

灰白色 (5Y7/2)

口辺部の約1/2欠 く
灰責色(25Y7/2)

ロクロナデ
底部 ヘラキリ後手
持ちヘラケズリ

日辺部は外反する

日辺部の一部、胴下半
～底部の約1/2欠 く
橙色(5YR6/6)

口辺部は外反する

最大径を胴上部に有
する

日辺部  ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ

ズ リ

肩言卜～胴下著隅 タタ

キ

底部 ヘラケズリ

日辺部を欠く
灰色(10Y6/1)

最大径を胴中央部に

有する

平底
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第 8号住居址

挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 備 考

536--1 須恵器読 45
116

口辺部は内弯気味 と

なる

天丼部 回転ヘ ラケ
ズ リ
ロクロナデ

ロクロナデ
日辺部の約1/2欠 く
灰白色(N7/)

第10号住居址

536-1 須恵器杯

13,7

4.3
口辺部は外傾する
九底

ロクロナデ

底部 ヘラキリ後手持ち
ヘラケズリ

ロクロナデ

口辺部の約1/3を 欠
く
緑灰色(7 5GY5/1)

536--2 須恵器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
完形
灰白色(5Y7/2)

536--3 須恵器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
口辺部の約3/5欠 く
青灰色(10BG)

536--4 須恵器杯

13 0

38
50

口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約1/3存

黄灰色(25Y5/1)

536-5 須恵器椀 一
Ｈ
蝦

ロクロナデ
底部 糸切り後回転ヘラ
ケズリ 高台を貼付する

ロクロナデ

口辺部を欠く
転用硯 (底部外面)

灰白色 (5Y7/2)

第11号住居址

536-- 1 黒色土器杯

口辺部は内弯気味に

立ち上がる

平底

ロクロナデ
底部 手持ちヘラケ
ズリ

ヘ ラミガキ後黒色処

理

口縁部を若干欠く
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

536--2 黒色土器杯
口辺部は内弯気味に
立ち上がる

ロクロナデ

底部 手持 ちヘ ラケ
ズ ユ

,

^ヽ フ

理

ガキ後黒色処 日辺部の大半を欠く
にぶい橙色(5YR6/3)

537-1 須恵器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調
整

ロクロナデ

日辺部の約1/5を 欠
く
灰白色(5Y7/1)

537-2 須恵器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ

日辺部を僅かに欠く
灰オリーブ色
(5Y6/2)

537-3 須恵器杯

口辺部は内傾気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 ヘ ラキ リ未調
整

ロクロナデ

日辺部の約1/5を 欠
く
灰色(10Y5/1)

537-4 須恵器杯

13.1

3_8

6.2

口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

日辺部の約4/5欠 く
緑灰色(10GY5/1)

537-5 須恵器椀 口辺部は外反する

ロクロナデ

底部  回転ヘ ラケズ

リ後高台を貼付する

ロクロナデ
口辺部の約1/6欠 く
灰褐色(5YR5/2)

537-6 土師器甕

20 95

(110) 口辺部は外反する
口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズ リ

口辺 部  ヨ コナ デ

肩部～胴部 ヘラナ
デ

日辺部～胴部の1/2

存
橙色 (2 5YR″ 6)

第12号住居 l■

537-ユ 須恵器蓋 2 65

15 95

痛平な宝珠形つまみ
を有する

部井
り
部

天
ズ
体

回転ヘ ラケ

ロクロナデ

ロクロナデ
体部の約1/4欠 く
灰色(10Y5/1)
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挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特徴 調整 (外面) 調整 (内面 ) 備 考

537-2 須恵器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 糸切 り後外周
ヘラケズ リ

ロクロナデ
日辺部の約1/8欠 く
灰色 (5Y6/1)

537-3 須恵器長頸壷

7_65

(97) ロクロナデ ロクロナデ
肩部以下を欠く
灰色(N5/)

537-4 土師器甕

19 85

似0_0
日辺部は「く」の字状
に外反する

口辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘラケ

ズリ

口辺部 ヨコナデ

肩音卜～胴苫巨 ヘ ラナ

デ

口辺部～胴部の約1/2

存
にぶい橙色(5YR6/3)

537-5 上師器甕

19 6

(103)
回辺部は「く」の字状
に外反する

日辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラク

ズリ

日辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラナ

デ

日辺部～胴部の約1/2

弱存
にぶい橙色(5YR6/4)

第13号住居 l」l_

537-1 土師器杯

11 65

38
外面に稜を有し、日
辺部は外反する

口辺部  ヨコナデ

底都 手持ちヘ ラケ

ズリ

ヨヨナデ
完形
橙色(5YR7/6)

537-2 土師器杯

117
(425)

外面に稜を有し、日
辺部は外反する

口辺部  ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ

ズリ

ヨコナデ
約3/4存

橙色(2 5YR7/8)

537-3 土師器杯

14.1

5,8

外面ににぶい稜を有
し、日辺部は外反気
味となる 丸底

日辺部 ヘ ラミガキ

底部 ヘ ラケズ リ後
ヘラ ミガキ

^ヽ フ ガ キ

約3/4存

にぶい責橙色
(10YR6/3)

537-4 土師器高杯 に,60
57

短い脚部を有する
杯部  ヨコナデ

脚部 ヘ ラケズ リ

脚裾部  ヨコナデ

杯部 ヨコナデ
脚部 ヘラナデ

脚裾部 ヨコナデ

日辺部、脚裾部の約2/3

欠 く

にぶい橙色(7 5YR7/4)

537-5 土師器鉢

13 0

10 8

日辺部は直立気味に
立ち上がる

九底

口辺部  ヨコナデ

胴部～底部 ヘ ラケ

ズ 1)

口辺部  ヨコナデ

l同部～底部 ヘ ラナ

デ

約2/3存

灰責褐色
(10YR6/2)

537-6 土H頭器台付甕

10_0

16 65

87

日辺部は内傾気味に立ち

よiが る

最大径を】R中 央部に有す

る 短い脚部を有する

H辺部 脚部  ヨコナデ

肩部～IEl下 半分 ヘ ラタ

ズリ

脚 祁  ョ コ十 デ

口辺部  ヨコナデ

肩部 ～底部 ヘ ラナア

脚音卜 ヘ ラケズリ

脚■lt執  ョョナデ

完形
にぶい橙色
(7_5YR7/4)

537-7 土師器甕 (10.60
50

平 底 ヘラケズ リ ヘ ラナデ

日辺部～胴部を欠く
にぶい褐色
(7 5YR6/3)

538- 1 土師器甕

19 0

修91動
口辺部は外反する

最大径を日縁部に有
する

日辺苫呂 ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ

ズリ

口辺部  ヨコナデ

肩部 ～胴部 ヘ ラナ

デ

口辺部の約1/2、 底部 を

欠く

に】ヾい黄構色(10YR7/2)

538-2 土師器甕 ●1,0
54

平 底
肩部～底部 ヘラケ
ズリ

肩部 ～胴下部 ハケ

メ

底部 ヘ ラナデ

l同部の一部、日辺部
を欠く
橙色(7_5YR7/6)

第14号住居址

538-- 1 土師器無頸董

11 8

10 0

80

算盤玉状の胴部を有
する

口辺部  ヨヨナデ

1‖ 部 ヘ ラナデ後部分的

にヘラミガキ

底部 ヘラケズリ

日辺部 ヨヨナデ

胴部 ～底部 ヘ ラナ

デ

復原後略完形
にぶい橙色
(2 5YR6/4)

538-2 土師器甕

18_0

21 9

(8 6)

日辺部は外反する

日辺音h～ 肩部 ヨコナ

デ部分的にハケメ

胴都～底部 ヘラナデ

口辺部 ヨコナデ

顕部～底部 ヘラナデ

後部分的にヘラミガキ

全体の約V2欠 く

赤橙色(10R6/6)

第16号住居址

538-- 1 須恵器杯

口辺部は外反気味と

なる

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約1/6欠 く
明オリーブ灰色

(5GY7/1)
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第17号住居址

挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の特徴 調整 (外面 ) 調整 (内面 ) 備 考

538-1 黒色土器杯
日辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
暗文 黒色処理

復原後完形
にぶい橙色(5YR74)

538--2 黒色土器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ハ ヽ
フ

理

ガキ後黒色処
口辺部の約1/8欠 く
にぶい黄橙色
(10YR7/4)

538-3 黒色土器杯

口辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

黒色処理

口縁部の約1/2欠 く
にぶい黄橙色
(10YR6/4)

538-4 黒色土器杯
日辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り後手持
ちヘラケズリ

^ヽ フ

理

ミガキ後黒色処
日辺部の約2/3欠 く
にぶい橙色(5YR6/3)

外面に墨書 文字不明

538--5 黒色土器杯

13 45

00 口辺部は外反する ロクロナデ
ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

口辺部の約1/3存

浅黄橙色(10YR8/4)

外面に墨書 文字不明

538-6 黒色土器椀 口辺部は外反する

ロクロナデ
底部 糸切 り後高台
を買占付する

ヘ ラ ミガキ後黒色処

理

約1/2存

にぶい責橙色
(10YR7/3)

第18号住居址

539-1 土師器甑

胴部はば甲央部に 1対 の把

手を有する

胴下半部に 2孔 (焼 成前)を

有する 底部に 1孔を有する

日辺部～底部 ヘラ
ミガキ

口辺部～底部 ヘラ
ミガキ

復原後略完形
にぶい橙色
(7 5YR7/3)

539-2 土師器甕

16 6

(124)
頸部は直立気味に立

ち上が り、日辺部は

外反する

日辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラケ
ズリ後ヘラミガキ

口辺部 ヨヨナデ

肩部 ～胴部 ヘラナ

デ

日辺部～胴上部の約1/2

弱存
浅黄橙色(7 5YR8/4)

第19号住居址

539-1 黒色土器杯

日辺部は外反気味と
なる
平底

ロクロナデ

底部 手持ちヘ ラケ
ズリ

^ヽ フ

理

ガキ後黒色処
1/2弱存
にΣゞい黄橙色
(10YR7/4)

539--2 須恵器杯

12 95

3,75

7.4

口辺部は外傾する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
略完形
褐灰色(7_5YR6/1)

539--3 須恵器杯 (17め
7 15

平 底
ロクロナデ

底都 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部を欠く
褐灰色(7 5YR6/1)

539--4 須思器椀
日辺部は外反気味と
なる

ロクロナデ

底部 回転ヘ ラケズ

リ後高台を貼付す る

ロクロナデ

口辺部約1/4、 底部約1/2

欠 〈

SB27と の接合資料
灰色(5Y5/1)

539-5 土師器甕

21.15

(171動

口辺部は「(」の字状に外反
する

最大径を胴中央部に有する

日辺部  ヨコナデ

肩部～胴部 ヘ ラケ
ズリ

口辺部 ヨコナデ
肩部～胴部 ヘラナ
デ

日辺部～胴部の1/2弱存
にぶい橙色(7 5YR7/4)

第22号住居址

539-- 1 須恵器杯
口辺部は外反する
平底

ロクロナデ
底部 糸切 り未調整

ロクロナデ
日辺部の約1/2欠 く
灰黄褐色
(10YR6/2)

539-2 土師器甕 6_0
4.55

平 底 ヘラケズ リ ヘラナデ
胴下半部～底部の約3/4々

に景い橙色(7 5YRV4)

―-585-―



挿図番号 種別・器形 法 量 器 形 の 特 徴 調整 (外面 ) 調整 (内 面 ) 備 考

539-3 須恵器甕 似6①
14_1

平 底
タタキ
底部 ヘラケズリ

ヘ ラケズリ

約1/2存 外面に自然

釉付着
暗緑灰色(7 5GY3/1)

540-―  ユ 須恵器横瓶 (243) タタキ ヘラケズ リ
外面に自然釉付着
灰色 (7_5Y6/1)

第28号住居址

540-1 土師器杯

17.7

6_45
口縁端部は肥厚する

九底

杯部 ヘ ラケズリ後
ヘ ラミガキ

底部 ヘ ラケズリ

口辺部  2段の斜放

射文

底言Ь ラセン文

口辺部の約1/2欠 く
にぶい橙色

(5YR6/4)

540-2 須恵器杯
口辺部は外反する

平底

ロクロナデ

底部 糸切 り未調整
ロクロナデ

口辺部の約2/3欠 く
明緑灰色(10GY7/1)

第30号住居址

540-1 土師器甑
口辺部は外反する

最大径を,同部中央部に有する

底部に1子しを有する (焼成後)

口辺部一月部  ヨヨナデ

胴部 ヘ ラケズ リ後部分

的にヘ ラナデ

Fr絋 ヘ ラケズ リ

日辺部  ヨコナデ

胴言焉～底言躊 ヘ ラナ

デ

略完形

刀ヽ型甕の転用甑

に】ギい黄橙色(10YR7/3)

540-2 土師器椀

8 55

87
日辺部は直立気味に
立ち上がる

丸底

日辺部  ヨヨナデ

肩部～底部 ヘ ラケ

ズリ後ヘ ラ ミガキ

日辺部 ヨヨナデ

肩部～底部ヘラナデ後

部分的にヘラミガキ

口辺 晋卜の 大 半 、月 部 ～底

部の約1/2欠 く

にぶい黄橙色

541-1 土師器甕 ●78働
4 35

最大径を日縁部に有
すると思われる

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘ ラケ

ズリ

日辺部 ヨコナデ

肩部～底部 ヘラナ

デ

日辺部を欠く

浅黄橙色

(10YR8/3)

第33号住居址

541-1 黒色土器杯 ⑫ 90 ロクロナデ
^ヽ フ

理

ミガキ後黒色処
にぶい橙色

(7 5YR7/4)
外面に「案」の墨書

第35号住居址

541-1 土師器甑

日辺部は外反する

最大径を日縁部に有する
底部に1孔を有する

日辺音Ь ヨコナデ

胴吉田～底言焉 ヘ ラナ

デ

日辺部 ヨコナデ

胴部～底部 ヘラナデ

後部分的にヘラミガキ

完形

浅責橙色

(10YR8/3)

541-2 黒色土器高杯 (10動 脚部は柱状 となる ^ヽ フ ガ キ

杯部 ヘ ラミガキ後

黒色処理 脚部 ヘ

ラナデ後黒色処理

杯部、脚裾部を欠く

浅責橙色
(7 5YR8/4)

541-3 黒色土器高杯 (49め
脚部は「ハ」の字状に

開く

日辺部  ヨコナデ

杯部底部～脚部 ヘ

ラケズリ

杯部 ヘラミガキ後
黒色処理
脚部 ヘラケズリ

杯目辺部、脚下半部を
く
にぶい橙色(5YR6/4)

第 7号掘立柱建物 l■

541-1 土師器杯

10 7

3 55
外面に稜を有し、日

辺部は外反する

口辺部 ヨコナデ

底部 手持 ちヘ ラケ

ズリ

ヨ コナ デ
口辺部の約1/3欠 く
橙色(5YR7/6)

第15号掘立柱建物址

541-1 須恵器曝

8,7

14 75

日辺部は「ハ」の字状
に外反する
Pm球 胴を有する

ロクロナデ

胴下半～底部 手持
ちヘラケズリ

ロクロナデ
略完形
灰色(10Y5/1)

遺構外

541-1 土師器杯

119
44 外面に稜を有し、日

辺部は外反する

口辺部 ヨコナデ

底部 手持 ちヘラケ

ズリ

ヨ コナ デ
約1/2存

にぶい橙色(5YR7つ
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付編 1

竹花遺跡第66号住居址出土土器付着物の組成

分析結果について

浅麓環境施設組合

1.は じめに

小諸市教育委員会 より、竹花遺跡第66号住居址出土土器内面

に付着する白色の物質についての分析依頼があった。

上器は、古墳時代後期の黒色土器の小型甕で、胴部内面では、

厚さ約 0.lclll、 幅約 4 cmで一周するほか、底部内面にも遺存 して

いる(第 1図網点部分)。 土器外面は、火熱を受けてお り、煮沸具

として用いられている。

2.外 観

回いが脆い白色湯あか状物質で、内周部は概ね均―な厚さで付着している。内周上部には波状

の縞模様が認められ、比較的容易に上器内面から剖離する。また、顕微鏡観察によれば、層をな

しており、空隙部を有する粗い粒子状結晶の集合体である。

3.含 有物質等測定結果

後述の分析結果報告書のとおり

(1)含有物質割合の推定

推 定 物 質 含有割合 (%)

ケイ酸 (Si02)

酸化アル ミニウム (A1203)

炭酸カルシウム (CaC03)

炭酸マグネシウム (MgCOe)

その化 (結晶水等)

修)物質名

含水アルミナけい酸塩を主成分とする無機物質の集合体である。
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依頼 日 ;平成 4年 3月 1日

試料名 :竹花遺跡土器付着物

試料番号 ,1-CO。 103。 100。 339

採取 日 ;平成 4年 3月 1日

付記 ;単位は乾燥重量比

分析結果報告書

試 験 項 目 測 定 値 試 験 方 法

よっ素イオン (F― )

塩素イオン (Cl― )

臭素イオン (Br― )

硝酸イォン (N03-)
硫酸イォン (S04.2-)

ナ トリウムイオン (Na十 )

カリウムイオン (K十 )

ケイ素 (Si)

アル ミニウム (Al)

カルシウム (Ca)

マグネシウム (Mg)

クロム (Cr)

鉛 (Pb)

りこ(Fe)

りん (P)

強熱減量

0。 1>wt%
0.8 wt%
0.1>wt%
0.1>wt%
0。 1>wt%
0.6 wt%
0.8 wt%
22.2 wt%
14.7 wt%

2.O wt%
0.5 wt%
0.1>wt%
0。 1>wt%
0.3 wt%
0.2 wt%
18.O wt%

イオンクロマ ト法

イオンクロマ ト法

イオンクロマ ト法

イオンクロマ ド法

イオンクロマ ト法

イオンクロマ ト法

イオンクロマ ト法

JIS K0101.44.3

原子吸光光度法

イオンクロマ ト法

イオンクロマ ト法

原子吸光光度法

原子吸光光度法

原子吸光光度法

JIS K0102.46.3

JIS K0102.14.5

注)狽J定値に記号 (>)か付されたものは測定値下限以下 (く は上限超過)を示す

―-588-―



付編 2

竹花遺跡第40号住居址出土炭化米の同定・計測結果報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

宮ノ反A遺跡群竹花遺跡 1/1ヽ諸市大字御影新田竹花所在)は 、繰矢川左岸の段丘状に立地す る。

これまでの発掘調査により、古墳時代前期から奈良時代の竪穴住居址・掘立柱建物姓な どが検

出されている。 とくに平安時代の竪穴住居址 (第 40号住居址)の カマ ド付近から、炭化米が大量に

検出された。炭化米は完形で保存の良いものが比較的多い。

今回、小諸市教育委員会により、検出された炭化米の計測に関する調査依頼があった。当社で

は、採取された試料中に炭化米以外の種類が含 まれているか否かを調べるために種子同定 を行い、

併せて炭化米の形質の特徴を捉えるために、完形個体について大きさの計浪1を 行った。

1.試 料

試料は、送付試料 (5式 )すべてを対象にして同定を行った。とくに炭化米については、保存が

良いものについて大 きさの計測を併せて行った。

2.分析方法

同定は肉B艮あるいは双限実体顕微鏡下で行った。測定は、破損が無 くイネの胚乳の形質 (楕円形

で、胚の脱落した痕跡が明瞭に見られ、表面には数本の隆起構造がみられる)を 明瞭にとどめているも

の157個 を選別 して行った。計測は、ノギスを用いて長さ・幅・厚みについて測定した。

また、現生種 との比較を行うために現代品種のひとつである「朝の光」(1992年 秋、埼玉県北本市

採取)の玄米についても同様に計測した。

3.結果および考察

同定の結果、全ての個休がイネの胚乎し(炭化米)であ り、他の種実は混入 していなかった。な

お、計測の結果については図 1・ 2に示す。形状は多少ばらつきは見られるが、長さは4.3～ 4.4

mm、 幅は2.6～ 3.Omm、 厚みは1.9mm程 度のものが多い。佐藤 (1988)の 分類によれば、そのほ とん

どが短粒で極小の範疇に入る。このような形状は一般的に栽培されている況生種の大 きさに比べ

ると明らかに小さいが、炭化の際に萎縮・変形を受けている可能性 もあるので、一概には士ヒ較で

きない。

炭化米および今回測定 した現生種について長さと幅の相関をみると、明らかに炭化米の方がば
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らつきが大きい。これは、比熱時およびその後の経年変化による変形・萎縮などの影響によるも

のであろう。これらの形状は、長さについては明らかに炭化米の方が小さいが、幅については大

きな変化は見られない。先にも述べたように、炭化の際の萎縮や変形も多少はあるだろうが、佐

藤 (1988)の 結果などを考慮すると、当時の米は現在よりも多少小さく、九みをおびていた可台ヒ性

がある。なお、本遺跡に距離的に近い鋳物師屋遺跡でも炭化米が検出され、これに関する調査が

行われている(氏原,1988)。 本遺跡のものと比較 してみると、鋳物師屋遺跡の方が多少ばらつ きが

大きいものの、大きさや長さと幅の相関関係が類似する。このように 2つの遺跡の炭化米の形状

はよく一致 し、類縁の種類の可能性もあるが、この点については推測の域を出ない。

(引 用文献〉

佐藤敏也 (1988)弥生のイネ.弥生文化の研究 2「生業」,p.97111.,雄山閣.

氏原暉男 (1988)鋳物師屋遺跡出土の炭化米について,小諸市教育委員会  「鋳物師屋」,p.113-115.
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図-1 炭化米の度数分布図
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付編 3

大塚原遺跡第 2号住居址出土の青色物質の素材について

パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

大塚原遺跡 (小諸市御影新田所在)は、千曲川の支流である繰矢川左岸の台地上に立地する。

これまでの発掘調査により、古墳時代～平安時代の集落址が確認されている。

今回の発掘調査により、平安時代に構築された住居址 (第 2号住居址)か ら青色物質が検出され

た。この青色物質は、住居床面から10cmほ ど上位で土器や礫などに付着せずに単独の状態C検出

された。青色物質が本住居l■Lに 伴うものなのか現時点では不明である。

小諸市教育委員会では、検出された青色物質の素材を明らかにするために、当社に分析調査を

依頼した。当社では、同教育委員会と分析調査に関する協議を行った結果、X線回折分析を行い、

青色物質の素材を明らかにすることとした。

1.試料および分析方法

試料は、第 2号住居 l■から出上 した青色物質 (試料名 :H-2 No 9)で ある。試料を肉眼で観

察 したかぎりでは、 日本画材などで用いられる岩顔料 とされているもの と類似 している。

今回実施 したX線回折分析では、青色物質の表面から針先でごく微量採取 し、ガラス板状に固

定 して下記の条件で行 った。試料は最小限に止めたため、回折された結果はガラスの線がブロー

ド回折線で高 く検出されている。 しか し、試料の回折線はシャープなピー クとして検出されるの

で、鉱物の同定は可能である。

一回折条件一

使用器種 :理学電気い製ロー タフレックス

電流 :100mA,電圧 :40Ⅳ,対陰極 i Cu,ス リット系 :1° 1° 0.3mm,

回折速度 :8° /min,時定数 :270° -0.2s∝,1140° -0.ls∝,

チャート速度 :80mm/1uin, フルスケール :270°-4000,1140° -2000.

一添付チャー トの鉱物略号一

La:ラ ズライト, Nei霞石.

2.X線 回折分析結果

青色物質は単一鉱物 ではな く、 ラズライ トまたは藍方石 を主 とす るラビス・ ラズ リと霞石 の混

合物の粉末 と判断 され る。
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試料が微量であるため、回折線は主に 2θで20～ 30° の間に検出され、これ以外の区間における回

折は微弱である。

確実に青色物質からの回折線と考えられるものを第 1表に表示し、試料の回折線に対応する鉱

物の主な回折線と比較して、第 1図に図示した。

第 1表および第 1図 でみられるように、標準的な回折線と試料の回折線の間にはわずかな差が

みられ、低角側に0。 12～ 0.15° シフ トした関係にある。

回折線がシフ トする原因は、 1)ガ ラス板に塗布したために、 2θがわずかに大きくなる, 2)

方ソーダ石族鉱物の化学組成の変化 (固溶体)が考えられる。今回は微量の試料で分析を行ってい

るため、ガラス板塗布による影響は0.05° 以内と思われるので、参照鉱物 との化学組成の違いによ

る影響の方が大きいと考えられる。このことについては、試料に微量の標準物質 (例えば石英)を

添加して再試験することにより確かめることができよう。

ここまでの段階では、もっとも回折線が近似するラズライトが青色物質である、不純物として

霞石を伴うと判断し、原料物質はラピス・ラズリと推定した。

参照鉱物のデータ

藍方石 (hauynite:JCPOS 20‐ 1087)

ラズライト (lazurite:JCPOS 17‐ 749)

霞石 (nepheline:JCPOS 9‐ 338)

表 1 試料および参照鉱物の X線回折線 (資料以外は主な回折線 )

青色物質 (H-2 No.9) 藍方石 ラズライト 霞  石

2θ d(Å )

／
／ d(Å )

／

／ d(Å )

／

／ d(A) ／
／

13.60

19,35

21.65

23.00

23.80

28.28

29,32

30.85

33.92

6.5

4.58

4.10

3.86

3,74

3。 15

3.04

2.90

2.64

24

20

17

20

100

90

48

28

20

6.47

4.55

3.72

16

4

100

6.43

4.54

3,71

2.87

2.62

40

18

100

4.21

3,87

3.294

3.027

2.905

35

60

40

100

35
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3.X線 回折で推定される鉱物について

・ラズライト (lazurite)

いわゆるラピス・ラズリ (lapis‐ lazuli)を 構成する鉱物で、方ソーダ石族に属 し、準長石類の一

種に扱われている。肉H艮的に青紫色を呈する美麗な鉱物で、標準的には (Na,Ca)8(Si,Al)12

024((Na,Ca)8(AlSi04)6(S,S04,Cl)12)の 化学組成を有するが、天然にはCaやNaを Kが

置換したり、Sを Cとが置換することがあり、方ソーダ石 (sodalite Na4A13Si3012Cl)° ノゼアン (勘

方石 nOsean Na8A16Si6024S04)° 星垂文商臣 (hauyne Or hauynite (Na, Ca)8(Si, Al)120っ 4(S04)2)

と一連のグループを作る。これらはいずれも青色の鉱物で、X線回折線試験では上記の 4鉱物

はいずれも等軸晶系で、類似 した回折線を有する。分析試料の回折線は、ラズライ トにもっとも

近似した値を示し、次いで藍方石の回折線が近い値を示すが、他の 2鉱物の回折線は異なった値

を有している。この種の鉱物が顔料 として利用された記録は少ない。E.S.Dana(1915)お よびR.

L.Bate and J.A.Jackson(1980)に よると、ラズライトを主成分鉱物 とする濃色のラピス・ラ

ズリは装飾用材料、モザイク原料・貴石に用いられているほかに、粉末化 して「ウル トラマ リン」

として顔料に使用され、耐久性が特徴 となっている。現在の貴石 としてのラピス・ラズリは、方

ソーダ石または霞石を原料 として人工的に合成されたものもある。

・ 眼石  (nepheline)

代表的な準長石族の鉱物 で、Na3KA14Si4016の 化学組成 を有す る。霞石 閃長岩や霞石 玄武岩 など

の構成鉱物で、アルカ リ火成岩類 に限って産 出す る。わが国では山陰地方の玄武岩に含 まれ る。

ラピス・ラズリは霞石閃長岩中、あるいは特殊な接触交代鉱床ゃペグマタイト鉱床中に産出す

るが、わが国で産出した例を知られていない。おそらく未発見であろう。試料はラズライトと霞

石の混合物 となっていることから霞石閃長岩に伴って産出した可能性が高い。いずれの成因によ

るものにしても、試料 となっている青色物質は海外から渡来 したものと考えられる。

4.一般的な天然青色顔料鉱物について

天然の岩石・鉱物を砕いた青色顔料は一般に「岩群青」と呼ばれ、数種類ある。比較的知られ

ているものは次の通りである。このうち藍銅鉱は日本画などの画材に用いられたようであるが、

現在はほとんどヨバル トを主材 とした合成群青である。今回の分析で検討対象 とした鉱物を掲げ

てお く。

・θttEtt covenite cus

六方晶系の鉱物で、非常に薄い薄片では透明～半透明で一軸性 +、 多色性が顕著 備計 白)。 銅

鉱床の酸化帯に産する。

・藍銅鉱 azurite Cu3(OH)2(C03)2

単斜晶系で天青色である。透明～半透明で、薄片で淡青色～青色の多色性 を有する。酸に溶解

し、熱湯で分解する。銅鉱床の酸化帯に産する。青色顔料 (岩群青)と して多用された。
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・ラピス・ラズリ lapis― lazuli

数種の鉱物の混合物で構成される岩石で、鉱物名ではない。ラピス・ラズ リを構成する主な鉱

物は、藍方石 (ア ウイン hauyneま たはhauynite(Na,Ca)8(Si,Al)12024(S04)2)・ 方ソーダ

石 (sodalite Na8(A16Si6024)C12)° ノゼアン(勁方石 nosean NasA16Si6024S04)° ラズライ ト(laゼurite

(Na,Ca)8(AlSi04)6(S,S04,Cl)12)の 4種。主産地はアフガニスタン・シベ リア・チ リ・

ビルマなどである。アフガニスタンを産地 とするラピス・ラピリが もっとも有名で、紀元前3,500

年から知 られている。なお、ラピス・ラズ リは 1)ラ ズライ トの古い鉱物名や 2)イ ン ド産の青

色蛇紋岩の岩石名に用いられたことがあるが、現在はこれらには使用 しない。なお、ラズライ ト

(lazurite)は 天藍石 (lazulite)と は別種の鉱物である。

・天藍石 lazulite(Mg, Fe)A12(P04)2(OH)2

単斜晶系の鉱物でガラス光沢を有する青色の透明～半透明で、夕色性が顕著である。高アル ミ

ナ含有の高度変成岩またはその中の石英脈に産する。古 くから青色顔料 として価値が認められて

いた。

・ トルコ石  turquoise CuA16(P04)4(OH)8・ 4H20

三斜晶系の鉱物でスカイブルーのものが もっとも珍重される貴石である。高アル ミナ火成岩の

変質帝に産する。エジプ ト・ロシア・オース トラリアが主産地 となっている。

5.総 括

X線回折分析の結果、第 2号住居址か ら検出された青色物質はラズライ トに回折線が近似 し、

その原料物質はラピス・ラズリと推定 された。 とくにラピス・ラズ リは、現時点で国内で産出さ

れた例は無い。主にアフガニスタンや シベ リアなどが産地 としてあげられる。 したがつて、本住

居址から検出された青色物質は、国内で産出したものではないと考えられる。

青色物質が検出された第 2号住居 l■ は、平安時代に構築されたと考えられている。 しか し、こ

の時代に海外から青色物質が持ち込まれたと現時′点で断定することは難 しい。本物質が住居床面

よりやや上位で検出されたことなどを考慮すれば、第 2号住居址に伴 うものではな く、平安時代

以降のものとも推測できる。 また、本物質が顔料 として用いられたか否かについても、読時点で

は不明である。ここでは青色物質の素材を明らかにすることにとどめて、今後の発掘調査成果を

考慮 した上で、時代性や用途などについて慎重に検討するべ きと考える。

(参考文献〉

E.D.Dana, 1915,  Discriptive h/1ineralogy,」 ohn �viley&Sons,Inc London.

R.L.Bate and」 .A JacksOn(Ed), 1980, Glossary of Geology 2nd Edition,Ameican Geological

lnstitute, 「ヽirginia
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付編 4

土器に塗付された黒色物質の成分分析

パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

大塚原遺跡と竹花遺跡では、これまでの発掘調査により古墳時代後期の集落が確認されている。

とくに、大塚原遺跡の第 5号住居上 と竹花遺跡の第80号住居址からは、黒色物質が塗付された土

器が検出された。発掘調査所見では、この黒色物質は漆ではないかと推測されている。

今回の分析調査では、土器に塗付された黒色物質の由来を明らかにするために、赤外分光分析

(IR)に よる成分分析を実施することとした。

1.試 料

試料は、大塚原遺跡の第 5号住居址 (古墳時代後期)出上の椀形土器に塗付された黒色物質 (試

料名 :KM20)と 竹花遺跡の第80号住居 l■ (古墳時代後期)か ら検出された杯に塗付 された黒色物質

(試料名 :K4)で ある。これらの黒色物質は、発掘調査所見より漆 と推測されていることか ら、

今回は現代の漆原液を対照試料 として、成分の比較検討 を試みた。赤外分光分析の分析′点数は合

計 3点である。

2.方 法

土器に塗付 された黒色物質 を削 り、分析に供 した。また、漆原液は、風乾処理後に得 られる膜

状固形物を分析に供 した。なお、黒色物質の抽出は当社にて行ったが、極めて薄 く塗付 されてい

るために、純粋に黒色物質のみを抽出することは困難であった。 しか し、分析の際には黒色物質

のみを極力抽出し、分析することにつ とめた。

分析については、株式会社分析センターの協力を得た。赤外分光分析 (IR)の装置等 を以下に示

す。

装  置 :島津製作所製 IR-460型 .

測定範囲 :4000～ 400cm~1.

測定方法 :KBrミ クロ錠剤法 .

3.結果および考察

標本試料 とした漆原液の風乾物のIRスペ ク トル を図 1に 示す とともに、これに認め られ る特徴

的な吸収 ピー クの帰属結果 を表 1に示す。また、椀型土器に塗付 された黒色物質 (試料名 :KM20)
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と杯に塗付 された黒色物質 (試料名 :K4)の IRスペ クト

認められる特徴的な吸収 ピークの帰属結果を表 2に示す。

色物質の由来について検討 した。

ルを図 2・ 図 3に示すとともに、これに

この赤外分光分析結果に基づいて、黒

*)図 1の IRスペクトルに対応.

表 2.KM 20お よびK4の IRスペ クトル帰属結果

吸収ピークNα
*)

吸収波数 (Cれ
-1) 推定される官能基

① O― H基 (水 )

② C― H―C

③ Si― O基 (け い酸塩 )

④ Si― O基 (け い酸塩 )

⑤ Si― O基 (け い酸塩)

*)図 2・ 3の IRスペクトルに対応.

試料名KM20と K4の IRスペ クトルは、極めて類似 していることから、これらの主成分はほぼ同

様 と考えられる。これらのIRスペ クトルに最 も強 く認められた吸収は、Si-0基に起因していると

考えられ、スペ クトル全体の形状から無機けい酸塩化合物であることが考えられる。一方、滲風

乾物に認められた吸収 ピークは、黒色物質のIRスペ クトル中に見出すことはできなかった。すな

わち、KM20お よびK4試料中に漆成分の存在を確認することはできなかった。

また、漆を加熱 して炭化物を作 り、その赤外分光分析結果 とも比較 したが、黒色物質 との類似

性は認められなかった。黒色物質中に検出された無機けい酸塩化合物は、一般的な土壌 とIRスペ

クトルの形状 と類似することから、試料を抽出する際に削られた土器の胎上に由来する可能性が

ある。

表 1.漆風乾物のIRスペ クトル帰属結果

吸収 ピー クNα
*) 吸収波数 (Cm-1) 推定される官能基

① O―H基

② C―H基 (脂肪族アルキル基)

③ C=0基 (エ ステル結合 )

④ 1620 N―H基あるいはN-0基

⑤ C― H基 (脂肪族アルキル基 )

⑥ C―O基 (水酸基 )

―-599-
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付編 5

大下原遺跡第 8号住居址・竹花遺跡第 4号住居址から
検出された赤色物質の素材について

パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

小諸市教育委員会より、大下原遺跡および竹花遺跡から出土した赤色物質の素材を明らかにす

るための分析調査依頼があった。今回の分析調査では、X線回折分析を応用し、赤色物質の素材

を明らかにすることとした。

1.試 料

大下原遺跡 1/1ヽ諸市大字平原字大下原所在)と 竹花遺跡 (同市大字御影新田竹花所在)は、繰矢川左

岸の段丘上に立地する。大下原遺跡では、古墳時代後期の集落址が確認され、第 8号住居址床面

直上から赤色物質が検出された。竹花遺跡は、古墳時代前期 と平安時代の集落址が確認され、平

安時代の第 4号住居l■から赤色物質が検出されている。両住居址の赤色物質は、いずれも土器な

どの遺物に付着した状態ではなく、単独で検出された。各試料名は、大下原遺跡の第 8号住居址

が「MOSH H-8」 、竹花遺跡の第 4号住居址が「MSTH H-4」 である。

2.分析方法

(1)試料調製

試料には土壌がかなり混左していたので、純粋な赤色物質を数mg採取した。これをガラス板に

すり付け、アセ トン 1滴 を滴下して試料を固定した。

(2)測定

調製された試料について次の条件でX線回折分析を行った。なお、Scanning Rangeに ついては

予備操作をしてピークの認められる部分だけで行った。

装置 :島津制作所製XD-3A

Target i Cu(Kα )          scanning Speed: 2° //min

Filter:Ni           chart Speed:2cm/min

Voltage i 30KVP          Divergency:1°

Current i 30mA                Recieving Sht i O.3mm

Count Fun Scale:5,000C/S    Scanning Range i 5～ 45°

Tirne Constant i l.Osec

―-604-―



(3)同定

測定された回折線の回折角度、原子面間隔および相対強度を計算 し、それに該当す′る化合物 ま

たは鉱物をX線粉末回折線総合解析プログラム (五十嵐,未公表)に より検索した。

3.結果および考察

X線回折チャー トと検出鉱物を図 1。 2に示す。主要 ピー クは、両試料 とも33.1、 35。 6、 24.1、

40.8°であり、予測される鉱物はヘマタイ ト (hematite i Fe203)だ けである (図 3)。 したがって、

両赤色物質ともに素材はヘマタイ トを主成分 とするベ ンガラと判断される。また、大下原遺跡の

赤色物質 (試料名 :MOSH H-8)は 回折線のピークが明瞭に表れることか ら、かなり結晶度の

良いベンガラであると判断できる。一方、竹花遺跡の赤色物質 (試料名 :MSTH H-4)は 回折

線のピークの表れ方が明瞭でないことから、結晶度の悪いベ ンガラであると判断できる。この原

因については、経年による保存状態も考慮 してお くことが必要である。

〈引用文献〉

足立吟也 (1980)6章粉末X線回折法.機器分析のてびき3,p.6476,化 学同人.

日本粘土学会編 (1987)粘土ハンドブック第二版。1289p.,技報堂出版.
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付編 6

竹花遺跡 。大塚原遺跡出土動物遺体の種類

早稲田大学 金子浩昌

1.試 料

試料は、古墳時代中期～奈良・平安時代の住居跡 (竹花遺跡 :H-10。 14・ 16。 22・ 32'37・ 44・

46・ 47・ 49・ 53・ 59'63・ 66・ 67・ 71・ 78。 83・ 85。 109;大塚原遺跡 :H-5)、 掘立柱建物跡 (竹花遺

跡 :ST-28)か ら検出された獣骨片 と奈良時代の上坑 (竹花遺跡 :第 2号土坑・第 3号土坑・第 4号

土坑)か ら検出された骨片・貝片である (表 1)。

2.同定結果

(1)竹花遺跡

a.獣骨

・ウマ Equus caballus

試料名 :H-47 Nα 5:左右下顎骨

現存する標本は遊離 した歯 とかなり破損 した顎骨か らなるが、元は左右の完存した下顎骨が

埋存していたものと思われる。

乳切歯右側 il,乳 切歯左側 il.2と 切歯 11, 2。 乎し臼歯dm 2・ 3、 萌出した直後の P

4, P3と 未萌出の P2, 3、 M2, 3がついていた顎骨である。

歯の萌出状況から年齢は 3歳から4歳であり、性別は雌であろう。

試料名 :H-67 S:右 側上顎臼歯P3

試料名 :H-67 N:右 側上顎白歯P4

試料名 :H-109 S:左側上顎自歯Ml

試料名 :ST-28 Pl:左 側下顎臼歯Ml

試料名 :H-46 Si左 側下顎臼歯M2

試料名 :H-63 Nα 6:左側下顎自歯M3

試料名 :H-49 No2:左側下顎臼歯M2

試料名 :H-22 配 2:右側下顎臼歯P4

試料名 :H-49 N66:右側下顎臼歯P4

試料名 :H-67 Nα 6:右側下顎臼歯M2, 3
。ウシ Bos taurus

試料名 :H-49 N:左 側上顎前臼歯P3
―-609-



試料名 :H-65 N:左 側上顎臼歯M2

試料名 :H-63 S:左 側上顎臼歯M3

咬耗は初期段階で、年齢は 2歳前後 と考えられる。

試料名 :H-67 4:左 側下顎前臼歯 P4

試料名 :H-67 S:左 側下顎白歯M2, 3

「H-67 4」 と「H-67 S」 の下顎歯は同一個体のもので、M3の 咬耗の進んだ老年ウ

シである。

試料名 :H-85:左側下顎臼歯M3 破片

・イノシシ Sus scrOfa

試料名 :H-14 Nα l:左側下顎切歯12

試料名 :H-14 Nα l:雄の左側下顎犬歯 破損。若い個体のものと思われる。

・ニホンジカ Cervus nipon

試料名 :H-85:左側鹿角部分 (第二枝)

試料名 :H-85:末節骨。火を受けて灰白色を呈 している。

・ ヒ ト  HomO sapiens

試料名 :4号土坑 :大腿骨部分

。その他の獣骨破片

試料名 :H-44 カマ ド:焼骨片 (肩 甲骨片)

試料名 :H-47:黒 く焼けた獣骨片

試料名 :H-63 カマ ド:灰 白色に焼けた骨片

試料名 :H-85:ウ シの下顎骨片。H-67 Sの 歯に付 くものと思われる。

試料名 :2号土坑 Nα l:ウ シ、ウマ破片

試料名 :3号土坑 :ウ シ、ウマ椎骨破片

b。 魚類

試料名 :H-59 N:カ ジキ類椎体片

C.貝類

試料名 :3号土坑 :マルタニシ Cipangopuludina chinensis malleata

現在数えられる個数20。 完存する標本はないが、埋存 していたときは完存する標本 も多かっ

たと思われる。殻高60mm位を最高に大小の殻がみられた。

(2)大塚原遺跡

a.ウ シ Bos taurus

資料名 :H-5 V Nα 6:未萌出歯の破片

―-610-―



3.竹花遺跡 。大塚原遺跡の動物遺体について
。獣類

a.ウマ

遊離 した歯、下顎骨などがあり、標本の数はもっとも多い。先ず、「H-47 Nα 5」 の下顎骨で

あるが、平安時代の住居跡から検出された。年齢は 3歳から 4歳未満の若い個体の下顎骨であり、

これ1個のみがあったことになる。埋存時にはおそらく完存する状態であったのであろう。若し

この下顎骨が住居と何らかの関係があったとすれば、この下顎骨にも意味があったものなのであ

ろう。祭万E的な目的のために使われたことは充分考えられる。ただ、このような解休された教骨

をみていると、殺牛殺馬の習俗といっても実際はこのような解体された骨の一部がその都度使わ

れたのが実情ではなかったろうか。

他に遊離した歯があるが、それらも祭万Bに使われていたものの一部ではなかろうか。本遺跡の

ウマは少なくとも3個体はあったとみられる。

これらの馬歯をもつウマの大きさであるが、歯のみからはからだの大きさを推定することは難

しいが、おそらく日本在来馬の中型あるいはややガヽさい個体であったろう。

b。 ウシ

ウマに比べると少ない。H-67の下期臼歯には骨体の一部が残されてお り、上述のウマの下顎

骨と同じ扱い方をされたものであろう。上顎歯があるところから、頭蓋骨があったことも考えら

れる。それぞれ別佃体のものであり、 2個休 もしくは 3個体はあったと考えられる。

C.イ ノシシとニホンジカ

狩猟獣であろう。イノシシの大歯やニホンジカの角片が出土しているのは、これらの部分が道

具の一部として使われていたことを示すのであろう。また、カマ ド中から焼骨が出土しているが、

骨を割 り調理 していた際に骨片が火中に落ちたのではないかと思われる。

・魚類

カジキマグロ類の椎骨であるが、出土例 としても珍 しいものである。

・貝類

マルタニシが一括して出上している。本遺跡近 くの池沼で採られたものであろう。内陸部の遺

跡で、こうした貝種がまとまって出土する例を幾つか見ているが、貝塚を形成する程に大量のも

のが集められていることはないようである。つまり食用としては数が少ないように思われる。こ

のような収集 と埋め込みは、何か別の目的があったのではないかと思われる。例えば祭戸E的な意

味がなかったであろうか。
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表 1 竹花遺跡 。大塚原遺跡出土動物遺体の同定結果

遺跡名 試料名 時代性 同定結果 個 数

竹 花 遺 跡 H-10N 半 客 時 代 ウ こ 平) は ウマの 片 2

H-14 Nα l 古 墳 時 代 後 期 イノシ シ雄 の左側 下 顎大歯破 片 1

イノシ シ々 1則下 顎 1

ウ こ ウマ の 多 数

H-14 カマ ド 古 塔 時 代 後 期 ウ こ は ウマ の 5

H-16 No3 ウ シ は ウマ の 多 数

H-22 Nα2 ウマ右 4即 I下常買臼慌P4 1

H-32 ウ シ はウマ の 3

H37ト レンチ ウ シ は ウマ の 片 9

H-44カ マ ト 片 1

H-46も 時 代 〔日 歯 M2 1

I玉 -47 代 黒 く た 獣 骨 片 5

H-47 Nα 4 ウ シ くは ウマ の 片 多 数

H-47 Nα 5 平安 時代 ウ マ

ウマ右 4則 釧1切粛 i 1

ウマ斉 4副 判1切櫛 i 1

ウマ斉 1則劉1切梼 i 1

ウ マ 1

ウ マ 12 1

ウ マ 切 fxh dna 2 1

ウ マ 切 粛 dm 3 1

ウマ 臼 P3 1

P3

ウマ未 出 臼 歯 P2
ウ マ 未 萌 出 臼 歯 P3
ウ マ 未 萌 出 臼 歯 l1/12

ウ マ 未 萌 出 臼 歯 h/13

ウマ下 | 三骨 片 (歯の 一 部 も あ り )

H-49 No2 平安 時代
ウ シ Iし くは ウ マ の 骨 片 3

H-49 No6 平 安 時 代 「側 下 顎 臼歯P4
II-49 N 平 安 時 代 ウ シ I副 卜害買前 ヒ]歯P3
H-53カ マ ドNol 平 安 時 代 ウ シ くは ウマ の 片 6

H-53 平 安 時 代 ウ シ し くは ウマの骨片

H-53 Nα4 古 墳 時 代 後 期 ウ シ し くは ウマ の骨片

H-59 N 平 安 時 代 前 期 カジキ類権体 片

H-63 Nα6 良 Π寺和 ウ マ 左 側 下 顎 臼 歯 P4
H-63 カマ ト :良時

“

焼 け て い る骨 片

H-63S :良時 中 ウ シ左 根U上顎 臼 歯 M3
H-65 N 古 墳 時 代 後 期 ウ シ左 側 上 顎 臼 歯 M2
H-66 Nα 6 古 墳 時 代 後 期 ウ シ し くは ウマの骨片 夕 数

H-67 Nα 4 奈良時代 ウ シ左 側 下 顎 前 臼 歯 P4
ウ シ し くは ウマ の骨片 夕 数

H-67 Nα 6 奈良時代 ウ シ右 側 下 顎 臼 歯 M2 l

ウ シ右 側 下 顎 臼 歯 M3 1

ウ シ し くは ウマの骨片

H-67 N 奈 良 時 代 ウ マ 右 側 上 顎 臼 歯 P4 l

H-67S 奈 良時代 ウ マ 右 側 上 顎 臼 歯 P3 1

ウ シ左 側 下 顎 臼 歯 M2 l

ウ シ左 側 下 顎 臼 歯 M3 1

H-71 古 墳 時 代 後 期 ～ 奈 良 時 代 ウシ もし くは ウマ の骨片 4

H-78 Nα 5 平 安 時 代 ウシ もし くは ウマ の骨切 4

茶 良 時 代 ウシ も し くはウマ の骨切 2

ユー85 古墳時代 後期 ウ シ左 狽J下 顎 臼 歯 M3の 破 片 1

ニ ホ ン ジ カ 左 側 鹿 角 部 分 1

ニホ ンジカ末飾骨 片 1

ウ シ は ウ マ の 骨 片 3

平 審 時 代 前 期 ウ マ 左 狽JL顎 臼 歯 Ml 1

も上―Zも  メ l 奈良時代 ウ マ 左 狽J下 顎 臼 歯 M 1

ウ シ は ウ マ の 骨 片 2

第 2号 三ヒミ、配 1 茶 農時 代 ウ シ は ウ マ の 骨 片 9

第 3サ土坑 奈良時代 ウ シ は ウ マ の 椎 骨 破 片 l

ウ シ は ウ マ の 骨 片 2

マ ル タニ シ 多数

第 4号 土 坑 代 (8世 糸R前半 ) ヒ 卜大 腿 骨 1

大 塚 原 遺 跡 代 後 期 ウ シ 未 萌 出 歯 の 破 片 2
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付編 7

過去の植物利用について

パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

佐久盆地では、これまでにも縄文時代から奈良・平安時代までの住居跡から検出されており、

主として炭化材を対象とした調査から、過去の植物利用について検討が行われてきた (パ リノ・サ

ーヴェイ株式会社,1988a,1988b,1989a,1989b,1989C,1991,1992,1993,1994a,1994b)。 そ

の結果、各時代 とも住居構築材にコナラ節やクヌギ飾などの木材を分用していたらしいことが明

らかとなってきている。今回の調査では、東下原遺跡、大下原遺跡、竹花遺跡、舟窪遺跡、大塚

原遺跡の各遺構から検出された炭化材、種子、灰化物の分析・同定を通じて、過去の植物利用に

関する検討を行 う。

1.住居構築材・燃料材の用材選択

(1)試料

試料は、東下原遺跡、大下原遺跡、竹花遺跡、舟窪遺跡、大塚原遺跡の住居跡か ら検出された、

構築材や燃料材 と考えられる炭化材97点 である。この うち、試料番号が付 されていない試料が、

竹花遺跡と舟窪遺跡にそれぞれ 1点ずつ認められた。 2点の試料については、各遺跡の最後の試

料番号にグッシュ (り を付 したものを試料番号 とした。なお、各試料の詳細は同定結果 とともに

表 1に示 した。

(2)方法

試料を乾燥させたのち、木口 (横断面)。 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)の割断面を作製 し、

走査型電子顕微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で観察・同定 した。

(3)結果

同定結果を表 1に 示す。試料のうち、No85は骨、Nα92は 種子であった。そのため、樹種同定試

料からは外 し、種子は後述する種子同定試料に含めた。また、樹種の特定には至 らなかった 5点

の試料については、広葉樹 (環孔材)(No30,47)、 広葉樹 (散孔材)(Nα 53,91つ 、不明 (No101)と し

た。その他の試料は、針葉樹 1種類 (カ ラマツまたは トウヒ属の一種 )、 広葉樹12種類 (オ ニグルミ、

カバノキ属の一種、アサダ、コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種、コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種、

クリ、エノキ属の一種、カツラ、サクラ属サクラ亜属の一種、カエデ属の一種、エゴノキ属の一種、トネ

リコ属の一種)と イネ科タケ亜科の一種が同定された。 この中には、 1試料中に複数の種類が含 ま

れていたものがあるが、それらは試料番号に小文字のアルファベ ッ トを付 して表記 した。
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表 1 樹種同定結果 (1)

番号 遺 跡 名 遺  構 代時 用 途 樹  種  名

戻下原遺跡 S1302 Ｐ

Ｓ

古墳時代後期
古墳時代後期

構築材
溝 塾 材

コナ ラ属 コナラ亜属 クヌギ師の一種
コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節の一種

大下原遺跡 SB 01 カ<♂ ド
SB01 C-1
SB 01 C-2
SB01 C-3
SB01 C-4
SB01 C-5
SB01 C-6
SB 01 C-7
SB 08 カ＼?ド

SB 09 カ<7ド

SB 13 カ<7ド

百 頂 時 代 復 期

古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期後半～茶良時パ
古 遺 E・f社 絡 ltH

燃科И
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
燃料材
燃料材
鉄料材

カツフ
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
ヨナラ属 ヨナラ亜属クヌギ節の一種
トネリコ属の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ飾の一種

ａ

ｂ

ｃ

・５

・６

・７

・９

２０

２‐

２２

２３

２３

２３

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４４

４７

４８

４９

５０

５‐

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６．

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７．

７２

７３

竹花遺跡 SB 01 Nol
SB 01 No2
SB 01 No3
SB05 P3
SB 06炉
SB06 Pl
SB 07 カ▼?ド

SB ll カム♂ドNol
SB ll 力＼?ド Nol
SB ll 力<?ドNol
SB 35 Nα l

SB 35 Nα 2

SB 35 No3
SB 35 Nα 4

SB 35 No5
SB 35 Nα 6

SB 35 Nα 7

SB 35 No8
SB 35 Nα 9

SB 35 No10
SB 35 Noll
SB 35 No12
SB 38 Nol
SB 44 No2
SB44 P2
SB 47 No3
SB 60 Nol
SB 66 No5
SB 67 Nol
SB 70 Nol
SB 70 Nα 2

SB 70 No3
SB 74 カ＼?ド

SB 77 Nol
SB 77 No2
SB 77 No3
SB 77 No4
SB 77 No5
SB 77 Nα 6

SB 77 No7
SB 77 No8
SB 77 No9
SB 77 No10
SB 77 Noll
SB 77 No12
SB 77 No13
SB 80 Nα l

SB 80 Nα 2

SB 80 No3
SB 80 No4
SB 80 No5
SB 80 Nα 6

SB 80 No7

古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
奈良時代後葉～平安時代
古墳時代中期
古墳時代中期
奈良時代
平安時代
平安時代
平安時代
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代初頭
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
平安時代
古墳時代後期
古墳時代後期
奈良時代
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
平安時代
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古 堵 蒔 代 観 R

構築材
構築材
構築材
構築材
燃料材
構築材
燃料材
燃料材
燃料材
燃料材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
繕築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
燃料材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
繕築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
濫峯材

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
クリ
エノキ属の一種
カバノキ属の一種
ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
カラマツまたは トウヒ属の一種
クリ
エゴノキ属の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
広葉樹 (環孔材)

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種
ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
イネ科タケ亜科の一種
クリ
広葉樹 (環孔材)

イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
広葉樹 (散孔材)

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属 コナラ亜属コナラ節の一種
ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜届コナラ節の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ飾の一種
イネ科タケ亜科の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
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表 1 樹種同定結果 (2)

竹花遺跡 SB 80 P4
SB 84カ マ ド
SB 85 カX?ド

SB 93 カ<?ド

SB 104カ マ ド
ST 29 C10
SB 109 S

古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
平安時代
古墳時代後期
奈良時代後葉
平安時代以降

構築材
燃料材
燃料材
燃料材
燃料材
構築材
繕集材

コナラ属 ヨナラ亜属コナラ節の一種
サクラ属サクラ亜属の一種
アサグ
クリ近似種
コナラ属 コナラ亜属ヨナラ節の一種
オニグル ミ
コナラ属 コナラ亜属コナラ飾の一種

ａ

・０

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

′

８３

８３

８４

８６

８７

８８

８９

９０

９．

９．

舟窪還 跡 SB 13カ マ ド
SB 13カ マ ド
SB 14カ マ ド
SB 17カ マ ド
SB21 C-1
SB21 C-2
SB21 C-3
SB21 C-4
SB21 C-5
SB21 C-6

平安時代
平安時代
奈良時代
古墳時代後期
古墳時代後期後葉以前
古墳時代後期後葉以前
古墳時代後期後葉以前
古墳時代後期後葉以前
古墳時代後期後葉以前
古墳時代後期後葉以前

燃料材
燃料材
燃料材
燃料材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材
構築材

カエデ属の一種
サクラ属サクラ亜属の一種
クリ
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
カエデ属の一種
カエデ属の一種
カエデ属の一種
カエデ属の一種
カエデ属の一種
廣 華 樹 r舒剤.材Ⅲ

９３

９４

９５

９６

９７

９８ ａ

９８ ｂ

９９

‐０１

‐０２

‐０３

‐０４

‐０５

‐０６

‐０７

‐０８

大塚原遺跡 SB01 N
SB03 C-1
SB 03 C-2
SB 04 カ＼?ド

SB 07 カ<ア ド
SB 09 カ アヽド
SB 09 カX?ド

SBll C-1
SB12 C-1
SB 12カ マ ド
SB 13.カ マ ド
SB14 C-1
SB 15
SB 18 カ▼Fド

SB 22カ マ ド
SB 34 カX?ド

奈良時代後葉
古墳時代後期
古墳時代後期
奈良時代
奈良時代
奈良時代
奈良時代
奈良時代
奈良時代
奈良時代
古墳時代後期
古墳時代後期
奈良時代
古墳時代後期
奈良時代
古墳時代後期

構築材
構築材
構築材
燃料材
燃料材
燃料材
燃料材
構築材
構築材
燃料材
燃料材
構築材
構築材
燃料材
燃料材
燃料材

クリ
コナラ属 コナラ亜属ヨナラ節の一種
クリ
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属クヌギ節の一種
コナラ属 コナラ亜属コナラ節の一種
サクラ属サクラ亜属の一種
コナラ属 コナラ亜属コナラ節の一種
不明
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
イネ科タケ亜科の一種
イネ科タケ亜科の一種
ヨナラ属 コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属 コナラ亜属コナラ節の一種
コナラ属コナラ亜属クメギ節の一種

各種類の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質を以下に記す。なお、和名・学名等は、主

として「原色日本植物図鑑 木本編 〈I・ H〉」(北村・村田,1971,1979)に したがい、一般的性

質などについては「木の辞典 第 1巻～17巻」(平井,19791982)も 参考にした。

・カラマツまたは トウヒ属の一種 (Lα力 協ι留″力 (Lamb.)Carriere or ttcca sp。 )マツ科

垂直樹脂道および水平樹月旨道が認められる。分野壁孔は小型の半縁壁孔である。放射組織は単

列、 1～ 20細胞高のもの と、水平樹脂道を含む紡錘形のものがある。

以上の特徴か ら、マツ科のカラマツ、 トウヒ属のいずれか と考えられるが、両種 を分けるには

至 らなかった。

・オニグルミ 領帽物%s%α%ぬカク狗切 Ma�mosubsp.s紡うοテ″テ2%α (Ma�m.)Kitamura)クルミ科

散孔材で年輪界付近でやや急に管径 を減少させる。管孔は単独および 2～ 4個が複合、横断面

では楕円形、管壁は薄い。道管は単穿孔を有 し、壁孔は密に交互状に配列する。放射組織は同性

～異性H型、 1～ 4細胞幅、 1～ 40細胞高。年輪界は明際。

オニグル ミは、北海道から九州までの川沿いなどに生育する落葉高木である。材の硬 さは中程

度、加工は容易で狂いが少な く、保存性は低い。銃床 として、洋の東西 を通 じて広 く用いられる。

ほかに各種器具・家具材などの用途 も知 られている。
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・カバノキ属の一種 (秒蕨力 sp.)カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に 2～ 4個が複合、横断面では楕円形、管壁は薄い。道管は階段穿

孔を有し、段 (bar)数 は20～ 30、 壁孔は密に対列状～交互状に配列する。放射組織は同性、 1～ 4

細胞幅、 1～ 30細胞高であまり目立たない。年輪界はやや不明瞭。

カバノキ属は、シラカンバ レ 紡励少肋み少ラリ′力 Sukatchev var.プ宅クοガ2(Miq)Hara)、 グ

ケカンバ (B.ι夕ηタタαη″Cham.)な ど11種が自生し、主として本州中北部・北海道の山地 。高山・

寒冷地などに生育する落葉高木～低木である。このうちミズメ 停.μttsp Sieb.et Zucc.)は 日

本固有種で、本州 (岩手県以南)。 四国。九州の山地に生育する。 ミズメの材は重硬・強靱で、加工

は困難ではなく、各種の道具・器具材、木地・家具材などに用いられる。

・アサダ (Osチタッ ″知%ケεα Sarg。)カ バノキ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2～ 4個が複合、横断面では楕円形、管壁は薄い。道

管は単穿孔を有し、内壁にらせん肥厚が認められる。壁孔は交互状に酉己列する。放射組織は(同性

～)異性Ⅲ型、 1～ 4細胞幅、 1～ 30(50)細胞高。年輪界はやや不明瞭。

アサダは北海道 (中 南部)。 本州 。四国・九州に分布する落葉高木である。材は重硬で、割裂性

は刻ヽさく、加工は困難である。器具・家具・機械・建築材などに用いられ、強度を必要とする用

途に通している。

・コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種 (Oιοπtt subgen.Lψ 蒻諺α力%熔 Sect,働雄 sp.)ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のも

のと複合放射組織とがある。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の 中で、果実 (い わゆるドングリ)が 2年 目に熟するグル

ープで、クヌギ (ottιπtt αε妨溢滅α Carruthers)と アベマキ (O.υα%αうケ燃 Blume)の 2種が

ある。クヌギは本州 (岩手・山形県以南)・ 四国・九州に、アベマキは本)‖ (山 形・静岡県以西)・ 四

国・九州 (】備凸)に分布するが、中国地方に多い。クヌギは樹高15mに なる高木で、材は重硬であ

る。古 くから薪炭材 として利用され、人里近 くに萌芽林として造林されることも多く、薪炭材と

しては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材、精木などの用途が知 られれる。ア

ベマキはクヌギによく似た高木で、樹皮のコルク層が発達 して厚 くなる。材質はクヌギに似るが、

さらに重い。用途もクヌギと同様であるが、樹皮が厚いため薪材にはむかず、炭材 としてもクヌ

ギ・コナラより劣るとされる。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 (02ιπtt subgen.Lψ蒻あ滅物熔 Sect.μガ%熔 sp.)ブ ナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外では急激に管径を減じたのち、漸減 しながら火炎状に配列

する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高の

ものと複合放射組織とがある。年輪界は明瞭。

コナラ節は、ヨナラ亜属 (落葉ナラ類)の 中で、果実 (い わゆるドングリ)が 1年 目に熟するグル
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―プで、モンゴリナラ (Oクιπ熔 物θηξOttα Fischer ex Turcz。 )と その変種 ミズナラ (O.物θ%―

ξο′ゲια Fischer ex Turcz.var.卸 ss盗ゼタ紹力 (Bl.)Rehder et Wilson)、 ヨナラ (O.s″矧 カ

Murray)、 ナラガシワ (O.α修%α Blume)、 カシワ (O.虎%″力Thunberg)、 といくつかの変・

品種を含む。モンゴリナラは耳ヒ海道。本州1(丹波地方以北)に 、 ミズナラ・カシワは北海道・本州・

四国。九州に、ナラガシワは本州 (岩手。秋田県以南)。 四国・九州に分布する。コナラは樹高20m

になる高木で、古 くから薪炭材 として利用され、植裁されることも多かった。材は重硬で、加工

は困難、器具・機械 。構材などの用途が矢Πられ、薪炭材としてはクヌギに次 ぐ優良材である。

・ クリ 脩徳″η2ι%ηα″ Sieb.et Zucc.)ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 4列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、漸減 しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。年

輪界は明瞭。

クリは北海道南西部 。本州・四国 。九州の山野に自生し、また植裁される落葉高木である。材

はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・

薪炭材などの用途が知られている。

・エノキ属の一種 (C房燃 sp。)エ レ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合 し接線・斜方

向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 15細胞幅、 1～ 50細胞高で鞘細胞をもつ。年輪界は明瞭。

エノキ属にはエゾエノキ (CcI's″符ιηsλ Koidzumi)、 エノキ (as力ιηsλ Persoon)、 コバ

ノチョウセンエノキ (Gう力%プ″ Pampanini)、  クワノハエノキ (Gうθ%励ι%sλ Koidzumi)の

4種がある。エゾエノキとエノキは、本)H・ 四国 。九州に普通にみられる。コバノチョウセンエ

ノキは本州 (近畿地方以西)・ 四国 。九州・琉球に、クワノハエノキは山口県 。九州西部・琉球・刻ヽ

笠原に希に生育する。エノキの材はやや重硬で、強度はやや河ヽさい。耐久性も低 く、材質的に劣

るため、雑用材・薪炭材などの用途があるだけである。

・カツラ

“

形π吻 〃防吻 鬼″ηケ協%Sieb.et Zucc.)ヵ ッラ科

散孔材で、管孔は単独または 2～ 3個が複合、分布密度は高い。晩材部へ向かって管径を漸減

させる。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性H型、 1～ 2細胞幅、 1～ 30細胞高。年輪界

はやや不明瞭。

カツラは北海道から九州に自生する落葉高木である。カツラ属にはこのほか、本州北中部の亜

高山帯に分布するヒロハカツラ (G物効 ク%(Nakai〉 Nakai)が ある。カツラの材はやや軽

軟で、割裂性は大きく、加工は容易、強度・保存性は低い。大径木が多く、欠点が少ないため、

各種の道具・器具 。木地・家具・建築・彫刻材などに用いられる有用材の一つである。

・サクラ属サクラ亜属の一種 管物%熔 subgen.働熔 塔 sp.)バ ラ科

環孔性を帯びた散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 8個が
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複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁に

はらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 3細胞幅、 1～ 30細胞高。年輪界はやや

不明瞭。

サクラ亜属には、ヤマザクラ (Pttη銹 ″物盗滋紡陶 Sieb.ex Koidzumi)や ミヤマザクラ (R

%傷滅θ″ケ骸″Ruprecht)な ど11種類が自生し、多くの変・品種がある。いずれも落葉性高木～低

木で、琉球を除く全上に分布する。このうち、ヤマザクラの材は、中程度～やや重硬・強靱で、

加工は容易、保存性は高い。各種器具材をはじめ、機械・家具・楽器・建築・薪炭材など様々な

用途が知られている。

・カエデ属の一種 (4ειγ sp。)カエデ科

散孔材で、道管は単独および 2～ 3個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単

穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、

1～ 5細胞幅、 1～ 30細胞高。細胞壁の厚さが異なる2種類の木繊維が、木口面で不規則な紋様

をなす。年輪界はやや不明瞭。

カエデ属には、イタヤカエデ (4ειγ ttθ%O Maxim.subsp.物 ″物θ紹滅  (Nicholson)

Kitamura)や イロハモミジ (4.つα賜滅 %Thunb.)な ど約25種が自生 し、また多くの品種があ

り植裁されることも多い。属 としては琉球 を除くほぼ全上に分布する落葉高木～低木である。一

般に材はやや重硬・強靱で、加工はやや困難、保存性は中程度である。器具・家具・建築・装飾・

施作・薪炭材などに用いられる。

・エゴノキ属の一種 (μ閉筋 sp.)エ ゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、 2～ 4個が複合または単独で、年輪界付近で管径を減ずる。道

管は階段穿孔を有する。放射組織は異性H型、 1～ 3細胞幅、 1～ 20細胞高。年輪界や不明瞭。

エゴノキ属にはエゴノキ (μ

"筋
ヵ知%ゲθα Sieb.et Zucc.)、 ハクウンボク (dθうぉs力 Sieb.et

Zucc.)、 コハクウンボク (ds力″岱aηα%α MakinO.)の 3種がある。エゴノキは北海道 (渡島)・

本州・四国 。九州 。琉球に、ハクウンボクは北海道 (北見・石狩以南)。 本州・四国 。九州に、コハ

クウンボクは本州 (栃木県以南)・ 四国。九州に分布する落葉高木～低木である。材はやや重硬で害J

裂しにくく、加工はやや容易、施作・器具 。薪炭材などに用いられる。

・ トネリコ属の一種 (ビ守繭 器 sp.)モ クセイ科

環孔材で孔圏部は 2～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は小型で密に交互状に配列する。放射組織は同性、 1～ 3細胞幅、 1～ 40細胞高であるが、

とくに20細胞高前後のものが多い。年輪界は明瞭。

トネリコ属には、シオジ (F崩%密 ψαι励力%α Lingelsh。 )、 トネリコ (n,妙θttθα BIume)、

アオダモ (ns″紹ヵ (Nakai)Murata)な ど約 8種が自生する。このうちヤマ トアオダモ (Я

力呼 物ψλ Sieb.et Zucc.)・ マルバアオグモ (ROあθチ″歩2ηα blume)・ アォダモは北海道・本

州 。四国 。九州に、ヤチダモ (n vαηぬヵク万εα Rupr.var.力知笏σα Ma�m.)は北海道 。本)H
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(中部地方以北)に 、 トネリコは本州 (中部地方以北)に、シオジは本州 (関東地方以西)・ 四国。九

州に分布する。いずれも落葉高木である。材の性質は種によって異なるが、一般には中庸～やや

重硬で、靱性があり、加工は容易で、建築・器具・家具・施作・薪炭材などの用途が知られる。

・イネ科タケ亜科の一種 (Gramineae subfam.Bambusoideae sp。 )

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科は、タケ・ササ類であるが解剖学的特徴では区別できない。

(4)考察

表2 構築材の樹種構成
樹種同定を行った試料は、住居構築材と燃料

されていたことが推定される。住居構築材は、使用時の大 きさや重量を考えると、遠方から搬入

したのではな く、遺跡周辺に生育 している樹木の中か ら住居構築材 として適 した強度、大 きさ

(径・長さ)・ 形状 を有するものを選択 して利用 したことが推定 され、本遺跡周辺ではコナラ節が

普通に見られる植生環境であったことが考えられる。 また、 タケ亜科がヨナラ節に次いで多 く見

られるが、タケ亜科の材質から、垂木や柱材に使用 したとは考えられない。壁や屋根に葺いたも

の等の可能性がある。

ところで、本地域では郷土遺跡における縄文時代の住屋構築材の樹種同定結果から、縄文時代

の構築材にはクリが多く、古墳時代以降の木材利用 と比較 して違いがあることを指摘 している(パ

リノ・サーヴェイ株式会社,1993)。 一方、御代田町下弥堂遺跡では、縄文時代前期初頭の住居跡か

ら検出された構築材にヨナラ節   表 3 燃料材の樹種構成

材に大別できる。住居構築材の樹種 を見ると、

全体的にヨナラ節が多い (表 2)。 これは佐久盆

地で行われた、弥生時代末から平安時代 までの

住居構築材の樹種同定結果 (パ リノ・サーヴェイ

株式会社,1988a, 1988b, 1989a, 1989b, 1989

C,1991,1992,1994a)と 調和的であり、本地

域においてヨナラ節の木材が住居構築材に多用

が多く、弥生時代末以降の樹種

構成 と同様の結果が得 られてい

る (パ リノ・サーヴェイ株式会社,

1994b)。 このことか ら、同時代

であっても木材の選択は遺跡に

よって異なっていた可能性があ

る。 しか し、縄文時代の資料は、

この 2例以外には知 られておら

ず、今後さらに資料の蓄積が必   クリ近似種はクリに含めた

代
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要である。

燃料材でも、構築材に分かったコナラ節が多く見られ (表 3)、 ヨナラ節の木材が構築材以外に

燃料材 としても分用されていたことが推定される。また、同定 された樹種数は、不明も含めて12

種類になり、様々な木材が燃料材 として利用されていたことを示 している。このことから、燃料

材 としてとくに選択される樹木があったのではな く、周辺に生育 している樹木を伐採、利用 して

いたことが推定される。

2.食用植物について

(1)試料

試料は、東下原遺跡、竹花遺跡、大塚原遺跡から検出された種実遺体10点 である。各試料の詳

細については、同定結果とともに表 4に示す。

(2)方法

双眼実体顕微鏡下でその形態的特徴から種類を同定した。

(3)結果

結果を表 4に示す。以下に形態的特徴について記す。

・オニグルミ き癒 %s物吻ぬ力%陶翻 Ma� m.subsp.s″うοテ″力%α (Ma� m。)Kitamura)ク ルミ科クルミ属

核の破片が検出された。褐灰色で大きさは 1～ 2 cm程度。内果皮は厚 く堅い。表面は荒いしわ

状となり、裏面には子葉が入るくぼみがある。

・モモ (P/2%熔 クα駕ゲθα Batsch。 )バラ科サクラ属

核 (内果皮)が検出された。褐色で大きさは 2 cm程度。核の形は楕円形でやや偏平である。下端

には九 く大きな謄点がある。一方の側面にのみ縫合線が顕者に見られ、表面は不規則な線状のく

ぼみがあり全体 としてあらいしわ状に見える。

・スモモ (′物ηtt M施力α Lindl.)バ ラ科サクラ属

核 (内果皮)が検出された。黒褐色で大きさは l cm程度。核の形は楕円形で、偏平である。下端

表4 種実遺体同定結果

遺跡名 遺構名 時代・時期 同定結果

1

24

41

42

43

45

46

52

77

92

東下原遺跡

竹花遺跡

SB 03カ く♂ド 古墳時代後期 モ モ

SB 21 S

SB 48 N

SB 49

SB 53カ マ ド

SB 62

SB 65

SB 74カ マ ド

SB 85 N

奈良時代後半

奈良時代後半

平安時代

平安時代

平安時代

奈良時代

平安時代

古墳時代後期

オニグル ミ

モモ

モモ

オニグル ミ

スモモ

イネ

モモ

オニグル ミ

大塚原遺跡 SB 01 C-1 奈良時代後半 サクラ属の一種
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には、九 く大 きな謄点がありへこんでお り、上端は九い。一方の側面にのみ、縫合線が顕者に見

られる。表面は炭化が著 しく不明瞭である。

・サクラ属の一種 伊吻%熔 sp.)バ ラ科

核 (内果皮)が検出された。褐色で大きさは1.5cm程 度。核の形は楕円形でやや偏平である。下

端には丸 く大 きな膳点があり、上端は鋭 く尖る。一方の側面にのみ縫合線が顕著に見 られる。表

面は炭化が著 しく不明瞭である。今回の調査では、サクラ属のモモとスモモが同定されているが、

本試料はそのどちらとも形態が異なる。形態や大きさはウメに似 るが、表面の観察が行えなかっ

たため、種の特定には至 らなかった。

・イネ (0ヮ紹 磁″υα L.)イ ネ科イネ属

炭化 した頴 (粗)が互いにな着 した状態で検出された。概一つあた りの大 きさは 5 mm程度。表面

には細かい突起が維方向に配列 している。

(4)考察

今回検出された種実は、いずれも古 くから食用にされてきた種類である。このうち、オニグル

ミをのぞく種類は栽培のために渡来 したといわれている。

オニグル ミは生食可能なことから古 くから食用 として利用されていたと見られ、各地で夕くの

検出例が知られている。オニグル ミは、本)Hの 山野では沢沿いなどにごく普通に見られる種類で

あることから、平易に入手可能であったと推測される。

モモは渡来 した植物 といわれ、古いものでは長崎県伊木力遺跡から検出された縄文時代前期の

核が知 られているが (粉川,1988)、 検出例。個体数が増加するのは弥生時代以降である。モモは古 く

から人々に利用され、花の観賞や呆実や種子を食用にすることか ら、今回検出されたモモも当時

食用などのため栽培 されていたものと考えられる。モモの品種は非常に夕く、江戸時代には花の

観賞用モモは約200種類以上、呆実用でも40種類以上あったといわれている(堀田,1980)。 江戸時

代以前に食べ られていたとされる古い形質のモモの核は、小 さくて九みがあるといわれてお り(堀

田,1980)、 今回の形態 もこれに近い。遺跡から出土 したモモの核に関しては、金原ほか (1992)が

奈良県布留遺跡で行 った調査から、畿内地方で少な くとも5種類の形態があり、時代・時期によ

り出土する核の形態が異なることを指摘 している。 しか し、この結果は畿内の 1遺跡で得 られた

結果であり、ここで分類された核の形態やその出現時期が全国の遺跡に当てはまるとはいえない

が、将来的には、地域別に集計された資料を比較することにより、過去の流通や文化の伝播を検

討する上で重要な資料 となることが期待できる。

スモモも食用のために渡来 した種類であるとされ、記紀の中に もスモモ (李)に 関する記述がみ

られる。 しか し、スモモは長野県野尻湖では更新世から化石が検出されてお り (野尻湖植物グルー

プ,1984)、 古い時代には日本に自生 していたと考えられる。遺跡などから検出されるスモモと野

尻湖産のスモモでは核の形態が異なることから、歴史時代のものは渡来 した可能性があるが、そ

の関係については現段階では不明である。
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概は複数が癒着 した状態で検出されてお り、火熱を受けていると考えられる。炭化米は、竹花

遺跡第40号住居址、鋳物師屋遺跡などから報告されているが (氏原,1988)、 今回のものは癒着が著

しく、個々の粒が判別できないため、形状に関する比較検討はできなかった。

3.竹 花 遺 跡 の 第 3号土 坑 (SK03)か ら検 出 され た灰 層 (SK03灰)に つ い て

(1)試料

試料は、竹花遺跡の第 3号土坑から採取された灰 1′ミ (試料名 :SK03灰 )である。

(2)方法

試料は、ポリタングステン酸ナ トリウム (比重2.6)に よる重液分離 を行い、植物珪酸体 を分離・

濃集し、乾燥させマ ッフル炉で650℃ の 1時間試料 を焼 き灰化 させ、検鏡 し易い濃度に希釈 した

後、カバーガラスに満下 し、乾燥させ る。これを、プ リュウラックスで封入 してプレパラー トを

作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現するイネ科植物の葉部 (葉身と葉鞘)の

短細胞に由来する植物珪酸休 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身の機動細胞に由来する植物珪

酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、同定・計数する。なお、同定には、近藤・佐瀬 (1986)の

分類を参考にする。また、イネ科植物が灰で検出される場合、短細胞列・機動細胞列 といった珪

化組織片で認め られる例 もある(佐瀬,1982,大 越,1985)。 このため、組織片についても注 目し

た。

結果は、検 出 された植物珪酸体 の種類 と個数 を一覧表で示 した。

表5 第3号土坑の植脚 鵜 果

(3)結果

結果を表 5に示す。短細胞珪酸体・機動細胞珪酸の検出

個数が少なく、組織片 もイネ属が僅かにしか認められない。

検出された種類は、キビ族・タケ亜科・ ヨシ属・ウシク

サ族ススキ属 。イチゴツナギ亜科が検出される。また、栽

培種のイネ属の産状が目立つ。

(4)考察

今回の調査対象 とした試料は、奈良時代 とされる第 3号

土坑から採取された灰 (SK03灰)である。この上坑は、上

下の層からタニシが出上 していることから、ゴミ穴 と考え

られている。

したがって、灰は土坑内で焼かれたものに由来するか も

しくは他から搬入され投棄 されたものかの 2つの可能性が

考えられる。 しか し灰中に土壌 と混 じりあっていることや

焼土がみられないことから、後者の可能性が高いように思
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種類 (Taxa)  試料名 SK03灰

不明ダンチク型

イネ科業部短細胞珪酸体
イネ族イネ属
キビ族           1
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族ススキ属
イチゴツナギ亜科
不明キビ型
不明ヒゲシバ型

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属
タケ亜科
ウシクサ族
不明

合 計
イネ科業部短細胞珪酸体
イネ科葉身機動細胞珪酸体

検出個数

組織片
イネ属頴珪酸体
イネ属機動細胞列



われる。

灰像分析の結果、植物珪酸体が検出されたが、灰中に土壌 も混 じっていることから土壌中に温

入していたものか上位からの落ち込みの可台を隆もあり、一概に灰がイネ科植物由来であったとは

言えない。 しか し、本土坑覆土中に栽培種のイネ属に由来する珪酸体や組織片が検出されること

から、植物遺体が埋積 している可能性がある。その他の検出されたイネ科植物に関しても、土坑

埋積時当時に周辺に生育 していた種類 を構成する要素であった可能性がある。

今後、このような分析を行う場合には、他の上坑覆土や土坑外の堆積土等との植物珪酸休組成

の比較を行うことにより、詳細な検討が可能になると思われる。
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。
類
例
と
し
て
次
の
資
料
が
参
考
と
な
ろ
う
。

城
山
遺
跡
出
土
三
二
号
木
簡

（釈
文
は

『静
岡
県
史
』
資
料
編
四
、　
一
九
八
九
年
、
九
四
四
頁
に
よ
る
）

［束
圭

月
生
二
日
家
度
稲
冊
八
×
　
　
×
□
度

　

（三
一
と

×
一
九
×
八
　
〇
五
一
型
式

「家
度
稲
…
」
は

「家
に
稲
を
わ
た
す
」
と
解
釈
で
き
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
用
例
で
あ
る
と
す
れ
ば
本
文
書
も

「布
九
段
を
わ
た
す
」
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、

物
品
名
と
数
量
の
間
に
動
詞
が
入
る
こ
と
が
こ
の
解
釈
の
難
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
情
報
量
が
少
な
く
、
他
の
解
釈
も
成
り
立
ち
得
る
の
で
断
定
的
な
こ
と
は
避

け
て
お
き
た
い
。

Ｂ
面
は
さ
ら
に
文
字
が
少
な
く
、
内
容
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
行
間
に
文
字
と
平
行
に
線
が
一
本
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
線
は
太
く
、
ラ
フ
に

引
か
れ
て
お
り
、
界
線
と
は
考
え
に
く
い
が
、
性
格
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
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Ｂ
面

（Ａ
面
と
天
地
逆
））

・・３

第
二
断
片

文
字
は
漆
の
付
着
し
て
い
な
い
面
に
正
位
で
確
認
で
き
る

Ａ
面□

度
玖

Ａ
面
の

「度
玖
」
と
Ａ
面
の

「度
玖
」
は
全
く
同
じ
形
で
あ
り
重
な
っ
て
い
た
時
の

位
置
も
全
く
重
な
る
。
ま
た
、
第

一
断
片
に
第
二
断
面
の
繊
維
が
付
着
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る

（図
一こ
。
こ
の
こ
と
は
、
漆
が
固
化
す
る
以
前
に
両
断
片
が
重
な
っ
て
い
た

時
、
相
互
に
繊
維
が
付
着
す
る
と
と
も
に
、
第

一
断
片
の
墨
痕
が
第
二
断
片
に
う
つ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
文
書
の
廃
棄
後
の
過
程
は
以
下
の
よ
う
に
復
元
で
き
る
。

１
　
直
径
一
三
～
一
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
の
範
囲
に
漆
が
付
着
し
た
紙
を
、
漆

付
着
面
を
外
側
に
し
て
、
文
字
の
行
と
ほ
ぼ
平
行
に
、
中
央
か
ら
半
分
に
折
る
。

２
　
上
面

（第
一
断
片
の
Ａ
面
）
の
漆
を
そ
ぎ
落
と
す
。

３
　
漆
が
固
化
す
る
以
前
に
第
一
断
片
の
墨
影
が
第
二
断
片
に
う
つ
っ
た
。

４
　
下
面

（第
二
断
片
の
側
）
に
つ
い
た
漆
が
上
器
内
面
の
形
に
固
化
し
た
後
土
器
と
分

（Ａ
面
と
す
る
）
。

第 3図 第 1断片に第 2断片の繊維が付着した部分
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♀              亀
CIn

第 2図 漆フタ紙の復原図
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付
編
８竹

花
遺
跡
第
４
号
土
坑
出
土
の
漆
紙
文
書
に
つ
い
て

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

東

京

大

学

大

学

院

生

一
　

形
　
態

本
文
書
は
黒
色
土
器
杯
内
面
に
硬
化
し
た
漆
の
上
に
紙
が
三
枚
重
な
っ
た
状
態
で
出
上
し
た
。
漆
の
形
状
は
杯
形
の
上
器
の
底
部
内
面
の
形
を
残

し
て
お
り
、
土
器
に
入
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
固
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
枚
の
紙
は
漆
付
着
面
を
外
側
に
し
て
重
ね
ら
れ
て
い
る
（上
面
に
出
て
い
る

方
を
第
一
断
片
、
漆
に
密
着
し
た
方
を
第
二
断
片
と
す
る
。
図
一
）。
第

一
断
片
に
付
着
し
た
漆

（外
側
の
面
に
付
着
）
は
丁
寧
に
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
て
、

第
二
断
片
の
状
況
と
は
異
な
る
も
の
の
、
両
者
と
も
空
気
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
面
の
状
況
が
酷
似
し
て
お
り
、
本
来
同

一
の
紙
で
あ
っ
た
も
の
を
、

漆
付
着
面
を
外
側
に
し
て
折
り
た
た
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
各
断
片
の
大
き
さ
は
、
残
存
径
で
長
径

一
〇

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
径
六

・

漆

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
復
元
的
に
展
開
し
た
場
合
の
漆
フ
タ
紙
の
直
径
は
、
約

一
三
～
一
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
る

（図
一
ご
。

一
一　
釈
文
と
行
間
等
の
計
測

（単
位
セ
ン
チ
メ
ー
ト
と

第

一
断
片

文
字
は
表
裏
に
確
認
で
き
る
。
漆
付
着
面
を
Ａ
面
、
反
対
面
を
Ｂ
面
と
す
る
。
Ａ
面
は
漆
の
付
着
し
て
い
な
い
面

（す
な
わ
ち
Ｂ
面
）
か
ら
左
文
字

と
し
て
確
認
し
た
。

Ａ
面

□噺嘩］碑卿依　一卿　）
３．５

平

川

　

南

古
尾
谷
知
浩第 1図 模式図
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第 5号住居址
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第49・ 50・ 53～ 56号住居址出土土器
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第77号住居址出土土器
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第78号住居址
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第78・ 80号住居址出上土器
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第80号住居址
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第80・ 81号住居址出土土器
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第 2号土坑出主土器
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1.カ ラマツまたは トウと属の一種 (No23a)

2.オニグル ミ (Nα 80)

3.カ バ ノキ属の一種 (No21)

a:木口, b:柾 目, C:板 目

車   200/mia
■■■■■ 200μ m ib,c

材の顕微鏡写真(1)
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アサダ (No76)
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    200μ m i a

■■■■口■B200/m ib,cコナラ属コナラ亜属クヌギ節の~種
(Nα 58)

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 (Nα 67)

al木日, b:柾 目, C i tFx目

材の顕微鏡写真②
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7. クリ (Nα 44)

8.エ ノキ属の一種 (No20)

9. カツラ (Nα 4)

a:木日,b:柾 目,C:板 目

…
   200μ m:a

■■■■日200μ m ib,c

材の顕微鏡写真13)
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10.サ クラ属サクラ亜属の一種 (Nα75)

11.カ エデ属の一種 (No91)

12.エ ゴノキ属の一種 (No23c)

al木口,b:柾 目,Ci板 目

“

  200μ m

Hロロ■■ 200μ m

材の顕微鏡写真(4)



13.ト ネリコ属の一種 (Nα 13)

14.イ ネ科タケ亜科の一種 (No48)

a:木口, b:オ正目, C:オ坂目, 14:横断面

材の顕微鏡写真(0

“

   200/m:a,14
■■■■日 200/1m ib,c
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種実遺体(1)

1・ 2 イネ (胚乳 ;炭化米)
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1・ 2.モモ (東下原遺跡 i SB03カ マ ド)

3.オニグルミ (竹花遺跡 i SB21S)

4.モモ (竹花遺跡 i SB48N)

5。 モモ (竹花遺跡 i SB49)

6。 オニグルミ (竹花遺跡 i SB53カ マ ド)

7.スモモ (竹花遺跡 i SB62)

8.モモ (竹花遺跡 i SB74カ マ ド)

9～■.イ ネ (竹花遺跡 :SB65)

12～ 14.オ ニグルミ (竹花潰跡 i SB85N)

l cln

(5)

l cm

(1～ 4,6～ 14)

種実遺a121
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1.イ ネ属短細胞珪酸体 (SK03灰 )

3,ススキ属短細胞珪酸体 (SK03灰 )

5.イ ネ属機動細胞珪酸体 (SK03灰 )

7.タケ亜科機動細胞珪酸体 (SK03灰 )

9.状況写真 (SK03灰 )

50μ  kII

(1～ 8)

100μ m

(9)

2.キ ビ族短細胞珪酸体 (SK03灰 )

4.イ ネ属機動細胞珪酸体 (SK03灰 )

6.イ ネ属機動細胞珪酸体 (SK03灰 )

8.イ ネ属機動細胞珪酸体列 (SK03灰 )

植物珪酸休
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